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はじめに

『 『システム管理者のガイド』』 にようこそ。

『システム 『管理者ガイド』』 には、必要に応じて Red Hat Enterprise Linux システムをカスタマイズ
する方法が記載されています。ステップバイステップの、システムの設定およびカスタマイズのための
タスク指向のガイドが必要な場合には、これは手動で行います。このマニュアルでは、以下のような中
間トピックを多数説明します。

ネットワークインターフェースカード(NIC)の設定

キックスタートインストールの実行

Samba 共有の設定

RPM を使用したソフトウェアの管理

システムに関する情報の決定

カーネルのアップグレード

このマニュアルは、以下の主要なカテゴリーに分類されます。

インストール関連のリファレンス

ファイルシステムのリファレンス

パッケージ管理

Network Configuration

システム設定

システムモニタリング

本書は、Red Hat Enterprise Linux システムに関する基本的な理解があることを前提としています。Red
Hat Enterprise Linux のインストールに関するヘルプが必要な場合は、『インストール 『ガイド』』 を
参照してください。システム管理に関する一般的な情報は、『システム管理者の 『概要』を参照し』
てください。ファイルシステムの概要など、より高度なドキュメントが必要な場合は、『『リファレン
スガイド』』 を参照してください。セキュリティー情報が必要な場合は『セキュリティー 『ガイド』
を参照し』 てください。

1. この手動の変更

このマニュアルは明確にするために変更されており、Red Hat Enterprise Linux 4 の最新機能で更新され
ています。変更には以下が含まれます。

『『カーネルモジュールカーネルモジュール』』 の更新およびの更新および 『『カーネルのカーネルの』』 章の手動更新章の手動更新

カーネル 『モジュールおよびカーネルモジュールおよびカーネル』 の 『手動アップグレード手動アップグレード』 には、2.6 カーネルに関して更
新された情報が含まれています。本章を完了するのに役立つハード作業のために Arjan van de Ven
に特化しました。

更新され更新され 『『たネットワークファイルシステムたネットワークファイルシステム(NFS)』』 の章の章

『ネットワークファイルシステム(NFS)』 の章が修正され、NFSv4 を組み込むように再編成されま
した。本章を完了するのに役立つハード作業のために Steve Dickson に特化しました。

はじめにはじめに
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Update Update 『『OProfile』』 の章の章

『OProfile』 の章が修正され、2.6 カーネルに関して更新された情報を組み込むように修正および再
編成されました。本章を完了するのに役立つハード作業についての Will Cohen に特化しました。

Update Update 『『X Window System』』 の章の章

『X Window System の』 章が修正され、X.Org チームが開発した X11R6.8 リリースに関する情報が
追加されています。

本ガイドを読む前に、インストールの問題、基本的な管理概念のための 『システム管理の概要』、一般
的なカスタマイズ手順のための 『システム管理者ガイド』、セキュリティー関連の手順については
『『』 セキュリティーガイド』を参照してください。『』本ガイドでは、上級ユーザーのトピックにつ
いて説明します。

2. 本書の表記慣例

本ガイドでは、いくつかの規則を使用して特定の単語やフレーズを強調表示し、特定の情報への注意を
促しています。

2.1. 誤字規則

特定の単語や句への注意を促すために 4 つの表記慣習を使用しています。これらの規則や、これらが適
用される状況は以下のとおりです。

等幅ボールド等幅ボールド

シェルコマンド、ファイル名、パスなど、システム入力を強調表示するために使用されます。キーと
キーの組み合わせを強調表示するためにも使用されます。以下に例を示します。

現在の作業ディレクトリーのファイル my_next_bestselling_novel の内容を表示する
には、シェルプロンプトで cat my_next_bestselling_novel コマンドを入力し、Enter
を押してコマンドを実行します。

上記には、ファイル名、シェルコマンドおよびキーが含まれます。これはすべて等幅ボールドで表示さ
れ、コンテキストにより区別可能なものになります。

キーの組み合わせは、キーの組み合わせの各パーツをつなげるプラス記号によって個別のキーと区別で
きます。以下に例を示します。

Enter を押してコマンドを実行します。

Ctrl+Alt+F2 を押して、仮想ターミナルに切り替えます。

最初の例では、押す特定のキーを強調表示しています。2 つ目の例は、同時に押す 3 つのキーのセット
というキーの組み合わせを強調表示しています。

ソースコードの場合、段落内で記述されるクラス名、メソッド、関数、変数名、および戻り値は、上記
のように 等幅ボールド等幅ボールド で示されます。以下に例を示します。

ファイル関連のクラスには、ファイルシステムの filesystem、ファイルの file、ディレ
クトリーの dir が含まれます。各クラスには、独自の関連付けられたパーミッション
セットがあります。

プロポーショナルボールドプロポーショナルボールド

これは、アプリケーション名、ダイアログボックステキスト、ラベルが付いたボタン、チェックボック
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これは、アプリケーション名、ダイアログボックステキスト、ラベルが付いたボタン、チェックボック
スおよびラジオボタン、メニュータイトルおよびサブメニュータイトルなど、システムで発生した単語
またはフレーズを示します。以下に例を示します。

メインメニューバーから System → Preferences → Mouse を選択し、Mouse
Preferences を起動します。Buttons タブで、Left-handed mouse チェックボックス
を選択し、Close をクリックしてメインのマウスボタンを左から右に切り替えます (マ
ウスを左手で使い易くします)。

特殊文字を gedit ファイルに挿入するには、メインメニューバーから Applications →
Accessories → Character Map を選択します。次に、Character Map メニューバーか
ら Search → Find… を選択し、Search フィールドに文字の名前を入力して Next をク
リックします。目的の文字が Character Table で強調表示されます。この強調表示し
た文字をダブルクリックして Text to copy フィールドに配置し、Copy ボタンをク
リックします。ここでドキュメントに戻り、gedit メニューバーから Edit → Paste を
選択します。

上記のテキストにはアプリケーション名、システム全体のメニュー名および項目、アプリケーション固
有のメニュー名、GUI インターフェース内のボタンおよびテキストなどがあります。すべては
proportional bold で示され、コンテキストと区別できます。

等幅ボールドイタリック等幅ボールドイタリック または プロポーショナルボールドイタリックプロポーショナルボールドイタリック

等幅ボールドまたはプロポーショナルボールドのいずれでも、イタリックが追加されると、置換または
変数テキストを意味します。イタリックは、状況に応じて変化するテキストや、文字を入力しないテキ
ストを表します。以下に例を示します。

ssh を使用してリモートマシンに接続するには、シェルプロンプトで ssh 
username@domain.name を入力します。リモートマシンが example.com で、その
マシンのユーザー名が john の場合は、ssh john@example.com と入力します。

mount -o remount file-system コマンドは、指定したファイルシステムを再マウント
します。たとえば、/home ファイルシステムを再マウントする場合には、コマンドは 
mount -o remount /home です。

現在インストールされているパッケージのバージョンを表示するには、rpm -q 
package コマンドを使用します。その結果が package-version-release のように返さ
れます。

上記の太字のイタリック体の用語、username、domain.name、file-system、package、version、および
release に注意してください。各単語はプレースホルダーで、コマンドの発行時に入力するテキストま
たはシステムによって表示されるテキストのどちらかになります。

作業のタイトルを示す標準的な使用法のほかに、イタリックは新用語と重要な用語の最初の使用を示し
ます。以下に例を示します。

Publican は DocBook 公開システムです。

2.2. 引用規則

端末の出力およびソースコードの一覧は、周りのテキストから視覚的に表示されます。

端末に送信される出力は、mono-spaced roman に設定され、次のように表示されます。

books        Desktop   documentation  drafts  mss    photos   stuff  svn
books_tests  Desktop1  downloads      images  notes  scripts  svgs

はじめにはじめに
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ソースコードの一覧も mono-spaced roman に設定されますが、構文強調表示を以下のように追加し
ます。

2.3. 注記および警告

最後に、3 つの視覚的スタイルを使用して、見落とす可能性のある情報に注意を促します。

注記注記

注記とは、タスクへのヒント、ショートカット、または代替アプローチです。注意を無
視しても悪い結果を招くことはありませんが、便利なヒントを見逃してしまう可能性が
あります。

重要重要

見落としやすい詳細のある重要なボックス: 現行セッションにのみ適用される設定変更
や、更新を適用する前に再起動が必要なサービスなどです。「Important」というラベル
が付いたボックスを無視しても、データが失われることはありませんが、スムーズな操
作が行えないことがあります。

警告警告

警告は無視すべきではありません。警告を無視すると、データが失われる可能性が
あります。

static int kvm_vm_ioctl_deassign_device(struct kvm *kvm,
                 struct kvm_assigned_pci_dev *assigned_dev)
{
         int r = 0;
         struct kvm_assigned_dev_kernel *match;

         mutex_lock(&kvm->lock);

         match = kvm_find_assigned_dev(&kvm->arch.assigned_dev_head,
                                       assigned_dev->assigned_dev_id);
         if (!match) {
                 printk(KERN_INFO "%s: device hasn't been assigned before, "
                   "so cannot be deassigned\n", __func__);
                 r = -EINVAL;
                 goto out;
         }

         kvm_deassign_device(kvm, match);

         kvm_free_assigned_device(kvm, match);

out:
         mutex_unlock(&kvm->lock);
         return r;
}
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3. 詳細情報

『 『システム管理者ガイド』』 は、Red Hat Enterprise Linux ユーザーに有用で時間上のサポートを提
供するために、Red Hat, Inc's 増加の取り組みの一部です。新しいツールおよびアプリケーションがリ
リースされると、本書は拡張され、それを組み込むように拡張されます。

3.1. フィードバックをお寄せください

『 『システム管理者ガイド』』 にエラーが見つかった場合や、このマニュアルを改善する方法を検討
している場合は、ご連絡ください。コンポーネント rh-sag に対して
Bugzilla(http://bugzilla.redhat.com/bugzilla/)でレポートを送信してください。

手動識別子を必ず言及してください。

rh-sag

このマニュアルの識別子について言及することで、どのバージョンのガイドがどのバージョンのものか
を正確に知っています。

本ガイドを改善するためのご意見やご提案をお寄せいただく場合は、できるだけ具体的にご説明くださ
い。エラーが見つかった場合は、簡単に確認できるように、セクション番号と前後のテキストを含めて
ください。

はじめにはじめに
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パート I. インストール関連情報
『インストール 『ガイド』』 では、Red Hat Enterprise Linux のインストールと、インストール後の基
本的なトラブルシューティングについて説明します。ただし、高度なインストールオプションは本ガイ
ドで説明しています。ここでは、キックスタート （自動インストール技術）とすべての関連ツールの手
順を説明します。この部分は『インストール 『ガイド』と共に使用し、これらの通常インストール』
(Advanced installation)タスクのいずれかを実行します。
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第1章 キックスタートを使ったインストール

1.1. キックスタートを使ったインストールとは

多くのシステム管理者は、マシンに Red Hat Enterprise Linux をインストールするための自動インス
トール方法を使用することが推奨されます。このニーズに対応するために、Red Hat, Inc ではキックス
タートインストールの方法を作成しました。キックスタートを使用すると、システム管理者は、典型的
なインストール時に通常尋ねられるすべての質問への回答を含む 1 つのファイルを作成できます。

キックスタートファイルを 1 つのサーバーに置くことで、インストール時に各コンピューターが読み込
むことができます。このインストール方法は、1 つのキックスタートファイルを使用して複数のマシン
に Red Hat Enterprise Linux をインストールすることをサポートすることができるため、ネットワーク
およびシステム管理者に適しています。

キックスタートは、Red Hat Enterprise Linux のインストールを自動化する方法を提供します。

1.2. キックスタートを使ったインストールの実行方法

キックスタートインストールでは、ローカルの CD-ROM、ローカルのハードドライブ、または NFS、
FTP、または HTTP を使用して実行できます。

キックスタートを使用するには、以下を行う必要があります。

1. キックスタートファイルを作成します。

2. キックスタートファイルを使用してブートメディアを作成するか、キックスタートファイルを
ネットワーク上で利用できるようにします。

3. インストールツリーを利用できるようにします。

4. キックスタートインストールを開始します。

本章では、これらの手順について詳しく見ていきます。

1.3. キックスタートファイルの作成

キックスタートファイルは、それぞれキーワードで識別される項目の一覧を含むシンプルなテキスト
ファイルです。Red Hat Enterprise Linux ドキュメント CD の RH-DOCS ディレクトリーにある 
sample.ks ファイルのコピーを編集し、Kickstart Configurator アプリケーションを使用するか、ゼロ
から作成することで作成できます。Red Hat Enterprise Linux インストールプログラムは、インストー
ル時に選択したオプションに基づいてサンプルのキックスタートファイルも作成します。これは 
/root/anaconda-ks.cfg ファイルに書き込まれます。ファイルを ASCII テキストとして保存できるテキ
ストエディターまたは単語プロセッサーで編集できるはずです。

まず、キックスタートファイルを作成する場合に以下の問題に注意してください。

各セクションは決められた順序決められた順序で指定してください。セクション内の項目については、特に指
定がない限り順序は関係ありません。セクションの順序は次のようになります。

コマンドセクション： キックスタートオプションの一覧については、「キックスタートオ
プション」 を参照してください。必須のオプションを使用する必要があります。

%packages セクション： 詳細は 「パッケージの選択」 を参照してください。

%pre セクションおよび %post セクション - この 2 つのセクションは任意の順序で指定で
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%pre セクションおよび %post セクション - この 2 つのセクションは任意の順序で指定で
き、必須ではありません。詳細は、「インストール前のスクリプト」 および 「インストー
ル後のスクリプト」 を参照してください。

必須項目以外は省略しても構いません。

必須項目が省略されている場合は、通常のインストール中のプロンプトと同様、インストール
プログラムにより、その関連項目についての回答が求められます。回答を入力すると、インス
トールが自動的に続行されます (他にも省略されている部分があればその部分まで)。

サウンド（またはハッシュ）記号(#)で始まる行はコメントとして処理され、無視されます。

キックスタートの アップグレードアップグレード には、以下の項目が必要です。

言語

言語サポート

インストール方法

デバイスの仕様（インストールの実行にデバイスが必要な場合）

キーボードの設定

upgrade キーワード

ブートローダーの設定

アップグレードに他の項目を指定すると、これらのアイテムは無視されます（これにはパッ
ケージの選択が含まれることに注意してください）。

1.4. キックスタートオプション

次のオプションは、キックスタートファイルに置くことができます。キックスタートファイルの作成に
グラフィカルインターフェースを使用する場合は、Kickstart Configurator アプリケーションを使用し
ます。詳細は、2章Kickstart Configurator を参照してください。

備考備考

オプションの後に等号(=)が続く場合は、値を指定してから指定する必要があります。上
記のコマンド例では、括弧([])内のオプションはオプションの引数です。

autopart (オプションオプション)

自動的にパーティションを作成する - 1 GB 以上の root(/)パーティション、swap パーティション、
アーキテクチャーに適したブートパーティションデフォルトのパーティションサイズは、part ディ
レクティブで再定義できます。

ignoredisk (任意任意)

インストーラーが、指定したディスクを無視するようにします。これは、自動パーティションを使
用し、一部のディスクを無視したい場合に便利です。たとえば、ignoredisk を使用せずに SAN ク
ラスターでデプロイしようとすると、インストーラーが SAN へのパッシブパスを検出し、パーティ
ションテーブルは返さないため、キックスタートが失敗します。

ignoredisk オプションは、ディスクへのパスが複数ある場合に便利です。
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構文は以下のようになります。

ignoredisk --drives=drive1,drive2,...

driveN は、sda、sdb などのいずれかになります。
       

autostep (オプションオプション) 

        interactive と似ていますが、次の画面に移動します。これは主にデバッグに使用されます。と似ていますが、次の画面に移動します。これは主にデバッグに使用されます。
       

auth またはまたは authconfig （必須）（必須） 

        システムの認証オプションを設定します。これはシステムの認証オプションを設定します。これは authconfig コマンドと似ていますが、インスコマンドと似ていますが、インス
トール後に実行できます。デフォルトでは、パスワードは通常暗号化され、シャドウ化されませトール後に実行できます。デフォルトでは、パスワードは通常暗号化され、シャドウ化されませ
ん。ん。
       

--enablemd5

           ユーザーパスワードにはユーザーパスワードには md5 暗号化を使用します。暗号化を使用します。
          

 

--enablenis

           NIS サポートを有効にします。デフォルトでは、サポートを有効にします。デフォルトでは、--enablenis はネットワーク上で検出しはネットワーク上で検出し
たドメインを使用します。ほぼ常にたドメインを使用します。ほぼ常に --nisdomain= オプションで手動でドメインを設定する必要オプションで手動でドメインを設定する必要
があります。があります。
          

 

--nisdomain=

           NIS サービスに使用するサービスに使用する NIS ドメイン名。ドメイン名。
          

 

--nisserver=

           NIS サービスに使用するサーバー（デフォルトではサービスに使用するサーバー（デフォルトではbroadcasts）。）。
          

 

--useshadow またはまたは --enableshadow

           シャドウパスワードを使用します。シャドウパスワードを使用します。
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--enableldap

           /etc/nsswitch.conf のの LDAP サポートをオンにし、システムでサポートをオンにし、システムで LDAP ディレクトリーかディレクトリーか
らユーザー（らユーザー（UID、ホームディレクトリー、シェルなど）に関する情報を取得できるようにしま、ホームディレクトリー、シェルなど）に関する情報を取得できるようにしま
す。このオプションを使用するには、す。このオプションを使用するには、nss_ldap パッケージをインストールする必要がありまパッケージをインストールする必要がありま
す。す。--ldapserver= およびおよび  --ldapbasedn=  で、サーバーとベースで、サーバーとベース DN（識別名）も指定する必要（識別名）も指定する必要
があります。があります。
          

 

--enableldapauth

           LDAP を認証方法として使用します。これにより、認証にを認証方法として使用します。これにより、認証に pam_ldap モジュールが有効にモジュールが有効に
なり、なり、LDAP ディレクトリーを使用してパスワードを変更できます。このオプションを使用するディレクトリーを使用してパスワードを変更できます。このオプションを使用する
には、には、nss_ldap パッケージがインストールされている必要があります。パッケージがインストールされている必要があります。--ldapserver= およびおよび --
ldapbasedn= でサーバーとクライアントでサーバーとクライアント DN も指定する必要があります。も指定する必要があります。
          

 

--ldapserver=

           --enableldap またはまたは --enableldapauth のいずれかを指定した場合は、このオプションをのいずれかを指定した場合は、このオプションを
使用して使用する使用して使用する LDAP サーバーの名前を指定します。このオプションはサーバーの名前を指定します。このオプションは /etc/ldap.conf ファイファイ
ルに設定されます。ルに設定されます。
          

 

--ldapbasedn=

           --enableldap またはまたは  --enableldap auth のいずれかを指定した場合は、このオプションをのいずれかを指定した場合は、このオプションを
使用してユーザー情報が保存される使用してユーザー情報が保存される LDAP ディレクトリーツリーにディレクトリーツリーに DN を指定します。このオプを指定します。このオプ
ションはションは /etc/ldap.conf ファイルに設定されます。ファイルに設定されます。
          

 

--enableldaptls

           TLS(Transport Layer Security)ルックアップを使用します。このオプションを使用するルックアップを使用します。このオプションを使用する
と、認証前にと、認証前に LDAP が暗号化されたユーザー名とパスワードをが暗号化されたユーザー名とパスワードを LDAP サーバーに送信できまサーバーに送信できま
す。す。
          

 

--enablekrb5

           ユーザーの認証にユーザーの認証に Kerberos 5 を使用します。を使用します。Kerberos 自体はホームディレクトリー、自体はホームディレクトリー、
UID、シェルなどを認識しません。、シェルなどを認識しません。Kerberos を有効にする場合、を有効にする場合、LDAP、、NIS、または、または Hesiod 
を有効にするか、を有効にするか、/usr/sbin/useradd コマンドを使用してアカウントをこのワークステーションコマンドを使用してアカウントをこのワークステーション
で認識させることで、ユーザーのアカウントをこのワークステーションを認識させる必要がありで認識させることで、ユーザーのアカウントをこのワークステーションを認識させる必要があり
ます。このオプションを使用する場合は、ます。このオプションを使用する場合は、pam_krb5 パッケージがインストールされている必要パッケージがインストールされている必要
があります。があります。
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--krb5realm=

           ワークステーションが属するワークステーションが属する Kerberos 5 レルム。レルム。
          

 

--krb5kdc=

           レルムの要求を処理するレルムの要求を処理する KDC（または（または KDC）レルムに複数の）レルムに複数の KDC がある場合は、名前がある場合は、名前
をコンマをコンマ(,)で区切ります。で区切ります。
          

 

--krb5adminserver=

           kadmind も実行しているレルムのも実行しているレルムの KDC。このサーバーでパスワードの変更やその他の管。このサーバーでパスワードの変更やその他の管
理要求を処理します。複数の理要求を処理します。複数の KDC を設置する場合、このサーバーはマスターのを設置する場合、このサーバーはマスターの KDC で実行すで実行す
る必要があります。る必要があります。
          

 

--enablehesiod

           ユーザーのホームディレクトリー、ユーザーのホームディレクトリー、UID、およびシェルを検索するために、およびシェルを検索するために Hesiod サポーサポー
トを有効にします。ネットワーク上でトを有効にします。ネットワーク上で Hesiod を設定および使用する方法は、を設定および使用する方法は、glibc パッケージパッケージ
に含まれるに含まれる /usr/share/doc/glibc-2.x.x/README.hesiod を参照してください。を参照してください。Hesiod はは DNS 
の拡張機能になります。の拡張機能になります。DNS レコードを使ってユーザー、グループ、その他の情報を格納しまレコードを使ってユーザー、グループ、その他の情報を格納しま
す。す。
          

 

--hesiodlhs

           Hesiod LHS("left-handside")オプションは、オプションは、/etc/hesiod.conf で設定します。このオプで設定します。このオプ
ションは、ションは、LDAP がベースがベース DN の使用と同様に、情報検索時にの使用と同様に、情報検索時に DNS を検索する名前を決定するを検索する名前を決定する
ためにために Hesiod ライブラリーによって使用されます。ライブラリーによって使用されます。
          

 

--hesiodrhs

           /etc/hesiod.conf で設定されるで設定される Hesiod RHS(right-hand side")オプション。このオプショオプション。このオプショ
ンは、ンは、LDAP がベースがベース DN の使用と同様に、情報検索時にの使用と同様に、情報検索時に DNS を検索する名前を決定するためを検索する名前を決定するため
にに Hesiod ライブラリーによって使用されます。ライブラリーによって使用されます。
          

第第1章章 キックスタートを使ったインストールキックスタートを使ったインストール

21



ヒントヒント

            ユーザー情報をユーザー情報を "jim" で検索するには、で検索するには、Hesiod ライブラリーがライブラリーが  
jim.passwd<LHS><RHS > を検索し、を検索し、passwd エントリーがどのように見えるかエントリーがどのように見えるか
を示すを示す TXT レコードに解決されますレコードに解決されます(jim:*:501:501:Jungle 
Jim:/home/jim:/bin/bash)。グループの場合、。グループの場合、 jim.group<LHS><RHS&gt; 以外は以外は
同じになります。同じになります。
           

            ユーザーおよびグループを番号で検索するには、「ユーザーおよびグループを番号で検索するには、「501.uid」を」を
「「jim.passwd」の」の CNAME に、「に、「501.gid」を「」を「jim.group」に設定します。」に設定します。LHS 
とと RHS にはピリオドがないため、ライブラリーの前に検索する名前を決定するにはピリオドがないため、ライブラリーの前に検索する名前を決定する
と、と、LHS とと RHS は通常ピリオドで始まります。は通常ピリオドで始まります。 
           

 

--enablesmbauth

           SMB サーバー（通常はサーバー（通常は Samba またはまたは Windows サーバー）に対するユーザーの認証を有サーバー）に対するユーザーの認証を有
効にします。効にします。SMB 認証サポートでは、ホームディレクトリー、認証サポートでは、ホームディレクトリー、UID、シェルなどは認識しませ、シェルなどは認識しませ
ん。ん。SMB を有効にする場合、を有効にする場合、LDAP、、NIS、または、または Hesiod を有効にするか、を有効にするか、/usr/sbin/useradd 
コマンドを使用してアカウントをワークステーションに認識させることで、ユーザーアカウントコマンドを使用してアカウントをワークステーションに認識させることで、ユーザーアカウント
がワークステーションを認識できるようにする必要があります。このオプションを使用するにがワークステーションを認識できるようにする必要があります。このオプションを使用するに
は、は、pam_smb パッケージがインストールされている必要があります。パッケージがインストールされている必要があります。
          

 

--smbservers=

           SMB 認証に使用するサーバー名。複数のサーバーを指定するには、名前をコンマ認証に使用するサーバー名。複数のサーバーを指定するには、名前をコンマ(,)で区切で区切
ります。ります。
          

 

--smbworkgroup=

           SMB サーバーのワークグループの名前。サーバーのワークグループの名前。
          

 

--enablecache

           nscd サービスを有効にします。サービスを有効にします。nscd サービスは、ユーザー、グループ、およびその他のサービスは、ユーザー、グループ、およびその他の
種類の情報に関する情報をキャッシュします。種類の情報に関する情報をキャッシュします。NIS、、LDAP、または、または hesiod を使用してネットを使用してネット
ワーク上でユーザーおよびグループに関する情報を配信する場合、キャッシュは特に便利です。ワーク上でユーザーおよびグループに関する情報を配信する場合、キャッシュは特に便利です。
          

 

bootloader (必須必須)
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        GRUB ブートローダーをインストールする方法を指定します。このオプションは、インストーブートローダーをインストールする方法を指定します。このオプションは、インストー
ルとアップグレードの両方に必要です。アップグレードでは、ルとアップグレードの両方に必要です。アップグレードでは、GRUB が現在のブートローダーではが現在のブートローダーでは
ない場合は、ブートローダーがない場合は、ブートローダーが GRUB に変更になります。その他のブートローダーを保持するにに変更になります。その他のブートローダーを保持するに
は、は、bootloader --upgrade を使用します。を使用します。
       

--append=

           カーネルパラメーターを指定します。複数のパラメーターを指定する場合は空白で区切りカーネルパラメーターを指定します。複数のパラメーターを指定する場合は空白で区切り
ます。以下に例を示します。ます。以下に例を示します。
          

bootloader --location=mbr --append="hdd=ide-scsi ide=nodma"

 

--driveorder

           BIOS ブート順で、どのドライブを最初に指定してください。以下に例を示します。ブート順で、どのドライブを最初に指定してください。以下に例を示します。
          

bootloader --driveorder=sda,hda

 

--location=

           ブートレコードの書き込み先を指定します。有効な値は、ブートレコードの書き込み先を指定します。有効な値は、mbr （デフォルト）、（デフォルト）、partition 
（カーネルを含むパーティションの最初のセクター）、または（カーネルを含むパーティションの最初のセクター）、または none （ブートローダーをインス（ブートローダーをインス
トールしません）です。トールしません）です。
          

 

--password=

           GRUB ブートローダーのパスワードを、このオプションで指定したパスワードに設定しまブートローダーのパスワードを、このオプションで指定したパスワードに設定しま
す。任意のカーネルオプションが渡される可能性のあるす。任意のカーネルオプションが渡される可能性のある GRUB シェルへのアクセスを制限するシェルへのアクセスを制限する
場合に使用できます。場合に使用できます。
          

 

--md5pass=

           --password= と同様に、パスワードがすでに暗号化されているはずです。と同様に、パスワードがすでに暗号化されているはずです。
          

 

--upgrade

           既存のブートローダー設定をアップグレードして、古いエントリーを保持します。このオ既存のブートローダー設定をアップグレードして、古いエントリーを保持します。このオ
プションは、アップグレード時にのみ利用できます。プションは、アップグレード時にのみ利用できます。
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clearpart (オプションオプション) 

        新しいパーティションを作成する前に、システムからパーティションを削除します。デフォル新しいパーティションを作成する前に、システムからパーティションを削除します。デフォル
トでは、パーティションは削除されません。トでは、パーティションは削除されません。
       

備考備考

         clearpart コマンドを使用する場合は、コマンドを使用する場合は、--onpart コマンドを論理パーティションコマンドを論理パーティション
で使用できません。で使用できません。
        

--all

           システムからすべてのパーティションを消去します。システムからすべてのパーティションを消去します。
          

 

--drives=

           パーティションを消去するドライブを指定します。次の例では、プライマリーパーティションを消去するドライブを指定します。次の例では、プライマリー IDE コントコント
ローラーのローラーの 1 番目と番目と 2 番目のドライブにあるパーティションをすべて消去することになります。番目のドライブにあるパーティションをすべて消去することになります。
          

clearpart --drives=hda,hdb --all

 

--initlabel

           アーキテクチャーのデフォルトにディスクラベルを初期化します（例：アーキテクチャーのデフォルトにディスクラベルを初期化します（例： x86 の場合はの場合は 
msdos、、pidt の場合はの場合は gpt ）。ブランドの新しいハードドライブにインストールする場合に、イ）。ブランドの新しいハードドライブにインストールする場合に、イ
ンストールプログラムがディスクラベルを初期化するかどうかを要求しないと便利です。ンストールプログラムがディスクラベルを初期化するかどうかを要求しないと便利です。
          

 

--linux

           すべてのすべての Linux パーティションを消去します。パーティションを消去します。
          

 

--none （デフォルト）（デフォルト） 

           パーティションは削除しないでください。パーティションは削除しないでください。
          

 

cmdline (任意任意) 
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        完全に非対話式のコマンドラインモードでインストールを実行します。対話プロンプトがある完全に非対話式のコマンドラインモードでインストールを実行します。対話プロンプトがある
とインストールは停止します。このモードは、とインストールは停止します。このモードは、x3270 コンソールを使用するコンソールを使用する S/390 システムに便利システムに便利
です。です。
       

device (任意任意) 

        ほとんどのほとんどの PCI システムでは、イーサネットカードおよびシステムでは、イーサネットカードおよび SCSI カード用のインストールプロカード用のインストールプロ
グラムのグラムの autoprobe が適切に行われます。しかし、以前のシステムと一部のが適切に行われます。しかし、以前のシステムと一部の PCI システムでは、適システムでは、適
切なデバイスを見つけるためにキックスタートにヒントが必要です。追加モジュールをインストー切なデバイスを見つけるためにキックスタートにヒントが必要です。追加モジュールをインストー
ルするようにインストールプログラムに指示するルするようにインストールプログラムに指示する device コマンドは以下の形式になります。コマンドは以下の形式になります。
       

device <type><moduleName> --opts=<options>

<type>

           scsi またはまたは ethに置き換えます。に置き換えます。
          

 

<moduleName>

           インストールするカーネルモジュールの名前に置き換えます。インストールするカーネルモジュールの名前に置き換えます。
          

 

--opts=

           NFS エクスポートのマウントに使用するマウントオプション。エクスポートのマウントに使用するマウントオプション。NFS マウントのマウントの /etc/fstab 
で指定できるオプションはすべて許可されます。オプションは、で指定できるオプションはすべて許可されます。オプションは、man ページのページの nfs(5) に記載さに記載さ
れています。複数のオプションはカンマで区切られます。れています。複数のオプションはカンマで区切られます。
          

 

driverdisk (任意任意) 

        キックスタートインストール中にドライバーのディスクを使用できます。ドライバーディスクキックスタートインストール中にドライバーのディスクを使用できます。ドライバーディスク
のコンテンツを、システムのハードドライブにあるパーティションのルートディレクトリーにコのコンテンツを、システムのハードドライブにあるパーティションのルートディレクトリーにコ
ピーする必要があります。次に、ピーする必要があります。次に、driverdisk コマンドを使用して、ドライバーディスクを検索するコマンドを使用して、ドライバーディスクを検索する
場所をインストールプログラムに通知する必要があります。場所をインストールプログラムに通知する必要があります。
       

driverdisk <partition> [--type=<fstype>]

        ドライバーディスク用にネットワークの場所を指定することもできます。ドライバーディスク用にネットワークの場所を指定することもできます。
       

driverdisk --source=ftp://path/to/dd.imgdriverdisk --source=http://path/to/dd.imgdriverdisk --
source=nfs:host:/path/to/img
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<partition>

           ドライバーディスクを含むパーティション。ドライバーディスクを含むパーティション。
          

 

--type=

           ファイルシステムのタイプ（ファイルシステムのタイプ（vfat またはまたは ext2）。）。
          

 

ファイアウォールファイアウォール (任意任意) 

        このオプションは、インストールプログラムのこのオプションは、インストールプログラムの Firewall Configuration 画面に対応します。画面に対応します。
       

firewall --enabled|--disabled [--trust=] <device> [--port=]

--enabled

           DNS 応答や応答や DHCP 要求など、送信要求に応答しない受信接続を拒否します。このマシン要求など、送信要求に応答しない受信接続を拒否します。このマシン
で実行中のサービスへのアクセスが必要な場合は、特定サービスに対してファイアウォールの通で実行中のサービスへのアクセスが必要な場合は、特定サービスに対してファイアウォールの通
過許可を選択できます。過許可を選択できます。
          

 

--disabled

           iptables ルールは設定しないでください。ルールは設定しないでください。
          

 

--trust=

           eth0 などのデバイスを一覧表示すると、そのデバイスから送信されるすべてのトラフィッなどのデバイスを一覧表示すると、そのデバイスから送信されるすべてのトラフィッ
クがファイアウォールを通過できるようになります。複数のデバイスを一覧表示するには、クがファイアウォールを通過できるようになります。複数のデバイスを一覧表示するには、--
trust eth0 --trust eth1 を使用します。を使用します。--trust eth0、、eth1 などのカンマ区切りの形式を使用しななどのカンマ区切りの形式を使用しな
いでください。いでください。
          

 

<incoming>

           指定したサービスがファイアウォールを通過できるように、以下のいずれかに置き換えま指定したサービスがファイアウォールを通過できるように、以下のいずれかに置き換えま
す。す。
          

             --ssh
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             --telnet
            

             --smtp
            

             --http
            

             --ftp
            

 

--port=

           port:protocol 形式を使用して、ファイアウォールでポートが許可されるように指定でき形式を使用して、ファイアウォールでポートが許可されるように指定でき
ます。たとえば、ます。たとえば、IMAP アクセスがファイアウォールを通過できるようにするには、アクセスがファイアウォールを通過できるようにするには、 imap:tcp をを
指定します。数値ポートは明示的に指定することもできます。たとえば、ポート指定します。数値ポートは明示的に指定することもできます。たとえば、ポート 1234 のの UDP パパ
ケットを許可するには、ケットを許可するには、1234:udp を指定します。複数のポートを指定する場合は、コンマで区を指定します。複数のポートを指定する場合は、コンマで区
切って指定します。切って指定します。
          

 

firstboot (オプションオプション) 

        システムの初回起動時にシステムの初回起動時に セットアップエージェントセットアップエージェント が起動するかどうかを決定します。有効なが起動するかどうかを決定します。有効な
場合は、場合は、firstboot パッケージをインストールする必要があります。何も指定しないとデフォルトでパッケージをインストールする必要があります。何も指定しないとデフォルトで
無効になるオプションです。無効になるオプションです。
       

--enable

           Setup Agent は、システムの初回起動時に起動します。は、システムの初回起動時に起動します。
          

 

--disable

           Setup Agent は、システムの初回起動時に開始されません。は、システムの初回起動時に開始されません。
          

 

--reconfig

           設定エージェントが設定エージェントが 起動時起動時 に再設定モードで起動するようにします。このモードでは、に再設定モードで起動するようにします。このモードでは、
デフォルトのオプションに加えて、言語、マウス、キーボード、デフォルトのオプションに加えて、言語、マウス、キーボード、root パスワード、セキュリパスワード、セキュリ
ティーレベル、タイムゾーン、ネットワーク設定オプションを使用できます。ティーレベル、タイムゾーン、ネットワーク設定オプションを使用できます。
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halt (任意任意) 

        インストールが正常に完了するとシステムを一時停止します。手動インストールと類似しておインストールが正常に完了するとシステムを一時停止します。手動インストールと類似してお
り、り、anaconda にはメッセージが表示され、ユーザーがキーを押すのを待ってから再起動が行われにはメッセージが表示され、ユーザーがキーを押すのを待ってから再起動が行われ
ます。キックスタートインストール中に、完了方法が指定されていない場合には、ます。キックスタートインストール中に、完了方法が指定されていない場合には、reboot オプショオプショ
ンがデフォルトで使用されます。ンがデフォルトで使用されます。
       

        halt オプションはオプションは shutdown -h コマンドとほぼ同じです。コマンドとほぼ同じです。
       

        その他の完了方法は、電源オフ、その他の完了方法は、電源オフ、再起動再起動 、、 およびおよび シャットダウンシャットダウン のキックスタートオプショのキックスタートオプショ
ンを参照してください。ンを参照してください。
       

インストールインストール (任意任意) 

        既存システムをアップグレードするのではなく、システムに新規システムをインストールする既存システムをアップグレードするのではなく、システムに新規システムをインストールする
ように指示します。これがデフォルトのモードです。インストールにように指示します。これがデフォルトのモードです。インストールに
は、は、cdrom、、harddrive、、nfs、または、または url （（FTP またはまたは HTTP のインストール用）からインストーのインストール用）からインストー
ルのタイプを指定する必要があります。ルのタイプを指定する必要があります。install コマンド自体とインストール方法を指定するコマンコマンド自体とインストール方法を指定するコマン
ドは別々の行で指定してください。ドは別々の行で指定してください。
       

cdrom

           システムの最初のシステムの最初の CD-ROM ドライブからインストールします。ドライブからインストールします。
          

 

harddrive

           ローカルドライブのローカルドライブの Red Hat インストールツリーからインストールします。これはインストールツリーからインストールします。これは vfat 
またはまたは ext2 のいずれかでなければなりません。のいずれかでなければなりません。
          

             --partition=
            

             インストール元となるパーティション（インストール元となるパーティション（sdb2 など）。など）。
            

             --dir=
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             インストールツリーのインストールツリーの RedHat ディレクトリーを含むディレクトリー。ディレクトリーを含むディレクトリー。
            

           以下に例を示します。以下に例を示します。
          

harddrive --partition=hdb2 --dir=/tmp/install-tree

 

nfs

           指定した指定した NFS サーバーからインストールします。サーバーからインストールします。
          

             --server=
            

             インストール元となるサーバー（ホスト名またはインストール元となるサーバー（ホスト名または IP）。）。
            

             --dir=
            

             インストールツリーのインストールツリーの RedHat ディレクトリーを含むディレクトリー。ディレクトリーを含むディレクトリー。
            

           以下に例を示します。以下に例を示します。
          

nfs --server=nfsserver.example.com --dir=/tmp/install-tree

 

url

           FTP またはまたは HTTP 経由でリモートサーバーのインストールツリーからインストールしま経由でリモートサーバーのインストールツリーからインストールしま
す。す。
          

           以下に例を示します。以下に例を示します。
          

url --url http://<server>/<dir>

           またはまたは
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url --url ftp://<username>:<password>@<server>/<dir>

 

interactive （任意）（任意） 

        インストール時にキックスタートファイルで提供された情報を使用しますが、指定した値を検インストール時にキックスタートファイルで提供された情報を使用しますが、指定した値を検
証および変更できます。インストールプログラムの各画面に、キックスタートファイルからの値が証および変更できます。インストールプログラムの各画面に、キックスタートファイルからの値が
表示されます。表示されます。Next をクリックして値を使用するか、値を変更してをクリックして値を使用するか、値を変更して Next をクリックして続行しまをクリックして続行しま
す。す。autostep コマンドを参照してください。コマンドを参照してください。
       

keyboard (必須必須) 

        システムのキーボードタイプを設定します。以下は、システムのキーボードタイプを設定します。以下は、i386、、Warehouse、および、および Alpha マシンマシン
で利用可能なキーボードの一覧です。で利用可能なキーボードの一覧です。
       

be-latin1, bg, br-abnt2, cf, cz-lat2, cz-us-qwertz, de,
de-latin1, de-latin1-nodeadkeys, dk, dk-latin1, dvorak, es, et,
fi, fi-latin1, fr, fr-latin0, fr-latin1, fr-pc, fr_CH, fr_CH-latin1,
gr, hu, hu101, is-latin1, it, it-ibm, it2, jp106, la-latin1, mk-utf,
no, no-latin1, pl, pt-latin1, ro_win, ru, ru-cp1251, ru-ms, ru1, ru2, 
ru_win, sg, sg-latin1, sk-qwerty, slovene, speakup, 
speakup-lt, sv-latin1, sg, sg-latin1, sk-querty, slovene, trq, ua, 
uk, us, us-acentos

        /usr/lib/python2.2/site-packages/rhpl/keyboard_models.py ファイルにはこの一覧が含まファイルにはこの一覧が含ま
れ、れ、rhpl パッケージに含まれています。パッケージに含まれています。
       

lang (必須必須)  

        インストール時に使用する言語を設定します。たとえば、言語を英語に設定するには、キックインストール時に使用する言語を設定します。たとえば、言語を英語に設定するには、キック
スタートファイルに以下の行が含まれている必要があります。スタートファイルに以下の行が含まれている必要があります。
       

lang en_US

        /usr/share/system-config-language/locale-list ファイルには、各行の最初の列に有効な言語ファイルには、各行の最初の列に有効な言語
コードの一覧があり、コードの一覧があり、system-config-language パッケージに含まれています。パッケージに含まれています。
       

langsupport （必須）（必須） 

        システムにインストールする言語を設定します。システムにインストールする言語を設定します。lang で使用されるものと同じ言語コードはで使用されるものと同じ言語コードは 
langsupport と合わせて使用できます。と合わせて使用できます。
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        1 つの言語をインストールするには、それを指定します。たとえば、フランス語の言語つの言語をインストールするには、それを指定します。たとえば、フランス語の言語 fr_FR 
をインストールして使用するには、次のコマンドを実行します。をインストールして使用するには、次のコマンドを実行します。
       

langsupport fr_FR

--default=

           複数の言語の言語サポートが指定されている場合は、デフォルトを指定する必要がありま複数の言語の言語サポートが指定されている場合は、デフォルトを指定する必要がありま
す。す。
          

 

        たとえば、英語とフランス語をインストールし、英語をデフォルト言語として使用するには、たとえば、英語とフランス語をインストールし、英語をデフォルト言語として使用するには、
以下を実行します。以下を実行します。
       

 langsupport --default=en_US fr_FR 

        1 つの言語でのみつの言語でのみ --default を使用すると、すべての言語がデフォルトに設定された指定の言語を使用すると、すべての言語がデフォルトに設定された指定の言語
でインストールされます。でインストールされます。
       

logvol (任意任意) 

        構文で論理ボリューム管理構文で論理ボリューム管理(LVM)に論理ボリュームを作成します。に論理ボリュームを作成します。
       

logvol <mntpoint> --vgname=<name> --size=<size> --name=<name><options>

        オプションは次のとおりです。オプションは次のとおりです。
       

--noformat

           既存の論理ボリュームを使用し、フォーマットは行いません。既存の論理ボリュームを使用し、フォーマットは行いません。
          

 

--useexisting

           既存の論理ボリュームを使用し、再フォーマットします。既存の論理ボリュームを使用し、再フォーマットします。
          

 

--pesize
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           物理エクステントのサイズを設定します。物理エクステントのサイズを設定します。
          

 

        まずパーティションを作成します。次に論理ボリュームグループを作成して、論理ボリュームまずパーティションを作成します。次に論理ボリュームグループを作成して、論理ボリューム
を作成します。以下に例を示します。を作成します。以下に例を示します。
       

 part pv.01 --size 3000 volgroup myvg pv.01 logvol / --vgname=myvg --size=2000 --name=rootvol 

        logvol in アクションの詳細な説明は、アクションの詳細な説明は、「高度なパーティション設定の例」「高度なパーティション設定の例」 を参照してくださを参照してくださ
い。い。
       

mouse （必須）（必須） 

        GUI モードとテキストモードの両方で、システムのマウスを設定します。オプションは以下のモードとテキストモードの両方で、システムのマウスを設定します。オプションは以下の
とおりです。とおりです。
       

--device=

           マウスが置かれるデバイス（例：マウスが置かれるデバイス（例： --device=ttyS0）。）。
          

 

--emulthree

           存在する場合は、左および右のマウスボタンの同時クリックは、存在する場合は、左および右のマウスボタンの同時クリックは、X Window System にに
よって中間マウスボタンとして認識されます。よって中間マウスボタンとして認識されます。2 つのボタンボタンがある場合は、このオプショつのボタンボタンがある場合は、このオプショ
ンを使用する必要があります。ンを使用する必要があります。
          

 

        オプション後、マウスタイプは以下のいずれかとして指定できます。オプション後、マウスタイプは以下のいずれかとして指定できます。
       

alpsps/2, ascii, asciips/2, atibm, generic, generic3, genericps/2, 
generic3ps/2, genericwheelps/2, genericusb, generic3usb, genericwheelusb, 
geniusnm, geniusnmps/2, geniusprops/2, geniusscrollps/2, geniusscrollps/2+, 
thinking, thinkingps/2, logitech, logitechcc, logibm, logimman, 
logimmanps/2, logimman+, logimman+ps/2, logimmusb, microsoft, msnew, 
msintelli, msintellips/2, msintelliusb, msbm, mousesystems, mmseries, 
mmhittab, sun, none

        このリストは、このリストは、rhpl パッケージに含まれるパッケージに含まれる /usr/lib/python2.2/site-packages/rhpl/mouse.py 
ファイルでも確認することができます。ファイルでも確認することができます。
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        mouse コマンドを引数なしで指定するか、省略すると、インストールプログラムはマウスを自コマンドを引数なしで指定するか、省略すると、インストールプログラムはマウスを自
動的に検出しようとします。この手順は、最新のマウスで動作します。動的に検出しようとします。この手順は、最新のマウスで動作します。
       

ネットワークネットワーク (任意任意) 

        システムのネットワーク情報を設定します。キックスタートインストールでネットワークが必システムのネットワーク情報を設定します。キックスタートインストールでネットワークが必
要ない場合（つまり、要ない場合（つまり、NFS、、HTTP、または、または FTP でインストールされていない場合）、ネットワーでインストールされていない場合）、ネットワー
クがシステム用に設定されていません。インストールにネットワークが必要で、ネットワーク情報クがシステム用に設定されていません。インストールにネットワークが必要で、ネットワーク情報
が指定されていない場合には、インストールプログラムは動的が指定されていない場合には、インストールプログラムは動的 IP アドレスアドレス(BOOTP/DHCP)でで eth0 
でインストールを行う必要があり、最後にインストールされたシステムを設定してでインストールを行う必要があり、最後にインストールされたシステムを設定して IP アドレスを動アドレスを動
的に判断します。的に判断します。network オプションは、ネットワークおよびインストール済みシステムを使用しオプションは、ネットワークおよびインストール済みシステムを使用し
て、キックスタートインストールのネットワーク情報を設定します。て、キックスタートインストールのネットワーク情報を設定します。
       

--bootproto=

           dhcp、、bootp、または、または static のいずれか。のいずれか。
          

           デフォルトはデフォルトは dhcp です。です。BOOTP とと dhcp は同じように処理されます。は同じように処理されます。
          

           DHCP メソッドでは、メソッドでは、DHCP サーバーシステムを使用してネットワーク構成を取得しまサーバーシステムを使用してネットワーク構成を取得しま
す。分かるように、す。分かるように、BOOTP メソッドも同様で、メソッドも同様で、BOOTP サーバーがネットワーク設定を提供すサーバーがネットワーク設定を提供す
る必要があります。システムがる必要があります。システムが DHCP を使用するようにする場合は、以下のように指定します。を使用するようにする場合は、以下のように指定します。
          

network --bootproto=dhcp

           BOOTP を使用してネットワーク構成を取得する場合は、キックスタートファイルで次のを使用してネットワーク構成を取得する場合は、キックスタートファイルで次の
行を使用します。行を使用します。
          

network --bootproto=bootp

           static メソッドでは、キックスタートファイルに必要なすべてのネットワーク情報を入力メソッドでは、キックスタートファイルに必要なすべてのネットワーク情報を入力
する必要があります。この名前が示すように、この情報は静的で、インストール時およびインスする必要があります。この名前が示すように、この情報は静的で、インストール時およびインス
トール後に使用されます。トール後に使用されます。1 行にすべてのネットワーク設定情報を含める必要があるため、静的行にすべてのネットワーク設定情報を含める必要があるため、静的
ネットワークの行は複雑になります。ネットワークの行は複雑になります。IP アドレス、ネットマスク、ゲートウェイ、およびネームアドレス、ネットマスク、ゲートウェイ、およびネーム
サーバーを指定する必要があります。たとえば、サーバーを指定する必要があります。たとえば、"\" はこれをはこれを 1 つの連続行として読み取る必要つの連続行として読み取る必要
があることを示します。があることを示します。
          

network --bootproto=static --ip=10.0.2.15 --netmask=255.255.255.0 \
--gateway=10.0.2.254 --nameserver=10.0.2.1
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           static メソッドを使用する場合は、以下のメソッドを使用する場合は、以下の 2 つの制限に注意してください。つの制限に注意してください。
          

             静的ネットワーク設定情報はすべて静的ネットワーク設定情報はすべて 1 行で指定する必要があります。バックス行で指定する必要があります。バックス
ラッシュなどを使用して行をラップすることはできません。ラッシュなどを使用して行をラップすることはできません。
            

             ここでは、複数のネームサーバーを設定することもできます。これを行うには、ここでは、複数のネームサーバーを設定することもできます。これを行うには、
コマンドラインでコンマ区切りリストで指定します。以下に例を示します。コマンドラインでコンマ区切りリストで指定します。以下に例を示します。
            

network --bootproto=static --ip=10.0.2.15 --netmask=255.255.255.0 \
          --gateway=10.0.2.254 --nameserver 192.168.2.1,192.168.3.1

 

--device=

           インストール用の特定のイーサネットデバイスを選択するために使用されます。インスインストール用の特定のイーサネットデバイスを選択するために使用されます。インス
トールプログラムがキックスタートファイルを検索するようにネットワークを設定するため、トールプログラムがキックスタートファイルを検索するようにネットワークを設定するため、--
device= の使用は有効ではありません（の使用は有効ではありません（ ks=floppyなど）。以下に例を示します。など）。以下に例を示します。
          

network --bootproto=dhcp --device=eth0

 

--ip=

           インストールするマシンのインストールするマシンの IP アドレス。アドレス。
          

 

--gateway=

           IP アドレスとしてのデフォルトゲートウェイ。アドレスとしてのデフォルトゲートウェイ。
          

 

--nameserver=

           プライマリーネームサーバー（プライマリーネームサーバー（IP アドレス）アドレス）
          

 

--nodns

           DNS サーバーは設定しないでください。サーバーは設定しないでください。
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--netmask=

           インストール済みシステムのネットマスク。インストール済みシステムのネットマスク。
          

 

--hostname=

           インストール済みシステムのホスト名インストール済みシステムのホスト名
          

 

--nostorage

           ISCI、、IDE、、RAID などの自動プローブストレージデバイスを使用しないでください。などの自動プローブストレージデバイスを使用しないでください。
          

 

part またはまたは partition （インストールに必要。アップグレードで無視）（インストールに必要。アップグレードで無視） 

        システムにパーティションを作成します。システムにパーティションを作成します。
       

        異なるパーティションのシステムに複数の異なるパーティションのシステムに複数の Red Hat Enterprise Linux インストールが存在するインストールが存在する
場合は、インストールプログラムにより、アップグレードを尋ねるよう求められます。場合は、インストールプログラムにより、アップグレードを尋ねるよう求められます。
       

WARNING

         --noformat およびおよび --onpart が使用されていない限り、作成されたパーが使用されていない限り、作成されたパー
ティションはすべてインストールプロセスの一部としてフォーマットされまティションはすべてインストールプロセスの一部としてフォーマットされま
す。す。
        

        アクションのアクションの 一部一部 の詳細な例は、の詳細な例は、「高度なパーティション設定の例」「高度なパーティション設定の例」 を参照してください。を参照してください。
       

<mntpoint>

           &lt ;mntpoint& gt; は、パーティションをマウントする場所です。次のいずれかの形式には、パーティションをマウントする場所です。次のいずれかの形式に
なります。なります。
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             /<path>
            

             例：例： /, /usr,/home
            

             swap
            

             このパーティションは、このパーティションは、swap 領域として使用されます。領域として使用されます。
            

             自動的に自動的に swap パーティションのサイズを確認するには、パーティションのサイズを確認するには、--recommended オプオプ
ションを使用します。ションを使用します。
            

swap --recommended

             自動生成されたスワップパーティションの最小サイズは、システムの自動生成されたスワップパーティションの最小サイズは、システムの RAM 容量容量
よりも小さく、システム内のよりも小さく、システム内の RAM 容量よりも大きくなります。容量よりも大きくなります。
            

             推奨推奨 オプションを使用すると、オプションを使用すると、swap パーティションにパーティションに 8GB に制限されます。に制限されます。
より大きなより大きな swap パーティションを作成する場合は、キックスタートファイルに正しいパーティションを作成する場合は、キックスタートファイルに正しい
サイズを指定するか、パーティションを手動で作成します。サイズを指定するか、パーティションを手動で作成します。
            

             RAID. &lt;id>
            

             このパーティションはソフトウェアこのパーティションはソフトウェア RAID に使用されます（に使用されます（ raidを参照）。を参照）。
            

             pv.<id>
            

             このパーティションはこのパーティションは LVM に使用されます（に使用されます（ logvolを参照）。を参照）。
            

 

--size=

           パーティションの最小サイズをメガバイト単位で指定します。パーティションの最小サイズをメガバイト単位で指定します。500 などの整数値を指定しなどの整数値を指定し
ます。数値にはます。数値には MB を追記しないでください。を追記しないでください。
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--grow

           利用可能な領域（存在する場合）を埋めるか、最大サイズ設定まで埋めるためにパーティ利用可能な領域（存在する場合）を埋めるか、最大サイズ設定まで埋めるためにパーティ
ションに指示します。ションに指示します。
          

 

--maxsize=

           パーティションがパーティションが grow に設定されている場合の最大サイズ（メガバイト単位）。ここでに設定されている場合の最大サイズ（メガバイト単位）。ここで
整数値を指定し、整数値を指定し、MB で数値を追加しないでください。で数値を追加しないでください。
          

 

--noformat

           インストールプログラムがパーティションをフォーマットしないように、インストールプログラムがパーティションをフォーマットしないように、--onpart コマンコマン
ドで使用するように指示します。ドで使用するように指示します。
          

 

--onpart= またはまたは --usepart=

           既存のデバイスにパーティションを配置既存のデバイスにパーティションを配置 します。以下に例を示します。します。以下に例を示します。
          

partition /home --onpart=hda1

           /home をを /dev/hda1 に配置しますが、これは存在している必要があります。に配置しますが、これは存在している必要があります。
          

 

--ondisk= or --ondrive=

           特定のディスクに強制的にパーティションを作成します。たとえば、特定のディスクに強制的にパーティションを作成します。たとえば、--ondisk=sdb は、は、2 
番目の番目の SCSI ディスクにパーティションを配置します。ディスクにパーティションを配置します。
          

 

--asprimary

           プライマリーパーティションとしてパーティションの自動割り当てを強制しないと、パープライマリーパーティションとしてパーティションの自動割り当てを強制しないと、パー
ティション設定は失敗します。ティション設定は失敗します。
          

 

--type= （（ fstypeに置換）に置換） 

第第1章章 キックスタートを使ったインストールキックスタートを使ったインストール

37



           このオプションは利用できなくなりました。このオプションは利用できなくなりました。fstype を使用します。を使用します。
          

 

--fstype=

           パーティションのファイルシステムタイプを設定します。有効な値パーティションのファイルシステムタイプを設定します。有効な値
は、は、ext2、、ext3、、swap、および、および vfat です。です。
          

 

--start=

           パーティションの最初の周期を指定します。ドライブにパーティションの最初の周期を指定します。ドライブに --ondisk= またはまたは ondrive= を指を指
定する必要があります。また、定する必要があります。また、--end= で終わるシリンダーを指定するか、で終わるシリンダーを指定するか、--size= でパーティでパーティ
ションサイズを指定する必要があります。ションサイズを指定する必要があります。
          

 

--end=

           パーティションの終わるシリンダーを指定します。開始したシリア語はパーティションの終わるシリンダーを指定します。開始したシリア語は --start= で指定すで指定す
る必要があります。る必要があります。
          

 

備考備考

         何らかの理由でパーティションの設定ができなかった場合には、診断メッセー何らかの理由でパーティションの設定ができなかった場合には、診断メッセー
ジが仮想コンソールジが仮想コンソール 3 に表示されます。に表示されます。
        

電源オフ電源オフ (任意任意) 

        インストールが正常に完了したら、システムをシャットダウンして電源を切ります。通常、手インストールが正常に完了したら、システムをシャットダウンして電源を切ります。通常、手
動インストール時に動インストール時に anaconda はメッセージが表示され、ユーザーがキーを押すのを待ってから再はメッセージが表示され、ユーザーがキーを押すのを待ってから再
起動します。キックスタートインストール中に、完了方法が指定されていない場合には、起動します。キックスタートインストール中に、完了方法が指定されていない場合には、reboot オオ
プションがデフォルトで使用されます。プションがデフォルトで使用されます。
       

        poweroff オプションはオプションは shutdown -p コマンドにほぼ同等です。コマンドにほぼ同等です。
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備考備考

         poweroff オプションは、使用中のシステムハードウェアに大きく依存します。オプションは、使用中のシステムハードウェアに大きく依存します。
特に、特に、BIOS、、APM (advanced power management)、、ACPI (advanced 
configuration and power interface) などの特定ハードウェアコンポーネントは、シなどの特定ハードウェアコンポーネントは、シ
ステムカーネルと対話できる状態にする必要があります。お使いのシステムのステムカーネルと対話できる状態にする必要があります。お使いのシステムの 
APM/ACPI 機能の詳細については、製造元にお問い合わせください。機能の詳細については、製造元にお問い合わせください。
        

        その他の完了方法は、その他の完了方法は、halt、、reboot、、shutdown などのキックスタートオプションを参照してなどのキックスタートオプションを参照して
ください。ください。
       

RAID (任意任意) 

        ソフトウェアソフトウェア RAID デバイスを構成します。このコマンドの形式は次のとおりです。デバイスを構成します。このコマンドの形式は次のとおりです。
       

 raid <mntpoint> --level=<level> --device=<mddevice><partitions*>

<mntpoint>

           RAID ファイルシステムがマウントされている場所。ファイルシステムがマウントされている場所。/ にマウントする場合、にマウントする場合、boot パーパー
ティションティション (/boot) がなければがなければ RAID レベルはレベルは 1 にする必要があります。にする必要があります。boot パーティションがパーティションが
ある場合は、ある場合は、/boot パーティションをレベルパーティションをレベル 1 にしてください。ルートにしてください。ルート (/) パーティションのタイパーティションのタイ
プはどれでも構いません。プはどれでも構いません。&lt ;partitions*& gt;（複数のパーティションを表示できることを示（複数のパーティションを表示できることを示
し）は、し）は、RAID アレイに追加するアレイに追加する RAID 識別子を一覧表示します。識別子を一覧表示します。
          

 

--level=

           使用する使用する RAID レベル（レベル（1、または、または 5））
          

 

--device=

           使用する使用する RAID デバイスの名前（デバイスの名前（md0、、md1 など）。など）。RAID デバイスの範囲はデバイスの範囲は md0 からから 
md7 までで、それぞれをまでで、それぞれを 1 回しか使用することができません。回しか使用することができません。
          

 

--spares=

           RAID アレイに割り当てられるスペアドライブの数を指定します。スペアドライブは、ドアレイに割り当てられるスペアドライブの数を指定します。スペアドライブは、ド
ライブに障害が発生した場合にアレイの再構成に使用されます。ライブに障害が発生した場合にアレイの再構成に使用されます。
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--fstype=

           RAID アレイのファイルシステムタイプを設定します。有効な値はアレイのファイルシステムタイプを設定します。有効な値は ext2、、ext3、、swap、、
およびおよび vfat です。です。
          

 

--noformat

           既存の既存の RAID デバイスを使用し、デバイスを使用し、RAID アレイをフォーマットしないでください。アレイをフォーマットしないでください。
          

 

--useexisting

           既存の既存の RAID デバイスを使用して再フォーマットします。デバイスを使用して再フォーマットします。
          

 

        以下の例では、以下の例では、/ にに RAID レベルレベル 1 のパーティションを作成し、のパーティションを作成し、  / usr にに RAID レベルレベル 5 を作成を作成
します。ここでは、システムにはします。ここでは、システムには SCSI ディスクがディスクが 3 つあることが前提です。各ドライブにつあることが前提です。各ドライブに 1 つずつず
つ、つ、3 つのつの swap パーティションを作成します。パーティションを作成します。
       

part raid.01 --size=60 --ondisk=sda
part raid.02 --size=60 --ondisk=sdb
part raid.03 --size=60 --ondisk=sdc

part swap --size=128 --ondisk=sda 
part swap --size=128 --ondisk=sdb 
part swap --size=128 --ondisk=sdc

part raid.11 --size=1 --grow --ondisk=sda 
part raid.12 --size=1 --grow --ondisk=sdb 
part raid.13 --size=1 --grow --ondisk=sdc

raid / --level=1 --device=md0 raid.01 raid.02 raid.03 
raid /usr --level=5 --device=md1 raid.11 raid.12 raid.13

        raid の動作の詳細な説明は、の動作の詳細な説明は、「高度なパーティション設定の例」「高度なパーティション設定の例」 を参照してください。を参照してください。
       

reboot (任意任意) 

        インストールが正常に完了したら再起動しますインストールが正常に完了したら再起動します (引数なし引数なし)。通常、手動インストール時に。通常、手動インストール時に 
anaconda はメッセージが表示され、ユーザーがキーを押すのを待ってから再起動します。はメッセージが表示され、ユーザーがキーを押すのを待ってから再起動します。
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        reboot オプションはオプションは shutdown -r コマンドとほぼ同じです。コマンドとほぼ同じです。
       

備考備考

         インストールメディアや方法によっては、インストールメディアや方法によっては、reboot オプションを使用すると、無オプションを使用すると、無
限のインストールループ限のインストールループ がが 発生することがあります。発生することがあります。
        

         キックスタートファイルに他の方法が明示的に指定されていない場合キックスタートファイルに他の方法が明示的に指定されていない場合
は、は、reboot オプションがデフォルトの完了方法になります。オプションがデフォルトの完了方法になります。
        

        その他の完了方法は、その他の完了方法は、halt、、poweroff、、shutdown などのキックスタートオプションをご覧くなどのキックスタートオプションをご覧く
ださい。ださい。
       

rootpw (必須必須) 

        システムのシステムの root パスワードをパスワードを < password> 引数に設定引数に設定 します。します。
       

 rootpw [--iscrypted] <password>

--iscrypted

           これが存在する場合は、パスワードの引数がすでに暗号化されていると見なされます。これが存在する場合は、パスワードの引数がすでに暗号化されていると見なされます。
          

 

SELinux (任意任意) 

        システムのシステムの SELinux モードを、次のいずれかの引数に設定します。モードを、次のいずれかの引数に設定します。
       

--enforcing

           SELinux を、強制するデフォルトのターゲットポリシーで有効にします。を、強制するデフォルトのターゲットポリシーで有効にします。
          

備考備考

            selinux オプションがキックスタートファイルに存在しない場合は、オプションがキックスタートファイルに存在しない場合は、
SELinux が有効になり、デフォルトでが有効になり、デフォルトで --enforcing に設定されます。に設定されます。
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--permissive

           SELinux ポリシーに基づいてのみ警告を出力しますが、実際にはポリシーを強制しませポリシーに基づいてのみ警告を出力しますが、実際にはポリシーを強制しませ
ん。ん。
          

 

--disabled

           システムでシステムで SELinux を完全に無効にします。を完全に無効にします。
          

 

        Red Hat Enterprise Linux のの SELinux に関する詳細は、『に関する詳細は、『Red Hat, Inc』』 を参照してくださを参照してくださ
い。い。
       

shutdown (任意任意) 

        インストールが正常に完了したらシステムをシャットダウンします。キックスタートインスインストールが正常に完了したらシステムをシャットダウンします。キックスタートインス
トール中に、完了方法が指定されていない場合には、トール中に、完了方法が指定されていない場合には、reboot オプションがデフォルトで使用されまオプションがデフォルトで使用されま
す。す。
       

        shutdown オプションはオプションは shutdown コマンドにほぼ同等です。コマンドにほぼ同等です。
       

        その他の完了方法は、その他の完了方法は、halt、、poweroff、および、および reboot のキックスタートオプションを参照してのキックスタートオプションを参照して
ください。ください。
       

skipx (任意任意) 

        存在する場合は、インストール済みシステムで存在する場合は、インストール済みシステムで X が設定されていません。が設定されていません。
       

text (任意任意) 

        テキストモードでキックスタートインストールを実行します。キックスタートインストールテキストモードでキックスタートインストールを実行します。キックスタートインストール
は、デフォルトでグラフィカルモードで実行します。は、デフォルトでグラフィカルモードで実行します。
       

timezone (必須必須) 

        システムのタイムゾーンをシステムのタイムゾーンを < timezone> に設定しに設定し ます。これは、ます。これは、timeconfig で一覧表示されで一覧表示され
るタイムゾーンのいずれかになります。るタイムゾーンのいずれかになります。
       

 timezone [--utc] <timezone>
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--utc

           ハードウェアクロックが存在する場合は、ハードウェアクロックがハードウェアクロックが存在する場合は、ハードウェアクロックが UTC（グリニッジ標（グリニッジ標
準）時間に設定されていることを前提としています。準）時間に設定されていることを前提としています。
          

 

upgrade （オプション）（オプション） 

        システムに、新規システムをインストールするのではなく、既存のシステムをアップグレードシステムに、新規システムをインストールするのではなく、既存のシステムをアップグレード
するように指示します。インストールツリーの場所としてするように指示します。インストールツリーの場所として cdrom、、harddrive、、nfs、または、または url 
（（FTP およびおよび HTTP 用）のいずれかを指定する必要があります。詳細は、用）のいずれかを指定する必要があります。詳細は、 install を参照してくださを参照してくださ
い。い。
       

xconfig (任意任意) 

        X Window System を設定します。このオプションを指定しないと、を設定します。このオプションを指定しないと、X がインストールされてがインストールされて
いる場合は、インストール時にいる場合は、インストール時に X を手動で設定する必要があります。を手動で設定する必要があります。X が最終システムにインスが最終システムにインス
トールされていない場合は、このオプションを使用しないでください。トールされていない場合は、このオプションを使用しないでください。
       

--noprobe

           モニターをプローブしないでください。モニターをプローブしないでください。
          

 

--card=

           指定したカードを使用します。このカード名は、指定したカードを使用します。このカード名は、hwdata パッケージのパッケージの 
/usr/share/hwdata/Cards 内のカード一覧から取得する必要があります。カードの一覧内のカード一覧から取得する必要があります。カードの一覧
は、は、Kickstart Configurator のの X Configuration 画面でも見つけることができます。この引数を画面でも見つけることができます。この引数を
指定しないと、インストールプログラムはカードの指定しないと、インストールプログラムはカードの PCI バスをプローブします。バスをプローブします。AGP はは PCI ババ
スの一部であるため、サポートされている場合はスの一部であるため、サポートされている場合は AGP カードが検出されます。プローブの順序カードが検出されます。プローブの順序
は、マザーボードのは、マザーボードの PCI スキャン順序により決定されます。スキャン順序により決定されます。
          

 

--videoram=

           ビデオカードのビデオビデオカードのビデオ RAM の容量を指定します。の容量を指定します。
          

 

--monitor=

           指定したモニターを使用します。モニター名は、指定したモニターを使用します。モニター名は、hwdata パッケージのパッケージの 
/usr/share/hwdata/MonitorsDB の監視一覧にある必要があります。モニターの一覧の監視一覧にある必要があります。モニターの一覧
は、は、Kickstart Configurator のの X 設定設定 画面で確認できます。画面で確認できます。--hsync またはまたは --vsync が指定されが指定され
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ている場合は無視されます。モニター情報が指定されていない場合には、インストールプログラている場合は無視されます。モニター情報が指定されていない場合には、インストールプログラ
ムはこのモニター情報を自動的にプローブしようとします。ムはこのモニター情報を自動的にプローブしようとします。
          

 

--hsync=

           モニターの水平の同期頻度を指定します。モニターの水平の同期頻度を指定します。
          

 

--vsync=

           モニターの垂直の同期頻度を指定します。モニターの垂直の同期頻度を指定します。
          

 

--defaultdesktop=

           GNOME またはまたは KDE のいずれかを指定して、デフォルトのデスクトップを設定しますのいずれかを指定して、デフォルトのデスクトップを設定します
（（GNOME デスクトップ環境またはデスクトップ環境または KDE Desktop Environment がが %packagesでインストールでインストール
されていることを前提とします）。されていることを前提とします）。
          

 

--startxonboot

           インストール済みシステムでグラフィカルログインを使用します。インストール済みシステムでグラフィカルログインを使用します。
          

 

--resolution=

           インストール済みシステムのインストール済みシステムの X Window System のデフォルトの解像度を指定します。有のデフォルトの解像度を指定します。有
効な値は効な値は 640x480、、800x600、、1024x768、、1152x864、、1280x1024、、1400x1050, 1600x1200 でで
す。ビデオカードおよびモニターと互換性のある解決を必ず指定してください。す。ビデオカードおよびモニターと互換性のある解決を必ず指定してください。
          

 

--depth=

           インストール済みシステムのインストール済みシステムの X Window System のデフォルトの色深度を指定します。有のデフォルトの色深度を指定します。有
効な値は効な値は 8、、16、、24、および、および 32 です。ビデオカードおよびモニターと互換性のある色深度を指です。ビデオカードおよびモニターと互換性のある色深度を指
定してください。定してください。
          

 

volgroup (任意任意) 

        構文で論理ボリューム管理構文で論理ボリューム管理(LVM)グループを作成します。グループを作成します。
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volgroup <name><partition><options>

        オプションは次のとおりです。オプションは次のとおりです。
       

--noformat

           既存のボリュームグループを使用し、フォーマットは行いません。既存のボリュームグループを使用し、フォーマットは行いません。
          

 

--useexisting

           既存のボリュームグループを使用して、ボリュームグループを再フォーマットします。既存のボリュームグループを使用して、ボリュームグループを再フォーマットします。
          

 

        まずパーティションを作成します。次に論理ボリュームグループを作成して、論理ボリュームまずパーティションを作成します。次に論理ボリュームグループを作成して、論理ボリューム
を作成します。以下に例を示します。を作成します。以下に例を示します。
       

 part pv.01 --size 3000 volgroup myvg pv.01 logvol / --vgname=myvg --size=2000 --name=rootvol 

        volgroup の動作の詳細な説明は、の動作の詳細な説明は、「高度なパーティション設定の例」「高度なパーティション設定の例」 を参照してください。を参照してください。
       

zerombr (任意任意) 

        zerombr を指定し、を指定し、yes がその唯一の引数である場合は、ディスクにある無効なパーティショがその唯一の引数である場合は、ディスクにある無効なパーティショ
ンテーブルが初期化されます。これにより無効なパーティションテーブルが含まれるディスクの内ンテーブルが初期化されます。これにより無効なパーティションテーブルが含まれるディスクの内
容がすべて破棄されます。このコマンドは、以下の形式でなければなりません。容がすべて破棄されます。このコマンドは、以下の形式でなければなりません。
       

zerombr yes

        他の形式は有効ではありません。他の形式は有効ではありません。
       

%include

        %include /path/to/file コマンドを使用して、キックスタートファイル内の別のファイルのコンコマンドを使用して、キックスタートファイル内の別のファイルのコン
テンツが、キックスタートファイルのテンツが、キックスタートファイルの %include コマンドの場所にあるかのように組み込みます。コマンドの場所にあるかのように組み込みます。
       

1.4.1. 高度なパーティション設定の例高度なパーティション設定の例
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      以下は、以下は、clearpart、、raid、、part、、volgroup、および、および logvol キックスタートのオプションの動作を示キックスタートのオプションの動作を示
す単一の統合例です。す単一の統合例です。
     

clearpart --drives=hda,hdc --initlabel

# Raid 1 IDE config
part raid.11    --size 1000     --asprimary     --ondrive=hda
part raid.12    --size 1000     --asprimary     --ondrive=hda
part raid.13    --size 2000     --asprimary     --ondrive=hda
part raid.14    --size 8000                     --ondrive=hda
part raid.15    --size 1 --grow                 --ondrive=hda
           
part raid.21    --size 1000     --asprimary     --ondrive=hdc
part raid.22    --size 1000     --asprimary     --ondrive=hdc
part raid.23    --size 2000     --asprimary     --ondrive=hdc
part raid.24    --size 8000                     --ondrive=hdc
part raid.25    --size 1 --grow                 --ondrive=hdc

# You can add --spares=x 
raid /          --fstype ext3 --device md0 --level=RAID1 raid.11 raid.21
raid /safe      --fstype ext3 --device md1 --level=RAID1 raid.12 raid.22
raid swap       --fstype swap --device md2 --level=RAID1 raid.13 raid.23
raid /usr       --fstype ext3 --device md3 --level=RAID1 raid.14 raid.24
raid pv.01      --fstype ext3 --device md4 --level=RAID1 raid.15 raid.25

# LVM configuration so that we can resize /var and /usr/local later
volgroup sysvg pv.01    
logvol /var             --vgname=sysvg  --size=8000     --name=var
logvol /var/freespace   --vgname=sysvg  --size=8000     --name=freespacetouse
logvol /usr/local       --vgname=sysvg  --size=1 --grow --name=usrlocal

      この高度な例では、この高度な例では、RAID を使用したを使用した LVM や、将来的なデータの増加に応じてさまざまなディレクや、将来的なデータの増加に応じてさまざまなディレク
トリーのサイズを変更できる機能が実装されています。トリーのサイズを変更できる機能が実装されています。
     

1.5. パッケージの選択パッケージの選択

     %packages コマンドを使用して、インストールするパッケージを一覧表示するキックスタートファコマンドを使用して、インストールするパッケージを一覧表示するキックスタートファ
イルセクションを開始します（アップグレード時のパッケージの選択はサポートされていないため、こイルセクションを開始します（アップグレード時のパッケージの選択はサポートされていないため、こ
れはインストール専用です）。れはインストール専用です）。
    

     パッケージは、グループまたは個別のパッケージ名で指定できます。インストールプログラムは、パッケージは、グループまたは個別のパッケージ名で指定できます。インストールプログラムは、
関連パッケージを含む複数のグループを定義します。グループの一覧は、最初の関連パッケージを含む複数のグループを定義します。グループの一覧は、最初の Red Hat Enterprise 
Linux CD-ROM のの RedHat/base/comps.xml ファイルを参照してください。各グループには、ファイルを参照してください。各グループには、id、、
user visibility value、、name、、description、および、および package list があります。パッケージリストでがあります。パッケージリストで
は、グループが選択された場合には、グループが選択された場合に mandatory とマークされたパッケージが常にインストールされ、グとマークされたパッケージが常にインストールされ、グ
ループが選択された場合にループが選択された場合に default とマークされたパッケージがデフォルトで選択され、とマークされたパッケージがデフォルトで選択され、optional とと
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マークされたパッケージは、グループをインストールするように選択された場合でも、特にマークされたパッケージは、グループをインストールするように選択された場合でも、特に optional 
とマークされたパッケージを選択する必要があります。とマークされたパッケージを選択する必要があります。
    

     多くの場合、個々のパッケージではなく、必要なグループのみを一覧表示する必要がありま多くの場合、個々のパッケージではなく、必要なグループのみを一覧表示する必要がありま
す。す。Core グループおよびグループおよび Base グループは常にデフォルトで選択されるため、グループは常にデフォルトで選択されるため、%packages セクションセクション
で指定する必要はありません。で指定する必要はありません。
    

     %packages 選択例を以下に示します。選択例を以下に示します。
    

 %packages @ X Window System @ GNOME Desktop Environment @ Graphical Internet @ Sound 
and Video dhcp 

     ご覧のとおり、グループを指定すると行にご覧のとおり、グループを指定すると行に 1 つ、つ、@ 記号、スペース、および記号、スペース、および comps.xml ファイルファイル
で指定した完全なグループ名から始まります。グループは、で指定した完全なグループ名から始まります。グループは、gnome-desktop などのグループのなどのグループの id を使を使
用して指定することもできます。追加文字なしで個々のパッケージを指定します（上記の例の用して指定することもできます。追加文字なしで個々のパッケージを指定します（上記の例の dhcp 行行
は、個別パッケージです）。は、個別パッケージです）。
    

     デフォルトのパッケージ一覧からインストールしないパッケージを指定することもできます。デフォルトのパッケージ一覧からインストールしないパッケージを指定することもできます。
    

-autofs

     %packages オプションでは、以下のオプションを使用できます。オプションでは、以下のオプションを使用できます。
    

--resolvedeps

        一覧表示されたパッケージをインストールして、パッケージの依存関係を自動的に解決しま一覧表示されたパッケージをインストールして、パッケージの依存関係を自動的に解決しま
す。このオプションが指定されておらず、パッケージの依存関係がある場合は、自動インストールす。このオプションが指定されておらず、パッケージの依存関係がある場合は、自動インストール
が一時停止し、ユーザーにプロンプトが表示されます。以下に例を示します。が一時停止し、ユーザーにプロンプトが表示されます。以下に例を示します。
       

%packages --resolvedeps

 

--ignoredeps

        解決できない依存関係を無視し、依存関係なしでリストされたパッケージをインストールしま解決できない依存関係を無視し、依存関係なしでリストされたパッケージをインストールしま
す。以下に例を示します。す。以下に例を示します。
       

%packages --ignoredeps
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--ignoremissing

        インストールを停止する代わりに、足りないパッケージとグループを無視して、インストールインストールを停止する代わりに、足りないパッケージとグループを無視して、インストール
を中断するか、または継続するかを確認してください。以下に例を示します。を中断するか、または継続するかを確認してください。以下に例を示します。
       

%packages --ignoremissing

 

1.6. インストール前のスクリプトインストール前のスクリプト

     ks.cfg が解析された直後に、システムで実行するコマンドを追加できます。このセクションは、が解析された直後に、システムで実行するコマンドを追加できます。このセクションは、
キックスタートファイルの最後（コマンド後）にある必要があり、キックスタートファイルの最後（コマンド後）にある必要があり、%pre コマンドで開始する必要があコマンドで開始する必要があ
ります。ります。%pre セクションでネットワークにアクセスできますが、セクションでネットワークにアクセスできますが、name サービスサービス はこの時点では設定はこの時点では設定
されていないため、されていないため、IP アドレスのみが機能します。アドレスのみが機能します。
    

備考備考

      pre-install スクリプトは、スクリプトは、root 環境では実行されないことに注意してください。環境では実行されないことに注意してください。
     

--interpreter /usr/bin/python

        Python などの別のスクリプト言語を指定できます。などの別のスクリプト言語を指定できます。 /usr/bin/python は、任意のスクリプト言は、任意のスクリプト言
語に置き換えます。語に置き換えます。
       

 

1.6.1. 例例

      %pre セクションの例を以下に示します。セクションの例を以下に示します。
     

%pre

#!/bin/sh

hds=""
mymedia=""

for file in /proc/ide/h*
do
  mymedia=`cat $file/media`
  if [ $mymedia == "disk" ] ; then
      hds="$hds `basename $file`"
  fi
done
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set $hds
numhd=`echo $#`

drive1=`echo $hds | cut -d' ' -f1`
drive2=`echo $hds | cut -d' ' -f2`

#Write out partition scheme based on whether there are 1 or 2 hard drives

if [ $numhd == "2" ] ; then
  #2 drives
  echo "#partitioning scheme generated in %pre for 2 drives" > /tmp/part-include
  echo "clearpart --all" >> /tmp/part-include
  echo "part /boot --fstype ext3 --size 75 --ondisk hda" >> /tmp/part-include
  echo "part / --fstype ext3 --size 1 --grow --ondisk hda" >> /tmp/part-include
  echo "part swap --recommended --ondisk $drive1" >> /tmp/part-include
  echo "part /home --fstype ext3 --size 1 --grow --ondisk hdb" >> /tmp/part-include
else
  #1 drive
  echo "#partitioning scheme generated in %pre for 1 drive" > /tmp/part-include
  echo "clearpart --all" >> /tmp/part-include
  echo "part /boot --fstype ext3 --size 75" >> /tmp/part-includ
  echo "part swap --recommended" >> /tmp/part-include
  echo "part / --fstype ext3 --size 2048" >> /tmp/part-include
  echo "part /home --fstype ext3 --size 2048 --grow" >> /tmp/part-include
fi

      このスクリプトはシステム内のハードドライブ数を判定して、ドライブ数がこのスクリプトはシステム内のハードドライブ数を判定して、ドライブ数が 1 台または台または 2 台かに合台かに合
わせて、異なるパーティション設定スキームでテキストファイルを書き込みます。キックスタートファわせて、異なるパーティション設定スキームでテキストファイルを書き込みます。キックスタートファ
イルにパーティション設定コマンドを設定する代わりに、以下の行を追加します。イルにパーティション設定コマンドを設定する代わりに、以下の行を追加します。
     

%include /tmp/part-include

      スクリプトで選択したパーティション設定コマンドが使用されます。スクリプトで選択したパーティション設定コマンドが使用されます。
     

備考備考

       キックスタートの事前インストールスクリプトセクションは、複数のインストールキックスタートの事前インストールスクリプトセクションは、複数のインストール
ツリーやソースメディアを管理ツリーやソースメディアを管理 できませんできません。インストールプロセスの。インストールプロセスの 2 番目の段階でイ番目の段階でイ
ンストールスクリプトが行われるため、作成したンストールスクリプトが行われるため、作成した ks.cfg ファイルごとにこの情報を含めファイルごとにこの情報を含め
る必要があります。る必要があります。
      

1.7. インストール後のスクリプトインストール後のスクリプト

     インストールが完了したら、システムで実行するコマンドを追加するオプションがあります。このインストールが完了したら、システムで実行するコマンドを追加するオプションがあります。この
セクションは、キックスタートファイルの最後にあり、セクションは、キックスタートファイルの最後にあり、%post コマンドで開始する必要があります。本コマンドで開始する必要があります。本
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セクションは、追加のソフトウェアのインストールや、追加のネームサーバーの設定などの機能に便利セクションは、追加のソフトウェアのインストールや、追加のネームサーバーの設定などの機能に便利
です。です。
    

備考備考

      ネットワークにネームサーバーを含む静的ネットワークにネームサーバーを含む静的 IP 情報を設定した場合は、ネットワーク情報を設定した場合は、ネットワーク
にアクセスして、にアクセスして、%post セクションでセクションで IP アドレスを解決できます。ネットワークをアドレスを解決できます。ネットワークを  
DHCP 用に設定している場合、インストールが用に設定している場合、インストールが %post セクションを実行するセクションを実行する
と、と、/etc/resolv.conf ファイルは完了しません。ネットワークにはアクセスできますが、ファイルは完了しません。ネットワークにはアクセスできますが、
IP アドレスは解決できません。したがって、アドレスは解決できません。したがって、DHCP を使用している場合は、を使用している場合は、%post セクセク
ションにションに IP アドレスを指定する必要があります。アドレスを指定する必要があります。
     

備考備考

      インストール後のスクリプトはインストール後のスクリプトは chroot 環境で実行するため、インストールメディア環境で実行するため、インストールメディア
からスクリプトやからスクリプトや RPM をコピーするなどのタスクを実行することはできません。をコピーするなどのタスクを実行することはできません。
     

--nochroot

        chroot 環境外で実行するコマンドを指定できます。環境外で実行するコマンドを指定できます。
       

        以下の例では、ファイル以下の例では、ファイル /etc/resolv.conf をインストールされたばかりのファイルシステムにをインストールされたばかりのファイルシステムに
コピーします。コピーします。
       

%post --nochroot
cp /etc/resolv.conf /mnt/sysimage/etc/resolv.conf

 

--interpreter /usr/bin/python

        Python などの別のスクリプト言語を指定できます。などの別のスクリプト言語を指定できます。 /usr/bin/python は、任意のスクリプト言は、任意のスクリプト言
語に置き換えます。語に置き換えます。
       

 

1.7.1. 例例

      サービスのオンとオフを切り替えます。サービスのオンとオフを切り替えます。
     

 /sbin/chkconfig --level 345 telnet off /sbin/chkconfig --level 345 finger off /sbin/chkconfig --level 345 
lpd off /sbin/chkconfig --level 345 httpd on 

Red Hat Enterprise Linux 4 システム管理ガイドシステム管理ガイド

50



      NFS 共有から共有から runme という名前のスクリプトを実行します。という名前のスクリプトを実行します。
     

 mkdir /mnt/temp mount -o nolock 10.10.0.2:/usr/new-machines /mnt/temp open -s -w -- 
/mnt/temp/runme umount /mnt/temp 

備考備考

       NFS ファイルのロックはキックスタートモードでは対応してファイルのロックはキックスタートモードでは対応して いないいない ため、ため、NFS ママ
ウントをマウントする際にウントをマウントする際に -o nolock が必要です。が必要です。
      

      ユーザーをシステムに追加します。ユーザーをシステムに追加します。
     

 /usr/sbin/useradd bob /usr/bin/chfn -f "Bob Smith" bob /usr/sbin/usermod -p 'kjdf$04930FTH/ ' bob 

1.8. キックスタートファイルの準備キックスタートファイルの準備

     キックスタートファイルは、以下のいずれかの場所に配置する必要があります。キックスタートファイルは、以下のいずれかの場所に配置する必要があります。
    

       ブートディスクチットブートディスクチット
      

       ブートブート CD-ROM の場合の場合
      

       ネットワーク上ネットワーク上
      

     通常、キックスタートファイルはブートディスクまたはネットワーク上で利用可能にされます。ほ通常、キックスタートファイルはブートディスクまたはネットワーク上で利用可能にされます。ほ
とんどのキックスタートインストールは、ネットワーク化されたコンピューターで実行する傾向があるとんどのキックスタートインストールは、ネットワーク化されたコンピューターで実行する傾向がある
ため、ネットワークベースのアプローチが最も一般的です。ため、ネットワークベースのアプローチが最も一般的です。
    

     キックスタートファイルを配置する場所をより詳細に見てみましょう。キックスタートファイルを配置する場所をより詳細に見てみましょう。
    

1.8.1. キックスタートブートメディアの作成キックスタートブートメディアの作成

      Red Hat Enterprise Linux では、ディスクベースの起動はサポートされなくなりました。インスでは、ディスクベースの起動はサポートされなくなりました。インス
トールは、起動にトールは、起動に CD-ROM またはフラッシュメモリー製品を使用する必要があります。ただし、キッまたはフラッシュメモリー製品を使用する必要があります。ただし、キッ
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クスタートファイルはディスクの最上位ディレクトリーに留まる可能性があり、クスタートファイルはディスクの最上位ディレクトリーに留まる可能性があり、ks.cfg という名前にすという名前にす
る必要があります。る必要があります。
     

      CD-ROM ベースのキックスタートインストールを実行するには、キックスタートファイルにベースのキックスタートインストールを実行するには、キックスタートファイルに ks.cfg 
という名前を付け、ブートという名前を付け、ブート CD-ROM の最上位ディレクトリーに置く必要があります。の最上位ディレクトリーに置く必要があります。CD-ROM は読みは読み
取り専用であるため、ファイルを取り専用であるため、ファイルを CD-ROM に書き込むイメージの作成に使用するディレクトリーに追に書き込むイメージの作成に使用するディレクトリーに追
加する必要があります。起動用メディアの作成方法については、『加する必要があります。起動用メディアの作成方法については、『『インストールガイド』『インストールガイド』』』 を参照しを参照し
てください。ただし、てください。ただし、file.iso イメージファイルを作成する前に、キックスタートファイルイメージファイルを作成する前に、キックスタートファイル ks.cfg をを 
isolinux/ ディレクトリーにコピーします。ディレクトリーにコピーします。
     

      キックスタートによるペンベースのフラッシュメモリーインストールを実行するには、キックスキックスタートによるペンベースのフラッシュメモリーインストールを実行するには、キックス
タートファイルにタートファイルに ks.cfg という名前を付け、フラッシュメモリーの最上位ディレクトリーに置く必要という名前を付け、フラッシュメモリーの最上位ディレクトリーに置く必要
があります。最初にブートイメージを作成してから、があります。最初にブートイメージを作成してから、ks.cfg ファイルをコピーします。ファイルをコピーします。
     

      たとえば、以下は、たとえば、以下は、dd コマンドを使用して、ブートイメージをコマンドを使用して、ブートイメージを pen ドライブドライブ(/dev/sda)に転送しまに転送しま
す。す。
     

 dd if=diskboot.img of=/dev/sda bs=1M 

備考備考

       起動用の起動用の USB フラッシュメモリーペンドライブの作成は可能ですが、システムハーフラッシュメモリーペンドライブの作成は可能ですが、システムハー
ドウェアのドウェアの BIOS 設定には大きく依存します。お使いのシステムが別のデバイスの起動設定には大きく依存します。お使いのシステムが別のデバイスの起動
に対応しているかどうかを確認します。に対応しているかどうかを確認します。
      

1.8.2. ネットワーク上でキックスタートファイルの準備ネットワーク上でキックスタートファイルの準備

      キックスタートを使用したネットワークインストールは非常に一般的です。システム管理者は、多キックスタートを使用したネットワークインストールは非常に一般的です。システム管理者は、多
くのネットワーク化されたコンピューターで簡単にインストールを自動化できるため、非常に一般的でくのネットワーク化されたコンピューターで簡単にインストールを自動化できるため、非常に一般的で
す。通常、最も一般的に使用される方法は、管理者がローカルネットワーク上のす。通常、最も一般的に使用される方法は、管理者がローカルネットワーク上の BOOTP/DHCP サーサー
バーとバーと NFS サーバーの両方を持つ方法です。サーバーの両方を持つ方法です。BOOTP/DHCP サーバーは、クライアントシステムのサーバーは、クライアントシステムの
ネットワーク情報を提供するのに使用されますが、インストール時に使用される実際のファイルはネットワーク情報を提供するのに使用されますが、インストール時に使用される実際のファイルは NFS 
サーバーによって提供されます。多くの場合、これらサーバーによって提供されます。多くの場合、これら 2 つのサーバーは同じ物理マシンで実行されますつのサーバーは同じ物理マシンで実行されます
が、必須ではありません。が、必須ではありません。
     

      ネットワークベースのキックスタートインストールを実行するには、ネットワーク上にネットワークベースのキックスタートインストールを実行するには、ネットワーク上に 
BOOTP/DHCP サーバーが必要で、サーバーが必要で、Red Hat Enterprise Linux のインストールしようとしているマシンのインストールしようとしているマシン
の設定情報を含める必要があります。の設定情報を含める必要があります。BOOTP/DHCP サーバーは、クライアントにネットワーク情報とサーバーは、クライアントにネットワーク情報と
キックスタートファイルの場所を提供します。キックスタートファイルの場所を提供します。
     

      BOOTP/DHCP サーバーでキックスタートファイルを指定すると、クライアントシステムはファイサーバーでキックスタートファイルを指定すると、クライアントシステムはファイ
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ルのパスのルのパスの NFS マウントを試行し、キックスタートファイルとして使用して、指定したファイルをクマウントを試行し、キックスタートファイルとして使用して、指定したファイルをク
ライアントにコピーします。必要な設定は、使用するライアントにコピーします。必要な設定は、使用する BOOTP/DHCP サーバーによって異なります。サーバーによって異なります。
     

      以下は、以下は、DHCP サーバーのサーバーの dhcpd.conf ファイルからの行の例です。ファイルからの行の例です。
     

filename"/usr/new-machine/kickstart/";
next-server blarg.redhat.com;

      filename の後の値は、キックスタートファイルの名前（またはキックスタートファイルが存在するの後の値は、キックスタートファイルの名前（またはキックスタートファイルが存在する
ディレクトリー）に置き換え、ディレクトリー）に置き換え、next-server の後の値をの後の値を NFS サーバー名に置き換えます。サーバー名に置き換えます。
     

      BOOTP/DHCP サーバーで返されるファイル名がスラッシュサーバーで返されるファイル名がスラッシュ("/")で終了する場合、パスとしてのみで終了する場合、パスとしてのみ
解釈されます。この場合、クライアントシステムはそのパスを解釈されます。この場合、クライアントシステムはそのパスを NFS を使用してマウントし、特定のを使用してマウントし、特定の
ファイルを検索します。クライアントが検索するファイル名は次のとおりです。ファイルを検索します。クライアントが検索するファイル名は次のとおりです。
     

<ip-addr>-kickstart

      ファイル名のファイル名の < ip-addr > セクションは、ドット付きセクションは、ドット付き 10 進数表記のクライアントの進数表記のクライアントの IP アドレスに置アドレスに置
き換える必要があります。たとえば、き換える必要があります。たとえば、IP アドレスがアドレスが 10.10.0.1 のコンピューターのファイル名はのコンピューターのファイル名は 
10.10.0. 1-kickstart にに なります。なります。
     

      サーバー名を指定しないと、クライアントシステムは、サーバー名を指定しないと、クライアントシステムは、BOOTP/DHCP 要求を要求を NFS サーバーとしてサーバーとして
回答したサーバーの使用を試みることに注意してください。パスまたはファイル名を指定しないと、ク回答したサーバーの使用を試みることに注意してください。パスまたはファイル名を指定しないと、ク
ライアントシステムはライアントシステムは BOOTP/DHCP サーバーからサーバーから /kickstart をマウントし、上記のように同じをマウントし、上記のように同じ < ip-
addr> -kickstart ファイル名を使用してキックスタートファイル名を使用してキックスタート ファイルの検索を試行します。ファイルの検索を試行します。
     

1.9. インストールツリーを利用可能にするインストールツリーを利用可能にする

     キックスタートインストールは、キックスタートインストールは、インストールツリーインストールツリー にアクセスする必要があります。インストーにアクセスする必要があります。インストー
ルツリーは、同じディレクトリー構造を持つバイナリールツリーは、同じディレクトリー構造を持つバイナリー Red Hat Enterprise Linux CD-ROM のコピーのコピー
です。です。
    

     CD ベースのインストールを実行している場合は、キックスタートインストールを開始する前にベースのインストールを実行している場合は、キックスタートインストールを開始する前に Red 
Hat Enterprise Linux CD-ROM #1 をコンピューターに挿入します。をコンピューターに挿入します。
    

     ハードドライブのインストールを実行している場合は、バイナリーハードドライブのインストールを実行している場合は、バイナリー Red Hat Enterprise Linux CD-
ROM のの ISO イメージがコンピューターのハードドライブ上にあることを確認してください。イメージがコンピューターのハードドライブ上にあることを確認してください。
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     ネットワークベースの（ネットワークベースの（NFS、、FTP、または、または HTTP）のインストールを実行している場合は、ネット）のインストールを実行している場合は、ネット
ワーク経由でインストールツリーを使用できるようにする必要があります。詳細は、『ワーク経由でインストールツリーを使用できるようにする必要があります。詳細は、『『『』』 インストーインストー
ルガイド』ルガイド』 『『の「ネットワークインストールの準備の「ネットワークインストールの準備』』 」セクションを参照してください。」セクションを参照してください。
    

1.10. キックスタートインストールの開始キックスタートインストールの開始

     キックスタートインストールを開始するには、作成した起動用メディアまたはキックスタートインストールを開始するには、作成した起動用メディアまたは Red Hat Enterprise 
Linux CD-ROM #1 からシステムを起動し、ブートプロンプトで特別な起動コマンドを入力する必要がからシステムを起動し、ブートプロンプトで特別な起動コマンドを入力する必要が
あります。あります。ks コマンドライン引数がカーネルに渡されると、インストールプログラムはキックスターコマンドライン引数がカーネルに渡されると、インストールプログラムはキックスター
トファイルを検索します。トファイルを検索します。
    

CD-ROM #1 およびおよび Diskette

        また、また、linux ks=floppy コマンドは、ディスク上のコマンドは、ディスク上の vfat またはまたは ext2 ファイルシステムにあり、ファイルシステムにあり、
Red Hat Enterprise Linux CD-ROM #1 から起動する場合にも機能します。から起動する場合にも機能します。
       

        別の起動コマンドは、別の起動コマンドは、Red Hat Enterprise Linux CD-ROM #1 から起動し、ディスク上のから起動し、ディスク上の vfat 
またはまたは ext2 ファイルシステムにキックスタートファイルを用意することです。これを行うにファイルシステムにキックスタートファイルを用意することです。これを行うに
は、は、boot: プロンプトで以下のコマンドを入力します。プロンプトで以下のコマンドを入力します。
       

linux ks=hd:fd0:/ks.cfg

 

Driver ディスクの使用ディスクの使用

        キックスタートでドライバーディスクを使用する必要がある場合は、キックスタートでドライバーディスクを使用する必要がある場合は、dd オプションも指定しまオプションも指定しま
す。たとえば、ブートディスクから起動し、ドライバーディスクを使用するには、す。たとえば、ブートディスクから起動し、ドライバーディスクを使用するには、boot: プロンプトプロンプト
で以下のコマンドを入力します。で以下のコマンドを入力します。
       

linux ks=floppy dd

 

Boot CD-ROM

        「キックスタートブートメディアの作成」「キックスタートブートメディアの作成」 の説明に従って、キックスタートファイルがブートの説明に従って、キックスタートファイルがブート 
CD-ROM 上にある場合は、システムに上にある場合は、システムに CD-ROM を挿入して、を挿入して、boot: プロンプトで以下のコマンドプロンプトで以下のコマンド
を入力します（を入力します（ ks.cfg はキックスタートファイルの名前に置き換えます）。はキックスタートファイルの名前に置き換えます）。
       

linux ks=cdrom:/ks.cfg
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     キックスタートインストールを開始するその他のオプションは以下のとおりです。キックスタートインストールを開始するその他のオプションは以下のとおりです。
    

ks=nfs:<server>:/<path>

        インストールプログラムは、インストールプログラムは、NFS サーバーサーバー < server> のキックスタートファイルをファイルのキックスタートファイルをファイル < 
path> として検索しとして検索し  ます。インストールプログラムはます。インストールプログラムは DHCP を使用してイーサネットカードを設定を使用してイーサネットカードを設定
します。たとえば、します。たとえば、NFS サーバーがサーバーが server.example.com で、キックスタートファイルがで、キックスタートファイルが NFS 共共
有有 /mydir/ks.cfg にある場合は、正しい起動コマンドにある場合は、正しい起動コマンド ks=nfs:server.example.com:/mydir/ks.cfg 
になります。になります。
       

 

ks=http://<server>/<path>

        インストールプログラムは、ファイルインストールプログラムは、ファイル < path> としてとして HTTP サーバーサーバー & lt;server& gt; のキッのキッ
クスタートファイルを検索しクスタートファイルを検索し ます。インストールプログラムはます。インストールプログラムは DHCP を使用してイーサネットカーを使用してイーサネットカー
ドを設定します。たとえば、ドを設定します。たとえば、HTTP サーバーがサーバーが server.example.com で、キックスタートファイルで、キックスタートファイル
がが HTTP ディレクトリーディレクトリー /mydir/ks.cfg にある場合、正しい起動コマンドはにある場合、正しい起動コマンドは 
ks=http://server.example.com/mydir/ks.cfg になりますになります。。
       

 

ks=floppy

        インストールプログラムは、インストールプログラムは、/dev/fd0 内のディスク上の内のディスク上の vfat またはまたは ext2 ファイルシステムのファイルシステムの
ファイルファイル ks.cfg を検索します。を検索します。
       

 

ks=floppy:/<path>

        インストールプログラムは、インストールプログラムは、/dev/fd0 内のディスク上のキックスタートファイルをファイル内のディスク上のキックスタートファイルをファイル < 
path> で検索しますで検索します。。
       

 

ks=hd:<device>:/<file>

        インストールプログラムは、ファイルシステムをインストールプログラムは、ファイルシステムを < device >（（vfat またはまたは ext2）にマウント）にマウント
し、そのファイルシステムでし、そのファイルシステムで < file > としてキックスタートファイルを検索します（例：としてキックスタートファイルを検索します（例：  
ks=hd:sda3:/mydir/ks.cfg）。）。
       

 

ks=file:/<file>

        インストールプログラムはファイルシステムからファイルインストールプログラムはファイルシステムからファイル < file > を読み取ろうとします。マウを読み取ろうとします。マウ
ントは行われません。これは通常、キックスタートファイルがントは行われません。これは通常、キックスタートファイルが initrd イメージ上にある場合に使用イメージ上にある場合に使用
されます。されます。
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ks=cdrom:/<path>

        インストールプログラムは、ファイルインストールプログラムは、ファイル < path> としてとして CD-ROM のキックスタートファイルをのキックスタートファイルを
検索します検索します。。
       

 

ks

        ks のみを使用する場合、インストールプログラムはのみを使用する場合、インストールプログラムは DHCP を使用するようにイーサネットを使用するようにイーサネット
カードを設定します。キックスタートファイルは、キックスタートファイルを共有するカードを設定します。キックスタートファイルは、キックスタートファイルを共有する NFS サーサー
バーであるかのように、バーであるかのように、DHCP 応答から「応答から「bootServer」から読み込まれます。デフォルトでは、」から読み込まれます。デフォルトでは、
bootServer はは DHCP サーバーと同じです。キックスタートファイルの名前は以下のいずれかでサーバーと同じです。キックスタートファイルの名前は以下のいずれかで
す。す。
       

          DHCP を指定し、ブートファイルがを指定し、ブートファイルが / で開始すると、で開始すると、DHCP が提供するブートファイが提供するブートファイ
ルはルは NFS サーバーで検索されます。サーバーで検索されます。
         

          DHCP を指定し、ブートファイルが他のもので始まる場合は、を指定し、ブートファイルが他のもので始まる場合は、DHCP が提供するブーが提供するブー
トファイルがトファイルが NFS サーバーのサーバーの  / kickstart ディレクトリーで検索されます。ディレクトリーで検索されます。
         

          DHCP がブートファイルを指定しなかった場合、インストールプログラムはがブートファイルを指定しなかった場合、インストールプログラムは  
/kickstart/1.2.3.4-kickstart ファイルを読み込もうとします。ここで、ファイルを読み込もうとします。ここで、1.2.3.4 はインストーはインストー
ルされるマシンの数値のルされるマシンの数値の IP アドレスになります。アドレスになります。
         

 

ksdevice=<device>

        インストールプログラムは、このネットワークデバイスを使用してネットワークに接続しまインストールプログラムは、このネットワークデバイスを使用してネットワークに接続しま
す。たとえば、す。たとえば、eth1 デバイスを介してシステムに接続されているデバイスを介してシステムに接続されている NFS サーバーのキックスタートサーバーのキックスタート
ファイルを使用してキックスタートインストールを開始するには、ファイルを使用してキックスタートインストールを開始するには、boot: プロンプトでコマンドプロンプトでコマンド 
ks=nfs: <server > :/ <path > ksdevice=eth1 を使用します。を使用します。
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第第2章章 KICKSTART CONFIGURATOR

    Kickstart Configurator を使用すると、グラフィカルユーザーインターフェースを使用してキックスを使用すると、グラフィカルユーザーインターフェースを使用してキックス
タートファイルを作成または変更できるため、ファイルの正しい構文を覚えておく必要はありません。タートファイルを作成または変更できるため、ファイルの正しい構文を覚えておく必要はありません。
   

    キックスタートキックスタート Configurator を使用するには、を使用するには、X Window System を実行する必要がありまを実行する必要がありま
す。す。Kickstart Configurator を起動するには、を起動するには、Applications （パネルのメインメニュー）（パネルのメインメニュー）=> System 
Tools => Kickstart を選択するか、コマンドを選択するか、コマンド /usr/sbin/system-config-kickstart を入力します。を入力します。
   

    キックスタートファイルを作成する際に、いつでもキックスタートファイルを作成する際に、いつでも File => プレビュープレビュー を選択して現在の選択を確認を選択して現在の選択を確認
できます。できます。
   

    既存のキックスタートファイルから開始するには、既存のキックスタートファイルから開始するには、File => Open を選択して既存のファイルを選択を選択して既存のファイルを選択
します。します。
   

2.1. 基本設定基本設定
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図図2.1 基本設定基本設定

[D]

     インストール時に使用する言語と、インストール時に使用する言語と、Default Language メニューからインストール後に使用するデメニューからインストール後に使用するデ
フォルト言語を選択します。フォルト言語を選択します。
    

     キーボードキーボード メニューからシステムキーボードタイプを選択メニューからシステムキーボードタイプを選択 しし ます。ます。
    

     Mouse メニューからシステムのマウスを選択します。メニューからシステムのマウスを選択します。No Mouse を選択した場合、マウスは設定さを選択した場合、マウスは設定さ
れません。れません。Mouse のの Probe が選択されている場合、インストールプログラムはマウスを自動的に検出が選択されている場合、インストールプログラムはマウスを自動的に検出
しようとします。しようとします。probing は最新のマウスで機能します。は最新のマウスで機能します。
    

     システムにシステムに 2ボタンのマウスがある場合、ボタンのマウスがある場合、Emulate 3 Buttons を選択して、を選択して、3 つのボタンのマウスをつのボタンのマウスを
エミュレートできます。このオプションを選択すると、左および右のマウスボタンを同時にクリックすエミュレートできます。このオプションを選択すると、左および右のマウスボタンを同時にクリックす
ると、マウスボタンがクリックされます。ると、マウスボタンがクリックされます。
    

     タイムゾーンタイムゾーン メニューからメニューから、システムに使用するタイムゾーンを選択します。、システムに使用するタイムゾーンを選択します。UTC を使用するようを使用するよう
にシステムを設定するには、にシステムを設定するには、Use UTC clock を選択します。を選択します。
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     Root Password テキストボックスに、システムのテキストボックスに、システムの root パスワードを入力します。パスワードのパスワードを入力します。パスワードの 確確
認認 テキストボックスに、同じパスワードを入力します。テキストボックスに、同じパスワードを入力します。2 つ目のフィールドは、パスワードを誤入力しつ目のフィールドは、パスワードを誤入力し
ないようにし、インストールの完了後に何であるかを知らないことです。パスワードを暗号化されたパないようにし、インストールの完了後に何であるかを知らないことです。パスワードを暗号化されたパ
スワードとしてファイルに保存するには、スワードとしてファイルに保存するには、Encrypt root password を選択します。暗号化オプションがを選択します。暗号化オプションが
選択された場合は、ファイルが保存されると、入力したプレーンテキストのパスワードは暗号化され、選択された場合は、ファイルが保存されると、入力したプレーンテキストのパスワードは暗号化され、
キックスタートファイルに書き込まれます。暗号化されたパスワードを入力せず、暗号化する場合は選キックスタートファイルに書き込まれます。暗号化されたパスワードを入力せず、暗号化する場合は選
択しないでください。キックスタートファイルは簡単に読み取ることのできるプレーンテキストファイ択しないでください。キックスタートファイルは簡単に読み取ることのできるプレーンテキストファイ
ルであるため、暗号化されたパスワードを使用することが推奨されます。ルであるため、暗号化されたパスワードを使用することが推奨されます。
    

     Default Language プルダウンメニューから選択した言語に加えて言語をインストールするには、言プルダウンメニューから選択した言語に加えて言語をインストールするには、言
語語 サポートサポート の一覧でそれらを確認します。の一覧でそれらを確認します。Default Language プルダウンメニューから選択した言語プルダウンメニューから選択した言語
は、インストール後にデフォルトで使用されますが、インストール後にデフォルトをは、インストール後にデフォルトで使用されますが、インストール後にデフォルトを Language 
Configuration Tool (system-config-language)で変更できます。で変更できます。
    

     ターゲットアーキテクチャーターゲットアーキテクチャー を選択を選択 するとすると、インストール時に使用される特定のハードウェアアー、インストール時に使用される特定のハードウェアアー
キテクチャーディストリビューションを指定します。キテクチャーディストリビューションを指定します。
    

     インストールインストール 後に後に Reboot system を選択し、インストールを選択し、インストール の完了後にシステムを自動的に再起動の完了後にシステムを自動的に再起動
します。します。
    

     キックスタートインストールは、デフォルトでグラフィカルモードで実行します。このデフォルトキックスタートインストールは、デフォルトでグラフィカルモードで実行します。このデフォルト
を上書きし、代わりにテキストモードを使用するには、を上書きし、代わりにテキストモードを使用するには、Per Installation in text mode オプションを選オプションを選
択します。択します。
    

     インタラクティブモードでキックスタートインストールを実行できます。これは、インストールプインタラクティブモードでキックスタートインストールを実行できます。これは、インストールプ
ログラムがキックスタートファイルで事前に設定されたすべてのオプションを使用することを意味しまログラムがキックスタートファイルで事前に設定されたすべてのオプションを使用することを意味しま
すが、次の画面に進む前に、各画面でオプションのプレビューを行うことができます。次の画面に進むすが、次の画面に進む前に、各画面でオプションのプレビューを行うことができます。次の画面に進む
には、設定を承認した後、または設定を変更してからには、設定を承認した後、または設定を変更してから Next ボタンをクリックしてからインストールをボタンをクリックしてからインストールを
続行します。この種のインストールを選択するには、続行します。この種のインストールを選択するには、Perform installation in interactive mode オプオプ
ションを選択します。ションを選択します。
    

2.2. インストール方法インストール方法
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図図2.2 インストール方法インストール方法

[D]

     インストール方法インストール方法 画面では、新規インストールまたはアップグレードのいずれかを選択できます。画面では、新規インストールまたはアップグレードのいずれかを選択できます。
アップグレードを選択すると、アップグレードを選択すると、パーティション情報パーティション情報 オプションおよびオプションおよび パッケージパッケージ の選択の選択 オプションがオプションが 
無効になります。キックスタートのアップグレードではサポートされません。無効になります。キックスタートのアップグレードではサポートされません。
    

     以下のオプションからキックスタートインストールまたはアップグレード画面を選択します。以下のオプションからキックスタートインストールまたはアップグレード画面を選択します。
    

       CD-ROM - このオプションを選択して、このオプションを選択して、Red Hat Enterprise Linux CD-ROM からインスからインス
トールまたはアップグレードします。トールまたはアップグレードします。
      

       NFS - NFS 共有ディレクトリーからインストールまたはアップグレードするには、このオ共有ディレクトリーからインストールまたはアップグレードするには、このオ
プションを選択します。プションを選択します。NFS サーバーのテキストフィールドで、完全修飾ドメイン名またはサーバーのテキストフィールドで、完全修飾ドメイン名または IP 
アドレスを入力します。アドレスを入力します。NFS ディレクトリーに、インストールツリーのディレクトリーに、インストールツリーの RedHat ディレクトディレクト
リーを含むリーを含む NFS ディレクトリーの名前を入力します。たとえば、ディレクトリーの名前を入力します。たとえば、NFS サーバーにサーバーに 
/mirrors/redhat/i386/RedHat/ ディレクトリーが含まれている場合は、ディレクトリーが含まれている場合は、NFS ディレクトリーにディレクトリーに 
/mirrors/redhat/i386/ を入力します。を入力します。
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       FTP - FTP サーバーからインストールまたはアップグレードするには、このオプションをサーバーからインストールまたはアップグレードするには、このオプションを
選択します。選択します。FTP server テキストフィールドに、完全修飾ドメイン名またはテキストフィールドに、完全修飾ドメイン名または IP アドレスを入アドレスを入
力します。力します。FTP ディレクトリーに、ディレクトリーに、RedHat ディレクトリーを含むディレクトリーを含む FTP ディレクトリーの名前ディレクトリーの名前
を入力します。たとえば、を入力します。たとえば、FTP サーバーにサーバーに /mirrors/redhat/i386/RedHat/ ディレクトリーが含ディレクトリーが含
まれている場合は、まれている場合は、FTP ディレクトリーにディレクトリーに /mirrors/redhat/i386/ を入力します。を入力します。FTP サーバーサーバー
にユーザー名とパスワードが必要な場合は、それらも指定します。にユーザー名とパスワードが必要な場合は、それらも指定します。
      

       HTTP - HTTP サーバーからインストールまたはアップグレードするには、このオプションサーバーからインストールまたはアップグレードするには、このオプション
を選択します。を選択します。HTTP サーバーのテキストフィールドで、完全修飾ドメイン名またはサーバーのテキストフィールドで、完全修飾ドメイン名または IP アドレアドレ
スを入力します。スを入力します。HTTP ディレクトリーに、ディレクトリーに、RedHat ディレクトリーを含むディレクトリーを含む HTTP ディレクトディレクト
リーの名前を入力します。たとえば、リーの名前を入力します。たとえば、HTTP サーバーにサーバーに /mirrors/redhat/i386/RedHat/ ディレディレ
クトリーが含まれている場合は、クトリーが含まれている場合は、HTTP ディレクトリーにディレクトリーに /mirrors/redhat/i386/ を入力しまを入力しま
す。す。
      

       ハードドライブハードドライブ - ハードドライブからインストールまたはアップグレードする場合は、こハードドライブからインストールまたはアップグレードする場合は、こ
のオプションを選択します。ハードドライブのインストールには、のオプションを選択します。ハードドライブのインストールには、ISO（または（または CD-ROM）イ）イ
メージを使用する必要があります。インストールを開始する前に、メージを使用する必要があります。インストールを開始する前に、ISO イメージが無効であるイメージが無効である
ことを確認してください。これを確認するには、『ことを確認してください。これを確認するには、『『インストールガイド』『インストールガイド』』』 で説明されていで説明されてい
るように、るように、md5sum プログラムとプログラムと linux mediacheck 起動オプションを使用します。ハードド起動オプションを使用します。ハードド
ライブパーティションライブパーティション のテキストボックスに、のテキストボックスに、ISO イメージ（例：イメージ（例： /dev/hda1）が含まれる）が含まれる
ハードドライブハードドライブ パーティションパーティション を入力します。を入力します。ハードドライブのハードドライブの Directory テキストボックステキストボックス
に、に、ISO イメージが含まれるディレクトリーを入力します。イメージが含まれるディレクトリーを入力します。
      

2.3. ブートローダーのオプションブートローダーのオプション
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図図2.3 ブートローダーのオプションブートローダーのオプション

[D]

     GRUB は、は、Red Hat Enterprise Linux のデフォルトのブートローダーです。ブートローダーをインのデフォルトのブートローダーです。ブートローダーをイン
ストールしない場合は、ブートローダーストールしない場合は、ブートローダー をインストールしませんをインストールしません。ブートローダーをインストールしな。ブートローダーをインストールしな
い場合は、ブートディスクを作成するか、サードパーティーのブートローダーなどのシステムを起動すい場合は、ブートディスクを作成するか、サードパーティーのブートローダーなどのシステムを起動す
る方法を確認してください。る方法を確認してください。
    

     ブートローダー（マスターブートレコード、またはブートローダー（マスターブートレコード、または /boot パーティションの最初のセクター）をイパーティションの最初のセクター）をイ
ンストールする場所を選択する必要があります。ブートローダーとして使用する場合は、ンストールする場所を選択する必要があります。ブートローダーとして使用する場合は、MBR にブーにブー
トローダーをインストールします。トローダーをインストールします。
    

     システムの起動時に使用されるカーネルに特別なパラメーターを渡すには、カーネルシステムの起動時に使用されるカーネルに特別なパラメーターを渡すには、カーネル パラメーターパラメーター 
のテキストフィールドに入力します。たとえば、のテキストフィールドに入力します。たとえば、IDE CD-ROM Writer がある場合は、がある場合は、hdd=ide-scsi をを
カーネルパラメーターとして設定します（カーネルパラメーターとして設定します（ hdd はは CD-ROM デバイスである場合）、デバイスである場合）、cdrecord を使用を使用
する前に読み込む必要があるする前に読み込む必要がある SCSI エミュレーションドライバーを使用するようにカーネルに指示しまエミュレーションドライバーを使用するようにカーネルに指示しま
す。す。
    

     GRUB パスワードを設定すると、パスワードを設定すると、GRUB ブートローダーをパスワードで保護できます。ブートローダーをパスワードで保護できます。Use GRUB 
password を選択し、を選択し、Password フィールドにパスワードを入力します。パスワードのフィールドにパスワードを入力します。パスワードの 確認確認 のテキスのテキス
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トフィールドに同じパスワードをトフィールドに同じパスワードを 入力します。パスワードを暗号化されたパスワードとしてファイルに入力します。パスワードを暗号化されたパスワードとしてファイルに
保存するには、保存するには、暗号化暗号化 GRUB パスワードの暗号化パスワードの暗号化 を選択します。暗号化オプションが選択された場合を選択します。暗号化オプションが選択された場合
は、ファイルが保存されると、入力したプレーンテキストのパスワードは暗号化され、キックスタートは、ファイルが保存されると、入力したプレーンテキストのパスワードは暗号化され、キックスタート
ファイルに書き込まれます。暗号化されたパスワードを入力する場合は、選択を解除して暗号化を解除ファイルに書き込まれます。暗号化されたパスワードを入力する場合は、選択を解除して暗号化を解除
します。します。
    

     インストールインストール 方法方法 ページでページで 既存のインストール既存のインストール をアップグレードする場合は、をアップグレードする場合は、Upgrade existing 
boot loader を選択して、古いエントリーを保持しつつ、既存のブートローダー設定をアップグレードを選択して、古いエントリーを保持しつつ、既存のブートローダー設定をアップグレード
します。します。
    

2.4. パーティション情報パーティション情報

図図2.4 パーティション情報パーティション情報

[D]

     Master Boot Record(MBR)を消去するかどうかを選択します。既存のパーティションをすべて削除を消去するかどうかを選択します。既存のパーティションをすべて削除
するか、既存のするか、既存の Linux パーティションをすべて削除するか、既存のパーティションを保持します。パーティションをすべて削除するか、既存のパーティションを保持します。
    

     システムのアーキテクチャーのデフォルトにディスクラベルを初期化するには（例：システムのアーキテクチャーのデフォルトにディスクラベルを初期化するには（例： x86 の場合はの場合は  
msdos、、gp（（x86 の場合はの場合は gpt ）、ブランドの新しいハードドライブにインストールしている場合）、ブランドの新しいハードドライブにインストールしている場合
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は、は、ディスクラベルの初期ディスクラベルの初期 化化 を選択します。を選択します。
    

2.4.1. パーティションの作成パーティションの作成

      パーティションを作成するには、パーティションを作成するには、追加追加 ボタンをクリックします。ボタンをクリックします。図図2.5「パーティションの作成」「パーティションの作成」 
に表示されるに表示される パーティションオプションパーティションオプション ウインドウが表示されます。新しいパーティションのマウンウインドウが表示されます。新しいパーティションのマウン
トポイント、ファイルシステムタイプ、およびパーティションサイズを選択します。必要に応じて、以トポイント、ファイルシステムタイプ、およびパーティションサイズを選択します。必要に応じて、以
下から選択することもできます。下から選択することもできます。
     

        Additional Size Options セクションで、パーティションに固定サイズ、選択したサイズセクションで、パーティションに固定サイズ、選択したサイズ
まで設定するか、ハードドライブの残りの領域を埋めるかを選択します。まで設定するか、ハードドライブの残りの領域を埋めるかを選択します。swap をファイルシをファイルシ
ステムタイプとして選択した場合は、インストールプログラムがサイズを指定するのではなステムタイプとして選択した場合は、インストールプログラムがサイズを指定するのではな
く、推奨されるサイズでく、推奨されるサイズで swap パーティションを作成するように選択できます。パーティションを作成するように選択できます。
       

        パーティションがプライマリーパーティションとして作成されるように強制します。パーティションがプライマリーパーティションとして作成されるように強制します。
       

        特定のハードドライブにパーティションを作成します。たとえば、最初の特定のハードドライブにパーティションを作成します。たとえば、最初の IDE ハードディハードディ
スクスク(/dev/hda)のパーティションを作成するには、のパーティションを作成するには、hda をドライブとして指定します。ドライをドライブとして指定します。ドライ
ブ名にブ名に /dev を含めないでください。を含めないでください。
       

        既存のパーティションを使用します。たとえば、最初の既存のパーティションを使用します。たとえば、最初の IDE ハードディスクハードディスク(/dev/hda1)
の最初のパーティションにパーティションを作成するには、の最初のパーティションにパーティションを作成するには、hda1 をパーティションとして指定をパーティションとして指定
します。パーティション名にします。パーティション名に /dev を含めないでください。を含めないでください。
       

        パーティションを、選択したファイルシステムタイプとしてフォーマットします。パーティションを、選択したファイルシステムタイプとしてフォーマットします。
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図図2.5 パーティションの作成パーティションの作成

[D]

      既存のパーティションを編集するには、リストからパーティションを選択し、既存のパーティションを編集するには、リストからパーティションを選択し、編集編集 ボタンをクリッボタンをクリッ
クします。選択したクします。選択した パーティションの値を反映している場合を除き、パーティションの追加を選択したパーティションの値を反映している場合を除き、パーティションの追加を選択した
ときと同じパーティションオプションときと同じパーティションオプション ウィンドウが表示されます。ウィンドウが表示されます。図図2.5「パーティションの作「パーティションの作
成」成」パーティションオプションを変更し、パーティションオプションを変更し、OK をクリックします。をクリックします。
     

      既存のパーティションを削除するには、一覧からパーティションを選択し、既存のパーティションを削除するには、一覧からパーティションを選択し、削除削除 ボタンをクリックボタンをクリック
します。します。
     

2.4.1.1. ソフトウェアソフトウェア RAID パーティションの作成パーティションの作成

       ソフトウェアソフトウェア RAID パーティションを作成するには、以下の手順を行います。パーティションを作成するには、以下の手順を行います。
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1. 
         RAID ボタンをクリックします。ボタンをクリックします。
        

2. 
         Create a software RAID partition を選択します。を選択します。
        

3. 
         前述のようにパーティションを設定します。ただし、ファイルシステムタイプとして前述のようにパーティションを設定します。ただし、ファイルシステムタイプとして 
Software RAID を選択します。また、パーティションを作成するハードドライブを指定するを選択します。また、パーティションを作成するハードドライブを指定する
か、使用する既存のパーティションを指定する必要があります。か、使用する既存のパーティションを指定する必要があります。
        

図図2.6 ソフトウェアソフトウェア RAID パーティションの作成パーティションの作成

[D]

       この手順を繰り返して、この手順を繰り返して、RAID 設定に必要なパーティションを多数作成します。すべてのパーティ設定に必要なパーティションを多数作成します。すべてのパーティ
ションをションを RAID パーティションにする必要はありません。パーティションにする必要はありません。
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       RAID デバイスの形成に必要なすべてのパーティションを作成したら、以下の手順に従います。デバイスの形成に必要なすべてのパーティションを作成したら、以下の手順に従います。
      

1. 
         RAID ボタンをクリックします。ボタンをクリックします。
        

2. 
         Create a RAID device を選択します。を選択します。
        

3. 
         マウントポイント、ファイルシステムタイプ、マウントポイント、ファイルシステムタイプ、RAID デバイス名、デバイス名、RAID レベル、レベル、RAID メメ
ンバー、ソフトウェアンバー、ソフトウェア RAID デバイスの予備数、デバイスの予備数、RAID デバイスをフォーマットするかどうかデバイスをフォーマットするかどうか
を選択します。を選択します。
        

図図2.7 ソフトウェアソフトウェア RAID デバイスの作成デバイスの作成

[D]

4. 
         OK をクリックして、一覧にデバイスを追加します。をクリックして、一覧にデバイスを追加します。
        

2.5. NETWORK CONFIGURATION
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図図2.8 Network Configuration

[D]

     キックスタートを介してインストールするシステムにイーサネットカードがない場合は、キックスタートを介してインストールするシステムにイーサネットカードがない場合は、ネットネット
ワークワーク 設定設定 のページで設定しないでください。のページで設定しないでください。
    

     ネットワークは、ネットワークベースのインストール方法（ネットワークは、ネットワークベースのインストール方法（NFS、、FTP、または、または HTTP）を選択する）を選択する
場合のみ必要です。ネットワークは、ネットワーク場合のみ必要です。ネットワークは、ネットワーク 管理ツール管理ツール (system-config-network)を使用してイを使用してイ
ンストール後に常に設定できます。詳細は、ンストール後に常に設定できます。詳細は、17章章Network Configuration を参照してください。を参照してください。
    

     システムのイーサネットカードごとに、ネットワークデバイスのシステムのイーサネットカードごとに、ネットワークデバイスの 追加追加 をを クリックし、デバイスのクリックし、デバイスの
ネットワークデバイスおよびネットワークタイプを選択します。ネットワークデバイスおよびネットワークタイプを選択します。eth0 を選択して、最初のイーサネッを選択して、最初のイーサネッ
トカードを設定し、トカードを設定し、2 つ目のイーサネットカードにつ目のイーサネットカードに eth1 を設定します。を設定します。
    

2.6. 認証認証
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図図2.9 認証認証

[D]

     Authentication セクションで、ユーザーパスワードにシャドウパスワードとセクションで、ユーザーパスワードにシャドウパスワードと MD5 暗号化を使用する暗号化を使用する
かどうかを選択します。これらのオプションは強く推奨され、デフォルトで選択されます。かどうかを選択します。これらのオプションは強く推奨され、デフォルトで選択されます。
    

     Authentication Configuration オプションでは、以下の認証方法を設定できます。オプションでは、以下の認証方法を設定できます。
    

       NIS
      

       LDAP
      

       Kerberos 5
      

       hesiod
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       SMB
      

       名前スイッチキャッシュ名前スイッチキャッシュ
      

     これらのメソッドは、デフォルトでは有効になっていません。これらのメソッドをこれらのメソッドは、デフォルトでは有効になっていません。これらのメソッドを 1 つ以上有効につ以上有効に
するには、該当するタブをクリックしてするには、該当するタブをクリックして Enable の横にあるチェックボックスをクリックし、認証方法の横にあるチェックボックスをクリックし、認証方法
の適切な情報を入力します。オプションの詳細は、の適切な情報を入力します。オプションの詳細は、26章章認証設定認証設定 を参照してください。を参照してください。
    

2.7. ファイアウォールの設定ファイアウォールの設定

     Firewall Configuration ウィンドウは、インストールプログラムおよびウィンドウは、インストールプログラムおよび Security Level 
Configuration Tool の画面と似ています。の画面と似ています。
    

図図2.10 ファイアウォールの設定ファイアウォールの設定

[D]

     ファイアウォールを無効ファイアウォールを無効 にすると、システムはアクティブなサービスおよびポートへの完全なアクにすると、システムはアクティブなサービスおよびポートへの完全なアク
セスを許可します。システムへの接続が拒否されたり拒否されたりすることはありません。セスを許可します。システムへの接続が拒否されたり拒否されたりすることはありません。
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     Enable firewall を選択すると、を選択すると、DNS 応答や応答や DHCP 要求など、送信要求に対応しない受信接続を拒要求など、送信要求に対応しない受信接続を拒
否するように設定します。このマシンで実行中のサービスへのアクセスが必要な場合は、特定のサービ否するように設定します。このマシンで実行中のサービスへのアクセスが必要な場合は、特定のサービ
スがファイアウォールを通過するのを許可することを選択できます。スがファイアウォールを通過するのを許可することを選択できます。
    

     ネットワーク設定ネットワーク設定 セクションで設定セクションで設定 したデバイスのみが、利用可能なしたデバイスのみが、利用可能な Trusted デバイスデバイス として一として一
覧表示されます。リストで選択したデバイスからの接続がシステムにより受け入れられます。たとえ覧表示されます。リストで選択したデバイスからの接続がシステムにより受け入れられます。たとえ
ば、ば、eth1 が内部システムからの接続のみを受信する場合、その接続を許可する場合があります。が内部システムからの接続のみを受信する場合、その接続を許可する場合があります。
    

     Trusted services 一覧でサービスが選択されている場合、サービスの接続はシステムが許可および一覧でサービスが選択されている場合、サービスの接続はシステムが許可および
処理します。処理します。
    

     Other ports テキストフィールドに、リモートアクセス用に開く必要のある追加のポートの一覧を表テキストフィールドに、リモートアクセス用に開く必要のある追加のポートの一覧を表
示します。示します。port:protocol の形式を使用します。たとえば、の形式を使用します。たとえば、IMAP アクセスがファイアウォールを通過でアクセスがファイアウォールを通過で
きるようにするには、きるようにするには、imap:tcp を指定します。数値ポートを指定することもできます。ファイアを指定します。数値ポートを指定することもできます。ファイア
ウォールを介してポートウォールを介してポート 1234 のの UDP パケットを許可するには、パケットを許可するには、1234:udp を入力します。複数のポーを入力します。複数のポー
トを指定するには、コンマで区切ります。トを指定するには、コンマで区切ります。
    

2.7.1. SELinux の設定の設定

      SELinux の設定はの設定は Kickstart Configurator で指定されていませんが、キックスタートファイルからで指定されていませんが、キックスタートファイルから 
selinux パラメーターを省略すると、キックスタートはデフォルトでパラメーターを省略すると、キックスタートはデフォルトで Enforcing モードでモードで SELinux をを
有効にします。有効にします。
     

2.8. 設定の表示設定の表示

     X Window System をインストールしている場合は、をインストールしている場合は、図図2.11「「X 設定設定 - 全般」全般」  に示されているようにに示されているように 
Display Configuration ウィンドウでウィンドウで Configure the X Window System オプションを選択すると、オプションを選択すると、
キックスタートインストール時に設定できます。このオプションを選択しないと、キックスタートインストール時に設定できます。このオプションを選択しないと、X 設定オプションが設定オプションが
無効になり、無効になり、skipx オプションがキックスタートファイルに書き込まれます。オプションがキックスタートファイルに書き込まれます。
    

2.8.1. 全般全般

      X の設定の最初の手順は、デフォルトの色深度と解像度を選択することです。各プルダウンメの設定の最初の手順は、デフォルトの色深度と解像度を選択することです。各プルダウンメ
ニューからそれらを選択します。ビデオカードと互換性のある色深度と解決策を指定し、システムを監ニューからそれらを選択します。ビデオカードと互換性のある色深度と解決策を指定し、システムを監
視するようにしてください。視するようにしてください。
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図図2.11 X 設定設定 - 全般全般

[D]

      GNOME とと KDE desktop の両方をインストールする場合は、デフォルトとするデスクトップを選の両方をインストールする場合は、デフォルトとするデスクトップを選
択する必要があります。択する必要があります。1 つのデスクトップのみをインストールする場合は必ず選択してください。シつのデスクトップのみをインストールする場合は必ず選択してください。シ
ステムがインストールされると、ユーザーはデフォルトとするデスクトップを選択できます。ステムがインストールされると、ユーザーはデフォルトとするデスクトップを選択できます。
     

      次に、システムの起動時に次に、システムの起動時に X Window System を開始するかどうかを選択します。このオプションを開始するかどうかを選択します。このオプション
は、グラフィカルログイン画面を使用して、ランレベルは、グラフィカルログイン画面を使用して、ランレベル 5 でシステムを起動します。システムのインスでシステムを起動します。システムのインス
トール後に、トール後に、/etc/inittab 設定ファイルを変更すると変更できます。設定ファイルを変更すると変更できます。
     

      また、システムの初回再起動時にまた、システムの初回再起動時に Setup Agent を起動するかどうかも選択します。これはデフォルを起動するかどうかも選択します。これはデフォル
トで無効になっていますが、設定は再設定モードで有効または無効にできます。再設定モードでは、言トで無効になっていますが、設定は再設定モードで有効または無効にできます。再設定モードでは、言
語、マウス、キーボード、語、マウス、キーボード、root パスワード、セキュリティーレベル、タイムゾーン、ネットワーク設定パスワード、セキュリティーレベル、タイムゾーン、ネットワーク設定
オプションもデフォルトの設定オプションになります。オプションもデフォルトの設定オプションになります。
     

2.8.2. ビデオカードビデオカード

      ビデオカードのプローブビデオカードのプローブ は、デフォルトで選択されます。このデフォルトを使用して、インストーは、デフォルトで選択されます。このデフォルトを使用して、インストー
ル時にビデオカードのインストールプログラムプローブを使用します。プロービングは最新のビデオル時にビデオカードのインストールプログラムプローブを使用します。プロービングは最新のビデオ
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カードで機能します。このオプションが選択され、インストールプログラムがビデオカードを正常にプカードで機能します。このオプションが選択され、インストールプログラムがビデオカードを正常にプ
ローブできない場合は、ビデオカード設定画面でインストールプログラムを停止します。インストールローブできない場合は、ビデオカード設定画面でインストールプログラムを停止します。インストール
プロセスを続行するには、一覧からビデオカードを選択してプロセスを続行するには、一覧からビデオカードを選択して Next をクリックします。をクリックします。
     

      また、また、図図2.12「「X 設定設定 - ビデオカード」ビデオカード」  に示されるように、に示されるように、Video Card タブの一覧からビデオカータブの一覧からビデオカー
ドを選択できます。ドを選択できます。Video Card RAM プルダウンメニューから選択したビデオカードの容量を指定しまプルダウンメニューから選択したビデオカードの容量を指定しま
す。これらの値は、インストールプログラムがす。これらの値は、インストールプログラムが X Window System を設定するために使用されます。を設定するために使用されます。
     

図図2.12 X 設定設定 - ビデオカードビデオカード

[D]

2.8.3. Monitor

      ビデオカードを設定したら、ビデオカードを設定したら、図図2.13「「X 設定設定 - 監視」監視」  に示されるようにに示されるように Monitor タブをクリックしタブをクリックし
ます。ます。
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図図2.13 X 設定設定 - 監視監視

[D]

      monitor のプローブのプローブ は、デフォルトで選択されます。このデフォルトを使用して、インストール時は、デフォルトで選択されます。このデフォルトを使用して、インストール時
にモニターのインストールプログラムプローブを設定します。にモニターのインストールプログラムプローブを設定します。probing は最新のモニターで機能しまは最新のモニターで機能しま
す。このオプションが選択され、インストールプログラムがモニターをプローブできない場合、インスす。このオプションが選択され、インストールプログラムがモニターをプローブできない場合、インス
トールプログラムはモニター設定画面で停止します。インストールプロセスを続行するには、一覧からトールプログラムはモニター設定画面で停止します。インストールプロセスを続行するには、一覧から
モニターを選択してモニターを選択して Next をクリックします。をクリックします。
     

      または、一覧からモニターを選択できます。また、または、一覧からモニターを選択できます。また、monitor オプションの代わりにオプションの代わりに hysnc およびおよび 
vsync をチェックして、特定のモニターを選択するのではなく、水平および垂直の同期速度を指定をチェックして、特定のモニターを選択するのではなく、水平および垂直の同期速度を指定 すす
ることもできます。このオプションは、システムのモニターが一覧にない場合に役に立ちます。このオることもできます。このオプションは、システムのモニターが一覧にない場合に役に立ちます。このオ
プションを有効にすると、監視リストが無効になります。プションを有効にすると、監視リストが無効になります。
     

2.9. パッケージの選択パッケージの選択
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図図2.14 パッケージの選択パッケージの選択

[D]

     パッケージパッケージ の選択の選択 ウィンドウでは、インストールするパッケージを選択できます。ウィンドウでは、インストールするパッケージを選択できます。
    

     パッケージの依存関係を自動的に解決して無視するオプションもあります。パッケージの依存関係を自動的に解決して無視するオプションもあります。
    

     現在、現在、Kickstart Configurator  では、個々のパッケージを選択することはできません。個々のパッでは、個々のパッケージを選択することはできません。個々のパッ
ケージをインストールするには、保存した後にキックスタートファイルのケージをインストールするには、保存した後にキックスタートファイルの %packages セクションを変セクションを変
更します。詳細は、更します。詳細は、「パッケージの選択」「パッケージの選択」 を参照してください。を参照してください。
    

2.10. インストール前のスクリプトインストール前のスクリプト
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図図2.15 インストール前のスクリプトインストール前のスクリプト

[D]

     キックスタートファイルが解析され、インストールを開始する前に、システムで実行するコマンドキックスタートファイルが解析され、インストールを開始する前に、システムで実行するコマンド
を追加できます。キックスタートファイルでネットワークを設定している場合は、このセクションが処を追加できます。キックスタートファイルでネットワークを設定している場合は、このセクションが処
理される前にネットワークが有効になります。インストールスクリプトを追加するには、テキストエリ理される前にネットワークが有効になります。インストールスクリプトを追加するには、テキストエリ
アに入力します。アに入力します。
    

     スクリプトの実行に使用するスクリプト言語を指定するには、スクリプトの実行に使用するスクリプト言語を指定するには、Use an interpreter オプションを選択オプションを選択
し、その隣のテキストボックスにインタープリターを入力します。たとえば、し、その隣のテキストボックスにインタープリターを入力します。たとえば、Python スクリプトにスクリプトに 
/usr/bin/python2.2 を指定できます。このオプションは、キックスタートファイルでを指定できます。このオプションは、キックスタートファイルで %pre --
interpreter /usr/bin/python2.2 のの  使用に対応します。使用に対応します。
    

WARNING

      %pre コマンドは指定しないでください。これは追加されています。コマンドは指定しないでください。これは追加されています。
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2.11. インストール後のスクリプトインストール後のスクリプト

図図2.16 インストール後のスクリプトインストール後のスクリプト

[D]

     インストールの完了後に、システムで実行するコマンドを追加することもできます。ネットワークインストールの完了後に、システムで実行するコマンドを追加することもできます。ネットワーク
がキックスタートファイルで適切に設定されている場合、ネットワークが有効化され、スクリプトにがキックスタートファイルで適切に設定されている場合、ネットワークが有効化され、スクリプトに
ネットワーク上のリソースにアクセスするためのコマンドを含めることができます。インストール後のネットワーク上のリソースにアクセスするためのコマンドを含めることができます。インストール後の
スクリプトを含めるには、テキストエリアに入力します。スクリプトを含めるには、テキストエリアに入力します。
    

WARNING

      %post コマンドは含めないでください。これは追加されています。コマンドは含めないでください。これは追加されています。
     

     たとえば、新たにインストールしたシステムの日付のメッセージを変更するには、以下のコマンドたとえば、新たにインストールしたシステムの日付のメッセージを変更するには、以下のコマンド
をを %post セクションに追加します。セクションに追加します。
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 echo "Hackers will be punished!" > /etc/motd 

ヒントヒント

      その他の例は、その他の例は、「例」「例」 を参照してください。を参照してください。
     

2.11.1. chroot 環境環境

      chroot 環境外でインストール環境外でインストール 後のスクリプトを実行するには、インストール後のスクリプトを実行するには、インストール 後のウィンドウの上後のウィンドウの上
部にあるこのオプションの横にあるチェックボックスをクリックします。これは、部にあるこのオプションの横にあるチェックボックスをクリックします。これは、%post セクションでセクションで 
--nochroot オプションを使用するのと同じです。オプションを使用するのと同じです。
     

      新規にインストールしたファイルシステムを変更するには、インストール後のセクションで、新規にインストールしたファイルシステムを変更するには、インストール後のセクションで、
chroot 環境外にあるディレクトリー名の前に環境外にあるディレクトリー名の前に /mnt/sysimage/ を追加する必要があります。を追加する必要があります。
     

      たとえば、たとえば、chroot 環境外で環境外で Run を選択した場合は、前の例を以下のを選択した場合は、前の例を以下の ように変更します。ように変更します。
     

 echo "Hackers will be punished!" > /mnt/sysimage/etc/motd 

2.11.2. インタープリターの使用インタープリターの使用

      スクリプトの実行に使用するスクリプト言語を指定するには、スクリプトの実行に使用するスクリプト言語を指定するには、Use an interpreter オプションを選オプションを選
択し、その隣のテキストボックスにインタープリターを入力します。たとえば、択し、その隣のテキストボックスにインタープリターを入力します。たとえば、Python スクリプトにスクリプトに 
/usr/bin/python2.2 を指定できます。このオプションは、キックスタートファイルでを指定できます。このオプションは、キックスタートファイルで %post --
interpreter /usr/bin/python2.2 のの  使用に対応します。使用に対応します。
     

2.12. ファイルの保存ファイルの保存

     キックスタートオプションの選択後にキックスタートファイルの内容を確認するには、プルダウンキックスタートオプションの選択後にキックスタートファイルの内容を確認するには、プルダウン
メニューからメニューから File => Preview を選択します。を選択します。
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図図2.17 プレビュープレビュー

[D]

     キックスタートファイルを保存するには、プレビューウィンドウでキックスタートファイルを保存するには、プレビューウィンドウで Save to File ボタンをクリックボタンをクリック
します。ファイルをプレビューせずに保存するには、します。ファイルをプレビューせずに保存するには、File => Save File  を選択するか、を選択するか、Ctrl+S を押しを押し
ます。ダイアログボックスが表示されます。ファイルを保存する場所を選択します。ます。ダイアログボックスが表示されます。ファイルを保存する場所を選択します。
    

     ファイルを保存すると、キックスタートインストールを開始する方法はファイルを保存すると、キックスタートインストールを開始する方法は 「キックスタートインス「キックスタートインス
トールの開始」トールの開始」 を参照してください。を参照してください。
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第第3章章 PXE ネットワークインストールネットワークインストール

    Red Hat Enterprise Linux では、では、NFS、、FTP、または、または HTTP プロトコルを使用したネットワーク上プロトコルを使用したネットワーク上
でインストールできます。ネットワークインストールは、ブートでインストールできます。ネットワークインストールは、ブート CD-ROM、起動可能なフラッシュメ、起動可能なフラッシュメ
モリードライブ、またはモリードライブ、または Red Hat Enterprise Linux CD #1 と共にと共に askmethod ブートオプションを使ブートオプションを使
用して起動できます。または、インストールするシステムに用して起動できます。または、インストールするシステムに PXE(Pre-Execution Environment)に対応に対応
するネットワークインターフェースカードするネットワークインターフェースカード(NIC)が含まれている場合は、が含まれている場合は、CD-ROM などのローカルメなどのローカルメ
ディアではなく、別のネットワークシステムでファイルから起動するように設定できます。ディアではなく、別のネットワークシステムでファイルから起動するように設定できます。
   

    PXE ネットワークインストールでは、ネットワークインストールでは、PXE 対応のクライアントの対応のクライアントの NIC は、は、DHCP 情報のブロード情報のブロード
キャスト要求を送信します。キャスト要求を送信します。DHCP サーバーは、クライアントにサーバーは、クライアントに IP アドレス、ネームサーバー、アドレス、ネームサーバー、tftp 
サーバーのサーバーの IP アドレス、アドレス、tftp サーバーのサーバーの IP アドレスやホスト名（インストールプログラムを起動するアドレスやホスト名（インストールプログラムを起動する
ために必要なファイルを提供する）、ために必要なファイルを提供する）、tftp サーバーのファイルの場所をクライアントに提供します。こサーバーのファイルの場所をクライアントに提供します。こ
れは、れは、syslinux パッケージの一部であるパッケージの一部である PXELINUX が原因で可能です。が原因で可能です。
   

    PXE インストールを準備するには、以下の手順を実行する必要があります。インストールを準備するには、以下の手順を実行する必要があります。
   

1. 
      インストールツリーをエクスポートするように、ネットワーク（インストールツリーをエクスポートするように、ネットワーク（NFS、、FTP、、HTTP）サー）サー
バーを設定します。バーを設定します。
     

2. 
      PXE ブートに必要なブートに必要な tftp サーバーでファイルを設定します。サーバーでファイルを設定します。
     

3. 
      PXE 設定から起動できるホストを設定します。設定から起動できるホストを設定します。
     

4. 
      tftp サービスを起動します。サービスを起動します。
     

5. 
      DHCP を設定している。を設定している。
     

6. 
      クライアントを起動して、インストールを開始します。クライアントを起動して、インストールを開始します。
     

3.1. ネットワークサーバーの設定ネットワークサーバーの設定

     まず、インストールするまず、インストールする Red Hat Enterprise Linux のバージョンとバリアントのインストールツのバージョンとバリアントのインストールツ
リー全体をエクスポートするように、リー全体をエクスポートするように、NFS サーバー、サーバー、FTP サーバー、またはサーバー、または HTTP サーバーを設定しサーバーを設定し
ます。詳細な手順については、『インストールます。詳細な手順については、『インストール 『『ガイドガイド 『『』の「ネットワークインストール』の「ネットワークインストール』』 の準の準
備備』』 」セクションを参照してください。」セクションを参照してください。
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3.2. PXE ブート設定ブート設定

     次の手順では、クライアントが要求した時に検索できるように、インストールを開始するのに必要次の手順では、クライアントが要求した時に検索できるように、インストールを開始するのに必要
なファイルをなファイルを tftp サーバーにコピーすることです。サーバーにコピーすることです。tftp サーバーは通常、インストールツリーをエクスサーバーは通常、インストールツリーをエクス
ポートするネットワークサーバーと同じサーバーです。ポートするネットワークサーバーと同じサーバーです。
    

     これらのファイルをコピーするには、これらのファイルをコピーするには、NFS サーバー、サーバー、FTP サーバー、またはサーバー、または HTTP サーバーでサーバーで 
Network Booting Tool を実行します。別のを実行します。別の PXE サーバーは必要ありません。サーバーは必要ありません。
    

     これらの手順のコマンドラインバージョンは、これらの手順のコマンドラインバージョンは、「コマンドラインからの設定」「コマンドラインからの設定」 を参照してくださを参照してくださ
い。い。
    

     グラフィカルバージョンのグラフィカルバージョンの Network Booting Tool を使用するには、を使用するには、X Window System を実行し、を実行し、
root 権限で、権限で、system-config-netboot RPM パッケージがインストールされている必要があります。デパッケージがインストールされている必要があります。デ
スクトップからスクトップから Network Booting Tool を起動するには、を起動するには、Applications （パネルのメインメ（パネルのメインメ
ニュー）ニュー）=> System Settings => Server Settings => Network Booting Service に移動します。またに移動します。また
は、シェルプロンプトでは、シェルプロンプトで system-config-netboot コマンド（コマンド（ XTerm やや GNOME ターミナルターミナルなど）をなど）を
入力します。入力します。
    

     Network Booting Tool を初めて開始する場合は、を初めて開始する場合は、First Time Druid からから Network Install を選択しを選択し
ます。それ以外の場合は、プルダウンメニューからます。それ以外の場合は、プルダウンメニューから Configure => Network Installation を選択を選択
し、し、Add をクリックします。をクリックします。図図3.1「ネットワークインストールの設定」「ネットワークインストールの設定」 のダイアログが表示されまのダイアログが表示されま
す。す。
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図図3.1 ネットワークインストールの設定ネットワークインストールの設定

[D]

       オペレーティングシステム識別子オペレーティングシステム識別子 - Red Hat Enterprise Linux のバージョンとバリアントのバージョンとバリアント
を識別するため、を識別するため、1 つの単語を使用して一意の名前を指定します。これは、つの単語を使用して一意の名前を指定します。これは、/tftpboot/linux-
install/ ディレクトリーのディレクトリー名として使用されます。ディレクトリーのディレクトリー名として使用されます。
      

       Description: Red Hat Enterprise Linux のバージョンとバリアントの簡単な説明を表示しのバージョンとバリアントの簡単な説明を表示し
ます。ます。
      

       インストールにプロトコルを選択インストールにプロトコルを選択 します。以前に設定したものに応じて、ネットワークイします。以前に設定したものに応じて、ネットワークイ
ンストールタイプとしてンストールタイプとして NFS、、FTP、または、または HTTP を選択します。を選択します。FTP が選択されていて、匿が選択されていて、匿
名の名の FTP が使用されていない場合は、が使用されていない場合は、Anonymous FTP の選択を解除し、有効なユーザー名の選択を解除し、有効なユーザー名
とパスワードの組み合わせを提供します。とパスワードの組み合わせを提供します。
      

       キックキック スタートスタート - キックスタートファイルの場所を指定します。ファイルは、キックスタートファイルの場所を指定します。ファイルは、URL またはまたは
ローカルに保存されているファイル（ディスク）にすることができます。キックスタートファローカルに保存されているファイル（ディスク）にすることができます。キックスタートファ
イルは、イルは、Kickstart Configurator で作成できます。詳細は、で作成できます。詳細は、2章章Kickstart Configurator を参照を参照
してください。してください。
      

       サーバーサーバー - NFS、、FTP、または、または HTTP サーバーのサーバーの IP アドレスまたはドメイン名を指定しまアドレスまたはドメイン名を指定しま
す。す。
      

       location: ネットワークサーバーで共有されるディレクトリーを指定します。ネットワークサーバーで共有されるディレクトリーを指定します。FTP またはまたは  
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HTTP を選択した場合、ディレクトリーはを選択した場合、ディレクトリーは FTP サーバーのデフォルトディレクトリーまたはサーバーのデフォルトディレクトリーまたは  
HTTP サーバーのドキュメントルートに対して相対的である必要があります。すべてのネットサーバーのドキュメントルートに対して相対的である必要があります。すべてのネット
ワークインストールの場合、提供されるディレクトリーにはインストールツリーのワークインストールの場合、提供されるディレクトリーにはインストールツリーの RedHat/ 
ディレクトリーが含まれている必要があります。ディレクトリーが含まれている必要があります。
      

     OK をクリックすると、インストールプログラムを起動するのに必要なをクリックすると、インストールプログラムを起動するのに必要な initrd.img ファイルおよびファイルおよび 
vmlinuz ファイルが、指定したインストールツリーのファイルが、指定したインストールツリーの images/pxeboot/ から、から、tftp サーバーのサーバーの 
/tftpboot/linux-install/ <os-identifier> / （（ Network Booting Tool を実行しているもの）に転送されまを実行しているもの）に転送されま
す。す。
    

3.2.1. コマンドラインからの設定コマンドラインからの設定

      ネットワークサーバーがネットワークサーバーが X を実行していない場合は、を実行していない場合は、system-config-netboot パッケージに含まれパッケージに含まれ
るる pxeos コマンドラインユーティリティーを使用して、コマンドラインユーティリティーを使用して、tftp サーバーファイルサーバーファイル  を設定できます。を設定できます。
     

pxeos -a -i "<description>" -p <NFS|HTTP|FTP> -D 0 -s client.example.com \ -L <net-location> -k 
<kernel> -K <kickstart><os-identifer>

      以下の一覧で、オプションについて説明します。以下の一覧で、オプションについて説明します。
     

        -a: OS インスタンスがインスタンスが PXE 設定に追加されるように指定します。設定に追加されるように指定します。
       

        -i " &lt;description&gt; " - Replace "<description> " with a description of the OS 
instance.これは、これは、図図3.1「ネットワークインストールの設定」「ネットワークインストールの設定」 のの Description フィールドに対フィールドに対
応します。応します。
       

        -p <NFS|HTTP|FTP> - インストールに使用するインストールに使用する NFS プロトコル、プロトコル、FTP、または、または HTTP ププ
ロトコルを指定します。指定できるのはロトコルを指定します。指定できるのは 1 つのみです。これは、つのみです。これは、図図3.1「ネットワークインス「ネットワークインス
トールの設定」トールの設定」 のインストールメニューののインストールメニューの Select protocol に対応します。に対応します。
       

        -d & lt;0|1>: "0" を指定します。これは、を指定します。これは、pxeos を使用してディスクレス環境を設定するを使用してディスクレス環境を設定する
ことができるため、ディスクレス設定ではことができるため、ディスクレス設定では ないない ことを示します。ことを示します。
       

         -s client.example.com - -s オプションの後にオプションの後に NFS サーバー、サーバー、FTP サーバー、またはサーバー、または 
HTTP サーバーの名前を指定します。これは、サーバーの名前を指定します。これは、図図3.1「ネットワークインストールの設定」「ネットワークインストールの設定」 のの 
Server フィールドに対応します。フィールドに対応します。
       

        -l &lt;net-location& gt; -  -L オプションの後に、そのサーバー上にインストールツリーのオプションの後に、そのサーバー上にインストールツリーの
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場所を指定します。これは、場所を指定します。これは、図図3.1「ネットワークインストールの設定」「ネットワークインストールの設定」 のの Location フィールフィール
ドに対応します。ドに対応します。
       

        -k&lt;kernel& gt; - 起動に使用するサーバーインストールツリーの特定のカーネルバー起動に使用するサーバーインストールツリーの特定のカーネルバー
ジョンを指定します。ジョンを指定します。
       

        -k &lt;kickstart& gt; - キックスタートファイルの場所を指定します（ある場合）。キックスタートファイルの場所を指定します（ある場合）。
       

        <os-identifer >: /tftpboot/linux-install/ ディレクトリーのディレクトリー名として使用すディレクトリーのディレクトリー名として使用す
るる OS 識別子を指定します。これは、識別子を指定します。これは、図図3.1「ネットワークインストールの設定」「ネットワークインストールの設定」 のの オペレーオペレー
ティングシステム識別子ティングシステム識別子 フィールドに対応します。フィールドに対応します。
       

      FTP がインストールプロトコルとして選択され、匿名ログインが利用できない場合は、直前のコマがインストールプロトコルとして選択され、匿名ログインが利用できない場合は、直前のコマ
ンドでンドで < os-identifer > の前に以下のオプションを指定して、ログインのユーザー名とパスワードを指の前に以下のオプションを指定して、ログインのユーザー名とパスワードを指
定します。定します。
     

 -A 0 -u <username> -p <password>

      pxeos コマンドで使用できるコマンドラインオプションの詳細は、コマンドで使用できるコマンドラインオプションの詳細は、pxeos のの man ページを参照しページを参照し
てください。てください。
     

3.3. PXE ホストの追加ホストの追加

     ネットワークサーバーを設定すると、ネットワークサーバーを設定すると、図図3.2「ホストの追加」「ホストの追加」 に示されるようにインターフェースがに示されるようにインターフェースが
表示されます。表示されます。
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図図3.2 ホストの追加ホストの追加

[D]

     次の手順では、次の手順では、PXE ブートサーバーに接続できるホストを設定します。このステップのコマンドラブートサーバーに接続できるホストを設定します。このステップのコマンドラ
インバージョンは、インバージョンは、「コマンドラインからの設定」「コマンドラインからの設定」 を参照してください。を参照してください。
    

     ホストを追加するには、ホストを追加するには、新規新規 ボタンをクリックします。ボタンをクリックします。
    

図図3.3 ホストの追加ホストの追加

[D]

     以下の情報を入力します。以下の情報を入力します。
    

       ホスト名またはホスト名または IP アドレスアドレス/ サブネット：サブネット： インストール用にインストール用に PXE サーバーに接続できるサーバーに接続できる

第第3章章 PXE ネットワークインストールネットワークインストール

85

ld-idm140456066642608.html
ld-idm140456214012176.html


必要のある必要のある IP アドレス、完全修飾ホスト名、またはシステムのサブネット。アドレス、完全修飾ホスト名、またはシステムのサブネット。
      

       オペレーティングシステムオペレーティングシステム - このクライアントにインストールするオペレーティングシスこのクライアントにインストールするオペレーティングシス
テムの識別子この一覧は、ネットワークインストールダイアログで作成したネットワークインテムの識別子この一覧は、ネットワークインストールダイアログで作成したネットワークイン
ストールインスタンスから入力されストールインスタンスから入力され ますます。。
      

       シリアルコンソールシリアルコンソール - このオプションではシリアルコンソールを使用できます。このオプションではシリアルコンソールを使用できます。
      

       キックスタートキックスタート ファイルファイル - http://server.example.com/kickstart/ks.cfg など、使用するなど、使用する
キックスタートファイルの場所このファイルは、キックスタートファイルの場所このファイルは、Kickstart Configurator で作成できます。詳で作成できます。詳
細は、細は、2章章Kickstart Configurator を参照してください。を参照してください。
      

     Snapshot name およびおよび Ethernet オプションを無視します。これらはディスクレス環境にのみ使用オプションを無視します。これらはディスクレス環境にのみ使用
されます。ディスクレス環境の設定に関する詳細は、されます。ディスクレス環境の設定に関する詳細は、4章章ディスクレス環境ディスクレス環境 を参照してください。を参照してください。
    

3.3.1. コマンドラインからの設定コマンドラインからの設定

      ネットワークサーバーがネットワークサーバーが X を実行していない場合は、を実行していない場合は、pxeboot ユーティリティー（ユーティリティー（ system-
config-netboot パッケージの一部）を使用して、パッケージの一部）を使用して、PXE サーバーに接続できるホストを追加することがサーバーに接続できるホストを追加することが
できます。できます。
     

 pxeboot -a -K <kickstart> -O <os-identifier> -r <value><host>

      以下の一覧で、オプションについて説明します。以下の一覧で、オプションについて説明します。
     

        -a: ホストを追加するように指定します。ホストを追加するように指定します。
       

        -k&lt;kickstart > - キックスタートファイルの場所（ある場合）。キックスタートファイルの場所（ある場合）。
       

        -o &lt;os-identifier> - 「「PXE ブート設定」ブート設定」 で定義されているオペレーティングシステムで定義されているオペレーティングシステム
の識別子を指定します。の識別子を指定します。
       

        -r&lt;value&gt; - ram ディスクのサイズを指定します。ディスクのサイズを指定します。
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        <host >: 追加するホストの追加するホストの IP アドレスまたはホスト名を指定します。アドレスまたはホスト名を指定します。
       

      pxeboot コマンドで使用できるコマンドラインオプションの詳細は、コマンドで使用できるコマンドラインオプションの詳細は、pxeboot のの man ページを参ページを参
照してください。照してください。
     

3.4. カスタムブートメッセージの追加カスタムブートメッセージの追加

     必要に応じて、必要に応じて、/tftpboot/linux-install/msgs/boot.msg を変更して、カスタムブートメッセージを使を変更して、カスタムブートメッセージを使
用します。用します。
    

3.5. PXE インストールの実行インストールの実行

     ネットワークから起動するネットワークから起動する PXE サポートでネットワークインターフェースカードを設定する方法サポートでネットワークインターフェースカードを設定する方法
は、は、NIC のドキュメントを参照してください。カードごとに若干異なります。のドキュメントを参照してください。カードごとに若干異なります。
    

     インストールプログラムを起動したら、『インストールインストールプログラムを起動したら、『インストール 『『ガイド』ガイド』』』 を参照してください。を参照してください。
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第第4章章 ディスクレス環境ディスクレス環境

    一部のネットワークには、同じ設定を持つ複数のシステムが必要です。また、これらのシステムの再一部のネットワークには、同じ設定を持つ複数のシステムが必要です。また、これらのシステムの再
起動、アップグレード、および管理を簡単に行う必要があります。起動、アップグレード、および管理を簡単に行う必要があります。1 つの解決策として、ほとんどのオつの解決策として、ほとんどのオ
ペレーティングシステムが読み取り専用であるペレーティングシステムが読み取り専用である ディスクレス環境ディスクレス環境 を使用することが、クライアント間を使用することが、クライアント間
の中央サーバーから共有されるという点です。各クライアントには、その他のオペレーティングシステの中央サーバーから共有されるという点です。各クライアントには、その他のオペレーティングシステ
ムに対して中央サーバー上に独自のディレクトリーがあります。このディレクトリーは、読み取りムに対して中央サーバー上に独自のディレクトリーがあります。このディレクトリーは、読み取り/書き書き
込みである必要があります。クライアントを起動するたびに、込みである必要があります。クライアントを起動するたびに、NFS サーバーからほとんどのサーバーからほとんどの OS を読みを読み
取り専用としてマウントし、別のディレクトリーを読み取り取り専用としてマウントし、別のディレクトリーを読み取り/書き込みとしてマウントします。各クライ書き込みとしてマウントします。各クライ
アントには独自の読み書きディレクトリーがあるため、あるクライアントが他のクライアントに影響をアントには独自の読み書きディレクトリーがあるため、あるクライアントが他のクライアントに影響を
与えないようにします。与えないようにします。
   

    ディスクレスクライアントで実行するようにディスクレスクライアントで実行するように Red Hat Enterprise Linux を設定するには、以下の手を設定するには、以下の手
順が必要です。順が必要です。
   

1. 
      ファイルをファイルを NFS サーバーにコピーできるように、システムにサーバーにコピーできるように、システムに Red Hat Enterprise Linux をを
インストールします。（詳細はインストールします。（詳細は 『『『インストールガイド』『インストールガイド』』』 を参照してください。）を参照してください。） クライクライ
アントで使用されるソフトウェアをすべてこのシステムにインストールし、アントで使用されるソフトウェアをすべてこのシステムにインストールし、busybox-
anaconda パッケージがインストールされている必要があります。パッケージがインストールされている必要があります。
     

2. 
      NFS サーバーにディレクトリーを作成して、ディスクレス環境（サーバーにディレクトリーを作成して、ディスクレス環境（ /diskless/i386/RHEL4-
AS/ など）を追加します。以下に例を示します。など）を追加します。以下に例を示します。
     

 mkdir -p /diskless/i386/RHEL4-AS/ 

      このディレクトリーは、このディレクトリーは、diskless ディレクトリーディレクトリー と呼ばれます。と呼ばれます。
     

3. 
      root/ という名前のこのディレクトリーのサブディレクトリーを作成します。という名前のこのディレクトリーのサブディレクトリーを作成します。
     

 mkdir -p /diskless/i386/RHEL4-AS/root/ 

4. 
      rsync を使用して、クライアントシステムからサーバーにを使用して、クライアントシステムからサーバーに Red Hat Enterprise Linux をコをコ
ピーします。以下に例を示します。ピーします。以下に例を示します。
     

 rsync -a -e ssh installed-system.example.com:/ /diskless/i386/RHEL4-AS/root/ 

      この操作の長さは、ネットワーク接続の速度とインストール済みシステムのファイルシステこの操作の長さは、ネットワーク接続の速度とインストール済みシステムのファイルシステ
ムのサイズによって異なります。これらの要因によっては、この操作に時間がかかる場合があムのサイズによって異なります。これらの要因によっては、この操作に時間がかかる場合があ
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ります。ります。
     

5. 
      tftp サーバーの起動サーバーの起動 
     

6. 
      DHCP サーバーの設定サーバーの設定 
     

7. 
      「ディスクレス環境の設定の完了」「ディスクレス環境の設定の完了」 の説明に従って、ディスクレス環境の作成を終了しまの説明に従って、ディスクレス環境の作成を終了しま
す。す。
     

8. 
      「ホストの追加」「ホストの追加」 の説明に従って、ディスクレスクライアントを設定します。の説明に従って、ディスクレスクライアントを設定します。
     

9. 
      各ディスクレスクライアントが各ディスクレスクライアントが PXE 経由で起動し、起動するように設定します。経由で起動し、起動するように設定します。
     

4.1. NFS サーバーの設定サーバーの設定

     オペレーティングシステムの共有専用部分は、オペレーティングシステムの共有専用部分は、NFS 経由で共有されます。経由で共有されます。
    

     /etc/exports にに root/ ディレクトリーおよびディレクトリーおよび snapshot/ ディレクトリーを追加して、ディレクトリーを追加して、NFS がエクスがエクス
ポートされるように設定します。以下に例を示します。ポートされるように設定します。以下に例を示します。
    

/diskless/i386/RHEL4-AS/root/     *(ro,sync,no_root_squash)
/diskless/i386/RHEL4-AS/snapshot/ *(rw,sync,no_root_squash)

     * をを 「ホスト名の形式」「ホスト名の形式」 で説明されているホスト名形式のいずれかに置き換えます。で説明されているホスト名形式のいずれかに置き換えます。hostname 宣宣
言を可能な限り具体的なものにし、不要なシステムが言を可能な限り具体的なものにし、不要なシステムが NFS マウントにアクセスできないようにしまマウントにアクセスできないようにしま
す。す。
    

     NFS サービスが実行していない場合は、起動します。サービスが実行していない場合は、起動します。
    

 service nfs start 

     NFS サービスがすでに実行中の場合は、設定ファイルを再読み込みします。サービスがすでに実行中の場合は、設定ファイルを再読み込みします。
    

 service nfs reload 
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4.2. ディスクレス環境の設定の完了ディスクレス環境の設定の完了

     グラフィカルバージョンのグラフィカルバージョンの Network Booting Tool を使用するには、を使用するには、X Window System を実行し、を実行し、
root 権限で、権限で、system-config-netboot RPM パッケージがインストールされている必要があります。デパッケージがインストールされている必要があります。デ
スクトップからスクトップから Network Booting Tool を起動するには、を起動するには、Applications （パネルのメインメ（パネルのメインメ
ニュー）ニュー）=> System Settings => Server Settings => Network Booting Service に移動します。またに移動します。また
は、シェルプロンプトでは、シェルプロンプトで system-config-netboot コマンド（コマンド（ XTerm やや GNOME ターミナルターミナルなど）をなど）を
入力します。入力します。
    

     Network Booting Tool を初めて開始する場合は、を初めて開始する場合は、First Time Druid からから Diskless を選択します。を選択します。
それ以外の場合は、プルダウンメニューからそれ以外の場合は、プルダウンメニューから Configure => Diskless を選択し、を選択し、Add をクリックしまをクリックしま
す。す。
    

     プロセスをステップするためのウィザードが表示されます。プロセスをステップするためのウィザードが表示されます。
    

1. 
       最初のページで最初のページで Forward をクリックします。をクリックします。
      

2. 
       Diskless Identifier ページで、ディスクレス環境のページで、ディスクレス環境の Name およびおよび Description を入力しまを入力しま
す。す。Forward をクリックします。をクリックします。
      

3. 
       「「NFS サーバーの設定」サーバーの設定」 で設定したで設定した NFS サーバーのサーバーの IP アドレスまたはドメイン名、およアドレスまたはドメイン名、およ
びディスクレス環境としてエクスポートしたディレクトリーを入力します。びディスクレス環境としてエクスポートしたディレクトリーを入力します。Forward をクリッをクリッ
クします。クします。
      

4. 
       ディスクレス環境にインストールされたカーネルバージョンが一覧表示されます。ディスディスクレス環境にインストールされたカーネルバージョンが一覧表示されます。ディス
クレスシステムで起動するカーネルバージョンを選択します。クレスシステムで起動するカーネルバージョンを選択します。
      

5. 
       Apply をクリックして設定を終了します。をクリックして設定を終了します。
      

     Apply をクリックすると、選択したカーネルに基づいてディスクレスカーネルとイメージファイルをクリックすると、選択したカーネルに基づいてディスクレスカーネルとイメージファイル
が作成されます。これらは、が作成されます。これらは、PXE ブートディレクトリーブートディレクトリー /tftpboot/linux-install/ <os-identifier&gt; / にに
コピーされます。ディレクトリーコピーされます。ディレクトリー snapshot/ は、は、root/ ディレクトリー（例：ディレクトリー（例： / diskless/i386/RHEL4-
AS/snapshot/）と同じディレクトリーに、そのファイル内の）と同じディレクトリーに、そのファイル内の files と呼ばれるファイルを使って作成さと呼ばれるファイルを使って作成さ
れます。このファイルには、各ディスクレスシステムに読み書きする必要のあるファイルおよびディレれます。このファイルには、各ディスクレスシステムに読み書きする必要のあるファイルおよびディレ
クトリーの一覧が含まれます。このファイルは変更しないでください。追加のエントリーを一覧に追加クトリーの一覧が含まれます。このファイルは変更しないでください。追加のエントリーを一覧に追加
する必要がある場合には、ファイルと同じディレクトリーにする必要がある場合には、ファイルと同じディレクトリーに files.custom ファイルファイル を作成し、各行にを作成し、各行に
各ファイルまたはディレクトリーを追加します。各ファイルまたはディレクトリーを追加します。
    

4.3. ホストの追加ホストの追加
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     各ディスクレスクライアントには、読み取り各ディスクレスクライアントには、読み取り/書き込みファイルシステムとして使用される書き込みファイルシステムとして使用される NFS サーサー
バーに独自のバーに独自の スナップショットスナップショット ディレクトリーが必要です。ディレクトリーが必要です。Network Booting Tool を使用すると、こを使用すると、こ
れらのスナップショットディレクトリーを作成できます。れらのスナップショットディレクトリーを作成できます。
    

     「ディスクレス環境の設定の完了」「ディスクレス環境の設定の完了」 の手順の実行後に、ディスクレス環境用のホストを追加できるの手順の実行後に、ディスクレス環境用のホストを追加できる
ウィンドウが表示されます。ウィンドウが表示されます。New ボタンをクリックします。ボタンをクリックします。図図4.1「ディスクレスホストの追加」「ディスクレスホストの追加」 に表に表
示されるダイアログで、以下の情報を入力します。示されるダイアログで、以下の情報を入力します。
    

       ホスト名またはホスト名または IP アドレスアドレス/サブネットサブネット: ディスクレス環境のホストとして追加するシステディスクレス環境のホストとして追加するシステ
ムのホスト名またはムのホスト名または IP アドレスを指定します。システムのグループを指定するためにサブネッアドレスを指定します。システムのグループを指定するためにサブネッ
トを入力します。トを入力します。
      

       オペレーティングシステム：オペレーティングシステム： ホストの、またはホストのサブネット用にディスクレス環境ホストの、またはホストのサブネット用にディスクレス環境
を選択します。を選択します。
      

       Serial Console: このチェックボックスを選択し、順次インストールを実行します。このチェックボックスを選択し、順次インストールを実行します。
      

       スナップショット名：スナップショット名： ホストの読み取りホストの読み取り/書き込みコンテンツすべてを保存するために使用書き込みコンテンツすべてを保存するために使用
されるサブディレクトリー名を指定します。されるサブディレクトリー名を指定します。
      

       イーサネットイーサネット - ディスクレス環境をマウントするために使用するホストでイーサネットデディスクレス環境をマウントするために使用するホストでイーサネットデ
バイスを選択します。ホストにイーサネットカードがバイスを選択します。ホストにイーサネットカードが 1 つしかない場合は、つしかない場合は、eth0 を選択しまを選択しま
す。す。
      

     キックスタートファイルキックスタートファイル オプションを無視します。これはオプションを無視します。これは PXE インストールにのみ使用されます。インストールにのみ使用されます。
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図図4.1 ディスクレスホストの追加ディスクレスホストの追加

[D]

     ディスクレスディレクトリーの既存のディスクレスディレクトリーの既存の snapshot/ ディレクトリーに、ファイル名として指定されたディレクトリーに、ファイル名として指定された
スナップスナップ ショット名ショット名 でサブディレクトリーが作成されます。次に、でサブディレクトリーが作成されます。次に、snapshot/files およびおよび  
snapshot/files.custom にリストされているすべてのファイルは、にリストされているすべてのファイルは、root/ ディレクトリーからこの新規ディレクトリーからこの新規
ディレクトリーにコピーされます。ディレクトリーにコピーされます。
    

4.4. ホストの起動ホストの起動

     PXE カードがカードが PXE 経由で起動するようにホストを設定する方法については、ドキュメントを参照し経由で起動するようにホストを設定する方法については、ドキュメントを参照し
てください。てください。
    

     ディスクレスクライアントの起動時に、リモートディスクレスクライアントの起動時に、リモート ルートルート/ ディレクトリーをディスクレスディレクトディレクトリーをディスクレスディレクト
リーに読み取り専用としてマウントします。また、個別のスナップショットディレクトリーを読み取りリーに読み取り専用としてマウントします。また、個別のスナップショットディレクトリーを読み取り/
書き込みとしてマウントします。次に、ファイルおよびファイル内のすべての書き込みとしてマウントします。次に、ファイルおよびファイル内のすべての  ファイルファイル  およびディレおよびディレ
クトリーは、クトリーは、read-only のディスクレスディレクトリーでのディスクレスディレクトリーで mount -o をバインドをバインド して、必要に応じてアして、必要に応じてア
プリケーションがディスクレス環境のプリケーションがディスクレス環境の root ディレクトリーに書き込みできるようにします。ディレクトリーに書き込みできるようにします。
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第第5章章 基本的なシステムの復元基本的なシステムの復元

    問題が発生しても、それを解決する方法はあります。しかし、それらの方法を実行するには、システ問題が発生しても、それを解決する方法はあります。しかし、それらの方法を実行するには、システ
ムを十分に理解している必要があります。本章では、レスキューモード、シングルユーザーモード、おムを十分に理解している必要があります。本章では、レスキューモード、シングルユーザーモード、お
よび緊急モードで起動する方法を説明します。このモードでは、独自の知識を使用してシステムを修復よび緊急モードで起動する方法を説明します。このモードでは、独自の知識を使用してシステムを修復
できます。できます。
   

5.1. 一般的な問題一般的な問題

     以下のいずれかの理由で、これらのリカバリーモードの以下のいずれかの理由で、これらのリカバリーモードの 1 つで起動する必要がある場合がありまつで起動する必要がある場合がありま
す。す。
    

       通常、通常、Red Hat Enterprise Linux で起動することはできません（ランレベルで起動することはできません（ランレベル 3 またはまたは 
5）。）。
      

       ハードウェアおよびソフトウェアの問題があり、システムのハードドライブからいくつかハードウェアおよびソフトウェアの問題があり、システムのハードドライブからいくつか
の重要なファイルを取り出したいとします。の重要なファイルを取り出したいとします。
      

       root パスワードを忘れてしまった。パスワードを忘れてしまった。
      

5.1.1. Red Hat Enterprise Linux で起動できないで起動できない

      この問題は多くの場合、この問題は多くの場合、Red Hat Enterprise Linux のインストール後に別のオペレーティングシスのインストール後に別のオペレーティングシス
テムをインストールすることによって生じます。他のオペレーティングシステムの中には、コンピューテムをインストールすることによって生じます。他のオペレーティングシステムの中には、コンピュー
ターに他のオペレーティングシステムがないものととみなします。マスターブートレコードターに他のオペレーティングシステムがないものととみなします。マスターブートレコード(MBR)は、は、
最初に最初に GRUB ブートローダーが含まれているので上書きされます。このようにブートローダーを上書ブートローダーが含まれているので上書きされます。このようにブートローダーを上書
きする場合は、レスキューモードに切り替え、ブートローダーを再設定しない限り、きする場合は、レスキューモードに切り替え、ブートローダーを再設定しない限り、Red Hat 
Enterprise Linux を起動することはできません。を起動することはできません。
     

      もうもう 1 つの一般的な問題は、パーティションツールを使用してパーティションのサイズを調整したつの一般的な問題は、パーティションツールを使用してパーティションのサイズを調整した
り、インストール後に空き領域から新しいパーティションを作成したりするときに発生します。これにり、インストール後に空き領域から新しいパーティションを作成したりするときに発生します。これに
より、パーティションの順番が変更されてしまいます。より、パーティションの順番が変更されてしまいます。/ パーティションの数を変更すると、ブートパーティションの数を変更すると、ブート
ローダーがパーティションをマウントすることができない可能性があります。この問題を修正するにローダーがパーティションをマウントすることができない可能性があります。この問題を修正するに
は、レスキューモードで起動し、は、レスキューモードで起動し、/boot/grub/grub.conf ファイルを変更します。ファイルを変更します。
     

      レスキュー環境からレスキュー環境から GRUB ブートローダーを再インストールする方法は、ブートローダーを再インストールする方法は、「ブートローダーの再イ「ブートローダーの再イ
ンストール」ンストール」 を参照してください。を参照してください。
     

5.1.2. ハードウェアハードウェア/ソフトウェアの問題ソフトウェアの問題
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      このカテゴリーにはさまざまな状況が含まれます。例として、ハードドライブが機能しない場合このカテゴリーにはさまざまな状況が含まれます。例として、ハードドライブが機能しない場合
と、ブートローダーの設定ファイル内に無効なルートデバイスまたはカーネルを指定する場合を挙げると、ブートローダーの設定ファイル内に無効なルートデバイスまたはカーネルを指定する場合を挙げる
ことができます。これらのいずれかが発生した場合は、ことができます。これらのいずれかが発生した場合は、Red Hat Enterprise Linux で再起動できない可で再起動できない可
能性があります。ただし、システムリカバリーモードのいずれかを起動する場合は、問題を解決した能性があります。ただし、システムリカバリーモードのいずれかを起動する場合は、問題を解決した
り、少なくとも最も重要なファイルのコピーを取得したりできます。り、少なくとも最も重要なファイルのコピーを取得したりできます。
     

5.1.3. root パスワードパスワード

      root パスワードを忘れた場合はどうしたらよいでしょうか。別のパスワードにリセットするには、パスワードを忘れた場合はどうしたらよいでしょうか。別のパスワードにリセットするには、
レスキューモードまたはシングルユーザーモードで起動し、レスキューモードまたはシングルユーザーモードで起動し、passwd コマンドを使用してコマンドを使用して root パスパス
ワードをリセットします。ワードをリセットします。
     

5.2. レスキューモードでの起動レスキューモードでの起動

     レスキューモードでは、システムのハードドライブではなく、レスキューモードでは、システムのハードドライブではなく、CD-ROM またはその他の起動方法またはその他の起動方法
で、小さなで、小さな Red Hat Enterprise Linux 環境全体を起動する機能を提供します。環境全体を起動する機能を提供します。
    

     名前が示すように、レスキューモードは何かからレスキューします。通常の操作時に、名前が示すように、レスキューモードは何かからレスキューします。通常の操作時に、Red Hat 
Enterprise Linux システムはシステムのハードドライブにあるファイルを使用して、プログラムの実システムはシステムのハードドライブにあるファイルを使用して、プログラムの実
行、ファイルの保存などを行います。行、ファイルの保存などを行います。
    

     ただし、ただし、Red Hat Enterprise Linux を完全に実行できず、システムのハードドライブのファイルにを完全に実行できず、システムのハードドライブのファイルに
アクセスするだけで十分な場合がある場合もあります。レスキューモードを使用すると、ハードドライアクセスするだけで十分な場合がある場合もあります。レスキューモードを使用すると、ハードドライ
ブからブから Red Hat Enterprise Linux を実行できない場合でも、システムのハードドライブに保存されてを実行できない場合でも、システムのハードドライブに保存されて
いるファイルにアクセスできます。いるファイルにアクセスできます。
    

     レスキューモードで起動するには、以下のいずれかの方法でシステムを起動できる必要がありまレスキューモードで起動するには、以下のいずれかの方法でシステムを起動できる必要がありま

す。す。[1]:
    

       インストールブートインストールブート CD-ROM からシステムを起動する。からシステムを起動する。
      

       USB フラッシュデバイスなどの他のインストールメディアからシステムを起動する。フラッシュデバイスなどの他のインストールメディアからシステムを起動する。
      

       Red Hat Enterprise Linux CD-ROM #1 からシステムを起動する。からシステムを起動する。
      

     上記の方法のいずれかを使用してシステムを起動したら、キーワード上記の方法のいずれかを使用してシステムを起動したら、キーワード rescue をカーネルパラメーをカーネルパラメー
ターとして追加します。たとえば、ターとして追加します。たとえば、x86 システムの場合は、インストール起動プロンプトに以下のコマシステムの場合は、インストール起動プロンプトに以下のコマ
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ンドを入力します。ンドを入力します。
    

linux rescue

     使用する言語など、いくつかの基本的な質問に回答するように求められます。また、有効なレス使用する言語など、いくつかの基本的な質問に回答するように求められます。また、有効なレス
キューイメージがある場所を選択するように求められます。キューイメージがある場所を選択するように求められます。Local CD-ROM、、Hard Drive、、NFS イイ
メージメージ、、FTP、または、または HTTP から選択します。選択したロケーションには有効なインストールツリーがから選択します。選択したロケーションには有効なインストールツリーが
含まれている必要があり、インストールツリーは、ブートした含まれている必要があり、インストールツリーは、ブートした Red Hat Enterprise Linux ディスクとディスクと
同じバージョンの同じバージョンの Red Hat Enterprise Linux である必要があります。ブートである必要があります。ブート CD-ROM またはその他のまたはその他の
メディアを使用してレスキューモードを開始している場合、インストールツリーは、メディアが作成さメディアを使用してレスキューモードを開始している場合、インストールツリーは、メディアが作成さ
れたのと同じツリーからなければなりません。ハードドライブ、れたのと同じツリーからなければなりません。ハードドライブ、NFS サーバー、サーバー、FTP サーバー、またサーバー、また
はは HTTP サーバーにインストールツリーを設定する方法は、本ガイドの前の項を参照してください。サーバーにインストールツリーを設定する方法は、本ガイドの前の項を参照してください。
    

     ネットワーク接続を必要としないレスキューイメージを選択すると、ネットワーク接続を確立するネットワーク接続を必要としないレスキューイメージを選択すると、ネットワーク接続を確立する
かどうかが尋ねられます。ネットワーク接続は、ファイルを別のコンピューターにバックアップする必かどうかが尋ねられます。ネットワーク接続は、ファイルを別のコンピューターにバックアップする必
要がある場合や、共有ネットワークの場所から要がある場合や、共有ネットワークの場所から RPM パッケージをインストールする必要がある場合なパッケージをインストールする必要がある場合な
どに便利です。どに便利です。
    

     以下のメッセージが表示されます。以下のメッセージが表示されます。
    

     これで、レスキュー環境はこれで、レスキュー環境は Linux インストールの検索を試行し、インストールの検索を試行し、/mnt/sysimage ディレクトリーにディレクトリーに
マウントします。その後、システムに必要な変更を加えることができます。この手順を進める場合は、マウントします。その後、システムに必要な変更を加えることができます。この手順を進める場合は、
「「Continue」を選択します。」を選択します。'Read-only' を選択して、読み取りを選択して、読み取り/書き込みの代わりにファイルシステム書き込みの代わりにファイルシステム
を読み取り専用にマウントすることを選択することもできます。何らかの理由でこのプロセスに失敗しを読み取り専用にマウントすることを選択することもできます。何らかの理由でこのプロセスに失敗し
た場合は「た場合は「Skip」を選択すると、この手順が省略され、コマンドシェルに直接移動します。」を選択すると、この手順が省略され、コマンドシェルに直接移動します。
    

     Continue を選択すると、ファイルシステムをを選択すると、ファイルシステムを /mnt/sysimage/ ディレクトリーにマウントしようとディレクトリーにマウントしようと
します。パーティションのマウントに失敗すると、通知されます。します。パーティションのマウントに失敗すると、通知されます。Read-Only を選択すると、ファイルを選択すると、ファイル
システムをシステムを /mnt/sysimage/ ディレクトリーにマウントしようとしますが、読み取り専用モードになりディレクトリーにマウントしようとしますが、読み取り専用モードになり
ます。ます。スキップスキップ を選択すると、ファイルシステムはマウントされません。ファイルシステムが破損してを選択すると、ファイルシステムはマウントされません。ファイルシステムが破損して
いると思われる場合は、いると思われる場合は、スキップスキップ を選択します。を選択します。
    

     レスキューモードでシステムを選択すると、レスキューモードでシステムを選択すると、VC（仮想コンソール）（仮想コンソール）1 およびおよび VC 2 にプロンプトが表にプロンプトが表
示されます（示されます（ Ctrl-Alt-F1 キーの組み合わせを使用してキーの組み合わせを使用して VC 1 にアクセスし、にアクセスし、Ctrl-Alt-F2 を使用してを使用して VC 
2 にアクセスします）。にアクセスします）。
    

sh-3.00b#

     「「 Continue 」を選択してパーティションを自動的にマウントし、正常にマウントされた場合は、シ」を選択してパーティションを自動的にマウントし、正常にマウントされた場合は、シ
ングルユーザーモードになります。ングルユーザーモードになります。
    

第第5章章 基本的なシステムの復元基本的なシステムの復元

95



     ファイルシステムがマウントされている場合でも、レスキューモードではデフォルトのファイルシステムがマウントされている場合でも、レスキューモードではデフォルトの root パーパー
ティションは一時的なティションは一時的な root パーティションで、通常のユーザーモードで使用されるファイルシステムパーティションで、通常のユーザーモードで使用されるファイルシステム
のの root パーティションではありません（パーティションではありません（runlevel 3 またはまたは 5）。ファイルシステムのマウントを選択）。ファイルシステムのマウントを選択
し、正常にマウントされた場合は、次のコマンドを実行してレスキューモード環境のし、正常にマウントされた場合は、次のコマンドを実行してレスキューモード環境の root パーティパーティ
ションを、ファイルシステムのションを、ファイルシステムの root パーティションに変更できます。パーティションに変更できます。
    

chroot /mnt/sysimage

     これは、これは、root パーティションがパーティションが / としてマウントされる必要があるとしてマウントされる必要がある rpm などのコマンドを実行するなどのコマンドを実行する
必要がある場合に便利です。必要がある場合に便利です。chroot 環境を終了するには、環境を終了するには、exit と入力してプロンプトに戻ります。と入力してプロンプトに戻ります。
    

     Skip を選択した場合でも、を選択した場合でも、/foo などのディレクトリーを作成し、次のコマンドを入力すると、レスなどのディレクトリーを作成し、次のコマンドを入力すると、レス
キューモード内でパーティションまたはキューモード内でパーティションまたは LVM2 論理ボリュームを手動でマウントできます。論理ボリュームを手動でマウントできます。
    

mount -t ext3 /dev/mapper/VolGroup00-LogVol02 /foo

     上記のコマンドでは、上記のコマンドでは、/foo は作成したディレクトリーで、は作成したディレクトリーで、/dev/mapper/VolGroup00-LogVol02 はは
マウントするマウントする LVM2 論理ボリュームです。パーティションのタイプが論理ボリュームです。パーティションのタイプが ext2 の場合は、の場合は、ext3 をを ext2 にに
置き換えます。置き換えます。
    

     すべての物理パーティションの名前が不明な場合は、次のコマンドを実行すると一覧が表示されますべての物理パーティションの名前が不明な場合は、次のコマンドを実行すると一覧が表示されま
す。す。
    

fdisk -l

     LVM2 物理ボリューム、ボリュームグループ、または論理ボリュームの名前がすべて不明な場合は、物理ボリューム、ボリュームグループ、または論理ボリュームの名前がすべて不明な場合は、
以下のコマンドを使用して一覧を表示します。以下のコマンドを使用して一覧を表示します。
    

pvdisplay

vgdisplay

lvdisplay

     プロンプトから、以下のような多くの便利なコマンドが実行できます。プロンプトから、以下のような多くの便利なコマンドが実行できます。
    

       ネットワークが開始されている場合、ネットワークが開始されている場合、ssh、、scp、、ping
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       テープドライブのユーザー用にテープドライブのユーザー用に dump とと restore
      

       パーティションの管理にパーティションの管理に parted とと fdisk
      

       ソフトウェアソフトウェア のの インストールまたはアップグレードを行うためのインストールまたはアップグレードを行うための RPM
      

       設定ファイルを編集するための設定ファイルを編集するための joe
      

備考備考

        emacs、、pico、、vi などの他の一般的なエディターを開始しようとするなどの他の一般的なエディターを開始しようとする
と、と、joe エディターが起動します。エディターが起動します。
       

5.2.1. ブートローダーの再インストールブートローダーの再インストール

      多くの場合、多くの場合、GRUB ブートローダーが誤って削除、破損したり、他のオペレーティングシステムにブートローダーが誤って削除、破損したり、他のオペレーティングシステムに
よって置き換えられることがあります。よって置き換えられることがあります。
     

      以下の手順は、マスターブートレコードに以下の手順は、マスターブートレコードに GRUB を再インストールするプロセスについて詳述してを再インストールするプロセスについて詳述して
います。います。
     

        インストールメディアからシステムを起動します。インストールメディアからシステムを起動します。
       

        インストール起動プロンプトでインストール起動プロンプトで linux rescue と入力して、レスキュー環境を入力します。と入力して、レスキュー環境を入力します。
       

        chroot /mnt/sysimage と入力し、と入力し、root パーティションをマウントします。パーティションをマウントします。
       

        /sbin/grub-install /dev/hda と入力して、と入力して、GRUB ブートローダーを再インストールしまブートローダーを再インストールしま
す。す。/dev/hda はブートパーティションに置き換えます。はブートパーティションに置き換えます。
       

        GRUB が追加のオペレーティングシステムを制御するために追加エントリーが必要になるが追加のオペレーティングシステムを制御するために追加エントリーが必要になる
可能性があるため、可能性があるため、/boot/grub/grub.conf ファイルを確認してください。ファイルを確認してください。
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        システムを再起動します。システムを再起動します。
       

5.3. シングルユーザーモードで起動シングルユーザーモードで起動

     シングルユーザーモードの利点のシングルユーザーモードの利点の 1 つは、ブートつは、ブート CD-ROM を必要としないことです。ただし、ファを必要としないことです。ただし、ファ
イルシステムを読み取り専用としてマウントするオプションや、ファイルシステムをマウントしない選イルシステムを読み取り専用としてマウントするオプションや、ファイルシステムをマウントしない選
択肢はありません。択肢はありません。
    

     システムが起動していても、起動が完了したときにログインできない場合は、シングルユーザーシステムが起動していても、起動が完了したときにログインできない場合は、シングルユーザー
モードを試してください。モードを試してください。
    

     シングルユーザーモードでは、コンピューターがランレベルシングルユーザーモードでは、コンピューターがランレベル 1 で起動します。ローカルファイルシで起動します。ローカルファイルシ
ステムはマウントされますが、ネットワークがアクティブになっていません。利用可能なシステムメンステムはマウントされますが、ネットワークがアクティブになっていません。利用可能なシステムメン
テナンスシェルがある。レスキューモードとは異なり、シングルユーザーモードは、ファイルシステムテナンスシェルがある。レスキューモードとは異なり、シングルユーザーモードは、ファイルシステム
のマウントを自動的に試みます。のマウントを自動的に試みます。ファイルシステムを正常にマウントできない場合は、シングルユーファイルシステムを正常にマウントできない場合は、シングルユー
ザーモードを使用しないでください。ザーモードを使用しないでください。システムのランレベルシステムのランレベル 1 設定が破損している場合は、シングル設定が破損している場合は、シングル
ユーザーモードは使用できません。ユーザーモードは使用できません。
    

     GRUB を使用するを使用する x86 システムで、以下の手順を使用してシングルユーザーモードで起動します。システムで、以下の手順を使用してシングルユーザーモードで起動します。
    

1. 
       システムの起動時にシステムの起動時に GRUB スプラッシュ画面で、任意のキーを押してスプラッシュ画面で、任意のキーを押して GRUB 対話メ対話メ
ニューに入ります。ニューに入ります。
      

2. 
       起動するカーネルバージョンを指定して起動するカーネルバージョンを指定して Red Hat Enterprise Linux を選択し、行を追加すを選択し、行を追加す
るる a を入力します。を入力します。
      

3. 
       行の最後に移動し、別の単語として行の最後に移動し、別の単語として single を入力します（を入力します（ Spacebar を削除してかを削除してか
ら、ら、singleを入力します）。を入力します）。Enter を押して編集モードを終了します。を押して編集モードを終了します。
      

5.4. 緊急モードでのブート緊急モードでのブート

     緊急モードでは、可能な限り最小限の環境で起動します。緊急モードでは、可能な限り最小限の環境で起動します。root ファイルシステムが読み取り専用でファイルシステムが読み取り専用で
マウントされ、ほとんど何も設定されていません。シングルユーザーモードにおける緊急モードの主なマウントされ、ほとんど何も設定されていません。シングルユーザーモードにおける緊急モードの主な
利点は、利点は、init ファイルが読み込まれないことです。ファイルが読み込まれないことです。init が破損しているか、または機能していない場合が破損しているか、または機能していない場合
は、再インストール中に失われた可能性のあるデータを回復するためにファイルシステムをマウントでは、再インストール中に失われた可能性のあるデータを回復するためにファイルシステムをマウントで
きます。きます。
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     緊急モードで起動するには、緊急モードで起動するには、「シングルユーザーモードで起動」「シングルユーザーモードで起動」 のシングルユーザーモードで説明のシングルユーザーモードで説明
されているのと同じ方法を使用し、キーワードされているのと同じ方法を使用し、キーワード single をを emergency キーワードに置き換えます。キーワードに置き換えます。
    

[1] 
      詳細は、本ガイドのこれまでの項を参照してください。詳細は、本ガイドのこれまでの項を参照してください。
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パートパート II. ファイルシステムファイルシステム

    ファイルシステムファイルシステム は、コンピューターに保存されているファイルおよびディレクトリーを参照しまは、コンピューターに保存されているファイルおよびディレクトリーを参照しま
す。ファイルシステムには、す。ファイルシステムには、ファイルシステムタイプファイルシステムタイプ と呼ばれる形式が異なる場合があります。これらと呼ばれる形式が異なる場合があります。これら
の形式は、情報がファイルおよびディレクトリーとして保存される方法を決定します。ファイルシステの形式は、情報がファイルおよびディレクトリーとして保存される方法を決定します。ファイルシステ
ムタイプによっては、データの冗長コピーが格納されているものもありますが、ファイルシステムタイムタイプによっては、データの冗長コピーが格納されているものもありますが、ファイルシステムタイ
プによってはハードドライブへのアクセスが速くなります。ここでは、プによってはハードドライブへのアクセスが速くなります。ここでは、ext3、、swap、、RAID、、LVM ファファ
イルシステムの種類を説明します。また、パーティションおよびアクセス制御リストイルシステムの種類を説明します。また、パーティションおよびアクセス制御リスト(ACL)を管理し、を管理し、
ファイルパーミッションをカスタマイズするファイルパーミッションをカスタマイズする parted ユーティリティーについても説明します。ユーティリティーについても説明します。
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第第6章章 EXT3 ファイルシステム。ファイルシステム。

    デフォルトのファイルシステムはジャーナリングデフォルトのファイルシステムはジャーナリング ext3 ファイルシステムです。ファイルシステムです。
   

6.1. EXT3 の機能の機能

     ext3 ファイルシステムは、基本的に、ファイルシステムは、基本的に、ext2 ファイルシステムが拡張されたバージョンです。さまざファイルシステムが拡張されたバージョンです。さまざ
まな改善点により、以下のような利点が提供されます。まな改善点により、以下のような利点が提供されます。
    

可用性可用性

        予期しない停電やシステムクラッシュ予期しない停電やシステムクラッシュ (クリーンでないシステムシャットダウンクリーンでないシステムシャットダウン とも言われるとも言われる) 
が発生すると、マシンにマウントしている各が発生すると、マシンにマウントしている各 ext2 ファイルシステムは、ファイルシステムは、e2fsck プログラムで整合プログラムで整合
性をチェックする必要があります。これは時間を浪費するプロセスであり、大量のファイルを含む性をチェックする必要があります。これは時間を浪費するプロセスであり、大量のファイルを含む
大型ボリュームでは、システムの起動時間を著しく遅らせます。このプロセスの間、そのボリュー大型ボリュームでは、システムの起動時間を著しく遅らせます。このプロセスの間、そのボリュー
ムにあるデータは使用できません。ムにあるデータは使用できません。
       

        ext3 ファイルシステムで提供されるジャーナリングは、クリーンでないシステムシャットダウファイルシステムで提供されるジャーナリングは、クリーンでないシステムシャットダウ
ンが発生してもこの種のファイルシステムのチェックが不要であることを意味します。ンが発生してもこの種のファイルシステムのチェックが不要であることを意味します。ext3 の使用の使用
していても整合性チェックが必要になる唯一の場面は、ハードドライブの障害が発生した場合なしていても整合性チェックが必要になる唯一の場面は、ハードドライブの障害が発生した場合な
ど、ごく稀なハードウェア障害のケースのみです。クリーンでないシャットダウンの発生後にど、ごく稀なハードウェア障害のケースのみです。クリーンでないシャットダウンの発生後に ext3 
ファイルシステムを復元する時間は、ファイルシステムのサイズやファイルの数量ではなく、一貫ファイルシステムを復元する時間は、ファイルシステムのサイズやファイルの数量ではなく、一貫
性を維持するために使用される性を維持するために使用される ジャーナルジャーナル のサイズに依存します。デフォルトのジャーナルサイズのサイズに依存します。デフォルトのジャーナルサイズ
は、ハードウェアの速度に応じて、復旧するのに約は、ハードウェアの速度に応じて、復旧するのに約 1 秒かかります秒かかります
       

 

データの整合性データの整合性

        ext3 ファイルシステムは、クリーンでないシステムのシャットダウンが発生した場合に、よりファイルシステムは、クリーンでないシステムのシャットダウンが発生した場合に、より
強力なデータ整合性を提供します。強力なデータ整合性を提供します。ext3 ファイルシステムにより、データが受けることのできる保ファイルシステムにより、データが受けることのできる保
護のタイプとレベルを選択できるようになります。デフォルトでは、護のタイプとレベルを選択できるようになります。デフォルトでは、ext3 ボリュームは、ファイルボリュームは、ファイル
システムの状態に関して、高いレベルのデータの整合性を維持するように設定されています。システムの状態に関して、高いレベルのデータの整合性を維持するように設定されています。
       

 

速度速度

        一部のデータを複数回書き込みますが、一部のデータを複数回書き込みますが、ext3 のジャーナリングにより、ハードドライブのヘッのジャーナリングにより、ハードドライブのヘッ
ドモーションが最適化されるため、ほとんどの場合、ドモーションが最適化されるため、ほとんどの場合、ext3 のスループットはのスループットは ext2 よりも高くなりまよりも高くなりま
す。す。3 つのジャーナリングモードを選択して速度を最適化できますが、データの整合性に関してトつのジャーナリングモードを選択して速度を最適化できますが、データの整合性に関してト
レードオフが生じます。レードオフが生じます。
       

 

簡単なトランジション簡単なトランジション
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        ext2 からから ext3 に簡単に移行でき、再フォーマットをせずに、堅牢なジャーナリングファイルに簡単に移行でき、再フォーマットをせずに、堅牢なジャーナリングファイル
システムの恩恵を受けることができます。このタスクの実行方法は、システムの恩恵を受けることができます。このタスクの実行方法は、「「ext3 ファイルシステムへのファイルシステムへの
変換」変換」 を参照してください。を参照してください。
       

 

     以下のセクションでは、以下のセクションでは、ext3 パーティションの作成およびチューニングの手順を説明します。パーティションの作成およびチューニングの手順を説明します。ext2 
パーティションの場合は、以下のパーティションパーティションおよびフォーマットセクションを省略パーティションの場合は、以下のパーティションパーティションおよびフォーマットセクションを省略
し、し、「「ext3 ファイルシステムへの変換」ファイルシステムへの変換」 に直接移動します。に直接移動します。
    

6.2. EXT3 ファイルシステムの作成ファイルシステムの作成

     インストール後、インストール後、ext3 ファイルシステムを新たに作成しないといけない場合があります。たとえファイルシステムを新たに作成しないといけない場合があります。たとえ
ば、システムに新しいディスクドライブを追加する場合は、ドライブを分割してば、システムに新しいディスクドライブを追加する場合は、ドライブを分割して ext3 ファイルシステファイルシステ
ムを使用できます。ムを使用できます。
    

     ext3 ファイルシステムを作成する手順は次のとおりです。ファイルシステムを作成する手順は次のとおりです。
    

1. 
       parted またはまたは netstat を使用してパーティションを作成を使用してパーティションを作成 しし ます。ます。
      

2. 
       mkfs を使用して、を使用して、ext3 ファイルシステムでパーティションをフォーマットします。ファイルシステムでパーティションをフォーマットします。
      

3. 
       e2label を使用してパーティションにラベルを付けます。を使用してパーティションにラベルを付けます。
      

4. 
       マウントポイントを作成します。マウントポイントを作成します。
      

5. 
       /etc/fstab ファイルにパーティションを追加します。ファイルにパーティションを追加します。
      

6.3. EXT3 ファイルシステムへの変換ファイルシステムへの変換

     tune2fs プログラムは、パーティション上にあるデータを変更せずに、既存のプログラムは、パーティション上にあるデータを変更せずに、既存の ext2 ファイルシステファイルシステ
ムにジャーナルを追加できます。ファイルシステムが移行中にすでにマウントされている場合は、ムにジャーナルを追加できます。ファイルシステムが移行中にすでにマウントされている場合は、
ジャーナルがファイルシステムのルートディレクトリーにあるジャーナルがファイルシステムのルートディレクトリーにある .journal ファイルとして表示されます。ファイルとして表示されます。
ファイルシステムがマウントされていない場合、ジャーナルは非表示になり、ファイルシステムには全ファイルシステムがマウントされていない場合、ジャーナルは非表示になり、ファイルシステムには全
く表示されません。く表示されません。
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備考備考

      Red Hat Enterprise Linux のデフォルトのインストールでは、すべてのファイルシのデフォルトのインストールでは、すべてのファイルシ
ステムにステムに ext3 を使用します。を使用します。
     

     ext2 ファイルシステムをファイルシステムを ext3 に変換するには、に変換するには、root としてログインし、以下を入力します。としてログインし、以下を入力します。
    

/sbin/tune2fs -j <file_system>

     ここでここで 、、<file_system > は適切なは適切な LVM2 ファイルシステムです。ファイルシステムです。
    

     有効な有効な LVM2 ファイルシステムは、以下のファイルシステムは、以下の 2 つのタイプのエントリーのいずれかになります。つのタイプのエントリーのいずれかになります。
    

       マップされたデバイスマップされたデバイス - ボリュームグループの論理ボリューム（例：ボリュームグループの論理ボリューム（例： 
/dev/mapper/VolGroup00-LogVol02 ）。）。
      

       静的デバイス静的デバイス - 従来のストレージボリューム（例：従来のストレージボリューム（例： /dev/hdbX ）。）。hdb はストレージデバはストレージデバ
イス名に、イス名に、X はパーティション番号になります。はパーティション番号になります。
      

     df コマンドを実行して、マウントされたファイルシステムを表示します。コマンドを実行して、マウントされたファイルシステムを表示します。LVM ファイルシステムのファイルシステムの
詳細は、詳細は、8章章LVM の設定の設定 を参照してください。を参照してください。
    

     これ以降の例では、サンプルコマンドは以下の値を使用します。これ以降の例では、サンプルコマンドは以下の値を使用します。
    

 /dev/mapper/VolGroup00-LogVol02 

     これを行ったら、これを行ったら、/etc/fstab ファイルでパーティションの種類をファイルでパーティションの種類を ext2 からから ext3 に変更してくださに変更してくださ
い。い。
    

     root ファイルシステムを移行する場合は、ファイルシステムを移行する場合は、 initrd イメージ（またはイメージ（または RAM ディスク）を使用して起動ディスク）を使用して起動
する必要があります。これを作成するには、する必要があります。これを作成するには、mkinitrd プログラムを実行します。プログラムを実行します。mkinitrd コマンドのコマンドの
使用方法は、使用方法は、man mkinitrd と入力します。また、と入力します。また、GRUB 設定が設定が initrd を読み込むことを確認します。を読み込むことを確認します。
    

     この変更を加えても、システムは起動したままですが、ファイルシステムがこの変更を加えても、システムは起動したままですが、ファイルシステムが ext3 ではなくではなく ext2 とと
してマウントされます。してマウントされます。
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6.4. EXT2 ファイルシステムに戻すファイルシステムに戻す

     ext3 は比較的新しいため、一部のディスクユーティリティーはまだサポートされていません。たとは比較的新しいため、一部のディスクユーティリティーはまだサポートされていません。たと
えば、えば、resize2fs でパーティションを縮小する必要がありますが、でパーティションを縮小する必要がありますが、ext3 はまだサポートされていませはまだサポートされていませ
ん。このような状況では、ファイルシステムを一時的にん。このような状況では、ファイルシステムを一時的に ext2 に戻す必要がある場合があります。に戻す必要がある場合があります。
    

     パーティションを復元するには、まずパーティションを復元するには、まず root としてログインしてパーティションをアンマウントしまとしてログインしてパーティションをアンマウントしま
す。す。
    

umount /dev/mapper/VolGroup00-LogVol02

     次に、次に、root で以下のコマンドを入力して、ファイルシステムタイプをで以下のコマンドを入力して、ファイルシステムタイプを ext2 に変更します。に変更します。
    

 /sbin/tune2fs -O ^has_journal /dev/mapper/VolGroup00-LogVol02

     root で以下のコマンドを入力して、パーティションにエラーの有無を確認します。で以下のコマンドを入力して、パーティションにエラーの有無を確認します。
    

/sbin/e2fsck -y /dev/mapper/VolGroup00-LogVol02

     次に、以下を入力して次に、以下を入力して ext2 ファイルシステムとしてパーティションを再度マウントします。ファイルシステムとしてパーティションを再度マウントします。
    

mount -t ext2 /dev/mapper/VolGroup00-LogVol02/mount/point

     上記のコマンドで、上記のコマンドで、/mount/point をパーティションのマウントポイントに置き換えます。をパーティションのマウントポイントに置き換えます。
    

     次に、マウントしたディレクトリーに移動して、パーティションのルートレベルで次に、マウントしたディレクトリーに移動して、パーティションのルートレベルで .journal ファイファイ
ルを削除します。ルを削除します。
    

rm -f .journal

     これで、これで、ext2 パーティションが作成されます。パーティションが作成されます。
    

     パーティションをパーティションを ext2 に永続的に変更する場合は、必ずに永続的に変更する場合は、必ず /etc/fstab ファイルを更新するようにしてファイルを更新するようにして
ください。ください。
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ヒントヒント

      ext2online を使用して、を使用して、ext3 ファイルシステムのサイズを増やすことができまファイルシステムのサイズを増やすことができま
す。す。ext2online を使用すると、を使用すると、ext3 ファイルシステムのマウント（オンライン）およびファイルシステムのマウント（オンライン）および
リズル可能な論理ボリュームで、リズル可能な論理ボリュームで、ext3 ファイルシステムのサイズを拡大できます。ファイルシステムのサイズを拡大できます。root 
ファイルシステムは、インストール時にファイルシステムは、インストール時に LVM2 論理ボリュームにデフォルトで設定され論理ボリュームにデフォルトで設定され
ます。ます。
     

      ext2online は、は、ext3 ファイルシステムでのみ機能することに注意してください。詳ファイルシステムでのみ機能することに注意してください。詳
細は、細は、man ext2online を参照してください。を参照してください。
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第第7章章 論理ボリュームマネージャー論理ボリュームマネージャー (LVM)

7.1. LVM とはとは

     LVM は、ハードドライブの領域を論理ボリュームに割り当て、パーティションの代わりに簡単にサは、ハードドライブの領域を論理ボリュームに割り当て、パーティションの代わりに簡単にサ
イズ変更できる方法です。イズ変更できる方法です。
    

     LVM では、ハードドライブまたはハードドライブのセットがでは、ハードドライブまたはハードドライブのセットが 1 つ以上のつ以上の 物理ボリューム物理ボリューム に割り当に割り当
てられます。物理ボリュームは、複数のドライブにまたがることができません。てられます。物理ボリュームは、複数のドライブにまたがることができません。
    

     物理ボリュームは、物理ボリュームは、/boot/ パーティションを除くパーティションを除く 論理ボリュームグループ論理ボリュームグループ に統合されます。に統合されます。/boot/ 
パーティションは、ブートローダーが読み取ることができないため、論理ボリュームグループ上に存在パーティションは、ブートローダーが読み取ることができないため、論理ボリュームグループ上に存在
できません。できません。root (/) パーティションが論理ボリューム上にある場合、ボリュームグループに属さないパーティションが論理ボリューム上にある場合、ボリュームグループに属さない
別の別の /boot/ パーティションを作成します。パーティションを作成します。
    

     物理ボリュームは複数のドライブにまたがることができないため、複数のドライブにまたがるに物理ボリュームは複数のドライブにまたがることができないため、複数のドライブにまたがるに
は、ドライブごとには、ドライブごとに 1 つ以上の物理ボリュームを作成します。つ以上の物理ボリュームを作成します。
    

図図7.1 論理ボリュームグループ論理ボリュームグループ

[D]

     論理ボリュームグループは、論理ボリュームグループは、論理ボリュームに分割されます。このボリューム論理ボリュームに分割されます。このボリューム には、には、/home、、/ m、、
ファイルシステムタイプ（ファイルシステムタイプ（ext2、、ext3 など）が割り当てられます。「パーティション」がフル容量に到など）が割り当てられます。「パーティション」がフル容量に到
達すると、論理ボリュームグループの空き容量を追加して、パーティションのサイズを増やすことがで達すると、論理ボリュームグループの空き容量を追加して、パーティションのサイズを増やすことがで
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きます。システムに新しいハードドライブを追加すると、そのドライブを論理ボリュームグループに追きます。システムに新しいハードドライブを追加すると、そのドライブを論理ボリュームグループに追
加できます。また、論理ボリュームであるパーティションを拡張することができます。加できます。また、論理ボリュームであるパーティションを拡張することができます。
    

図図7.2 論理ボリューム論理ボリューム

[D]

     一方、システムが一方、システムが ext3 ファイルシステムでパーティション設定されている場合、ハードドライブはファイルシステムでパーティション設定されている場合、ハードドライブは
定義されたサイズのパーティションに分割されます。パーティションがいっぱいになると、パーティ定義されたサイズのパーティションに分割されます。パーティションがいっぱいになると、パーティ
ションのサイズを拡張するのは簡単ではありません。パーティションを別のハードドライブに移動したションのサイズを拡張するのは簡単ではありません。パーティションを別のハードドライブに移動した
場合でも、元のハードドライブのスペースを別のパーティションとして再割り当てするか、使用しない場合でも、元のハードドライブのスペースを別のパーティションとして再割り当てするか、使用しない
ようにする必要があります。ようにする必要があります。
    

     LVM サポートはカーネルにコンパイルする必要があり、デフォルトのサポートはカーネルにコンパイルする必要があり、デフォルトの Red Hat カーネルはカーネルは LVM ササ
ポートでコンパイルされます。ポートでコンパイルされます。
    

     インストールプロセス中にインストールプロセス中に LVM を設定する方法は、を設定する方法は、8章章LVM の設定の設定 を参照してください。を参照してください。
    

7.2. LVM2 とはとは

     LVM バージョンバージョン 2 またはまたは LVM2 は、は、2.6 カーネルに含まれるデバイスマッパードライバーを使用すカーネルに含まれるデバイスマッパードライバーを使用す
るる Red Hat Enterprise Linux のデフォルトです。のデフォルトです。LVM2 は、以前のは、以前の LVM1 バージョンとほぼ完全に互バージョンとほぼ完全に互
換性があり、換性があり、2.4 カーネルを実行するカーネルを実行する Red Hat Enterprise Linux のバージョンからアップグレードできのバージョンからアップグレードでき
ます。ます。
    

     通常、通常、LVM1 からから LVM2 へのアップグレードはシームレスに行われますが、より複雑な要件とアッへのアップグレードはシームレスに行われますが、より複雑な要件とアッ
プグレードのシナリオの詳細については、プグレードのシナリオの詳細については、「関連情報」「関連情報」 を参照してください。を参照してください。
    

7.3. 関連情報関連情報
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     これらのソースを使用して、これらのソースを使用して、LVM の詳細を確認してください。の詳細を確認してください。
    

7.3.1. インストールされているドキュメントインストールされているドキュメント

        rpm -qd lvm - このコマンドは、このコマンドは、man ページなど、ページなど、lvm パッケージで利用可能なすべてのパッケージで利用可能なすべての
ドキュメントを表示します。ドキュメントを表示します。
       

        lvm help —このコマンドは、使用可能なすべてのこのコマンドは、使用可能なすべての LVM コマンドを表示します。コマンドを表示します。
       

7.3.2. 便利な便利な Web サイトサイト

        http://sourceware.org/lvm2: 概要やメーリングリストへのリンクを含む概要やメーリングリストへのリンクを含む LVM2 web ペーペー
ジ。ジ。
       

        http://tldp.org/HOWTO/LVM-HOWTO/: Linux ドキュメントプロジェクトのドキュメントプロジェクトの 『『LVM 
HOWTO』』
       

Red Hat Enterprise Linux 4 システム管理ガイドシステム管理ガイド

108

http://sourceware.org/lvm2
http://tldp.org/HOWTO/LVM-HOWTO/


第第8章章 LVM の設定の設定

    LVM は、グラフィカルインストールプロセス、テキストベースのインストールプロセス、またはは、グラフィカルインストールプロセス、テキストベースのインストールプロセス、または
キックスタートインストール中に設定できます。キックスタートインストール中に設定できます。lvm パッケージのユーティリティーを使用して、インパッケージのユーティリティーを使用して、イン
ストール後に独自のストール後に独自の LVM 設定を作成できますが、この手順では、インストール時に設定を作成できますが、この手順では、インストール時に ディスクディスク Druid をを
使用してこのタスクを完了できます。使用してこのタスクを完了できます。
   

    LVM について理解するには、まずについて理解するには、まず 7章章論理ボリュームマネージャー論理ボリュームマネージャー (LVM) を参照してください。を参照してください。
LVM の設定に必要な手順の概要を以下に示します。の設定に必要な手順の概要を以下に示します。
   

      ハードドライブからハードドライブから 物理ボリューム物理ボリューム を作成する。を作成する。
     

      物理物理 ボリュームからのボリュームグループボリュームからのボリュームグループ の作成の作成
     

      ボリュームグループからボリュームグループから 論理ボリューム論理ボリューム を作成し、論理ボリュームのマウントポイントをを作成し、論理ボリュームのマウントポイントを
割り当てます。割り当てます。
     

備考備考

     以下の手順は、以下の手順は、GUI のインストール時に示していますが、テキストベースのインスのインストール時に示していますが、テキストベースのインス
トールで同じことができます。トールで同じことができます。
    

    2 9.1 GB のの SCSI ドライブ（ドライブ（/dev/sda およびおよび /dev/sdb）が以下の例で使用されています。インス）が以下の例で使用されています。インス
トール時に、トール時に、1 つのつの LVM ボリュームグループと関連する論理ボリュームを使用して、単純な設定を作ボリュームグループと関連する論理ボリュームを使用して、単純な設定を作
成する方法が詳細に説明されています。成する方法が詳細に説明されています。
   

8.1. 自動パーティション設定自動パーティション設定

     ディスクパーティションセットアップディスクパーティションセットアップ 画面で、画面で、自動パーティション自動パーティション を選択しを選択し ます。ます。
    

     Red Hat Enterprise Linux の場合は、の場合は、LVM がディスクパーティション化のデフォルト方法です。がディスクパーティション化のデフォルト方法です。
LVM を実装しない、またはを実装しない、または RAID のパーティション設定が必要な場合は、のパーティション設定が必要な場合は、disk Druid で手動でディスで手動でディス
クパーティションを設定クパーティションを設定 する必要があります。する必要があります。
    

     以下のプロパティーは、自動作成された設定を構成します。以下のプロパティーは、自動作成された設定を構成します。
    

第第8章章 LVM の設定の設定

109



       /boot/ パーティションは、独自の非パーティションは、独自の非 LVM パーティションにあります。以下の例では、最初パーティションにあります。以下の例では、最初
のドライブのドライブ(/dev/sda1)の最初のパーティションです。起動可能なパーティションはの最初のパーティションです。起動可能なパーティションは LVM 論理論理
ボリュームには存在ボリュームには存在 できませんできません。。
      

       1 つのつの LVM ボリュームグループボリュームグループ(VolGroup00)が作成され、選択されたすべてのドライブが作成され、選択されたすべてのドライブ
と利用可能な残りのすべての領域を分割します。以下の例では、最初のドライブと利用可能な残りのすべての領域を分割します。以下の例では、最初のドライブ(/dev/sda2)のの
残りのドライブと、残りのドライブと、2 番目のドライブ全体番目のドライブ全体(/dev/sdb1)がボリュームグループに割り当てられまがボリュームグループに割り当てられま
す。す。
      

       新規作成したボリュームグループから、新規作成したボリュームグループから、LVM 論理ボリューム（論理ボリューム（LogVol00 およびおよび 
LogVol01）が作成されます。以下の例では、推奨されるスワップ領域は自動的に計算さ）が作成されます。以下の例では、推奨されるスワップ領域は自動的に計算さ
れ、れ、LogVol01 に割り当てられ、残りのスワップ領域はに割り当てられ、残りのスワップ領域は root ファイルシステムファイルシステム LogVol00 に割に割
り当てられます。り当てられます。
      

図図8.1 2 つのつの SCSI ドライブを使用したドライブを使用した LVM の自動設定の自動設定

[D]
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備考備考

      クォータを有効にする場合は、クォータを有効にする場合は、/home/ やや /var/ などの他のマウントポイントを含めるなどの他のマウントポイントを含める
ように自動設定を変更することが推奨されます。これにより、各ファイルシステムに独ように自動設定を変更することが推奨されます。これにより、各ファイルシステムに独
自の独立したクォータ設定制限を持たせることができます。自の独立したクォータ設定制限を持たせることができます。
     

      多くの場合、デフォルトの多くの場合、デフォルトの LVM パーティションの自動パーティションで十分ですパーティションの自動パーティションで十分です
が、高度な実装ではが、高度な実装では LVM パーティションテーブルの変更や手動の設定が必要となる可能パーティションテーブルの変更や手動の設定が必要となる可能
性があります。性があります。
     

備考備考

      将来のメモリーアップグレードを想定している場合は、ボリュームグループに空き領将来のメモリーアップグレードを想定している場合は、ボリュームグループに空き領
域の一部を残すことで、システム上のスワップ領域の論理ボリュームを簡単に拡張でき域の一部を残すことで、システム上のスワップ領域の論理ボリュームを簡単に拡張でき
ます。この場合、ます。この場合、LVM の自動設定を変更して、将来の拡張のために利用可能な領域を確の自動設定を変更して、将来の拡張のために利用可能な領域を確
保する必要があります。保する必要があります。
     

8.2. 手動での手動での LVM パーティション設定パーティション設定

     次のセクションでは、次のセクションでは、Red Hat Enterprise Linux 用に用に LVM を手動で設定する方法を説明します。を手動で設定する方法を説明します。
LVM でシステムを手動で設定する方法は多数ありますが、以下の例ではでシステムを手動で設定する方法は多数ありますが、以下の例では 「自動パーティション設定」「自動パーティション設定」 
で行ったデフォルト設定と似ています。で行ったデフォルト設定と似ています。
    

     ディスクパーティションセットアップディスクパーティションセットアップ 画面で、ディスク画面で、ディスク Druid を使用した手動パーティションを使用した手動パーティション をを 
選択します。選択します。
    

8.2.1. /boot/ パーティションの作成パーティションの作成

      一般的な状況では、ディスクドライブが新しく、またはフォーマットされたクリーニングです。以一般的な状況では、ディスクドライブが新しく、またはフォーマットされたクリーニングです。以
下の図の下の図の 図図8.2「「2 つのつの Blank Drives（構成に（構成に Ready）」）」 は、パーティションが設定されていないは、パーティションが設定されていない 
raw デバイスとして、両方のドライブを示しています。デバイスとして、両方のドライブを示しています。
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図図8.2 2 つのつの Blank Drives（構成に（構成に Ready））

[D]

WARNING

       GRUB ブートローダーは読み取れないため、ブートローダーは読み取れないため、/boot/ パーティションをパーティションを LVM ボボ
リュームグループに置くことはできません。リュームグループに置くことはできません。
      

1. 
        New を選択します。を選択します。
       

2. 
        マウントポイントマウントポイント プルダウンメニューからプルダウンメニューから /boot を選択します。を選択します。
       

3. 
        File System Type プルダウンメニューからプルダウンメニューから ext3 を選択します。を選択します。
       

4. 
        Allowable Drives エリアからエリアから sda チェックボックスを選択します。チェックボックスを選択します。
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5. 
        Size(MB) メニューのメニューの 100 （デフォルト）のままにします。（デフォルト）のままにします。
       

6. 
        Additional Size Options エリアでエリアで Fixed size （デフォルト）ラジオボタンを選択したま（デフォルト）ラジオボタンを選択したま
まにします。まにします。
       

7. 
        Force to a primary partition を選択して、パーティションをプライマリーパーティションを選択して、パーティションをプライマリーパーティション
にします。プライマリーパーティションは、ハードドライブの最初のにします。プライマリーパーティションは、ハードドライブの最初の 4 つのパーティションのつのパーティションの 
1 つです。選択しないと、パーティションが論理パーティションとして作成されます。他のオつです。選択しないと、パーティションが論理パーティションとして作成されます。他のオ
ペレーティングシステムがすでにシステムにインストールされている場合は、このオプションペレーティングシステムがすでにシステムにインストールされている場合は、このオプション
の選択を解除することを検討する必要があります。プライマリーパーティションと論理的の選択を解除することを検討する必要があります。プライマリーパーティションと論理的/拡張拡張
パーティションの詳細は、『パーティションの詳細は、『『インストールガイド』『インストールガイド』』』 の付録セクションを参照してくださの付録セクションを参照してくださ
い。い。
       

      入力した値を確認するには、入力した値を確認するには、図図8.3「ブートパーティションの作成」「ブートパーティションの作成」 を参照してください。を参照してください。
     

図図8.3 ブートパーティションの作成ブートパーティションの作成

[D]

      OK をクリックしてメイン画面に戻ります。以下の図は、ブートパーティションが正しく設定されをクリックしてメイン画面に戻ります。以下の図は、ブートパーティションが正しく設定され
ていることを確認します。ていることを確認します。
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図図8.4 /boot/ パーティションの表示パーティションの表示

[D]

8.2.2. LVM 物理ボリュームの作成物理ボリュームの作成

      ブートパーティションを作成したら、残りのディスク領域をブートパーティションを作成したら、残りのディスク領域を LVM パーティションに割り当てることパーティションに割り当てること
ができます。ができます。LVM の実装を正常に作成するための最初の手順は、物理ボリュームの作成です。の実装を正常に作成するための最初の手順は、物理ボリュームの作成です。
     

1. 
        New を選択します。を選択します。
       

2. 
        図図8.5「物理ボリュームの作成」「物理ボリュームの作成」 に示されるように、に示されるように、File System Type プルダウンメプルダウンメ
ニューからニューから 物理ボリューム物理ボリューム(LVM) を選択します。を選択します。
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図図8.5 物理ボリュームの作成物理ボリュームの作成

[D]

3. 
        マウントポイントは、まだ入力できません（すべての物理ボリュームを作成した後にすべマウントポイントは、まだ入力できません（すべての物理ボリュームを作成した後にすべ
てのボリュームグループを作成すると可能になります）。てのボリュームグループを作成すると可能になります）。
       

4. 
        物理ボリュームは、物理ボリュームは、1 つのドライブに制限する必要があります。つのドライブに制限する必要があります。Allowable Drives には、には、
物理ボリュームを作成するドライブを選択します。複数のドライブがある場合は、すべてのド物理ボリュームを作成するドライブを選択します。複数のドライブがある場合は、すべてのド
ライブが選択され、ライブが選択され、1 つのドライブからすべての選択を解除する必要があります。つのドライブからすべての選択を解除する必要があります。
       

5. 
        物理ボリュームのサイズを入力します。物理ボリュームのサイズを入力します。
       

6. 
        Fixed size を選択して、指定したサイズに物理ボリュームを作成し、を選択して、指定したサイズに物理ボリュームを作成し、Fill all space up 
to(MB) を選択し、物理ボリュームサイズの範囲をを選択し、物理ボリュームサイズの範囲を MB 単位で入力単位で入力 するか、最大許容サイズするか、最大許容サイズ をを
選択してハードディスク上の利用可能な領域をすべて埋めます。複数の拡張を可能にすると、選択してハードディスク上の利用可能な領域をすべて埋めます。複数の拡張を可能にすると、
ディスクの空き容量を共有します。ディスクの空き容量を共有します。
       

7. 
        パーティションをパーティションを プライマリーパーティションにするには、プライマリーパーティションにするには、Force to a primary partition 
を選択します。を選択します。
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8. 
        OK をクリックしてメイン画面に戻ります。をクリックしてメイン画面に戻ります。
       

      これらの手順を繰り返して、これらの手順を繰り返して、LVM 設定に必要な物理ボリュームをいくつでも作成します。たとえ設定に必要な物理ボリュームをいくつでも作成します。たとえ
ば、ボリュームグループを複数のドライブにまたがるようにするには、ドライブごとに物理ボリュームば、ボリュームグループを複数のドライブにまたがるようにするには、ドライブごとに物理ボリューム
を作成します。以下の図は、反復プロセス後に完了した両方のドライブを示しています。を作成します。以下の図は、反復プロセス後に完了した両方のドライブを示しています。
     

図図8.6 2 つの物理ボリュームが作成されるつの物理ボリュームが作成される

[D]

8.2.3. LVM ボリュームグループの作成ボリュームグループの作成

      すべての物理ボリュームを作成したら、ボリュームグループを作成できます。すべての物理ボリュームを作成したら、ボリュームグループを作成できます。
     

1. 
        LVM ボタンをクリックして、物理ボリュームをボリュームグループに収集します。ボボタンをクリックして、物理ボリュームをボリュームグループに収集します。ボ
リュームグループは、基本的には物理ボリュームの集合です。複数の論理ボリュームグループリュームグループは、基本的には物理ボリュームの集合です。複数の論理ボリュームグループ
を設定できますが、物理ボリュームはを設定できますが、物理ボリュームは 1 つのボリュームグループにしか存在できません。つのボリュームグループにしか存在できません。
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備考備考

         論理ボリュームグループに、オーバーヘッドのディスク領域が予約されて論理ボリュームグループに、オーバーヘッドのディスク領域が予約されて
います。物理ボリュームの合計はボリュームグループのサイズと同じではない場います。物理ボリュームの合計はボリュームグループのサイズと同じではない場
合がありますが、表示される論理ボリュームのサイズは正しくありません。合がありますが、表示される論理ボリュームのサイズは正しくありません。
        

図図8.7 LVM ボリュームグループの作成ボリュームグループの作成

[D]

2. 
        必要に応じて必要に応じて ボリュームグループ名ボリュームグループ名 を変更します。を変更します。
       

3. 
        ボリュームグループ内の論理ボリュームはすべて、ボリュームグループ内の論理ボリュームはすべて、物理エクステント物理エクステント 単位で割り当てる必単位で割り当てる必
要があります。デフォルトでは、物理エクステントは要があります。デフォルトでは、物理エクステントは 32 MB に設定されています。そのため、に設定されています。そのため、
論理ボリュームのサイズは論理ボリュームのサイズは 32 MB で除算する必要があります。で除算する必要があります。32 MB の単位ではないサイズをの単位ではないサイズを
入力すると、インストールプログラムは、入力すると、インストールプログラムは、32 MB の単位で最も近いサイズを自動的に選択しまの単位で最も近いサイズを自動的に選択しま
す。この設定を変更することは推奨されません。す。この設定を変更することは推奨されません。
       

4. 
        ボリュームグループに使用する物理ボリュームを選択します。ボリュームグループに使用する物理ボリュームを選択します。
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8.2.4. LVM 論理ボリュームの作成論理ボリュームの作成

      /、、/home / 、、swap 領域などのマウントポイントで論理ボリュームを作成します。領域などのマウントポイントで論理ボリュームを作成します。 /boot は論理ボは論理ボ
リュームにすることはできないことに注意してください。論理ボリュームを追加するには、論理ボリュームにすることはできないことに注意してください。論理ボリュームを追加するには、論理ボ
リュームリューム セクションのセクションの 追加追加 ボタンをクリックします。ボタンをクリックします。図図8.8「論理ボリュームの作成」「論理ボリュームの作成」 に示されていに示されてい
るようにダイアログウィンドウが表示されます。るようにダイアログウィンドウが表示されます。
     

図図8.8 論理ボリュームの作成論理ボリュームの作成

[D]

      作成するボリュームグループごとに、この手順を繰り返します。作成するボリュームグループごとに、この手順を繰り返します。
     

ヒントヒント

       論理ボリュームを後で拡張できるように、論理ボリュームグループに空き領域の一論理ボリュームを後で拡張できるように、論理ボリュームグループに空き領域の一
部を残すこともできます。デフォルトの自動設定はこれを行いませんが、この手動設定部を残すこともできます。デフォルトの自動設定はこれを行いませんが、この手動設定
の例は今後の拡張用に約の例は今後の拡張用に約 1 GB の空き領域として残されます。の空き領域として残されます。
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図図8.9 保留中の論理ボリューム保留中の論理ボリューム

[D]

      OK をクリックして、ボリュームグループと、関連するすべての論理ボリュームを適用します。をクリックして、ボリュームグループと、関連するすべての論理ボリュームを適用します。
     

      以下の図は、最終的な手動設定を示しています。以下の図は、最終的な手動設定を示しています。
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図図8.10 最終の手動設定最終の手動設定

[D]
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第第9章章 RAID (REDUNDANT ARRAY OF INDEPENDENT DISKS)

9.1. RAID とはとは

     RAID の登場した背景には、容量が小さく手頃なディスクドライブを複数集めてアレイに結合させ、の登場した背景には、容量が小さく手頃なディスクドライブを複数集めてアレイに結合させ、
容量が大きく高価なドライブに負けないパフォーマンスと冗長性を実現しようとする動きがありまし容量が大きく高価なドライブに負けないパフォーマンスと冗長性を実現しようとする動きがありまし
た。この複数のデバイスからなるアレイは、コンピューター上では単一の論理ストレージユニットまたた。この複数のデバイスからなるアレイは、コンピューター上では単一の論理ストレージユニットまた
はドライブとして表されます。はドライブとして表されます。
    

     RAID は、情報が複数のディスクに分散される方法です。は、情報が複数のディスクに分散される方法です。RAID は、は、ディスクストライピングディスクストライピング 
（（RAID レベルレベル 0）、）、ディスクミラーリングディスクミラーリング （（RAID レベルレベル 1）、および）、および パリティー（パリティー（RAID レベルレベル 5））
でのディスクストライピングでのディスクストライピング などの技術を使用して、冗長性、レイテンシーの短縮、ディスクの読み取などの技術を使用して、冗長性、レイテンシーの短縮、ディスクの読み取
りや書き込みのための帯域幅の向上、ハードディスクのクラッシュから復旧する機能を最大化します。りや書き込みのための帯域幅の向上、ハードディスクのクラッシュから復旧する機能を最大化します。
    

     RAID の基本的な概念は、アレイ内の各ドライブにデータを一貫した方法で分散できることです。この基本的な概念は、アレイ内の各ドライブにデータを一貫した方法で分散できることです。こ
れを実行するには、データを最初に一貫して使用するれを実行するには、データを最初に一貫して使用する チャンクチャンク に分割する必要があります（サイズがに分割する必要があります（サイズが 
32K またはまたは 64K のサイズは異なります）。各チャンクは、使用されるのサイズは異なります）。各チャンクは、使用される RAID レベルに従って、レベルに従って、RAID アア
レイのハードドライブに書き込まれます。データを読み取る場合、プロセスは逆になり、アレイ内の複レイのハードドライブに書き込まれます。データを読み取る場合、プロセスは逆になり、アレイ内の複
数のドライブが実際には数のドライブが実際には 1 つの大きなドライブであることを確認できます。つの大きなドライブであることを確認できます。
    

9.2. RAID を使用するユーザーを使用するユーザー

     大量のデータを維持する必要がある場合（システム管理者など）は、大量のデータを維持する必要がある場合（システム管理者など）は、RAID テクノロジーを使用してテクノロジーを使用して
利点があります。利点があります。RAID を使用する主な理由は次のとおりです。を使用する主な理由は次のとおりです。
    

       改善された速度改善された速度
      

       1 つの仮想ディスクを使用したストレージ容量の拡張つの仮想ディスクを使用したストレージ容量の拡張
      

       ディスク障害の影響を軽減ディスク障害の影響を軽減
      

9.3. ハードウェアハードウェア RAID とソフトウェアとソフトウェア RAID の比較の比較

     考えられる考えられる RAID アプローチには、ハードウェアアプローチには、ハードウェア RAID とソフトウェアとソフトウェア RAID のの 2 つがあります。つがあります。
    

9.3.1. ハードウェアハードウェア RAID

      ハードウェアベースのアレイは、ホストからハードウェアベースのアレイは、ホストから RAID サブシステムを管理し、サブシステムを管理し、RAID アレイごとにアレイごとに 1 
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つのディスクのみを提示します。つのディスクのみを提示します。
     

      ハードウェアハードウェア RAID デバイスの例は、デバイスの例は、SCSI コントローラーに接続し、コントローラーに接続し、RAID アレイをアレイを 1 つのつの SCSI 
ドライブとして表示するものです。外部ドライブとして表示するものです。外部 RAID システムは、「システムは、「intelligence」のすべての」のすべての RAID 処理処理
を、外部ディスクサブシステムにあるコントローラーに移動します。サブシステム全体が通常のを、外部ディスクサブシステムにあるコントローラーに移動します。サブシステム全体が通常の SCSI 
コントローラーを介してホストに接続され、コントローラーを介してホストに接続され、1 つのディスクとしてホストに表示されます。つのディスクとしてホストに表示されます。
     

      RAID コントローラーは、オペレーティングシステムへのコントローラーは、オペレーティングシステムへの SCSI コントローラーのようにコントローラーのように 動作動作 し、し、
実際のドライブ通信自体すべてを処理するカードの形式にも提供されます。このような場合は、実際のドライブ通信自体すべてを処理するカードの形式にも提供されます。このような場合は、SCSI 
コントローラーと同様にドライブをコントローラーと同様にドライブを RAID コントローラーにプラグインしますが、コントローラーにプラグインしますが、RAID コントローコントロー
ラーの設定に追加し、オペレーティングシステムは違いを認識しません。ラーの設定に追加し、オペレーティングシステムは違いを認識しません。
     

9.3.2. ソフトウェアソフトウェア RAID

      ソフトウェアソフトウェア RAID では、カーネルディスクでは、カーネルディスク (ブロックデバイスブロックデバイス) コード内に各種のコード内に各種の RAID レベルをレベルを
実装しています。高価ディスクコントローラーカードやホットスワップシャーシなど、最優先的な解決実装しています。高価ディスクコントローラーカードやホットスワップシャーシなど、最優先的な解決

策を提供します。策を提供します。 [2] 必須ではありません。ソフトウェア必須ではありません。ソフトウェア RAID は、は、SCSI ディスクだけでなく安価なディスクだけでなく安価な 
IDE ディスクでも機能します。現在高速なディスクでも機能します。現在高速な CPU により、ソフトウェアにより、ソフトウェア RAID のパフォーマンスは、のパフォーマンスは、
ハードウェアハードウェア RAID に対して調査できます。に対して調査できます。
     

      Linux カーネルのカーネルの MD ドライバーは、完全にハードウェアに依存しないドライバーは、完全にハードウェアに依存しない RAID ソリューションの例ソリューションの例
です。ソフトウェアベースのアレイのパフォーマンスは、サーバーのです。ソフトウェアベースのアレイのパフォーマンスは、サーバーの CPU パフォーマンスと負荷にパフォーマンスと負荷に
よって異なります。よって異なります。
     

      インストール時にソフトウェアインストール時にソフトウェア RAID を設定する方法は、を設定する方法は、10章章ソフトウェアソフトウェア RAID の設定の設定 を参照しを参照し
てください。てください。
     

      ソフトウェアソフトウェア RAID が提供する詳細を知るには、以下に最も重要な機能を紹介します。が提供する詳細を知るには、以下に最も重要な機能を紹介します。
     

        スレッド再構築プロセススレッド再構築プロセス
       

        カーネルベースの設定カーネルベースの設定
       

        再構築なしで再構築なしで Linux マシン間でのアレイの移植性マシン間でのアレイの移植性
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        アイドルシステムリソースを使用したバックグラウンドのアレイ再構築アイドルシステムリソースを使用したバックグラウンドのアレイ再構築
       

        ホットスワップ可能なドライブのサポートホットスワップ可能なドライブのサポート
       

        特定の特定の CPU 最適化を利用する自動最適化を利用する自動 CPU 検出検出
       

9.4. RAID レベルとリニアサポートレベルとリニアサポート

     RAID は、レベルは、レベル 0、、1、、4、、5、リニアなどのさまざまな設定に対応します。これらの、リニアなどのさまざまな設定に対応します。これらの RAID タイプタイプ
は以下のように定義されます。は以下のように定義されます。
    

       レベルレベル 0: RAID レベルレベル 0 は、多くの場合「ストライプ化」と呼ばれ、パフォーマンス指向は、多くの場合「ストライプ化」と呼ばれ、パフォーマンス指向
のストライプ化データマッピング技術です。これは、アレイに書き込まれるデータがストライのストライプ化データマッピング技術です。これは、アレイに書き込まれるデータがストライ
プに分割され、アレイのメンバーディスク全体に書き込まれることを意味します。これによりプに分割され、アレイのメンバーディスク全体に書き込まれることを意味します。これにより
低い固有コストで高い低い固有コストで高い I/O パフォーマンスを実現できますが、冗長性は提供されません。レベパフォーマンスを実現できますが、冗長性は提供されません。レベ
ルル 0 アレイのストレージ容量は、ハードウェアアレイのストレージ容量は、ハードウェア RAID 内のメンバーディスクの合計容量、また内のメンバーディスクの合計容量、また
はソフトウェアはソフトウェア RAID 内のメンバーパーティションの合計容量と同じになります。内のメンバーパーティションの合計容量と同じになります。
      

       レベルレベル 1: RAID レベルレベル 1 または「ミラーリング」は、他のまたは「ミラーリング」は、他の RAID 形式よりも長く使用され形式よりも長く使用され
ています。レベルています。レベル 1 は、アレイ内の各メンバーディスクに同一データを書き込むことで冗長性は、アレイ内の各メンバーディスクに同一データを書き込むことで冗長性
を提供し、各ディスクに対して「ミラーリング」コピーをそのまま残します。ミラーリングを提供し、各ディスクに対して「ミラーリング」コピーをそのまま残します。ミラーリング
は、データの可用性の単純化と高レベルにより、いまでも人気があります。レベルは、データの可用性の単純化と高レベルにより、いまでも人気があります。レベル 1 は、は、2 つつ
以上のディスクで動作します。このディスクは、読み取り時に、データ転送率が高いのに並列以上のディスクで動作します。このディスクは、読み取り時に、データ転送率が高いのに並列
アクセスを使用できるものの、一般的には独立して動作し、高いアクセスを使用できるものの、一般的には独立して動作し、高い I/O トランザクションレートトランザクションレート
を提供します。レベルを提供します。レベル 1 は、非常に優れたデータの信頼性を提供し、読み取り集中型アプリは、非常に優れたデータの信頼性を提供し、読み取り集中型アプリ

ケーションのパフォーマンスを向上しますが、比較的コストが高くなります。ケーションのパフォーマンスを向上しますが、比較的コストが高くなります。[3] レベルレベル 1 アレアレ
イのストレージ容量は、ハードウェアイのストレージ容量は、ハードウェア RAID でミラーリングされたハードディスクのいずれかでミラーリングされたハードディスクのいずれか
の容量と同じか、またはソフトウェアの容量と同じか、またはソフトウェア RAID にミラーリングされたパーティションのにミラーリングされたパーティションの 1 つと等つと等
しくなります。しくなります。
      

       レベルレベル 4: レベルレベル 4 でパリティーを使用でパリティーを使用 [4] データを保護するため、データを保護するため、1 つのディスクドライつのディスクドライ
ブで連結します。これは、大きなファイル転送ではなく、トランザクションブで連結します。これは、大きなファイル転送ではなく、トランザクション I/O に適していまに適していま
す。専用のパリティーディスクは固有のボトルネックを表すため、レベルす。専用のパリティーディスクは固有のボトルネックを表すため、レベル 4 は、ライトバックは、ライトバック
キャッシングなどの付随するテクノロジーを使用せずに使用されます。キャッシングなどの付随するテクノロジーを使用せずに使用されます。RAID レベルレベル 4 は、一は、一
部の部の RAID パーティションスキームではオプションですが、パーティションスキームではオプションですが、Red Hat Enterprise Linux RAID 

インストールではオプションは使用できません。インストールではオプションは使用できません。[5] ハードウェアハードウェア RAID レベルレベル 4 のストレージのストレージ
容量はメンバーディスクの容量と同じで、容量はメンバーディスクの容量と同じで、1 つのメンバーディスクの容量を引いたことができつのメンバーディスクの容量を引いたことができ
ます。ソフトウェアます。ソフトウェア RAID レベルレベル 4 のストレージ容量は、メンバーパーティションの容量と同のストレージ容量は、メンバーパーティションの容量と同
じで、パーティションのサイズを等しい場合は、パーティションのじで、パーティションのサイズを等しい場合は、パーティションの 1 つを減算します。つを減算します。
      

       レベルレベル 5: これはこれは RAID の最も一般的なタイプです。の最も一般的なタイプです。RAID レベルレベル 5 は、アレイのメンバーは、アレイのメンバー
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ディスクドライブの一部またはすべてにパリティーを分散することで、レベルディスクドライブの一部またはすべてにパリティーを分散することで、レベル 4 に固有の書きに固有の書き
込みボトルネックを排除します。パリティー計算プロセスのみがパフォーマンスのボトルネッ込みボトルネックを排除します。パリティー計算プロセスのみがパフォーマンスのボトルネッ
クです。最新のクです。最新の CPU とソフトウェアとソフトウェア RAID では、通常非常に大きな問題ではありません。レベでは、通常非常に大きな問題ではありません。レベ
ルル 4 と同様に、読み取りは書き込みを大幅に上回ります。レベルと同様に、読み取りは書き込みを大幅に上回ります。レベル 5 は、多くの場合、ライトは、多くの場合、ライト
バックキャッシングで使用され、アクレメトリーを削減します。ハードウェアバックキャッシングで使用され、アクレメトリーを削減します。ハードウェア RAID レベルレベル 5 
のストレージ容量はメンバーディスクの容量と同じで、のストレージ容量はメンバーディスクの容量と同じで、1 つのメンバーディスクの容量を引いつのメンバーディスクの容量を引い
たことができます。ソフトウェアたことができます。ソフトウェア RAID レベルレベル 5 のストレージ容量は、メンバーパーティショのストレージ容量は、メンバーパーティショ
ンの容量と同じで、パーティションのサイズを等しい場合は、パーティションのンの容量と同じで、パーティションのサイズを等しい場合は、パーティションの 1 つを減算しつを減算し
ます。ます。
      

       リニアリニア RAID - リニアリニア RAID は、より大きな仮想ドライブを作成するためのドライブを簡単は、より大きな仮想ドライブを作成するためのドライブを簡単
にグループ化したものです。リニアにグループ化したものです。リニア RAID では、あるメンバードライブからチャンクが順次割では、あるメンバードライブからチャンクが順次割
り当てられます。最初のドライブが完全に満杯になったときにのみ次のドライブに移動しまり当てられます。最初のドライブが完全に満杯になったときにのみ次のドライブに移動しま
す。これにより、メンバードライブ間のす。これにより、メンバードライブ間の I/O 操作が分割される可能性はないため、パフォーマ操作が分割される可能性はないため、パフォーマ
ンスの向上は見られません。リニアンスの向上は見られません。リニア RAID には冗長性がなく、実際に、信頼性は低下します。には冗長性がなく、実際に、信頼性は低下します。
いずれかのメンバードライブに障害が発生した場合は、アレイ全体を使用することができませいずれかのメンバードライブに障害が発生した場合は、アレイ全体を使用することができませ
ん。容量はすべてのメンバーディスクの合計になります。ん。容量はすべてのメンバーディスクの合計になります。
      

[2] 
       ホットスワップシャーシを使用すると、システムの電源を切らずにハードドライブを削除できまホットスワップシャーシを使用すると、システムの電源を切らずにハードドライブを削除できま
す。す。
      

[3] 
        RAID レベルレベル 1 は、ドライブ領域を無駄にするアレイ内のすべてのディスクに同じ情報を書き込むは、ドライブ領域を無駄にするアレイ内のすべてのディスクに同じ情報を書き込む
ため、高価になります。たとえば、ため、高価になります。たとえば、root(/)パーティションがパーティションが 2 つのつの 40G ドライブに存在するようにドライブに存在するように 
RAID レベルレベル 1 が設定されている場合は、合計が設定されている場合は、合計 80G があり、そのがあり、その 80G のの 40G のみにアクセスできまのみにアクセスできま
す。他のす。他の 40G は最初のは最初の 40G のミラーのように動作します。のミラーのように動作します。
       

[4] 
        パリティー情報は、アレイ内の残りのメンバーディスクのコンテンツに基づいて計算されます。こパリティー情報は、アレイ内の残りのメンバーディスクのコンテンツに基づいて計算されます。こ
の情報は、アレイ内のいずれかのディスクに障害が発生した場合にデータの再構築に使用できます。その情報は、アレイ内のいずれかのディスクに障害が発生した場合にデータの再構築に使用できます。そ
の後、再構築されたデータを使用して、交換前に失敗したディスクにの後、再構築されたデータを使用して、交換前に失敗したディスクに I/O 要求に対応でき、交換後に失要求に対応でき、交換後に失
敗したディスクを接続します。敗したディスクを接続します。
       

[5] 
        RAID レベルレベル 4 は、は、RAID レベルレベル 5 と同じ領域を使用しますが、レベルと同じ領域を使用しますが、レベル 5 の方が利点があります。の方が利点があります。
このため、レベルこのため、レベル 4 はサポートされません。はサポートされません。
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第第10章章 ソフトウェアソフトウェア RAID の設定の設定

    ソフトウェアソフトウェア RAID は、グラフィカルインストールプロセス、テキストベースのインストールプロセは、グラフィカルインストールプロセス、テキストベースのインストールプロセ
ス、またはキックスタートインストール中に設定できます。本章では、ス、またはキックスタートインストール中に設定できます。本章では、ディスクディスク Druid インターフェーインターフェー
スを使用して、インストール時にソフトウェアスを使用して、インストール時にソフトウェア RAID を設定する方法を説明します。を設定する方法を説明します。
   

    9章章RAID (Redundant Array of Independent Disks) は、最初には、最初に RAID、ハードウェアおよびソフト、ハードウェアおよびソフト
ウェアウェア RAID の相違点、およびの相違点、および RAID 0、、1、および、および 5 の相違点を参照してください。の相違点を参照してください。RAID の設定に必の設定に必
要な手順の概要を以下に示します。要な手順の概要を以下に示します。
   

      ソフトウェアソフトウェア RAID パーティションパーティション を物理ハードドライブに適用する。を物理ハードドライブに適用する。
     

      起動パーティション起動パーティション(/boot/)がが RAID 分割に存在する場合は、分割に存在する場合は、RAID 1 パーティション上にあパーティション上にあ
るる 必要必要 があります。があります。
     

      ソフトウェアソフトウェア RAID パーティションからパーティションから RAID デバイスデバイス を作成する。を作成する。
     

      必要に必要に 応じ応じ て、て、RAID デバイスからデバイスから LVM  を設定します。を設定します。RAID の設定後にの設定後に LVM を設定すを設定す
る方法は、る方法は、8章章LVM の設定の設定 を参照してください。を参照してください。
     

      RAID デバイスからデバイスから ファイルシステムファイルシステム を作成する。を作成する。
     

備考備考

     以下の手順は、以下の手順は、GUI のインストール時に示していますが、テキストベースのインスのインストール時に示していますが、テキストベースのインス
トールで同じことができます。トールで同じことができます。
    

     ソフトウェアソフトウェア RAID の設定は、インストールプロセス時にの設定は、インストールプロセス時に ディスクディスク Druid で手動でで手動で
行う必要があります。行う必要があります。
    

    2 9.1 GB のの SCSI ドライブ（ドライブ（/dev/sda およびおよび /dev/sdb）が以下の例で使用されています。複数の）が以下の例で使用されています。複数の 
RAID デバイスを実装して、シンプルなデバイスを実装して、シンプルな RAID 1 設定を作成する方法について詳しく説明します。設定を作成する方法について詳しく説明します。
   

    ディスクパーティションセットアップディスクパーティションセットアップ 画面で、ディスク画面で、ディスク Druid を使用した手動パーティションを使用した手動パーティション をを 選選
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択します。択します。
   

10.1. RAID パーティションの作成パーティションの作成

     一般的な状況では、ディスクドライブが新規またはフォーマットされます。両方のドライブは、一般的な状況では、ディスクドライブが新規またはフォーマットされます。両方のドライブは、図図
10.1「「2 つのつの Blank Drives（構成に（構成に Ready）」）」 にパーティション設定のないにパーティション設定のない raw デバイスとして表示デバイスとして表示
されます。されます。
    

図図10.1 2 つのつの Blank Drives（構成に（構成に Ready））

[D]

1. 
       Disk Druid でで RAID を選択し、ソフトウェアを選択し、ソフトウェア RAID の作成画面を入力します。の作成画面を入力します。
      

2. 
       図図10.2「「RAID パーティションオプション」パーティションオプション」 にあるようにあるよう に、ソフトウェアに、ソフトウェア RAID パーティパーティ
ションの作成ションの作成 をを 選択して、選択して、RAID パーティションを作成します。パーティションを作成します。RAID パーティションとパーティションと 
RAID デバイスが作成されるまで、その他のデバイスが作成されるまで、その他の RAID オプション（マウントポイントの入力なオプション（マウントポイントの入力な
ど）はできません。ど）はできません。
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図図10.2 RAID パーティションオプションパーティションオプション

[D]

3. 
       ソフトウェアソフトウェア RAID パーティションは、パーティションは、1 つのドライブに制限する必要がありまつのドライブに制限する必要がありま
す。す。Allowable Drives には、には、RAID を作成するドライブを選択します。複数のドライブがあるを作成するドライブを選択します。複数のドライブがある
場合は、すべてのドライブが選択され、場合は、すべてのドライブが選択され、1 つのドライブからすべての選択を解除する必要があつのドライブからすべての選択を解除する必要があ
ります。ります。
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図図10.3 RAID パーティションの追加パーティションの追加

[D]

4. 
       パーティションを設定するサイズを入力します。パーティションを設定するサイズを入力します。
      

5. 
       Fixed size を選択してパーティションの指定サイズを作成し、を選択してパーティションの指定サイズを作成し、Fill all space up to(MB) をを
選択し、パーティションサイズの範囲を選択し、パーティションサイズの範囲を MB 単位で入力単位で入力 するか、するか、Fill を選択して、ハードディを選択して、ハードディ
スクで利用可能な領域をすべて埋めます。複数のパーティションを拡大できる場合は、ディススクで利用可能な領域をすべて埋めます。複数のパーティションを拡大できる場合は、ディス
クで利用可能な空き領域を共有します。クで利用可能な空き領域を共有します。
      

6. 
       パーティションをパーティションを プライマリーパーティションにするには、プライマリーパーティションにするには、Force to a primary partition 
を選択します。プライマリーパーティションは、ハードドライブの最初のを選択します。プライマリーパーティションは、ハードドライブの最初の 4 つのパーティショつのパーティショ
ンのンの 1 つです。選択しないと、パーティションが論理パーティションとして作成されます。他つです。選択しないと、パーティションが論理パーティションとして作成されます。他
のオペレーティングシステムがすでにシステムにインストールされている場合は、このオプのオペレーティングシステムがすでにシステムにインストールされている場合は、このオプ
ションの選択を解除することを検討する必要があります。プライマリーパーティションと論理ションの選択を解除することを検討する必要があります。プライマリーパーティションと論理
的的/拡張パーティションの詳細は、『拡張パーティションの詳細は、『『インストールガイド』『インストールガイド』』』 の付録セクションを参照してくの付録セクションを参照してく
ださい。ださい。
      

7. 
       OK をクリックしてメイン画面に戻ります。をクリックしてメイン画面に戻ります。
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     この手順を繰り返して、この手順を繰り返して、RAID 設定に必要なパーティションを多数作成します。すべてのパーティ設定に必要なパーティションを多数作成します。すべてのパーティ
ションをションを RAID パーティションにする必要はありません。たとえば、パーティションにする必要はありません。たとえば、/boot/ パーティションのみをソフパーティションのみをソフ
トウェアトウェア RAID デバイスとして設定し、デバイスとして設定し、root パーティションパーティション(/)、、 /home/、および、および swap を通常のファを通常のファ
イルシステムとして残すことができます。イルシステムとして残すことができます。図図10.4「「RAID 1 パーティションがパーティションが Ready、、Pre-Device、お、お
よびよび Mount Point の作成」の作成」  RAID 1 設定（設定（ /boot/の場合）に正常に割り当てられた領域が表示されまの場合）に正常に割り当てられた領域が表示されま
す。これは、す。これは、RAID デバイスとマウントポイントの作成の準備が整いました。デバイスとマウントポイントの作成の準備が整いました。
    

図図10.4 RAID 1 パーティションがパーティションが Ready、、Pre-Device、および、および Mount Point の作成の作成

[D]

10.2. RAID デバイスとマウントポイントの作成デバイスとマウントポイントの作成

     ソフトウェアソフトウェア RAID パーティションとしてパーティションをすべて作成したら、以下の手順でパーティションとしてパーティションをすべて作成したら、以下の手順で RAID 
デバイスとマウントポイントを作成します。デバイスとマウントポイントを作成します。
    

1. 
       Disk Druid main partitioning 画面で画面で RAID ボタンを選択します（ボタンを選択します（ 図図10.5「「RAID オプショオプショ
ン」ン」を参照）。を参照）。
      

2. 
       図図10.5「「RAID オプション」オプション」 が表示されます。が表示されます。Create a RAID device を選択します。を選択します。
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図図10.5 RAID オプションオプション

[D]

3. 
       次に次に 図図10.6「「RAID デバイスの作成およびマウントポイントの割り当て」デバイスの作成およびマウントポイントの割り当て」 が表示されまが表示されま
す。ここでは、す。ここでは、RAID デバイスを作成してマウントポイントを割り当てることができます。デバイスを作成してマウントポイントを割り当てることができます。
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図図10.6 RAID デバイスの作成およびマウントポイントの割り当てデバイスの作成およびマウントポイントの割り当て

[D]

4. 
       マウントポイントを入力します。マウントポイントを入力します。
      

5. 
       パーティションのファイルシステムタイプを選択します。この時点で、動的パーティションのファイルシステムタイプを選択します。この時点で、動的 LVM ファイルファイル
システム、または従来の静的システム、または従来の静的 ext2/ext3 ファイルシステムを設定できます。ファイルシステムを設定できます。RAID デバイスにデバイスに 
LVM を設定する方法は、を設定する方法は、物理ボリューム物理ボリューム(LVM) を選択してからを選択してから 8章章LVM の設定の設定 を参照してくを参照してく
ださい。ださい。LVM が必要ない場合は、以下の手順に進んでください。が必要ない場合は、以下の手順に進んでください。
      

6. 
       RAID デバイスのデバイスの md0 などのデバイス名を選択します。などのデバイス名を選択します。
      

7. 
       RAID レベルを選択します。レベルを選択します。RAID 0、、 RAID 1、および、および RAID 5 から選択できます。実装すから選択できます。実装す
るる RAID レベルの決定にサポートが必要な場合は、レベルの決定にサポートが必要な場合は、9章章RAID (Redundant Array of 
Independent Disks) を参照してください。を参照してください。
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備考備考

        /boot/ のの RAID パーティションを作成する場合は、パーティションを作成する場合は、RAID レベルレベル 1 を選択すを選択す
る必要があります。また、最初のる必要があります。また、最初の 2 つのドライブ（つのドライブ（IDE 1、、SCSI 2）のいずれか）のいずれか
を使用する必要があります。を使用する必要があります。/boot/ のの RAID パーティションを作成しておらず、パーティションを作成しておらず、
root ファイルシステムファイルシステム(/)用に用に RAID パーティションを作成している場合は、パーティションを作成している場合は、
RAID レベルレベル 1 にする必要があります。また、最初のにする必要があります。また、最初の 2 つのドライブ（つのドライブ（IDE 1、、
SCSI 2）のいずれかを使用する必要があります。）のいずれかを使用する必要があります。
       

図図10.7 /boot/ マウントエラーマウントエラー

[D]

8. 
       作成した作成した RAID パーティションがパーティションが RAID メンバーメンバー の一覧に表示されます。の一覧に表示されます。RAID デバイスデバイス
の作成に使用するパーティションを選択します。の作成に使用するパーティションを選択します。
      

9. 
       RAID 1 またはまたは RAID 5 を設定する場合は、予備のパーティションの数を指定します。ソフを設定する場合は、予備のパーティションの数を指定します。ソフ
トウェアトウェア RAID パーティションに障害が発生した場合、スペアは代替として自動的に使用されパーティションに障害が発生した場合、スペアは代替として自動的に使用され
ます。指定する各ペアについて、（ます。指定する各ペアについて、（RAID デバイスのパーティションに加えて）追加のソフトデバイスのパーティションに加えて）追加のソフト
ウェアウェア RAID パーティションを作成する必要があります。パーティションを作成する必要があります。RAID デバイスのパーティションデバイスのパーティション
と、予備のパーティションを選択します。と、予備のパーティションを選択します。
      

10. 
       OK をクリックすると、をクリックすると、RAID デバイスがドライブのデバイスがドライブの 概要一覧に表示概要一覧に表示 されます。されます。
      

11. 
       この章では、この章では、root パーティションパーティション(/)、、 /home/、、swap など、追加のパーティション、デバなど、追加のパーティション、デバ
イス、マウントポイントを設定するプロセス全体を繰り返します。イス、マウントポイントを設定するプロセス全体を繰り返します。
      

     設定全体が終わると、設定全体が終わると、図図10.8「「RAID 設定のサンプル」設定のサンプル」 に示される図は、に示される図は、RAID の使用を除きデフォの使用を除きデフォ
ルト設定のようになります。ルト設定のようになります。
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図図10.8 RAID 設定のサンプル設定のサンプル

[D]

     図図10.9「「LVM 設定を使用した設定を使用した RAID の最終的なサンプル」の最終的なサンプル」  に示されている図は、に示されている図は、RAID およびおよび LVM 
の設定例です。の設定例です。
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図図10.9 LVM 設定を使用した設定を使用した RAID の最終的なサンプルの最終的なサンプル

[D]

     インストールプロセスを続行できます。その他の手順については、『インストールプロセスを続行できます。その他の手順については、『『インストールガイド』『インストールガイド』』』 をを
参照してください。参照してください。
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第第11章章 SWAP 領域領域

11.1. 変動スペースとは変動スペースとは

     Linux のの スワップ領域スワップ領域 は、物理メモリーは、物理メモリー (RAM) が不足すると使用されます。システムに多くのメモが不足すると使用されます。システムに多くのメモ
リーリソースが必要で、リーリソースが必要で、RAM が不足すると、メモリーの非アクティブなページがスワップ領域に移動が不足すると、メモリーの非アクティブなページがスワップ領域に移動
します。スワップ領域は、します。スワップ領域は、RAM が少ないマシンで役に立ちますが、が少ないマシンで役に立ちますが、RAM の代わりに使用しないようにの代わりに使用しないように
してください。スワップ領域はハードドライブにあり、そのアクセス速度は物理メモリーに比べると遅してください。スワップ領域はハードドライブにあり、そのアクセス速度は物理メモリーに比べると遅
くなります。くなります。
    

     スワップ領域の構成は、専用のスワップパーティションスワップ領域の構成は、専用のスワップパーティション (推奨推奨)、スワップファイル、またはスワッ、スワップファイル、またはスワッ
プパーティションとスワップファイルの組み合せが考えられます。プパーティションとスワップファイルの組み合せが考えられます。
    

     swap のサイズは、最大のサイズは、最大 2 GB の物理メモリーに対して、コンピューターの物理メモリーのの物理メモリーに対して、コンピューターの物理メモリーの 2 倍以上倍以上
である必要があります。物理である必要があります。物理 RAM がが 2 GB を超える場合、スワップのサイズはを超える場合、スワップのサイズは 2 GB を超える物理メを超える物理メ
モリーの容量と同じである必要があります。モリーの容量と同じである必要があります。swap のサイズは、のサイズは、32 MB 未満にしないでください。未満にしないでください。
    

     この基本的な式を使用すると、この基本的な式を使用すると、2 GB の物理メモリーを持つシステムにはの物理メモリーを持つシステムには 4 GB のの swap が設定されが設定され
ます。また、ます。また、3 GB の物理メモリーを持つシステムのの物理メモリーを持つシステムの swap はは 5 GB です。です。
    

備考備考

      ただし、ただし、Red Hat Enterprise Linux に割り当てるスワップ量を決定することは、人に割り当てるスワップ量を決定することは、人
数よりも多くあるため、ハードルールはできません。スワップサイズを決定するとき数よりも多くあるため、ハードルールはできません。スワップサイズを決定するとき
は、各システムの最も使用されているアプリケーションを考慮する必要があります。は、各システムの最も使用されているアプリケーションを考慮する必要があります。
     

重要な影響重要な影響

      スワップ領域として割り当てたファイルシステムおよびスワップ領域として割り当てたファイルシステムおよび LVM2 ボリュームは、変更ボリュームは、変更
時に使用時に使用 できませんできません。たとえば、システムプロセスに。たとえば、システムプロセスに swap 領域が割り当てられず、領域が割り当てられず、
カーネルにより割り当てて使用するスワップはできません。カーネルにより割り当てて使用するスワップはできません。free コマンドおよびコマンドおよび cat 
/proc/swaps コマンドを使用して、スワップの使用量と、使用中の場所を確認します。コマンドを使用して、スワップの使用量と、使用中の場所を確認します。
     

      スワップ領域の変更を実現する最適な方法は、システムをレスキューモードで起動しスワップ領域の変更を実現する最適な方法は、システムをレスキューモードで起動し
てから、本章の残りの手順（各シナリオ用）に従うことです。レスキューモードで起動てから、本章の残りの手順（各シナリオ用）に従うことです。レスキューモードで起動
する方法は、する方法は、5章章基本的なシステムの復元基本的なシステムの復元 を参照してください。ファイルシステムをマを参照してください。ファイルシステムをマ
ウントするように指示されたら、ウントするように指示されたら、スキップスキップ を選択します。を選択します。
     

11.2. スワップ領域の追加スワップ領域の追加
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     場合によっては、インスト－ルした後にさらに場合によっては、インスト－ルした後にさらに swap 領域の追加が必要になることもあります。た領域の追加が必要になることもあります。た
とえば、システムのとえば、システムの RAM 容量を容量を 128 MB からから 256 MB にアップグレードできますが、にアップグレードできますが、swap 領域は領域は 
256 MB のみになります。メモリーを大幅に消費する操作を実行している場合や、大量のメモリーを必のみになります。メモリーを大幅に消費する操作を実行している場合や、大量のメモリーを必
要とするアプリケーションを実行する場合には、スワップ領域を要とするアプリケーションを実行する場合には、スワップ領域を 512 MB に増やすと有益となる可能性に増やすと有益となる可能性
があります。があります。
    

     選択肢が３つあります選択肢が３つあります: 新規の新規の swap パーティションの作成、新規のパーティションの作成、新規の swap ファイルの作成、あるいファイルの作成、あるい
は既存のは既存の LVM2 論理ボリューム上で論理ボリューム上で swap の拡張。この中では、既存論理ボリュームを拡張することがの拡張。この中では、既存論理ボリュームを拡張することが
推奨されます。推奨されます。
    

11.2.1. LVM2 論理ボリュームでのスワップ領域の拡張論理ボリュームでのスワップ領域の拡張

      LVM2 スワップ論理ボリュームを拡張するには（スワップ論理ボリュームを拡張するには（ /dev/VolGroup00/LogVol01 が拡張するボリューが拡張するボリュー
ムと想定します）。ムと想定します）。
     

1. 
        関連付けられている論理ボリュームのスワップ機能を無効にします。関連付けられている論理ボリュームのスワップ機能を無効にします。
       

 # swapoff -v /dev/VolGroup00/LogVol01 

2. 
        LVM2 論理ボリュームのサイズを論理ボリュームのサイズを 256 MB に変更します。に変更します。
       

 # lvm lvresize /dev/VolGroup00/LogVol01 -L +256M 

3. 
        新しいスワップ領域をフォーマットします。新しいスワップ領域をフォーマットします。
       

 # mkswap /dev/VolGroup00/LogVol01 

4. 
        拡張論理ボリュームを有効にします。拡張論理ボリュームを有効にします。
       

 # swapon -va 

5. 
        論理ボリュームが適切に拡張されていることを確認します。論理ボリュームが適切に拡張されていることを確認します。
       

 # cat /proc/swaps # free 

11.2.2. スワップのスワップの LVM2 論理ボリュームの作成論理ボリュームの作成
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      スワップボリュームグループを追加するにはスワップボリュームグループを追加するには (/dev/VolGroup00/LogVol02 が追加するスワップボが追加するスワップボ
リュームであると想定リュームであると想定)、以下を実行します。、以下を実行します。
     

1. 
        サイズがサイズが 256 MB のの LVM2 論理ボリュームを作成します。論理ボリュームを作成します。
       

 # lvm lvcreate VolGroup00 -n LogVol02 -L 256M 

2. 
        新しいスワップ領域をフォーマットします。新しいスワップ領域をフォーマットします。
       

 # mkswap /dev/VolGroup00/LogVol02 

3. 
        次のエントリーを次のエントリーを /etc/fstab ファイルに追加します。ファイルに追加します。
       

 /dev/VolGroup00/LogVol02 swap swap defaults 0 0 

4. 
        拡張論理ボリュームを有効にします。拡張論理ボリュームを有効にします。
       

 # swapon -va 

5. 
        論理ボリュームが適切に拡張されていることを確認します。論理ボリュームが適切に拡張されていることを確認します。
       

 # cat /proc/swaps # free 

11.2.3. スワップファイルの作成スワップファイルの作成

      swap ファイルを追加します。ファイルを追加します。
     

1. 
        新しいスワップファイルのサイズをメガバイト単位で指定してから、そのサイズに新しいスワップファイルのサイズをメガバイト単位で指定してから、そのサイズに 1024 
をかけてブロック数を指定します。たとえばスワップファイルのサイズがをかけてブロック数を指定します。たとえばスワップファイルのサイズが 64 MB の場合は、ブの場合は、ブ
ロック数がロック数が 65536 になります。になります。
       

2. 
        root としてシェルプロンプトで、必要なブロックサイズと同じとしてシェルプロンプトで、必要なブロックサイズと同じ カウントカウント を持つ以下のコを持つ以下のコ
マンドを入力します。マンドを入力します。
       

dd if=/dev/zero of=/swapfile bs=1024 count=65536
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3. 
        次のコマンドでスワップファイルをセットアップします。次のコマンドでスワップファイルをセットアップします。
       

mkswap /swapfile

4. 
        スワップファイルを起動時に自動的にではなく、すぐに有効にする場合は、以下を実行しスワップファイルを起動時に自動的にではなく、すぐに有効にする場合は、以下を実行し
ます。ます。
       

swapon /swapfile

5. 
        起動時に有効にするには、起動時に有効にするには、/etc/fstab を編集して以下のエントリーを含めます。を編集して以下のエントリーを含めます。
       

/swapfile          swap            swap    defaults        0 0

        次にシステムが起動すると、新しいスワップファイルが有効になります。次にシステムが起動すると、新しいスワップファイルが有効になります。
       

6. 
        新しいスワップファイルを追加して有効にしたら、新しいスワップファイルを追加して有効にしたら、cat /proc/swaps またはまたは free のコマンのコマン
ドの出力を表示してこれが有効であることを確認します。ドの出力を表示してこれが有効であることを確認します。
       

11.3. スワップ領域の削除スワップ領域の削除

     インスト－ルの後にインスト－ルの後に swap 領域を減らすことが賢明な場合もあります。たとえば、システムの領域を減らすことが賢明な場合もあります。たとえば、システムの RAM 
容量を容量を 1 GB からから 512 MB にダウングレードするとします。しかし、依然としてにダウングレードするとします。しかし、依然として 2 GB のスワップスのスワップス
ペースが割り当てられています。ディスク領域が大きくなるペースが割り当てられています。ディスク領域が大きくなる (2 GB などなど) と無駄になる可能性があるたと無駄になる可能性があるた
め、スワップ領域をめ、スワップ領域を 1 GB に減らすことでメリットを得られることがあります。に減らすことでメリットを得られることがあります。
    

     ここでも選択肢が３つありますここでも選択肢が３つあります: swap 用に使用していた用に使用していた LVM2 論理ボリューム全体を削除、論理ボリューム全体を削除、swap 
ファイルの削除、あるいは既存のファイルの削除、あるいは既存の LVM2 論理ボリューム上の論理ボリューム上の swap 領域の低減。領域の低減。
    

11.3.1. LVM2 論理ボリュームでのスワップ領域の縮小論理ボリュームでのスワップ領域の縮小

      LVM2 スワップ論理ボリュームを減らします（スワップ論理ボリュームを減らします（ /dev/VolGroup00/LogVol01 が拡張するボリュームが拡張するボリューム
を想定）。を想定）。
     

1. 
        関連付けられている論理ボリュームのスワップ機能を無効にします。関連付けられている論理ボリュームのスワップ機能を無効にします。
       

 # swapoff -v /dev/VolGroup00/LogVol01 
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2. 
        LVM2 論理ボリュームのサイズを変更して論理ボリュームのサイズを変更して 512 MB 削減します。削減します。
       

 # lvm lvreduce /dev/VolGroup00/LogVol01 -L -512M 

3. 
        新しいスワップ領域をフォーマットします。新しいスワップ領域をフォーマットします。
       

 # mkswap /dev/VolGroup00/LogVol01 

4. 
        拡張論理ボリュームを有効にします。拡張論理ボリュームを有効にします。
       

 # swapon -va 

5. 
        論理ボリュームが適切に縮小されたことをテストします。論理ボリュームが適切に縮小されたことをテストします。
       

 # cat /proc/swaps # free 

11.3.2. スワップのスワップの LVM2 論理ボリュームの削除論理ボリュームの削除

      swap 論理ボリュームは使用できません（ボリュームのシステムロックやプロセスはありませ論理ボリュームは使用できません（ボリュームのシステムロックやプロセスはありませ
ん）。最も簡単にこれを実現する方法は、システムをレスキューモードで起動することです。レスん）。最も簡単にこれを実現する方法は、システムをレスキューモードで起動することです。レス
キューモードで起動する方法は、キューモードで起動する方法は、5章章基本的なシステムの復元基本的なシステムの復元 を参照してください。ファイルシステムを参照してください。ファイルシステム
をマウントするように指示されたら、をマウントするように指示されたら、スキップスキップ を選択します。を選択します。
     

      swap ボリュームグループを削除しますボリュームグループを削除します (/dev/VolGroup00/LogVol02 が削除するボリュームであるが削除するボリュームである
としますとします)。。
     

1. 
        関連付けられている論理ボリュームのスワップ機能を無効にします。関連付けられている論理ボリュームのスワップ機能を無効にします。
       

 # swapoff -v /dev/VolGroup00/LogVol02 

2. 
        サイズサイズ 512MB のの LVM2 論理ボリュームを削除します。論理ボリュームを削除します。
       

 # lvm lvremove /dev/VolGroup00/LogVol02 

3. 
        /etc/fstab ファイルから次のエントリーを削除します。ファイルから次のエントリーを削除します。
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 /dev/VolGroup00/LogVol02 swap swap defaults 0 0 

4. 
        論理ボリュームが適切に拡張されていることを確認します。論理ボリュームが適切に拡張されていることを確認します。
       

 # cat /proc/swaps # free 

11.3.3. スワップファイルの削除スワップファイルの削除

      swap ファイルを削除します。ファイルを削除します。
     

1. 
        root としてシェルプロンプトで以下のコマンドを実行してスワップファイルを無効にしまとしてシェルプロンプトで以下のコマンドを実行してスワップファイルを無効にしま
す（す（ /swapfile はスワップファイル）。はスワップファイル）。
       

 # swapoff -v /swapfile 

2. 
        /etc/fstab ファイルから該当するエントリーを削除します。ファイルから該当するエントリーを削除します。
       

3. 
        実際のファイルを削除します。実際のファイルを削除します。
       

 # rm /swapfile 

11.4. SWAP 領域の移動領域の移動

     スワップスペースをある場所から別の場所に移動するには、スワップスペースを削除する手順を実スワップスペースをある場所から別の場所に移動するには、スワップスペースを削除する手順を実
行してから、スワップスペースを追加する手順を実行します。行してから、スワップスペースを追加する手順を実行します。
    

Red Hat Enterprise Linux 4 システム管理ガイドシステム管理ガイド

140



第第12章章 ディスクストレージの管理ディスクストレージの管理

    さまざまなメソッドの概要さまざまなメソッドの概要...
   

12.1. PARTEDで標準パーティションで標準パーティション

     多くのユーザーは、既存のパーティションテーブルの表示、パーティションのサイズの変更、パー多くのユーザーは、既存のパーティションテーブルの表示、パーティションのサイズの変更、パー
ティションの削除、空き領域からのパーティションの追加、またはハードドライブの追加が必要になりティションの削除、空き領域からのパーティションの追加、またはハードドライブの追加が必要になり
ます。ユーティリティーます。ユーティリティー parted を使用すると、ユーザーはこれらのタスクを実行することができまを使用すると、ユーザーはこれらのタスクを実行することができま
す。本章では、す。本章では、parted を使用してファイルシステムタスクを実行する方法を説明します。を使用してファイルシステムタスクを実行する方法を説明します。
    

     システムのディスク領域の使用状況を表示したり、ディスク領域の使用量を監視する場合システムのディスク領域の使用状況を表示したり、ディスク領域の使用量を監視する場合
は、は、「ファイルシステム」「ファイルシステム」 を参照してください。を参照してください。
    

     parted ユーティリティーを使用するには、ユーティリティーを使用するには、parted パッケージがインストールされている。パッケージがインストールされている。parted 
を起動するには、を起動するには、root としてシェルプロンプトでとしてシェルプロンプトで parted /dev/sda コマンドを入力します。コマンドを入力します。/dev/sda 
は、設定するドライブのデバイス名です。は、設定するドライブのデバイス名です。(parted) プロンプトが表示されます。利用可能なコマンドのプロンプトが表示されます。利用可能なコマンドの
一覧を表示するには、一覧を表示するには、help と入力します。と入力します。
    

     パーティションを作成、削除、またはサイズ変更する場合は、デバイスを使用できなくなりますパーティションを作成、削除、またはサイズ変更する場合は、デバイスを使用できなくなります
（パーティションをマウントできず、（パーティションをマウントできず、swap 領域を有効化できません）。カーネルが変更を適切に認識領域を有効化できません）。カーネルが変更を適切に認識
しないため、パーティションテーブルは使用中の間変更しないでください。データは、パーティションしないため、パーティションテーブルは使用中の間変更しないでください。データは、パーティション
テーブルとマウントされたパーティションが一致しないため、誤ったパーティションに書き込むことでテーブルとマウントされたパーティションが一致しないため、誤ったパーティションに書き込むことで
上書きされる可能性があります。最も簡単にこれを実現する方法は、システムをレスキューモードで起上書きされる可能性があります。最も簡単にこれを実現する方法は、システムをレスキューモードで起
動することです。レスキューモードで起動する方法は、動することです。レスキューモードで起動する方法は、5章章基本的なシステムの復元基本的なシステムの復元 を参照してくださを参照してくださ
い。ファイルシステムをマウントするように指示されたら、い。ファイルシステムをマウントするように指示されたら、スキップスキップ を選択します。を選択します。
    

     または、ドライブに使用中のパーティションまたは、ドライブに使用中のパーティション (ファイルシステムがアンマウントされないように使用ファイルシステムがアンマウントされないように使用
またはロックしているシステムプロセスまたはロックしているシステムプロセス) がない場合、がない場合、umount コマンドでパーティションをアンマウコマンドでパーティションをアンマウ
ントし、ントし、swapoff コマンドで、ハードドライブのすべてのスワップ領域を無効にできます。コマンドで、ハードドライブのすべてのスワップ領域を無効にできます。
    

     表表12.1「「parted コマンド」コマンド」 一般的に使用される一般的に使用される parted コマンドの一覧が含まれています。以下のコマンドの一覧が含まれています。以下の
セクションでは、その一部について詳細に説明します。セクションでは、その一部について詳細に説明します。
    

表表12.1 parted コマンドコマンド

 コマンドコマンド  説明説明 

 check minor-num  ファイルシステムの簡単なチェックを実行しまファイルシステムの簡単なチェックを実行しま
す。す。 
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 cp fromto  ファイルシステムをあるパーティションから別ファイルシステムをあるパーティションから別
のパーティションにコピーします。のパーティションにコピーします。from とと to 
はパーティションのマイナー番号です。はパーティションのマイナー番号です。 

 help  利用可能なコマンドの一覧を表示します。利用可能なコマンドの一覧を表示します。 

 mklabel label  パーティションテーブル用のディスクラベルをパーティションテーブル用のディスクラベルを
作成します。作成します。 

 mkfs minor-numfile-system-type  タイプタイプ file-system-type のファイルシステムのファイルシステム
を作成します。を作成します。 

 mkpart part-typefs-typestart-mbend-mb  新しいファイルシステムを作成せずに、パー新しいファイルシステムを作成せずに、パー
ティションを作成します。ティションを作成します。 

 mkpartfs part-typefs-typestart-mbend-mb  パーティションを作成し、指定されたファイルパーティションを作成し、指定されたファイル
システムを作成します。システムを作成します。 

 move minor-numstart-mbend-mb  パーティションを移動します。パーティションを移動します。 

 name minor-numname  Mac とと PC98 のディスクラベル用のみのパーのディスクラベル用のみのパー
ティションに名前を付けます。ティションに名前を付けます。 

 print  パーティションテーブルを表示します。パーティションテーブルを表示します。 

 quit  parted を終了します。を終了します。 

 rescuestart-mbend-mb  start-mb からから end-mb へ、消失したパーティへ、消失したパーティ
ションを復旧します。ションを復旧します。 

 resize minor-numstart-mbend-mb  パーティションのサイズをパーティションのサイズを start-mb からから end-
mb に変更します。に変更します。 

 rm minor-num  パーティションを削除します。パーティションを削除します。 

 select device  設定する別のデバイスを選択します。設定する別のデバイスを選択します。 

 set minor-numflagstate  パーティションにフラグを設定します。パーティションにフラグを設定します。state 
はオンまたはオフのいずれかになります。はオンまたはオフのいずれかになります。 

 コマンドコマンド  説明説明 
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12.1.1. パーティションテーブルの表示パーティションテーブルの表示

      parted を起動したら、以下のコマンドを入力してパーティションテーブルを表示します。を起動したら、以下のコマンドを入力してパーティションテーブルを表示します。
     

print

      以下のようなテーブルが表示されます。以下のようなテーブルが表示されます。
     

Disk geometry for /dev/sda: 0.000-8678.789 megabytes
Disk label type: msdos
Minor    Start       End     Type      Filesystem  Flags
1          0.031    101.975  primary   ext3        boot
2        101.975   5098.754  primary   ext3
3       5098.755   6361.677  primary   linux-swap
4       6361.677   8675.727  extended
5       6361.708   7357.895  logical   ext3

Disk geometry for /dev/hda: 0.000-9765.492 megabytes
Disk label type: msdos
Minor    Start       End     Type      Filesystem  Flags
1          0.031    101.975  primary   ext3        boot
2        101.975    611.850  primary   linux-swap  
3        611.851    760.891  primary   ext3        
4        760.891   9758.232  extended              lba
5        760.922   9758.232  logical   ext3

      最初の行はディスクのサイズを表示し、最初の行はディスクのサイズを表示し、2 番目の行にはディスクラベルのタイプが表示され、残り番目の行にはディスクラベルのタイプが表示され、残り
の出力にはパーティションテーブルが表示されます。の出力にはパーティションテーブルが表示されます。
     

      パーティションテーブルでは、最小番号パーティションテーブルでは、最小番号 がが パーティション番号になります。たとえば、マイナー番パーティション番号になります。たとえば、マイナー番
号号 1 のパーティションは、のパーティションは、/dev/sda1 に対応します。に対応します。Start およびおよび End の値はメガバイト単位での値はメガバイト単位で
す。す。Type はは primary、、extended、または、または logical のいずれかです。のいずれかです。Filesystem はファイルシステムタはファイルシステムタ
イプで、イプで、ext2、、ext3、、fat16、、fat32、、hfs、、jfs、、linux-swap、、ntfs、、reiserfs、、hp-ufs、、sun-ufs、また、また
はは xfs のいずれかです。のいずれかです。Flags は、パーティションに設定したフラグを一覧表示しています。利用可能は、パーティションに設定したフラグを一覧表示しています。利用可能
なフラグは、なフラグは、boot、、root、、swap、、hidden、、raid、、lvm、または、または lba です。です。
     

      この例では、マイナー番号この例では、マイナー番号 1 はは /boot/ ファイルシステムを指し、マイナー番号ファイルシステムを指し、マイナー番号 2 はは root ファイルファイル
システムシステム(/)を指し、マイナー番号を指し、マイナー番号 3 はスワップを参照し、マイナー番号はスワップを参照し、マイナー番号 5 はは /home/ ファイルシステムファイルシステム
を指します。を指します。
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ヒントヒント

       parted を再起動せずに別のデバイスを選択するには、を再起動せずに別のデバイスを選択するには、select コマンドで、コマンドで、/dev/sda 
などのデバイス名を指定します。次に、パーティションテーブルを表示したり、設定でなどのデバイス名を指定します。次に、パーティションテーブルを表示したり、設定で
きます。きます。
      

12.1.2. パーティションの作成パーティションの作成

警告警告

       使用中のデバイスに、パーティションを作成しないようにしてください。使用中のデバイスに、パーティションを作成しないようにしてください。
      

      パーティションを作成する前に、レスキューモードで起動しますパーティションを作成する前に、レスキューモードで起動します (または、デバイス上のパーティまたは、デバイス上のパーティ
ションをアンマウントして、デバイス上のションをアンマウントして、デバイス上の swap 領域をすべてオフにします領域をすべてオフにします)。。
     

      parted を起動します。を起動します。/dev/sda は、パーティションを作成するデバイスです。は、パーティションを作成するデバイスです。
     

parted /dev/sda

      現在のパーティションテーブルを表示し、十分な空き領域があるかどうかを確認します。現在のパーティションテーブルを表示し、十分な空き領域があるかどうかを確認します。
     

print

      十分な空き容量がない場合は、既存のパーティションのサイズを変更できます。詳細は、十分な空き容量がない場合は、既存のパーティションのサイズを変更できます。詳細は、「パー「パー
ティションのサイズ変更」ティションのサイズ変更」 を参照してください。を参照してください。
     

12.1.2.1. パーティションの作成パーティションの作成

       パーティションテーブルから、新しいパーティションの開始点と終了点、およびパーティションのパーティションテーブルから、新しいパーティションの開始点と終了点、およびパーティションの
タイプを決定します。プライマリーパーティションは、タイプを決定します。プライマリーパーティションは、1 つのデバイス上につのデバイス上に 4 つまで保有できますつまで保有できます (ここ
の場合は拡張パーティションは含みませんの場合は拡張パーティションは含みません)。パーティションが。パーティションが 5 つ以上必要な場合は、プライマリーつ以上必要な場合は、プライマリー
パーティションをパーティションを 3 つ、拡張パーティションをつ、拡張パーティションを １１ つにし、その拡張パーティションの中に複数の論理つにし、その拡張パーティションの中に複数の論理
パーティションを追加します。ディスクパーティションの概要パーティションを追加します。ディスクパーティションの概要 『『は、『は、『『インストールガイド』『インストールガイド』』』 のの
付録「ディスクパーティションの概要」を付録「ディスクパーティションの概要」を』』 参照してください。参照してください。
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       たとえば、ハードドライブのたとえば、ハードドライブの 1024 メガバイトからメガバイトから 2048 メガバイトにメガバイトに ext3 ファイルシステムのプファイルシステムのプ
ライマリーパーティションを作成するには、以下のコマンドを入力します。ライマリーパーティションを作成するには、以下のコマンドを入力します。
      

mkpart primary ext3 1024 2048

ヒントヒント

        代わりに代わりに mkpartfs コマンドを使用すると、パーティションが作成されてからファコマンドを使用すると、パーティションが作成されてからファ
イルシステムが作成されます。ただし、イルシステムが作成されます。ただし、parted では、では、ext3 ファイルシステムの作成に対ファイルシステムの作成に対
応していません。そのため、応していません。そのため、ext3 ファイルシステムを作成する場合は、ファイルシステムを作成する場合は、mkpart を使用を使用
して、後述のようにして、後述のように mkfs コマンドを実行してファイルシステムを作成しまコマンドを実行してファイルシステムを作成しま
す。す。mkpartfs は、ファイルシステムタイプは、ファイルシステムタイプ linux-swap で動作します。で動作します。
       

       Enter を押すと変更が反映されるため、押す前に再度確認してください。を押すと変更が反映されるため、押す前に再度確認してください。
      

       パーティションを作成したら、パーティションを作成したら、print コマンドを使用して、パーティションが正しいパーティショコマンドを使用して、パーティションが正しいパーティショ
ンタイプ、ファイルシステムタイプ、およびサイズでパーティションテーブルにあることを確認しまンタイプ、ファイルシステムタイプ、およびサイズでパーティションテーブルにあることを確認しま
す。また、ラベル付けできるように、新しいパーティションのマイナー番号も覚えておいてください。す。また、ラベル付けできるように、新しいパーティションのマイナー番号も覚えておいてください。
以下の出力も表示されるはずです。以下の出力も表示されるはずです。
      

cat /proc/partitions

       カーネルが新しいパーティションを認識していることを確認します。カーネルが新しいパーティションを認識していることを確認します。
      

12.1.2.2. パーティションのフォーマットパーティションのフォーマット

       パーティションにはまだファイルシステムがありません。ファイルシステムを作成します。パーティションにはまだファイルシステムがありません。ファイルシステムを作成します。
      

/sbin/mkfs -t ext3 /dev/sda6

WARNING

        パーティションをフォーマットすると、そのパーティションに現存するすべてパーティションをフォーマットすると、そのパーティションに現存するすべて
のデータが永久に抹消されます。のデータが永久に抹消されます。
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12.1.2.3. パーティションのラベル付けパーティションのラベル付け

       次に、パーティションにラベルを指定します。たとえば、新しいパーティションが次に、パーティションにラベルを指定します。たとえば、新しいパーティションが /dev/sda6 
で、で、/work にラベルを付ける場合は、次のコマンドを実行します。にラベルを付ける場合は、次のコマンドを実行します。
      

e2label /dev/sda6 /work

       デフォルトでは、インストールプログラムはパーティションのマウントポイントをラベルとして使デフォルトでは、インストールプログラムはパーティションのマウントポイントをラベルとして使
用して、ラベルが固有なものとなるようにします。ユーザーは使用するラベルを選択できます。用して、ラベルが固有なものとなるようにします。ユーザーは使用するラベルを選択できます。
      

12.1.2.4. マウントポイントの作成マウントポイントの作成

       root でマウントポイントを作成します。でマウントポイントを作成します。
      

mkdir /work

12.1.2.5. /etc/fstab への追加への追加

       root でで /etc/fstab ファイルを編集して、新しいパーティションを追加します。新しい行は以下のよファイルを編集して、新しいパーティションを追加します。新しい行は以下のよ
うになります。うになります。
      

LABEL=/work           /work                 ext3    defaults        1 2

       最初の列には、最初の列には、LABEL= の後にパーティションを付けたラベルが含まれるはずです。の後にパーティションを付けたラベルが含まれるはずです。2 番目の列に番目の列に
は、新しいパーティションのマウントポイントが含まれている必要があり、その次の列はファイルシスは、新しいパーティションのマウントポイントが含まれている必要があり、その次の列はファイルシス
テムタイプテムタイプ (たとえば、たとえば、ext3 またはまたは swap) である必要があります。フォーマットの詳細が必要な場合である必要があります。フォーマットの詳細が必要な場合
は、コマンドは、コマンド man fstab を使用してを使用して man ページを参照してください。ページを参照してください。
      

       4 列目がデフォルトである場合列目がデフォルトである場合 、、 パーティションは起動時にマウントされます。再起動せずにパーパーティションは起動時にマウントされます。再起動せずにパー
ティションをマウントするには、ティションをマウントするには、root で次のコマンドを入力します。で次のコマンドを入力します。
      

mount /work

12.1.3. パーティションの削除パーティションの削除
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警告警告

       パーティションが設定されているデバイスが使用中の場合は、削除しないでくパーティションが設定されているデバイスが使用中の場合は、削除しないでく
ださい。ださい。
      

      パーティションを削除する前に、レスキューモードで起動しますパーティションを削除する前に、レスキューモードで起動します (または、デバイス上のパーティまたは、デバイス上のパーティ
ションをアンマウントして、デバイス上のションをアンマウントして、デバイス上の swap 領域をすべてオフにします領域をすべてオフにします)。。
     

      parted を起動します。を起動します。/dev/sda は、パーティションを削除するデバイスです。は、パーティションを削除するデバイスです。
     

parted /dev/sda

      現在のパーティションテーブルを表示して、削除するパーティションのマイナー番号を確認しま現在のパーティションテーブルを表示して、削除するパーティションのマイナー番号を確認しま
す。す。
     

print

      rm コマンドでパーティションを削除します。例えば、マイナー番号コマンドでパーティションを削除します。例えば、マイナー番号 3 のパーティションを削除するのパーティションを削除する
のは以下のコマンドです。のは以下のコマンドです。
     

rm 3

      変更は変更は Enter を押すと変更が反映されるため、押す前にコマンドを再度確認してください。を押すと変更が反映されるため、押す前にコマンドを再度確認してください。
     

      パーティションを削除したら、パーティションを削除したら、print コマンドを使用して、パーティションテーブルから削除されてコマンドを使用して、パーティションテーブルから削除されて
いることを確認します。以下の出力も表示されるはずです。いることを確認します。以下の出力も表示されるはずです。
     

cat /proc/partitions

      カーネルがパーティションが削除されていることを確認します。カーネルがパーティションが削除されていることを確認します。
     

      最後の手順は、最後の手順は、/etc/fstab ファイルからそれを削除することです。削除したパーティションを宣言しファイルからそれを削除することです。削除したパーティションを宣言し
ている行を見つけ、ファイルから削除します。ている行を見つけ、ファイルから削除します。
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12.1.4. パーティションのサイズ変更パーティションのサイズ変更

警告警告

       パーティションが設定されているデバイスが使用中の場合は、サイズを変更しパーティションが設定されているデバイスが使用中の場合は、サイズを変更し
ないでください。ないでください。
      

      パーティションのサイズを変更する前に、レスキューモードで起動しますパーティションのサイズを変更する前に、レスキューモードで起動します (または、デバイス上のまたは、デバイス上の
パーティションをアンマウントして、デバイス上のパーティションをアンマウントして、デバイス上の swap 領域をすべてオフにします領域をすべてオフにします)。。
     

      parted を起動します。を起動します。/dev/sda は、パーティションのサイズを変更するデバイスです。は、パーティションのサイズを変更するデバイスです。
     

parted /dev/sda

      現在のパーティションテーブルを表示して、サイズを変更するパーティションのマイナー番号と、現在のパーティションテーブルを表示して、サイズを変更するパーティションのマイナー番号と、
パーティションの開始点と終了点を決定します。パーティションの開始点と終了点を決定します。
     

print

WARNING

       サイズを変更するパーティションに使用される領域は、新しいサイズよりも大サイズを変更するパーティションに使用される領域は、新しいサイズよりも大
きくすることはできません。きくすることはできません。
      

      パーティションのサイズを変更するには、パーティションのサイズを変更するには、resize コマンドの後に、パーティションのマイナー番コマンドの後に、パーティションのマイナー番
号、、開始位置号、、開始位置 (メガバイト単位メガバイト単位)、終了位置、終了位置 (メガバイト単位メガバイト単位) を使用します。以下に例を示します。を使用します。以下に例を示します。
     

resize 3 1024 2048
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      パーティションのサイズを変更した後、パーティションのサイズを変更した後、print コマンドを使用して、パーティションのサイズが正しコマンドを使用して、パーティションのサイズが正し
く変更され、正しいパーティションタイプであり、正しいファイルシステムタイプであることを確認しく変更され、正しいパーティションタイプであり、正しいファイルシステムタイプであることを確認し
ます。ます。
     

      システムを通常モードに再起動した後、システムを通常モードに再起動した後、df コマンドを使用して、パーティションがマウントされ、コマンドを使用して、パーティションがマウントされ、
新しいサイズで認識されていることを確認します。新しいサイズで認識されていることを確認します。
     

12.2. LVM パーティション管理パーティション管理

     以下のコマンドを確認するには、コマンドプロンプトで以下のコマンドを確認するには、コマンドプロンプトで lvm help を実行します。を実行します。
    

表表12.2 lvm コマンドコマンド

 コマンドコマンド  Description 

 dumpconfig  アクティブな設定をダンプします。アクティブな設定をダンプします。 

 formats  利用可能なメタデータ形式を一覧表示します。利用可能なメタデータ形式を一覧表示します。 

 help  ヘルプコマンドの表示ヘルプコマンドの表示 

 lvchange  論理ボリュームの属性の変更論理ボリュームの属性の変更 

 lvcreate  論理ボリュームを作成します。論理ボリュームを作成します。 

 lvdisplay  論理ボリュームに関する情報を表示します。論理ボリュームに関する情報を表示します。 

 lvextend  論理ボリュームに領域を追加する論理ボリュームに領域を追加する 

 lvmchange  デバイスマッパーの使用により、このコマンドデバイスマッパーの使用により、このコマンド
は非推奨になっています。は非推奨になっています。 

 lvmdiskscan  物理ボリュームとして使用できるデバイスを一物理ボリュームとして使用できるデバイスを一
覧表示します。覧表示します。 

 lvmsadc  アクティビティーデータの収集アクティビティーデータの収集 

 lvmsar  Create activity report 

 lvreduce  論理ボリュームのサイズ縮小論理ボリュームのサイズ縮小 

第第12章章 ディスクストレージの管理ディスクストレージの管理

149



 lvremove  システムから論理ボリュームを削除するシステムから論理ボリュームを削除する 

 lvrename  論理ボリュームの名前変更論理ボリュームの名前変更 

 lvresize  論理ボリュームのサイズ変更論理ボリュームのサイズ変更 

 lvs  論理ボリュームに関する情報を表示する論理ボリュームに関する情報を表示する 

 lvscan  すべてのボリュームグループの論理ボリュームすべてのボリュームグループの論理ボリューム
を一覧表示します。を一覧表示します。 

 pvchange  物理ボリュームの属性の変更物理ボリュームの属性の変更 

 pvcreate  LVM で使用する物理ボリュームの初期化で使用する物理ボリュームの初期化 

 pvdata  物理ボリュームのディスク上のメタデータを表物理ボリュームのディスク上のメタデータを表
示します。示します。 

 pvdisplay  物理ボリュームの各種属性の表示物理ボリュームの各種属性の表示 

 pvmove  エクステントをある物理ボリュームから別の物エクステントをある物理ボリュームから別の物
理ボリュームに移動する理ボリュームに移動する 

 pvremove  物理ボリュームから物理ボリュームから LVM ラベルを削除するラベルを削除する 

 pvresize  ボリュームグループにより使用されている物理ボリュームグループにより使用されている物理
ボリュームのサイズ変更ボリュームのサイズ変更 

 pvs  物理ボリュームに関する情報の表示物理ボリュームに関する情報の表示 

 pvscan  物理ボリュームの一覧を表示します。物理ボリュームの一覧を表示します。 

 segtypes  利用可能なセグメントタイプの一覧を表示しま利用可能なセグメントタイプの一覧を表示しま
す。す。 

 vgcfgbackup  バックアップのボリュームグループの設定バックアップのボリュームグループの設定 

 vgcfgrestore  ボリュームグループ設定の復元ボリュームグループ設定の復元 

 vgchange  ボリュームグループ属性の変更ボリュームグループ属性の変更 

 コマンドコマンド  Description 
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 vgck  ボリュームグループの一貫性の確認ボリュームグループの一貫性の確認 

 vgconvert  ボリュームグループのメタデータ形式の変更ボリュームグループのメタデータ形式の変更 

 vgcreate  ボリュームグループの作成ボリュームグループの作成 

 vgdisplay  ボリュームグループ情報の表示ボリュームグループ情報の表示 

 vgexport  システムからボリュームグループの登録解除システムからボリュームグループの登録解除 

 vgextend  ボリュームグループへの物理ボリュームの追加ボリュームグループへの物理ボリュームの追加 

 vgimport  エクスポートしたボリュームグループをシステエクスポートしたボリュームグループをシステ
ムに登録します。ムに登録します。 

 vgmerge  ボリュームグループのマージボリュームグループのマージ 

 vgmknodes  ボリュームグループデバイス用の特殊ファイルボリュームグループデバイス用の特殊ファイル
をを /dev/ に作成します。に作成します。 

 vgreduce  ボリュームグループから物理ボリュームの削除ボリュームグループから物理ボリュームの削除 

 vgremove  ボリュームグループの削除ボリュームグループの削除 

 vgrename  ボリュームグループの名前変更ボリュームグループの名前変更 

 vgs  ボリュームグループに関する情報を表示しまボリュームグループに関する情報を表示しま
す。す。 

 vgscan  すべてのボリュームグループの検索すべてのボリュームグループの検索 

 vgsplit  物理ボリュームを新しいボリュームグループに物理ボリュームを新しいボリュームグループに
移動移動 

 version  ソフトウェアとドライバーのバージョン情報をソフトウェアとドライバーのバージョン情報を
表示します。表示します。 

 コマンドコマンド  Description 

第第12章章 ディスクストレージの管理ディスクストレージの管理

151



第第13章章 ディスククォータの実装ディスククォータの実装

    ディスク領域はディスククォータによって制限できます。ディスククォータは、ユーザーが過度のディスク領域はディスククォータによって制限できます。ディスククォータは、ユーザーが過度の
ディスク領域を消費するか、パーティションが満杯になる前にシステム管理者に警告をします。ディスク領域を消費するか、パーティションが満杯になる前にシステム管理者に警告をします。
   

    ディスククォータは、ユーザーグループにも個別のユーザーにも設定できます。このような柔軟性にディスククォータは、ユーザーグループにも個別のユーザーにも設定できます。このような柔軟性に
より、各ユーザーに小規模のクォータを指定して（電子メールやレポートなどの）「成り」ファイルより、各ユーザーに小規模のクォータを指定して（電子メールやレポートなどの）「成り」ファイル
（電子メールやレポートなど）を処理し、作業するプロジェクトにより多くのサイジング可能なクォー（電子メールやレポートなど）を処理し、作業するプロジェクトにより多くのサイジング可能なクォー
タを持たせることができます（プロジェクトに独自のグループが割り当てられていることを前提としまタを持たせることができます（プロジェクトに独自のグループが割り当てられていることを前提としま
す）。す）。
   

    さらにクォータは、消費されるディスクブロックの数の制御だけでなく、さらにクォータは、消費されるディスクブロックの数の制御だけでなく、inode (UNIX ファイルシスファイルシス
テム内のファイルに関する情報を含むデータ構造テム内のファイルに関する情報を含むデータ構造) の数も制御するように設定できます。の数も制御するように設定できます。inode はファはファ
イル関連の情報を組み込むように使用されるため、これが作成されるファイルの数を制御することも可イル関連の情報を組み込むように使用されるため、これが作成されるファイルの数を制御することも可
能にします。能にします。
   

    ディスククォータを実装するには、ディスククォータを実装するには、quota RPM をインストールしておく必要があります。をインストールしておく必要があります。
   

13.1. ディスククォータの設定ディスククォータの設定

     ディスククォータを実装するには、以下の手順を行います。ディスククォータを実装するには、以下の手順を行います。
    

1. 
       /etc/fstab を修正することで、ファイルシステムごとのクォータを有効にします。を修正することで、ファイルシステムごとのクォータを有効にします。
      

2. 
       ファイルシステムを再マウントします。ファイルシステムを再マウントします。
      

3. 
       クォータデータベースファイルを作成して、ディスク使用状況テーブルを生成します。クォータデータベースファイルを作成して、ディスク使用状況テーブルを生成します。
      

4. 
       クォータポリシーを割り当てます。クォータポリシーを割り当てます。
      

     この各手順は、以下のセクションで詳しく説明します。この各手順は、以下のセクションで詳しく説明します。
    

13.1.1. クォータの有効化クォータの有効化

      root として、テキストエディターを使用して、として、テキストエディターを使用して、/etc/fstab ファイルを編集します。クォータを必要ファイルを編集します。クォータを必要
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とするファイルシステムにとするファイルシステムに usrquota オプションやオプションや grpquota オプションを追加します。オプションを追加します。
     

/dev/VolGroup00/LogVol00 /         ext3    defaults        1 1
LABEL=/boot              /boot     ext3    defaults        1 2
none                     /dev/pts  devpts  gid=5,mode=620  0 0
none                     /dev/shm  tmpfs   defaults        0 0
none                     /proc     proc    defaults        0 0
none                     /sys      sysfs   defaults        0 0
/dev/VolGroup00/LogVol02 /home     ext3    defaults,usrquota,grpquota  1 2
/dev/VolGroup00/LogVol01 swap      swap    defaults        0 0
.
.
.

      この例では、この例では、/home ファイルシステムがユーザーとグループの両方のクォータを有効にしていまファイルシステムがユーザーとグループの両方のクォータを有効にしていま
す。す。
     

備考備考

       以下の例では、以下の例では、Red Hat Enterprise Linux のインストール時に別ののインストール時に別の /home パーティパーティ
ションが作成されたことを前提としています。理想的ではありませんが、ションが作成されたことを前提としています。理想的ではありませんが、root(/)パーパー
ティション（インストールのデフォルト作成されたパーティション）は、ティション（インストールのデフォルト作成されたパーティション）は、/etc/fstab ファファ
イルでクォータポリシーを設定するのに使用できます。イルでクォータポリシーを設定するのに使用できます。
      

13.1.2. ファイルシステムの再マウントファイルシステムの再マウント

      usrquota オプションやオプションや grpquota オプションを追加した後、オプションを追加した後、fstab エントリーが変更された各ファエントリーが変更された各ファ
イルシステムを再マウントします。ファイルシステムがどのプロセスでも使用されていない場合は、以イルシステムを再マウントします。ファイルシステムがどのプロセスでも使用されていない場合は、以
下のいずれかの方法を使用します。下のいずれかの方法を使用します。
     

        umount コマンドを実行してからコマンドを実行してから mount コマンドを実行し、ファイルシステムを再コマンドを実行し、ファイルシステムを再 マウマウ
ントント します。します。
       

        mount -o remount /home コマンドを実行して、ファイルシステムを再マウントします。コマンドを実行して、ファイルシステムを再マウントします。
       

      ファイルシステムが現在使用中の場合、そのファイルシステムを再マウントする最も簡単な方法ファイルシステムが現在使用中の場合、そのファイルシステムを再マウントする最も簡単な方法
は、システムを再起動することです。は、システムを再起動することです。
     

13.1.3. クォータデータベースファイルの作成クォータデータベースファイルの作成

      クォータが有効な各ファイルシステムを再マウントすると、システムはディスククォータを操作でクォータが有効な各ファイルシステムを再マウントすると、システムはディスククォータを操作で
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きます。ただし、ファイルシステム自体がクォータに対応するようにするには、追加の設定が必要できます。ただし、ファイルシステム自体がクォータに対応するようにするには、追加の設定が必要で
す。次のステップとして、す。次のステップとして、quotacheck コマンドを実行します。コマンドを実行します。
     

      quotacheck コマンドは、クォータが有効なファイルシステムを検証し、現在のディスク使用状況コマンドは、クォータが有効なファイルシステムを検証し、現在のディスク使用状況
のテーブルをファイルシステムごとに構築します。このテーブルは、ディスク使用状況のオペレーティのテーブルをファイルシステムごとに構築します。このテーブルは、ディスク使用状況のオペレーティ
ングシステム用コピーを更新するのに使用されます。また、ファイルシステムのディスククォータが更ングシステム用コピーを更新するのに使用されます。また、ファイルシステムのディスククォータが更
新されます。新されます。
     

      ファイルシステムにクォータファイルファイルシステムにクォータファイル (aquota.user およびおよび aquota.group) を作成するにを作成するに
は、は、quotacheck コマンドのコマンドの -c オプションを使用します。たとえば、オプションを使用します。たとえば、/home ファイルシステムでユーファイルシステムでユー
ザーとグループのクォータが有効になっている場合は、ザーとグループのクォータが有効になっている場合は、/home ディレクトリーにファイルを作成しまディレクトリーにファイルを作成しま
す。す。
     

quotacheck -cug /home

      -c オプションは、クォータが有効になっているファイルシステムごとにクォータファイルを作成すオプションは、クォータが有効になっているファイルシステムごとにクォータファイルを作成す
ることを指定し、ることを指定し、-u オプションは、ユーザークォータをチェックすることを指定し、オプションは、ユーザークォータをチェックすることを指定し、-g オプションオプション
は、グループクォータをチェックすることを指定します。は、グループクォータをチェックすることを指定します。
     

      -u オプションまたはオプションまたは -g オプションのいずれも指定しない場合は、ユーザークォータファイルのみオプションのいずれも指定しない場合は、ユーザークォータファイルのみ
が作成されます。が作成されます。-g のみを指定すると、グループクォータファイルのみが作成されます。のみを指定すると、グループクォータファイルのみが作成されます。
     

      ファイルの作成後、以下のコマンドを実行し、クォータを有効にしたファイルシステムごとの現在ファイルの作成後、以下のコマンドを実行し、クォータを有効にしたファイルシステムごとの現在
のディスク使用量のテーブルを生成します。のディスク使用量のテーブルを生成します。
     

quotacheck -avug

      使用されるオプションは次のとおりです。使用されるオプションは次のとおりです。
     

        a: クォータが有効になっているすべてのファイルシステムを確認し、ローカルにマウントクォータが有効になっているすべてのファイルシステムを確認し、ローカルにマウント
されたファイルシステムを確認します。されたファイルシステムを確認します。
       

        v: クォータチェックが進む際に詳細なステータス情報を表示します。クォータチェックが進む際に詳細なステータス情報を表示します。
       

        u: ユーザーディスククォータ情報の確認ユーザーディスククォータ情報の確認
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        g: グループのディスククォータ情報の確認グループのディスククォータ情報の確認
       

      quotacheck の実行が終了すると、有効なクォータの実行が終了すると、有効なクォータ (ユーザーやグループユーザーやグループ) に対応するクォータファに対応するクォータファ
イルに、イルに、/home などの、クォータが有効になっているローカルにマウントされた各ファイルシステムのなどの、クォータが有効になっているローカルにマウントされた各ファイルシステムの
データが取り込まれます。データが取り込まれます。
     

13.1.4. ユーザーごとのクォータ割り当てユーザーごとのクォータ割り当て

      最後の手順は、最後の手順は、edquota コマンドを使用したディスククォータ割り当てです。コマンドを使用したディスククォータ割り当てです。
     

      ユーザーにクォータを設定するには、シェルプロンプトで、ユーザーにクォータを設定するには、シェルプロンプトで、root で次のコマンドを実行します。で次のコマンドを実行します。
     

 edquota username

      クォータが必要な各ユーザーに対して、この手順を実行します。たとえば、クォータがクォータが必要な各ユーザーに対して、この手順を実行します。たとえば、クォータが /etc/fstab 
でで /home パーティションパーティション(/dev/VolGroup00/LogVol02)で有効になり、で有効になり、edquota testuser コマンドを実コマンドを実
行すると、システムのデフォルトとして設定されたエディターに以下が表示されます。行すると、システムのデフォルトとして設定されたエディターに以下が表示されます。
     

Disk quotas for user testuser (uid 501):
  Filesystem                blocks     soft     hard    inodes   soft   hard
  /dev/VolGroup00/LogVol02  440436        0        0     37418      0      0

備考備考

       EDITOR 環境変数により定義されたテキストエディターは、環境変数により定義されたテキストエディターは、edquota により使用さにより使用さ
れます。エディターを変更するには、れます。エディターを変更するには、~/.bash_profile ファイルのファイルの EDITOR 環境変数を、環境変数を、
使用するエディターのフルパスに設定します。使用するエディターのフルパスに設定します。
      

      最初の列は、クォータが有効になっているファイルシステムの名前です。最初の列は、クォータが有効になっているファイルシステムの名前です。2 列目には、ユーザーが列目には、ユーザーが
現在使用しているブロック数が示されます。その次の現在使用しているブロック数が示されます。その次の 2 列は、ファイルシステム上のユーザーのソフト列は、ファイルシステム上のユーザーのソフト
ブロック制限およびハードブロック制限を設定するのに使用されます。ブロック制限およびハードブロック制限を設定するのに使用されます。inodes 列は、ユーザーが現在列は、ユーザーが現在
使用している使用している inode の数を示します。最後のの数を示します。最後の 2 列は、ファイルシステムのユーザーに対するソフトおよ列は、ファイルシステムのユーザーに対するソフトおよ
びハードのびハードの inode 制限を設定するのに使用されます。制限を設定するのに使用されます。
     

      ハード制限は、ユーザーまたはグループが使用できる最大ディスク容量（絶対量）です。この制限ハード制限は、ユーザーまたはグループが使用できる最大ディスク容量（絶対量）です。この制限
に達すると、それ以上のディスク領域は使用できなくなります。に達すると、それ以上のディスク領域は使用できなくなります。
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      ソフト制限は、使用可能な最大ディスク容量を定義します。ただし、ハード制限とは異なり、ソフソフト制限は、使用可能な最大ディスク容量を定義します。ただし、ハード制限とは異なり、ソフ
ト制限は一定時間超過する可能性があります。この時間はト制限は一定時間超過する可能性があります。この時間は 猶予期間猶予期間 として知られています。猶予期間として知られています。猶予期間
の単位は、秒、分、時間、日、週、または月で表されます。の単位は、秒、分、時間、日、週、または月で表されます。
     

      いずれかの値がいずれかの値が 0 に設定されていると、その制限は設定されません。テキストエディターで必要なに設定されていると、その制限は設定されません。テキストエディターで必要な
制限に変更します。以下に例を示します。制限に変更します。以下に例を示します。
     

Disk quotas for user testuser (uid 501):
  Filesystem                blocks     soft     hard   inodes   soft   hard
  /dev/VolGroup00/LogVol02  440436   500000   550000    37418      0      0

      ユーザーのクォータが設定されていることを確認するには、以下のコマンドを使用します。ユーザーのクォータが設定されていることを確認するには、以下のコマンドを使用します。
     

quota testuser

13.1.5. グループごとのクォータ割り当てグループごとのクォータ割り当て

      クォータは、グループごとに割り当てることもできます。たとえば、クォータは、グループごとに割り当てることもできます。たとえば、devel グループのグループグループのグループ
クォータを設定するには（グループはグループクォータを設定する前に存在している必要がありまクォータを設定するには（グループはグループクォータを設定する前に存在している必要がありま
す）、以下のコマンドを使用します。す）、以下のコマンドを使用します。
     

 edquota -g devel 

      このコマンドにより、グループの既存クォータがテキストエディターに表示されます。このコマンドにより、グループの既存クォータがテキストエディターに表示されます。
     

Disk quotas for group devel (gid 505):
  Filesystem                blocks    soft     hard    inodes    soft    hard
  /dev/VolGroup00/LogVol02  440400       0        0     37418       0       0

      制限を変更し、ファイルを保存してからクォータを設定します。制限を変更し、ファイルを保存してからクォータを設定します。
     

      グループクォータが設定されたことを確認するには、次のコマンドを使用します。グループクォータが設定されたことを確認するには、次のコマンドを使用します。
     

quota -g devel

13.1.6. ファイルシステムごとのクォータの割り当てファイルシステムごとのクォータの割り当て

      クォータに有効な各ファイルシステムに基づいてクォータを割り当てるには、次のコマンドを使用クォータに有効な各ファイルシステムに基づいてクォータを割り当てるには、次のコマンドを使用
します。します。
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 edquota -t 

      他の他の edquota コマンドと同様に、これにより、テキストエディターでファイルシステムの現在のコマンドと同様に、これにより、テキストエディターでファイルシステムの現在の
クォータが開きます。クォータが開きます。
     

Grace period before enforcing soft limits for users:
Time units may be: days, hours, minutes, or seconds
  Filesystem                       Block grace period  Inode grace period
  /dev/mapper/VolGroup00-LogVol02       7days                7days

      ブロックの猶予期間またはブロックの猶予期間または inode の猶予期間を変更し、変更をファイルに保存してテキストエディの猶予期間を変更し、変更をファイルに保存してテキストエディ
ターを終了します。ターを終了します。
     

13.2. ディスククォータの管理ディスククォータの管理

     クォータが実装されている場合には、若干の保守が必要となりますクォータが実装されている場合には、若干の保守が必要となります — 大半は、クォータの超過監視大半は、クォータの超過監視
および精度確認という形となります。当然ながら、ユーザーが繰り返しクォータを超過したり、常にソおよび精度確認という形となります。当然ながら、ユーザーが繰り返しクォータを超過したり、常にソ
フト制限に到達すると、システム管理者には、ユーザーのタイプや作業に影響を与えるディスク領域のフト制限に到達すると、システム管理者には、ユーザーのタイプや作業に影響を与えるディスク領域の
サイズに応じていくつかの選択肢があります。管理者は、ユーザーがディスク容量を少なくなるか、まサイズに応じていくつかの選択肢があります。管理者は、ユーザーがディスク容量を少なくなるか、ま
たは必要に応じてユーザーのディスククォータを増やす方法を判別するのに役立ちます。たは必要に応じてユーザーのディスククォータを増やす方法を判別するのに役立ちます。
    

13.2.1. 有効化と無効化有効化と無効化

      クォータは、クォータは、0 に設定しなくても無効にできます。すべてのユーザーとグループのクォータをオフに設定しなくても無効にできます。すべてのユーザーとグループのクォータをオフ
にするには、以下のコマンドを使用します。にするには、以下のコマンドを使用します。
     

quotaoff -vaug

      -u オプションまたはオプションまたは -g オプションのいずれも指定しない場合は、ユーザークォータのみが無効にオプションのいずれも指定しない場合は、ユーザークォータのみが無効に
なります。なります。-g のみを指定すると、グループクォータのみが無効になります。のみを指定すると、グループクォータのみが無効になります。
     

      クォータを再度有効にするには、同じオプションを指定してクォータを再度有効にするには、同じオプションを指定して quotaon コマンドを使用します。コマンドを使用します。
     

      たとえば、すべてのファイルシステムに対してユーザーとグループのクォータを有効にするには、たとえば、すべてのファイルシステムに対してユーザーとグループのクォータを有効にするには、
次のコマンドを使用します。次のコマンドを使用します。
     

quotaon -vaug
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      /home などの特定のファイルシステムにクォータを有効にするには、以下のコマンドを使用しまなどの特定のファイルシステムにクォータを有効にするには、以下のコマンドを使用しま
す。す。
     

quotaon -vug /home

      -u オプションまたはオプションまたは -g オプションのいずれも指定しない場合は、ユーザクォータのみが有効になオプションのいずれも指定しない場合は、ユーザクォータのみが有効にな
ります。ります。-g のみが指定されている場合は、グループのクォータのみが有効になります。のみが指定されている場合は、グループのクォータのみが有効になります。
     

13.2.2. ディスククォータに関するレポートディスククォータに関するレポート

      ディスク使用状況のレポートを作成するには、ディスク使用状況のレポートを作成するには、repquota ユーティリティーの実行が必要になりまユーティリティーの実行が必要になりま
す。たとえば、コマンドす。たとえば、コマンド repquota /home により、以下のような出力が表示されます。により、以下のような出力が表示されます。
     

*** Report for user quotas on device /dev/mapper/VolGroup00-LogVol02
Block grace time: 7days; Inode grace time: 7days
                        Block limits                File limits
User            used    soft    hard  grace    used  soft  hard  grace
----------------------------------------------------------------------
root      --      36       0       0              4     0     0
kristin   --     540       0       0            125     0     0
testuser  --  440400  500000  550000          37418     0     0

      クォータが有効なすべてのファイルシステムクォータが有効なすべてのファイルシステム (オプションオプション -a) のディスク使用状況レポートを表示すのディスク使用状況レポートを表示す
るには、次のコマンドを使用します。るには、次のコマンドを使用します。
     

repquota -a

      レポートは読みやすいですが、いくつか説明しておくべき点があります。各ユーザーの後に表示さレポートは読みやすいですが、いくつか説明しておくべき点があります。各ユーザーの後に表示さ
れるれる--を利用すると、ブロック制限またはを利用すると、ブロック制限または inode 制限を超えたかどうかをすばやく判断できます。いず制限を超えたかどうかをすばやく判断できます。いず
れかのソフト制限を超えると、対応するれかのソフト制限を超えると、対応する - の代わりにの代わりに + が表示されます。最初のが表示されます。最初の - はブロックの制限をはブロックの制限を
表し、表し、2 つ目はつ目は inode の制限を表します。の制限を表します。
     

      grace 列は通常空白です。ソフト制限が超過した場合、その列には猶予期間に残り時間量に相当す列は通常空白です。ソフト制限が超過した場合、その列には猶予期間に残り時間量に相当す
る時間指定が含まれます。猶予期間が過ぎると、代わりにる時間指定が含まれます。猶予期間が過ぎると、代わりに none が表示されます。が表示されます。
     

13.2.3. クォータの精度維持クォータの精度維持

      （システムクラッシュなどにより）ファイルシステムのマウントが正しく解除されない場合（システムクラッシュなどにより）ファイルシステムのマウントが正しく解除されない場合
は、は、quotacheck を実行する必要があります。ただし、システムがクラッシュしていないとしてを実行する必要があります。ただし、システムがクラッシュしていないとして
も、も、quotacheck は定期的に実行できます。以下のコマンドを定期的に実行すると、クォータがより正は定期的に実行できます。以下のコマンドを定期的に実行すると、クォータがより正
確になります（使用するオプションは確になります（使用するオプションは 「クォータの有効化」「クォータの有効化」で説明されています）。で説明されています）。
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quotacheck -avug

      これを定期的に実行する最も簡単な方法は、これを定期的に実行する最も簡単な方法は、cron を使用することです。を使用することです。root でで crontab -e コマンコマン
ドを使用して定期的なドを使用して定期的な クォータチェッククォータチェック をスケジュールするか、以下のディレクトリーのいずれかでをスケジュールするか、以下のディレクトリーのいずれかで 
quotacheck を実行するスクリプトを配置します（任意に最も適した間隔を使用します）。を実行するスクリプトを配置します（任意に最も適した間隔を使用します）。
     

        /etc/cron.hourly
       

        /etc/cron.daily
       

        /etc/cron.weekly
       

        /etc/cron.monthly
       

      ファイルシステムがアクティブで使用されていない場合は、最も正確なクォータ統計を取得できまファイルシステムがアクティブで使用されていない場合は、最も正確なクォータ統計を取得できま
す。そのため、ファイルシステムが最も少ない時間にす。そのため、ファイルシステムが最も少ない時間に cron タスクをスケジュールする必要がありまタスクをスケジュールする必要がありま
す。この時間がクォータを含む異なるファイルシステムで異なる場合は、複数のす。この時間がクォータを含む異なるファイルシステムで異なる場合は、複数の cron タスクを指定しタスクを指定し
て、各ファイルシステムのて、各ファイルシステムの クォータチェッククォータチェック を異なるタイミングで実行します。を異なるタイミングで実行します。
     

      cron の設定に関する詳細は、の設定に関する詳細は、34章章自動タスク自動タスク を参照してください。を参照してください。
     

13.3. 関連情報関連情報

     ディスククォータの詳細は、以下のリソースを参照してください。ディスククォータの詳細は、以下のリソースを参照してください。
    

13.3.1. インストールされているドキュメントインストールされているドキュメント

        quotacheck、、edquota、、repquota、、quota、、quotaon、および、および quotaoff のの man ページページ
       

13.3.2. 関連書籍関連書籍

        システムシステム 『『管理の概要管理の概要』』 : Red Hat, Inc - http://www.redhat.com/docs/ およびドキュメおよびドキュメ
ントント CD で利用可能です。このマニュアルには、新しいで利用可能です。このマニュアルには、新しい Red Hat Enterprise Linux システム管システム管
理者向けのストレージ管理（ディスククォータを含む）に関する背景情報が記載されていま理者向けのストレージ管理（ディスククォータを含む）に関する背景情報が記載されていま
す。す。
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第第14章章 アクセス制御リストアクセス制御リスト

    ファイルとディレクトリーには、ファイルの所有者、そのファイルに関連したグループ、およびシスファイルとディレクトリーには、ファイルの所有者、そのファイルに関連したグループ、およびシス
テムを使用する他のすべてのユーザーの権限セットが設定されます。しかし、これらの権限には制限がテムを使用する他のすべてのユーザーの権限セットが設定されます。しかし、これらの権限には制限が
あります。たとえば、ユーザーごとに異なる権限を設定することはできません。そのためあります。たとえば、ユーザーごとに異なる権限を設定することはできません。そのため アクセス制御アクセス制御
リストリスト (ACL) が実装されています。が実装されています。
   

    Red Hat Enterprise Linux 4 カーネルは、カーネルは、ext3 ファイルシステムとファイルシステムと NFS エクスポートのファイルシエクスポートのファイルシ
ステムに対するステムに対する ACL サポートを提供します。サポートを提供します。ACL は、は、Samba 経由でアクセスする経由でアクセスする ext3 ファイルシスファイルシス
テムでも認識されます。テムでも認識されます。
   

    ACL の実装には、カーネルでのサポートとの実装には、カーネルでのサポートと acl パッケージが必要になります。このパッケージにパッケージが必要になります。このパッケージに
は、は、ACL 情報の追加、修正、削除および、取得のためのユーティリティーが同梱されています。情報の追加、修正、削除および、取得のためのユーティリティーが同梱されています。
   

    cp コマンドとコマンドと mv コマンドは、ファイルとディレクトリーに関連するすべてのコマンドは、ファイルとディレクトリーに関連するすべての ACL のコピーまたはのコピーまたは
移動を実行します。移動を実行します。
   

14.1. ファイルシステムのマウントファイルシステムのマウント

     ファイルやディレクトリー用にファイルやディレクトリー用に ACL を使用する前に、そのファイルまたはディレクトリーのパーを使用する前に、そのファイルまたはディレクトリーのパー
ティションをティションを ACL サポートでマウントする必要があります。ローカルのサポートでマウントする必要があります。ローカルの ext3 ファイルシステムの場合ファイルシステムの場合
は、以下のコマンドでマウントできます。は、以下のコマンドでマウントできます。
    

 mount -t ext3 -o acl <device-name><partition>

     以下に例を示します。以下に例を示します。
    

 mount -t ext3 -o acl /dev/VolGroup00/LogVol02 /work 

     パーティションがパーティションが /etc/fstab ファイルにリストされている場合は、パーティションのエントリーにファイルにリストされている場合は、パーティションのエントリーに 
acl オプションを含めることができます。オプションを含めることができます。
    

LABEL=/work      /work       ext3    acl        1 2

     Samba 経由で経由で ext3 ファイルシステムにアクセスし、そのアクセスに対してファイルシステムにアクセスし、そのアクセスに対して ACL が有効になっていが有効になってい
る場合は、る場合は、ACL が認識されます。これは、が認識されます。これは、--with-acl-support オプションでコンパイルされているためオプションでコンパイルされているため
です。です。Samba 共有のアクセス時またはマウント時に特別なフラグは必要ありません。共有のアクセス時またはマウント時に特別なフラグは必要ありません。
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14.1.1. NFS

      デフォルトでは、デフォルトでは、NFS サーバーでエクスポートされているファイルシステムがサーバーでエクスポートされているファイルシステムが ACL をサポートをサポート
し、し、NFS クライアントがクライアントが ACL を読み込める場合は、クライアントシステムでを読み込める場合は、クライアントシステムで ACL が使用されていまが使用されていま
す。す。
     

      サーバーを設定する際にサーバーを設定する際に NFS 共有上の共有上の ACL を無効にするには、を無効にするには、/etc/exports ファイルにファイルに no_acl 
オプションを追加します。クライアントにオプションを追加します。クライアントに NFS 共有をマウントする際に共有をマウントする際に ACL を無効にするには、コマを無効にするには、コマ
ンドラインまたはンドラインまたは /etc/fstab ファイルにファイルに no_acl オプションを指定してマウントします。オプションを指定してマウントします。
     

14.2. アクセスアクセス ACL の設定の設定

     ACL には、には、アクセスアクセス ACL とと デフォルトデフォルト ACL とと 2 つのタイプがあります。アクセスつのタイプがあります。アクセス ACL は、特定は、特定
のファイルまたはディレクトリーに対するアクセス制御リストです。デフォルトのファイルまたはディレクトリーに対するアクセス制御リストです。デフォルト ACL は、ディレクトは、ディレクト
リーにのみ適用されます。ディレクトリー内のファイルにアクセスリーにのみ適用されます。ディレクトリー内のファイルにアクセス ACL が設定されていない場合は、が設定されていない場合は、
そのディレクトリーにデフォルトそのディレクトリーにデフォルト ACL のルールが適用されます。デフォルトのルールが適用されます。デフォルト ACL は任意です。は任意です。
    

     ACL は以下のように設定できます。は以下のように設定できます。
    

1. 
       各ユーザー各ユーザー
      

2. 
       各グループ各グループ
      

3. 
       実効権マスクを使用して実効権マスクを使用して
      

4. 
       ファイルのユーザーグループに属さないユーザーに対してファイルのユーザーグループに属さないユーザーに対して
      

     setfacl ユーティリティーは、ファイルとディレクトリー用のユーティリティーは、ファイルとディレクトリー用の ACL を設定します。を設定します。-m オプションをオプションを
使用して、ファイルまたはディレクトリーの使用して、ファイルまたはディレクトリーの ACL を追加または変更します。を追加または変更します。
    

 setfacl -m <rules><files>

     ルールルール(<rules&gt;)は、以下の形式で指定する必要があります。複数のルールをコンマで区切って同は、以下の形式で指定する必要があります。複数のルールをコンマで区切って同
じコマンドに指定することもできます。じコマンドに指定することもできます。
    

U: <uid>: &lt;perms>
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        ユーザーにアクセスユーザーにアクセス ACL を設定します。ユーザー名またはを設定します。ユーザー名または UID を指定できます。システムでを指定できます。システムで
有効な任意のユーザーを指定できます。有効な任意のユーザーを指定できます。
       

 

g:<gid>:<perms>

        グループにアクセスグループにアクセス ACL を設定します。グループ名またはを設定します。グループ名または GID を指定できます。システムでを指定できます。システムで
有効な任意のグループを指定できます。有効な任意のグループを指定できます。
       

 

m:<perms>

        実効権マスクを設定します。このマスクは、所有グループの全権限と、ユーザーおよびグルー実効権マスクを設定します。このマスクは、所有グループの全権限と、ユーザーおよびグルー
プの全エントリーを結合したものです。プの全エントリーを結合したものです。
       

 

o:<perms>

        ファイルのグループに属さないユーザーにアクセスファイルのグループに属さないユーザーにアクセス ACL を設定します。を設定します。
       

 

     空白は無視されます。パーミッション空白は無視されます。パーミッション(&lt;perms&gt;)は、読み取り、書き込み、および実行を表すは、読み取り、書き込み、および実行を表す 
r、、w、および、および x の文字の組み合わせである必要があります。の文字の組み合わせである必要があります。
    

     ファイルまたはディレクトリーにすでにファイルまたはディレクトリーにすでに ACL が設定されている状態で、が設定されている状態で、setfacl コマンドを使用しコマンドを使用し
た場合は、設定するルールが既存のた場合は、設定するルールが既存の ACL に追加されるか、既存のルールが修正されます。に追加されるか、既存のルールが修正されます。
    

     たとえば、ユーザー「たとえば、ユーザー「andrius」に読み取りと書き込みの権限を付与するには以下を実行します。」に読み取りと書き込みの権限を付与するには以下を実行します。
    

setfacl -m u:andrius:rw /project/somefile

     ユーザー、グループ、またはその他のユーザーからすべての権限を削除するには、ユーザー、グループ、またはその他のユーザーからすべての権限を削除するには、-x オプションにオプションに
いずれの権限も指定せずに指定します。いずれの権限も指定せずに指定します。
    

 setfacl -x <rules><files>

     たとえば、たとえば、UID 500 のユーザーからすべての権限を削除するには以下を実行します。のユーザーからすべての権限を削除するには以下を実行します。
    

Red Hat Enterprise Linux 4 システム管理ガイドシステム管理ガイド

162



setfacl -x u:500 /project/somefile

14.3. デフォルトデフォルト ACL の設定の設定

     デフォルトのデフォルトの ACL を設定するには、を設定するには、d: をルールの前に追加してから、ファイル名ではなくディレクをルールの前に追加してから、ファイル名ではなくディレク
トリーを指定します。トリーを指定します。
    

     たとえば、たとえば、/share/ ディレクトリーにデフォルトディレクトリーにデフォルト ACL を設定し、ユーザーグループに属さないユーを設定し、ユーザーグループに属さないユー
ザーの読み取りと実行を設定するには、以下のコマンドを実行しますザーの読み取りと実行を設定するには、以下のコマンドを実行します (これにより、個別ファイルのアこれにより、個別ファイルのア
クセスクセス ACL が上書きされますが上書きされます)。。
    

setfacl -m d:o:rx /share

14.4. ACL の取り込みの取り込み

     ファイルまたはディレクトリーに設定されているファイルまたはディレクトリーに設定されている ACL を確認するには、を確認するには、getfacl コマンドを使用しコマンドを使用し
ます。ます。
    

getfacl <filename>

     以下のような出力を返します。以下のような出力を返します。
    

# file: file
# owner: andrius
# group: andrius
user::rw-
user:smoore:r--
group::r--
mask::r--
other::r--

     ディレクトリーが指定され、デフォルトのディレクトリーが指定され、デフォルトの ACL がある場合は、以下のようにデフォルトのがある場合は、以下のようにデフォルトの ACL もも
表示されます。表示されます。
    

# file: file
# owner: andrius
# group: andrius
user::rw-
user:smoore:r--
group::r--
mask::r--
other::r--
default:user::rwx
default:user:andrius:rwx
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default:group::r-x
default:mask::rwx
default:other::r-x

14.5. ACL が設定されているファイルシステムのアーカイブ作成が設定されているファイルシステムのアーカイブ作成

WARNING

      tar コマンドおよびコマンドおよび dump コマンドはコマンドは ACL をバックアップしをバックアップし ませませ ん。ん。
     

     star ユーティリティーは、ファイルのアーカイブ生成に使用される点でユーティリティーは、ファイルのアーカイブ生成に使用される点で tar ユーティリティーと似てユーティリティーと似て
います。しかし、一部のオプションは異なります。より一般的に使用されるオプションの一覧は、います。しかし、一部のオプションは異なります。より一般的に使用されるオプションの一覧は、表表
14.1「「star のコマンドラインオプション」のコマンドラインオプション」 を参照してください。利用可能なすべてのオプションはを参照してください。利用可能なすべてのオプションは 
star のの man ページを参照してください。このユーティリティーを使用するにはページを参照してください。このユーティリティーを使用するには star パッケージが必要パッケージが必要
になります。になります。
    

表表14.1 star のコマンドラインオプションのコマンドラインオプション

 オプションオプション  説明説明 

 -c  アーカイブファイルを作成します。アーカイブファイルを作成します。

 -n  ファイルを抽出しません。ファイルを抽出しません。-x と併用すると、ファイルがと併用すると、ファイルが
行う抽出を表示します。行う抽出を表示します。

 -r  アーカイブ内のファイルを入れ替えます。パスとファイアーカイブ内のファイルを入れ替えます。パスとファイ
ル名が同じファイルが置き換えられ、アーカイブファイル名が同じファイルが置き換えられ、アーカイブファイ
ルの末尾に書き込まれます。ルの末尾に書き込まれます。

 -t  アーカイブファイルのコンテンツを表示します。アーカイブファイルのコンテンツを表示します。

 -u  アーカイブファイルを更新します。アーカイブにファイアーカイブファイルを更新します。アーカイブにファイ
ルが存在しない場合や、アーカイブ内の同じ名前のファルが存在しない場合や、アーカイブ内の同じ名前のファ
イルよりも新しい場合は、そのファイルがアーカイブのイルよりも新しい場合は、そのファイルがアーカイブの
末尾に書き込まれます。このオプションは、アーカイブ末尾に書き込まれます。このオプションは、アーカイブ
がファイルであるか、またはバックスペース可能な非ブがファイルであるか、またはバックスペース可能な非ブ
ロックテープの場合にのみ機能します。ロックテープの場合にのみ機能します。
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 -x  アーカイブからファイルを抽出します。アーカイブからファイルを抽出します。-U と併用すると併用する
と、アーカイブ内のファイルがファイルシステムにあると、アーカイブ内のファイルがファイルシステムにある
ファイルよりも古い場合、そのファイルは抽出されませファイルよりも古い場合、そのファイルは抽出されませ
ん。ん。

 -help  最も重要なオプションを表示します。最も重要なオプションを表示します。

 -xhelp  最も重要ではないオプションを表示します。最も重要ではないオプションを表示します。

 -/  アーカイブからファイルを抽出する際に、ファイル名かアーカイブからファイルを抽出する際に、ファイル名か
ら先頭のスラッシュを削除します。デフォルトでは、ら先頭のスラッシュを削除します。デフォルトでは、
ファイルの抽出時にストライプ化されます。ファイルの抽出時にストライプ化されます。

 -acl  作成時または抽出時に、ファイルおよびディレクトリー作成時または抽出時に、ファイルおよびディレクトリー
に関連付けられたに関連付けられた ACL をアーカイブまたは復元します。をアーカイブまたは復元します。

 オプションオプション  説明説明 

14.6. 旧システムとの互換性旧システムとの互換性

     指定したファイルシステムのいずかのファイルに指定したファイルシステムのいずかのファイルに ACL が設定されている場合、そのファイルシステが設定されている場合、そのファイルシステ
ムにはムには ext_attr 属性があります。この属性は、以下のコマンドを使用すると確認できます。属性があります。この属性は、以下のコマンドを使用すると確認できます。
    

tune2fs -l <filesystem-device>

     ext_attr 属性を持つファイルシステムは古いカーネルでマウントできますが、それらのカーネルは設属性を持つファイルシステムは古いカーネルでマウントできますが、それらのカーネルは設
定されている定されている ACL を強制しません。を強制しません。
    

     バージョンバージョン 1.22 以降の以降の e2fsprogs パッケージパッケージ (Red Hat Enterprise Linux 2.1 およびおよび 4 のバージョのバージョ
ンも含むンも含む) に含まれているに含まれている e2fsck ユーティリティーのバージョンは、ユーティリティーのバージョンは、ext_attr 属性を使用してファイル属性を使用してファイル
システムを確認できます。古いバージョンではこの確認が拒否されます。システムを確認できます。古いバージョンではこの確認が拒否されます。
    

14.7. 関連情報関連情報

     詳細は、以下のリソースを参照してください。詳細は、以下のリソースを参照してください。
    

14.7.1. インストールされているドキュメントインストールされているドキュメント

        ACL man ページ：ページ： ACL の説明の説明
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        man ページページ - ファイルアクセス制御リストの取得方法ファイルアクセス制御リストの取得方法
       

        man ページページ - ファイルアクセス制御リストの設定方法ファイルアクセス制御リストの設定方法
       

        star man ページ：ページ： star ユーティリティーとそのオプションの詳細ユーティリティーとそのオプションの詳細
       

14.7.2. 便利な便利な Web サイトサイト

        http://acl.bestbits.at/ — Website for ACLs
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パートパート III. パッケージ管理パッケージ管理

    Red Hat Enterprise Linux システムのすべてのソフトウェアは、システムのすべてのソフトウェアは、RPM パッケージに分類されます。パッケージに分類されます。
このパッケージは、インストール、アップグレード、または削除が可能です。ここでは、グラフィカルこのパッケージは、インストール、アップグレード、または削除が可能です。ここでは、グラフィカル
およびコマンドラインツールを使用して、およびコマンドラインツールを使用して、Red Hat Enterprise Linux システムでシステムで RPM パッケージを管パッケージを管
理する方法を説明します。理する方法を説明します。
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第第15章章 RPM でのパッケージ管理でのパッケージ管理

    RPM Package Manager(RPM)は、誰でも使用できるオープンパッケージシステムであり、は、誰でも使用できるオープンパッケージシステムであり、Red Hat 
Enterprise Linux や他のや他の Linux システムやシステムや UNIX システムで実行できます。システムで実行できます。Red Hat, Inc は、他のベンは、他のベン
ダーが独自の製品にダーが独自の製品に RPM を使用することを推奨しています。を使用することを推奨しています。RPM は、は、GPL の用語で配布可能です。の用語で配布可能です。
   

    RPM を使用すると、エンドユーザーはシステムの更新を簡素化します。を使用すると、エンドユーザーはシステムの更新を簡素化します。RPM パッケージのインスパッケージのインス
トール、アンインストール、およびアップグレードは、短いコマンドで実行できます。トール、アンインストール、およびアップグレードは、短いコマンドで実行できます。RPM はインスはインス
トールされたパッケージとそのファイルのデータベースを維持するため、システムで強力なクエリーとトールされたパッケージとそのファイルのデータベースを維持するため、システムで強力なクエリーと
検証を呼び出すことができます。グラフィカルインターフェースを使用する場合は、検証を呼び出すことができます。グラフィカルインターフェースを使用する場合は、Package 
Management Tool を使用して多くのを使用して多くの RPM コマンドを実行できます。コマンドを実行できます。
   

    アップグレード中、アップグレード中、RPM は設定ファイルを誤って処理するため、カスタマイズを失うことはありまは設定ファイルを誤って処理するため、カスタマイズを失うことはありま
せん。通常のせん。通常の .tar.gz ファイルで実行できません。ファイルで実行できません。
   

    開発者は、開発者は、RPM を使用して、ソフトウェアソースコードを取り、エンドユーザー向けのソースパッを使用して、ソフトウェアソースコードを取り、エンドユーザー向けのソースパッ
ケージとバイナリーパッケージにパッケージ化できます。このプロセスは非常にシンプルで、単一のケージとバイナリーパッケージにパッケージ化できます。このプロセスは非常にシンプルで、単一の
ファイルと作成するオプションのパッチから実行されます。ビルド命令とともに、ファイルと作成するオプションのパッチから実行されます。ビルド命令とともに、元元 のソースとパッチのソースとパッチ
の区別が明確になり、新しいバージョンのソフトウェアがリリースされると、パッケージのメンテナンの区別が明確になり、新しいバージョンのソフトウェアがリリースされると、パッケージのメンテナン
スが容易になります。スが容易になります。
   

備考備考

     RPM はシステムに変更を加えるため、はシステムに変更を加えるため、RPM パッケージのインストール、削除、またパッケージのインストール、削除、また
はアップグレードを行うはアップグレードを行う root でなければなりません。でなければなりません。
    

15.1. RPM 設計ゴール設計ゴール

     RPM の使用方法を理解するには、の使用方法を理解するには、RPM の設計目標を理解すると便利です。の設計目標を理解すると便利です。
    

 アップグレード可能性アップグレード可能性 

        RPM を使用すると、完全に再インストールせずにシステムの個々のコンポーネントをアップグを使用すると、完全に再インストールせずにシステムの個々のコンポーネントをアップグ
レードできます。レードできます。RPM（（Red Hat Enterprise Linux など）をベースとしたオペレーティングシステなど）をベースとしたオペレーティングシステ
ムの新しいリリースを取得する場合は、マシンに再インストールする必要はありません（他のパッムの新しいリリースを取得する場合は、マシンに再インストールする必要はありません（他のパッ
ケージシステムに基づいたオペレーティングシステムと同様）。ケージシステムに基づいたオペレーティングシステムと同様）。RPM は、システムのインテリジェは、システムのインテリジェ
ントな完全自動インプレースアップグレードを可能にします。パッケージの設定ファイルはアップントな完全自動インプレースアップグレードを可能にします。パッケージの設定ファイルはアップ
グレード後も保持されるため、カスタマイズは失われません。パッケージのアップグレードに必要グレード後も保持されるため、カスタマイズは失われません。パッケージのアップグレードに必要
な特別なアップグレードファイルはありません。システムのパッケージのインストールとアップグな特別なアップグレードファイルはありません。システムのパッケージのインストールとアップグ
レードに同じレードに同じ RPM ファイルが使用されるためです。ファイルが使用されるためです。
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 強力なクエリ強力なクエリ 

        RPM は、強力なクエリーオプションを提供するように設計されています。パッケージや特定のは、強力なクエリーオプションを提供するように設計されています。パッケージや特定の
ファイルのみをデータベース全体で検索できます。また、ファイルが属するパッケージや、パッファイルのみをデータベース全体で検索できます。また、ファイルが属するパッケージや、パッ
ケージの出所を簡単に見つけることもできます。ケージの出所を簡単に見つけることもできます。RPM パッケージに含まれるファイルは圧縮アーカパッケージに含まれるファイルは圧縮アーカ
イブにあり、カスタムバイナリーヘッダーにはパッケージとそのコンテンツに関する有用な情報がイブにあり、カスタムバイナリーヘッダーにはパッケージとそのコンテンツに関する有用な情報が
含まれており、個々のパッケージを素早く簡単にクエリーできます。含まれており、個々のパッケージを素早く簡単にクエリーできます。
       

 

 システムの検証システムの検証 

        別の強力な機能は、パッケージを検証する機能です。一部のパッケージで重要なファイルを削別の強力な機能は、パッケージを検証する機能です。一部のパッケージで重要なファイルを削
除した場合には、パッケージを検証します。異常が通知されます。この時点で、必要に応じてパッ除した場合には、パッケージを検証します。異常が通知されます。この時点で、必要に応じてパッ
ケージを再インストールできます。変更した設定ファイルは再インストール時に保持されます。ケージを再インストールできます。変更した設定ファイルは再インストール時に保持されます。
       

 

 純粋なソース純粋なソース 

        重要な設計目的は、ソフトウェアの元の作成者によって配布される「元の」ソフトウェアソー重要な設計目的は、ソフトウェアの元の作成者によって配布される「元の」ソフトウェアソー
スを使用できるようにしたことでした。スを使用できるようにしたことでした。RPM では、元のソースと、使用されたパッチ、完全なビルでは、元のソースと、使用されたパッチ、完全なビル
ド命令があります。これは、いくつかの理由で重要な利点です。たとえば、新しいバージョンのプド命令があります。これは、いくつかの理由で重要な利点です。たとえば、新しいバージョンのプ
ログラムが除外している場合には、コンパイルを行うために必ずしもゼロから開始する必要はありログラムが除外している場合には、コンパイルを行うために必ずしもゼロから開始する必要はあり
ません。パッチを確認して、必要ません。パッチを確認して、必要 なな 内容を確認できます。コンパイルされたすべてのデフォルト内容を確認できます。コンパイルされたすべてのデフォルト
と、ソフトウェアが適切にビルドできるように加えられたすべての変更は、この手法を使用して簡と、ソフトウェアが適切にビルドできるように加えられたすべての変更は、この手法を使用して簡
単に表示できます。単に表示できます。
       

        ソースを純粋に保つことの目的は開発者にとってのみ重要だと思われますが、エンドユーザーソースを純粋に保つことの目的は開発者にとってのみ重要だと思われますが、エンドユーザー
にとっても品質の高いソフトウェアになります。にとっても品質の高いソフトウェアになります。
       

 

15.2. RPM の使用の使用

     RPM には基本的な動作モードがには基本的な動作モードが 5 つあります（パッケージの構築をカウントしません）つあります（パッケージの構築をカウントしません）: インスインス
トール、アンインストール、アップグレード、クエリー、および検証を行います。このセクションでトール、アンインストール、アップグレード、クエリー、および検証を行います。このセクションで
は、各モードの概要について説明します。完全な詳細情報およびオプションについては、は、各モードの概要について説明します。完全な詳細情報およびオプションについては、rpm --help をを
試行するか、試行するか、RPM に関する詳細情報はに関する詳細情報は 「関連情報」「関連情報」 を参照してください。を参照してください。
    

15.2.1. RPM パッケージの検索パッケージの検索

      RPM を使用する前に、そのを使用する前に、その RPM を見つける場所を知っている必要があります。インターネット検を見つける場所を知っている必要があります。インターネット検
索は多くの索は多くの RPM リポジトリーを返しますが、リポジトリーを返しますが、Red Hat, Inc が構築したが構築した RPM パッケージを探す場合パッケージを探す場合
は、以下の場所にあります。は、以下の場所にあります。
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        The Red Hat Enterprise Linux CD-ROMs
       

        http://www.redhat.com/apps/support/errata/から入手できるから入手できる Red Hat エラータページエラータページ
       

        http://www.redhat.com/download/mirror.htmlで利用可能なで利用可能な Red Hat FTP ミラーサイトミラーサイト
       

        Red Hat Network: Red Hat Network に関する詳細情報は、に関する詳細情報は、16章章Red Hat Network を参照を参照
してください。してください。
       

15.2.2. インストールインストール

      RPM パッケージには、通常パッケージには、通常 foo-1.0-1.i386.rpm などのファイル名があります。ファイル名には、などのファイル名があります。ファイル名には、
パッケージ名パッケージ名(foo)、バージョン、バージョン(1.0)、リリース、リリース(1)、アーキテクチャー、アーキテクチャー(i386)が含まれます。パッケージが含まれます。パッケージ
をインストールするには、をインストールするには、root としてログインし、シェルプロンプトで以下のコマンドを入力します。としてログインし、シェルプロンプトで以下のコマンドを入力します。
     

rpm -Uvh foo-1.0-1.i386.rpm

      インストールに成功すると、以下の出力が表示されます。インストールに成功すると、以下の出力が表示されます。
     

Preparing...                ########################################### [100%]
   1:foo                    ########################################### [100%]

      ご覧のとおり、ご覧のとおり、RPM はパッケージ名を出力し、パッケージが進捗メーターとしてインストールされはパッケージ名を出力し、パッケージが進捗メーターとしてインストールされ
ているため、ハッシュマークの連続して出力します。ているため、ハッシュマークの連続して出力します。
     

      パッケージのインストールまたはアップグレード時に、パッケージの署名が自動的にチェックされパッケージのインストールまたはアップグレード時に、パッケージの署名が自動的にチェックされ
ます。署名は、パッケージが承認されたパーティーによって署名されていることを確認します。たとえます。署名は、パッケージが承認されたパーティーによって署名されていることを確認します。たとえ
ば、署名の検証に失敗した場合、以下のようなエラーメッセージが表示されます。ば、署名の検証に失敗した場合、以下のようなエラーメッセージが表示されます。
     

error: V3 DSA signature: BAD, key ID 0352860f

      新しいヘッダーのみの署名の場合は、以下のようなエラーメッセージが表示されます。新しいヘッダーのみの署名の場合は、以下のようなエラーメッセージが表示されます。
     

error: Header V3 DSA signature: BAD, key ID 0352860f

      署名を検証するために適切なキーがインストールされていない場合、メッセージには以下のように署名を検証するために適切なキーがインストールされていない場合、メッセージには以下のように 
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NOKEY という単語が含まれます。という単語が含まれます。
     

warning: V3 DSA signature: NOKEY, key ID 0352860f

      パッケージの署名の確認に関する詳細は、パッケージの署名の確認に関する詳細は、「パッケージの署名の確認」「パッケージの署名の確認」 を参照してください。を参照してください。
     

WARNING

       カーネルパッケージをインストールする場合は、代わりにカーネルパッケージをインストールする場合は、代わりに rpm -ivh を使用すを使用す
る必要があります。詳細は、る必要があります。詳細は、36章章カーネルの手動によるアップグレードカーネルの手動によるアップグレード を参照しを参照し
てください。てください。
      

      パッケージのインストールはシンプルとなるように設計されていますが、エラーが発生することがパッケージのインストールはシンプルとなるように設計されていますが、エラーが発生することが
あります。あります。
     

15.2.2.1. インストールされているパッケージインストールされているパッケージ

       同じバージョンのパッケージがすでにインストールされている場合は、以下が表示されます。同じバージョンのパッケージがすでにインストールされている場合は、以下が表示されます。
      

Preparing...                ########################################### [100%]
package foo-1.0-1 is already installed

       インストールしようとしているバージョンと同じバージョンがすでにインストールされ、パッケーインストールしようとしているバージョンと同じバージョンがすでにインストールされ、パッケー
ジをインストールする場合は、ジをインストールする場合は、--replacepkgs オプションを使用できます。これにより、オプションを使用できます。これにより、RPM にエラーにエラー
を無視するように指示します。を無視するように指示します。
      

rpm -ivh --replacepkgs foo-1.0-1.i386.rpm

       このオプションは、このオプションは、RPM からインストールされたファイルが削除された場合や、からインストールされたファイルが削除された場合や、RPM から元の設から元の設
定ファイルをインストールする場合に便利です。定ファイルをインストールする場合に便利です。
      

15.2.2.2. 競合するファイル競合するファイル

       別のパッケージまたはそれ以前のバージョンですでにインストールされているファイルを含むパッ別のパッケージまたはそれ以前のバージョンですでにインストールされているファイルを含むパッ
ケージのインストールを試みると、以下が表示されます。ケージのインストールを試みると、以下が表示されます。
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Preparing...                ########################################### [100%]
file /usr/bin/foo from install of foo-1.0-1 conflicts with file from package bar-2.0.20

       RPM がこのエラーを無視するようにするには、がこのエラーを無視するようにするには、--replacefiles オプションを使用します。オプションを使用します。
      

rpm -ivh --replacefiles foo-1.0-1.i386.rpm

15.2.2.3. 解決できない依存関係解決できない依存関係

       RPM パッケージは基本的に、他のパッケージに依存します。つまり、適切に実行するために他のパッケージは基本的に、他のパッケージに依存します。つまり、適切に実行するために他の
パッケージをインストールする必要があります。未解決の依存関係があるパッケージをインストールしパッケージをインストールする必要があります。未解決の依存関係があるパッケージをインストールし
ようとすると、以下のような出力が表示されます。ようとすると、以下のような出力が表示されます。
      

error: Failed dependencies:
        bar.so.2 is needed by foo-1.0-1
    Suggested resolutions:
        bar-2.0.20-3.i386.rpm

       Red Hat Enterprise Linux CD-ROM セットからパッケージをインストールする場合は、通常、依セットからパッケージをインストールする場合は、通常、依
存関係の解決に必要なパッケージを提案します。存関係の解決に必要なパッケージを提案します。Red Hat Enterprise Linux CD-ROM またはまたは Red Hat 
FTP サイト（またはミラー）で推奨されるパッケージを見つけ、これをコマンドに追加します。サイト（またはミラー）で推奨されるパッケージを見つけ、これをコマンドに追加します。
      

rpm -ivh foo-1.0-1.i386.rpm bar-2.0.20-3.i386.rpm

       両方のパッケージのインストールに成功すると、以下のような出力が表示されます。両方のパッケージのインストールに成功すると、以下のような出力が表示されます。
      

Preparing...                ########################################### [100%]
   1:foo                    ########################################### [ 50%]
   2:bar                    ########################################### [100%]

       依存関係を解決するパッケージを提案していない場合は、依存関係を解決するパッケージを提案していない場合は、--redhatprovides オプションを試して、オプションを試して、
必要なファイルを含むパッケージを判断してください。このオプションを使用するには、必要なファイルを含むパッケージを判断してください。このオプションを使用するには、rpmdb-
redhat パッケージがインストールされている必要があります。パッケージがインストールされている必要があります。
      

rpm -q --redhatprovides bar.so.2

       bar.so.2 が含まれるパッケージが、が含まれるパッケージが、rpmdb-redhat パッケージからインストールされたデータベーパッケージからインストールされたデータベー
スにある場合は、パッケージ名が表示されます。スにある場合は、パッケージ名が表示されます。
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bar-2.0.20-3.i386.rpm

       （パッケージが正しく実行されない可能性があるため）インストールを強制的に実行するには、（パッケージが正しく実行されない可能性があるため）インストールを強制的に実行するには、--
nodeps オプションを使用します。オプションを使用します。
      

15.2.3. アンインストールアンインストール

      パッケージのアンインストールは、パッケージのインストールと同様に簡単です。シェルプロンプパッケージのアンインストールは、パッケージのインストールと同様に簡単です。シェルプロンプ
トで以下のコマンドを入力します。トで以下のコマンドを入力します。
     

rpm -e foo

備考備考

       元のパッケージ元のパッケージ ファイルファイルfoo -1.0-1.i386.rpm の名前ではなく、パッケージ名の名前ではなく、パッケージ名 foo をを 
使用していました。使用していました。パッケージをアンインストールするには、パッケージをアンインストールするには、foo を元のパッケージのを元のパッケージの
実際のパッケージ名に置き換えます。実際のパッケージ名に置き換えます。
      

      別のインストール済みパッケージが削除しようとしているパッケージに依存する場合は、パッケー別のインストール済みパッケージが削除しようとしているパッケージに依存する場合は、パッケー
ジをアンインストールする際に依存関係エラーが発生する可能性があります。以下に例を示します。ジをアンインストールする際に依存関係エラーが発生する可能性があります。以下に例を示します。
     

error: Failed dependencies:
        foo is needed by (installed) bar-2.0.20-3.i386.rpm

      RPM がこのエラーを無視し、パッケージの依存関係を中断する可能性があるパッケージをアンインがこのエラーを無視し、パッケージの依存関係を中断する可能性があるパッケージをアンイン
ストールする場合は、ストールする場合は、--nodeps オプションを使用します。オプションを使用します。
     

15.2.4. アップグレードアップグレード

      パッケージのアップグレードは、パッケージのインストールに似ています。シェルプロンプトで以パッケージのアップグレードは、パッケージのインストールに似ています。シェルプロンプトで以
下のコマンドを入力します。下のコマンドを入力します。
     

rpm -Uvh foo-2.0-1.i386.rpm

      パッケージのアップグレードの一環として、パッケージのアップグレードの一環として、RPM は古いバージョンのは古いバージョンの foo パッケージを自動的にアパッケージを自動的にア
ンインストールします。実際、以前のバージョンがインストールされていない場合でも、ンインストールします。実際、以前のバージョンがインストールされていない場合でも、-U を使用しを使用し
て、機能するパッケージをインストールしたい場合があります。て、機能するパッケージをインストールしたい場合があります。
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ヒントヒント

       RPM は以前のカーネルパッケージに置き換わるため、カーネルパッケージのインスは以前のカーネルパッケージに置き換わるため、カーネルパッケージのインス
トールにトールに -U オプションを使用したくありません。これは実行中のシステムには影響しまオプションを使用したくありません。これは実行中のシステムには影響しま
せんが、次回の再起動時に新しいカーネルが起動できない場合は、代わりに他のカーネせんが、次回の再起動時に新しいカーネルが起動できない場合は、代わりに他のカーネ
ルが起動できません。ルが起動できません。
      

       -i オプションを使用すると、カーネルをオプションを使用すると、カーネルを GRUB 起動メニュー起動メニュー(/etc/grub.conf)に追加に追加
します。同様に、不要な古いカーネルを削除すると、します。同様に、不要な古いカーネルを削除すると、GRUB からカーネルが削除されまからカーネルが削除されま
す。す。
      

      RPM は設定ファイルを使ってパッケージのインテリジェントなアップグレードを実行するので、以は設定ファイルを使ってパッケージのインテリジェントなアップグレードを実行するので、以
下のようなメッセージが表示されることがあります。下のようなメッセージが表示されることがあります。
     

saving /etc/foo.conf as /etc/foo.conf.rpmsave

      このメッセージは、設定ファイルへの変更が、パッケージ内の新しい設定ファイルと後方このメッセージは、設定ファイルへの変更が、パッケージ内の新しい設定ファイルと後方 互換性互換性 がが
ない可能性があります。そのため、ない可能性があります。そのため、RPM は元のファイルを保存し、新しいファイルをインストールしは元のファイルを保存し、新しいファイルをインストールし
てください。システムが適切に機能し続けるようにするには、てください。システムが適切に機能し続けるようにするには、2 つの設定ファイル間の違いを調べ、でつの設定ファイル間の違いを調べ、で
きるだけ早く解決する必要があります。きるだけ早く解決する必要があります。
     

      アップグレードはアンインストールとインストールの組み合わせであるため、アップグレードはアンインストールとインストールの組み合わせであるため、RPM のアップグレーのアップグレー
ド時に、アンインストールおよびインストールエラーが発生し、さらにエラーがド時に、アンインストールおよびインストールエラーが発生し、さらにエラーが 1 つ以上発生する可能つ以上発生する可能
性があります。性があります。RPM がが 古い古い バージョン番号のパッケージにアップグレードしようとしていると考えるバージョン番号のパッケージにアップグレードしようとしていると考える
場合、出力は以下のようになります。場合、出力は以下のようになります。
     

package foo-2.0-1 (which is newer than foo-1.0-1) is already installed

      RPM を強制的にアップグレードするには、を強制的にアップグレードするには、--oldpackage オプションを使用します。オプションを使用します。
     

rpm -Uvh --oldpackage foo-1.0-1.i386.rpm

15.2.5. Freshening

      パッケージの追加は、パッケージのアップグレードに似ています。シェルプロンプトで以下のコマパッケージの追加は、パッケージのアップグレードに似ています。シェルプロンプトで以下のコマ
ンドを入力します。ンドを入力します。
     

rpm -Fvh foo-1.2-1.i386.rpm
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      RPM の新規オプションは、コマンドラインで指定したパッケージのバージョンと、システムにインの新規オプションは、コマンドラインで指定したパッケージのバージョンと、システムにイン
ストールされているパッケージのバージョンを確認します。すでにインストールされているパッケージストールされているパッケージのバージョンを確認します。すでにインストールされているパッケージ
の新規バージョンがの新規バージョンが RPM の新規オプションで処理されると、そのパッケージが新しいバージョンにの新規オプションで処理されると、そのパッケージが新しいバージョンに
アップグレードされます。ただし、同じ名前のパッケージが存在しない場合、アップグレードされます。ただし、同じ名前のパッケージが存在しない場合、RPM ののnewen オプショオプショ
ンはパッケージをインストールしません。これンはパッケージをインストールしません。これ はは、以前のバージョンのパッケージがすでにインストー、以前のバージョンのパッケージがすでにインストー
ルされているかどうかにかかわらず、アップグレードによってパッケージがインストールされるため、ルされているかどうかにかかわらず、アップグレードによってパッケージがインストールされるため、
RPM のアップグレードオプションとは異なります。のアップグレードオプションとは異なります。
     

      RPM の新規オプションは、の新規オプションは、1 つのパッケージまたはパッケージグループで機能します。多数の異なつのパッケージまたはパッケージグループで機能します。多数の異な
るパッケージをダウンロードし、システムにすでにインストールされているパッケージのみをアップグるパッケージをダウンロードし、システムにすでにインストールされているパッケージのみをアップグ
レードする場合は、新たにジョブを行います。新しいパッケージを使用する場合は、レードする場合は、新たにジョブを行います。新しいパッケージを使用する場合は、RPM を使用するを使用する
前にダウンロードしたグループから不要なパッケージを削除する必要はありません。前にダウンロードしたグループから不要なパッケージを削除する必要はありません。
     

      この場合は、以下のコマンドを実行します。この場合は、以下のコマンドを実行します。
     

rpm -Fvh *.rpm

      RPM は、すでにインストールされているパッケージのみを自動的にアップグレードします。は、すでにインストールされているパッケージのみを自動的にアップグレードします。
     

15.2.6. クエリクエリ

      rpm -q コマンドを使用して、インストール済みパッケージのデータベースにクエリーします。コマンドを使用して、インストール済みパッケージのデータベースにクエリーします。rpm 
-q foo  コマンドは、インストール済みパッケージのパッケージ名、バージョン、リリース番号を表示コマンドは、インストール済みパッケージのパッケージ名、バージョン、リリース番号を表示
します。します。
     

foo-2.0-1

備考備考

       パッケージをクエリーするには、パッケージをクエリーするには、foo を実際のパッケージ名に置き換えます。を実際のパッケージ名に置き換えます。
      

      パッケージ名を指定する代わりに、パッケージ名を指定する代わりに、-q で以下のオプションを使用して、問い合わせるパッケージをで以下のオプションを使用して、問い合わせるパッケージを
指定します。これらは指定します。これらは パッケージのパッケージの 選択選択 オプションオプション と呼ばれます。と呼ばれます。
     

        -a は、現在インストールされているすべてのパッケージをクエリーします。は、現在インストールされているすべてのパッケージをクエリーします。
       

        -f < file> はは、、< file> を所有するパッケージをクエリーしを所有するパッケージをクエリーし ます。ファイルを指定する場合ます。ファイルを指定する場合
は、ファイルの完全パスを指定する必要があります（例：は、ファイルの完全パスを指定する必要があります（例： /bin/ls）。）。
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        -p &lt ;packagefile> はは パッケージパッケージ < packagefile> をクエリーしをクエリーし ます。ます。
       

      クエリーされたパッケージに関する情報を表示する方法は複数あります。以下のオプションは、検クエリーされたパッケージに関する情報を表示する方法は複数あります。以下のオプションは、検
索する情報のタイプを選択するために使用されます。これらは索する情報のタイプを選択するために使用されます。これらは Information Query Options と呼ばれまと呼ばれま
す。す。
     

        -i は、名前、説明、リリース、サイズ、ビルド日、インストール日、ベンダー、その他のは、名前、説明、リリース、サイズ、ビルド日、インストール日、ベンダー、その他の
その他の情報など、パッケージ情報を表示します。その他の情報など、パッケージ情報を表示します。
       

        -l は、パッケージに含まれるファイルの一覧を表示します。は、パッケージに含まれるファイルの一覧を表示します。
       

        -s は、パッケージ内の全ファイルの状態を表示します。は、パッケージ内の全ファイルの状態を表示します。
       

        -d は、ドキュメントとしてマークされているファイルの一覧を表示します（は、ドキュメントとしてマークされているファイルの一覧を表示します（man ペーペー
ジ、情報ページ、ジ、情報ページ、README など）。など）。
       

        -c は、設定ファイルとしてマークされているファイルの一覧を表示します。これは、パッは、設定ファイルとしてマークされているファイルの一覧を表示します。これは、パッ
ケージのインストール後に変更するファイルです（例：ケージのインストール後に変更するファイルです（例： sendmail.cf、、passwd、、inittab なな
ど）。ど）。
       

      ファイルの一覧を表示するオプションについては、コマンドにファイルの一覧を表示するオプションについては、コマンドに -v を追加して、一般的なを追加して、一般的な ls -l 形式形式
でリストを表示します。でリストを表示します。
     

15.2.7. 検証検証

      パッケージの検証は、パッケージからインストールしたファイルに関する情報と、元のパッケージパッケージの検証は、パッケージからインストールしたファイルに関する情報と、元のパッケージ
からの同じ情報を比較します。また、検証により、各ファイルのサイズ、からの同じ情報を比較します。また、検証により、各ファイルのサイズ、MD5 合計、パーミッショ合計、パーミッショ
ン、タイプ、所有者、およびグループを比較します。ン、タイプ、所有者、およびグループを比較します。
     

      コマンドコマンド rpm -V はパッケージを検証します。クエリーに一覧表示されるはパッケージを検証します。クエリーに一覧表示される パッケージパッケージ 検証検証 オプショオプショ
ンン のいずれかを使用して、検証するパッケージを指定できます。検証の簡単な使用方法はのいずれかを使用して、検証するパッケージを指定できます。検証の簡単な使用方法は rpm -V foo 
です。これは、です。これは、foo パッケージ内のすべてのファイルが、最初にインストールした時と同じであることパッケージ内のすべてのファイルが、最初にインストールした時と同じであること
を検証します。以下に例を示します。を検証します。以下に例を示します。
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        特定のファイルを含むパッケージを確認するには、次のコマンドを実行します。特定のファイルを含むパッケージを確認するには、次のコマンドを実行します。
       

rpm -Vf /usr/bin/vim

        インストールされているすべてのパッケージを確認するには、次のコマンドを実行しまインストールされているすべてのパッケージを確認するには、次のコマンドを実行しま
す。す。
       

rpm -Va

        RPM パッケージファイルに対してインストール済みのパッケージを確認するには、次のコパッケージファイルに対してインストール済みのパッケージを確認するには、次のコ
マンドを実行します。マンドを実行します。
       

rpm -Vp foo-1.0-1.i386.rpm

        このコマンドは、このコマンドは、RPM データベースが破損していると思われる場合に便利です。データベースが破損していると思われる場合に便利です。
       

      すべてが適切に検証された場合、出力はありません。不一致がある場合は、それらが表示されますべてが適切に検証された場合、出力はありません。不一致がある場合は、それらが表示されま
す。出力の形式は、す。出力の形式は、8 文字の文字列（文字の文字列（ c は設定ファイルを示します）、ファイル名です。は設定ファイルを示します）、ファイル名です。8 文字はそれ文字はそれ
ぞれ、ファイルのぞれ、ファイルの 1 つの属性とつの属性と RPM データベースに記録された属性の値を比較した結果を示します。データベースに記録された属性の値を比較した結果を示します。
1 つのピリオドつのピリオド(.)は、テストに合格したことを意味します。以下の文字は、特定のテストの失敗を示しは、テストに合格したことを意味します。以下の文字は、特定のテストの失敗を示し
ています。ています。
     

        5 - MD5 checksum
       

        s - ファイルサイズファイルサイズ
       

        l - シンボリックリンクシンボリックリンク
       

        T - ファイル変更時間ファイル変更時間
       

        d - device
       

        u - user
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        g - group
       

        m: モード（パーミッションおよびファイルタイプを含む）モード（パーミッションおよびファイルタイプを含む）
       

        ? - 読み取り不可能なファイル読み取り不可能なファイル
       

      出力が表示された場合は、最善の判断を使用して、パッケージを削除または再インストールする必出力が表示された場合は、最善の判断を使用して、パッケージを削除または再インストールする必
要があるかを判断するか、別の方法で問題を修正します。要があるかを判断するか、別の方法で問題を修正します。
     

15.3. パッケージの署名の確認パッケージの署名の確認

     パッケージが破損していないか、改ざんされていないことを確認する場合は、シェルプロンプトでパッケージが破損していないか、改ざんされていないことを確認する場合は、シェルプロンプトで
以下のコマンドを入力して以下のコマンドを入力して md5sum のみを確認します（のみを確認します（RPM パッケージのパッケージのファイル名はファイル名は <rpm- file> 
です）。です）。
    

rpm -K --nosignature <rpm-file>

     < rpm-file> : md 5 OK というメッセージが表示されます。この簡単なメッセージは、ファイルのダというメッセージが表示されます。この簡単なメッセージは、ファイルのダ
ウンロードによって破損されなかったことを意味します。より詳細なメッセージを表示するには、コマウンロードによって破損されなかったことを意味します。より詳細なメッセージを表示するには、コマ
ンドのンドの -K をを -Kvv に置き換えます。に置き換えます。
    

     一方、パッケージを作成した開発者だけに信頼する方法。パッケージが開発者の一方、パッケージを作成した開発者だけに信頼する方法。パッケージが開発者の GnuPG キーキー でで 署署
名名 されている場合、開発者がそれらが本人であることがわかっていることが分かります。されている場合、開発者がそれらが本人であることがわかっていることが分かります。
    

     RPM パッケージは、ダウンロードしたパッケージに信頼できるものにするために、パッケージは、ダウンロードしたパッケージに信頼できるものにするために、Gnu Privacy 
Guard （または（または GnuPG）を使用して署名できます。）を使用して署名できます。
    

     GnuPG は、安全な通信を行うためのツールです。これは、電子プライバシープログラムであるは、安全な通信を行うためのツールです。これは、電子プライバシープログラムである 
PGP の暗号化テクノロジーの完全な置換です。の暗号化テクノロジーの完全な置換です。GnuPG を使用すると、ドキュメントの有効性を認証を使用すると、ドキュメントの有効性を認証
し、他の受信者との間でデータを暗号化し、他の受信者との間でデータを暗号化/復号化できます。復号化できます。GnuPG はは PGP 5.x ファイルを復号および検ファイルを復号および検
証することもできます。証することもできます。
    

     インストール時に、インストール時に、ART はデフォルトでインストールされます。これにより、はデフォルトでインストールされます。これにより、Red Hat から受け取から受け取
るパッケージを確認できるようにするためにるパッケージを確認できるようにするために GnuPG の使用をすぐに開始できます。まず、の使用をすぐに開始できます。まず、Red Hat のの
公開鍵をインポートする必要があります。公開鍵をインポートする必要があります。
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15.3.1. キーのインポートキーのインポート

      Red Hat パッケージを検証するには、パッケージを検証するには、Red Hat GPG キーをインポートする必要があります。これをキーをインポートする必要があります。これを
行うには、シェルプロンプトで以下のコマンドを実行します。行うには、シェルプロンプトで以下のコマンドを実行します。
     

rpm --import /usr/share/rhn/RPM-GPG-KEY

      RPM 検証用にインストールされた鍵の一覧を表示するには、以下のコマンドを実行します。検証用にインストールされた鍵の一覧を表示するには、以下のコマンドを実行します。
     

rpm -qa gpg-pubkey*

      Red Hat キーの出力には、以下が含まれます。キーの出力には、以下が含まれます。
     

gpg-pubkey-db42a60e-37ea5438

      特定のキーの詳細を表示するには、特定のキーの詳細を表示するには、rpm -qi の後に直前のコマンドの出力を使用します。の後に直前のコマンドの出力を使用します。
     

rpm -qi gpg-pubkey-db42a60e-37ea5438

15.3.2. パッケージの署名の確認パッケージの署名の確認

      ビルダーのビルダーの GnuPG キーのインポート後にキーのインポート後に RPM ファイルのファイルの GnuPG 署名を確認するには、以下の署名を確認するには、以下の
コマンドを使用します（コマンドを使用します（< rpm-file > をを RPM パッケージのファイル名に置き換えます）。パッケージのファイル名に置き換えます）。
     

rpm -K <rpm-file>

      すべてが正常に行われると、すべてが正常に行われると、md5 gpg OK メッセージが表示されます。つまり、パッケージの署名メッセージが表示されます。つまり、パッケージの署名
を検証し、破損していないことを意味します。を検証し、破損していないことを意味します。
     

15.4. RPM で金を抑制するで金を抑制する

     RPM は、システムの管理と問題の診断と修正の両方に役立ちます。すべてのオプションを把握するは、システムの管理と問題の診断と修正の両方に役立ちます。すべてのオプションを把握する
最適な方法は、いくつかの例を参照してください。最適な方法は、いくつかの例を参照してください。
    

       場合によっては、誤って一部のファイルを削除しましたが、削除内容を把握しているわけ場合によっては、誤って一部のファイルを削除しましたが、削除内容を把握しているわけ
ではありません。システム全体を検証し、足りないものを確認するには、以下のコマンドを実ではありません。システム全体を検証し、足りないものを確認するには、以下のコマンドを実
行します。行します。
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rpm -Va

       一部のファイルが欠落しているか、破損している場合、パッケージを再インストールする一部のファイルが欠落しているか、破損している場合、パッケージを再インストールする
か、またはアンインストールしてからパッケージを再インストールします。か、またはアンインストールしてからパッケージを再インストールします。
      

       場合によっては、認識しないファイルが表示される場合があります。パッケージを所有す場合によっては、認識しないファイルが表示される場合があります。パッケージを所有す
るパッケージを確認するには、次のコマンドを実行します。るパッケージを確認するには、次のコマンドを実行します。
      

rpm -qf /usr/bin/ggv

       出力は以下のようになります。出力は以下のようになります。
      

ggv-2.6.0-2

       以下のシナリオにおいて、上記の以下のシナリオにおいて、上記の 2 つの例を組み合わせることができます。つの例を組み合わせることができます。 /usr/bin/paste 
に問題があるとします。そのプログラムを所有するパッケージを確認しますが、どのパッケーに問題があるとします。そのプログラムを所有するパッケージを確認しますが、どのパッケー
ジがジが 貼り付ける貼り付ける かは分からません。以下のコマンドを入力します。かは分からません。以下のコマンドを入力します。
      

rpm -Vf /usr/bin/paste

       また、適切なパッケージが検証されています。また、適切なパッケージが検証されています。
      

       特定のプログラムに関する詳細情報を見つけてもよろしいですか？以下のコマンドを試特定のプログラムに関する詳細情報を見つけてもよろしいですか？以下のコマンドを試
し、そのプログラムを所有するパッケージに含まれるドキュメントを確認できます。し、そのプログラムを所有するパッケージに含まれるドキュメントを確認できます。
      

rpm -qdf /usr/bin/free

       出力は以下のようになります。出力は以下のようになります。
      

/usr/share/doc/procps-3.2.3/BUGS
/usr/share/doc/procps-3.2.3/FAQ
/usr/share/doc/procps-3.2.3/NEWS
/usr/share/doc/procps-3.2.3/TODO
/usr/share/man/man1/free.1.gz
/usr/share/man/man1/pgrep.1.gz
/usr/share/man/man1/pkill.1.gz
/usr/share/man/man1/pmap.1.gz
/usr/share/man/man1/ps.1.gz
/usr/share/man/man1/skill.1.gz
/usr/share/man/man1/slabtop.1.gz
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/usr/share/man/man1/snice.1.gz
/usr/share/man/man1/tload.1.gz
/usr/share/man/man1/top.1.gz
/usr/share/man/man1/uptime.1.gz
/usr/share/man/man1/w.1.gz
/usr/share/man/man1/watch.1.gz
/usr/share/man/man5/sysctl.conf.5.gz
/usr/share/man/man8/sysctl.8.gz
/usr/share/man/man8/vmstat.8.gz

       新しい新しい RPM が見つかるかもしれませんが、何ができるのかは分かないでしょう。情報を確が見つかるかもしれませんが、何ができるのかは分かないでしょう。情報を確
認するには、以下のコマンドを使用します。認するには、以下のコマンドを使用します。
      

rpm -qip crontabs-1.10-7.noarch.rpm

       出力は以下のようになります。出力は以下のようになります。
      

Name        : crontabs                     Relocations: (not relocatable)
Version     : 1.10                              Vendor: Red Hat, Inc
Release     : 7                             Build Date: Mon 20 Sep 2004 05:58:10 PM EDT
Install Date: (not installed)               Build Host: tweety.build.redhat.com
Group       : System Environment/Base       Source RPM: crontabs-1.10-7.src.rpm
Size        : 1004                             License: Public Domain
Signature   : DSA/SHA1, Wed 05 Jan 2005 06:05:25 PM EST, Key ID 219180cddb42a60e
Packager    : Red Hat, Inc <http://bugzilla.redhat.com/bugzilla>
Summary     : Root crontab files used to schedule the execution of programs.
Description :
The crontabs package contains root crontab files. Crontab is the
program used to install, uninstall, or list the tables used to drive the
cron daemon. The cron daemon checks the crontab files to see when
particular commands are scheduled to be executed. If commands are
scheduled, then it executes them.

       場合によっては、場合によっては、crontabs RPM がどのファイルをインストールするかを見てみましょがどのファイルをインストールするかを見てみましょ
う。以下を入力します。う。以下を入力します。
      

rpm -qlp crontabs-1.10-5.noarch.rpm

       出力は以下の例のようになります。出力は以下の例のようになります。
      

/etc/cron.daily
/etc/cron.hourly
/etc/cron.monthly
/etc/cron.weekly
/etc/crontab
/usr/bin/run-parts
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     これらはいくつかの例です。これらはいくつかの例です。RPM に使用することが多くあります。に使用することが多くあります。
    

15.5. 関連情報関連情報

     RPM は、パッケージのクエリー、インストール、アップグレード、および削除を行う数多くのオプは、パッケージのクエリー、インストール、アップグレード、および削除を行う数多くのオプ
ションと、非常に複雑なユーティリティーです。ションと、非常に複雑なユーティリティーです。RPM の詳細は、以下の資料を参照してください。の詳細は、以下の資料を参照してください。
    

15.5.1. インストールされているドキュメントインストールされているドキュメント

        rpm --help - このコマンドは、このコマンドは、RPM パラメーターのクイックリファレンスを表示します。パラメーターのクイックリファレンスを表示します。
       

        man rpm - RPM のの man ページには、ページには、rpm --help コマンドよりもコマンドよりも RPM パラメーターに関パラメーターに関
する詳細が記載されています。する詳細が記載されています。
       

15.5.2. 便利な便利な Web サイトサイト

        http://www.rpm.org/: RPM のの Web サイトサイト
       

        http://www.redhat.com/mailman/listinfo/rpm-list/: RPM メーリングリストは、ここにメーリングリストは、ここに
アーカイブされます。サブスクライブするには、単語でアーカイブされます。サブスクライブするには、単語で rpm-list-request@redhat.com にメーにメー
ルを送信し、サブジェクトの行にルを送信し、サブジェクトの行に サブスクライブサブスクライブ します。します。
       

15.5.3. 関連書籍関連書籍

        『『Red Hat RPM Guide』』 (Eric Foster-Johnson; Wiley, John &Sons, Incorporated)- 本本
ガイドでは、パッケージのインストールからガイドでは、パッケージのインストールから RPM の構築まで、の構築まで、RPM に対する包括的なガイドに対する包括的なガイド
です。です。
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第第16章章 RED HAT NETWORK

    Red Hat Network は、は、1 つ以上のつ以上の Red Hat Enterprise Linux システムを管理するためのインターシステムを管理するためのインター
ネットソリューションです。すべてのセキュリティーアラート、バグ修正アラート（エラータアラートネットソリューションです。すべてのセキュリティーアラート、バグ修正アラート（エラータアラート
と総称される）は、と総称される）は、Package Updater スタンドアロンアプリケーションを使用するスタンドアロンアプリケーションを使用する
か、か、https://rhn.redhat.com/ のの RHN Web サイトを使用してサイトを使用して Red Hat から直接ダウンロードできまから直接ダウンロードできま
す。す。
   

図図16.1 RHN

[D]

    Red Hat Network は、更新されたパッケージがリリースされるとメールを受け取るので、時間を節は、更新されたパッケージがリリースされるとメールを受け取るので、時間を節
約できます。約できます。Web で更新されたパッケージやセキュリティーアラートを検索する必要はありません。で更新されたパッケージやセキュリティーアラートを検索する必要はありません。
デフォルトでは、デフォルトでは、Red Hat Network はパッケージもインストールします。はパッケージもインストールします。RPM の使用方法や、ソフトの使用方法や、ソフト
ウェアパッケージの依存関係の解決について把握する必要はありません。ウェアパッケージの依存関係の解決について把握する必要はありません。RHN がこれらすべてを行いがこれらすべてを行い
ます。ます。
   

    Red Hat Network の機能は以下のとおりです。の機能は以下のとおりです。
   

      エラータアラート：エラータアラート： ネットワーク内のすべてのシステムについて、セキュリティーアラーネットワーク内のすべてのシステムについて、セキュリティーアラー
ト、バグ修正アラート、および機能拡張アラートが発行されるタイミングを確認します。ト、バグ修正アラート、および機能拡張アラートが発行されるタイミングを確認します。
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図図16.2 関連エラータ関連エラータ

[D]

      自動メール通知：自動メール通知： システムに対してエラータ通知が発行されたときにメール通知を受け取システムに対してエラータ通知が発行されたときにメール通知を受け取
ります。ります。
     

      スケジュールされたエラータ更新スケジュールされたエラータ更新 - エラータ更新のスケジュールエラータ更新のスケジュール
     

      パッケージのインストールパッケージのインストール - ボタンをクリックする、ボタンをクリックする、1 つ以上のシステムへのパッケージイつ以上のシステムへのパッケージイ
ンストールのスケジュールンストールのスケジュール
     

      Package Updater - Package Updater を使用して、システムの最新ソフトウェアパッケーを使用して、システムの最新ソフトウェアパッケー
ジをダウンロードします（オプションのパッケージインストールを使用）。ジをダウンロードします（オプションのパッケージインストールを使用）。
     

      Red Hat Network Web サイト：サイト： 複数のシステムの管理、個々のパッケージのダウンロー複数のシステムの管理、個々のパッケージのダウンロー
ド、およびコンピューターからの安全なド、およびコンピューターからの安全な Web ブラウザー接続によるエラータ更新などのスケブラウザー接続によるエラータ更新などのスケ
ジュールアクションジュールアクション
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WARNING

     Red Hat Network にシステムを登録する前に、にシステムを登録する前に、Red Hat Enterprise Linux 製品製品
をアクティベートして、お使いのシステムが正しいサービスに割り当てられているをアクティベートして、お使いのシステムが正しいサービスに割り当てられている
ことを確認してください。プロダクトを有効にするには、以下に移動します。ことを確認してください。プロダクトを有効にするには、以下に移動します。
    

http://www.redhat.com/apps/activate/

    製品をアクティベートしたら、製品をアクティベートしたら、Red Hat Network に登録してエラータ更新を受け取ります。登録プに登録してエラータ更新を受け取ります。登録プ
ロセスは、更新の通知に必要なシステムに関する情報を収集します。たとえば、システムにインストーロセスは、更新の通知に必要なシステムに関する情報を収集します。たとえば、システムにインストー
ルされているパッケージの一覧はコンパイルされるため、システムに関連する更新のみが通知されまルされているパッケージの一覧はコンパイルされるため、システムに関連する更新のみが通知されま
す。す。
   

    システムを初めて起動すると、システムを初めて起動すると、Software Update Setup Assistant により登録が求められます。登録により登録が求められます。登録
していない場合は、デスクトップでしていない場合は、デスクトップで Applications （パネルのメインメニュー）（パネルのメインメニュー）=> System Tools => 
Package Updater を選択して登録プロセスを開始します。または、シェルプロンプトからを選択して登録プロセスを開始します。または、シェルプロンプトから yum 
update コマンドを実行します。コマンドを実行します。
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図図16.3 RHN への登録への登録

[D]

    登録後は、以下のいずれかの方法を使用して更新の受信を開始します。登録後は、以下のいずれかの方法を使用して更新の受信を開始します。
   

      デスクトップでデスクトップで Applications （パネルのメインメニュー）（パネルのメインメニュー）=> System Tools => Package 
Updater を選択します。を選択します。
     

      シェルプロンプトからシェルプロンプトから yum コマンドを実行します。コマンドを実行します。
     

      RHN のの Web サイトサイト( https://rhn.redhat.com/)を使用します。を使用します。
     

      パネルにパッケージアイコンをクリックして、パネルにパッケージアイコンをクリックして、Package Updater を起動します。を起動します。
     

    詳細については、以下のドキュメントを参照してください。詳細については、以下のドキュメントを参照してください。
   

http://www.redhat.com/docs/manuals/RHNetwork/
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ヒントヒント

     Red Hat Enterprise Linux には、には、Red Hat Enterprise Linux システムの更新がある場システムの更新がある場
合に表示されるアラートを表示する便利なパネルアイコンが含まれています。利用可能合に表示されるアラートを表示する便利なパネルアイコンが含まれています。利用可能
な更新がない場合は、このパネルアイコンは表示されません。な更新がない場合は、このパネルアイコンは表示されません。
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パートパート IV. ネットワーク関連の設定ネットワーク関連の設定

    ネットワークの設定方法の説明後、このパートでは、リモートログイン、ネットワーク経由でのファネットワークの設定方法の説明後、このパートでは、リモートログイン、ネットワーク経由でのファ
イル共有、イル共有、Web サーバーの設定などのネットワーク関連のトピックについて説明します。サーバーの設定などのネットワーク関連のトピックについて説明します。
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第第17章章 NETWORK CONFIGURATION

    相互に通信するには、コンピューターにネットワーク接続が必要です。これは、オペレーティングシ相互に通信するには、コンピューターにネットワーク接続が必要です。これは、オペレーティングシ
ステムがインターフェースカード（ステムがインターフェースカード（Ethernet、、ISDN モデム、トークンリングなど）を認識し、ネットモデム、トークンリングなど）を認識し、ネット
ワークに接続するようにインターフェースを設定することで実行できます。ワークに接続するようにインターフェースを設定することで実行できます。
   

    Network Administration Tool を使用すると、以下のタイプのネットワークインターフェースを設定を使用すると、以下のタイプのネットワークインターフェースを設定
できます。できます。
   

      イーサネットイーサネット
     

      ISDN
     

      modem
     

      xDSL
     

      トークンリングトークンリング
     

      CIPE
     

      ワイヤレスデバイスワイヤレスデバイス
     

    IPsec 接続の設定、接続の設定、DNS 設定の管理、および追加のホスト名と設定の管理、および追加のホスト名と IP アドレスの組み合わせの保存に使アドレスの組み合わせの保存に使
用する用する /etc/hosts ファイルの管理にも使用できます。ファイルの管理にも使用できます。
   

    ネットワーク管理ツールネットワーク管理ツール を使用するには、を使用するには、root 権限が必要になります。アプリケーションを起動す権限が必要になります。アプリケーションを起動す
るには、るには、Applications （パネルのメインメニュー）（パネルのメインメニュー）=> System Settings => Network に移動するか、に移動するか、
シェルプロンプトでシェルプロンプトで system-config-network コマンド（コマンド（ XTerm やや GNOME ターミナルターミナルなど）を入力など）を入力
します。コマンドを入力すると、します。コマンドを入力すると、X が実行されているとグラフィカルバージョンが表示されます。それが実行されているとグラフィカルバージョンが表示されます。それ
以外の場合は、テキストベースのバージョンが表示されます。以外の場合は、テキストベースのバージョンが表示されます。
   

    コマンドラインのバージョンを使用するには、コマンドラインのバージョンを使用するには、root でコマンドでコマンド system-config-network-cmd --help 
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を実行して、すべてのオプションを表示します。を実行して、すべてのオプションを表示します。
   

図図17.1 ネットワーク管理ツールネットワーク管理ツール

[D]

ヒントヒント

     Red Hat Hardware Compatibility List(http://hardware.redhat.com/hcl/)を使用しを使用し
て、て、Red Hat Enterprise Linux がハードウェアデバイスに対応しているかどうかを確認がハードウェアデバイスに対応しているかどうかを確認
します。します。
    

17.1. 概要概要

     Network Administration Tool を使用したネットワーク接続を設定するには、以下の手順を実行しまを使用したネットワーク接続を設定するには、以下の手順を実行しま
す。す。
    

1. 
       物理ハードウェアデバイスに関連付けられたネットワークデバイスを追加します。物理ハードウェアデバイスに関連付けられたネットワークデバイスを追加します。
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2. 
       ハードウェア一覧に物理ハードウェアデバイスが存在しない場合は追加します。ハードウェア一覧に物理ハードウェアデバイスが存在しない場合は追加します。
      

3. 
       ホスト名およびホスト名および DNS 設定を構成します。設定を構成します。
      

4. 
       DNS で検索できないホストを設定します。で検索できないホストを設定します。
      

     本章では、ネットワーク接続の各タイプの手順を説明します。本章では、ネットワーク接続の各タイプの手順を説明します。
    

17.2. イーサネット接続の確立イーサネット接続の確立

     イーサネット接続を確立するには、ネットワークインターフェースカードイーサネット接続を確立するには、ネットワークインターフェースカード(NIC)、ネットワークケー、ネットワークケー
ブル（通常はブル（通常は CAT5 ケーブル）、および接続先のネットワークが必要です。異なるネットワークが異なケーブル）、および接続先のネットワークが必要です。異なるネットワークが異な
るネットワーク速度を使用するように設定されています。るネットワーク速度を使用するように設定されています。NIC が接続するネットワークと互換性があるが接続するネットワークと互換性がある
ことを確認してください。ことを確認してください。
    

     イーサネット接続を追加するには、以下の手順に従います。イーサネット接続を追加するには、以下の手順に従います。
    

1. 
       デバイスデバイス タブをクリックします。タブをクリックします。
      

2. 
       ツールバーのツールバーの New ボタンをクリックします。ボタンをクリックします。
      

3. 
       デバイスタイプデバイスタイプ 一覧から一覧から イーサネット接続イーサネット接続 をを 選択し、選択し、forward をクリックしをクリックし ますます。。
      

4. 
       ネットワークインターフェースカードをハードウェア一覧にすでに追加している場合ネットワークインターフェースカードをハードウェア一覧にすでに追加している場合
は、は、イーサネットカードイーサネットカード 一覧からこれを選択します。それ以外の場合は、一覧からこれを選択します。それ以外の場合は、その他のイーサネッその他のイーサネッ
トカードトカード を選択してハードウェアデバイスを追加します。を選択してハードウェアデバイスを追加します。
      

備考備考

        インストールプログラムは、対応しているイーサネットデバイスを検出インストールプログラムは、対応しているイーサネットデバイスを検出
し、その設定を求めるプロンプトを出します。インストール時にイーサネットデし、その設定を求めるプロンプトを出します。インストール時にイーサネットデ
バイスを設定すると、ハードウェアバイスを設定すると、ハードウェア タブのハードウェア一覧に表示されます。タブのハードウェア一覧に表示されます。
       

5. 
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       Other Ethernet Card を選択した場合は、を選択した場合は、Select Ethernet Adapter ウィンドウが表示されウィンドウが表示され
ます。イーサネットカードの製造元およびモデルを選択します。デバイス名を選択します。シます。イーサネットカードの製造元およびモデルを選択します。デバイス名を選択します。シ
ステムの最初のイーサネットカードの場合は、デバイス名としてステムの最初のイーサネットカードの場合は、デバイス名として eth0 を選択します。を選択します。2 番目の番目の
イーサネットカードの場合は、イーサネットカードの場合は、eth1 （など）を選択します。（など）を選択します。Network Administration Tool をを
使用すると、使用すると、NIC のリソースを設定することもできます。のリソースを設定することもできます。進む進む をクリックして続けます。をクリックして続けます。
      

6. 
         のの ネットワーク設定ウィンドウネットワーク設定ウィンドウ で、で、DHCP と静的と静的 IP アドレスのいずれかを選択しまアドレスのいずれかを選択しま
す。す。図図17.2「イーサネットの設定」「イーサネットの設定」ネットワークの開始時にデバイスに別のネットワークの開始時にデバイスに別の IP アドレスを受信アドレスを受信
する場合は、ホスト名を指定しないでください。する場合は、ホスト名を指定しないでください。進む進む をクリックして続けます。をクリックして続けます。
      

7. 
       Create Ethernet Device ページでページで Apply をクリックします。をクリックします。
      

図図17.2 イーサネットの設定イーサネットの設定

[D]

     イーサネットデバイスを設定すると、イーサネットデバイスを設定すると、図図17.3「イーサネットデバイス」「イーサネットデバイス」 に示されるようにデバイスに示されるようにデバイス
一覧に表示されます。一覧に表示されます。
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図図17.3 イーサネットデバイスイーサネットデバイス

[D]

     イーサネットデバイスを追加したら、デバイスの一覧からデバイスを選択してイーサネットデバイスを追加したら、デバイスの一覧からデバイスを選択して 編集編集 をクリックしをクリックし
て、設定をて、設定を 編集編集 できます。たとえば、デバイスが追加されると、デフォルトで起動時に開始するようできます。たとえば、デバイスが追加されると、デフォルトで起動時に開始するよう
に設定されています。この設定を変更するには、デバイスの編集を選択し、に設定されています。この設定を変更するには、デバイスの編集を選択し、コンピューターの起動時にコンピューターの起動時に 
Activate device を変更し、変更を保存します。を変更し、変更を保存します。
    

     複数のデバイスをイーサネットカードに関連付けると、後続のデバイスは複数のデバイスをイーサネットカードに関連付けると、後続のデバイスは デバイスのエイリアスデバイスのエイリアス にに
なります。デバイスエイリアスを使用すると、なります。デバイスエイリアスを使用すると、1 つの物理デバイスに複数の仮想デバイスを設定できるつの物理デバイスに複数の仮想デバイスを設定できる
ため、ため、1 つの物理デバイスに複数のつの物理デバイスに複数の IP アドレスを指定できます。たとえば、アドレスを指定できます。たとえば、eth1 デバイスとデバイスと eth1:1 デデ
バイスを設定できます。詳細は、バイスを設定できます。詳細は、「デバイスエイリアス」「デバイスエイリアス」 を参照してください。を参照してください。
    

17.3. ISDN 接続の確立接続の確立

     ISDN 接続は、電話会社によって特別な接続は、電話会社によって特別な phone 行がインストールされている行がインストールされている ISDN モードモードm カードカード
で確立されたインターネット接続です。で確立されたインターネット接続です。ISDN 接続は欧州で人気があります。接続は欧州で人気があります。
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     ISDN 接続を追加するには、以下の手順に従います。接続を追加するには、以下の手順に従います。
    

1. 
       デバイスデバイス タブをクリックします。タブをクリックします。
      

2. 
       ツールバーのツールバーの New ボタンをクリックします。ボタンをクリックします。
      

3. 
       デバイスタイプデバイスタイプ 一覧から一覧から ISDN 接続接続 をを 選択し、選択し、forward をクリックしをクリックし ますます。。
      

4. 
       プルダウンメニューからプルダウンメニューから ISDN アダプターを選択します。次に、アダプターのリソースおアダプターを選択します。次に、アダプターのリソースお
よびよび D チャネルプロトコルを設定します。チャネルプロトコルを設定します。進む進む をクリックして続けます。をクリックして続けます。
      

図図17.4 ISDN の設定の設定

[D]

5. 
       Internet Service Provider(ISP)が事前に設定された一覧にある場合は、これを選択しまが事前に設定された一覧にある場合は、これを選択しま
す。それ以外の場合は、す。それ以外の場合は、ISP アカウントに関する必要な情報を入力します。値が分からない場アカウントに関する必要な情報を入力します。値が分からない場
合は、合は、ISP にお問い合わせください。にお問い合わせください。Forward をクリックします。をクリックします。
      

6. 
       IP 設定ウィンドウで、設定ウィンドウで、Encapsulation Mode を選択し、を選択し、IP アドレスを自動的に取得するアドレスを自動的に取得する
か、静的か、静的 IP を設定するかどうかを選択します。終了したらを設定するかどうかを選択します。終了したら Forward をクリックします。をクリックします。
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7. 
       Create Dialup Connection ページでページで Apply をクリックします。をクリックします。
      

     ISDN デバイスを設定したら、デバイスを設定したら、図図17.5「「ISDN デバイス」デバイス」  に示されるように、それがに示されるように、それが ISDN タイプのタイプの
デバイスとしてデバイス一覧に表示されます。デバイスとしてデバイス一覧に表示されます。
    

     必ず必ず File => Save を選択して変更を保存します。を選択して変更を保存します。
    

     ISDN デバイスを追加したら、デバイスの一覧からデバイスを選択してデバイスを追加したら、デバイスの一覧からデバイスを選択して 編集編集 をクリックして設定ををクリックして設定を  
編集編集 できます。たとえば、デバイスが追加されると、デフォルトでシステムの起動時には開始しないよできます。たとえば、デバイスが追加されると、デフォルトでシステムの起動時には開始しないよ
うに設定されています。設定を編集してこの設定を変更します。圧縮、うに設定されています。設定を編集してこの設定を変更します。圧縮、PPP オプション、ログイン名、オプション、ログイン名、
パスワードなどを変更することができます。パスワードなどを変更することができます。
    

     デバイスが追加されると、デバイスが追加されると、Inactive ステータスにあるように、すぐにアクティブになりません。デステータスにあるように、すぐにアクティブになりません。デ
バイスを有効にするには、デバイス一覧から選択し、バイスを有効にするには、デバイス一覧から選択し、Activate ボタンをクリックします。コンピューボタンをクリックします。コンピュー
ターの起動時にシステムをアクティベートするように構成されている場合（デフォルト）、この手順をターの起動時にシステムをアクティベートするように構成されている場合（デフォルト）、この手順を
再度実行する必要があります。再度実行する必要があります。
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図図17.5 ISDN デバイスデバイス

[D]

17.4. モード接続の確立モード接続の確立

     モデムを使用して、アクティブな電話番号でインターネット接続を設定できます。インターネットモデムを使用して、アクティブな電話番号でインターネット接続を設定できます。インターネット
サービスプロバイダーサービスプロバイダー(ISP)アカウント（ダイルアップアカウントとも呼ばれます）が必要です。アカウント（ダイルアップアカウントとも呼ばれます）が必要です。
    

     モード接続を追加するには、以下の手順に従います。モード接続を追加するには、以下の手順に従います。
    

1. 
       デバイスデバイス タブをクリックします。タブをクリックします。
      

2. 
       ツールバーのツールバーの New ボタンをクリックします。ボタンをクリックします。
      

3. 
       Device Type リストからリストから Modem connection を選択し、を選択し、forward をクリックしをクリックし ますます。。
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4. 
       ハードウェア一覧にモードがすでに設定されている場合は、ハードウェア一覧にモードがすでに設定されている場合は、Network Administration Tool 
がそれを使用してモード接続を確立することを想定します。がそれを使用してモード接続を確立することを想定します。すでにすでに modems が設定されていなが設定されていな
い場合は、システムのいずれのモードも検出しようとします。このプローブには時間がかかるい場合は、システムのいずれのモードも検出しようとします。このプローブには時間がかかる
場合があります。モデムが見つからない場合は、表示される設定がプローブから見つかった値場合があります。モデムが見つからない場合は、表示される設定がプローブから見つかった値
がないことを警告するメッセージが表示されます。がないことを警告するメッセージが表示されます。
      

5. 
       プロービングすると、プロービングすると、図図17.6「モード設定」「モード設定」 にウィンドウが表示されます。にウィンドウが表示されます。
      

図図17.6 モード設定モード設定

[D]

6. 
       modem デバイス、ボーレート、フロー制御、およびデバイス、ボーレート、フロー制御、および modem ボリュームを設定します。ボリュームを設定します。
これらの値が分からない場合は、モードがプローブされたかどうかについてデフォルト値を受これらの値が分からない場合は、モードがプローブされたかどうかについてデフォルト値を受
け入れます。手間が入らない場合は、該当するチェックボックスにチェックを入れてくださけ入れます。手間が入らない場合は、該当するチェックボックスにチェックを入れてくださ
い。い。Forward をクリックします。をクリックします。
      

7. 
       ISP が事前に設定された一覧にある場合は、これを選択します。それ以外の場合は、が事前に設定された一覧にある場合は、これを選択します。それ以外の場合は、ISP 
アカウントに関する必要な情報を入力します。これらの値が分からない場合は、アカウントに関する必要な情報を入力します。これらの値が分からない場合は、ISP にお問いにお問い
合わせください。合わせください。Forward をクリックします。をクリックします。
      

8. 
       IP 設定設定 ページで、ページで、IP アドレスを自動的に取得するか、または静的に設定するかどうかを選アドレスを自動的に取得するか、または静的に設定するかどうかを選
択します。終了したら択します。終了したら Forward をクリックします。をクリックします。
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9. 
       Create Dialup Connection ページでページで Apply をクリックします。をクリックします。
      

     modem デバイスを設定すると、デバイスを設定すると、図図17.7「モムデバイス」「モムデバイス」 に示すように、タイプがに示すように、タイプが Modem のデバのデバ
イス一覧に表示されます。イス一覧に表示されます。
    

図図17.7 モムデバイスモムデバイス

[D]

     必ず必ず File => Save を選択して変更を保存します。を選択して変更を保存します。
    

     modem デバイスを追加したら、デバイスの一覧からデバイスを選択してデバイスを追加したら、デバイスの一覧からデバイスを選択して 編集編集 をクリックすると、をクリックすると、
設定を設定を 編集編集 できます。たとえば、デバイスが追加されると、デフォルトでシステムの起動時には開始できます。たとえば、デバイスが追加されると、デフォルトでシステムの起動時には開始
しないように設定されています。設定を編集してこの設定を変更します。圧縮、しないように設定されています。設定を編集してこの設定を変更します。圧縮、PPP オプション、ログオプション、ログ
イン名、パスワードなどを変更することもできます。イン名、パスワードなどを変更することもできます。
    

     デバイスが追加されると、デバイスが追加されると、Inactive ステータスにあるように、すぐにアクティブになりません。デステータスにあるように、すぐにアクティブになりません。デ
バイスを有効にするには、デバイス一覧から選択し、バイスを有効にするには、デバイス一覧から選択し、Activate ボタンをクリックします。コンピューボタンをクリックします。コンピュー

Red Hat Enterprise Linux 4 システム管理ガイドシステム管理ガイド

198

ld-idm140456198449504.html


ターの起動時にシステムをアクティベートするように構成されている場合（デフォルト）、この手順をターの起動時にシステムをアクティベートするように構成されている場合（デフォルト）、この手順を
再度実行する必要があります。再度実行する必要があります。
    

17.5. XDSL 接続の確立接続の確立

     DSL は、は、Digital Subscriber Lines を表します。を表します。DSL には、には、ADSL、、IDSL、、SDSL などのさまざまなどのさまざま
なタイプがあります。なタイプがあります。Network Administration Tool はは xDSL という用語を使用して、すべてのタイプという用語を使用して、すべてのタイプ
のの DSL 接続を意味します。接続を意味します。
    

     DSL プロバイダーによっては、イーサネットカードを使用してプロバイダーによっては、イーサネットカードを使用して DHCP でで IP アドレスを取得するよアドレスを取得するよ
うシステムを設定する必要があります。うシステムを設定する必要があります。DSL プロバイダーによっては、イーサネットカードでプロバイダーによっては、イーサネットカードで 
PPPoE(Point-to-Point Protocol over Ethernet)接続を設定する必要があります。使用する接続を設定する必要があります。使用する DSL プロバプロバ
イダーに尋ねます。イダーに尋ねます。
    

     DHCP を使用する必要がある場合は、を使用する必要がある場合は、「イーサネット接続の確立」「イーサネット接続の確立」 を参照して、イーサネットカーを参照して、イーサネットカー
ドを設定します。ドを設定します。
    

     PPPoE を使用する必要がある場合は、以下の手順に従います。を使用する必要がある場合は、以下の手順に従います。
    

1. 
       デバイスデバイス タブをクリックします。タブをクリックします。
      

2. 
       New ボタンをクリックします。ボタンをクリックします。
      

3. 
       デバイスタイプデバイスタイプ リストからリストから xDSL 接続接続 をを 選択し、選択し、forward をクリックしをクリックし ますます。。
      

4. 
       イーサネットカードがハードウェア一覧にある場合は、イーサネットカードがハードウェア一覧にある場合は、図図17.8「「xDSL 設定」設定」  に表示されに表示され
るページから、プルダウンメニューからるページから、プルダウンメニューから Ethernet Device を選択します。それ以外の場合を選択します。それ以外の場合
は、は、Select Ethernet Adapter ウィンドウが表示されます。ウィンドウが表示されます。
      

備考備考

        インストールプログラムは、対応しているイーサネットデバイスを検出インストールプログラムは、対応しているイーサネットデバイスを検出
し、その設定を求めるプロンプトを出します。インストール時にイーサネットデし、その設定を求めるプロンプトを出します。インストール時にイーサネットデ
バイスを設定すると、ハードウェアバイスを設定すると、ハードウェア タブのハードウェア一覧に表示されます。タブのハードウェア一覧に表示されます。
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図図17.8 xDSL 設定設定

[D]

5. 
       Select Ethernet Adapter ウィンドウが表示されたら、イーサネットカードの製造元およびウィンドウが表示されたら、イーサネットカードの製造元および
モデルを選択します。デバイス名を選択します。システムの最初のイーサネットカードの場合モデルを選択します。デバイス名を選択します。システムの最初のイーサネットカードの場合
は、デバイス名としては、デバイス名として eth0 を選択します。を選択します。2 番目のイーサネットカードの場合は、番目のイーサネットカードの場合は、eth1 （な（な
ど）を選択します。ど）を選択します。Network Administration Tool を使用すると、を使用すると、NIC のリソースを設定するのリソースを設定する
こともできます。こともできます。進む進む をクリックして続けます。をクリックして続けます。
      

6. 
       Provider Name、、Login Name、および、および Password を入力します。を入力します。T-Online アカウントがアカウントが
ある場合は、デフォルトのウィンドウである場合は、デフォルトのウィンドウで Login Name およびおよび Password を入力せずに、を入力せずに、T-
Online Account Setup ボタンをクリックし、必要な情報を入力します。ボタンをクリックし、必要な情報を入力します。進む進む をクリックしてをクリックして
続けます。続けます。
      

7. 
       Create DSL Connection ページでページで Apply をクリックします。をクリックします。
      

     DSL コネクションの設定後、コネクションの設定後、図図17.7「モムデバイス」「モムデバイス」 に示されるようにデバイス一覧に表示されまに示されるようにデバイス一覧に表示されま
す。す。
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図図17.9 xDSL Device

[D]

     必ず必ず File => Save を選択して変更を保存します。を選択して変更を保存します。
    

     xDSL 接続を追加したら、デバイスリストからデバイスを選択して接続を追加したら、デバイスリストからデバイスを選択して 編集編集 をクリックして設定ををクリックして設定を 編集編集 
できます。たとえば、デバイスが追加されると、デフォルトでシステムの起動時には開始しないようにできます。たとえば、デバイスが追加されると、デフォルトでシステムの起動時には開始しないように
設定されています。設定を編集してこの設定を変更します。設定されています。設定を編集してこの設定を変更します。
    

     デバイスが追加されると、デバイスが追加されると、Inactive ステータスにあるように、すぐにアクティブになりません。デステータスにあるように、すぐにアクティブになりません。デ
バイスを有効にするには、デバイス一覧から選択し、バイスを有効にするには、デバイス一覧から選択し、Activate ボタンをクリックします。コンピューボタンをクリックします。コンピュー
ターの起動時にシステムをアクティベートするように構成されている場合（デフォルト）、この手順をターの起動時にシステムをアクティベートするように構成されている場合（デフォルト）、この手順を
再度実行する必要があります。再度実行する必要があります。
    

17.6. トークンリング接続の確立トークンリング接続の確立

     トークンリングネットワークトークンリングネットワーク は、すべてのコンピューターが円形のパターンで接続されるネットは、すべてのコンピューターが円形のパターンで接続されるネット
ワークです。ワークです。トークントークン または特別なネットワークパケットは、トークンリングを通過し、コンピューまたは特別なネットワークパケットは、トークンリングを通過し、コンピュー
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ターが情報を相互に送信できるようにします。ターが情報を相互に送信できるようにします。
    

ヒントヒント

      Linux でのトークンリングの使用に関する詳細は、でのトークンリングの使用に関する詳細は、http://www.linuxtr.net/ のの 
『『Linux Token Ring Project』』 のの Web サイトを参照してください。サイトを参照してください。
     

     トークンリング接続を追加するには、以下の手順に従います。トークンリング接続を追加するには、以下の手順に従います。
    

1. 
       デバイスデバイス タブをクリックします。タブをクリックします。
      

2. 
       ツールバーのツールバーの New ボタンをクリックします。ボタンをクリックします。
      

3. 
       Device Type 一覧から一覧から Token Ring connection を選択し、を選択し、forward をクリックしをクリックし ますます。。
      

4. 
       トークンリングカードをハードウェア一覧にすでに追加している場合は、トークンリングカードをハードウェア一覧にすでに追加している場合は、Tokenring カーカー
ドド 一覧からトークンリングカード一覧からトークンリングカード を選択します。それ以外の場合は、を選択します。それ以外の場合は、Other Tokenring Card 
を選択してハードウェアデバイスを追加します。を選択してハードウェアデバイスを追加します。
      

5. 
       Other Tokenring Card を選択した場合、を選択した場合、図図17.10「トークンリング設定」「トークンリング設定」 に示されるように示されるよう
にに Select Token Ring Adapter ウィンドウが表示されます。アダプターの製造元およびモデルウィンドウが表示されます。アダプターの製造元およびモデル
を選択します。デバイス名を選択します。システムの最初のトークンリングカードの場合を選択します。デバイス名を選択します。システムの最初のトークンリングカードの場合
は、は、tr0 を選択します。これがを選択します。これが 2 番目のトークンリングカードの場合は、番目のトークンリングカードの場合は、tr1 （など）を選択し（など）を選択し
ます。また、ます。また、Network Administration Tool を使用すると、ユーザーはアダプターのリソースを使用すると、ユーザーはアダプターのリソース
を設定することもできます。を設定することもできます。進む進む をクリックして続けます。をクリックして続けます。
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図図17.10 トークンリング設定トークンリング設定

[D]

6. 
       ネットワーク設定ネットワーク設定 ページで、ページで、DHCP と静的と静的 IP アドレスのいずれかを選択します。デバイアドレスのいずれかを選択します。デバイ
スのホスト名を指定できます。ネットワークの開始時にデバイスが動的スのホスト名を指定できます。ネットワークの開始時にデバイスが動的 IP アドレスを受信したアドレスを受信した
場合は、ホスト名を指定しないでください。場合は、ホスト名を指定しないでください。進む進む をクリックして続けます。をクリックして続けます。
      

7. 
       Create Tokenring Device ページでページで Apply をクリックします。をクリックします。
      

     トークンリングデバイスを設定すると、トークンリングデバイスを設定すると、図図17.11「トークンリングデバイス」「トークンリングデバイス」 に示されるようにデバに示されるようにデバ
イス一覧に表示されます。イス一覧に表示されます。
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図図17.11 トークンリングデバイストークンリングデバイス

[D]

     必ず必ず File => Save を選択して変更を保存します。を選択して変更を保存します。
    

     デバイスを追加したら、デバイスの一覧からデバイスを選択してデバイスを追加したら、デバイスの一覧からデバイスを選択して 編集編集 をクリックします。をクリックします。たとえたとえ
ば、システムの起動時にデバイスを起動するかどうかを設定できます。ば、システムの起動時にデバイスを起動するかどうかを設定できます。
    

     デバイスが追加されると、デバイスが追加されると、Inactive ステータスにあるように、すぐにアクティブになりません。デステータスにあるように、すぐにアクティブになりません。デ
バイスを有効にするには、デバイス一覧から選択し、バイスを有効にするには、デバイス一覧から選択し、Activate ボタンをクリックします。コンピューボタンをクリックします。コンピュー
ターの起動時にシステムをアクティベートするように構成されている場合（デフォルト）、この手順をターの起動時にシステムをアクティベートするように構成されている場合（デフォルト）、この手順を
再度実行する必要があります。再度実行する必要があります。
    

17.7. ワイヤレス接続の確立ワイヤレス接続の確立

     ワイヤレスイーサネットデバイスは人気があります。設定はイーサネット設定と似ていますが、ワワイヤレスイーサネットデバイスは人気があります。設定はイーサネット設定と似ていますが、ワ
イヤレスデバイスのイヤレスデバイスの SSID やキーなどの設定を構成できます。やキーなどの設定を構成できます。
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     ワイヤレスイーサネット接続を追加するには、以下の手順に従います。ワイヤレスイーサネット接続を追加するには、以下の手順に従います。
    

1. 
       デバイスデバイス タブをクリックします。タブをクリックします。
      

2. 
       ツールバーのツールバーの New ボタンをクリックします。ボタンをクリックします。
      

3. 
       デバイスタイプデバイスタイプ 一覧から一覧から ワイヤレスワイヤレス 接続接続 を選択しを選択し、、forward をクリックしをクリックし ますます。。
      

4. 
       ワイヤレスネットワークインターフェースカードをハードウェア一覧にすでに追加していワイヤレスネットワークインターフェースカードをハードウェア一覧にすでに追加してい
る場合は、る場合は、ワイヤレスカードワイヤレスカード 一覧からこれを選択します。それ以外の場合は、一覧からこれを選択します。それ以外の場合は、Other Wireless 
Card を選択して、ハードウェアデバイスを追加します。を選択して、ハードウェアデバイスを追加します。
      

備考備考

        インストールプログラムは通常、対応しているワイヤレスイーサネットデインストールプログラムは通常、対応しているワイヤレスイーサネットデ
バイスを検出し、その設定を求めるプロンプトを出します。インストール時に設バイスを検出し、その設定を求めるプロンプトを出します。インストール時に設
定した場合には、ハードウェア定した場合には、ハードウェア タブのハードウェア一覧に表示されます。タブのハードウェア一覧に表示されます。
       

5. 
       Other Wireless Card を選択した場合は、を選択した場合は、Select Ethernet Adapter ウィンドウが表示されウィンドウが表示され
ます。イーサネットカードとデバイスの製造元およびモデルを選択します。これがシステムのます。イーサネットカードとデバイスの製造元およびモデルを選択します。これがシステムの
最初のイーサネットカードである場合は、最初のイーサネットカードである場合は、eth0 を選択します。これがシステムのを選択します。これがシステムの 2 番目のイー番目のイー
サネットカードである場合は、サネットカードである場合は、eth1 （など）を選択します。また、（など）を選択します。また、 Network Administration 
Tool を使用すると、ユーザーはワイヤレスネットワークインターフェースカードのリソースをを使用すると、ユーザーはワイヤレスネットワークインターフェースカードのリソースを
設定できます。設定できます。進む進む をクリックして続けます。をクリックして続けます。
      

6. 
       図図17.12「ワイヤレス設定」「ワイヤレス設定」 にあるように、にあるように、Configure Wireless Connection ページで、ページで、
ワイヤレスデバイスの設定を行います。ワイヤレスデバイスの設定を行います。
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図図17.12 ワイヤレス設定ワイヤレス設定

[D]

7. 
       ネットワーク設定ネットワーク設定 ページで、ページで、DHCP と静的と静的 IP アドレスのいずれかを選択します。デバイアドレスのいずれかを選択します。デバイ
スのホスト名を指定できます。ネットワークの開始時にデバイスが動的スのホスト名を指定できます。ネットワークの開始時にデバイスが動的 IP アドレスを受信したアドレスを受信した
場合は、ホスト名を指定しないでください。場合は、ホスト名を指定しないでください。進む進む をクリックして続けます。をクリックして続けます。
      

8. 
       Create Wireless Device ページでページで Apply をクリックします。をクリックします。
      

     ワイヤレスデバイスを設定すると、ワイヤレスデバイスを設定すると、図図17.13「ワイヤレスデバイス」「ワイヤレスデバイス」 に示されるようにデバイス一覧に示されるようにデバイス一覧
に表示されます。に表示されます。
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図図17.13 ワイヤレスデバイスワイヤレスデバイス

[D]

     必ず必ず File => Save を選択して変更を保存します。を選択して変更を保存します。
    

     ワイヤレスデバイスを追加したら、デバイスの一覧からデバイスを選択してワイヤレスデバイスを追加したら、デバイスの一覧からデバイスを選択して 編集編集 をクリックして設をクリックして設
定を定を 編集編集 できます。たとえば、システムの起動時にデバイスをアクティベートするように設定できまできます。たとえば、システムの起動時にデバイスをアクティベートするように設定できま
す。す。
    

     デバイスが追加されると、デバイスが追加されると、Inactive ステータスにあるように、すぐにアクティブになりません。デステータスにあるように、すぐにアクティブになりません。デ
バイスを有効にするには、デバイス一覧から選択し、バイスを有効にするには、デバイス一覧から選択し、Activate ボタンをクリックします。コンピューボタンをクリックします。コンピュー
ターの起動時にシステムをアクティベートするように構成されている場合（デフォルト）、この手順をターの起動時にシステムをアクティベートするように構成されている場合（デフォルト）、この手順を
再度実行する必要があります。再度実行する必要があります。
    

17.8. DNS 設定の管理設定の管理

     DNS タブを使用すると、システムのホスト名、ドメイン、ネームサーバー、および検索ドメインをタブを使用すると、システムのホスト名、ドメイン、ネームサーバー、および検索ドメインを
設定できます。ネームサーバーは、ネットワーク上の他のホストを検索するために使用されます。設定できます。ネームサーバーは、ネットワーク上の他のホストを検索するために使用されます。
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     DNS サーバー名がサーバー名が DHCP またはまたは PPPoE（または（または ISP から取得）から取得した場合は、プライマから取得）から取得した場合は、プライマ
リー、セカンダリー、またはリー、セカンダリー、または 3 つ目のつ目の DNS サーバーを追加しないでください。サーバーを追加しないでください。
    

     ホスト名がホスト名が DHCP またはまたは PPPoE（または（または ISP から取得）から動的に取得される場合、これを変更から取得）から動的に取得される場合、これを変更
しないでください。しないでください。
    

図図17.14 DNS 設定設定

[D]

備考備考

      ネームサーバーのセクションは、システムをネームサーバーとして設定しません。代ネームサーバーのセクションは、システムをネームサーバーとして設定しません。代
わりに、わりに、IP アドレスをホスト名に解決する際に使用するアドレスをホスト名に解決する際に使用する ネームサーバーを設定し、そのネームサーバーを設定し、その
逆も同様です。逆も同様です。
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WARNING

      ホスト名が変更され、ローカルホストでホスト名が変更され、ローカルホストで system-config-network が開始されてが開始されて
いる場合は、別のいる場合は、別の X11 アプリケーションを起動できない可能性があります。そのアプリケーションを起動できない可能性があります。その
ため、新しいデスクトップセッションに再度ログインする必要がある場合がありまため、新しいデスクトップセッションに再度ログインする必要がある場合がありま
す。す。
     

17.9. ホストの管理ホストの管理

     ホストホスト タブタブ では、では、/etc/hosts ファイルにホストを追加、編集、または削除できます。このファイルファイルにホストを追加、編集、または削除できます。このファイル
には、には、IP アドレスと対応するホスト名が含まれます。アドレスと対応するホスト名が含まれます。
    

     システムがシステムが IP アドレスにホスト名を解決したり、アドレスにホスト名を解決したり、IP アドレスのホスト名を判別したりしようとするアドレスのホスト名を判別したりしようとする
と、ネームサーバーを使用する前にと、ネームサーバーを使用する前に /etc/hosts ファイルを参照します（デフォルトのファイルを参照します（デフォルトの Red Hat 
Enterprise Linux 設定を使用している場合）。設定を使用している場合）。/etc/hosts ファイルにファイルに IP アドレスが記載されている場アドレスが記載されている場
合は、ネームサーバーは使用されません。ネットワークに合は、ネームサーバーは使用されません。ネットワークに IP アドレスがアドレスが DNS に記載されていないコンに記載されていないコン
ピューターが含まれている場合は、ピューターが含まれている場合は、/etc/hosts ファイルに追加することが推奨されます。ファイルに追加することが推奨されます。
    

     /etc/hosts ファイルにエントリーを追加するには、ファイルにエントリーを追加するには、Hosts タブに移動し、ツールバーのタブに移動し、ツールバーの New ボタンボタン
をクリックして要求された情報を指定して、をクリックして要求された情報を指定して、OK をクリックします。をクリックします。File => Save を選択するを選択する
か、か、Ctrl+S を押して、を押して、/etc/hosts ファイルへの変更を保存します。ファイルの現行バージョンは、アドファイルへの変更を保存します。ファイルの現行バージョンは、アド
レスが解決されるたびに参照されているため、ネットワークサービスまたはネットワークサービスを再レスが解決されるたびに参照されているため、ネットワークサービスまたはネットワークサービスを再
起動する必要はありません。起動する必要はありません。
    

WARNING

      localhost エントリーは削除しないでください。システムにネットワーク接続がエントリーは削除しないでください。システムにネットワーク接続が
ない場合や、ネットワーク接続が常に実行している場合でも、一部のプログラムはない場合や、ネットワーク接続が常に実行している場合でも、一部のプログラムは 
localhost ループバックインターフェースを介してシステムに接続する必要がありループバックインターフェースを介してシステムに接続する必要があり
ます。ます。
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図図17.15 ホストの設定ホストの設定

[D]

ヒントヒント

      ルックアップ順序を変更するには、ルックアップ順序を変更するには、/etc/host.conf ファイルを編集します。行のファイルを編集します。行の 順序順序
ホストでは、ホストでは、bind はは /etc/hosts がネームサーバーよりも優先されます。行をがネームサーバーよりも優先されます。行を order bind 
に変更すると、ホストに変更すると、ホスト は最初にネームサーバーを使用してホスト名とは最初にネームサーバーを使用してホスト名と IP アドレスを解決アドレスを解決
するようにシステムを設定します。するようにシステムを設定します。IP アドレスをネームサーバーで解決できない場合、アドレスをネームサーバーで解決できない場合、
システムはシステムは /etc/hosts ファイルでファイルで IP アドレスを検索します。アドレスを検索します。
     

17.10. プロファイルの使用プロファイルの使用

     物理ハードウェアデバイスごとに、複数の論理ネットワークデバイスを作成できます。たとえば、物理ハードウェアデバイスごとに、複数の論理ネットワークデバイスを作成できます。たとえば、
システムにシステムに 1 つのイーサネットカードがある場合、別のニックネームと設定オプションを持つ論理ネッつのイーサネットカードがある場合、別のニックネームと設定オプションを持つ論理ネッ
トワークデバイスを作成できます。これらはすべてトワークデバイスを作成できます。これらはすべて eth0 にとくに関連付けられます。にとくに関連付けられます。
    

     論理ネットワークデバイスは、デバイスのエイリアスとは異なります。同じ物理デバイスに関連付論理ネットワークデバイスは、デバイスのエイリアスとは異なります。同じ物理デバイスに関連付
けられた論理ネットワークデバイスは、異なるプロファイルに存在し、同時にアクティブにすることはけられた論理ネットワークデバイスは、異なるプロファイルに存在し、同時にアクティブにすることは
できません。デバイスエイリアスは同じ物理ハードウェアデバイスに関連付けられますが、同じ物理できません。デバイスエイリアスは同じ物理ハードウェアデバイスに関連付けられますが、同じ物理
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ハードウェアに関連付けられたデバイスエイリアスを同時にアクティブにできます。デバイスのエイリハードウェアに関連付けられたデバイスエイリアスを同時にアクティブにできます。デバイスのエイリ
アスの作成に関する詳細は、アスの作成に関する詳細は、「デバイスエイリアス」「デバイスエイリアス」 を参照してください。を参照してください。
    

     プロファイルをプロファイルを 使用すると、異なるネットワーク用に複数の設定セットを作成することができま使用すると、異なるネットワーク用に複数の設定セットを作成することができま
す。設定セットには、論理デバイスとホストとす。設定セットには、論理デバイスとホストと DNS 設定を含めることができます。プロファイルの設設定を含めることができます。プロファイルの設
定後に、定後に、Network Administration Tool を使用して、プロファイル間の切り替えを行うことができまを使用して、プロファイル間の切り替えを行うことができま
す。す。
    

     デフォルトでは、デフォルトでは、Common という名前のプロファイルがという名前のプロファイルが 1 つあります。新規プロファイルを作成すつあります。新規プロファイルを作成す
るには、プルダウンメニューからるには、プルダウンメニューから Profile => New を選択して、プロファイルに一意の名前を入力しまを選択して、プロファイルに一意の名前を入力しま
す。す。
    

     これで、メインのウィンドウの下部にあるステータスバーで示される新しいプロファイルを変更しこれで、メインのウィンドウの下部にあるステータスバーで示される新しいプロファイルを変更し
ます。ます。
    

     一覧にある既存のデバイスをクリックし、一覧にある既存のデバイスをクリックし、コピーコピー ボタンをクリックして、既存のデバイスを論理ボタンをクリックして、既存のデバイスを論理
ネットワークデバイスにコピーします。ネットワークデバイスにコピーします。New ボタンを使用すると、ネットワークエイリアスが作成さボタンを使用すると、ネットワークエイリアスが作成さ
れますが、これは正しくありません。論理デバイスのプロパティーを変更するには、一覧から選択れますが、これは正しくありません。論理デバイスのプロパティーを変更するには、一覧から選択
し、し、編集編集 をクリックします。たとえば、ニックネームををクリックします。たとえば、ニックネームを eth0_office などのより分かりやすい名前に変などのより分かりやすい名前に変
更して、より簡単に認識できるようにすることができます。更して、より簡単に認識できるようにすることができます。
    

     デバイスの一覧には、デバイスの一覧には、Profile とラベルが付いたチェックボックスがあります。各プロファイルにつとラベルが付いたチェックボックスがあります。各プロファイルにつ
いて、デバイスの確認または確認解除を行うことができます。現在選択されているプロファイルには、いて、デバイスの確認または確認解除を行うことができます。現在選択されているプロファイルには、
チェックしたデバイスのみが含まれます。たとえば、チェックしたデバイスのみが含まれます。たとえば、eth0_office という名前のプロファイルにという名前のプロファイルに Office 
という名前の論理デバイスを作成し、プロファイルが選択されている場合は論理デバイスをアクティという名前の論理デバイスを作成し、プロファイルが選択されている場合は論理デバイスをアクティ
ベートする場合は、ベートする場合は、eth0 デバイスの選択を解除して、デバイスの選択を解除して、eth0_office デバイスを確認します。デバイスを確認します。
    

     たとえば、たとえば、図図17.16「オフィスプロファイル」「オフィスプロファイル」 は、論理デバイスは、論理デバイス eth0_office を持つを持つ Office というプというプ
ロファイルを表示します。ロファイルを表示します。DHCP を使用して最初のイーサネットカードをアクティベートするように設を使用して最初のイーサネットカードをアクティベートするように設
定されています。定されています。
    

第第17章章 NETWORK CONFIGURATION

211



図図17.16 オフィスプロファイルオフィスプロファイル

[D]

     図図17.17「「Home Profile」」 にあるようににあるように Home プロファイルは、プロファイルは、eth0 に関連付けられたに関連付けられた 
eth0_home 論理デバイスをアクティブにします。論理デバイスをアクティブにします。
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図図17.17 Home Profile

[D]

     また、また、Office プロファイルでのみアクティブにするようにプロファイルでのみアクティブにするように eth0 を設定し、を設定し、Home プロファイルでのプロファイルでの
みみ PP(modem)デバイスを有効にすることもできます。別の例として、デバイスを有効にすることもできます。別の例として、Common プロファイルがプロファイルが eth0 
をアクティブにし、をアクティブにし、Away プロファイルは、移動中にプロファイルは、移動中に PPP デバイスをアクティベートします。デバイスをアクティベートします。
    

     起動時にプロファイルをアクティベートするには、ブートローダー設定ファイルを変更して起動時にプロファイルをアクティベートするには、ブートローダー設定ファイルを変更して 
netprofile= <profilename> オプションをオプションを 含めます。たとえば、システムが含めます。たとえば、システムが GRUB をブートローダーとをブートローダーと
して使用し、して使用し、/boot/grub/grub.conf には以下が含まれます。には以下が含まれます。
    

title Red Hat Enterprise Linux (2.6.9-5.EL)
         root (hd0,0)
  kernel /vmlinuz-2.6.9-5.EL ro root=/dev/VolGroup00/LogVol00 rhgb quiet         
  initrd /initrd-2.6.9-5.EL.img

     それを以下のように変更します（それを以下のように変更します（ <profilename > は、起動時にアクティベートされるプロファイルは、起動時にアクティベートされるプロファイル
の名前です）。の名前です）。
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title Red Hat Enterprise Linux (2.6.9-5.EL)
         root (hd0,0)
  kernel /vmlinuz-2.6.9-5.EL ro root=/dev/VolGroup00/LogVol00 \ 
   netprofile=<profilename> \    rhgb quiet         
  initrd /initrd-2.6.9-5.EL.img

     システムの起動後にプロファイルを切り替えるには、システムの起動後にプロファイルを切り替えるには、Applications （パネルのメインメニュー）（パネルのメインメニュー）=> 
System Tools => Network Device Control （またはコマンド（またはコマンド system-control-network）に移動してプ）に移動してプ
ロファイルを選択し、アクティベートします。ロファイルを選択し、アクティベートします。activate profile セクションは、デフォルトのセクションは、デフォルトの Common 
インターフェースが存在する場合にインターフェースが存在する場合に Network Device Control インターフェースにのみ表示されます。インターフェースにのみ表示されます。
    

     または、以下のコマンドを実行してプロファイルを有効にします（または、以下のコマンドを実行してプロファイルを有効にします（& lt;profilename&gt; をプロファをプロファ
イルの名前に置き換えます）。イルの名前に置き換えます）。
    

system-config-network-cmd --profile <profilename> --activate

17.11. デバイスエイリアスデバイスエイリアス

     デバイスエイリアスデバイスエイリアス は、同じ物理ハードウェアに関連付けられる仮想デバイスですが、同時にアクは、同じ物理ハードウェアに関連付けられる仮想デバイスですが、同時にアク
ティブにして異なるティブにして異なる IP アドレスを指定することができます。通常、デバイス名の後にコロンと数字アドレスを指定することができます。通常、デバイス名の後にコロンと数字
（例：（例： eth0:1）が続きます。これらは、）が続きます。これらは、1 つのネットワークカードしか持たないつのネットワークカードしか持たない システムに複数のシステムに複数の IP 
アドレスがある場合に便利です。アドレスがある場合に便利です。
    

     eth0 などのイーサネットデバイスを設定したら（例：などのイーサネットデバイスを設定したら（例： eth0 -静的静的 IP アドレス（アドレス（DHCP がエイリアスがエイリアス
では機能しません））、では機能しません））、Device タブでタブで 、、 New をクリックします。エイリアスで設定するイーサネッをクリックします。エイリアスで設定するイーサネッ
トカードを選択し、エイリアスの静的トカードを選択し、エイリアスの静的 IP アドレスを設定し、アドレスを設定し、Apply をクリックして作成します。イーをクリックして作成します。イー
サネットカード用にデバイスが存在するため、作成したデバイスはサネットカード用にデバイスが存在するため、作成したデバイスは eth0:1 などのエイリアスになりまなどのエイリアスになりま
すす。。
    

WARNING

      エイリアスを持つようにイーサネットデバイスを設定する場合は、デバイスやエイリアスを持つようにイーサネットデバイスを設定する場合は、デバイスや
エイリアスをエイリアスを DHCP を使用するように設定することはできません。を使用するように設定することはできません。IP アドレスはアドレスは
手動で設定する必要があります。手動で設定する必要があります。
     

     図図17.18「ネットワークデバイスのエイリアスの例」「ネットワークデバイスのエイリアスの例」 は、は、eth0 デバイスのエイリアスデバイスのエイリアス 1 つの例を示つの例を示
しています。しています。eth0 :1 デバイスデバイス - eth 0 の最初のエイリアスに注目してください。の最初のエイリアスに注目してください。eth0 のの 2 つ目のエイつ目のエイ
リアスにはデバイス名リアスにはデバイス名 eth0:2 があります。システムの起動時にアクティブにするかどうかやエイリアがあります。システムの起動時にアクティブにするかどうかやエイリア
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ス番号など、デバイスエイリアスの設定を変更するには、一覧からデバイスエイリアスを選択してス番号など、デバイスエイリアスの設定を変更するには、一覧からデバイスエイリアスを選択して 編集編集 
ボタンをクリックします。ボタンをクリックします。
    

図図17.18 ネットワークデバイスのエイリアスの例ネットワークデバイスのエイリアスの例

[D]

     エイリアスを選択し、エイリアスを選択し、Activate ボタンをクリックしてエイリアスを有効にします。複数のプロファボタンをクリックしてエイリアスを有効にします。複数のプロファ
イルを設定している場合は、それを含めるプロファイルを選択します。イルを設定している場合は、それを含めるプロファイルを選択します。
    

     エイリアスがアクティブであることを確認するには、コマンドエイリアスがアクティブであることを確認するには、コマンド /sbin/ifconfig を使用します。出力にを使用します。出力に
は、デバイスと、異なるは、デバイスと、異なる IP アドレスを持つデバイスエイリアスが表示されます。アドレスを持つデバイスエイリアスが表示されます。
    

eth0      Link encap:Ethernet  
 HWaddr 00:A0:CC:60:B7:G4
 inet addr:192.168.100.5  Bcast:192.168.100.255  Mask:255.255.255.0           
 UP BROADCAST RUNNING MULTICAST  MTU:1500  Metric:1           
 RX packets:161930 errors:1 dropped:0 overruns:0 frame:0           
 TX packets:244570 errors:0 dropped:0 overruns:0 carrier:0           
 collisions:475 txqueuelen:100           
 RX bytes:55075551 (52.5 Mb)  TX bytes:178108895 (169.8 Mb)           
 Interrupt:10 Base address:0x9000  eth0:1    Link encap:Ethernet  HWaddr 00:A0:CC:60:B7:G4            
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 inet addr:192.168.100.42  Bcast:192.168.100.255  Mask:255.255.255.0           
 UP BROADCAST RUNNING MULTICAST  MTU:1500  Metric:1           
 Interrupt:10 Base address:0x9000  lo        
 Link encap:Local Loopback           
 inet addr:127.0.0.1  Mask:255.0.0.0           
 UP LOOPBACK RUNNING  MTU:16436  Metric:1           
 RX packets:5998 errors:0 dropped:0 overruns:0 frame:0           
 TX packets:5998 errors:0 dropped:0 overruns:0 carrier:0           
 collisions:0 txqueuelen:0           
 RX bytes:1627579 (1.5 Mb)  TX bytes:1627579 (1.5 Mb)

17.12. ネットワーク設定の保存および復元ネットワーク設定の保存および復元

     Network Administration Tool のコマンドラインバージョンを使用すると、システムのネットワークのコマンドラインバージョンを使用すると、システムのネットワーク
設定をファイルに保存できます。このファイルを使用して、設定をファイルに保存できます。このファイルを使用して、Red Hat Enterprise Linux システムにネッシステムにネッ
トワーク設定を復元できます。トワーク設定を復元できます。
    

     この機能は、自動バックアップスクリプトの一部として使用したり、アップグレードまたは再インこの機能は、自動バックアップスクリプトの一部として使用したり、アップグレードまたは再イン
ストールの前に設定を保存したり、設定を別のストールの前に設定を保存したり、設定を別の Red Hat Enterprise Linux システムにコピーすることシステムにコピーすること
もできます。もできます。
    

     システムのネットワーク設定をシステムのネットワーク設定を /tmp/network-config ファイルに保存またはファイルに保存または エクスポートエクスポート するにするに
は、は、root で以下のコマンドを実行します。で以下のコマンドを実行します。
    

system-config-network-cmd -e > /tmp/network-config

     直前のコマンドで作成したファイルからネットワーク設定を復元または直前のコマンドで作成したファイルからネットワーク設定を復元または インポートインポート するには、するには、root 
で以下のコマンドを実行します。で以下のコマンドを実行します。
    

system-config-network-cmd -i -c -f /tmp/network-config

     -i オプションは、データをインポートすることを意味します。オプションは、データをインポートすることを意味します。-c オプションはインポート前に既存オプションはインポート前に既存
の設定を消去することを意味します。の設定を消去することを意味します。-f オプションはインポートするファイルは以下のようになりまオプションはインポートするファイルは以下のようになりま
す。す。
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第第18章章 ファイアウォールファイアウォール

    情報セキュリティーは、一般的に製品ではなくプロセスとして考慮されます。ただし、標準的なセ情報セキュリティーは、一般的に製品ではなくプロセスとして考慮されます。ただし、標準的なセ
キュリティー実装は、通常、アクセス権限を制御し、許可、識別可能な、およびトレース可能なユーキュリティー実装は、通常、アクセス権限を制御し、許可、識別可能な、およびトレース可能なユー
ザーにネットワークリソースを制限するための専用のメカニズムを使用します。ザーにネットワークリソースを制限するための専用のメカニズムを使用します。Red Hat Enterprise 
Linux には、ネットワークレベルのアクセス制御問題に関する管理者およびセキュリティーエンジニアには、ネットワークレベルのアクセス制御問題に関する管理者およびセキュリティーエンジニア
を支援するツールが複数含まれています。を支援するツールが複数含まれています。
   

    ファイアウォールは、ネットワークセキュリティー実装の中核となるコンポーネントのファイアウォールは、ネットワークセキュリティー実装の中核となるコンポーネントの 1 つです。複つです。複
数のベンダーの市場ファイアウォールソリューションは、すべてのレベルの市場に分類されています。数のベンダーの市場ファイアウォールソリューションは、すべてのレベルの市場に分類されています。
つまり、つまり、1 つのつの PC をデータセンターソリューションに対して保護し、重要なエンタープライズ情報ををデータセンターソリューションに対して保護し、重要なエンタープライズ情報を
保護します。ファイアウォールは、保護します。ファイアウォールは、Cisco、、Nokia、、Sonicwall によるファイアウォールアプライアンによるファイアウォールアプライアン
スなどのスタンドアロンのハードウェアソリューションです。スなどのスタンドアロンのハードウェアソリューションです。Checkpoint、、McAfee、、IaaS などのベなどのベ
ンダーは、ホームおよびビジネス市場向けのプロプライエタリーソフトウェアファイアウォールソンダーは、ホームおよびビジネス市場向けのプロプライエタリーソフトウェアファイアウォールソ
リューションも開発しました。リューションも開発しました。
   

    ハードウェアおよびソフトウェアファイアウォールの違い以外に、ファイアウォールが互いにソハードウェアおよびソフトウェアファイアウォールの違い以外に、ファイアウォールが互いにソ
リューションを分離する方法にも違いがあります。リューションを分離する方法にも違いがあります。表表18.1「ファイアウォールの種類」「ファイアウォールの種類」 ファイアウォーファイアウォー
ルの一般的なルの一般的な 3 つのタイプと、その仕組みを説明します。つのタイプと、その仕組みを説明します。
   

表表18.1 ファイアウォールの種類ファイアウォールの種類

 メメ
ソッソッ
ドド 

 Description  メリットメリット  デメリットデメリット 
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 NAT  Network Address 
Translation (NAT)は、プは、プ
ライベートライベート IP サブネットサブネット
ワークをワークを 1 つまたはつまたは 1 つまつま
たは小さなプールに配置たは小さなプールに配置
し、複数のソースではなし、複数のソースではな
く、く、1 つのソースにすべてつのソースにすべて
の要求をマスカレードしまの要求をマスカレードしま
す。す。Linux カーネルには、カーネルには、
getfacl カーネルサブシスカーネルサブシス
テムを介したテムを介した NAT 機能が機能が
ビルトインされています。ビルトインされています。

 

 LAN のマシンに対しのマシンに対し
て透過的に設定するこて透過的に設定するこ
とができます。とができます。 

 1 つ以上の外部つ以上の外部 IP アア
ドレスの背後で多数のドレスの背後で多数の
マシンおよびサービスマシンおよびサービス
を保護することで管理を保護することで管理
作業が容易になりま作業が容易になりま
す。す。 

 NAT ファイアウォーファイアウォー
ルル/ゲートウェイでポーゲートウェイでポー
トを開くと閉じることトを開くと閉じること
で、で、LAN へのユーへのユー
ザーアクセスの制限をザーアクセスの制限を
設定できます。設定できます。 

        

 

 ユーザーがファイアユーザーがファイア
ウォール外のサービスウォール外のサービス
に接続すると、悪意のに接続すると、悪意の
あるアクティビティーあるアクティビティー
が阻止できないが阻止できない 

        

 メメ
ソッソッ
ドド 

 Description  メリットメリット  デメリットデメリット 
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 パパ
ケッケッ
トト
フィフィ
ルル
ターター 

 パケットフィルタリングパケットフィルタリング
のファイアウォールは、のファイアウォールは、
LAN を通過する各データを通過する各データ
パケットを読み取ります。パケットを読み取ります。
ヘッダー情報でパケットをヘッダー情報でパケットを
読み取りおよび処理し、読み取りおよび処理し、
ファイアウォール管理者がファイアウォール管理者が
実装するプログラム可能な実装するプログラム可能な
ルールセットに基づいてパルールセットに基づいてパ
ケットをフィルターできまケットをフィルターできま
す。す。Linux カーネルには、カーネルには、
getfacl カーネルサブシスカーネルサブシス
テムを介して、パケットテムを介して、パケット
フィルタリング機能が組みフィルタリング機能が組み
込まれています。込まれています。

 

 iptables フロントエフロントエ
ンドユーティリティーンドユーティリティー
を使用したカスタマイを使用したカスタマイ
ズ可能ズ可能 

 すべてのネットワークすべてのネットワーク
アクティビティーはアアクティビティーはア
プリケーションレベルプリケーションレベル
ではなくルーターレベではなくルーターレベ
ルでフィルタリングさルでフィルタリングさ
れるため、クライアンれるため、クライアン
ト側でのカスタマイズト側でのカスタマイズ
は必要ありません。は必要ありません。 

 パケットがプロキシーパケットがプロキシー
を介して送信されないを介して送信されない
ため、クライアントかため、クライアントか
らリモートホストへ直らリモートホストへ直
接接続することでネッ接接続することでネッ
トワークのパフォーマトワークのパフォーマ
ンスが速くなります。ンスが速くなります。 

        

 

 プロキシーファイアプロキシーファイア
ウォールなど、コンテウォールなど、コンテ
ンツのパケットをフィンツのパケットをフィ
ルターできないルターできない 

 pidgin はプロトコルはプロトコル
層でパケットを処理し層でパケットを処理し
ますが、アプリケーますが、アプリケー
ション層でパケットをション層でパケットを
フィルターできないフィルターできない 

 IP マスカレードマスカレード またまた
はローカルサブネットはローカルサブネット
と、と、DMZ ネットワーネットワー
クと組み合わせる場合クと組み合わせる場合
など、パケットのフィなど、パケットのフィ
ルタリングルールの確ルタリングルールの確
立が困難になる場合が立が困難になる場合が
あります。あります。 

        

 メメ
ソッソッ
ドド 

 Description  メリットメリット  デメリットデメリット 
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 Prox
y 

 プロキシーファイアプロキシーファイア
ウォールは、ウォールは、LAN クライクライ
アントからプロキシマシンアントからプロキシマシン
に特定のプロトコルやタイに特定のプロトコルやタイ
プのリクエストをすべてプのリクエストをすべて
フィルタリングし、ローカフィルタリングし、ローカ
ルクライアントの代わりにルクライアントの代わりに
インターネットにそれらのインターネットにそれらの
要求を行います。プロキ要求を行います。プロキ
シーマシンは、悪意のあるシーマシンは、悪意のある
リモートユーザーと内部リモートユーザーと内部
ネットワーククライアントネットワーククライアント
マシンとの間のバッファーマシンとの間のバッファー
として機能します。として機能します。

 

 管理者は、管理者は、LAN 外で外で
どのアプリケーションどのアプリケーション
とプロトコルが機能すとプロトコルが機能す
るかを制御することがるかを制御することが
できます。できます。 

 一部のプロキシーサー一部のプロキシーサー
バーは、インターネッバーは、インターネッ
ト接続を使用して要求ト接続を使用して要求
する必要なく、頻繁にする必要なく、頻繁に
アクセスされるデータアクセスされるデータ
をキャッシュできまをキャッシュできま
す。これは、帯域幅のす。これは、帯域幅の
消費を減らすのに役立消費を減らすのに役立
ちます。ちます。 

 pidgin プロキシープロキシー
サービスは、厳密にロサービスは、厳密にロ
グに記録および監視でグに記録および監視で
き、ネットワーク上のき、ネットワーク上の
リソース使用率をよりリソース使用率をより
詳細に制御できます。詳細に制御できます。 

        

 

 多くの場合、プロキ多くの場合、プロキ
シーはアプリケーショシーはアプリケーショ
ン固有（ン固有（HTTP、、
Telnet など）、またはなど）、または
プロトコルの制限付きプロトコルの制限付き
サービス（ほとんどのサービス（ほとんどの
プロキシーはプロキシーは TCP 接接
続済みサービスでのみ続済みサービスでのみ
機能します）です。機能します）です。 

 アプリケーションサーアプリケーションサー
バーは、別の形式のバーは、別の形式の
ネットワークセキュリネットワークセキュリ
ティーを使用する必要ティーを使用する必要
があります。があります。 

 すべてのリクエストとすべてのリクエストと
送信がクライアントか送信がクライアントか
らリモートサービスにらリモートサービスに
直接渡されるのではな直接渡されるのではな
く、く、1 つのソースを介つのソースを介
して渡されるので、こして渡されるので、こ
れらのプロキシーはれらのプロキシーは
ネットワークのボトルネットワークのボトル
ネックになることがあネックになることがあ
ります。ります。 

        

 メメ
ソッソッ
ドド 

 Description  メリットメリット  デメリットデメリット 

18.1. ALLINONES およびおよび IPTABLES

     Linux カーネルは、カーネルは、CtrlC と呼ばれる強力なネットワークサブシステムを特長としてと呼ばれる強力なネットワークサブシステムを特長として いい ます。スます。ス
テートフルまたはステートレスのパケットフィルタリングと、テートフルまたはステートレスのパケットフィルタリングと、NAT およびおよび IP マスカレードサービスをマスカレードサービスを
提供します。また、高度なルーティングおよび接続状態管理のための提供します。また、高度なルーティングおよび接続状態管理のための IP ヘッダー情報をヘッダー情報を man する機能する機能
があります。があります。allfacl は、は、iptables ツールを使用して制御されます。ツールを使用して制御されます。
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18.1.1. iptables の概要の概要

      iptables 管理ツール（管理ツール（predecessor、、ipchains ）の構文に似たコマンドラインツールである）の構文に似たコマンドラインツールである 
iptables 管理ツールを使用して、電力と柔軟性が実装されます。管理ツールを使用して、電力と柔軟性が実装されます。
     

      ただし、同様の構文は同様の実装ではありません。ただし、同様の構文は同様の実装ではありません。ipchains には、ソースパスのフィルタリング、には、ソースパスのフィルタリング、
宛先パスのフィルタリング、および送信元と宛先接続ポートの両方をフィルタリングするためのルール宛先パスのフィルタリング、および送信元と宛先接続ポートの両方をフィルタリングするためのルール
セットが必要です。セットが必要です。
     

      対照的に、対照的に、iptables は、ネットワーク接続、検査、および処理を強化するために、は、ネットワーク接続、検査、および処理を強化するために、getfacl サブシスサブシス
テムを使用してネットワーク接続、検査、および処理を強化します。テムを使用してネットワーク接続、検査、および処理を強化します。iptables は、は、1 つのコマンドライつのコマンドライ
ンインターフェースで、高度なロギング、事前およびルーティング後のアクション、ネットワークアドンインターフェースで、高度なロギング、事前およびルーティング後のアクション、ネットワークアド
レス変換、およびポート転送を特長としています。レス変換、およびポート転送を特長としています。
     

      このセクションでは、このセクションでは、iptables の概要を説明します。の概要を説明します。
     

18.2. 基本的なファイアウォール設定基本的なファイアウォール設定

     構築におけるファイアウォールとして、コンピューターファイアウォールは悪意のあるソフトウェ構築におけるファイアウォールとして、コンピューターファイアウォールは悪意のあるソフトウェ
アがコンピューターに分散されないようにします。また、承認されていないユーザーがコンピューターアがコンピューターに分散されないようにします。また、承認されていないユーザーがコンピューター
にアクセスできないようにするのに役立ちます。にアクセスできないようにするのに役立ちます。
    

     デフォルトのデフォルトの Red Hat Enterprise Linux インストールでは、コンピューターまたはネットワークとインストールでは、コンピューターまたはネットワークと
信頼できないネットワーク（インターネットなど）間でファイアウォールが存在します。お使いのコン信頼できないネットワーク（インターネットなど）間でファイアウォールが存在します。お使いのコン
ピューターのリモートユーザーがアクセス可能なサービスを決定します。ファイアウォールを適切に設ピューターのリモートユーザーがアクセス可能なサービスを決定します。ファイアウォールを適切に設
定すると、システムのセキュリティーが大幅に向上する可能性があります。インターネット接続のある定すると、システムのセキュリティーが大幅に向上する可能性があります。インターネット接続のある 
Red Hat Enterprise Linux システムのファイアウォールを設定することが推奨されます。システムのファイアウォールを設定することが推奨されます。
    

18.2.1. Security Level Configuration Tool

      Red Hat Enterprise Linux インストールのインストールの Firewall Configuration 画面では、基本的なファイア画面では、基本的なファイア
ウォールを有効にし、特定のデバイス、受信サービス、およびポートを許可するオプションを選択できウォールを有効にし、特定のデバイス、受信サービス、およびポートを許可するオプションを選択でき
ます。ます。
     

      インストール後に、インストール後に、Security Level Configuration Tool を使用してこの設定を変更できます。を使用してこの設定を変更できます。
     

      このアプリケーションを起動するには、次のコマンドを使用します。このアプリケーションを起動するには、次のコマンドを使用します。
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[root@myServer ~] # system-config-selinux

図図18.1 Security Level Configuration Tool

[D]

備考備考

       Security Level Configuration Tool は基本的なファイアウォールのみを設定しまは基本的なファイアウォールのみを設定しま
す。す。
      

18.2.2. ファイアウォールの有効化および無効化ファイアウォールの有効化および無効化

      ファイアウォールに以下のいずれかのオプションを選択します。ファイアウォールに以下のいずれかのオプションを選択します。
     

        disabled: ファイアウォールを無効にすると、システムに完全なアクセスが可能になり、ファイアウォールを無効にすると、システムに完全なアクセスが可能になり、
セキュリティーチェックは行われません。セキュリティーチェックは行われません。これは、信頼できるネットワーク（インターネットこれは、信頼できるネットワーク（インターネット
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ではない）で実行している場合や、ではない）で実行している場合や、iptables コマンドラインツールを使用してカスタムファイコマンドラインツールを使用してカスタムファイ
アウォールを設定する必要がある場合にのみ選択する必要があります。アウォールを設定する必要がある場合にのみ選択する必要があります。
       

WARNING

         ファイアウォール設定とカスタマイズされたファイアウォールルールファイアウォール設定とカスタマイズされたファイアウォールルール
は、は、/etc/sysconfig/iptables ファイルに保存されます。ファイルに保存されます。Disabled を選択を選択
し、し、OK をクリックすると、これらの設定およびファイアウォールルールをクリックすると、これらの設定およびファイアウォールルール
が失われます。が失われます。
        

        enabled: このオプションは、このオプションは、DNS 応答や応答や DHCP 要求など、送信要求に応答しない受信接要求など、送信要求に応答しない受信接
続を拒否するように設定します。このマシンで実行中のサービスへのアクセスが必要な場合続を拒否するように設定します。このマシンで実行中のサービスへのアクセスが必要な場合
は、特定サービスに対してファイアウォールの通過許可を選択できます。は、特定サービスに対してファイアウォールの通過許可を選択できます。
       

        システムをインターネットに接続しているが、サーバーを実行する予定がない場合は、最システムをインターネットに接続しているが、サーバーを実行する予定がない場合は、最
も安全な選択肢になります。も安全な選択肢になります。
       

18.2.3. 信頼できるサービス信頼できるサービス

      Trusted services リストでオプションを有効にすると、指定したサービスがファイアウォールを通リストでオプションを有効にすると、指定したサービスがファイアウォールを通
過できるようになります。過できるようになります。
     

WWW (HTTP)

         HTTP プロトコルは、プロトコルは、Apache（およびその他の（およびその他の Web サーバー）がサーバー）が Web ページを提供するたページを提供するた
めに使用されます。めに使用されます。Web サーバーを公開されている場合は、このチェックボックスを選択します。サーバーを公開されている場合は、このチェックボックスを選択します。
このオプションは、ローカルでページを表示したり、このオプションは、ローカルでページを表示したり、Web ページを開発する場合には必要ありませページを開発する場合には必要ありませ
ん。このサービスは、ん。このサービスは、httpd パッケージをインストールする必要があります。パッケージをインストールする必要があります。
        

         WWW(HTTP) を有効にしても、を有効にしても、HTTPS（（HTTP のの SSL バージョン）のポートが開かない。こバージョン）のポートが開かない。こ
のサービスが必要な場合は、のサービスが必要な場合は、Secure WWW(HTTPS) チェックボックスを選択します。チェックボックスを選択します。
        

 

FTP

         FTP プロトコルは、ネットワーク上のマシン間でファイルを転送するために使用されます。プロトコルは、ネットワーク上のマシン間でファイルを転送するために使用されます。
FTP サーバーを一般に公開されている場合は、このチェックボックスを選択します。このサービスサーバーを一般に公開されている場合は、このチェックボックスを選択します。このサービス
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は、は、vsftpd パッケージをインストールする必要があります。パッケージをインストールする必要があります。
        

 

SSH

         Secure Shell(SSH)は、リモートマシンでコマンドにログインして実行するツールセットでは、リモートマシンでコマンドにログインして実行するツールセットで
す。す。ssh 経由でマシンにリモートアクセスできるようにするには、このチェックボックスを選択し経由でマシンにリモートアクセスできるようにするには、このチェックボックスを選択し
ます。このサービスは、ます。このサービスは、openssh-server パッケージをインストールする必要があります。パッケージをインストールする必要があります。
        

 

Telnet

         telnet は、リモートマシンにログインするためのプロトコルです。は、リモートマシンにログインするためのプロトコルです。telnet 通信は暗号化され通信は暗号化され
ず、ネットワークスヌーピングからセキュリティーを提供しません。着信ず、ネットワークスヌーピングからセキュリティーを提供しません。着信 Telnet アクセスを許可すアクセスを許可す
ることは推奨されません。ることは推奨されません。telnet 経由でマシンにリモートアクセスできるようにするには、この経由でマシンにリモートアクセスできるようにするには、この
チェックボックスを選択します。このサービスは、チェックボックスを選択します。このサービスは、telnet-server パッケージをインストールする必パッケージをインストールする必
要があります。要があります。
        

 

mail(SMTP)

         SMTP は、リモートホストがマシンに直接接続してメールを配信できるようにするプロトコルは、リモートホストがマシンに直接接続してメールを配信できるようにするプロトコル
です。です。POP3 またはまたは IMAP を使用してを使用して ISP のサーバーからメールを収集する場合や、のサーバーからメールを収集する場合や、fetchmail などなど
のツールを使用する場合は、このサービスを有効にする必要はありません。マシンにメールを配信のツールを使用する場合は、このサービスを有効にする必要はありません。マシンにメールを配信
できるようにするには、このチェックボックスを選択します。できるようにするには、このチェックボックスを選択します。SMTP サーバーが適切に設定されてサーバーが適切に設定されて
いないと、リモートマシンがサーバーを使用してスパムを送信する可能性があることに注意してくいないと、リモートマシンがサーバーを使用してスパムを送信する可能性があることに注意してく
ださい。ださい。
        

 

NFS4

         Network File System(NFS)は、は、*NIX システムで一般的に使用されるファイル共有プロトコルシステムで一般的に使用されるファイル共有プロトコル
です。このプロトコルのバージョンです。このプロトコルのバージョン 4 は、先行するものよりも安全です。システムのファイルまたは、先行するものよりも安全です。システムのファイルまた
はディレクトリーを他のネットワークユーザーと共有する場合は、このチェックボックスを選択しはディレクトリーを他のネットワークユーザーと共有する場合は、このチェックボックスを選択し
ます。ます。
        

 

Samba

         Samba は、は、Microsoft のプロプライエタリーのプロプライエタリー SMB ネットワークプロトコルの実装です。ネットワークプロトコルの実装です。
Microsoft Windows マシンを使用して、ファイル、ディレクトリー、またはローカルで接続されたマシンを使用して、ファイル、ディレクトリー、またはローカルで接続された
プリンターを共有する必要がある場合は、このチェックボックスを選択します。プリンターを共有する必要がある場合は、このチェックボックスを選択します。
        

 

18.2.4. 他のポート他のポート
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      Security Level Configuration Tool には、には、iptables によって信頼されるカスタムによって信頼されるカスタム IP ポートを指定ポートを指定
するその他するその他 のポートセクションが含まれます。たとえば、のポートセクションが含まれます。たとえば、IRC およびインターネット印刷プロトコルおよびインターネット印刷プロトコル
(IPP)がファイアウォールを通過するのを許可するには、がファイアウォールを通過するのを許可するには、他のポート他のポート セクションに以下を追加します。セクションに以下を追加します。
     

      194:tcp,631:tcp
     

18.2.5. 設定の保存設定の保存

      OK をクリックして変更を保存し、ファイアウォールを有効または無効にします。をクリックして変更を保存し、ファイアウォールを有効または無効にします。Enable firewall 
が選択されている場合、選択されたオプションはが選択されている場合、選択されたオプションは iptables コマンドに変換さコマンドに変換さ
れ、れ、/etc/sysconfig/iptables ファイルに書き込まれます。ファイルに書き込まれます。iptables サービスも起動し、選択したオプサービスも起動し、選択したオプ
ションの保存直後にファイアウォールがアクティベートされるようにします。ションの保存直後にファイアウォールがアクティベートされるようにします。ファイアウォールを無効ファイアウォールを無効 
にすると、にすると、/etc/sysconfig/iptables ファイルが削除され、ファイルが削除され、iptables サービスはすぐに停止します。サービスはすぐに停止します。
     

      選択したオプションも選択したオプションも /etc/sysconfig/system-config-selinux ファイルに書き込まれます。これにファイルに書き込まれます。これに
より、アプリケーションの次回起動時に設定が復元できます。このファイルは手動で編集しないでくだより、アプリケーションの次回起動時に設定が復元できます。このファイルは手動で編集しないでくだ
さい。さい。
     

      ファイアウォールがすぐにアクティブであっても、ファイアウォールがすぐにアクティブであっても、iptables サービスは起動時に自動的に起動するサービスは起動時に自動的に起動する
ように設定されていません。詳細は、ように設定されていません。詳細は、「「IPTables サービスのアクティブ化」サービスのアクティブ化」 を参照してください。を参照してください。
     

18.2.6. IPTables サービスのアクティブ化サービスのアクティブ化

      ファイアウォールルールは、ファイアウォールルールは、iptables サービスが実行されている場合にのみアクティブになりまサービスが実行されている場合にのみアクティブになりま
す。サービスを手動で起動するには、以下のコマンドを使用します。す。サービスを手動で起動するには、以下のコマンドを使用します。
     

[root@myServer ~] # service iptables restart

      システムの起動時にシステムの起動時に iptables が起動していることを確認するには、以下のコマンドを使用します。が起動していることを確認するには、以下のコマンドを使用します。
     

[root@myServer ~] # chkconfig --level 345 iptables on

      ipchains サービスは、サービスは、Red Hat Enterprise Linux に含まれていません。ただし、に含まれていません。ただし、 ipchains  がインがイン
ストールされている場合は（アップグレードが実行され、システムにストールされている場合は（アップグレードが実行され、システムに ipchains 以前がインストールさ以前がインストールさ
れている場合など）、れている場合など）、ipchains サービスおよびサービスおよび iptables サービスを同時にアクティブにすることはでサービスを同時にアクティブにすることはで
きません。きません。ipchains サービスが無効になり、システムの起動時に起動しないようにするには、以下のサービスが無効になり、システムの起動時に起動しないようにするには、以下の 2 
つのコマンドを使用します。つのコマンドを使用します。
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[root@myServer ~] # service ipchains stop
[root@myServer ~] # chkconfig --level 345 ipchains off

18.3. IPTABLES の使用の使用

     iptables を使用する最初の手順は、を使用する最初の手順は、iptables サービスを起動することです。以下のコマンドを使用サービスを起動することです。以下のコマンドを使用
してして iptables サービスを起動します。サービスを起動します。
    

[root@myServer ~] # service iptables start

備考備考

      iptables サービスのみを使用する場合には、サービスのみを使用する場合には、ip6tables サービスをオフにすることがサービスをオフにすることが
できます。できます。ip6tables サービスを非アクティブにした場合は、サービスを非アクティブにした場合は、IPv6 ネットワークを必ずネットワークを必ず
非アクティブにしてください。一致するファイアウォールなしでネットワークデバイス非アクティブにしてください。一致するファイアウォールなしでネットワークデバイス
をアクティブな状態にしないでください。をアクティブな状態にしないでください。
     

     システムの起動時にシステムの起動時に iptables を強制的に起動するには、次のコマンドを使用します。を強制的に起動するには、次のコマンドを使用します。
    

[root@myServer ~] # chkconfig --level 345 iptables on

     これにより、システムがランレベルこれにより、システムがランレベル 3、、4、または、または 5 で起動されるたびにで起動されるたびに iptables を強制的に起動しを強制的に起動し
ます。ます。
    

18.3.1. iptables コマンド構文コマンド構文

      以下の以下の iptables コマンドの例は、基本的なコマンド構文を示しています。コマンドの例は、基本的なコマンド構文を示しています。
     

[root@myServer ~ ] # iptables -A <chain> -j <target>

      -A オプションは、ルールをオプションは、ルールを < chain> に追加するように指定しに追加するように指定し ます。各チェーンはます。各チェーンは 1 つ以上のつ以上の ルールー
ルで構成されており、ルールルで構成されており、ルール セットとも呼ばれますセットとも呼ばれます。。
     

      3 つの組み込みチェーンはつの組み込みチェーンは INPUT、、OUTPUT、および、および FORWARD です。これらのチェーンは永続です。これらのチェーンは永続
的であるため、削除できません。チェーンは、パケットが操作されるポイントを指定します。的であるため、削除できません。チェーンは、パケットが操作されるポイントを指定します。
     

      -j <target > オプションは、ルールのターゲットを指定します。ビルトインターゲットの例はオプションは、ルールのターゲットを指定します。ビルトインターゲットの例は  
ACCEPT、、DROP、および、および REJECT です。です。
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      利用可能なチェーン、オプション、およびターゲットの詳細は、利用可能なチェーン、オプション、およびターゲットの詳細は、iptables のの man ページを参照しページを参照し
てください。てください。
     

18.3.2. 基本的なファイアウォールポリシー基本的なファイアウォールポリシー

      基本的なファイアウォールポリシーを確立することで、より詳細にわたるユーザー定義ルールを構基本的なファイアウォールポリシーを確立することで、より詳細にわたるユーザー定義ルールを構
築する基盤が作成されます。築する基盤が作成されます。
     

      各各 iptables チェーンはデフォルトポリシーと、ファイアウォールの全体的なルールセットを定義すチェーンはデフォルトポリシーと、ファイアウォールの全体的なルールセットを定義す
るデフォルトポリシーと組み合わせるゼロ以上のルールで構成されています。るデフォルトポリシーと組み合わせるゼロ以上のルールで構成されています。
     

      チェーンのデフォルトポリシーはチェーンのデフォルトポリシーは DROP またはまたは ACCEPT のいずれかになります。セキュリティーのいずれかになります。セキュリティー
が付与された管理者は、通常が付与された管理者は、通常 DROP のデフォルトポリシーを実装し、ケースごとに特定のパケットののデフォルトポリシーを実装し、ケースごとに特定のパケットの
みを許可します。たとえば、以下のポリシーは、ネットワークゲートウェイの着信パケットおよび送信みを許可します。たとえば、以下のポリシーは、ネットワークゲートウェイの着信パケットおよび送信
パケットをすべてブロックします。パケットをすべてブロックします。
     

[root@myServer ~ ] # iptables -P INPUT DROP
[root@myServer ~ ] # iptables -P OUTPUT DROP

      また、また、転送されたパケット転送されたパケット （ファイアウォールから宛先ノードへルーティングされるネットワーク（ファイアウォールから宛先ノードへルーティングされるネットワーク
トラフィック）も拒否され、内部クライアントがインターネットへの誤った公開を制限することが推奨トラフィック）も拒否され、内部クライアントがインターネットへの誤った公開を制限することが推奨
されます。これを行うには、以下のルールを使用します。されます。これを行うには、以下のルールを使用します。
     

[root@myServer ~ ] # iptables -P FORWARD DROP

      各チェーンにデフォルトのポリシーを確立したら、特定のネットワークおよびセキュリティー要件各チェーンにデフォルトのポリシーを確立したら、特定のネットワークおよびセキュリティー要件
に関する追加のルールを作成して保存することができます。に関する追加のルールを作成して保存することができます。
     

      以下のセクションでは、以下のセクションでは、iptables ルールを保存する方法と、ルールを保存する方法と、iptables ファイアウォールを構築するファイアウォールを構築する
のに役立つルールの一部を説明します。のに役立つルールの一部を説明します。
     

18.3.3. IPTables ルールの保存および復元ルールの保存および復元

      iptables への変更は推移的です。システムが再起動した場合や、への変更は推移的です。システムが再起動した場合や、iptables サービスが再起動した場サービスが再起動した場
合、ルールは自動的にフラッシュされ、リセットされます。合、ルールは自動的にフラッシュされ、リセットされます。iptables サービスの起動時に読み込まれるサービスの起動時に読み込まれる
ようにルールを保存するには、以下のコマンドを使用します。ようにルールを保存するには、以下のコマンドを使用します。
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[root@myServer ~ ] # service iptables save

      ルールはルールは /etc/sysconfig/iptables ファイルに保存され、サービスが起動したり、マシンが再起動さファイルに保存され、サービスが起動したり、マシンが再起動さ
れたりするたびに適用されます。れたりするたびに適用されます。
     

18.4. 一般的な一般的な IPTABLES フィルタリングフィルタリング

     リモート攻撃者がリモート攻撃者が LAN にアクセスできないのは、ネットワークセキュリティーの最も重要な要素のにアクセスできないのは、ネットワークセキュリティーの最も重要な要素の 
1 つです。つです。LAN の整合性は、意図的なファイアウォールルールを使用して悪意のあるリモートユーザーの整合性は、意図的なファイアウォールルールを使用して悪意のあるリモートユーザー
から保護する必要があります。から保護する必要があります。
    

     ただし、デフォルトのポリシーでは、受信、送信、転送パケットをすべてブロックするように設定ただし、デフォルトのポリシーでは、受信、送信、転送パケットをすべてブロックするように設定
されていれば、ファイアウォールされていれば、ファイアウォール/ゲートウェイと内部ゲートウェイと内部 LAN ユーザーが相互に通信したり、外部リソーユーザーが相互に通信したり、外部リソー
スと通信したりすることはできません。スと通信したりすることはできません。
    

     ユーザーがネットワーク関連の機能を実行し、ネットワークアプリケーションを使用できるようにユーザーがネットワーク関連の機能を実行し、ネットワークアプリケーションを使用できるように
するには、管理者は通信用に特定のポートを開く必要があります。するには、管理者は通信用に特定のポートを開く必要があります。
    

     たとえば、たとえば、ファイアウォールのポートファイアウォールのポート 80 へのアクセスを許可するにへのアクセスを許可するに は、以下のルールを追加しまは、以下のルールを追加しま
す。す。
    

[root@myServer ~ ] # iptables -A INPUT -p tcp -m tcp --dport 80 -j ACCEPT

     これにより、ユーザーは標準ポートこれにより、ユーザーは標準ポート 80 を使用して通信するを使用して通信する Web サイトを閲覧できます。サイトを閲覧できます。Web サイサイ
ト（例：ト（例： https://www.example.com/）をセキュアにできるようにするには、以下のようにポート）をセキュアにできるようにするには、以下のようにポート 443 
へのアクセスを提供する必要もあります。へのアクセスを提供する必要もあります。
    

[root@myServer ~ ] # iptables -A INPUT -p tcp -m tcp --dport 443 -j ACCEPT
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重要な影響重要な影響

      iptables ルールセットを作成する場合、順序は重要です。ルールセットを作成する場合、順序は重要です。
     

      ルールでルールで 192.168.100.0/24 サブネットからのパケットが削除され、その後にサブネットからのパケットが削除され、その後に 
192.168.100.13（ドロップされたサブネット内にある）からのパケットを許可するルー（ドロップされたサブネット内にある）からのパケットを許可するルー
ルを指定すると、ルを指定すると、2 番目のルールは無視されます。番目のルールは無視されます。
     

      192.168.100.13 からのパケットを許可するルールは、残りのサブネットをドロップからのパケットを許可するルールは、残りのサブネットをドロップ
するルールの前に付ける必要があります。するルールの前に付ける必要があります。
     

      既存のチェーンに特定の場所にルールを挿入するには、既存のチェーンに特定の場所にルールを挿入するには、-I オプションを使用します。オプションを使用します。
以下に例を示します。以下に例を示します。
     

[root@myServer ~ ] # iptables -I INPUT 1 -i lo -p all -j ACCEPT

      このルールは、ローカルループバックデバイストラフィックを許可するためにこのルールは、ローカルループバックデバイストラフィックを許可するために 
INPUT チェーンの最初のルールとして挿入されます。チェーンの最初のルールとして挿入されます。
     

     LAN へのリモートアクセスが必要になる場合があります。へのリモートアクセスが必要になる場合があります。SSH などのセキュアなサービスは、などのセキュアなサービスは、LAN 
サービスへの暗号化されたリモート接続に使用できます。サービスへの暗号化されたリモート接続に使用できます。
    

     PP ベースのリソース（モード銀行、一括ベースのリソース（モード銀行、一括 ISP アカウントなど）を持つ管理者は、ファイアウォールアカウントなど）を持つ管理者は、ファイアウォール
バリアを安全に行うためにダイアルアップアクセスを使用できます。直接接続されているため、モードバリアを安全に行うためにダイアルアップアクセスを使用できます。直接接続されているため、モード
接続は通常、ファイアウォール接続は通常、ファイアウォール/ゲートウェイの背後になります。ゲートウェイの背後になります。
    

     ただし、ブロードバンド接続を持つリモートユーザーの場合は、特別なケースを行うことができまただし、ブロードバンド接続を持つリモートユーザーの場合は、特別なケースを行うことができま
す。す。iptables を、リモートを、リモート SSH クライアントからの接続を受け入れるように設定できます。たとえクライアントからの接続を受け入れるように設定できます。たとえ
ば、以下のルールではリモートのば、以下のルールではリモートの SSH アクセスを許可します。アクセスを許可します。
    

[root@myServer ~ ] # iptables -A INPUT -p tcp --dport 22 -j ACCEPT
[root@myServer ~ ] # iptables -A OUTPUT -p tcp --sport 22 -j ACCEPT

     これらのルールにより、インターネットまたはファイアウォールこれらのルールにより、インターネットまたはファイアウォール/ゲートウェイに直接接続された単ゲートウェイに直接接続された単
一の一の PC など、個別システムの送受信アクセスが可能になります。ただし、ファイアウォールなど、個別システムの送受信アクセスが可能になります。ただし、ファイアウォール/ゲートゲート
ウェイの背後にあるノードがこれらのサービスにアクセスするのを許可しません。これらのサービスへウェイの背後にあるノードがこれらのサービスにアクセスするのを許可しません。これらのサービスへ
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のの LAN アクセスを許可するには、アクセスを許可するには、iptables フィルタリングルールと共にフィルタリングルールと共に ネットワークアドレス変換ネットワークアドレス変換 
(NAT)を使用できます。を使用できます。
    

18.5. FORWARD およびおよび NAT ルールルール

     ほとんどのほとんどの ISP は、サービスを提供する組織に公開されているルーティング可能なは、サービスを提供する組織に公開されているルーティング可能な IP アドレスのみアドレスのみ
を提供します。を提供します。
    

     管理者は、管理者は、LAN 上の全ノードにパブリック上の全ノードにパブリック IP アドレスを指定せずにインターネットサービスへのアアドレスを指定せずにインターネットサービスへのア
クセスを共有する代替方法を見つける必要があります。プライベートクセスを共有する代替方法を見つける必要があります。プライベート IP アドレスの使用は、アドレスの使用は、LAN 上の上の
全ノードが内部および外部のネットワークサービスに適切にアクセスできるようにする最も一般的な方全ノードが内部および外部のネットワークサービスに適切にアクセスできるようにする最も一般的な方
法です。法です。
    

     エッジルーター（ファイアウォールなど）は、インターネットから着信送信を受け取り、パケットエッジルーター（ファイアウォールなど）は、インターネットから着信送信を受け取り、パケット
を目的のを目的の LAN ノードにルーティングすることができます。同時に、ファイアウォールノードにルーティングすることができます。同時に、ファイアウォール/ゲートウェイゲートウェイ
は、は、LAN ノードからリモートインターネットサービスに送信要求をルーティングすることもできまノードからリモートインターネットサービスに送信要求をルーティングすることもできま
す。す。
    

     ネットワークトラフィックの転送により、特にネットワークトラフィックの転送により、特に 内部内部 IP アドレスのなりすましや、リモート攻撃者のアドレスのなりすましや、リモート攻撃者の
マシンがマシンが LAN のノードとして機能する可能性がある最新のクラッキングツールが利用可能になると、のノードとして機能する可能性がある最新のクラッキングツールが利用可能になると、
危険にさらされる可能性があります。危険にさらされる可能性があります。
    

     これを防ぐために、これを防ぐために、iptables は、ネットワークリソースの異常な使用を防ぐために実装可能なルーは、ネットワークリソースの異常な使用を防ぐために実装可能なルー
ティングおよび転送ポリシーを提供します。ティングおよび転送ポリシーを提供します。
    

     管理者は、管理者は、FORWARD チェーンを使用して、チェーンを使用して、LAN 内でパケットをルーティングできる場所を制御で内でパケットをルーティングできる場所を制御で
きます。たとえば、（きます。たとえば、（firewall/gateway にに eth1 の内部の内部 IP アドレスが割り当てられていることを前提とアドレスが割り当てられていることを前提と
します）、以下のルールを使用します。します）、以下のルールを使用します。
    

[root@myServer ~ ] # iptables -A FORWARD -i eth1 -j ACCEPT
[root@myServer ~ ] # iptables -A FORWARD -o eth1 -j ACCEPT

     このルールは、ファイアウォールの背後にあるシステムに内部ネットワークへのアクセスを付与しこのルールは、ファイアウォールの背後にあるシステムに内部ネットワークへのアクセスを付与し
ます。ゲートウェイは、ます。ゲートウェイは、1 つのつの LAN ノードから目的の宛先ノードにパケットをルーティングし、ノードから目的の宛先ノードにパケットをルーティングし、eth1 
デバイスを介してすべてのパケットを渡します。デバイスを介してすべてのパケットを渡します。
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備考備考

      デフォルトでは、デフォルトでは、Red Hat Enterprise Linux カーネルのカーネルの IPv4 ポリシーはポリシーは IP 転送の転送の
サポートを無効にします。これにより、サポートを無効にします。これにより、Red Hat Enterprise Linux を実行するマシンがを実行するマシンが
専用の専用の edge ルーターとして機能しなくなります。ルーターとして機能しなくなります。IP 転送を有効にするには、以下のコ転送を有効にするには、以下のコ
マンドを使用します。マンドを使用します。
     

[root@myServer ~ ] # sysctl -w net.ipv4.ip_forward=1

      この設定変更は、現行セッションでのみ有効で、再起動またはネットワークサービスこの設定変更は、現行セッションでのみ有効で、再起動またはネットワークサービス
の再起動後も維持されません。の再起動後も維持されません。IP 転送を永続的に設定するには、以下のように転送を永続的に設定するには、以下のように 
/etc/sysctl.conf ファイルを編集します。ファイルを編集します。
     

      以下の行を見つけます。以下の行を見つけます。
     

net.ipv4.ip_forward = 0

      この設定を以下のように編集します。この設定を以下のように編集します。
     

net.ipv4.ip_forward = 1

      以下のコマンドを使用して以下のコマンドを使用して sysctl.conf ファイルへの変更を有効にします。ファイルへの変更を有効にします。
     

[root@myServer ~ ] # sysctl -p /etc/sysctl.conf

18.5.1. POSTROUTING and IP Masquerading

      ファイアウォールの内部ファイアウォールの内部 IP デバイスを介して転送されたパケットを受け取ると、デバイスを介して転送されたパケットを受け取ると、LAN ノードは相ノードは相
互に通信できますが、インターネットに外部で通信することはできません。互に通信できますが、インターネットに外部で通信することはできません。
     

      プライベートプライベート IP アドレスを持つアドレスを持つ LAN ノードが外部のパブリックネットワークと通信できるようにノードが外部のパブリックネットワークと通信できるように
するには、するには、IP マスカレードマスカレード のファイアウォールを設定します。これにより、のファイアウォールを設定します。これにより、LAN ノードの要求をファノードの要求をファ
イアウォールの外部デバイスのイアウォールの外部デバイスの IP アドレスでマスクします（この場合はアドレスでマスクします（この場合は eth0）。）。
     

[root@myServer ~ ] # iptables -t nat -A POSTROUTING -o eth0 -j MASQUERADE

      このルールはこのルールは NAT パケットマッチングテーブルパケットマッチングテーブル(-t nat)を使用し、ファイアウォールの外部ネットを使用し、ファイアウォールの外部ネット
ワークデバイスワークデバイス(-o eth0)上の上の NAT(-A POSTROUTING)の組み込みの組み込み POSTROUTING チェーンを指定しチェーンを指定し
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ます。ます。
     

      POSTROUTING により、パケットの変更はファイアウォールの外部デバイスから出る際に変更できにより、パケットの変更はファイアウォールの外部デバイスから出る際に変更でき
ます。ます。
     

      -j MASQUERADE ターゲットを指定して、ファイアウォールターゲットを指定して、ファイアウォール/ゲートウェイの外部ゲートウェイの外部 IP アドレスでアドレスで
ノードのプライベートノードのプライベート IP アドレスをマスクします。アドレスをマスクします。
     

18.5.2. PREROUTING

      内部ネットワーク上に、外部から利用できるようにするサーバーがある場合は、内部ネットワーク上に、外部から利用できるようにするサーバーがある場合は、NAT のの 
PREROUTING チェーンのチェーンの -j DNAT ターゲットを使用して、内部サービスへの接続を要求する着信パターゲットを使用して、内部サービスへの接続を要求する着信パ
ケットを転送できる宛先ケットを転送できる宛先 IP アドレスとポートを指定できます。アドレスとポートを指定できます。
     

      たとえば、受信したたとえば、受信した HTTP 要求を専用の要求を専用の Apache HTTP Server 172.31.0.23 に転送する場合は、次に転送する場合は、次
のコマンドを使用します。のコマンドを使用します。
     

[root@myServer ~ ] # iptables -t nat -A PREROUTING -i eth0 -p tcp --dport 80 -j DNAT --to 
172.31.0.23:80

      このルールは、このルールは、nat テーブルが組み込みのテーブルが組み込みの PREROUTING チェーンを使用して、一覧表示される宛チェーンを使用して、一覧表示される宛
先先 IP アドレスアドレス 172.31.0.23 のみに受信のみに受信 HTTP 要求を転送するように指定します。要求を転送するように指定します。
     

備考備考

       FORWARD チェーンにデフォルトのポリシーがチェーンにデフォルトのポリシーが DROP の場合には、宛先の場合には、宛先 NAT ルールー
ティングが可能になるように、受信ティングが可能になるように、受信 HTTP 要求をすべて転送するルールを追加する必要要求をすべて転送するルールを追加する必要
があります。これを行うには、以下のコマンドを使用します。があります。これを行うには、以下のコマンドを使用します。
      

[root@myServer ~ ] # iptables -A FORWARD -i eth0 -p tcp --dport 80 -d 
172.31.0.23 -j ACCEPT

       このルールは、ファイアウォールから受信するこのルールは、ファイアウォールから受信する HTTP 要求をすべて、ファイア要求をすべて、ファイア
ウォールの背後にあるウォールの背後にある Apache HTTP Server に転送します。に転送します。
      

18.5.3. DMZ およびおよび IPTables

      iptables ルールを作成して、トラフィックを専用のルールを作成して、トラフィックを専用の HTTP サーバーやサーバーや FTP サーバーなど特定のマサーバーなど特定のマ
シンシン にに ルーティングできルーティングできますます。。DMZ は、インターネットなどのパブリックテーライザーでサービスをは、インターネットなどのパブリックテーライザーでサービスを
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提供する専用の特別なローカルサブネットワークです。提供する専用の特別なローカルサブネットワークです。
     

      たとえば、受信たとえば、受信 HTTP 要求を要求を 10.0.4.2 の専用の専用 HTTP サーバーにルーティングするルールを設定するサーバーにルーティングするルールを設定する
には、には、NAT はは PREROUTING テーブルを使用してパケットを適切な宛先に転送します。テーブルを使用してパケットを適切な宛先に転送します。
     

[root@myServer ~ ] # iptables -t nat -A PREROUTING -i eth0 -p tcp --dport 80 -j DNAT --to-
destination 10.0.4.2:80

      このコマンドを使用すると、このコマンドを使用すると、LAN の外部からポートの外部からポート 80 へのへの HTTP 接続はすべて、残りの内部ネッ接続はすべて、残りの内部ネッ
トワークとは別にネットワーク上のトワークとは別にネットワーク上の HTTP サーバーにルーティングされます。この形式のネットワークサーバーにルーティングされます。この形式のネットワーク
セグメンテーションを使用すると、ネットワーク上のマシンへのセグメンテーションを使用すると、ネットワーク上のマシンへの HTTP 接続が許可されるよりも安全を接続が許可されるよりも安全を
確保できます。確保できます。
     

      HTTP サーバーがセキュアな接続を受け入れるように設定されている場合は、ポートサーバーがセキュアな接続を受け入れるように設定されている場合は、ポート 443 も転送すも転送す
る必要があります。る必要があります。
     

18.6. 悪意のあるソフトウェアおよび悪意のあるソフトウェアおよび SPOOFED IP アドレスアドレス

     より詳細なルールを作成して、より詳細なルールを作成して、LAN 内の特定のサブネット、または特定のノードへのアクセスを制内の特定のサブネット、または特定のノードへのアクセスを制
御することができます。また、御することができます。また、trojans、、worms、その他のクライアント、その他のクライアント/サーバーのワイル語などの特サーバーのワイル語などの特
定のアプリケーションまたはプログラムを制限することもできます。定のアプリケーションまたはプログラムを制限することもできます。
    

     たとえば、たとえば、31337 からから 31340（クラッキング用語の（クラッキング用語の elite ポートと呼ばれる）のポートのサービス用ポートと呼ばれる）のポートのサービス用
にネットワークをスキャンするものもあります。にネットワークをスキャンするものもあります。
    

     標準以外のポートを介して通信する正当なサービスがないため、それらのブロックにより、ネット標準以外のポートを介して通信する正当なサービスがないため、それらのブロックにより、ネット
ワーク上のノードに個別にリモートマスターサーバーと通信する可能性を効果的に軽減できます。ワーク上のノードに個別にリモートマスターサーバーと通信する可能性を効果的に軽減できます。
    

     以下のルールは、ポート以下のルールは、ポート 31337 の使用を試行するの使用を試行する TCP トラフィックをすべてドロップします。トラフィックをすべてドロップします。
    

[root@myServer ~ ] # iptables -A OUTPUT -o eth0 -p tcp --dport 31337 --sport 31337 -j DROP
[root@myServer ~ ] # iptables -A FORWARD -o eth0 -p tcp --dport 31337 --sport 31337 -j 
DROP

     また、なりすましのプライベートまた、なりすましのプライベート IP アドレス範囲を試行する外部接続をブロックして、アドレス範囲を試行する外部接続をブロックして、LAN をインをイン
フォロジレートすることもできます。フォロジレートすることもできます。
    

     たとえば、たとえば、LAN がが 192.168.1.0/24 範囲を使用する場合、インターネット向けネットワークデバイス範囲を使用する場合、インターネット向けネットワークデバイス
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（例：（例： eth0）に指示するルールを設計して、）に指示するルールを設計して、LAN IP 範囲のアドレスを持つそのデバイスにパケットを範囲のアドレスを持つそのデバイスにパケットを
ドロップすることができます。ドロップすることができます。
    

     転送されたパケットをデフォルトポリシーとして拒否することが推奨されます。そのため、外部向転送されたパケットをデフォルトポリシーとして拒否することが推奨されます。そのため、外部向
けデバイスけデバイス(eth0)への他のなりすましのへの他のなりすましの IP アドレスは自動的に拒否されます。アドレスは自動的に拒否されます。
    

[root@myServer ~ ] # iptables -A FORWARD -s 192.168.1.0/24 -i eth0 -j DROP

備考備考

      追加追加 されたルールを扱う際に、されたルールを扱う際に、DROP とと REJECT ターゲットには区別があります。ターゲットには区別があります。
     

      REJECT ターゲットはアクセスを拒否し、サービスへのターゲットはアクセスを拒否し、サービスへの 接続接続 を試行するユーザーにを試行するユーザーに
接続拒否エラーを返します。接続拒否エラーを返します。DROP ターゲットは名前が示すように、警告なしにパケッターゲットは名前が示すように、警告なしにパケッ
トを破棄します。トを破棄します。
     

      管理者は、これらのターゲットを使用する際に独自の判断を使用できます。ただし、管理者は、これらのターゲットを使用する際に独自の判断を使用できます。ただし、
ユーザーの混乱を回避し、接続の続行を試みるには、ユーザーの混乱を回避し、接続の続行を試みるには、REJECT ターゲットが推奨されまターゲットが推奨されま
す。す。
     

18.7. IPTABLES および接続の追跡および接続の追跡

     接続接続 状態に基づいてサービスへの接続を検査したり、制限したりすることができます。状態に基づいてサービスへの接続を検査したり、制限したりすることができます。iptables 内内
のモジュールは、接続のモジュールは、接続 追跡追跡 と呼ばれる方法を使用して、受信接続に関する情報を保存します。以下のと呼ばれる方法を使用して、受信接続に関する情報を保存します。以下の
接続状態に基づいて、アクセスを許可または拒否できます。接続状態に基づいて、アクセスを許可または拒否できます。
    

       NEW: HTTP 要求などの新しい接続を要求するパケット。要求などの新しい接続を要求するパケット。
      

       ESTABLISHED: 既存の接続の一部であるパケット。既存の接続の一部であるパケット。
      

       RELATED: 新しい接続を要求するパケットは、既存の接続の一部です。たとえば、新しい接続を要求するパケットは、既存の接続の一部です。たとえば、FTP はは
ポートポート 21 を使用して接続を確立しますが、データは別のポート（通常はポートを使用して接続を確立しますが、データは別のポート（通常はポート 20）に転送さ）に転送さ
れます。れます。
      

       INVALID: コネクション追跡テーブルの接続の一部ではないパケット。コネクション追跡テーブルの接続の一部ではないパケット。
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     プロトコル自体がステートレスである場合でも、プロトコル自体がステートレスである場合でも、iptables 接続追跡のステートフル機能を使用でき接続追跡のステートフル機能を使用でき
ます（ます（UDP など）。以下の例は、接続追跡を使用して、確立された接続に関連するパケットのみを転など）。以下の例は、接続追跡を使用して、確立された接続に関連するパケットのみを転
送するルールを示しています。送するルールを示しています。
    

[root@myServer ~ ] # iptables -A FORWARD -m state --state ESTABLISHED,RELATED -j 
ACCEPT

18.8. IPV6

     IPv6 と呼ばれる次の世代のインターネットプロトコルの導入は、と呼ばれる次の世代のインターネットプロトコルの導入は、IPv4（または（または IP）の）の 32 ビットアビットア
ドレス制限を超えています。ドレス制限を超えています。IPv6 はは 128 ビットアドレスに対応しており、ビットアドレスに対応しており、IPv6 に対応している代理に対応している代理
ネットワークは、ネットワークは、IPv4 よりも大量のルーティング可能なアドレスに対応できます。よりも大量のルーティング可能なアドレスに対応できます。
    

     Red Hat Enterprise Linux は、は、getfacl 6 サブシステムとサブシステムと ip6tables コマンドを使用して、コマンドを使用して、IPv6 ファファ
イアウォールルールをサポートします。イアウォールルールをサポートします。Red Hat Enterprise Linux 5 では、では、IPv4 サービスおよびサービスおよび IPv6 
サービスの両方がデフォルトで有効になっています。サービスの両方がデフォルトで有効になっています。
    

     ip6tables コマンド構文は、コマンド構文は、128 ビットアドレスをサポートすることを除き、すべての要素でビットアドレスをサポートすることを除き、すべての要素で 
iptables と同じです。たとえば、以下のコマンドを使用して、と同じです。たとえば、以下のコマンドを使用して、IPv6 対応ネットワークサーバーで対応ネットワークサーバーで SSH 
接続を有効にします。接続を有効にします。
    

[root@myServer ~ ] # ip6tables -A INPUT -i eth0 -p tcp -s 3ffe:ffff:100::1/128 --dport 22 -j 
ACCEPT

     IPv6 ネットワークの詳細は、ネットワークの詳細は、http://www.ipv6.org/ のの IPv6 情報ページを参照してください。情報ページを参照してください。
    

18.9. 関連情報関連情報

     ファイアウォールと、本章ではカバーできないファイアウォールと、本章ではカバーできない Linux サブシステムにはいくつかの側面がありまサブシステムにはいくつかの側面がありま
す。詳細は、以下のリソースを参照してください。す。詳細は、以下のリソースを参照してください。
    

18.9.1. インストールされているドキュメントインストールされているドキュメント

        man ページのページの iptables には、さまざまなオプションの概要が記載されています。には、さまざまなオプションの概要が記載されています。
       

18.9.2. 便利な便利な Web サイトサイト

        http://www.netfilter.org/: 公式のホームページおよび公式のホームページおよび iptables プロジェクトのホームペープロジェクトのホームペー
ジです。ジです。
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        http://www.tldp.org/: Linux ドキュメントプロジェクトには、ファイアウォールの作成やドキュメントプロジェクトには、ファイアウォールの作成や
管理に関する役立つガイドが複数含まれています。管理に関する役立つガイドが複数含まれています。
       

        http://www.iana.org/assignments/port-numbers: インターネット割り当て番号機関が割インターネット割り当て番号機関が割
り当てた登録済みおよび共通のサービスポートの公式リスト。り当てた登録済みおよび共通のサービスポートの公式リスト。
       

18.9.3. 関連するドキュメント関連するドキュメント
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19.1. 
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id:5:initdefault:

    

    

19.2. 

     
    

19.2.1. xinetd
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19.3. 
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図図19.1 

[D]

    

    

    

    

    

Red Hat Enterprise Linux 4 システム管理ガイドシステム管理ガイド

240

ld-idm140456189333824.html


WARNING

     

    

    

1. 

      

2. 

      

3. 

      

    

19.4. NTSYSV

    

    

WARNING
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19.5. CHKCONFIG

    

    

finger          on

    

    

httpd         0:off   1:off   2:on    3:on    4:on    5:on    6:off

    

chkconfig --level 345 nscd off

WARNING

     

19.6. 関連情報関連情報

    

19.6.1. インストールされているドキュメントインストールされているドキュメント
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19.6.2. 便利な便利な Web サイトサイト

       

19.6.3. 関連書籍関連書籍
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第第20章章 OPENSSH

   

20.1. 

    

    

20.2. 

    

    

    

    

@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@
@    WARNING: REMOTE HOST IDENTIFICATION HAS CHANGED!     @
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@
IT IS POSSIBLE THAT SOMEONE IS DOING SOMETHING NASTY!
Someone could be eavesdropping on you right now (man-in-the-middle attack)!
It is also possible that the RSA host key has just been changed.

    

20.3. 

    

20.3.1. 
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 ssh penguin.example.net 

     

The authenticity of host 'penguin.example.net' can't be established.
DSA key fingerprint is 94:68:3a:3a:bc:f3:9a:9b:01:5d:b3:07:38:e2:11:0c.
Are you sure you want to continue connecting (yes/no)?

     

Warning: Permanently added 'penguin.example.net' (RSA) to the list of known hosts.

     

 ssh username@penguin.example.net 

     

     

 ssh penguin.example.net ls /usr/share/doc 

     

20.3.2. 
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scp <localfile>username@tohostname:<remotefile>

     

     

 scp shadowman username@penguin.example.net:shadowman 

     

     

scp username@tohostname:<remotefile><newlocalfile>

     

     

 scp downloads/* username@penguin.example.net:uploads/ 

20.3.3. 

     

20.3.4. 鍵ペアの生成鍵ペアの生成
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20.3.4.1. 

      

1. 

        

ssh-keygen -t rsa

        

        

2. 

        

chmod 755 ~/.ssh

3. 

        

4. 

        

chmod 644 ~/.ssh/authorized_keys

5. 

        

20.3.4.2. 
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1. 

        

ssh-keygen -t dsa

        

         

        

2. 

        

chmod 755 ~/.ssh

3. 

        

4. 

        

chmod 644 ~/.ssh/authorized_keys

5. 

        

20.3.4.3. 

      

1. 

        

ssh-keygen -t rsa1

        

Red Hat Enterprise Linux 4 システム管理ガイドシステム管理ガイド

248



        

2. 

        

3. 

        

4. 

        

20.3.4.4. 

      

      

1. 

        

2. 

        

3. 

        

20.3.4.5. 

      

1. 

        

exec /usr/bin/ssh-agent $SHELL

2. 

        

ssh-add
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3. 

        

20.4. 関連情報関連情報

    

20.4.1. インストールされているドキュメントインストールされているドキュメント

       

20.4.2. 便利な便利な Web サイトサイト

       

       

       

20.4.3. 関連書籍関連書籍
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第第21章章 NETWORK FILE SYSTEM (NFS)

   

21.1. 

    

21.2. 

    

mount shadowman.example.com:/misc/export/misc/local

WARNING

     

    

21.2.1. /etc/fstab を使用したを使用した NFS ファイルシステムのマウントファイルシステムのマウント

        別のマシンから別のマシンから NFS 共有をマウントする別の方法は、共有をマウントする別の方法は、/etc/fstab ファイルに行を追加することでファイルに行を追加することで
す。その行には、す。その行には、NFS サーバーのホスト名、エクスポートされるサーバーディレクトリー、およびサーバーのホスト名、エクスポートされるサーバーディレクトリー、および 
NFS 共有がマウントされるローカルマシンディレクトリーを記述する必要があります。共有がマウントされるローカルマシンディレクトリーを記述する必要があります。/etc/fstab ファファ
イルを変更するには、イルを変更するには、root でなければなりません。でなければなりません。
     

      /etc/fstab の行の一般的な構文は以下の通りです。の行の一般的な構文は以下の通りです。
     

server:/usr/local/pub    /pub   nfs    rsize=8192,wsize=8192,timeo=14,intr

      このコマンドを実行する前に、マウントポイントこのコマンドを実行する前に、マウントポイント /pub がクライアントマシンに存在している必要ががクライアントマシンに存在している必要が
あります。あります。
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21.2.2. 

       
     

       
     

     

     

/misc   /etc/auto.misc --timeout 60

     

myproject  -rw,soft,intr,rsize=8192,wsize=8192 penguin.example.net:/proj52

     

備考備考

      

     

 /sbin/service autofs restart 

     

 /sbin/service autofs status 

     

 /sbin/service autofs reload 
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21.2.3. 

     

     

     

 mount -o udp shadowman.example.com:/misc/export /misc/local 

     

server:/usr/local/pub    /pub   nfs    rsize=8192,wsize=8192,timeo=14,intr,udp

      NFS マウントがマウントが NIS サーバーのサーバーの autofs 設定ファイルで指定されている場合には、設定ファイルで指定されている場合には、NIS 対応のワー対応のワー
クステーションに利用できます。クステーションに利用できます。
     

myproject  -rw,soft,intr,rsize=8192,wsize=8192,udp penguin.example.net:/proj52

      デフォルトはデフォルトは TCP であるため、であるため、-o udp オプションが指定されていない場合、オプションが指定されていない場合、NFS でエクスポートでエクスポート
されるファイルシステムはされるファイルシステムは TCP 経由でアクセスされます。経由でアクセスされます。
     

      TCP を使用する利点は次のとおりです。を使用する利点は次のとおりです。
     

        接続の持続性が改善され、接続の持続性が改善され、NFS 古いファイルがメッセージを処理古いファイルがメッセージを処理 します。します。
       

        TCP は、完了のみを確認するは、完了のみを確認する UDP とは異なり、負荷の高いネットワークのパフォーマンとは異なり、負荷の高いネットワークのパフォーマン
スが発生します。スが発生します。
       

        TCP はは UDP(none)よりも優れた輻輳制御を持ちます。非常に輻輳のネットワークでは、よりも優れた輻輳制御を持ちます。非常に輻輳のネットワークでは、
UDP パケットはドロップされる最初のパケットになります。つまり、パケットはドロップされる最初のパケットになります。つまり、NFS が（が（8K チャンク内チャンク内
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に）データを書き込む場合は、そのに）データを書き込む場合は、その 8K がすべてがすべて UDP で再送信される必要があります。で再送信される必要があります。TCP 
の信頼性により、の信頼性により、8K データの一部のみが一度に送信されます。データの一部のみが一度に送信されます。
       

        エラー検出。エラー検出。TCP 接続が破損した場合（サーバーが利用できないことを原因に）、クライ接続が破損した場合（サーバーが利用できないことを原因に）、クライ
アントはサーバーが利用可能になると接続プロセスを再開します。アントはサーバーが利用可能になると接続プロセスを再開します。UDP では接続を使用しないでは接続を使用しない
ため、クライアントはサーバーが接続を再確立するまで、データでネットワークを固定しまため、クライアントはサーバーが接続を再確立するまで、データでネットワークを固定しま
す。す。
       

      主な欠点は、主な欠点は、TCP プロトコルに関連するオーバーヘッドにより、パフォーマンスに非常に少ないプロトコルに関連するオーバーヘッドにより、パフォーマンスに非常に少ない
ヒットがあることです。ヒットがあることです。
     

21.2.4. ACL の維持の維持

      Red Hat Enterprise Linux 4 カーネルは、カーネルは、NFS プロトコルまたはプロトコルまたは Samba プロトコルでマウントさプロトコルでマウントさ
れたれた ext3 ファイルシステムおよびファイルシステムおよび ext3 ファイルシステムのファイルシステムの ACL サポートを提供します。したがっサポートを提供します。したがっ
て、て、ext3 ファイルシステムでファイルシステムで ACL が有効になり、が有効になり、NFS エクスポートされている場合、エクスポートされている場合、NFS クライアクライア
ントがントが ACL を読み取れる場合は、を読み取れる場合は、NFS クライアントでも使用されます。クライアントでも使用されます。
     

      ACL でで NFS ファイルシステムのマウントに関する詳細は、ファイルシステムのマウントに関する詳細は、14章章アクセス制御リストアクセス制御リスト を参照してくを参照してく
ださい。ださい。
     

21.3. NFS ファイルシステムのエクスポートファイルシステムのエクスポート

     NFS サーバーからのファイルの共有または提供は、ディレクトリーのエクスポートサーバーからのファイルの共有または提供は、ディレクトリーのエクスポート と呼ばれまと呼ばれま
す。す。NFS サーバー設定ツールを使用サーバー設定ツールを使用 すると、システムをすると、システムを NFS サーバーとして設定できます。サーバーとして設定できます。
    

     NFS Server Configuration Tool を使用するには、を使用するには、X Window System を実行し、を実行し、root 権限があ権限があ
り、り、system-config-nfs RPM パッケージがインストールされている必要があります。アプリケーショパッケージがインストールされている必要があります。アプリケーショ
ンを起動するには、ンを起動するには、(Panel)=> System Settings => Server Settings => NFS のの Main Menu Button をを
選択するか、コマンド選択するか、コマンド system-config-nfs を入力します。を入力します。
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図図21.1 NFS サーバー設定ツールサーバー設定ツール

[D]

     NFS 共有を追加するには、共有を追加するには、追加追加 ボタンをクリックします。ボタンをクリックします。図図21.2「共有の追加」「共有の追加」 に表示されるダイに表示されるダイ
アログボックスが表示されます。アログボックスが表示されます。
    

     Basic タブには、以下の情報が必要です。タブには、以下の情報が必要です。
    

       directory: /tmp など、共有するディレクトリーを指定します。など、共有するディレクトリーを指定します。
      

       host(s): ディレクトリーを共有するホストを指定します。使用できる形式の説明は、ディレクトリーを共有するホストを指定します。使用できる形式の説明は、「ホ「ホ
スト名の形式」スト名の形式」 を参照してください。を参照してください。
      

       Basic permissions: ディレクトリーに読み取り専用パーミッションか、読み取りディレクトリーに読み取り専用パーミッションか、読み取り/書き込み書き込み
権限を指定するかどうかを指定します。権限を指定するかどうかを指定します。
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図図21.2 共有の追加共有の追加

[D]

     General Options タブでは、以下のオプションを設定できます。タブでは、以下のオプションを設定できます。
    

       ポートポート 1024 以上からの接続を許可します（以上からの接続を許可します（1024 未満のポート番号で開始するサービスは未満のポート番号で開始するサービスは 
root として起動する必要があります）。このオプションを選択すると、として起動する必要があります）。このオプションを選択すると、root 以外のユーザーが以外のユーザーが 
NFS サービスを起動できます。このオプションはサービスを起動できます。このオプションは insecure に対応します。に対応します。
      

       Allow insecure file locking - ロックの要求は必要ありません。このオプションはロックの要求は必要ありません。このオプションは 
insecure_locks に対応します。に対応します。
      

       サブサブ ツリーの確認の無効化ツリーの確認の無効化 - ファイルシステムのサブディレクトリーがエクスポートされファイルシステムのサブディレクトリーがエクスポートされ
ていて、ファイルシステム全体がエクスポートされていない場合、サーバーは、要求されたていて、ファイルシステム全体がエクスポートされていない場合、サーバーは、要求された
ファイルがエクスポートされたサブディレクトリーにあるかどうかを確認します。このチェッファイルがエクスポートされたサブディレクトリーにあるかどうかを確認します。このチェッ
クは、クは、サブツリーチェックサブツリーチェック と呼ばれます。このオプションを選択してサブツリーチェックを無と呼ばれます。このオプションを選択してサブツリーチェックを無
効にします。ファイルシステム全体がエクスポートされている場合は、サブツリーの確認を無効にします。ファイルシステム全体がエクスポートされている場合は、サブツリーの確認を無
効にして転送率を増やすことができます。このオプションは効にして転送率を増やすことができます。このオプションは no_subtree_check に対応しまに対応しま
す。す。
      

       要求時の要求時の 同期書き込み操作：同期書き込み操作： デフォルトでは有効で、リクエストデフォルトでは有効で、リクエスト によって加えられた変によって加えられた変
更がディスクに書き込まれる前に、サーバーが要求に応答できません。このオプションは更がディスクに書き込まれる前に、サーバーが要求に応答できません。このオプションは sync 
に対応します。これを選択しないとに対応します。これを選択しないと async オプションが使用されます。オプションが使用されます。
      

         書き込み操作の即時同期を強制書き込み操作の即時同期を強制 - ディスクへの書き込みを遅延させないでください。ディスクへの書き込みを遅延させないでください。
このオプションはこのオプションは no_wdelay に対応します。に対応します。
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     User Access タブでは以下のオプションを設定できます。タブでは以下のオプションを設定できます。
    

       リモートリモート root ユーザーとしてリモートのユーザーとしてリモートの root とと して処理：して処理： デフォルトでは、デフォルトでは、root ユーユー
ザーのユーザーザーのユーザー ID とグループとグループ ID はいずれもはいずれも 0 です。です。root squashing は、ユーザーは、ユーザー ID 0 とグとグ
ループループ ID 0 を匿名のユーザーおよびグループを匿名のユーザーおよびグループ ID にマッピングし、クライアントのにマッピングし、クライアントの root 権限が権限が 
NFS サーバー上のサーバー上の root 権限を持たないようにします。このオプションが選択された場合は、権限を持たないようにします。このオプションが選択された場合は、
root は匿名にマッピングされず、クライアントのは匿名にマッピングされず、クライアントの root 権限はエクスポートされるディレクト権限はエクスポートされるディレクト
リーへのリーへの root 権限を持ちます。このオプションを選択すると、システムのセキュリティーが大権限を持ちます。このオプションを選択すると、システムのセキュリティーが大
幅に低下します。絶対に必要な場合を除き、選択しないでください。このオプションは幅に低下します。絶対に必要な場合を除き、選択しないでください。このオプションは 
no_root_squash に対応します。に対応します。
      

       すべてのクライアントユーザーを匿名ユーザーとすべてのクライアントユーザーを匿名ユーザーと して扱います。このオプションを選択すして扱います。このオプションを選択す
ると、ユーザーると、ユーザー ID とグループとグループ ID はすべて匿名ユーザーにマッピングされます。このオプショはすべて匿名ユーザーにマッピングされます。このオプショ
ンはンは all_squash に対応します。に対応します。
      

         匿名匿名 ユーザーのローカルユーザーユーザーのローカルユーザー ID の指定の指定 - 匿名匿名 ユーザーとして全クライアントユーザーとして全クライアント
ユーザーユーザー を選択すると、匿名ユーザーのユーザーを選択すると、匿名ユーザーのユーザー ID を指定できます。このオプションはを指定できます。このオプションは 
anonuid に対応します。に対応します。
        

         匿名ユーザー匿名ユーザー のローカルグループのローカルグループ ID の指定の指定 - 匿名ユーザー匿名ユーザー として全クライアントとして全クライアント
ユーザーユーザー を選択すると、匿名ユーザーのグループを選択すると、匿名ユーザーのグループ ID を指定できます。このオプションはを指定できます。このオプションは 
anongid に対応します。に対応します。
        

     既存の既存の NFS 共有を編集するには、一覧から共有を選択し、共有を編集するには、一覧から共有を選択し、Properties ボタンをクリックします。既ボタンをクリックします。既
存の存の NFS 共有を削除するには、一覧から共有を選択して共有を削除するには、一覧から共有を選択して 削除削除 ボタンをクリックします。ボタンをクリックします。
    

     OK をクリックして、一覧からをクリックして、一覧から NFS 共有を追加、編集、または削除すると、サーバーデーモンが再共有を追加、編集、または削除すると、サーバーデーモンが再
起動され、古い設定ファイルは起動され、古い設定ファイルは /etc/exports.bak として保存されます。新しい設定はとして保存されます。新しい設定は /etc/exports にに
書き込まれます。書き込まれます。
    

     NFS Server Configuration Tool は、は、/etc/exports 設定ファイルに直接読み書きします。そのため、設定ファイルに直接読み書きします。そのため、
ツールを使用して手動で変更でき、ファイルを手動で変更した後にこのツールを使用できます（ファイツールを使用して手動で変更でき、ファイルを手動で変更した後にこのツールを使用できます（ファイ
ルが正しい構文で変更されている場合）。ルが正しい構文で変更されている場合）。
    

21.3.1. コマンドラインからの設定コマンドラインからの設定

      テキストエディターを使用して設定ファイルを編集する場合や、テキストエディターを使用して設定ファイルを編集する場合や、X Window System がインストーがインストー
ルされていない場合は、設定ファイルを直接変更できます。ルされていない場合は、設定ファイルを直接変更できます。
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      /etc/exports ファイルは、ファイルは、NFS サーバーがエクスポートするディレクトリーを制御します。形式はサーバーがエクスポートするディレクトリーを制御します。形式は
以下のようになります。以下のようになります。
     

directoryhostname(options)

      指定する必要があるオプションは指定する必要があるオプションは sync またはまたは async (sync )のいずれかです。のいずれかです。sync が指定されてが指定されて
いる場合、サーバーは要求による変更がディスクに書き込まれる前に要求に応答しません。いる場合、サーバーは要求による変更がディスクに書き込まれる前に要求に応答しません。
     

      以下に例を示します。以下に例を示します。
     

/misc/export speedy.example.com(sync)

      ユーザーはユーザーは speedy.example.com のユーザーが、デフォルトの読み取り専用パーミッションでのユーザーが、デフォルトの読み取り専用パーミッションで 
/misc/export をマウントすることを許可しましたが、をマウントすることを許可しましたが、
     

/misc/export speedy.example.com(rw,sync)

      これにより、ユーザーはこれにより、ユーザーは speedy.example.com のユーザーが読み取りのユーザーが読み取り/書き込み権限で書き込み権限で 
/misc/export をマウントできるようになります。をマウントできるようになります。
     

      可能なホスト名の形式の説明は、可能なホスト名の形式の説明は、「ホスト名の形式」「ホスト名の形式」 を参照してください。を参照してください。
     

      指定できるオプションの一覧については、『指定できるオプションの一覧については、『『リファレンスガイド』『リファレンスガイド』』』 を参照してください。を参照してください。
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WARNING

       /etc/exports ファイルのスペースを注意して行ってください。ホスト名とオプファイルのスペースを注意して行ってください。ホスト名とオプ
ションを括弧で囲んでいけない場合には、オプションはホスト名にのみ適用されまションを括弧で囲んでいけない場合には、オプションはホスト名にのみ適用されま
す。ホスト名とオプションの間にスペースがある場合は、オプションは残りの世界す。ホスト名とオプションの間にスペースがある場合は、オプションは残りの世界
に適用されます。たとえば、以下の行を調べます。に適用されます。たとえば、以下の行を調べます。
      

/misc/export speedy.example.com(rw,sync)
/misc/export speedy.example.com (rw,sync)

       最初の行は最初の行は speedy.example.com の読み取りの読み取り/書き込みアクセスからユーザー書き込みアクセスからユーザー
に付与され、他のすべてのユーザーを拒否します。に付与され、他のすべてのユーザーを拒否します。2 番目の行は番目の行は 
speedy.example.com の読み取り専用アクセス（デフォルト）からユーザーに付の読み取り専用アクセス（デフォルト）からユーザーに付
与され、残りのユーザーに読み書きアクセスを許可します。与され、残りのユーザーに読み書きアクセスを許可します。
      

      /etc/exports を変更するたびに、を変更するたびに、NFS デーモンに変更を通知するか、以下のコマンドで設定ファイデーモンに変更を通知するか、以下のコマンドで設定ファイ
ルを再読み込みする必要があります。ルを再読み込みする必要があります。
     

/sbin/service nfs reload

21.3.2. ホスト名の形式ホスト名の形式

      ホストは以下の形式にすることができます。ホストは以下の形式にすることができます。
     

        単一マシン：単一マシン： 完全修飾ドメイン名（サーバーにより解決）、ホスト名（サーバーによって完全修飾ドメイン名（サーバーにより解決）、ホスト名（サーバーによって
解決可能）、または解決可能）、または IP アドレス。アドレス。
       

        ワイルドカードで指定された一連のマシンワイルドカードで指定された一連のマシン - 文字列の一致を指定するには、文字列の一致を指定するには、* またはまたは ? 文文
字を使用します。ワイルドカードは字を使用します。ワイルドカードは IP アドレスでは使用しないことになっていますが、逆引きアドレスでは使用しないことになっていますが、逆引き 
DNS ルックアップが失敗した場合には誤って動作する可能性があります。完全修飾ドメイン名ルックアップが失敗した場合には誤って動作する可能性があります。完全修飾ドメイン名
でワイルドカードを指定する場合、ドットでワイルドカードを指定する場合、ドット(.)はワイルドカードに含まれません。たとえはワイルドカードに含まれません。たとえ
ば、ば、*.example.com にはには one.example.com が含まれますが、が含まれますが、1.two.example.com は含まれまは含まれま
せん。せん。
       

        IP ネットワーク：ネットワーク： a.b.c.d/z を使用します。を使用します。a.b.c.d はネットワークに、はネットワークに、z はネットマスクはネットマスク
のビット数（例：のビット数（例： pidt）です。もう）です。もう 1 つの許容形式としてつの許容形式として a.b.c.d/ netmask  を使用することを使用すること
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ができます。ここで、ができます。ここで、a.b.c.d はネットワークとネットマスク（例：はネットワークとネットマスク（例： 
192.168.100.8/255.255.255.0）になります。）になります。
       

        netgroups: @group-name 形式。形式。group-name はは NIS netgroup 名です。名です。
       

21.3.3. サーバーの起動と停止サーバーの起動と停止

      NFS ファイルシステムをエクスポートするサーバーで、ファイルシステムをエクスポートするサーバーで、nfs サービスが実行している必要がありまサービスが実行している必要がありま
す。す。
     

      以下のコマンドを使用して、以下のコマンドを使用して、NFS デーモンのステータスを表示します。デーモンのステータスを表示します。
     

/sbin/service nfs status

      以下のコマンドを使用して以下のコマンドを使用して NFS デーモンを起動します。デーモンを起動します。
     

/sbin/service nfs start

      以下のコマンドで以下のコマンドで NFS デーモンを停止します。デーモンを停止します。
     

/sbin/service nfs stop

      システムの起動時にシステムの起動時に nfs サービスを起動するには、以下のコマンドを使用します。サービスを起動するには、以下のコマンドを使用します。
     

/sbin/chkconfig --level 345 nfs on

      chkconfig、、ntsysv、または、または Services Configuration Tool を使用して、システムの起動時に開始を使用して、システムの起動時に開始
するサービスを設定することもできます。詳細は、するサービスを設定することもできます。詳細は、19章章 を参照してください。を参照してください。
     

21.4. 関連情報関連情報

     本章では、本章では、NFS を使用する基本を説明します。詳細は、以下のリソースを参照してください。を使用する基本を説明します。詳細は、以下のリソースを参照してください。
    

21.4.1. インストールされているドキュメントインストールされているドキュメント

        nfsd のの man ページ、ページ、mountd、、export、、auto.master、および、および autofs （（man セクションセクション 

Red Hat Enterprise Linux 4 システム管理ガイドシステム管理ガイド

260



5 およびおよび 8）の）の man ページです。これらのページです。これらの man ページは、ページは、NFS およびおよび autofs 設定ファイル設定ファイル
の正しい構文を示しています。の正しい構文を示しています。
       

21.4.2. 便利な便利な Web サイトサイト

        http://nfs.sourceforge.net/: NFS のの Web ページには、メーリングリストおよびページには、メーリングリストおよび FAQ へへ
のリンクが含まれています。のリンクが含まれています。
       

        http://www.tldp.org/HOWTO/NFS-HOWTO/index.html: Linux ドキュメントプロジェクトドキュメントプロジェクト
からのからの 『『Linux NFS-HOWTO』』
       

21.4.3. 関連書籍関連書籍

        Hal Stern; O'Reilly &Associates, Inc にに 『『よるよる NFS サービスおよびサービスおよび NIS サービスサービス』』 のの
管理管理
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第第22章章 SAMBA

    Samba はは SMB プロトコルを使用して、ネットワーク接続全体でファイルとプリンターを共有しまプロトコルを使用して、ネットワーク接続全体でファイルとプリンターを共有しま
す。このプロトコルをサポートするオペレーティングシステムには、す。このプロトコルをサポートするオペレーティングシステムには、Microsoft Windows、、OS/2、お、お
よびよび Linux が含まれます。が含まれます。
   

    Red Hat Enterprise Linux 4 カーネルには、カーネルには、ext3 ファイルシステムのファイルシステムの アクセス制御リストアクセス制御リスト (ACL)ササ
ポートが含まれています。ポートが含まれています。Samba サーバーが、サーバーが、ACL が有効になっている状態でが有効になっている状態で ext3 ファイルシステファイルシステ
ムを共有し、クライアントシステムのカーネルがムを共有し、クライアントシステムのカーネルが ext3 ファイルシステムからのファイルシステムからの ACL の読み取りに対応の読み取りに対応
する場合、クライアントはする場合、クライアントは ACL を自動的に認識し、使用します。を自動的に認識し、使用します。ACL の詳細は、の詳細は、14章章アクセス制御リアクセス制御リ
ストスト を参照してください。を参照してください。
   

22.1. SAMBA を使用する理由を使用する理由

     Samba は、は、Windows マシンとマシンと Linux マシンの両方のネットワークがある場合に役立ちます。マシンの両方のネットワークがある場合に役立ちます。
Samba は、ネットワーク内のすべてのシステムでファイルおよびプリンターを共有できるようにしまは、ネットワーク内のすべてのシステムでファイルおよびプリンターを共有できるようにしま
す。す。Linux マシン間でのみファイルを共有するには、マシン間でのみファイルを共有するには、21章章Network File System (NFS) で説明されていで説明されてい
るようにるように NFS を使用します。を使用します。Linux マシン間でプリンターを共有する場合は、マシン間でプリンターを共有する場合は、Samba を使用する必要を使用する必要
はありません。はありません。33章章プリンターの設定プリンターの設定 を参照してください。を参照してください。
    

22.2. SAMBA サーバーの設定サーバーの設定

     デフォルトの設定ファイルデフォルトの設定ファイル(/etc/samba/smb.conf)を使用すると、ユーザーはホームディレクトリーを使用すると、ユーザーはホームディレクトリー
をを Samba 共有として表示できます。また、システムに設定されたすべてのプリンターを共有として表示できます。また、システムに設定されたすべてのプリンターを Samba 共有共有
プリンターとして共有します。つまり、システムにプリンターを割り当て、ネットワーク上のプリンターとして共有します。つまり、システムにプリンターを割り当て、ネットワーク上の 
Windows マシンから印刷できます。マシンから印刷できます。
    

22.2.1. グラフィカル設定グラフィカル設定

      グラフィカルインターフェースを使用してグラフィカルインターフェースを使用して Samba を設定するには、を設定するには、Samba Server Configuration 
Tool を使用します。コマンドラインの設定の場合は、を使用します。コマンドラインの設定の場合は、「コマンドラインからの設定」「コマンドラインからの設定」 に進みます。に進みます。
     

      Samba Server Configuration Tool は、は、Samba 共有、ユーザー、および基本的なサーバー設定を管共有、ユーザー、および基本的なサーバー設定を管
理するグラフィカルインターフェースです。理するグラフィカルインターフェースです。/etc/samba/ ディレクトリーの設定ファイルを変更しまディレクトリーの設定ファイルを変更しま
す。アプリケーションを使用していないこれらのファイルに加えた変更は保持されます。す。アプリケーションを使用していないこれらのファイルに加えた変更は保持されます。
     

      このアプリケーションを使用するには、このアプリケーションを使用するには、X Window System を実行し、を実行し、root 権限があり、権限があり、system-
config-samba RPM パッケージがインストールされている必要があります。デスクトップからパッケージがインストールされている必要があります。デスクトップから Samba 
Server Configuration Tool を起動するには、を起動するには、(Panel)=> System Settings => Server Settings => 
Samba に移動するか、シェルプロンプトでに移動するか、シェルプロンプトで system-config-samba コマンド（コマンド（XTerm やや GNOME ターター
ミナルなど）を入力します。ミナルなど）を入力します。
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図図22.1 Samba サーバー設定ツールサーバー設定ツール

[D]

備考備考

       Samba Server Configuration Tool は、は、Samba サーバーで独自のホームディレクトサーバーで独自のホームディレクト
リーを表示できるようにする共有プリンターまたはデフォルトのスタンザを表示できまリーを表示できるようにする共有プリンターまたはデフォルトのスタンザを表示できま
せん。せん。
      

22.2.1.1. サーバーの設定サーバーの設定

       Samba サーバーを設定する最初の手順は、サーバーの基本設定といくつかのセキュリティーオプサーバーを設定する最初の手順は、サーバーの基本設定といくつかのセキュリティーオプ
ションを設定することです。アプリケーションの起動後に、プルダウンメニューからションを設定することです。アプリケーションの起動後に、プルダウンメニューから Preferences => 
Server Settings を選択します。を選択します。Basic タブは、タブは、図図22.2「基本的なサーバーの設定」「基本的なサーバーの設定」 に示すように表示に示すように表示
されます。されます。
      

図図22.2 基本的なサーバーの設定基本的なサーバーの設定

[D]

       Basic タブで、コンピューターが置かれるワークグループと、コンピューターの簡単な説明を指定タブで、コンピューターが置かれるワークグループと、コンピューターの簡単な説明を指定
します。これらは、します。これらは、smb.conf のの workgroup オプションおよびオプションおよび サーバー文字列サーバー文字列 オプションに対応しまオプションに対応しま

第第22章章 SAMBA

263

ld-idm140456175646032.html
ld-idm140456176242048.html


す。す。
      

図図22.3 セキュリティーサーバーの設定セキュリティーサーバーの設定

[D]

       セキュリティーセキュリティー タブにタブに は以下のオプションが含まれます。は以下のオプションが含まれます。
      

         Authentication Mode: これはこれは セキュリティーセキュリティー オプションに対応します。以下の認証のタオプションに対応します。以下の認証のタ
イプのいずれかを選択します。イプのいずれかを選択します。
        

           ADS: Samba サーバーは、サーバーは、Active Directory Domain(ADS)レルムのドメインメンレルムのドメインメン
バーとして機能します。このオプションでは、バーとして機能します。このオプションでは、Kerberos がサーバーにインストールおよびがサーバーにインストールおよび
設定され、設定され、Samba はは samba-client パッケージに含まれるパッケージに含まれる net ユーティリティーを使用しユーティリティーを使用し
てて ADS レルムのメンバーである必要があります。詳細は、レルムのメンバーである必要があります。詳細は、net のの man ページを参照してページを参照して
ください。このオプションでは、ください。このオプションでは、Samba をを ADS コントローラーとして設定することはあコントローラーとして設定することはあ
りません。りません。Kerberos Realm フィールドにフィールドに Kerberos サーバーのレルムを指定します。サーバーのレルムを指定します。
          

備考備考

            Kerberos Realm フィールドは、フィールドは、EXAMPLE.COM など、すべての大など、すべての大
文字で指定する必要があります。文字で指定する必要があります。
           

            ADS レルムでレルムで Samba サーバーをドメインメンバーとして使用するサーバーをドメインメンバーとして使用する
場合は、場合は、/etc/krb5.conf ファイルなど、ファイルなど、Kerberos の適切な設定を想定しまの適切な設定を想定しま
す。す。
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           ドメインドメイン: Samba サーバーは、サーバーは、Windows NT Primary またはまたは Backup Domain 
Controller に依存してユーザーを検証します。サーバーはユーザー名とパスワードをコンに依存してユーザーを検証します。サーバーはユーザー名とパスワードをコン
トローラーに渡して、戻るまで待機します。トローラーに渡して、戻るまで待機します。Authentication Server フィールドにフィールドに Primary 
またはまたは Backup Domain Controller のの NetBIOS 名を指定します。名を指定します。
          

           これを選択した場合、これを選択した場合、Encrypted Passwords オプションをオプションを Yes に設定する必要がに設定する必要が
あります。あります。
          

           server: Samba サーバーは、別のサーバーは、別の Samba サーバーに渡すことで、ユーザー名とパサーバーに渡すことで、ユーザー名とパ
スワードの組み合わせを検証しようとします。そうでない場合、サーバーはユーザー認証スワードの組み合わせを検証しようとします。そうでない場合、サーバーはユーザー認証
モードを使用して検証を試みます。モードを使用して検証を試みます。Authentication Server フィールドに他のフィールドに他の Samba サーサー
バーのバーの NetBIOS 名を指定します。名を指定します。
          

           共有共有 - Samba ユーザーは、ユーザーは、Samba サーバーごとにユーザー名とパスワードの組みサーバーごとにユーザー名とパスワードの組み
合わせを入力する必要はありません。合わせを入力する必要はありません。Samba サーバーから特定の共有ディレクトリーへのサーバーから特定の共有ディレクトリーへの
接続を試みるまで、ユーザー名とパスワードの入力は要求されません。接続を試みるまで、ユーザー名とパスワードの入力は要求されません。
          

           user:（デフォルト）（デフォルト）Samba ユーザーは、ユーザーは、Samba サーバーごとに有効なユーザー名サーバーごとに有効なユーザー名
とパスワードを提供する必要があります。とパスワードを提供する必要があります。Windows のの ユーザー名ユーザー名 オプションを機能させオプションを機能させ
る場合は、このる場合は、この オプションを選択します。詳細は、オプションを選択します。詳細は、「「Samba ユーザーの管理」ユーザーの管理」 を参照しを参照し
てください。てください。
          

         暗号化パスワード暗号化パスワード - このオプションは、クライアントがこのオプションは、クライアントが Windows 98、、Windows NT 4.0 
とと Service Pack 3 などの新しいバージョンのなどの新しいバージョンの Microsoft Windows に接続している場合は有効に接続している場合は有効
にする必要があります。パスワードは、傍受できるプレーンテキストの単語ではなく、暗号化にする必要があります。パスワードは、傍受できるプレーンテキストの単語ではなく、暗号化
された形式でサーバーとクライアント間で転送されます。これは、された形式でサーバーとクライアント間で転送されます。これは、暗号化されたパスワード暗号化されたパスワード オオ
プションに対応します。暗号化されたプションに対応します。暗号化された Samba パスワードの詳細は、パスワードの詳細は、「暗号化パスワード」「暗号化パスワード」 をを
参照してください。参照してください。
        

         ゲストアカウントゲストアカウント: ユーザーまたはゲストユーザーがユーザーまたはゲストユーザーが Samba サーバーにログインする場サーバーにログインする場
合は、サーバーの有効なユーザーにマップされる必要があります。ゲスト合は、サーバーの有効なユーザーにマップされる必要があります。ゲスト Samba アカウントアカウント
となるシステムの既存のユーザー名をとなるシステムの既存のユーザー名を 1 つ選択します。ゲストがつ選択します。ゲストが Samba サーバーにログインサーバーにログイン
すると、このユーザーと同じ特権を持ちます。これは、すると、このユーザーと同じ特権を持ちます。これは、ゲストアカウントゲストアカウント オプションに対応しオプションに対応し
ます。ます。
        

       OK をクリックすると、変更は設定ファイルに書き込まれ、デーモンが再起動され、変更はすぐにをクリックすると、変更は設定ファイルに書き込まれ、デーモンが再起動され、変更はすぐに
有効になります。有効になります。
      

22.2.1.2. Samba ユーザーの管理ユーザーの管理
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       Samba Server Configuration Tool では、では、Samba ユーザーを追加する前に、ユーザーを追加する前に、Samba サーバーとしサーバーとし
て機能するシステムで既存のユーザーアカウントがアクティブである必要があります。て機能するシステムで既存のユーザーアカウントがアクティブである必要があります。Samba ユーユー
ザーは、既存のユーザーアカウントに関連付けられます。ザーは、既存のユーザーアカウントに関連付けられます。
      

図図22.4 Samba ユーザーの管理ユーザーの管理

[D]

       Samba ユーザーを追加するには、プルダウンメニューからユーザーを追加するには、プルダウンメニューから Preferences => Samba Users を選択を選択
してして Add User ボタンをクリックします。「ボタンをクリックします。「 Create New Samba User 」ウィンドウで、ローカルシス」ウィンドウで、ローカルシス
テムの既存ユーザー一覧からテムの既存ユーザー一覧から Unix ユーザー名ユーザー名 を選択します。を選択します。
      

       ユーザーがユーザーが Windows マシンに異なるユーザー名を持ち、マシンに異なるユーザー名を持ち、Windows マシンからマシンから Samba サーバーにサーバーに
ログインする必要がある場合は、ログインする必要がある場合は、Windows ユーザー名ユーザー名 フィールドにフィールドに Windows ユーザー名ユーザー名 を指定を指定 しし 
ます。このオプションが機能するには、ます。このオプションが機能するには、Server Settings 設定の設定の Security タブのタブの Authentication Mode 
をを User に設定する必要があります。に設定する必要があります。
      

       また、また、Samba User のの Samba パスワードパスワード  を設定し、再度入力して確認します。を設定し、再度入力して確認します。Samba に暗号化に暗号化
されたパスワードを使用することを選択した場合でも、すべてのユーザーに対してされたパスワードを使用することを選択した場合でも、すべてのユーザーに対して Samba パスワードパスワード
はシステムパスワードとは異なることが推奨されます。はシステムパスワードとは異なることが推奨されます。
      

       既存のユーザーを編集するには、一覧からユーザーを選択し、既存のユーザーを編集するには、一覧からユーザーを選択し、Edit User をクリックします。既存をクリックします。既存
のの Samba ユーザーを削除するには、ユーザーを選択し、ユーザーを削除するには、ユーザーを選択し、Delete User ボタンをクリックします。ボタンをクリックします。
Samba ユーザーを削除しても、関連付けられたシステムユーザーアカウントは削除されません。ユーザーを削除しても、関連付けられたシステムユーザーアカウントは削除されません。
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       OK ボタンをクリックすると、すぐにユーザーが変更されます。ボタンをクリックすると、すぐにユーザーが変更されます。
      

22.2.1.3. 共有の追加共有の追加

       Samba 共有を作成するには、メインの共有を作成するには、メインの Samba 設定ウィンドウの設定ウィンドウの Add ボタンをクリックします。ボタンをクリックします。
      

図図22.5 共有の追加共有の追加

[D]

       Basic タブでは、以下のオプションを設定します。タブでは、以下のオプションを設定します。
      

         ディレクトリーディレクトリー - Samba で共有するディレクトリー。ディレクトリーは、ここに入力すで共有するディレクトリー。ディレクトリーは、ここに入力す
る前に存在している必要があります。る前に存在している必要があります。
        

         共有名：共有名： リモートマシンから表示される共有の実際の名前。デフォルトでは、リモートマシンから表示される共有の実際の名前。デフォルトでは、Directory 
と同じ値ですが、設定できます。と同じ値ですが、設定できます。
        

         説明説明 - ファイル共有の簡単な説明ファイル共有の簡単な説明
        

         基本的なパーミッション基本的なパーミッション - ユーザーが共有ディレクトリー内のファイルのみを読み取るこユーザーが共有ディレクトリー内のファイルのみを読み取るこ
とができるかどうか、または共有ディレクトリーへの読み書きが可能なかどうか。とができるかどうか、または共有ディレクトリーへの読み書きが可能なかどうか。
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       Access タブで、指定したユーザーのみが共有にアクセスできるようにするか、すべてのタブで、指定したユーザーのみが共有にアクセスできるようにするか、すべての Samba 
ユーザーが共有にアクセスできるようにするかどうかを選択します。特定のユーザーへのアクセスを許ユーザーが共有にアクセスできるようにするかどうかを選択します。特定のユーザーへのアクセスを許
可する場合は、利用可能な可する場合は、利用可能な Samba ユーザー一覧からユーザーを選択します。ユーザー一覧からユーザーを選択します。
      

       ファイル共有は、ファイル共有は、OK をクリックした後すぐに追加されます。をクリックした後すぐに追加されます。
      

22.2.2. コマンドラインからの設定コマンドラインからの設定

      Samba は、は、/etc/samba/smb.conf を設定ファイルとして使用します。この設定ファイルを変更すを設定ファイルとして使用します。この設定ファイルを変更す
ると、コマンドると、コマンド service smb restart でで Samba デーモンを再起動するまで変更は反映されません。デーモンを再起動するまで変更は反映されません。
     

      Windows のワークグループとのワークグループと Samba サーバーの簡単な説明を指定するには、サーバーの簡単な説明を指定するには、smb.conf ファイルファイル
で以下の行を編集します。で以下の行を編集します。
     

workgroup = WORKGROUPNAME
server string = BRIEF COMMENT ABOUT SERVER

      WORKGROUPNAME は、このマシンが属するは、このマシンが属する Windows ワークグループ名に置き換えまワークグループ名に置き換えま
す。す。BRIEF COMMENT ABOUT SERVER はオプションで、はオプションで、Samba システムに関するシステムに関する Windows コメコメ
ントとして使用されます。ントとして使用されます。
     

      Linux システムにシステムに Samba 共有ディレクトリーを作成するには、必要に応じて変更してか共有ディレクトリーを作成するには、必要に応じて変更してか
ら、ら、smb.conf ファイルに以下のセクションを追加します。ファイルに以下のセクションを追加します。
     

[sharename]
comment = Insert a comment here
path = /home/share/
valid users = tfox carole
public = no
writable = yes
printable = no
create mask = 0765

      上記の例では、上記の例では、Samba クライアントからユーザークライアントからユーザー tfox およびおよび carole がが Samba サーバーのサーバーの 
/home/share ディレクトリーの読み取りと書き込みを許可します。ディレクトリーの読み取りと書き込みを許可します。
     

22.2.3. 暗号化パスワード暗号化パスワード

      暗号化パスワードはより安全であるため、デフォルトで有効になっています。暗号化したパスワー暗号化パスワードはより安全であるため、デフォルトで有効になっています。暗号化したパスワー
ドが使用されていない場合は、プレーンテキストのパスワードが使用されます。これは、ネットワークドが使用されていない場合は、プレーンテキストのパスワードが使用されます。これは、ネットワーク
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パケットスニファーを使用して傍受できます。暗号化されたパスワードを使用することが推奨されまパケットスニファーを使用して傍受できます。暗号化されたパスワードを使用することが推奨されま
す。す。
     

      Microsoft SMB Protocol は、当初はプレーンテキストのパスワードを使用していました。ただし、は、当初はプレーンテキストのパスワードを使用していました。ただし、
Windows NT 4.0 とと Service Pack 3 以降、以降、Windows 98、、Windows 2000、、Windows ME、および、および 
Windows XP には暗号化されたには暗号化された Samba パスワードが必要です。パスワードが必要です。Linux システムと、これらのシステムと、これらの 
Windows オペレーティングシステムのいずれかを実行しているシステム間でオペレーティングシステムのいずれかを実行しているシステム間で Samba を使用するにを使用するに
は、は、Windows レジストリーを編集してプレーンテキストのパスワードを使用するか、暗号化されたパレジストリーを編集してプレーンテキストのパスワードを使用するか、暗号化されたパ
スワードを使用するようにスワードを使用するように Linux システムでシステムで Samba を設定します。レジストリーの変更を選択した場を設定します。レジストリーの変更を選択した場
合は、すべての合は、すべての Windows マシンについてこれを実行する必要があります。これはリスクであり、さらマシンについてこれを実行する必要があります。これはリスクであり、さら
に競合が生じる可能性があります。セキュリティーの強化には、暗号化されたパスワードを使用するこに競合が生じる可能性があります。セキュリティーの強化には、暗号化されたパスワードを使用するこ
とが推奨されます。とが推奨されます。
     

      Samba が暗号化パスワードを使用するように設定するには、以下の手順に従います。が暗号化パスワードを使用するように設定するには、以下の手順に従います。
     

1. 
        Samba 用に別のパスワードファイルを作成します。既存の用に別のパスワードファイルを作成します。既存の /etc/passwd ファイルに基づファイルに基づ
いてシェルプロンプトでこれを作成するには、以下のコマンドを入力します。いてシェルプロンプトでこれを作成するには、以下のコマンドを入力します。
       

 cat /etc/passwd | mksmbpasswd.sh > /etc/samba/smbpasswd 

        システムがシステムが NIS を使用する場合は、以下のコマンドを入力します。を使用する場合は、以下のコマンドを入力します。
       

 ypcat passwd | mksmbpasswd.sh > /etc/samba/smbpasswd 

        mksmbpasswd.sh スクリプトは、スクリプトは、samba パッケージでパッケージで /usr/bin ディレクトリーにインディレクトリーにイン
ストールされます。ストールされます。
       

2. 
        root のみに読み取りおよび書き込み権限が割り当てられるように、のみに読み取りおよび書き込み権限が割り当てられるように、Samba パスワードパスワード
ファイルのパーミッションを変更します。ファイルのパーミッションを変更します。
       

chmod 600 /etc/samba/smbpasswd

3. 
        このスクリプトは、ユーザーパスワードを新しいファイルにはコピーされず、このスクリプトは、ユーザーパスワードを新しいファイルにはコピーされず、Samba 
ユーザーアカウントはパスワードが設定されるまでアクティブになりません。セキュリティーユーザーアカウントはパスワードが設定されるまでアクティブになりません。セキュリティー
を強化する場合は、ユーザーのを強化する場合は、ユーザーの Samba パスワードをユーザーのシステムパスワードとは異なパスワードをユーザーのシステムパスワードとは異な
ることが推奨されます。各ることが推奨されます。各 Samba ユーザーのパスワードを設定するには、以下のコマンドをユーザーのパスワードを設定するには、以下のコマンドを
使用します（使用します（ username を各ユーザーのユーザー名に置き換えます）。を各ユーザーのユーザー名に置き換えます）。
       

smbpasswd username
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4. 
        暗号化パスワードを有効にする必要があります。これらはデフォルトで有効にされている暗号化パスワードを有効にする必要があります。これらはデフォルトで有効にされている
ので、設定ファイルで明示的に有効にする必要はありません。ただし、設定ファイルで無効にので、設定ファイルで明示的に有効にする必要はありません。ただし、設定ファイルで無効に
することはできません。することはできません。/etc/samba/smb.conf ファイルで、以下の行が存在しないことを確認ファイルで、以下の行が存在しないことを確認
します。します。
       

encrypt passwords = no

        行の先頭にあるセミコロン行の先頭にあるセミコロン(;)でコメントアウトされていても、その行は無視され、暗号化でコメントアウトされていても、その行は無視され、暗号化
されたパスワードが有効になります。この行が存在していてもコメントアウトされていない場されたパスワードが有効になります。この行が存在していてもコメントアウトされていない場
合は、削除するか、コメントアウトします。合は、削除するか、コメントアウトします。
       

        設定ファイルで暗号化されたパスワードを有効にするには、以下の行を設定ファイルで暗号化されたパスワードを有効にするには、以下の行を 
etc/samba/smb.conf に追加します。に追加します。
       

encrypt passwords = yes
smb passwd file = /etc/samba/smbpasswd

5. 
        シェルプロンプトでシェルプロンプトで command service smb restart を入力し、を入力し、smb サービスが起動してサービスが起動して
いることを確認します。いることを確認します。
       

6. 
        smb サービスが自動的に起動するようにするには、サービスが自動的に起動するようにするには、ntsysv、、chkconfig、または、または 
Services Configuration Tool を使用してランタイム時に有効にします。詳細は、を使用してランタイム時に有効にします。詳細は、19章章 を参照を参照
してください。してください。
       

      pam_smbpass PAM モジュールを使用して、モジュールを使用して、passwd コマンドの使用時に、ユーザーのコマンドの使用時に、ユーザーの Samba パパ
スワードをシステムパスワードと同期できます。ユーザーがスワードをシステムパスワードと同期できます。ユーザーが passwd コマンドを呼び出すと、コマンドを呼び出すと、Red Hat 
Enterprise Linux システムへのログインに使用するパスワードと、システムへのログインに使用するパスワードと、Samba 共有への接続に必要なパス共有への接続に必要なパス
ワードが変更されます。ワードが変更されます。
     

      この機能を有効にするには、この機能を有効にするには、pam_cracklib.so 呼び出しの下にある呼び出しの下にある /etc/pam.d/system-auth に次に次
の行を追加します。の行を追加します。
     

password required /lib/security/pam_smbpass.so nullok use_authtok try_first_pass

22.2.4. サーバーの起動と停止サーバーの起動と停止

      Samba 経由でディレクトリーを共有するサーバーで、経由でディレクトリーを共有するサーバーで、smb サービスが実行している必要がありまサービスが実行している必要がありま
す。す。
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      以下のコマンドを使用して以下のコマンドを使用して Samba デーモンのステータスを表示します。デーモンのステータスを表示します。
     

/sbin/service smb status

      以下のコマンドを使用してデーモンを起動します。以下のコマンドを使用してデーモンを起動します。
     

/sbin/service smb start

      次のコマンドでデーモンを停止します。次のコマンドでデーモンを停止します。
     

/sbin/service smb stop

      システムの起動時にシステムの起動時に smb サービスを起動するには、以下のコマンドを使用します。サービスを起動するには、以下のコマンドを使用します。
     

/sbin/chkconfig --level 345 smb on

      chkconfig、、ntsysv、または、または Services Configuration Tool を使用して、システムの起動時に開始を使用して、システムの起動時に開始
するサービスを設定することもできます。詳細は、するサービスを設定することもできます。詳細は、19章章 を参照してください。を参照してください。
     

ヒントヒント

       システムへのアクティブな接続を表示するには、システムへのアクティブな接続を表示するには、smbstatus コマンドを実行しまコマンドを実行しま
す。す。
      

22.3. SAMBA 共有への接続共有への接続

     ネットワーク上で利用可能なネットワーク上で利用可能な Samba 共有を表示するには、共有を表示するには、Nautilus を使用できます。を使用できます。Main Menu 
Button (Panel)=> Network Servers を選択して、ネットワーク上のを選択して、ネットワーク上の Samba ワークグループの一覧を表ワークグループの一覧を表
示します。また、示します。また、Nautilus のの Location: バーにバーに smb: と入力して作業グループを表示することもできまと入力して作業グループを表示することもできま
す。す。
    

     図図22.6「「nautilus のの SMB Workgroups」」 に示されているように、ネットワーク上の利用可能なに示されているように、ネットワーク上の利用可能な 
SMB ワークグループごとにアイコンが表示されます。ワークグループごとにアイコンが表示されます。
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図図22.6 nautilus のの SMB Workgroups

[D]

     ワークグループアイコンのいずれかをダブルクリックして、ワークグループ内のコンピューターのワークグループアイコンのいずれかをダブルクリックして、ワークグループ内のコンピューターの
一覧を表示します。一覧を表示します。
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図図22.7 nautilus のの SMB マシンマシン

[D]

     図図22.7「「nautilus のの SMB マシン」マシン」 から分かるように、ワークグループ内の各マシンのアイコンがから分かるように、ワークグループ内の各マシンのアイコンが
あります。アイコンをダブルクリックして、マシン上であります。アイコンをダブルクリックして、マシン上で Samba 共有を表示します。ユーザー名とパス共有を表示します。ユーザー名とパス
ワードの組み合わせが必要な場合は、そのユーザー名とパスワードの入力が求められます。ワードの組み合わせが必要な場合は、そのユーザー名とパスワードの入力が求められます。
    

     または、次の構文を使用して、または、次の構文を使用して、Nautilus のの Location: bar でで Samba サーバーおよびサーバーおよび sharename をを
指定することもできます（指定することもできます（< servername > とと < sharename > を適切な値に置き換えます）。を適切な値に置き換えます）。
    

 smb://<servername>/<sharename>/ 

22.3.1. コマンドラインコマンドライン

      Samba サーバーのネットワークをクエリーするには、サーバーのネットワークをクエリーするには、findsmb コマンドを使用します。見つかっコマンドを使用します。見つかっ
た各サーバーに対して、た各サーバーに対して、IP アドレス、アドレス、NetBIOS 名、ワークグループ名、オペレーティングシステム、名、ワークグループ名、オペレーティングシステム、
およびおよび SMB サーバーバージョンが表示されます。サーバーバージョンが表示されます。
     

      シェルプロンプトからシェルプロンプトから Samba 共有に接続するには、以下のコマンドを入力します。共有に接続するには、以下のコマンドを入力します。
     

smbclient //<hostname>/<sharename> -U <username>

      & lt;hostname > は、接続するは、接続する Samba サーバーのホスト名またはサーバーのホスト名または IP アドレスに、アドレスに、< sharename > 
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は参照する共有ディレクトリーの名前に、は参照する共有ディレクトリーの名前に、< username > は、システムのは、システムの Samba ユーザー名に置き換ユーザー名に置き換
えます。正しいパスワードを入力するか、ユーザーにパスワードが必要ない場合はえます。正しいパスワードを入力するか、ユーザーにパスワードが必要ない場合は Enter を押します。を押します。
     

      smb:\> プロンプトが表示された場合には、正常にログインしています。ログインしたら、コマンドプロンプトが表示された場合には、正常にログインしています。ログインしたら、コマンド
のリストとしてのリストとして help と入力します。ホームディレクトリーの内容を閲覧する場合は、と入力します。ホームディレクトリーの内容を閲覧する場合は、sharename をを
ユーザー名に置き換えます。ユーザー名に置き換えます。-U スイッチを使用しない場合、現行ユーザーのユーザー名がスイッチを使用しない場合、現行ユーザーのユーザー名が Samba サーサー
バーに渡されます。バーに渡されます。
     

      smbclient を終了するには、を終了するには、exit プロンプトでプロンプトで smb:\> と入力します。と入力します。
     

22.3.2. 共有のマウント共有のマウント

      Samba 共有をディレクトリーにマウントして、ディレクトリー内のファイルをローカルファイルシ共有をディレクトリーにマウントして、ディレクトリー内のファイルをローカルファイルシ
ステムの一部であるかのように処理できるように、ステムの一部であるかのように処理できるように、Samba 共有をマウントすると便利な場合がありま共有をマウントすると便利な場合がありま
す。す。
     

      Samba 共有をディレクトリーにマウントするには、ディレクトリーがない場合はディレクトリーを共有をディレクトリーにマウントするには、ディレクトリーがない場合はディレクトリーを
作成し、作成し、root で以下のコマンドを実行します。で以下のコマンドを実行します。
     

 mount -t smbfs -o username=<username> //<servername>/<sharename>/mnt/point/

      このコマンドは、ローカルディレクトリーこのコマンドは、ローカルディレクトリー /mnt/point/ のの <servername > からから < sharename > をマをマ
ウントします。ウントします。
     

22.4. 関連情報関連情報

     ここで説明されていない設定オプションについては、以下のリソースを参照してください。ここで説明されていない設定オプションについては、以下のリソースを参照してください。
    

22.4.1. インストールされているドキュメントインストールされているドキュメント

        man ページのページの SMB .conf - Samba 設定ファイルの設定方法が説明されています。設定ファイルの設定方法が説明されています。
       

        smbd man ページ：ページ： Samba デーモンがどのように機能するかを説明します。デーモンがどのように機能するかを説明します。
       

        smbclient およびおよび findsmb man ページ：ページ： これらのクライアントツールの詳細について確これらのクライアントツールの詳細について確
認してください。認してください。
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        /usr/share/doc/samba- &lt;version-number&gt; /docs/ - samba パッケージに含まれるパッケージに含まれる
ヘルプファイルヘルプファイル
       

22.4.2. 便利な便利な Web サイトサイト

        http://www.samba.org/: Samba のの Web ページには、便利なドキュメント、メーリングページには、便利なドキュメント、メーリング
リスト、リスト、GUI インターフェースの一覧が含まれます。インターフェースの一覧が含まれます。
       

        http://www.samba.org/samba/docs/using_samba/toc.html: 『『Samba のオンラインバーのオンラインバー
ジョン、ジョン、2nd Edition』』 by Jay Ts、、Robert Eckstein、および、および David Collier-Brown; O'Reilly 
&Associates
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第第23章章 DYNAMIC HOST CONFIGURATION PROTOCOL(DHCP)

    Dynamic Host Configuration Protocol(DHCP)は、クライアントマシンには、クライアントマシンに TCP/IP 情報を自動的に割情報を自動的に割
り当てるネットワークプロトコルです。各り当てるネットワークプロトコルです。各 DHCP クライアントは、クライアントは、IP アドレス、ゲートウェイ、アドレス、ゲートウェイ、DNS 
サーバーなどのクライアントのネットワーク設定を返す集中管理されたサーバーなどのクライアントのネットワーク設定を返す集中管理された DHCP サーバーに接続しまサーバーに接続しま
す。す。
   

23.1. DHCP を使用する理由を使用する理由

     DHCP は、クライアントネットワークインターフェースの自動設定に役立ちます。管理者は、クラは、クライアントネットワークインターフェースの自動設定に役立ちます。管理者は、クラ
イアントシステムを設定する際に、イアントシステムを設定する際に、IP アドレス、ネットマスク、ゲートウェイ、またはアドレス、ネットマスク、ゲートウェイ、または DNS サーバーサーバー
を入力せずにを入力せずに DHCP を選択できます。クライアントはこの情報をを選択できます。クライアントはこの情報を DHCP サーバーから取得します。サーバーから取得します。
DHCP は、管理者が多数のシステムのは、管理者が多数のシステムの IP アドレスを変更する必要がある場合にも便利です。すべてのアドレスを変更する必要がある場合にも便利です。すべての
システムを再設定する代わりに、サーバー上のシステムを再設定する代わりに、サーバー上の 1 つのつの DHCP 設定ファイルを編集して新しい設定ファイルを編集して新しい IP アドレアドレ
スを設定できます。組織のスを設定できます。組織の DNS サーバーが変更されると、サーバーが変更されると、DHCP クライアントではなく、クライアントではなく、DHCP サーサー
バーで変更が行われます。クライアント（またはクライアントを再起動する）でネットワークを再起動バーで変更が行われます。クライアント（またはクライアントを再起動する）でネットワークを再起動
すると、変更が反映されます。すると、変更が反映されます。
    

     さらに、ラップトップまたは何らかのタイプのモバイルコンピューターがさらに、ラップトップまたは何らかのタイプのモバイルコンピューターが DHCP 用に設定されてい用に設定されてい
る場合は、各オフィスにネットワークへの接続を許可するる場合は、各オフィスにネットワークへの接続を許可する DHCP サーバーがある限り、オフィスからサーバーがある限り、オフィスから
オフィスに移動できます。オフィスに移動できます。
    

23.2. DHCP サーバーの設定サーバーの設定

     DHCP サーバーを設定するには、サーバーを設定するには、/etc/dhcpd.conf 設定ファイルを作成する必要があります。サンプ設定ファイルを作成する必要があります。サンプ
ルファイルは、ルファイルは、/usr/share/doc/dhcp-<バージョンバージョン>/dhcpd.conf.sample にあります。にあります。
    

     DHCP はは /var/lib/dhcp/dhcpd.leases ファイルを使用してクライアントリースデータベースを保存ファイルを使用してクライアントリースデータベースを保存
します。詳細は、します。詳細は、「リースデータベース」「リースデータベース」 を参照してください。を参照してください。
    

23.2.1. 設定ファイル設定ファイル

      DHCP サーバーを設定する最初のステップは、クライアントのネットワーク情報を格納する設定サーバーを設定する最初のステップは、クライアントのネットワーク情報を格納する設定
ファイルを作成することです。グローバルオプションはすべてのクライアントに宣言できますが、他のファイルを作成することです。グローバルオプションはすべてのクライアントに宣言できますが、他の
オプションは各クライアントシステムに宣言できます。オプションは各クライアントシステムに宣言できます。
     

      設定ファイルには追加のタブや空白行が含まれているため、簡単に書式を整えることができます。設定ファイルには追加のタブや空白行が含まれているため、簡単に書式を整えることができます。
キーワードは大文字と小文字を区別せず、ハッシュ記号キーワードは大文字と小文字を区別せず、ハッシュ記号(#)で始まる行はコメントとみなされます。で始まる行はコメントとみなされます。
     

      現在、現在、2 つのつの DNS 更新スキームが実装されています。アドホックの更新スキームが実装されています。アドホックの DNS 更新モードと、更新モードと、Interim 

Red Hat Enterprise Linux 4 システム管理ガイドシステム管理ガイド

276



DHCP-DNS の対話ドラフト更新モードが使用されます。このの対話ドラフト更新モードが使用されます。この 2 つがインターネットエンジニアリングつがインターネットエンジニアリング
タスクの強制タスクの強制(IETF)標準プロセスの一部として許可される場合、標準プロセスの一部として許可される場合、3 番目のモード（標準の番目のモード（標準の DNS 更新方更新方
法）があります。法）があります。DHCP サーバーは、現在のサーバーは、現在の 2 つのスキームのいずれかを使用するように設定する必要つのスキームのいずれかを使用するように設定する必要
があります。バージョンがあります。バージョン 3.0b2pl11 以前のバージョンでは以前のバージョンでは ad-hoc モードを使用していましたが、非推モードを使用していましたが、非推
奨となっています。同じ動作を維持するには、設定ファイルの最上部に以下の行を追加します。奨となっています。同じ動作を維持するには、設定ファイルの最上部に以下の行を追加します。
     

ddns-update-style ad-hoc;

      推奨されるモードを使用するには、以下の行を設定ファイルの一番上に追加します。推奨されるモードを使用するには、以下の行を設定ファイルの一番上に追加します。
     

ddns-update-style interim;

      異なるモードの詳細は、異なるモードの詳細は、dhcpd.conf のの man ページを参照してください。ページを参照してください。
     

      設定ファイルのステートメントには、次のような設定ファイルのステートメントには、次のような 2 つのタイプがあります。つのタイプがあります。
     

        パラメーターパラメーター: タスクの実行方法、タスクを実行するかどうか、クライアントに送信するタスクの実行方法、タスクを実行するかどうか、クライアントに送信する
ネットワーク設定のオプションを規定します。ネットワーク設定のオプションを規定します。
       

        宣言宣言 - ネットワークトポロジの記述、クライアントの記述、クライアントのアドレス指ネットワークトポロジの記述、クライアントの記述、クライアントのアドレス指
定、宣言グループへのパラメーターグループの適用を行います。定、宣言グループへのパラメーターグループの適用を行います。
       

      一部のパラメーターは一部のパラメーターは option keyword で開始する必要があり、オプションと呼ばれます。オプで開始する必要があり、オプションと呼ばれます。オプ
ションはションは DHCP オプションを設定します。一方、パラメーターはオプションでないか、またはオプションを設定します。一方、パラメーターはオプションでないか、または DHCP 
サーバーの動作を制御する値を設定します。サーバーの動作を制御する値を設定します。
     

      中括弧中括弧({ })で囲まれたセクションの前に宣言されたパラメーター（オプションを含む）はグローバで囲まれたセクションの前に宣言されたパラメーター（オプションを含む）はグローバ
ルパラメーターとみなされます。グローバルパラメーターは、これ以降のすべてのセクションに適用さルパラメーターとみなされます。グローバルパラメーターは、これ以降のすべてのセクションに適用さ
れます。れます。
     

重要な影響重要な影響

       設定ファイルを変更すると、コマンド設定ファイルを変更すると、コマンド service dhcpd restart でで DHCP デーモンをデーモンを
再起動するまで変更は反映されません。再起動するまで変更は反映されません。
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ヒントヒント

       DHCP 設定ファイルを変更し、毎回サービスを再起動する代わりに、設定ファイルを変更し、毎回サービスを再起動する代わりに、omshell コマコマ
ンドを使用して、ンドを使用して、DHCP サーバーへの接続、クエリー、および設定を変更するインタラサーバーへの接続、クエリー、および設定を変更するインタラ
クティブな方法を提供します。クティブな方法を提供します。omshell を使用すると、を使用すると、DHCP サーバーの実行中でも変サーバーの実行中でも変
更を行うことができます。更を行うことができます。omshell の詳細は、の詳細は、omshell のの man ページを参照してくだページを参照してくだ
さい。さい。
      

      例例23.1「サブネットの宣言」「サブネットの宣言」 では、では、ルータールーター、、subnet-mask、、domain-name、、domain-name-
servers、および、および time-offset オプションは、以下に宣言されたオプションは、以下に宣言された ホストホスト ステートメントに使用されまステートメントに使用されま
す。す。
     

      また、また、サブネットサブネット を宣言することもできます。を宣言することもできます。サブネットサブネット は、ネットワーク内のすべてのサブネッは、ネットワーク内のすべてのサブネッ
トに含める必要があります。そうでない場合には、トに含める必要があります。そうでない場合には、DHCP サーバーは起動できません。サーバーは起動できません。
     

      以下の例では、サブネットの以下の例では、サブネットの DHCP クライアントごとにグローバルオプションがあり、クライアントごとにグローバルオプションがあり、範囲範囲 が宣言が宣言
されています。クライアントには、されています。クライアントには、範囲範囲 内の内の IP アドレスが割り当てられます。アドレスが割り当てられます。
     

例例23.1 サブネットの宣言サブネットの宣言

subnet 192.168.1.0 netmask 255.255.255.0 {
        option routers                  192.168.1.254;
        option subnet-mask              255.255.255.0;

        option domain-name              "example.com";
        option domain-name-servers       192.168.1.1;

        option time-offset              -18000;     # Eastern Standard Time

range 192.168.1.10 192.168.1.100;
}

      同じ物理ネットワークを共有するすべてのサブネットは、同じ物理ネットワークを共有するすべてのサブネットは、例例23.2「「Shared-network 宣言」宣言」 に示さに示さ
れるようにれるように shared-network 宣言内で宣言する必要があります。宣言内で宣言する必要があります。shared-network 内のパラメーターで内のパラメーターで
すが、囲まれたすが、囲まれた subnet 宣言以外は、グローバルパラメーターとみなされます。宣言以外は、グローバルパラメーターとみなされます。shared-network の名の名
前は、テストラボ環境内のすべてのサブネットを記述するために「前は、テストラボ環境内のすべてのサブネットを記述するために「test-lab」というタイトルを使用す」というタイトルを使用す
るなど、ネットワークの説明的なタイトルになります。るなど、ネットワークの説明的なタイトルになります。
     

例例23.2 Shared-network 宣言宣言

shared-network name {
    option domain-name              "test.redhat.com";
    option domain-name-servers      ns1.redhat.com, ns2.redhat.com;
    option routers                  192.168.0.254;
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    more parameters for EXAMPLE shared-network
    subnet 192.168.1.0 netmask 255.255.252.0 {
        parameters for subnet
        range 192.168.1.1 192.168.1.254;
    }
    subnet 192.168.2.0 netmask 255.255.252.0 {
        parameters for subnet
        range 192.168.2.1 192.168.2.254;
    }
}

      例例23.3「「Group 宣言」宣言」 で説明されているように、で説明されているように、group 宣言を使用してグローバルパラメーターを宣言を使用してグローバルパラメーターを
宣言のグループに適用することができます。たとえば、共有ネットワーク、サブネット、ホストをグ宣言のグループに適用することができます。たとえば、共有ネットワーク、サブネット、ホストをグ
ループ化することができます。ループ化することができます。
     

例例23.3 Group 宣言宣言

group {
   option routers                  192.168.1.254;
   option subnet-mask              255.255.255.0;

   option domain-name              "example.com";
   option domain-name-servers       192.168.1.1;

   option time-offset              -18000;     # Eastern Standard Time

   host apex {
      option host-name "apex.example.com";
      hardware ethernet 00:A0:78:8E:9E:AA; 
      fixed-address 192.168.1.4;
   }

   host raleigh {
      option host-name "raleigh.example.com";
      hardware ethernet 00:A1:DD:74:C3:F2;
      fixed-address 192.168.1.6;
   }
}

      動的動的 IP アドレスをサブネット内のシステムにリースするアドレスをサブネット内のシステムにリースする DHCP サーバーを設定するには、サーバーを設定するには、例例
23.4「「Range パラメーター」パラメーター」 を実際の値で変更します。これにより、クライアントのデフォルトのを実際の値で変更します。これにより、クライアントのデフォルトの
リース時間、最大リース時間、ネットワークの設定値を宣言します。この例では、リース時間、最大リース時間、ネットワークの設定値を宣言します。この例では、192.168.1.10 およびおよび 
192.168.1.100 のの 範囲範囲 のの IP アドレスをクライアントシステムに割り当てます。アドレスをクライアントシステムに割り当てます。
     

例例23.4 Range パラメーターパラメーター

default-lease-time 600;
max-lease-time 7200;
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option subnet-mask 255.255.255.0;
option broadcast-address 192.168.1.255;
option routers 192.168.1.254;
option domain-name-servers 192.168.1.1, 192.168.1.2;
option domain-name "example.com";

subnet 192.168.1.0 netmask 255.255.255.0 {
   range 192.168.1.10 192.168.1.100;
}

      ネットワークインターフェースカードのネットワークインターフェースカードの MAC アドレスに基づいてアドレスに基づいて IP アドレスをクライアントに割アドレスをクライアントに割
り当てるには、り当てるには、host 宣言内の宣言内の ハードウェアイーサネットハードウェアイーサネット パラメーターを使用します。パラメーターを使用します。例例23.5「「DHCP 
を使用する静的を使用する静的 IP アドレス」アドレス」 で説明されているように、で説明されているように、ホストホスト apex 宣言は、宣言は、MAC アドレスアドレス 
00:A0:78:8E:9E:AA が常にが常に IP アドレスアドレス 192.168.1.4 を受信するように指定します。を受信するように指定します。
     

      オプションのパラメーターオプションのパラメーター host-name を使用して、クライアントにホスト名を割り当てることもでを使用して、クライアントにホスト名を割り当てることもで
きます。きます。
     

例例23.5 DHCP を使用する静的を使用する静的 IP アドレスアドレス

host apex {
   option host-name "apex.example.com";
   hardware ethernet 00:A0:78:8E:9E:AA; 
   fixed-address 192.168.1.4;
}

ヒントヒント

       提供される設定ファイルのサンプルは開始点として使用し、カスタム設定オプショ提供される設定ファイルのサンプルは開始点として使用し、カスタム設定オプショ
ンを追加できます。これを適切な場所にコピーするには、次のコマンドを使用します。ンを追加できます。これを適切な場所にコピーするには、次のコマンドを使用します。 

 cp /usr/share/doc/dhcp-<version-number>/dhcpd.conf.sample /etc/dhcpd.conf 

        （（& lt;version-number& gt; はは DHCP バージョン番号）バージョン番号）
      

      オプションの説明の一覧と、それらの実行内容については、オプションの説明の一覧と、それらの実行内容については、dhcp-options のの man ページを参照しページを参照し
てください。てください。
     

23.2.2. リースデータベースリースデータベース

      DHCP サーバーでは、ファイルサーバーでは、ファイル /var/lib/dhcp/dhcpd.leases がが DHCP クライアントのリースデータクライアントのリースデータ
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ベースを保存します。このファイルは手動で変更しないでください。最近割り当てられた各ベースを保存します。このファイルは手動で変更しないでください。最近割り当てられた各 IP アドレアドレ
スのスの DHCP リース情報は、リースデータベースに自動的に保存されます。情報には、リースの長さ、リース情報は、リースデータベースに自動的に保存されます。情報には、リースの長さ、IP 
アドレスの割り当て、リースの開始日と終了日、リースの取得に使用されたネットワークインターアドレスの割り当て、リースの開始日と終了日、リースの取得に使用されたネットワークインター
フェースカードのフェースカードの MAC アドレスが含まれます。アドレスが含まれます。
     

      リースデータベースの毎回、ローカル時間ではなくグリニッジ標準時リースデータベースの毎回、ローカル時間ではなくグリニッジ標準時(GMT)にあります。にあります。
     

      リースデータベースは、サイズが大きくなり過ぎるのを避けるために適宜再作成されます。最初リースデータベースは、サイズが大きくなり過ぎるのを避けるために適宜再作成されます。最初
に、すべての既知のリースは一時的なリースデータベースに保存されます。に、すべての既知のリースは一時的なリースデータベースに保存されます。dhcpd.leases ファイルのファイルの
名前は名前は dhcpd.leases~ に変更され、一時的なリースデータベースがに変更され、一時的なリースデータベースが dhcpd.leases に書き込まれまに書き込まれま
す。す。
     

      DHCP デーモンを強制終了したり、リースデータベースがバックアップファイルに変更した後に、デーモンを強制終了したり、リースデータベースがバックアップファイルに変更した後に、
新規ファイルを書き込む前にシステムをクラッシュさせる可能性があります。この場新規ファイルを書き込む前にシステムをクラッシュさせる可能性があります。この場
合、合、dhcpd.leases ファイルは存在しませんが、サービスを起動する必要があります。この際、新規のファイルは存在しませんが、サービスを起動する必要があります。この際、新規の
リースファイルを作成しないでください。作成すると、それまでのリースはすべて失われ、多くの問題リースファイルを作成しないでください。作成すると、それまでのリースはすべて失われ、多くの問題
が発生します。これを解決する方法は、が発生します。これを解決する方法は、dhcpd.leases~ バックアップファイルの名前をバックアップファイルの名前を dhcpd.leases 
に変更して、デーモンを起動することです。に変更して、デーモンを起動することです。
     

23.2.3. サーバーの起動と停止サーバーの起動と停止

重要な影響重要な影響

       DHCP サーバーを初めて起動すると、サーバーを初めて起動すると、dhcpd.leases ファイルがなければ失敗しまファイルがなければ失敗しま
す。ファイルがない場合は、す。ファイルがない場合は、touch /var/lib/dhcp/dhcpd.leases コマンドを使用して作成コマンドを使用して作成
します。します。
      

       同じサーバーが同じサーバーが DNS サーバーとしてサーバーとして BIND を実行している場合でも、を実行している場合でも、named サーサー
ビスを開始するとビスを開始すると dhcpd.leases ファイルが自動的にチェックされるため、この手順はファイルが自動的にチェックされるため、この手順は
必要ありません。必要ありません。
      

      DHCP サービスを起動するには、コマンドサービスを起動するには、コマンド /sbin/service dhcpd start を使用します。を使用します。DHCP サーサー
バーを停止するには、バーを停止するには、/sbin/service dhcpd stop コマンドを使用します。コマンドを使用します。
     

      デフォルトでは、デフォルトでは、DHCP サービスは起動時に起動しません。システムの起動時にデーモンが自動的サービスは起動時に起動しません。システムの起動時にデーモンが自動的
に起動するように設定するには、サービスの管理方法に関する情報はに起動するように設定するには、サービスの管理方法に関する情報は 19章章 を参照してください。を参照してください。
     

      複数のネットワークインターフェースがシステムにアタッチされていて、複数のネットワークインターフェースがシステムにアタッチされていて、DHCP サーバーをいずれサーバーをいずれ
かのインターフェースで起動する必要がある場合は、かのインターフェースで起動する必要がある場合は、DHCP サーバーがそのデバイスでのみ起動するよサーバーがそのデバイスでのみ起動するよ
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うに設定します。うに設定します。/etc/sysconfig/dhcpd で、インターフェース名をで、インターフェース名を DHCPDARGS の一覧に追加しまの一覧に追加しま
す。す。
     

# Command line options here
DHCPDARGS=eth0

      これは、ネットワークカードがこれは、ネットワークカードが 2 つあるファイアウォールマシンで役立ちます。つあるファイアウォールマシンで役立ちます。1 つのネットワーつのネットワー
クカードをクカードを DHCP クライアントとして設定すると、インターネットにクライアントとして設定すると、インターネットに IP アドレスを取得できます。他アドレスを取得できます。他
のネットワークカードは、ファイアウォールの内側にある内部ネットワーク用ののネットワークカードは、ファイアウォールの内側にある内部ネットワーク用の DHCP サーバーとしサーバーとし
て使用できます。内部ネットワークに接続されたネットワークカードのみを指定すると、ユーザーがイて使用できます。内部ネットワークに接続されたネットワークカードのみを指定すると、ユーザーがイ
ンターネットを介してデーモンに接続できないので、システムの安全性が向上します。ンターネットを介してデーモンに接続できないので、システムの安全性が向上します。
     

      /etc/sysconfig/dhcpd で指定できるその他のコマンドラインオプションには、以下が含まれます。で指定できるその他のコマンドラインオプションには、以下が含まれます。
     

        -p & lt;portnum& gt; - dhcpd がリッスンするがリッスンする UDP ポート番号を指定します。デフォルトポート番号を指定します。デフォルト
値はポート値はポート 67 です。です。DHCP サーバーは、指定されたサーバーは、指定された UDP ポートよりも大きいポート番号でポートよりも大きいポート番号で 
DHCP クライアントに応答を送信します。たとえば、デフォルトのポートクライアントに応答を送信します。たとえば、デフォルトのポート 67 を使用すると、を使用すると、
サーバーはポートサーバーはポート 67 でリッスンし、ポートでリッスンし、ポート 68 のクライアントへのリクエストと応答をリッスのクライアントへのリクエストと応答をリッス
ンします。ポートを指定してンします。ポートを指定して DHCP リレーエージェントを使用する場合は、リレーエージェントを使用する場合は、DHCP リレーエーリレーエー
ジェントがリッスンするポートと同じポートを指定する必要があります。詳細は、ジェントがリッスンするポートと同じポートを指定する必要があります。詳細は、「「DHCP リリ
レーエージェント」レーエージェント」 を参照してください。を参照してください。
       

        -f: デーモンをフォアグラウンドプロセスとして実行します。これは主にデバッグ用に使用デーモンをフォアグラウンドプロセスとして実行します。これは主にデバッグ用に使用
されます。されます。
       

        -d - DHCP サーバーデーモンを標準のエラー記述子に記録します。これは主にデバッグ用サーバーデーモンを標準のエラー記述子に記録します。これは主にデバッグ用
に使用されます。このオプションを指定しないと、ログはに使用されます。このオプションを指定しないと、ログは /var/log/messages に書き込まれまに書き込まれま
す。す。
       

        -cf & lt;filename& gt; - 設定ファイルの場所を指定します。デフォルトの場所は設定ファイルの場所を指定します。デフォルトの場所は 
/etc/dhcpd.conf です。です。
       

        -LF & lt;filename& gt; - リースデータベースファイルの場所を指定します。リースデータリースデータベースファイルの場所を指定します。リースデータ
ベースファイルがすでに存在する場合は、ベースファイルがすでに存在する場合は、DHCP サーバーを起動するたびに同じファイルを使サーバーを起動するたびに同じファイルを使
用することが非常に重要になります。このオプションは、実稼働環境以外のマシンでデバッグ用することが非常に重要になります。このオプションは、実稼働環境以外のマシンでデバッグ
する目的にのみ使用することが強く推奨されます。デフォルトの場所はする目的にのみ使用することが強く推奨されます。デフォルトの場所は 
/var/lib/dhcp/dhcpd.leases です。です。
       

        -q - デーモンの起動時に著作権に関するメッセージ全体を表示しません。デーモンの起動時に著作権に関するメッセージ全体を表示しません。
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23.2.4. DHCP リレーエージェントリレーエージェント

      DHCP リレーエージェントリレーエージェント(dhcrelay)では、では、DHCP サーバーを使用しないサブネットから、他のササーバーを使用しないサブネットから、他のサ
ブネット上のブネット上の 1 つ以上のつ以上の DHCP サーバーに、サーバーに、DHCP およびおよび BOOTP 要求のリレーを行うことができま要求のリレーを行うことができま
す。す。
     

      DHCP クライアントが情報を要求すると、クライアントが情報を要求すると、DHCP リレーエージェントは、リレーエージェントは、DHCP リレーエージェンリレーエージェン
トの起動時に指定したトの起動時に指定した DHCP サーバーの一覧に要求を転送します。サーバーの一覧に要求を転送します。DHCP サーバーが応答を返すと、サーバーが応答を返すと、
応答は元の要求を送信したネットワーク上でブロードキャストまたはユニキャストになります。応答は元の要求を送信したネットワーク上でブロードキャストまたはユニキャストになります。
     

      DHCP リレーエージェントは、インターフェースがリレーエージェントは、インターフェースが INTERFACES ディレクティブでディレクティブで 
/etc/sysconfig/dhcrelay に指定されていない限り、すべてのインターフェースのに指定されていない限り、すべてのインターフェースの DHCP 要求をリッス要求をリッス
ンします。ンします。
     

      DHCP リレーエージェントを起動するには、コマンドリレーエージェントを起動するには、コマンド service dhcrelay start を使用します。を使用します。
     

23.3. DHCP クライアントの設定クライアントの設定

     DHCP クライアントを設定する最初の手順は、カーネルがネットワークインターフェースカードをクライアントを設定する最初の手順は、カーネルがネットワークインターフェースカードを
認識していることを確認することです。ほとんどのカードはインストールプロセス時に認識され、シス認識していることを確認することです。ほとんどのカードはインストールプロセス時に認識され、シス
テムはカードに正しいカーネルモジュールを使用するように設定されます。インストール後にカードがテムはカードに正しいカーネルモジュールを使用するように設定されます。インストール後にカードが

追加される場合、追加される場合、Kudu[6] これを認識し、対応するカーネルモジュールの設定を求めるプロンプトを出これを認識し、対応するカーネルモジュールの設定を求めるプロンプトを出
す必要があります。す必要があります。http://hardware.redhat.com/hcl/ で利用可能なハードウェア互換性一覧を確認してで利用可能なハードウェア互換性一覧を確認して
ください。ネットワークカードがインストールプログラムまたはください。ネットワークカードがインストールプログラムまたは Kudzu によって設定されていない場によって設定されていない場
合で、読み込むカーネルモジュールが分かっている場合は、カーネルモジュールの読み込みの詳細合で、読み込むカーネルモジュールが分かっている場合は、カーネルモジュールの読み込みの詳細
は、は、37章章カーネルモジュールカーネルモジュール を参照してください。を参照してください。
    

     DHCP クライアントを手動で設定するには、クライアントを手動で設定するには、/etc/sysconfig/network ファイルを変更しファイルを変更し
て、て、/etc/sysconfig/network-scripts ディレクトリー内の各ネットワークデバイスのネットワークおよディレクトリー内の各ネットワークデバイスのネットワークおよ
び設定ファイルを有効にします。このディレクトリーでは、各デバイスにび設定ファイルを有効にします。このディレクトリーでは、各デバイスに ifcfg-eth0 という名前の設定という名前の設定
ファイルがなければなりません。ここで、ファイルがなければなりません。ここで、eth0 はネットワークデバイス名です。はネットワークデバイス名です。
    

     /etc/sysconfig/network ファイルには、以下の行が含まれている必要があります。ファイルには、以下の行が含まれている必要があります。
    

NETWORKING=yes

     ネットワークがブート時に起動するようにするには、ネットワークがブート時に起動するようにするには、NETWORKING 変数は変数は yes に設定する必要がに設定する必要が
あります。あります。
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     /etc/sysconfig/network-scripts/ifcfg-eth0 ファイルには、以下の行が含まれているはずです。ファイルには、以下の行が含まれているはずです。
    

DEVICE=eth0
BOOTPROTO=dhcp
ONBOOT=yes

     各デバイスが各デバイスが DHCP を使用するように設定するには、設定ファイルが必要です。を使用するように設定するには、設定ファイルが必要です。
    

     ネットワークスクリプトの他のオプションには以下が含まれます。ネットワークスクリプトの他のオプションには以下が含まれます。
    

       DHCP_HOSTNAME: DHCP サーバーがサーバーが IP アドレスを受信する前にクライアントがホストアドレスを受信する前にクライアントがホスト
名を指定する必要がある場合にのみこのオプションを使用します。（名を指定する必要がある場合にのみこのオプションを使用します。（Red Hat Enterprise 
Linux のの DHCP サーバーデーモンはこの機能をサポートしません。）サーバーデーモンはこの機能をサポートしません。）
      

       PEERDNS= <answer>。ここで、。ここで、&lt ;answer&gt; は以下のいずれかになります。は以下のいずれかになります。
      

         はいはい: サーバーの情報を使用してサーバーの情報を使用して /etc/resolv.conf を変更します。を変更します。DHCP を使用してを使用して
いる場合は、いる場合は、yes がデフォルトになります。がデフォルトになります。
        

         No: /etc/resolv.conf は変更しないでください。は変更しないでください。
        

       SRCADDR= <address>。ここで、。ここで、&lt ;address&gt; は送信パケットの指定されたソースは送信パケットの指定されたソース 
IP アドレスになります。アドレスになります。
      

       USERCTL= <answer>。ここで、。ここで、&lt ;answer&gt; は以下のいずれかになります。は以下のいずれかになります。
      

         はいはい - root 以外のユーザーはこのデバイスを制御できます。以外のユーザーはこのデバイスを制御できます。
        

         No - root 以外のユーザーはこのデバイスを制御することはできません。以外のユーザーはこのデバイスを制御することはできません。
        

     グラフィカルインターフェースを使用する場合は、グラフィカルインターフェースを使用する場合は、Network Administration Tool を使用してを使用して 
DHCP を使用するようにネットワークインターフェースを設定する方法の詳細は、を使用するようにネットワークインターフェースを設定する方法の詳細は、17章章Network 
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Configuration を参照してください。を参照してください。
    

ヒントヒント

      プロトコルタイミング、リース要件、要求、動的プロトコルタイミング、リース要件、要求、動的 DNS サポート、エイリアス、クラサポート、エイリアス、クラ
イアント側の設定の上書き、追加、または追加するさまざまな値など、クライアントイアント側の設定の上書き、追加、または追加するさまざまな値など、クライアント 
DHCP オプションの高度な設定は、オプションの高度な設定は、man ページのページの dhclient およびおよび dhclient.conf を参照を参照
してください。してください。
     

23.4. 関連情報関連情報

     ここで説明されていない設定オプションについては、以下のリソースを参照してください。ここで説明されていない設定オプションについては、以下のリソースを参照してください。
    

23.4.1. インストールされているドキュメントインストールされているドキュメント

        dhcpd man ページページ - DHCP デーモンの動作が説明されています。デーモンの動作が説明されています。
       

        man ページのページの dhcpd.conf - DHCP 設定ファイルの設定方法を検討し、いくつかの例が含設定ファイルの設定方法を検討し、いくつかの例が含
まれています。まれています。
       

        dhcpd.leases man ページページ - DHCP リースファイルの設定方法を確認してください。例がリースファイルの設定方法を確認してください。例が
含まれています。含まれています。
       

        man ページのページの dhcp-options - dhcpd.conf でで DHCP オプションを宣言する構文には、いオプションを宣言する構文には、い
くつかの例が含まれています。くつかの例が含まれています。
       

        dhcrelay のの man ページ：ページ： DHCP リレーエージェントおよびその設定オプションを説明しリレーエージェントおよびその設定オプションを説明し
ます。ます。
       

        /usr/share/doc/dhcp-<バージョンバージョン& gt;/: DHCP サービスの特定バージョンのサンプルサービスの特定バージョンのサンプル
ファイル、ファイル、README ファイル、およびリリースノートが含まれています。ファイル、およびリリースノートが含まれています。
       

[6] 
      kudzu は、システムの起動時にハードウェアプロービングツールを実行し、システムから追加または、システムの起動時にハードウェアプロービングツールを実行し、システムから追加また
は削除されたハードウェアを判断します。は削除されたハードウェアを判断します。
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第第24章章 APACHE HTTP サーバーの設定サーバーの設定

    Red Hat Enterprise Linux は、は、Apache HTTP Server のバージョンのバージョン 2.0 を提供します。既存の設定を提供します。既存の設定
ファイルを手動で移行する場合は、ファイルを手動で移行する場合は、/usr/share/doc/httpd- <ver> /migration.html またはまたは 『『リファレンリファレン
スガイドスガイド』』 を参照してください。を参照してください。
   

    以前のバージョンの以前のバージョンの Red Hat Enterprise Linux でで HTTP 設定ツール設定ツール でで Apache HTTP Server を設を設
定し、アップグレードを実行している場合は、定し、アップグレードを実行している場合は、HTTP Configuration Tool を使用して設定ファイルをを使用して設定ファイルを
バージョンバージョン 2.0 の新しい形式に移行できます。の新しい形式に移行できます。HTTP Configuration Tool を起動し、設定に変更を加えを起動し、設定に変更を加え
て保存します。保存される設定ファイルは、バージョンて保存します。保存される設定ファイルは、バージョン 2.0 と互換性があります。と互換性があります。
   

    HTTP 設定ツールを使用するには、設定ツールを使用するには、httpd パッケージおよびパッケージおよび system-config-httpd RPM パッケージパッケージ
をインストールする必要がありますをインストールする必要があります。また、。また、X Window System とと root アクセスも必要です。アプリアクセスも必要です。アプリ
ケーションを起動するには、ケーションを起動するには、Main Menu Button => System Settings => Server Settings => HTTP にに
移動するか、シェルプロンプトで移動するか、シェルプロンプトで system-config-httpd コマンド（コマンド（XTerm やや GNOME ターミナルなターミナルな
ど）を入力します。ど）を入力します。
   

    HTTP Configuration Tool を使用すると、を使用すると、Apache HTTP Server のの /etc/httpd/conf/httpd.conf 設定設定
ファイルを設定できます。古いファイルを設定できます。古い srm.conf またはまたは access.conf 設定ファイルを使用せず、空白のままに設定ファイルを使用せず、空白のままに
します。グラフィカルインターフェースでは、仮想ホスト、ロギング属性、および最大接続数などのします。グラフィカルインターフェースでは、仮想ホスト、ロギング属性、および最大接続数などの
ディレクティブを設定できます。ディレクティブを設定できます。
   

    Red Hat Enterprise Linux で提供されるモジュールのみが、で提供されるモジュールのみが、HTTP Configuration Tool で設定できで設定でき
ます。追加のモジュールがインストールされている場合は、このツールを使用して設定できません。ます。追加のモジュールがインストールされている場合は、このツールを使用して設定できません。
   

WARNING

     このツールを使用する場合は、手動でこのツールを使用する場合は、手動で /etc/httpd/conf/httpd.conf 設定ファイル設定ファイル
を編集しないでください。を編集しないでください。HTTP Configuration Tool は、変更を保存し、プログラは、変更を保存し、プログラ
ムを終了するとこのファイルを生成します。ムを終了するとこのファイルを生成します。HTTP Configuration Tool で利用できで利用でき
ないモジュールまたは設定オプションを追加する場合は、このツールは使用できまないモジュールまたは設定オプションを追加する場合は、このツールは使用できま
せん。せん。
    

    HTTP Configuration Tool を使用してを使用して Apache HTTP Server を設定する一般的な手順は次のとおりを設定する一般的な手順は次のとおり
です。です。
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1. 
      Main タブで基本的な設定を行います。タブで基本的な設定を行います。
     

2. 
      仮想ホスト仮想ホスト タブをクリックしタブをクリックし て、デフォルト設定を設定します。て、デフォルト設定を設定します。
     

3. 
      仮想ホスト仮想ホスト タブで、デフォルトの仮想ホストを設定します。タブで、デフォルトの仮想ホストを設定します。
     

4. 
      複数の複数の URL または仮想ホストを提供するには、仮想ホストを追加します。または仮想ホストを提供するには、仮想ホストを追加します。
     

5. 
      Server タブでサーバー設定を行います。タブでサーバー設定を行います。
     

6. 
      Performance Tuning タブで接続設定を行います。タブで接続設定を行います。
     

7. 
      必要なすべてのファイルを必要なすべてのファイルを DocumentRoot とと cgi-bin ディレクトリーにコピーします。ディレクトリーにコピーします。
     

8. 
      アプリケーションを終了し、選択して設定を保存します。アプリケーションを終了し、選択して設定を保存します。
     

24.1. 基本設定基本設定

     Main タブを使用して、基本的なサーバー設定を構成します。タブを使用して、基本的なサーバー設定を構成します。
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図図24.1 基本設定基本設定

[D]

     Server Name テキスト領域で使用する完全修飾ドメイン名を入力します。このオプションテキスト領域で使用する完全修飾ドメイン名を入力します。このオプション
は、は、httpd.conf のの ServerName ディレクティブに対応します。ディレクティブに対応します。ServerName ディレクティブは、ディレクティブは、Web 
サーバーのホスト名を設定します。これはリダイレクトサーバーのホスト名を設定します。これはリダイレクト URL の作成時に使用されます。サーバー名をの作成時に使用されます。サーバー名を
定義しない場合、定義しない場合、Web サーバーはシステムのサーバーはシステムの IP アドレスから解決しようとします。サーバー名は、アドレスから解決しようとします。サーバー名は、
サーバーのサーバーの IP アドレスから解決したドメイン名である必要はありません。たとえば、サーバーの実際アドレスから解決したドメイン名である必要はありません。たとえば、サーバーの実際
のの DNS 名が名が foo.example.com の場合に、サーバー名をの場合に、サーバー名を www.example.com に設定します。に設定します。
    

     Web master のメールアドレステキストエリアでのメールアドレステキストエリアで Web サーバーを維持するユーザーのメールアドレサーバーを維持するユーザーのメールアドレ
スス を入力します。このオプションは、を入力します。このオプションは、httpd.conf のの ServerAdmin ディレクティブに対応します。サーディレクティブに対応します。サー
バーのエラーページにメールアドレスが含まれる場合、ユーザーがサーバーの管理者に問題を報告できバーのエラーページにメールアドレスが含まれる場合、ユーザーがサーバーの管理者に問題を報告でき
るようにこのメールアドレスが使用されます。デフォルト値はるようにこのメールアドレスが使用されます。デフォルト値は root@localhost です。です。
    

     利用可能なアドレス利用可能なアドレス エリアを使用して、サーバーが受信要求を受け入れるポートを定義します。こエリアを使用して、サーバーが受信要求を受け入れるポートを定義します。こ
のオプションは、のオプションは、httpd.conf のの Listen ディレクティブに対応します。デフォルトでは、ディレクティブに対応します。デフォルトでは、Red Hat はは  
Apache HTTP Server が、セキュアでないが、セキュアでない Web 通信に対してポート通信に対してポート 80 をリッスンするように設定しをリッスンするように設定し
ます。ます。
    

     追加追加 ボタンをクリックして、要求を受け入れる追加のポートを定義します。ボタンをクリックして、要求を受け入れる追加のポートを定義します。図図24.2「利用可能なア「利用可能なア
ドレス」ドレス」 に示されているウィンドウが表示されます。定義されたポートの全に示されているウィンドウが表示されます。定義されたポートの全 IP アドレスをリッスンすアドレスをリッスンす
るには、るには、Listen to all addresses オプションを選択するか、サーバーがオプションを選択するか、サーバーが Address フィールドで接続をフィールドで接続を
受け入れる特定の受け入れる特定の IP アドレスを指定します。ポート番号ごとにアドレスを指定します。ポート番号ごとに 1 つのつの IP アドレスのみを指定します。アドレスのみを指定します。
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同じポート番号を持つ複数の同じポート番号を持つ複数の IP アドレスを指定するには、各アドレスを指定するには、各 IP アドレスのエントリーを作成します。アドレスのエントリーを作成します。
可能な限り、ドメイン名の代わりに可能な限り、ドメイン名の代わりに IP アドレスを使用し、アドレスを使用し、DNS ルックアップの失敗を防ぎます。ルックアップの失敗を防ぎます。
『『DNS およびおよび Apache の問題の問題』』 の詳細は、の詳細は、http://httpd.apache.org/docs-2.0/dns-caveats.html を参を参
照してください。照してください。
    

     Address フィールドにアスタリスクフィールドにアスタリスク(*)を入力することは、を入力することは、すべてのアドレスに対してすべてのアドレスに対して Listen を選択を選択
するする 場合と同じです。場合と同じです。利用可能なアドレス利用可能なアドレス フレームのフレームの 編集編集 ボタンをクリックすると、選択したエントボタンをクリックすると、選択したエント
リーにフィールドが入力された以外のリーにフィールドが入力された以外の Add ボタンと同じウィンドウが表示されます。エントリーを削ボタンと同じウィンドウが表示されます。エントリーを削
除するには、エントリーを選択して除するには、エントリーを選択して 削除削除 ボタンをクリックします。ボタンをクリックします。
    

ヒントヒント

      サーバーがサーバーが 1024 未満のポートをリッスンするように設定する場合は、起動するには未満のポートをリッスンするように設定する場合は、起動するには 
root にする必要があります。ポートにする必要があります。ポート 1024 以上では、以上では、httpd を一般ユーザーとして起動でを一般ユーザーとして起動で
きます。きます。
     

図図24.2 利用可能なアドレス利用可能なアドレス

[D]

24.2. デフォルトの設定デフォルトの設定

     Server Name、、Webmaster のメールアドレス、およびのメールアドレス、および 利用可能なアドレス利用可能なアドレス を定義したらを定義したら、、仮想ホ仮想ホ
ストスト タブをクリックしタブをクリックし て、て、デフォルト設定の編集デフォルト設定の編集 ボタンをクリックします。ボタンをクリックします。図図24.3「サイトの設定」「サイトの設定」 
に示されているウィンドウが表示されます。このウィンドウでに示されているウィンドウが表示されます。このウィンドウで Web サーバーのデフォルト設定を設定サーバーのデフォルト設定を設定
します。仮想ホストを追加する場合、仮想ホストに設定した設定がその仮想ホストに優先されます。仮します。仮想ホストを追加する場合、仮想ホストに設定した設定がその仮想ホストに優先されます。仮
想ホスト設定内に定義されていないディレクティブについては、デフォルト値が使用されます。想ホスト設定内に定義されていないディレクティブについては、デフォルト値が使用されます。
    

24.2.1. サイトの設定サイトの設定

      Directory Page Search List およびおよび Error Pages のデフォルト値は、ほとんどのサーバーで機能しのデフォルト値は、ほとんどのサーバーで機能し
ます。これらの設定が分からない場合は、変更しないでください。ます。これらの設定が分からない場合は、変更しないでください。
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図図24.3 サイトの設定サイトの設定

[D]

      Directory Page Search List に一覧表示されているエントリーはに一覧表示されているエントリーは DirectoryIndex ディレクティブをディレクティブを
定義します。定義します。DirectoryIndex は、ユーザーがディレクトリー名の最後にスラッシュは、ユーザーがディレクトリー名の最後にスラッシュ(/)を指定してディレを指定してディレ
クトリーのインデックスを要求する際にサーバーによって提供されるデフォルトページです。クトリーのインデックスを要求する際にサーバーによって提供されるデフォルトページです。
     

      たとえば、ユーザーがページたとえば、ユーザーがページ http://www.example.com/this_directory/ をリクエストするをリクエストする
と、と、DirectoryIndex ページ（存在する場合）またはサーバー生成ディレクトリーリストのいずれかが取ページ（存在する場合）またはサーバー生成ディレクトリーリストのいずれかが取
得されます。サーバーは得されます。サーバーは DirectoryIndex ディレクティブにリストされているファイルのディレクティブにリストされているファイルの 1 つを見つつを見つ
け、最初に見つかったファイルを返します。け、最初に見つかったファイルを返します。 このファイルが見つからない場合や、そのディレクトリーこのファイルが見つからない場合や、そのディレクトリー
にに Options Indexes が設定されている場合、サーバーはディレクトリー内のサブディレクトリーおよが設定されている場合、サーバーはディレクトリー内のサブディレクトリーおよ
びファイルのびファイルの HTML 形式でリストを生成し、返します。形式でリストを生成し、返します。
     

      Error Code セクションを使用して、問題やエラーが発生した場合にクライアントをローカルまたはセクションを使用して、問題やエラーが発生した場合にクライアントをローカルまたは
リモートのリモートの URL にリダイレクトするようににリダイレクトするように Apache HTTP Server を設定します。このオプションはを設定します。このオプションは 
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ErrorDocument ディレクティブに対応します。クライアントがディレクティブに対応します。クライアントが Apache HTTP Server に接続しようとに接続しようと
する際に問題が発生した場合に、デフォルトのアクションはする際に問題が発生した場合に、デフォルトのアクションは Error Code 列に表示される短いエラー列に表示される短いエラー
メッセージを表示します。このデフォルト設定を上書きするには、エラーコードを選択し、メッセージを表示します。このデフォルト設定を上書きするには、エラーコードを選択し、Edit ボタンボタン
をクリックします。をクリックします。Default を選択して、デフォルトの短いエラーメッセージを表示します。クライアを選択して、デフォルトの短いエラーメッセージを表示します。クライア
ントを外部ントを外部 URL にリダイレクトするにリダイレクトする URL を選択し、を選択し、http:// を含む完全なを含む完全な URL をを Location フィールフィール
ドに入力します。ドに入力します。File を選択して、クライアントを内部を選択して、クライアントを内部 URL にリダイレクトし、にリダイレクトし、Web サーバーのドサーバーのド
キュメントルートの下にファイルの場所を入力します。場所はスラッシュキュメントルートの下にファイルの場所を入力します。場所はスラッシュ(/)を開始し、を開始し、Document 
Root と相対的である必要があります。と相対的である必要があります。
     

      たとえば、たとえば、404 Not Found エラーコードをエラーコードを 404.html ファイルで作成したファイルで作成した Web ページにリダイレクページにリダイレク
トするには、トするには、404.html をを DocumentRoot/../error/404.html にコピーします。この場にコピーします。この場
合、合、DocumentRoot は定義したは定義した Document ルートディレクトリーです（デフォルトはルートディレクトリーです（デフォルトは 
/var/www/html/です）。です）。Document Root がデフォルトの場所に残っている場合は、そのファイルをがデフォルトの場所に残っている場合は、そのファイルを 
/var/www/error/404.html にコピーする必要があります。にコピーする必要があります。404 - Not Found エラーコードとしてエラーコードとして File をを
選択し、選択し、Location にに /error/404.html を入力します。を入力します。
     

      デフォルトのデフォルトの Error Page Footer メニューから、以下のオプションのいずれかを選択できます。メニューから、以下のオプションのいずれかを選択できます。
     

        メールアドレスと共にフッターメールアドレスと共にフッター を表示を表示 - すべてのエラーページの下部にあるデフォルトのすべてのエラーページの下部にあるデフォルトの
フッターと、フッターと、ServerAdmin ディレクティブで指定されたディレクティブで指定された Web サイトメンテナーのメールアドサイトメンテナーのメールアド
レスを表示します。レスを表示します。ServerAdmin ディレクティブの設定に関する情報は、ディレクティブの設定に関する情報は、「一般的なオプショ「一般的なオプショ
ン」ン」 を参照してください。を参照してください。
       

        show footer - エラーページの下部にデフォルトのフッターのみを表示します。エラーページの下部にデフォルトのフッターのみを表示します。
       

        フッターなしフッターなし - エラーページ下部にフッターは表示されません。エラーページ下部にフッターは表示されません。
       

24.2.2. ロギングロギング

      Logging タブを使用して、特定の転送およびエラーログのオプションを設定します。タブを使用して、特定の転送およびエラーログのオプションを設定します。
     

      デフォルトでは、サーバーは転送ログをデフォルトでは、サーバーは転送ログを /var/log/httpd/access_log ファイルに書き込みます。エファイルに書き込みます。エ
ラーログはラーログは /var/log/httpd/error_log ファイルに記録されます。ファイルに記録されます。
     

      転送ログには、転送ログには、Web サーバーへのアクセス試行の一覧が含まれます。接続しようとしているクライサーバーへのアクセス試行の一覧が含まれます。接続しようとしているクライ
アントのアントの IP アドレス、試行の日時、および取得しようとしているアドレス、試行の日時、および取得しようとしている Web サーバーのファイルを記録しまサーバーのファイルを記録しま
す。この情報を保存するパスおよびファイルの名前を入力します。パスとファイル名がスラッシュす。この情報を保存するパスおよびファイルの名前を入力します。パスとファイル名がスラッシュ(/)でで
開始されない場合、パスは設定済みのサーバールートディレクトリーに対する相対パスになります。こ開始されない場合、パスは設定済みのサーバールートディレクトリーに対する相対パスになります。こ
のオプションはのオプションは TransferLog ディレクティブに対応します。ディレクティブに対応します。
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図図24.4 ロギングロギング

[D]

      Use custom logging facility を確認し、を確認し、Custom Log String フィールドにカスタムフィールドにカスタム ログ文字列をログ文字列を
入力して、カスタムログ形式を設定できます。これにより、入力して、カスタムログ形式を設定できます。これにより、LogFormat ディレクティブが設定されまディレクティブが設定されま
す。このディレクティブの形式に関する詳細は、す。このディレクティブの形式に関する詳細は、 http://httpd.apache.org/docs-
2.0/mod/mod_log_config.html#formats を参照してください。を参照してください。
     

      エラーログには、発生したサーバーエラーの一覧が含まれます。この情報を保存するパスおよびエラーログには、発生したサーバーエラーの一覧が含まれます。この情報を保存するパスおよび
ファイルの名前を入力します。パスとファイル名がスラッシュファイルの名前を入力します。パスとファイル名がスラッシュ(/)で開始されない場合、パスは設定済みで開始されない場合、パスは設定済み
のサーバールートディレクトリーに対する相対パスになります。このオプションはのサーバールートディレクトリーに対する相対パスになります。このオプションは ErrorLog ディレクディレク
ティブに対応します。ティブに対応します。
     

      Log Level メニューを使用して、エラーログでエラーメッセージの詳細レベルを設定します。これメニューを使用して、エラーログでエラーメッセージの詳細レベルを設定します。これ
は（詳細度の低いものから）は（詳細度の低いものから）emerg、、alert、、crit、、error、、warn、、notice、、info、または、または debug に設定に設定
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できます。このオプションはできます。このオプションは LogLevel ディレクティブに対応します。ディレクティブに対応します。
     

      Reverse DNS Lookup メニューで選択する値はメニューで選択する値は HostnameLookups ディレクティブを定義しまディレクティブを定義しま
す。す。No Reverse Lookup を選択すると、値をを選択すると、値を off に設定します。に設定します。Reverse Lookup を選択すると、値を選択すると、値
がが on に設定されます。に設定されます。Double Reverse Lookup を選択すると、値がを選択すると、値が double に設定されます。に設定されます。
     

      Reverse Lookup を選択すると、サーバーはを選択すると、サーバーは Web サーバーからドキュメントを要求する各接続のサーバーからドキュメントを要求する各接続の 
IP アドレスを自動的に解決します。アドレスを自動的に解決します。IP アドレスを解決すると、特定のアドレスを解決すると、特定の IP アドレスに対応するホスト名アドレスに対応するホスト名
を確認するために、お使いのサーバーがを確認するために、お使いのサーバーが DNS への接続を行うことを意味します。への接続を行うことを意味します。
     

      Double Reverse Lookup を選択すると、サーバーは二重の逆引きを選択すると、サーバーは二重の逆引き DNS を実行します。つまり、逆を実行します。つまり、逆
引きルックアップが実行された後に、結果にフォワードルックアップが実行されます。正引きルック引きルックアップが実行された後に、結果にフォワードルックアップが実行されます。正引きルック
アップのアップの IP アドレスが少なくともアドレスが少なくとも 1 つと、最初の逆引きルックアップのアドレスと一致する必要があつと、最初の逆引きルックアップのアドレスと一致する必要があ
ります。ります。
     

      DNS 要求がサーバーに負荷を追加し、停止する可能性があるため、通常はこのオプションを要求がサーバーに負荷を追加し、停止する可能性があるため、通常はこのオプションを No 
Reverse Lookup に設定したままにする必要があります。サーバーがビジー状態になると、これらの逆に設定したままにする必要があります。サーバーがビジー状態になると、これらの逆
引きルックアップの実行や二重の逆ルックアップの影響は非常に気づかる可能性があります。引きルックアップの実行や二重の逆ルックアップの影響は非常に気づかる可能性があります。
     

      逆引きルックアップと二重の逆引き検索も、インターネット全体の問題です。各ホスト名を検索す逆引きルックアップと二重の逆引き検索も、インターネット全体の問題です。各ホスト名を検索す
るために作成された各接続が加算されます。そのため、独自のるために作成された各接続が加算されます。そのため、独自の Web サーバーやインターネットの利点サーバーやインターネットの利点
のために、このオプションはのために、このオプションは No Reverse Lookup に設定されたままにする必要があります。に設定されたままにする必要があります。
     

24.2.3. 環境変数環境変数

      Environment タブを使用して、タブを使用して、CGI スクリプトの設定、パス、または未設定を行う特定の変数のオスクリプトの設定、パス、または未設定を行う特定の変数のオ
プションを設定します。プションを設定します。
     

      CGI スクリプトまたはサーバー側のスクリプトまたはサーバー側の include(SSI)ページの環境変数を変更する必要がある場合があページの環境変数を変更する必要がある場合があ
ります。ります。Apache HTTP Server はは mod_env モジュールを使用して、モジュールを使用して、CGI スクリプトおよびスクリプトおよび SSI ペーペー
ジに渡される環境変数を設定できます。ジに渡される環境変数を設定できます。環境変数環境変数 ページをページを 使用して、このモジュールのディレクティ使用して、このモジュールのディレクティ
ブを設定します。ブを設定します。
     

      Set for CGI scripts セクションを使用して、セクションを使用して、CGI スクリプトおよびスクリプトおよび SSI ページに渡される環境変数ページに渡される環境変数
を設定します。たとえば、環境変数を設定します。たとえば、環境変数 MAXNUM をを 50 に設定するには、に設定するには、図図24.5「環境変数」「環境変数」 に示されるに示される
ようにように Set for CGI Script セクションのセクションの Add ボタンをクリックしてから、「ボタンをクリックしてから、「 Environment Variable 
text」フィールドに」フィールドに MAXNUM を入力し、を入力し、Value にに 50 と入力してテキストフィールドを設定と入力してテキストフィールドを設定 しましま
す。す。OK をクリックして一覧に追加します。をクリックして一覧に追加します。Set for CGI scripts セクションでセクションで、、SetEnv ディレクティディレクティ
ブを設定します。ブを設定します。
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      Pass to CGI scripts セクションを使用して、サーバーが最初にセクションを使用して、サーバーが最初に CGI スクリプトスクリプト を起動するときにを起動するときに
環境変数の値を渡します。この環境変数を表示するには、シェルプロンプトでコマンド環境変数の値を渡します。この環境変数を表示するには、シェルプロンプトでコマンド env を入力しまを入力しま
す。す。Pass to CGI Scripts セクション内のセクション内の Add ボタンをクリックし、結果として表示されるダイアログボタンをクリックし、結果として表示されるダイアログ
ボックスに環境変数の名前を入力します。ボックスに環境変数の名前を入力します。OK をクリックして一覧に追加します。をクリックして一覧に追加します。Pass to CGI scripts 
セクションでセクションで、、PassEnv ディレクティブを設定します。ディレクティブを設定します。
     

図図24.5 環境変数環境変数

[D]

      値が値が CGI スクリプトおよびスクリプトおよび SSI ページに渡されないように環境変数を削除するには、ページに渡されないように環境変数を削除するには、Unset for 
CGI scripts セクションを使用しセクションを使用し  ます。ます。Unset for CGI Scripts セクションでセクションで Add をクリックし、設定をクリックし、設定
解除する環境変数の名前を入力します。解除する環境変数の名前を入力します。OK をクリックして一覧に追加します。これはをクリックして一覧に追加します。これは UnsetEnv ディディ
レクティブに対応します。レクティブに対応します。
     

      これらの環境値のいずれかを編集するには、一覧から選択し、対応するこれらの環境値のいずれかを編集するには、一覧から選択し、対応する Edit ボタンをクリックしまボタンをクリックしま
す。一覧からエントリーを削除するには、エントリーを選択して、対応するす。一覧からエントリーを削除するには、エントリーを選択して、対応する Delete ボタンをクリックボタンをクリック

Red Hat Enterprise Linux 4 システム管理ガイドシステム管理ガイド

294

http://httpd.apache.org/docs-2.0/mod/mod_env.html#passenv
ld-idm140456084243264.html
http://httpd.apache.org/docs-2.0/mod/mod_env.html#unsetenv


します。します。
     

      Apache HTTP Server の環境変数の詳細は、以下を参照してください。の環境変数の詳細は、以下を参照してください。
     

http://httpd.apache.org/docs-2.0/env.html

24.2.4. ディレクトリーディレクトリー

      Performance タブのタブの directories ページを使用して、特定のディレクトリーのオプションを設定しページを使用して、特定のディレクトリーのオプションを設定し
ます。これはます。これは < Directory> ディレクティブに対応します。ディレクティブに対応します。
     

図図24.6 ディレクトリーディレクトリー

[D]
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      右上隅の右上隅の Edit ボタンをクリックして、その下のボタンをクリックして、その下の Directory 一覧に指定されていないすべてのディレ一覧に指定されていないすべてのディレ
クトリーにクトリーに Default Directory Options を設定します。選択したオプションは、を設定します。選択したオプションは、< Directory > ディレクディレク
ティブ内のティブ内の Options ディレクティブとして一覧表示されます。以下のオプションを設定することがでディレクティブとして一覧表示されます。以下のオプションを設定することがで
きます。きます。
     

        ExecCGI - CGI スクリプトの実行を許可します。このオプションが選択されていない場合スクリプトの実行を許可します。このオプションが選択されていない場合
は、は、CGI スクリプトは実行されません。スクリプトは実行されません。
       

        FollowSymLinks - シンボリックリンクのフォローを許可します。シンボリックリンクのフォローを許可します。
       

        includes: サーバー側のサーバー側の インクルードインクルード を許可します。を許可します。
       

        IncludesNOEXEC - サーバー側のインクルードを許可しますが、サーバー側のインクルードを許可しますが、CGI スクリプトでスクリプトで #exec 
コマンドおよびコマンドおよび #include コマンドを無効にします。コマンドを無効にします。
       

        Index:（（ index.htmlなどの）などの） DirectoryIndex が要求されたディレクトリーに存在しないが要求されたディレクトリーに存在しない
場合は、ディレクトリーの内容のフォーマットされた一覧を表示します。場合は、ディレクトリーの内容のフォーマットされた一覧を表示します。
       

        Multiview - コンテンツをネゴシエートしたマルチビューをサポートします。このオプショコンテンツをネゴシエートしたマルチビューをサポートします。このオプショ
ンはデフォルトで無効になっています。ンはデフォルトで無効になっています。
       

        SymLinksIfOwnerMatch: ターゲットファイルまたはディレクトリーがリンクと同じ所有ターゲットファイルまたはディレクトリーがリンクと同じ所有
者を持つ場合に限り、シンボリックリンクをたどります。者を持つ場合に限り、シンボリックリンクをたどります。
       

      特定のディレクトリーのオプションを指定するには、特定のディレクトリーのオプションを指定するには、Directory リストボックスの横にあるリストボックスの横にある Add ボボ
タンをクリックします。タンをクリックします。図図24.7「ディレクトリー設定」「ディレクトリー設定」 に示されているウィンドウが表示されます。に示されているウィンドウが表示されます。
ウィンドウ下部のウィンドウ下部の Directory テキストフィールドに、設定するディレクトリーを入力します。右側のオテキストフィールドに、設定するディレクトリーを入力します。右側のオ
プションを選択し、左側のオプションでプションを選択し、左側のオプションで Order ディレクティブを設定します。ディレクティブを設定します。Order ディレクティブディレクティブ
は、は、allow ディレクティブおよびディレクティブおよび deny ディレクティブが評価される順序を制御します。ディレクティブが評価される順序を制御します。Allow hosts 
from  text フィールドで、以下のフィールドで、以下の 1 つを指定できます。つを指定できます。
     

        Allow all hosts: all と入力して、すべてのホストへのアクセスを許可します。と入力して、すべてのホストへのアクセスを許可します。
       

        部分的なドメイン名：部分的なドメイン名： 指定の文字列に一致する名前または終了ホスト名を持つすべてのホ指定の文字列に一致する名前または終了ホスト名を持つすべてのホ
ストを許可します。ストを許可します。
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        完全な完全な IP アドレス：アドレス： 特定の特定の IP アドレスへのアクセスを許可します。アドレスへのアクセスを許可します。
       

        サブネット：サブネット： Such 192.168.1.0/255.255.255.0
       

        ネットワークのネットワークの CIDR 仕様（例：）仕様（例：） 10.3.0.0/16
       

図図24.7 ディレクトリー設定ディレクトリー設定

[D]

      Let .htaccess ファイルがディレクトリーオプションを上書きファイルがディレクトリーオプションを上書き すると、すると、.htaccess ファイルの設定ファイルの設定
ディレクティブが優先されます。ディレクティブが優先されます。
     

24.3. 仮想ホストの設定仮想ホストの設定

     仮想ホストを使用すると、同じマシン上で異なる仮想ホストを使用すると、同じマシン上で異なる IP アドレス、異なるホスト名、または異なるポーアドレス、異なるホスト名、または異なるポー
トに対して異なるサーバーを実行できます。たとえば、仮想ホストを使用して、同じトに対して異なるサーバーを実行できます。たとえば、仮想ホストを使用して、同じ Web サーバーでサーバーで 
http://www.example.com とと http://www.anotherexample.com のの Web サイトを実行することができサイトを実行することができ
ます。このオプションは、デフォルトの仮想ホストおよびます。このオプションは、デフォルトの仮想ホストおよび IP ベースベース の仮想ホストのの仮想ホストの <VirtualHost  > 
ディレクティブに対応します。名前ベースの仮想ホストのディレクティブに対応します。名前ベースの仮想ホストの <NameVirtualHost > ディレクティブに対応ディレクティブに対応
します。します。
    

     仮想ホストに設定されたディレクティブは、その特定の仮想ホストにのみ適用されます。ディレク仮想ホストに設定されたディレクティブは、その特定の仮想ホストにのみ適用されます。ディレク
ティブがティブが Edit Default Settings ボタンを使用してサーバー全体で設定され、仮想ホスト設定内で定義さボタンを使用してサーバー全体で設定され、仮想ホスト設定内で定義さ
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れていないと、デフォルト設定が使用されます。たとえば、れていないと、デフォルト設定が使用されます。たとえば、Main タブでタブで Webmaster のメールアドレのメールアドレ
スス を定義し、各仮想ホストに個別のメールアドレスを定義することはできません。を定義し、各仮想ホストに個別のメールアドレスを定義することはできません。
    

     HTTP Configuration Tool には、には、図図24.8「仮想ホスト」「仮想ホスト」 に示されるようにデフォルトの仮想ホストに示されるようにデフォルトの仮想ホスト
が含まれます。が含まれます。
    

図図24.8 仮想ホスト仮想ホスト

[D]

     http://httpd.apache.org/docs-2.0/vhosts/ およびマシンのおよびマシンの Apache HTTP Server ドキュメントでドキュメントで
は、仮想ホストに関する詳細情報が提供されています。は、仮想ホストに関する詳細情報が提供されています。
    

24.3.1. 仮想ホストの追加と編集仮想ホストの追加と編集

      仮想ホストを追加するには、仮想ホスト仮想ホストを追加するには、仮想ホスト タブタブ をクリックしてからをクリックしてから 追加追加 ボタンをクリックします。ボタンをクリックします。
また、仮想ホストを選択してまた、仮想ホストを選択して 編集編集 ボタンをクリックしてボタンをクリックして 編集編集 することもできます。することもできます。
     

24.3.1.1. 一般的なオプション一般的なオプション

       General Options 設定は、設定する仮想ホストにのみ適用されます。仮想ホスト名のテキストエリ設定は、設定する仮想ホストにのみ適用されます。仮想ホスト名のテキストエリ
アに仮想ホストのアに仮想ホストの 名前を設定名前を設定 します。この名前は、仮想ホストを区別するためにします。この名前は、仮想ホストを区別するために HTTP Configuration 
Tool によって使用されます。によって使用されます。
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       Document Root Directory の値を、仮想ホストのルートドキュメント（の値を、仮想ホストのルートドキュメント（index.html など）が含まなど）が含ま
れるディレクトリーに設定します。このオプションは、れるディレクトリーに設定します。このオプションは、<  VirtualHost > ディレクティブ内のディレクティブ内の  
DocumentRoot ディレクティブに対応します。デフォルトのディレクティブに対応します。デフォルトの DocumentRoot はは /var/www/html でで
す。す。
      

       Webmaster のメールアドレスのメールアドレス は、は、VirtualHost ディレクティブ内のディレクティブ内の ServerAdmin ディレクティブディレクティブ
に対応します。エラーページにメールアドレスのあるフッターを表示する場合は、このメールアドレスに対応します。エラーページにメールアドレスのあるフッターを表示する場合は、このメールアドレス
はエラーページのフッターで使用されます。はエラーページのフッターで使用されます。
      

       Host Information セクションで、セクションで、Default Virtual Host、、IP ベースの仮想ホスト、またはベースの仮想ホスト、または Name 
based Virtual Host  を選択します。を選択します。
      

デフォルトの仮想ホストデフォルトの仮想ホスト

          デフォルトの仮想ホストはデフォルトの仮想ホストは 1 つのみ設定する必要があります（デフォルトでは設定がつのみ設定する必要があります（デフォルトでは設定が 1 つあつあ
ることに注意してください）。デフォルトの仮想ホスト設定は、要求されたることに注意してください）。デフォルトの仮想ホスト設定は、要求された IP アドレスが別の仮想アドレスが別の仮想
ホストに明示的に一覧表示されない場合に使用されます。デフォルトの仮想ホストが定義されていホストに明示的に一覧表示されない場合に使用されます。デフォルトの仮想ホストが定義されてい
ない場合は、メインのサーバー設定が使用されます。ない場合は、メインのサーバー設定が使用されます。
         

 

IP ベースの仮想ホストベースの仮想ホスト

          IP ベースの仮想ホストベースの仮想ホスト を選択するとを選択すると、サーバーの、サーバーの IP アドレスに基づいてアドレスに基づいて & lt;VirtualHost& 
gt; ディレクティブを設定するウィンドウが表示されます。このディレクティブを設定するウィンドウが表示されます。この IP アドレスをアドレスを IP address フィールフィール
ドに指定します。複数のドに指定します。複数の IP アドレスを指定するには、各アドレスを指定するには、各 IP アドレスをスペースで区切ります。アドレスをスペースで区切ります。
ポートを指定するには、構文ポートを指定するには、構文 IP Address:Port を使用します。「を使用します。「colon, asterisk」」(:*)を使用して、を使用して、
IP アドレスの全ポートを設定します。アドレスの全ポートを設定します。Server Host Name フィールドに仮想ホストのホスト名を指フィールドに仮想ホストのホスト名を指
定します。定します。
         

 

名前ベースの仮想ホスト名前ベースの仮想ホスト

          Name based Virtual Host を選択すると、サーバーのホスト名に基づいてを選択すると、サーバーのホスト名に基づいて NameVirtualHost 
ディレクティブを設定するウィンドウが表示されます。ディレクティブを設定するウィンドウが表示されます。IP アドレスアドレス フィールドにフィールドに IP アドレスを指アドレスを指
定します。定します。複数の複数の IP アドレスを指定するには、各アドレスを指定するには、各 IP アドレスをスペースで区切ります。ポートをアドレスをスペースで区切ります。ポートを
指定するには、構文指定するには、構文 IP Address:Port を使用します。「を使用します。「colon, asterisk」」(:*)を使用して、を使用して、IP アドレアドレ
スの全ポートを設定します。スの全ポートを設定します。Server Host Name フィールドに仮想ホストのホスト名を指定しまフィールドに仮想ホストのホスト名を指定しま
す。す。Aliases セクションで、セクションで、Add をクリックしてホスト名のエイリアスを追加します。エイリアスをクリックしてホスト名のエイリアスを追加します。エイリアス
を追加すると、を追加すると、NameVirtualHost ディレクティブ内にディレクティブ内に ServerAlias ディレクティブが追加されまディレクティブが追加されま
す。す。
         

 

24.3.1.2. SSL
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備考備考

        SSL ハンドシェイク（ブラウザーがセキュアなハンドシェイク（ブラウザーがセキュアな Web サーバーの証明書を受け入れサーバーの証明書を受け入れ
る場合）は、適切な名前ベースの仮想ホストを識別するる場合）は、適切な名前ベースの仮想ホストを識別する HTTP 要求の前に行われるた要求の前に行われるた
め、め、SSL で名前ベースの仮想ホストを使用することはできません。名前ベースの仮想ホで名前ベースの仮想ホストを使用することはできません。名前ベースの仮想ホ
ストを使用する場合は、セキュアでないストを使用する場合は、セキュアでない Web サーバーでのみ機能することに注意してくサーバーでのみ機能することに注意してく
ださい。ださい。
       

図図24.9 SSL サポートサポート

[D]

       Apache HTTP Server がが SSL サポートで設定されていない場合、サポートで設定されていない場合、Apache HTTP Server とそのクとそのク
ライアント間の通信は暗号化されません。これは、個人情報や機密情報のないライアント間の通信は暗号化されません。これは、個人情報や機密情報のない Web サイトに適していサイトに適してい
ます。たとえば、オープンソースソフトウェアとドキュメントを配信するオープンソースのます。たとえば、オープンソースソフトウェアとドキュメントを配信するオープンソースの Web サイサイ
トでは、セキュアな通信は必要ありません。ただし、クレジットカード情報を必要とするトでは、セキュアな通信は必要ありません。ただし、クレジットカード情報を必要とする ecommerce 
のの Web サイトでは、サイトでは、Apache SSL サポートを使用して通信を暗号化する必要があります。サポートを使用して通信を暗号化する必要があります。Apache 
SSL サポートを有効にすると、サポートを有効にすると、mod_ssl セキュリティーモジュールの使用が可能になります。セキュリティーモジュールの使用が可能になります。HTTP 
Configuration Tool でこれを有効にするには、でこれを有効にするには、Main タブタブ => 利用可能なアドレスのポート利用可能なアドレスのポート 443 経由で経由で
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アクセスを許可する必要がありますアクセスを許可する必要があります。詳細は、。詳細は、「基本設定」「基本設定」 を参照してください。次に、仮想ホストを参照してください。次に、仮想ホスト 
タブで仮想ホスト名を選択し、タブで仮想ホスト名を選択し、編集編集 ボタンをクリックして、左側のメニューからボタンをクリックして、左側のメニューから SSL を選択し、を選択し、図図
24.9「「SSL サポート」サポート」 に示されるようにに示されるように SSL サポートの有効化サポートの有効化 オプションを選択します。オプションを選択します。SSL 
Configuration セクションは、ダミーのデジタル証明書で事前設定されています。デジタル証明書はセセクションは、ダミーのデジタル証明書で事前設定されています。デジタル証明書はセ
キュアなキュアな Web サーバーの認証を提供し、クライアントサーバーの認証を提供し、クライアント Web ブラウザーへのセキュアなサーバーを特定ブラウザーへのセキュアなサーバーを特定
します。独自のデジタル証明書を購入する必要があります。します。独自のデジタル証明書を購入する必要があります。Web サイトに提供されるダミーは使用しサイトに提供されるダミーは使用し
ないでください。ないでください。CA が承認したデジタル証明書を購入する方法は、が承認したデジタル証明書を購入する方法は、25章章Apache HTTP セキュアサーセキュアサー
バー設定バー設定 を参照してください。を参照してください。
      

24.3.1.3. 仮想ホストの追加オプション仮想ホストの追加オプション

       仮想ホストの仮想ホストの サイトサイト設定設定、環境変数、環境変数、および、および ディレクトリーディレクトリー オプションは、設定する個々の仮想オプションは、設定する個々の仮想
ホストのオプションを除き、ホストのオプションを除き、デフォルト設定の編集デフォルト設定の編集 ボタンをクリックする際に設定したのと同じディレボタンをクリックする際に設定したのと同じディレ
クティブです。これらのオプションの詳細については、クティブです。これらのオプションの詳細については、「デフォルトの設定」「デフォルトの設定」 を参照してください。を参照してください。
      

24.4. サーバー設定サーバー設定

     Server タブでは、基本的なサーバー設定を設定できます。これらのオプションのデフォルト設定タブでは、基本的なサーバー設定を設定できます。これらのオプションのデフォルト設定
は、ほとんどの状況に適しています。は、ほとんどの状況に適しています。
    

図図24.10 サーバー設定サーバー設定

[D]

     Lock File の値はの値は LockFile ディレクティブに対応します。このディレクティブは、ディレクティブに対応します。このディレクティブは、
USE_FCNTL_SERIALIZED_ACCEPT またはまたは USE_FLOCK_SERIALIZED_ACCEPT のいずれかでサーのいずれかでサー
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バーをコンパイルする際に使用するロックファイルへのパスを設定します。ローカルディスクに保存さバーをコンパイルする際に使用するロックファイルへのパスを設定します。ローカルディスクに保存さ
れている必要があります。れている必要があります。logs ディレクトリーがディレクトリーが NFS 共有にある場合を除き、デフォルト値のままに共有にある場合を除き、デフォルト値のままに
する必要があります。この場合、デフォルト値はローカルディスクの場所と、する必要があります。この場合、デフォルト値はローカルディスクの場所と、root でのみ読み取り可能でのみ読み取り可能
なディレクトリーに変更する必要があります。なディレクトリーに変更する必要があります。
    

     PID File の値はの値は PidFile ディレクティブに対応します。このディレクティブは、サーバーがプロセスディレクティブに対応します。このディレクティブは、サーバーがプロセス 
ID(pid)を記録するファイルを設定します。このファイルはを記録するファイルを設定します。このファイルは root でのみ読み取りできる必要がありまでのみ読み取りできる必要がありま
す。ほとんどの場合、デフォルト値のままにする必要があります。す。ほとんどの場合、デフォルト値のままにする必要があります。
    

     Core Dump Directory の値はの値は CoreDumpDirectory ディレクティブに対応します。ディレクティブに対応します。Apache HTTP 
Server は、コアダンプを実行する前にこのディレクトリーに切り替えようとします。デフォルト値はは、コアダンプを実行する前にこのディレクトリーに切り替えようとします。デフォルト値は 
ServerRoot です。ただし、サーバーが実行されるユーザーがこのディレクトリーへの書き込みができです。ただし、サーバーが実行されるユーザーがこのディレクトリーへの書き込みができ
ない場合、コアダンプは書き込みできません。デバッグ目的でコアダンプをディスクに書き込む場合ない場合、コアダンプは書き込みできません。デバッグ目的でコアダンプをディスクに書き込む場合
は、この値を、サーバーが実行するユーザーが書き込み可能なディレクトリーに変更します。は、この値を、サーバーが実行するユーザーが書き込み可能なディレクトリーに変更します。
    

     User の値はの値は User ディレクティブに対応します。要求に応答するためにサーバーが使用するユーディレクティブに対応します。要求に応答するためにサーバーが使用するユー
ザーザー ID を設定します。このユーザー設定は、サーバーへのアクセスを決定します。このユーザーがアを設定します。このユーザー設定は、サーバーへのアクセスを決定します。このユーザーがア
クセスできないファイルは、クセスできないファイルは、Web サイトにもアクセスできません。サイトにもアクセスできません。User のデフォルト値はのデフォルト値は apache でで
す。す。
    

     ユーザーは、外部に表示される予定のファイルにアクセスできるように特権のみを持っている必要ユーザーは、外部に表示される予定のファイルにアクセスできるように特権のみを持っている必要
があります。ユーザーは、サーバーが生成するがあります。ユーザーは、サーバーが生成する CGI プロセスの所有者でもあります。ユーザーは、プロセスの所有者でもあります。ユーザーは、
HTTP リクエストへの応答として意図されていないコードの実行を許可しないでください。リクエストへの応答として意図されていないコードの実行を許可しないでください。
    

WARNING

      実行内容を正確に把握していない場合は、実行内容を正確に把握していない場合は、User ディレクティブをディレクティブを root に設定に設定
しないでください。しないでください。ユーザーユーザー としてとして root を使用すると、を使用すると、Web サーバー用の大規模サーバー用の大規模
なセキュリティーホールが作成されます。なセキュリティーホールが作成されます。
     

     親親 httpd プロセスは、最初に通常の操作中にプロセスは、最初に通常の操作中に root として実行しますが、続いてとして実行しますが、続いて apache ユーザーにユーザーに
直ちに渡されます。サーバーは、直ちに渡されます。サーバーは、1024 未満のポートにバインドする必要があるため、未満のポートにバインドする必要があるため、root で起動するで起動する
必要があります。必要があります。1024 未満のポートはシステムで使用するために予約されているため、未満のポートはシステムで使用するために予約されているため、root 以外でも以外でも
使用できません。ただし、サーバー自体がそのポートにアタッチされると、接続要求を受け入れる前使用できません。ただし、サーバー自体がそのポートにアタッチされると、接続要求を受け入れる前
に、に、Apache ユーザーにプロセスを切断します。ユーザーにプロセスを切断します。
    

     Group の値はの値は Group ディレクティブに対応します。ディレクティブに対応します。Group ディレクティブはディレクティブは User ディレクティブディレクティブ
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に似ています。に似ています。group は、サーバーが要求に応答するグループを設定します。デフォルトのグループもは、サーバーが要求に応答するグループを設定します。デフォルトのグループも 
apache です。です。
    

24.5. パフォーマンスチューニングパフォーマンスチューニング

     Performance Tuning タブをクリックし、必要な子サーバープロセスの最大数を設定し、クライアタブをクリックし、必要な子サーバープロセスの最大数を設定し、クライア
ント接続にント接続に Apache HTTP Server オプションを設定します。これらのオプションのデフォルト設定オプションを設定します。これらのオプションのデフォルト設定
は、ほとんどの状況に適しています。これらの設定を変更すると、は、ほとんどの状況に適しています。これらの設定を変更すると、Web サーバーの全体的なパフォーサーバーの全体的なパフォー
マンスに影響する可能性があります。マンスに影響する可能性があります。
    

図図24.11 パフォーマンスチューニングパフォーマンスチューニング

[D]

     Max Number of Connections を、サーバーが処理できる同時クライアント要求の最大数に設定しまを、サーバーが処理できる同時クライアント要求の最大数に設定しま
す。接続ごとに、子す。接続ごとに、子 httpd プロセスが作成されます。この最大プロセス数に達すると、子サーバープロプロセスが作成されます。この最大プロセス数に達すると、子サーバープロ
セスが解放されるまで、セスが解放されるまで、Web サーバーに接続できません。この値は、再コンパイルせずにサーバーに接続できません。この値は、再コンパイルせずに 256 を超えを超え
る値に設定することはできません。このオプションはる値に設定することはできません。このオプションは MaxClients ディレクティブに対応します。ディレクティブに対応します。
    

     接続タイムアウト接続タイムアウト は、通信中にサーバーが受信と送信を待つ時間（秒単位）を定義します。具体的は、通信中にサーバーが受信と送信を待つ時間（秒単位）を定義します。具体的
にはには 、接続タイムアウト、接続タイムアウト はサーバーがはサーバーが GET リクエストを受信するのを待つ時間、リクエストを受信するのを待つ時間、POST またはまたは PUT 
リクエストでリクエストで TCP パケットを受信するのを待つ時間、パケットを受信するのを待つ時間、TCP パケットに応答する確認応答の間隔を定義パケットに応答する確認応答の間隔を定義
します。デフォルトでは、します。デフォルトでは、接続タイムアウトは接続タイムアウトは 300 秒に設定されています。これは、ほとんどの状況に秒に設定されています。これは、ほとんどの状況に
適しています。このオプションは適しています。このオプションは TimeOut ディレクティブに対応します。ディレクティブに対応します。
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     接続ごとの接続ごとの Max requests を、永続接続ごとを、永続接続ごと に許可される最大リクエスト数に設定します。デフォに許可される最大リクエスト数に設定します。デフォ
ルト値はルト値は 100 で、ほとんどの状況で適しています。このオプションはで、ほとんどの状況で適しています。このオプションは MaxRequestsPerChild ディレクディレク
ティブに対応します。ティブに対応します。
    

     Allow unlimited requests per connection オプションを選択すると、オプションを選択すると、MaxKeepAliveRequests 
ディレクティブはディレクティブは 0 に設定され、無制限の要求が許可されます。に設定され、無制限の要求が許可されます。
    

     Allow Persistent Connections オプションの選択を解除すると、オプションの選択を解除すると、KeepAlive ディレクティブがディレクティブが 
false に設定されます。これを確認すると、に設定されます。これを確認すると、KeepAlive ディレクティブはディレクティブは true に設定さに設定さ
れ、れ、KeepAliveTimeout ディレクティブはディレクティブは 次の次の Connection 値の値の Timeout として選択される数字にとして選択される数字に 設設
定されます。このディレクティブは、リクエストが提供されると、サーバーが接続を閉じるまでサー定されます。このディレクティブは、リクエストが提供されると、サーバーが接続を閉じるまでサー
バーが後続のリクエストを待機する秒数を設定します。リクエストが受信されると、代わりにバーが後続のリクエストを待機する秒数を設定します。リクエストが受信されると、代わりに 
Connection Timeout の値が適用されます。の値が適用されます。
    

     永続的永続的 な接続を高い値に設定すると、接続しようとしているユーザーの数によってはサーバーの速な接続を高い値に設定すると、接続しようとしているユーザーの数によってはサーバーの速
度が遅くなる可能性があります。数値が大きいほど、サーバープロセスは、接続した最後のクライアン度が遅くなる可能性があります。数値が大きいほど、サーバープロセスは、接続した最後のクライアン
トからの別の接続を待機しています。トからの別の接続を待機しています。
    

24.6. 設定の保存設定の保存

     Apache HTTP Server 設定を保存しない場合は、設定を保存しない場合は、HTTP Configuration Tool ウィンドウの右下隅にウィンドウの右下隅に
あるある Cancel ボタンをクリックします。この決定を確認するよう求められます。ボタンをクリックします。この決定を確認するよう求められます。Yes をクリックしてこをクリックしてこ
の選択を確認すると、設定は保存されません。の選択を確認すると、設定は保存されません。
    

     Apache HTTP Server 設定を保存する場合は、設定を保存する場合は、HTTP Configuration Tool ウィンドウの右下隅にあウィンドウの右下隅にあ
るる OK ボタンをクリックします。ダイアログウィンドウが表示されます。ボタンをクリックします。ダイアログウィンドウが表示されます。Yes と回答すると、設定はと回答すると、設定は 
/etc/httpd/conf/httpd.conf に保存されます。元の設定ファイルは新しい設定で上書きされる点に注意しに保存されます。元の設定ファイルは新しい設定で上書きされる点に注意し
てください。てください。
    

     HTTP Configuration Tool を初めて使用した場合には、ダイアログウィンドウが表示され、設定を初めて使用した場合には、ダイアログウィンドウが表示され、設定
ファイルを手動で変更したことを警告します。ファイルを手動で変更したことを警告します。HTTP Configuration Tool がが httpd.conf 設定ファイル設定ファイル
が手動で変更されたことを検知すると、手動で変更したファイルをが手動で変更されたことを検知すると、手動で変更したファイルを /etc/httpd/conf/httpd.conf.bak とと
して保存します。して保存します。
    

重要な影響重要な影響

      設定を保存したら、コマンド設定を保存したら、コマンド service httpd restart でで httpd デーモンを再起動するデーモンを再起動する
必要があります。このコマンドを実行するには、必要があります。このコマンドを実行するには、root でログインしている必要がありまでログインしている必要がありま
す。す。
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24.7. 関連情報関連情報

     Apache HTTP Server の詳細は、以下のリソースを参照してください。の詳細は、以下のリソースを参照してください。
    

24.7.1. インストールされているドキュメントインストールされているドキュメント

        /usr/share/docs/httpd- <version> /migration.html: 『『Apache Migration HOWTO』』 ドド
キュメントには、バージョンキュメントには、バージョン 1.3 からバージョンからバージョン 2.0 への変更の一覧と、設定ファイルを手動への変更の一覧と、設定ファイルを手動
で移行する方法を説明します。で移行する方法を説明します。
       

24.7.2. 便利な便利な Web サイトサイト

        http://www.apache.org/: 『『Apache Software Foundation』』
       

        http://httpd.apache.org/docs-2.0/ - Apache HTTP Server バージョンバージョン 2.0 向け向け Apache 
Software Foundation's ドキュメント（ドキュメント（ 『『Apache HTTP Server Version 2.0 User's Guide』』 
を含む）を含む）
       

24.7.3. 関連書籍関連書籍

        『『apache:』』 Ben Laurie およびおよび pid Laurie; O'Reilly & Associates, Inc.
       

        『『リファレンスガイドリファレンスガイド』』 ; Red Hat, Inc - このコンパニオンマニュアルには、このコンパニオンマニュアルには、Apache 
HTTP Server バージョンバージョン 1.3 からから Apache HTTP Server バージョンバージョン 2.0 に手動で移行する手に手動で移行する手
順、順、Apache HTTP Server ディレクティブの詳細、およびディレクティブの詳細、および Apache HTTP Server へのモジューへのモジュー
ルの追加手順が含まれています。ルの追加手順が含まれています。
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第第25章章 APACHE HTTP セキュアサーバー設定セキュアサーバー設定

25.1. はじめにはじめに

     本章では、本章では、OpenSSL ライブラリーおよびツールキットを使用できるようにライブラリーおよびツールキットを使用できるように mod_ssl セキュリセキュリ
ティーモジュールが有効になっているティーモジュールが有効になっている Apache HTTP Server に関する基本的な情報を提供します。こに関する基本的な情報を提供します。こ
れらのれらの 3 つのコンポーネントの組み合わせは、本章ではセキュアなつのコンポーネントの組み合わせは、本章ではセキュアな Web サーバー、またはセキュアサーバー、またはセキュア
サーバーとして参照されます。サーバーとして参照されます。
    

     mod_ssl モジュールはモジュールは Apache HTTP Server のセキュリティーモジュールです。のセキュリティーモジュールです。mod_ssl モモ
ジュールは、ジュールは、OpenSSL プロジェクトが提供するツールを使用して、プロジェクトが提供するツールを使用して、Apache HTTP Server に非常に重に非常に重
要な機能を追加します。これは、通信を暗号化する機能です。一方、ブラウザーと要な機能を追加します。これは、通信を暗号化する機能です。一方、ブラウザーと Web サーバー間のサーバー間の
通常の通常の HTTP 通信はプレーンテキストで送信されます。これは、ブラウザーとサーバー間のルートを傍通信はプレーンテキストで送信されます。これは、ブラウザーとサーバー間のルートを傍
受および読み取りできます。受および読み取りできます。
    

     本章は、これらのプログラムの完全なドキュメントおよび排他的なドキュメントではありません。本章は、これらのプログラムの完全なドキュメントおよび排他的なドキュメントではありません。
可能な場合には、本書では特定の対象についてより詳細なドキュメントを見つけることができる適切な可能な場合には、本書では特定の対象についてより詳細なドキュメントを見つけることができる適切な
場所を参照します。場所を参照します。
    

     本章では、これらのプログラムをインストールする方法を説明します。秘密鍵と証明書要求の生成本章では、これらのプログラムをインストールする方法を説明します。秘密鍵と証明書要求の生成
に必要な手順、独自の自己署名証明書の生成方法、およびセキュアなサーバーで使用する証明書のインに必要な手順、独自の自己署名証明書の生成方法、およびセキュアなサーバーで使用する証明書のイン
ストール方法についても説明します。ストール方法についても説明します。
    

     mod_ssl 設定ファイルは設定ファイルは /etc/httpd/conf.d/ssl.conf にあります。このファイルを読み込むににあります。このファイルを読み込むに
は、は、mod_ssl を機能させるには、を機能させるには、/etc/httpd/ conf/httpd.conf ファイルにファイルに Include conf.d/*.conf ステーステー
トメントが必要です。このステートメントは、デフォルトのトメントが必要です。このステートメントは、デフォルトの Apache HTTP Server 設定ファイルにデ設定ファイルにデ
フォルトで含まれています。フォルトで含まれています。
    

25.2. セキュリティー関連パッケージの概要セキュリティー関連パッケージの概要

     セキュアなサーバーを有効にするには、少なくとも以下のパッケージをインストールする必要があセキュアなサーバーを有効にするには、少なくとも以下のパッケージをインストールする必要があ
ります。ります。
    

httpd

        httpd パッケージには、パッケージには、httpd デーモンと関連ユーティリティー、設定ファイル、アイコン、デーモンと関連ユーティリティー、設定ファイル、アイコン、
Apache HTTP Server モジュール、モジュール、man ページ、およびページ、および Apache HTTP Server が使用するその他が使用するその他
のファイルが含まれます。のファイルが含まれます。
       

 

mod_ssl
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        mod_ssl パッケージには、パッケージには、SSL(Secure Sockets Layer)プロトコルおよびプロトコルおよび TLS(Transport 
Layer Security)プロトコルを介してプロトコルを介して Apache HTTP Server に強力な暗号化を提供するに強力な暗号化を提供する mod_ssl モモ
ジュールが含まれます。ジュールが含まれます。
       

 

openssl

        openssl パッケージにはパッケージには OpenSSL ツールキットが含まれます。ツールキットが含まれます。OpenSSL ツールキットはツールキットは 
SSL プロトコルおよびプロトコルおよび TLS プロトコルを実装し、汎用暗号ライブラリーも含まれています。プロトコルを実装し、汎用暗号ライブラリーも含まれています。
       

 

     さらに、その他のソフトウェアパッケージは、特定のセキュリティー機能を提供します（ただし、さらに、その他のソフトウェアパッケージは、特定のセキュリティー機能を提供します（ただし、
安全なサーバーで機能させる必要はありません）。安全なサーバーで機能させる必要はありません）。
    

httpd-devel    

        httpd-devel パッケージには、パッケージには、Apache HTTP Server にはファイル、ヘッダーファイル、にはファイル、ヘッダーファイル、APXS 
ユーティリティーが含まれます。この製品で提供されるモジュール以外の追加モジュールを読み込ユーティリティーが含まれます。この製品で提供されるモジュール以外の追加モジュールを読み込
む場合は、すべてが必要になります。む場合は、すべてが必要になります。Apache の動的共有オブジェクトの動的共有オブジェクト(DSO)機能を使用してセキュ機能を使用してセキュ
アなサーバーにモジュールを読み込む方法は、『アなサーバーにモジュールを読み込む方法は、『『リファレンスガイド』『リファレンスガイド』』』 を参照してください。を参照してください。
       

        Apache HTTP Server に他のモジュールを読み込まない場合は、このパッケージをインストーに他のモジュールを読み込まない場合は、このパッケージをインストー
ルする必要はありません。ルする必要はありません。
       

 

 OpenSSH パッケージパッケージ 

        OpenSSH パッケージは、リモートマシンでコマンドにログインして実行するネットワーク接パッケージは、リモートマシンでコマンドにログインして実行するネットワーク接
続ツールの続ツールの OpenSSH セットを提供します。セットを提供します。OpenSSH ツールは、すべてのトラフィック（パスツールは、すべてのトラフィック（パス
ワードを含む）を暗号化するため、マシンとリモートマシン間の通信での盗難、接続ハイジャッワードを含む）を暗号化するため、マシンとリモートマシン間の通信での盗難、接続ハイジャッ
ク、およびその他の攻撃を回避できます。ク、およびその他の攻撃を回避できます。
       

        openssh パッケージには、パッケージには、OpenSSH クライアントプログラムとクライアントプログラムと OpenSSH サーバーの両方にサーバーの両方に
必要なコアファイルが含まれます。必要なコアファイルが含まれます。openssh パッケージには、パッケージには、scp も含まれ、も含まれ、rcp のセキュアな代のセキュアな代
替です（マシン間でファイルを安全にコピーする場合）。替です（マシン間でファイルを安全にコピーする場合）。
       

        openssh-askpass パッケージは、パッケージは、OpenSSH エージェントの使用時にパスワードを要求するダエージェントの使用時にパスワードを要求するダ
イアログウィンドウの表示をサポートします。イアログウィンドウの表示をサポートします。
       

        openssh-askpass-gnome パッケージはパッケージは GNOME デスクトップ環境と併用して、デスクトップ環境と併用して、OpenSSH ププ
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ログラムによりパスワードの入力を求めるとグラフィカルダイアログウィンドウを表示できます。ログラムによりパスワードの入力を求めるとグラフィカルダイアログウィンドウを表示できます。
GNOME を実行し、を実行し、OpenSSH ユーティリティーを使用している場合は、このパッケージをインスユーティリティーを使用している場合は、このパッケージをインス
トールする必要があります。トールする必要があります。
       

        openssh-server パッケージには、パッケージには、sshd セキュアシェルデーモンと関連ファイルが含まれまセキュアシェルデーモンと関連ファイルが含まれま
す。セキュアシェルデーモンはす。セキュアシェルデーモンは OpenSSH スイートのサーバー側であり、スイートのサーバー側であり、SSH クライアントがホスクライアントがホス
トに接続できるようにホストにインストールする必要があります。トに接続できるようにホストにインストールする必要があります。
       

        openssh-clients パッケージには、パッケージには、SSH サーバーへの暗号化された接続を作成するために必要サーバーへの暗号化された接続を作成するために必要
となるクライアントプログラムが含まれています。これには、となるクライアントプログラムが含まれています。これには、ssh、、rsh のセキュアな置換、のセキュアな置換、ftp のの
セキュアな代替（マシン間のファイル転送用）、およびセキュアな代替（マシン間のファイル転送用）、および slogin （リモートログイン用）および（リモートログイン用）および 
telnet （（Telnet プロトコルを介して別のホストとの通信用）が含まれます。プロトコルを介して別のホストとの通信用）が含まれます。 
       

        OpenSSH の詳細は、の詳細は、20章章OpenSSH の「の「 『『参照ガイド参照ガイド』』 」および「」および「OpenSSH のの Web サイサイ
ト」を参照してト」を参照して くださいください。。
       

 

openssl-devel

        openssl-devel パッケージには、静的ライブラリーと、さまざまな暗号化アルゴリズムおよびパッケージには、静的ライブラリーと、さまざまな暗号化アルゴリズムおよび
プロトコルに対応するアプリケーションのコンパイルに必要なプロトコルに対応するアプリケーションのコンパイルに必要な include ファイルが含まれます。こファイルが含まれます。こ
のパッケージは、のパッケージは、SSL サポートを含むアプリケーションを開発している場合に限りインストールすサポートを含むアプリケーションを開発している場合に限りインストールす
る必要があります。このパッケージがる必要があります。このパッケージが SSL を使用する必要はありません。を使用する必要はありません。
       

 

stunnel

        stunnel パッケージは、パッケージは、Stunnel SSL ラッパーを提供します。ラッパーを提供します。Stunnel はは TCP 接続の接続の SSL 暗暗
号化をサポートします。これは、デーモンのコードを変更せずに、号化をサポートします。これは、デーモンのコードを変更せずに、SSL 以外の対応デーモンおよび以外の対応デーモンおよび
プロトコル（プロトコル（POP、、IMAP、、LDAP など）の暗号化を提供します。など）の暗号化を提供します。
       

備考備考

         さまざまなデーモンの新しい実装で、さまざまなデーモンの新しい実装で、dovecot やや OpenLDAP のの slapd サーサー
バーなど、バーなど、SSL 経由でサービスをネイティブに提供できるようになりました。これ経由でサービスをネイティブに提供できるようになりました。これ
は、は、stunnel の使用よりも適しています。の使用よりも適しています。
        

         たとえば、たとえば、stunnel の使用はプロトコルのラッピングのみを提供しますが、の使用はプロトコルのラッピングのみを提供しますが、
OpenLDAP のの slapd のネイティブサポートは、のネイティブサポートは、StartTLS クライアント要求に対応しクライアント要求に対応し
て暗号化を使用するために帯域的なアップグレードを処理することもできます。て暗号化を使用するために帯域的なアップグレードを処理することもできます。
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     表表25.1「セキュリティーパッケージ」「セキュリティーパッケージ」 セキュアなサーバーパッケージの概要と、各パッケージがセセキュアなサーバーパッケージの概要と、各パッケージがセ
キュアなサーバーのインストールにオプションであるかどうかを表示します。キュアなサーバーのインストールにオプションであるかどうかを表示します。
    

表表25.1 セキュリティーパッケージセキュリティーパッケージ

 パッケージ名パッケージ名  任意？任意？

 httpd  いいえいいえ 

 mod_ssl  いいえいいえ 

 openssl  いいえいいえ 

 httpd-devel  はいはい 

 openssh  はいはい 

 openssh-askpass  はいはい 

 openssh-askpass-gnome  はいはい 

 openssh-clients  はいはい 

 openssh-server  はいはい 

 openssl-devel  はいはい 

 stunnel  はいはい 

25.3. 証明書およびセキュリティーの概要証明書およびセキュリティーの概要

     セキュアなサーバーは、セキュアなサーバーは、Secure Sockets Layer(SSL)プロトコルと（ほとんどの場合）認証局プロトコルと（ほとんどの場合）認証局(CA)
からのデジタル証明書の組み合わせを使用してセキュリティーを提供します。からのデジタル証明書の組み合わせを使用してセキュリティーを提供します。SSL は、暗号化された通は、暗号化された通
信と、ブラウザーとセキュアなサーバー間の相互認証を処理します。信と、ブラウザーとセキュアなサーバー間の相互認証を処理します。CA で承認されるデジタル証明書で承認されるデジタル証明書
は、安全なサーバーの認証を提供します（は、安全なサーバーの認証を提供します（CA は組織のアイデンティティーの認定の背後で再計算を行は組織のアイデンティティーの認定の背後で再計算を行
います）。ブラウザーがいます）。ブラウザーが SSL 暗号化を使用して通信する場合には、ナビゲーションバーの暗号化を使用して通信する場合には、ナビゲーションバーの Uniform 
Resource Locator(URL)の最初にの最初に https:// プレフィックスが使用されます。プレフィックスが使用されます。
    

     暗号化は、キーの使用によって異なります（データ形式で秘密エンコーダー暗号化は、キーの使用によって異なります（データ形式で秘密エンコーダー/デコーダーリングとしデコーダーリングとし
て使われます）。従来の暗号または対称暗号では、トランザクションの両端に、相互に送信をデコードて使われます）。従来の暗号または対称暗号では、トランザクションの両端に、相互に送信をデコード
するために使用する鍵と同じキーがあります。公開鍵または非対称暗号では、公開鍵と秘密鍵のするために使用する鍵と同じキーがあります。公開鍵または非対称暗号では、公開鍵と秘密鍵の 2 つのつの
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鍵が共存します。個人または組織は、秘密鍵をシークレットとして維持し、公開鍵を公開します。公開鍵が共存します。個人または組織は、秘密鍵をシークレットとして維持し、公開鍵を公開します。公開
鍵でエンコードされたデータは秘密鍵でしかデコードできません。秘密鍵でエンコードされたデータは鍵でエンコードされたデータは秘密鍵でしかデコードできません。秘密鍵でエンコードされたデータは
公開鍵でしかデコードできません。公開鍵でしかデコードできません。
    

     セキュアなサーバーを設定するには、パブリック暗号を使用して公開鍵と秘密鍵のペアを作成しまセキュアなサーバーを設定するには、パブリック暗号を使用して公開鍵と秘密鍵のペアを作成しま
す。ほとんどの場合、証明書要求（公開鍵を含む）、会社のす。ほとんどの場合、証明書要求（公開鍵を含む）、会社の ID の証明、およびの証明、および CA への支払いを行いへの支払いを行い
ます。ます。CA は証明書要求とは証明書要求と ID を検証し、セキュアなサーバーの証明書を返信します。を検証し、セキュアなサーバーの証明書を返信します。
    

     セキュアなサーバーは、証明書を使用してセキュアなサーバーは、証明書を使用して Web ブラウザーに対して自己識別します。独自の証明書ブラウザーに対して自己識別します。独自の証明書
（「自己署名の証明書」と呼ばれる）を生成するか、（「自己署名の証明書」と呼ばれる）を生成するか、CA から証明書を取得できます。計算可能なから証明書を取得できます。計算可能な CA 
からの証明書は、からの証明書は、Web サイトが特定の会社または組織に関連付けられていることを保証します。サイトが特定の会社または組織に関連付けられていることを保証します。
    

     または、独自の自己署名証明書を作成することもできます。ただし、自己署名証明書は、ほとんどまたは、独自の自己署名証明書を作成することもできます。ただし、自己署名証明書は、ほとんど
の実稼働環境では使用しないようにしてください。自己署名証明書はユーザーのブラウザーによって自の実稼働環境では使用しないようにしてください。自己署名証明書はユーザーのブラウザーによって自
動的に許可されません。ユーザーには、証明書を受け入れ、セキュアな接続を作成するようにブラウ動的に許可されません。ユーザーには、証明書を受け入れ、セキュアな接続を作成するようにブラウ
ザーが要求されます。自己署名証明書とザーが要求されます。自己署名証明書と CA 署名証明書の相違点についての詳しい情報は、署名証明書の相違点についての詳しい情報は、「証明書の「証明書の
種類」種類」 を参照してください。を参照してください。
    

     任意の任意の CA から自己署名証明書または署名済み証明書を完了したら、セキュアなサーバーにインスから自己署名証明書または署名済み証明書を完了したら、セキュアなサーバーにインス
トールする必要があります。トールする必要があります。
    

25.4. 事前検証キーおよび証明書の使用事前検証キーおよび証明書の使用

     既存の鍵と証明書がある場合（たとえば、安全なサーバーをインストールして別の会社のセキュア既存の鍵と証明書がある場合（たとえば、安全なサーバーをインストールして別の会社のセキュア
なサーバー製品を置き換える場合）、既存の鍵と証明書を安全なサーバーで使用する可能性がありまなサーバー製品を置き換える場合）、既存の鍵と証明書を安全なサーバーで使用する可能性がありま
す。以下のす。以下の 2 つの状況は、既存の鍵と証明書を使用できないインスタンスを提供します。つの状況は、既存の鍵と証明書を使用できないインスタンスを提供します。
    

       IP アドレスまたはドメイン名を変更する場合アドレスまたはドメイン名を変更する場合、証明書は特定の、証明書は特定の IP アドレスとドメイン名のアドレスとドメイン名の
ペアに対して発行されます。ペアに対して発行されます。IP アドレスまたはドメイン名を変更する場合には、新しい証明書アドレスまたはドメイン名を変更する場合には、新しい証明書
を取得する必要があります。を取得する必要があります。
      

       VeriSign からの証明書があり、サーバーソフトウェアを変更する場合からの証明書があり、サーバーソフトウェアを変更する場合、、VeriSign は広く使は広く使
用されている用されている CA です。別の目的でです。別の目的で VeriSign 証明書がすでにある場合は、既存の証明書がすでにある場合は、既存の VeriSign 証証
明書を新しいセキュアなサーバーで使用することを検討している可能性があります。ただし、明書を新しいセキュアなサーバーで使用することを検討している可能性があります。ただし、
VeriSign はは 1 つの特定のサーバーソフトウェアおよびつの特定のサーバーソフトウェアおよび IP アドレスアドレス/ドメイン名の組み合わせのドメイン名の組み合わせの
証明書を発行するため、許可されていません。証明書を発行するため、許可されていません。
      

       これらのパラメーターのいずれかを変更する場合（たとえば、すでに別のセキュアなサーこれらのパラメーターのいずれかを変更する場合（たとえば、すでに別のセキュアなサー
バー製品を使用した場合）、以前の設定で使用していたバー製品を使用した場合）、以前の設定で使用していた VeriSign 証明書は新しい設定では機能証明書は新しい設定では機能
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しません。新しい証明書を取得する必要があります。しません。新しい証明書を取得する必要があります。
      

     使用できる既存の鍵と証明書がある場合は、新しい鍵を生成し、新しい証明書を取得する必要はあ使用できる既存の鍵と証明書がある場合は、新しい鍵を生成し、新しい証明書を取得する必要はあ
りません。ただし、鍵と証明書を含むファイルを移動して名前を変更する必要がある場合があります。りません。ただし、鍵と証明書を含むファイルを移動して名前を変更する必要がある場合があります。
    

     既存のキーファイルを移動して、以下に移動します。既存のキーファイルを移動して、以下に移動します。
    

/etc/httpd/conf/ssl.key/server.key

     既存の証明書ファイルを移動して、以下を行います。既存の証明書ファイルを移動して、以下を行います。
    

/etc/httpd/conf/ssl.crt/server.crt

     鍵と証明書を移動したら、鍵と証明書を移動したら、「証明書のテスト」「証明書のテスト」 に進みます。に進みます。
    

       Red Hat Secure Web Server からアップグレードする場合は、古いキーからアップグレードする場合は、古いキー(httpsd.key)および証明書および証明書
(httpsd.crt)はは /etc/httpd/conf/ にあります。セキュアなサーバーが使用できるように、鍵と証明書を移にあります。セキュアなサーバーが使用できるように、鍵と証明書を移
動して名前を変更します。次の動して名前を変更します。次の 2 つのコマンドを使用して、鍵と証明書ファイルを移動して名前を変更つのコマンドを使用して、鍵と証明書ファイルを移動して名前を変更
します。します。
    

 mv /etc/httpd/conf/httpsd.key /etc/httpd/conf/ssl.key/server.key mv /etc/httpd/conf/httpsd.crt 
/etc/httpd/conf/ssl.crt/server.crt 

     次に、次のコマンドでセキュアなサーバーを起動します。次に、次のコマンドでセキュアなサーバーを起動します。
    

/sbin/service httpd start

     パスフレーズを入力するように求められます。そのパスフレーズを入力するように求められます。その 入力入力 してして Enter を押すと、サーバーが起動しまを押すと、サーバーが起動しま
す。す。
    

25.5. 証明書の種類証明書の種類

     Red Hat が提供するが提供する RPM パッケージから安全なサーバーをインストールした場合は、ランダムな鍵パッケージから安全なサーバーをインストールした場合は、ランダムな鍵
とテスト証明書が生成され、適切なディレクトリーに配置されます。ただし、セキュアなサーバーの使とテスト証明書が生成され、適切なディレクトリーに配置されます。ただし、セキュアなサーバーの使
用を開始する前に、独自の鍵を生成し、サーバーを正しく識別する証明書を取得する必要があります。用を開始する前に、独自の鍵を生成し、サーバーを正しく識別する証明書を取得する必要があります。
    

     セキュアなサーバーを操作するには、鍵と証明書が必要です。つまり、自己署名証明書を生成するセキュアなサーバーを操作するには、鍵と証明書が必要です。つまり、自己署名証明書を生成する
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か、か、CA からから CA 署名証明書を購入できます。この署名証明書を購入できます。この 2 つの違いは？つの違いは？
    

     CA 署名証明書は、サーバーに署名証明書は、サーバーに 2 つの重要な機能を提供します。つの重要な機能を提供します。
    

       ブラウザー（通常は）は自動的に証明書を認識し、ユーザーにプロンプトを出さずにセブラウザー（通常は）は自動的に証明書を認識し、ユーザーにプロンプトを出さずにセ
キュアな接続を行うことができます。キュアな接続を行うことができます。
      

       CA が署名済み証明書を発行すると、ブラウザーにが署名済み証明書を発行すると、ブラウザーに Web ページを提供する組織のページを提供する組織の ID が保が保
証されます。証されます。
      

     セキュアなサーバーが大規模な公開によってアクセスされている場合は、セキュアなサーバーがセキュアなサーバーが大規模な公開によってアクセスされている場合は、セキュアなサーバーが CA 
によって署名された証明書が必要になります。これにより、によって署名された証明書が必要になります。これにより、Web サイトにアクセスするユーザーが、サイトにアクセスするユーザーが、
Web サイトを所有する組織が所有していることが分かります。証明書を署名する前に、サイトを所有する組織が所有していることが分かります。証明書を署名する前に、CA は証明書をは証明書を
要求する組織が本当であることを検証します。要求する組織が本当であることを検証します。
    

     SSL をサポートするをサポートする Web ブラウザーの多くは、自動的に受け入れる証明書の一覧があります。ブラブラウザーの多くは、自動的に受け入れる証明書の一覧があります。ブラ
ウザーが、承認するウザーが、承認する CA が一覧にない証明書が表示される場合、ブラウザーはユーザーが接続を受け入が一覧にない証明書が表示される場合、ブラウザーはユーザーが接続を受け入
れるか、拒否するかのいずれかを要求します。れるか、拒否するかのいずれかを要求します。
    

     セキュアなサーバーの自己署名証明書を生成することはできますが、自己署名証明書はセキュアなサーバーの自己署名証明書を生成することはできますが、自己署名証明書は CA 署名証署名証
明書と同じ機能を提供しない点に注意してください。自己署名証明書は多くの明書と同じ機能を提供しない点に注意してください。自己署名証明書は多くの Web ブラウザーで自動ブラウザーで自動
的に認識されず、的に認識されず、Web サイトを提供する組織のアイデンティティーに関する保証は提供されません。サイトを提供する組織のアイデンティティーに関する保証は提供されません。
CA 署名証明書は、セキュアなサーバーにこれらの重要な機能を提供します。セキュアなサーバーを実署名証明書は、セキュアなサーバーにこれらの重要な機能を提供します。セキュアなサーバーを実
稼働環境で使用する場合は、稼働環境で使用する場合は、CA 署名の証明書が推奨されます。署名の証明書が推奨されます。
    

     CA から証明書を取得するプロセスは非常に簡単です。簡単な概要は以下のとおりです。から証明書を取得するプロセスは非常に簡単です。簡単な概要は以下のとおりです。
    

1. 
       暗号化の秘密鍵と公開鍵のペアを作成します。暗号化の秘密鍵と公開鍵のペアを作成します。
      

2. 
       公開鍵に基づいて証明書要求を作成します。証明書要求には、サーバーとそのサーバーを公開鍵に基づいて証明書要求を作成します。証明書要求には、サーバーとそのサーバーを
ホストする会社に関する情報が含まれます。ホストする会社に関する情報が含まれます。
      

3. 
       証明書要求と、アイデンティティーの承認ドキュメントを証明書要求と、アイデンティティーの承認ドキュメントを CA に送信します。に送信します。Red Hat 
は、選択する認証局について推奨しません。お気に入りの経験、金金またはコネガルの要因、は、選択する認証局について推奨しません。お気に入りの経験、金金またはコネガルの要因、
または純粋に経験がある決定は、過去の経験に基づいている場合があります。または純粋に経験がある決定は、過去の経験に基づいている場合があります。
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       CA を決定したら、を決定したら、CA から証明書を取得する方法が提供する手順に従う必要があります。から証明書を取得する方法が提供する手順に従う必要があります。
      

4. 
       要求するユーザーが実際に要求するユーザーが実際に CA が満たされると、デジタル証明書が提供されます。が満たされると、デジタル証明書が提供されます。
      

5. 
       この証明書をセキュアなサーバーにインストールし、セキュアなトランザクションの処理この証明書をセキュアなサーバーにインストールし、セキュアなトランザクションの処理
を開始します。を開始します。
      

     CA から証明書を取得するか、または独自の自己署名証明書を生成する場合でも、最初の手順がキーから証明書を取得するか、または独自の自己署名証明書を生成する場合でも、最初の手順がキー
を生成します。手順については、を生成します。手順については、「キーの生成」「キーの生成」 を参照してください。を参照してください。
    

25.6. キーの生成キーの生成

     キーを生成するにはキーを生成するには root にする必要があります。にする必要があります。
    

     まず、まず、cd コマンドを使用してコマンドを使用して /etc/httpd/conf/ ディレクトリーに移動します。以下のコマンドを使ディレクトリーに移動します。以下のコマンドを使
用して、インストール中に生成されたファクキーと証明書を削除します。用して、インストール中に生成されたファクキーと証明書を削除します。
    

rm ssl.key/server.keyrm ssl.crt/server.crt

     次に、独自のランダムなキーを作成します。次に、独自のランダムなキーを作成します。/usr/share/ssl/certs/ ディレクトリーに移動し、以下のディレクトリーに移動し、以下の
コマンドを入力します。コマンドを入力します。
    

 make genkey 

     システムに、以下のようなメッセージが表示されます。システムに、以下のようなメッセージが表示されます。
    

umask 77 ; \
/usr/bin/openssl genrsa -des3 1024 > /etc/httpd/conf/ssl.key/server.key
Generating RSA private key, 1024 bit long modulus
.......++++++
................................................................++++++
e is 65537 (0x10001)
Enter pass phrase:

     これでパスフレーズを入力する必要があります。セキュリティーの理由から、これでパスフレーズを入力する必要があります。セキュリティーの理由から、8 文字以上の数字や句文字以上の数字や句
読点を含める必要があり、辞書には単語であるべきではありません。また、パスフレーズは大文字と小読点を含める必要があり、辞書には単語であるべきではありません。また、パスフレーズは大文字と小
文字を区別することに注意してください。文字を区別することに注意してください。
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備考備考

      セキュアなサーバーを起動するたびに、このパスフレーズを入力する必要がありまセキュアなサーバーを起動するたびに、このパスフレーズを入力する必要がありま
す。このパスフレーズを忘れた場合は、キーが完全に再生成される必要があります。す。このパスフレーズを忘れた場合は、キーが完全に再生成される必要があります。
     

     パスフレーズを再入力して、正しいことを確認します。正しく入力すると、キーを含むファイルでパスフレーズを再入力して、正しいことを確認します。正しく入力すると、キーを含むファイルで
あるある /etc/httpd/conf/ssl.key/server.key が作成されます。が作成されます。
    

     安全なサーバーを起動するたびにパスフレーズを入力する必要がない場合は、安全なサーバーを起動するたびにパスフレーズを入力する必要がない場合は、genkey の代わりに以の代わりに以
下の下の 2 つのコマンドを使用して鍵を作成する必要があります。つのコマンドを使用して鍵を作成する必要があります。
    

     以下のコマンドを使用してキーを作成します。以下のコマンドを使用してキーを作成します。
    

 /usr/bin/openssl genrsa 1024 > /etc/httpd/conf/ssl.key/server.key

     次に、以下のコマンドを使用してパーミッションがファイルに正しく設定されていることを確認し次に、以下のコマンドを使用してパーミッションがファイルに正しく設定されていることを確認し
ます。ます。
    

chmod go-rwx /etc/httpd/conf/ssl.key/server.key

     上記のコマンドを使用して鍵を作成した後、パスフレーズを使用してセキュアなサーバーを起動す上記のコマンドを使用して鍵を作成した後、パスフレーズを使用してセキュアなサーバーを起動す
る必要はありません。る必要はありません。
    

WARNING

      セキュアなサーバーのパスフレーズ機能を無効にすると、セキュリティーリスセキュアなサーバーのパスフレーズ機能を無効にすると、セキュリティーリス
クがあります。セキュアなサーバーのパスフレーズ機能を無効にすることは推奨さクがあります。セキュアなサーバーのパスフレーズ機能を無効にすることは推奨さ
れれ ませんません。。
     

     パスフレーズを使用しないことに関連する問題は、ホストマシンで維持されるセキュリティーに直パスフレーズを使用しないことに関連する問題は、ホストマシンで維持されるセキュリティーに直
接関係します。たとえば、個々のユーザーがホストマシンの接関係します。たとえば、個々のユーザーがホストマシンの UNIX セキュリティーを危険にさらす場セキュリティーを危険にさらす場
合、そのユーザーが秘密鍵（合、そのユーザーが秘密鍵（ server.key ファイルの内容）を取得できる場合、そのユーザーは秘密鍵ファイルの内容）を取得できる場合、そのユーザーは秘密鍵
を取得できます。このキーは、セキュアなサーバーから表示されるを取得できます。このキーは、セキュアなサーバーから表示される Web ページを提供するために使用ページを提供するために使用
できます。できます。
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     UNIX セキュリティープラクティスがホストコンピューターで厳格に維持されている場合（すべてのセキュリティープラクティスがホストコンピューターで厳格に維持されている場合（すべての
オペレーティングシステムのパッチと更新が利用可能になるとすぐにインストールされ、不要なサービオペレーティングシステムのパッチと更新が利用可能になるとすぐにインストールされ、不要なサービ
スやリスクサービスが稼働することはありません）、セキュアなサーバーのパスフレーズが不要な可能スやリスクサービスが稼働することはありません）、セキュアなサーバーのパスフレーズが不要な可能
性があります。ただし、セキュアなサーバーは非常に頻繁に再起動する必要がないため、パスフレーズ性があります。ただし、セキュアなサーバーは非常に頻繁に再起動する必要がないため、パスフレーズ
の入力により提供される追加のセキュリティーは、ほとんどの場合で重要となります。の入力により提供される追加のセキュリティーは、ほとんどの場合で重要となります。
    

     server.key ファイルは、システムのファイルは、システムの root ユーザーが所有し、他のユーザーがアクセスすることはでユーザーが所有し、他のユーザーがアクセスすることはで
きません。このファイルのバックアップコピーを作成し、バックアップコピーを安全に安全な場所に保きません。このファイルのバックアップコピーを作成し、バックアップコピーを安全に安全な場所に保
持します。証明書要求を作成した後に持します。証明書要求を作成した後に server.key ファイルが失われた場合、証明書は機能せず、ファイルが失われた場合、証明書は機能せず、CA がが
役に立つことができないため、バックアップコピーが必要になります。新しい証明書を要求（および課役に立つことができないため、バックアップコピーが必要になります。新しい証明書を要求（および課
金）することが唯一の選択肢です。金）することが唯一の選択肢です。
    

     CA から証明書を購入する場合は、から証明書を購入する場合は、「「CA に送信する証明書要求の生成」に送信する証明書要求の生成」 に進みます。独自の自己署に進みます。独自の自己署
名証明書を生成している場合は、名証明書を生成している場合は、「自己署名証明書の作成」「自己署名証明書の作成」 に進みます。に進みます。
    

25.7. CA に送信する証明書要求の生成に送信する証明書要求の生成

     キーを作成したら、次の手順では、選択したキーを作成したら、次の手順では、選択した CA に送信する必要のある証明書要求を生成しまに送信する必要のある証明書要求を生成しま
す。す。/usr/share/ssl/certs/ ディレクトリーにいることを確認し、以下のコマンドを入力します。ディレクトリーにいることを確認し、以下のコマンドを入力します。
    

 make certreq 

     システムに以下の出力が表示され、パスフレーズの入力が求められます（パスフレーズオプションシステムに以下の出力が表示され、パスフレーズの入力が求められます（パスフレーズオプション
を無効にしていない限り）。を無効にしていない限り）。
    

umask 77 ; \
/usr/bin/openssl req -new -key -set_serial num /etc/httpd/conf/ssl.key/server.key 
-out /etc/httpd/conf/ssl.csr/server.csr
Using configuration from /usr/share/ssl/openssl.cnf
Enter pass phrase:

     必要でない場合は、鍵の生成時に選択したパスフレーズを入力します。次に、システムに指示が表必要でない場合は、鍵の生成時に選択したパスフレーズを入力します。次に、システムに指示が表
示され、そこから一連の応答が求められます。入力は証明書要求に組み込まれます。応答の例を含む表示され、そこから一連の応答が求められます。入力は証明書要求に組み込まれます。応答の例を含む表
示は以下のようになります。示は以下のようになります。
    

You are about to be asked to enter information that will be incorporated
into your certificate request.
What you are about to enter is what is called a Distinguished Name or a
DN.
There are quite a few fields but you can leave some blank
For some fields there will be a default value,
If you enter '.', the field will be left blank.
-----
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Country Name (2 letter code) [GB]:USState or Province Name (full name) [Berkshire]:North 
CarolinaLocality Name (eg, city) [Newbury]:RaleighOrganization Name (eg, company) [My 
Company Ltd]:Test CompanyOrganizational Unit Name (eg, section) []:TestingCommon Name 
(your name or server's hostname) []:test.example.comEmail Address 
[]:admin@example.comPlease enter the following 'extra' attributes
to be sent with your certificate request
A challenge password []:
An optional company name []:

     デフォルトの回答は、入力のリクエストごとにすぐに括弧デフォルトの回答は、入力のリクエストごとにすぐに括弧([])で表示されます。たとえば、必要な最で表示されます。たとえば、必要な最
初の情報は、証明書が使用される国の名前です。以下に例を示します。初の情報は、証明書が使用される国の名前です。以下に例を示します。
    

Country Name (2 letter code) [GB]:

     括弧内のデフォルトの入力は括弧内のデフォルトの入力は GB です。です。Enter を押してデフォルトを使用するか、国のを押してデフォルトを使用するか、国の 2 文字コード文字コード
をを 入力入力 します。します。
    

     残りの値を入力する必要があります。これらすべては分かりにくくなりますが、以下のガイドライ残りの値を入力する必要があります。これらすべては分かりにくくなりますが、以下のガイドライ
ンに従う必要があります。ンに従う必要があります。
    

       ローカリティーや状態を省略しないでください。書き出します（例：ローカリティーや状態を省略しないでください。書き出します（例： St. Louis はは Saint 
Louis として記述する必要があります）。として記述する必要があります）。
      

       このこの CSR をを CA に送信する場合は、特にに送信する場合は、特に 組織名組織名 および共通名など、すべてのフィールドおよび共通名など、すべてのフィールド
に正しい情報を提供できるように注意しに正しい情報を提供できるように注意し てくださいてください。。CA はは CSR で提供される情報を確認し、で提供される情報を確認し、
組織が組織が Common Name として提供されたものを責任しているかどうかを判断します。として提供されたものを責任しているかどうかを判断します。CA は、は、
無効として許容される情報を含む無効として許容される情報を含む CSR を拒否します。を拒否します。
      

       Common Name には、サーバーのエイリアスではなく、安全には、サーバーのエイリアスではなく、安全 なな サーバーの名前（有効なサーバーの名前（有効な 
DNS 名）に入力してください。名）に入力してください。
      

       Email Address は、は、Webmaster またはシステム管理者のメールアドレスである必要があまたはシステム管理者のメールアドレスである必要があ
ります。ります。
      

       @、、#、、& ! などの特殊文字は使用しないでください。一部のなどの特殊文字は使用しないでください。一部の CA は、特殊文字を含む証明は、特殊文字を含む証明
書要求を拒否します。会社名にアンパサンド書要求を拒否します。会社名にアンパサンド(&)が含まれている場合は、が含まれている場合は、"& ではなく「ではなく「and」と」と
して省略します。して省略します。
      

       追加属性（追加属性（チャレンジパスワードチャレンジパスワード およびおよび 任意の会社名）は任意の会社名）は使用しないでください。これら使用しないでください。これら

Red Hat Enterprise Linux 4 システム管理ガイドシステム管理ガイド

316



のフィールドを入力せずに続行するには、のフィールドを入力せずに続行するには、Enter を押して両方の入力に空のデフォルトをそのを押して両方の入力に空のデフォルトをその
まま使用します。まま使用します。
      

     情報の入力が完了したら、情報の入力が完了したら、/etc/httpd/conf/ssl.csr/server.csr ファイルが作成されます。このファイファイルが作成されます。このファイ
ルは証明書要求で、ルは証明書要求で、CA に送信する準備が整います。に送信する準備が整います。
    

     CA を決定したら、そのを決定したら、その CA のの Web サイトへの指示に従います。指示により、証明書要求、必要なサイトへの指示に従います。指示により、証明書要求、必要な
その他のドキュメント、および支払いに支払いを行う方法が記載されています。その他のドキュメント、および支払いに支払いを行う方法が記載されています。
    

     CA の要件を満たすと、証明書（通常は電子メール）が送信されまの要件を満たすと、証明書（通常は電子メール）が送信されま
す。す。/etc/httpd/conf/ssl.crt/server.crt として送信する証明書を保存（またはカットアンドペースト）しとして送信する証明書を保存（またはカットアンドペースト）し
ます。このファイルのバックアップを必ず維持してください。ます。このファイルのバックアップを必ず維持してください。
    

25.8. 自己署名証明書の作成自己署名証明書の作成

     独自の自己署名証明書を作成できます。自己署名証明書は、独自の自己署名証明書を作成できます。自己署名証明書は、CA 署名証明書のセキュリティー保証を署名証明書のセキュリティー保証を
提供しない点に注意してください。証明書の詳細は、提供しない点に注意してください。証明書の詳細は、「証明書の種類」「証明書の種類」 を参照してください。を参照してください。
    

     独自の自己署名証明書を作成するには、まず「独自の自己署名証明書を作成するには、まず「 「キーの生成」「キーの生成」 」の手順に従ってランダムな鍵を作」の手順に従ってランダムな鍵を作
成します。キーが完了したら、成します。キーが完了したら、/usr/share/ssl/certs/ ディレクトリーにあることを確認し、以下のコマディレクトリーにあることを確認し、以下のコマ
ンドを入力します。ンドを入力します。
    

make testcert

     以下の出力が表示され、パスフレーズの入力が求められます（パスフレーズなしで鍵を生成しない以下の出力が表示され、パスフレーズの入力が求められます（パスフレーズなしで鍵を生成しない
限り）。限り）。
    

umask 77 ; \
/usr/bin/openssl req -new -key -set_serial num /etc/httpd/conf/ssl.key/server.key  
-x509 -days 365 -out /etc/httpd/conf/ssl.crt/server.crt
Using configuration from /usr/share/ssl/openssl.cnf
Enter pass phrase:

     次に、詳細情報を尋ねられます。コンピューターの出力と入力のセットは以下のようになります次に、詳細情報を尋ねられます。コンピューターの出力と入力のセットは以下のようになります
（組織およびホストの正しい情報を提供）。（組織およびホストの正しい情報を提供）。
    

You are about to be asked to enter information that will be incorporated
into your certificate request.
What you are about to enter is what is called a Distinguished Name or a
DN.
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There are quite a few fields but you can leave some blank
For some fields there will be a default value,
If you enter '.', the field will be left blank.
-----
Country Name (2 letter code) [GB]:US      
State or Province Name (full name) [Berkshire]:North CarolinaLocality Name (eg, city) 
[Newbury]:RaleighOrganization Name (eg, company) [My Company Ltd]:My Company, 
Inc.Organizational Unit Name (eg, section) []:DocumentationCommon Name (your name or 
server's hostname) []:myhost.example.comEmail Address []:myemail@example.com

     正しい情報を指定すると、自己署名証明書が正しい情報を指定すると、自己署名証明書が /etc/httpd/conf/ssl.crt/server.crt に作成されます。以に作成されます。以
下のコマンドを実行して、証明書を生成した後にセキュアなサーバーを再起動します。下のコマンドを実行して、証明書を生成した後にセキュアなサーバーを再起動します。
    

/sbin/service httpd restart

25.9. 証明書のテスト証明書のテスト

     デフォルトでインストールされたテスト証明書をテストするには、デフォルトでインストールされたテスト証明書をテストするには、CA 署名証明書または自己署名証署名証明書または自己署名証
明書のいずれかで、明書のいずれかで、Web ブラウザーに以下のホームページを指定します（ブラウザーに以下のホームページを指定します（ server.example.com はドはド
メイン名に置き換えてください）。メイン名に置き換えてください）。
    

https://server.example.com

備考備考

      http の後ろにの後ろに s をメモします。をメモします。https: プレフィックスはセキュアなプレフィックスはセキュアな HTTP トランザトランザ
クションに使用されます。クションに使用されます。
     

     既知の既知の CA からから CA 署名証明書を使用している場合は、ブラウザーが自動的に証明書を受け入れ署名証明書を使用している場合は、ブラウザーが自動的に証明書を受け入れ
（入力を要求しずに）、セキュアな接続を作成します。証明書は（入力を要求しずに）、セキュアな接続を作成します。証明書は CA によって署名されないため、ブラによって署名されないため、ブラ
ウザーはテストまたは自己署名証明書を自動的に認識しません。ウザーはテストまたは自己署名証明書を自動的に認識しません。CA からの証明書を使用していない場からの証明書を使用していない場
合は、ブラウザーが提供する指示に従って証明書を受け入れます。合は、ブラウザーが提供する指示に従って証明書を受け入れます。
    

     ブラウザーが証明書を受け入れると、セキュアなサーバーによりデフォルトのホームページが表示ブラウザーが証明書を受け入れると、セキュアなサーバーによりデフォルトのホームページが表示
されます。されます。
    

25.10. サーバーへのアクセスサーバーへのアクセス

     セキュアなサーバーにアクセスするには、以下のようなセキュアなサーバーにアクセスするには、以下のような URL を使用します。を使用します。
    

https://server.example.com
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     非セキュアなサーバーは、以下のような非セキュアなサーバーは、以下のような URL を使用してアクセスできます。を使用してアクセスできます。
    

http://server.example.com

     セキュアなセキュアな Web 通信の標準ポートはポート通信の標準ポートはポート 443 です。非セキュアなです。非セキュアな Web 通信の標準ポートはポー通信の標準ポートはポー
トト 80 です。セキュアなサーバーのデフォルト設定は、です。セキュアなサーバーのデフォルト設定は、2 つの標準ポートの両方でリッスンします。そつの標準ポートの両方でリッスンします。そ
のため、のため、URL にポート番号を指定する必要はありません（ポート番号が使用されます）。にポート番号を指定する必要はありません（ポート番号が使用されます）。
    

     ただし、非標準ポート（例：ただし、非標準ポート（例： 80 またはまたは 443 以外）でリッスンするようにサーバーを設定する場合以外）でリッスンするようにサーバーを設定する場合
は、標準以外のポートでサーバーに接続する予定のすべてのは、標準以外のポートでサーバーに接続する予定のすべての URL にポート番号を指定する必要がありにポート番号を指定する必要があり
ます。ます。
    

     たとえば、ポートたとえば、ポート 12331 でセキュアではない仮想ホストを実行するようにサーバーを設定しているでセキュアではない仮想ホストを実行するようにサーバーを設定している
とします。その仮想ホストに接続するとします。その仮想ホストに接続する URL は、は、URL にポート番号を指定する必要があります。以下のにポート番号を指定する必要があります。以下の 
URL の例では、ポートの例では、ポート 12331 でリッスンしているセキュアではないサーバーに接続を試みます。でリッスンしているセキュアではないサーバーに接続を試みます。
    

http://server.example.com:12331

25.11. 関連情報関連情報

     Apache HTTP Server の詳細は、の詳細は、「関連情報」「関連情報」 を参照してください。を参照してください。
    

25.11.1. 便利な便利な Web サイトサイト

        http://www.modssl.org/: mod_ssl のの Web サイトは、サイトは、mod_ssl に関する情報に対する具に関する情報に対する具
体的なソースです。体的なソースです。Web サイトには、サイトには、http://www.modssl.org/docs/ でで 『『ユーザーマニュアユーザーマニュア
ルル』』 など、さまざまなドキュメントが含まれています。など、さまざまなドキュメントが含まれています。
       

25.11.2. 関連書籍関連書籍

        『『Apache: O'Reilly & Associates, Inc. The Definitive Guide』』 , 3rd edition, Ben Laurie 
and gitops Laurie, O'Reilly & Associates, Inc.
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第第26章章 認証設定認証設定

    ユーザーがユーザーが Red Hat Enterprise Linux システムにログインする場合は、ユーザー名とパスワードのシステムにログインする場合は、ユーザー名とパスワードの
組み合わせを有効およびアクティブなユーザーとして検証するか、組み合わせを有効およびアクティブなユーザーとして検証するか、認証認証 する必要があります。ユーザーする必要があります。ユーザー
がローカルシステムにあることを検証するための情報や、システムがリモートシステムのユーザーデーがローカルシステムにあることを検証するための情報や、システムがリモートシステムのユーザーデー
タベースに認証を忘れるようにする場合もあります。タベースに認証を忘れるようにする場合もあります。
   

    Authentication Configuration Tool は、は、NIS、、LDAP、および、および Hesiod を設定して、ユーザー情報をを設定して、ユーザー情報を
取得し、認証プロトコルとして取得し、認証プロトコルとして LDAP、、Kerberos、および、および SMB を設定するためのグラフィカルインを設定するためのグラフィカルイン
ターフェースを提供します。ターフェースを提供します。
   

備考備考

     インストール時またはセキュリティーレベルインストール時またはセキュリティーレベル( Security Level Configuration Tool )でで
中規模または高レベルのセキュリティーレベルを設定している場合は、中規模または高レベルのセキュリティーレベルを設定している場合は、NIS やや LDAP をを
含むネットワーク認証方法はファイアウォールを通過できません。含むネットワーク認証方法はファイアウォールを通過できません。
    

    本章では、各認証タイプを詳細に説明しません。代わりに、本章では、各認証タイプを詳細に説明しません。代わりに、Authentication Configuration Tool をを
使用して設定する方法を説明します。特定の認証タイプに関する詳細は、『使用して設定する方法を説明します。特定の認証タイプに関する詳細は、『『リファレンスガイド』『リファレンスガイド』』』 
を参照してください。を参照してください。
   

    デスクトップからグラフィカルバージョンのデスクトップからグラフィカルバージョンの Authentication Configuration Tool を起動するにを起動するに
は、は、Main Menu Button (Panel)=> System Settings => Authentication を選択するか、シェルプロンを選択するか、シェルプロン
プトでプトで system-config-authentication コマンドを入力します（例：コマンドを入力します（例： XTerm やや GNOME ターミナターミナ
ルル）。テキストベースのバージョンを起動するには、シェルプロンプトで）。テキストベースのバージョンを起動するには、シェルプロンプトで root としてとして authconfig コマコマ
ンドを実行します。ンドを実行します。
   

重要な影響重要な影響

     認証プログラムを終了すると、変更は即座に反映されます。認証プログラムを終了すると、変更は即座に反映されます。
    

26.1. ユーザー情報ユーザー情報

     User Information タブには複数のオプションがあります。オプションを有効にするには、その横のタブには複数のオプションがあります。オプションを有効にするには、その横の
空のチェックボックスをクリックします。オプションを無効にするには、そのチェックボックスの横に空のチェックボックスをクリックします。オプションを無効にするには、そのチェックボックスの横に
あるチェックボックスをクリックして、チェックボックスをクリアします。あるチェックボックスをクリックして、チェックボックスをクリアします。OK をクリックしてプログをクリックしてプログ
ラムを終了し、変更を適用します。ラムを終了し、変更を適用します。
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図図26.1 ユーザー情報ユーザー情報

[D]

     以下の一覧で、各オプションの設定内容を説明します。以下の一覧で、各オプションの設定内容を説明します。
    

       NIS サポートの有効化サポートの有効化 - このオプションを選択して、ユーザーとパスワード認証用にこのオプションを選択して、ユーザーとパスワード認証用に NIS 
サーバーに接続するサーバーに接続する NIS クライアントとしてシステムを設定します。クライアントとしてシステムを設定します。Configure NIS ボタンをボタンを
クリックしてクリックして NIS ドメインおよびドメインおよび NIS サーバーを指定します。サーバーを指定します。NIS サーバーを指定しないと、サーバーを指定しないと、
デーモンはブロードキャストを介して検索を試みます。デーモンはブロードキャストを介して検索を試みます。
      

       このオプションが機能するには、このオプションが機能するには、ypbind パッケージがインストールされている必要がありパッケージがインストールされている必要があり
ます。ます。NIS サポートが有効になっていると、サポートが有効になっていると、ポートポート マップとマップと ypbind サービスが開始し、シスサービスが開始し、シス
テムの起動時に開始することもできます。テムの起動時に開始することもできます。
      

       Enable LDAP Support - このオプションを選択して、このオプションを選択して、LDAP 経由でユーザー情報を取得す経由でユーザー情報を取得す
るようにシステムを設定します。るようにシステムを設定します。Configure LDAP ボタンをクリックして、ボタンをクリックして、LDAP 検索ベース検索ベース 
DN とと LDAP サーバーを指定しますサーバーを指定します。。TLS を使用して接続を暗号化するを使用して接続を暗号化する 場合は、場合は、Transport 
Layer Security を使用してを使用して LDAP サーバーに送信されたパスワードを暗号化します。サーバーに送信されたパスワードを暗号化します。
      

       このオプションが機能するには、このオプションが機能するには、openldap-clients パッケージをインストールする必要がパッケージをインストールする必要が
あります。あります。
      

       LDAP の詳細は、『の詳細は、『『リファレンスガイド』『リファレンスガイド』』』 を参照してください。を参照してください。
      

       Enable Hesiod Support - このオプションを選択して、ユーザー情報を含むリモートのこのオプションを選択して、ユーザー情報を含むリモートの 
Hesiod データベースから情報を取得するようにシステムを設定します。データベースから情報を取得するようにシステムを設定します。
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       hesiod パッケージがインストールされている必要があります。パッケージがインストールされている必要があります。
      

       winbind - Windows Active Directory またはまたは Windows ドメインコントローラーに接続すドメインコントローラーに接続す
るようにシステムを設定するには、このオプションを選択します。ユーザー情報には、サーるようにシステムを設定するには、このオプションを選択します。ユーザー情報には、サー
バー認証オプションだけでなく、サーバー認証オプションも設定できます。バー認証オプションだけでなく、サーバー認証オプションも設定できます。
      

       Cache User Information: このオプションを選択して、このオプションを選択して、name サービスキャッシュデーモンサービスキャッシュデーモン
(nscd)を有効にし、システムの起動時に開始するように設定します。を有効にし、システムの起動時に開始するように設定します。
      

       このオプションを機能させるには、このオプションを機能させるには、nscd パッケージがインストールされている必要がありパッケージがインストールされている必要があり
ます。ます。
      

26.2. 認証認証

     Authentication タブは、ネットワーク認証方法の設定を可能にします。オプションを有効にするにタブは、ネットワーク認証方法の設定を可能にします。オプションを有効にするに
は、その横の空のチェックボックスをクリックします。オプションを無効にするには、そのチェックは、その横の空のチェックボックスをクリックします。オプションを無効にするには、そのチェック
ボックスの横にあるチェックボックスをクリックして、チェックボックスをクリアします。ボックスの横にあるチェックボックスをクリックして、チェックボックスをクリアします。
    

図図26.2 認証認証

[D]

     以下は、各オプションの設定内容を説明します。以下は、各オプションの設定内容を説明します。
    

       Enable Kerberos Support - このオプションを選択してこのオプションを選択して Kerberos 認証を有効にしま認証を有効にしま
す。す。Configure Kerberos ボタンをクリックして以下を設定します。ボタンをクリックして以下を設定します。
      

Red Hat Enterprise Linux 4 システム管理ガイドシステム管理ガイド

322

ld-idm140456063466608.html


         レルムレルム - Kerberos サーバーのレルムを設定します。レルムは、サーバーのレルムを設定します。レルムは、Kerberos を使用するを使用する
ネットワークであり、ネットワークであり、1 つ以上のつ以上の KDC と、場合によっては多数のクライアントで構成されと、場合によっては多数のクライアントで構成され
ます。ます。
        

         KDC: Kerberos チケットを発行するサーバーであるチケットを発行するサーバーである Key Distribution Center(KDC)
を定義します。を定義します。
        

         Admin Servers: kadmind を実行する管理サーバーを指定します。を実行する管理サーバーを指定します。
        

       このオプションが機能するには、このオプションが機能するには、krb5- libs パッケージおよびパッケージおよび krb5-workstation パッケーパッケー
ジがインストールされている必要があります。ジがインストールされている必要があります。Kerberos の詳細はの詳細は 『『『リファレンスガイ『リファレンスガイ
ド』ド』』』 を参照してください。を参照してください。
      

       Enable LDAP Support - このオプションを選択して、標準のこのオプションを選択して、標準の PAM 対応アプリケーション対応アプリケーション
で認証にで認証に LDAP を使用します。を使用します。Configure LDAP ボタンをクリックして以下を指定します。ボタンをクリックして以下を指定します。
      

         TLS を使用して接続を暗号化を使用して接続を暗号化 します。します。Transport Layer Security を使用してを使用して LDAP 
サーバーに送信されたパスワードを暗号化します。サーバーに送信されたパスワードを暗号化します。
        

         LDAP 検索ベース検索ベース DN: 識別名識別名(DN)でユーザー情報を取得します。でユーザー情報を取得します。
        

         LDAP サーバーサーバー: LDAP サーバーのサーバーの IP アドレスを指定します。アドレスを指定します。
        

       このオプションが機能するには、このオプションが機能するには、openldap-clients パッケージをインストールする必要がパッケージをインストールする必要が
あります。あります。LDAP の詳細はの詳細は 『『『リファレンスガイド』『リファレンスガイド』』』 を参照してください。を参照してください。
      

       Shadow Passwords の使用の使用: このオプションを選択すると、パスワードをシャドウパスこのオプションを選択すると、パスワードをシャドウパス
ワード形式でワード形式で /etc/passwd ではなくではなく /etc/shadow ファイルに保存します。シャドウパスワードファイルに保存します。シャドウパスワード
はインストール時にデフォルトで有効になっており、システムのセキュリティーを強化するのはインストール時にデフォルトで有効になっており、システムのセキュリティーを強化するの
に強く推奨されます。に強く推奨されます。
      

       このオプションを機能させるには、このオプションを機能させるには、shadow-utils パッケージがインストールされている必パッケージがインストールされている必
要があります。シャドウパスワードの詳細は、『要があります。シャドウパスワードの詳細は、『『リファレンスガイド』『リファレンスガイド』』』 の「の「 『『ユーザーとユーザーと
グループ」グループ」』』 の章を参照してください。の章を参照してください。
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       SMB サポートの有効化サポートの有効化 - このオプションは、このオプションは、SMB サーバーを使用してユーザーを認証すサーバーを使用してユーザーを認証す
るようにるように PAM を設定します。を設定します。Configure SMB ボタンをクリックして以下を指定します。ボタンをクリックして以下を指定します。
      

         workgroup: 使用する使用する SMB ワークグループを指定します。ワークグループを指定します。
        

         ドメインコントローラードメインコントローラー: 使用する使用する SMB ドメインコントローラーを指定します。ドメインコントローラーを指定します。
        

       winbind - Windows Active Directory またはまたは Windows ドメインコントローラーに接続すドメインコントローラーに接続す
るようにシステムを設定するには、このオプションを選択します。ユーザー情報には、サーるようにシステムを設定するには、このオプションを選択します。ユーザー情報には、サー
バー認証オプションだけでなく、サーバー認証オプションも設定できます。バー認証オプションだけでなく、サーバー認証オプションも設定できます。
      

       MD5 Passwords の使用の使用 - このオプションを選択してこのオプションを選択して MD5 パスワードを有効にします。こパスワードを有効にします。こ
れにより、パスワードはれにより、パスワードは 8 文字以下ではなく文字以下ではなく 256 文字まで使用できます。これはインストール文字まで使用できます。これはインストール
時にデフォルトで選択されるため、セキュリティーを強化するために強く推奨されます。時にデフォルトで選択されるため、セキュリティーを強化するために強く推奨されます。
      

26.3. コマンドラインのバージョンコマンドラインのバージョン

     Authentication Configuration Tool は、インターフェースなしでコマンドラインツールとして実行は、インターフェースなしでコマンドラインツールとして実行
することもできます。コマンドラインバージョンは、設定スクリプトまたはキックスタートスクリプトすることもできます。コマンドラインバージョンは、設定スクリプトまたはキックスタートスクリプト
で使用できます。認証オプションはで使用できます。認証オプションは 表表26.1「コマンドラインオプション」「コマンドラインオプション」 で要約されています。で要約されています。
    

ヒントヒント

      これらのオプションは、これらのオプションは、authconfig のの man ページか、シェルプロンプトでページか、シェルプロンプトで 
authconfig --help と入力しても確認できます。と入力しても確認できます。
     

表表26.1 コマンドラインオプションコマンドラインオプション

 オプションオプション  Description 

 --enableshadow  シャドウパスワードの有効化シャドウパスワードの有効化 

 --disableshadow  シャドウパスワードの無効化シャドウパスワードの無効化 

 --enablemd5  MD5 パスワードの有効化パスワードの有効化 

 --disablemd5  MD5 パスワードの無効化パスワードの無効化 
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 --enablenis  NIS の有効化の有効化 

 --disablenis  NIS の無効化の無効化 

 --nisdomain=<domain>  NIS ドメインの指定ドメインの指定 

 --nisserver=<server>  NIS サーバーを指定するサーバーを指定する 

 --enableldap  ユーザー情報のユーザー情報の LDAP の有効化の有効化 

 --disableldap  ユーザー情報のユーザー情報の LDAP の無効化の無効化 

 --enableldaptls  LDAP でのでの TLS の使用の有効化の使用の有効化 

 --disableldaptls  LDAP でのでの TLS の使用の無効化の使用の無効化 

 --enableldapauth  認証用の認証用の LDAP の有効化の有効化 

 --disableldapauth  認証用の認証用の LDAP の無効化の無効化 

 --ldapserver=<server>  LDAP サーバーを指定します。サーバーを指定します。 

 --ldapbasedn=<dn>  LDAP ベースベース DN を指定します。を指定します。 

 --enablekrb5  Kerberos の有効化の有効化 

 --disablekrb5  Kerberos の無効化の無効化 

 --krb5kdc=<kdc>  Kerberos KDC の指定の指定 

 --krb5adminserver=<server>  Kerberos 管理サーバーの指定管理サーバーの指定 

 --krb5realm=<realm>  Kerberos レルムの指定レルムの指定 

 --enablekrb5kdcdns  DNS を使用してを使用して Kerberos KDC をを
検索する検索する 

 --disablekrb5kdcdns  DNS を使用してを使用して Kerberos KDC をを
検索する方法を無効にします。検索する方法を無効にします。 

 オプションオプション  Description 
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 --enablekrb5realmdns  DNS を使用してを使用して Kerberos レルムのレルムの
検索を有効にします。検索を有効にします。 

 --disablekrb5realmdns  DNS を使用したを使用した Kerberos レルムのレルムの
検索を無効にします。検索を無効にします。 

 --enablesmbauth  SMB の有効化の有効化  

 --disablesmbauth  SMB の無効化の無効化  

 --smbworkgroup=<workgroup>  SMB ワークグループの指定ワークグループの指定  

 --smbservers=<server>  SMB サーバーの指定サーバーの指定  

 --enablewinbind  デフォルトでユーザー情報のデフォルトでユーザー情報の 
winbind の有効化の有効化  

 --disablewinbind  デフォルトでは、ユーザー情報のデフォルトでは、ユーザー情報の 
winbind を無効にします。を無効にします。  

 --enablewinbindauth  デフォルトで認証用にデフォルトで認証用に winbindauth 
を有効にするを有効にする 

 --disablewinbindauth  デフォルトで認証用にデフォルトで認証用に winbindauth 
を無効にするを無効にする 

 --smbsecurity=<user|server|domain|ads>  Samba およびおよび winbind に使用するに使用する
セキュリティーモードセキュリティーモード 

 --smbrealm=<STRING>  security=adsの場合にの場合に Samba およおよ
びび winbind のデフォルトレルムのデフォルトレルム  

 --smbidmapuid=<lowest-highest>  UID 範囲範囲 winbind がドメインまたはがドメインまたは  
ADS ユーザーに割り当てるユーザーに割り当てる 

 --smbidmapgid=<lowest-highest>  GID 範囲範囲 winbind がドメインまたはがドメインまたは 
ADS ユーザーに割り当てるユーザーに割り当てる 

 --winbindseparator=<\>  winbindusedefaultdomain が有効が有効
になっていない場合にになっていない場合に winbind ユーユー
ザー名のドメイン部分とユーザー部ザー名のドメイン部分とユーザー部
分を分離するために使用される文字分を分離するために使用される文字 

 オプションオプション  Description 
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 --winbindtemplatehomedir=</home/%D/%U>  winbind ユーザーがホームとして持ユーザーがホームとして持
つディレクトリーつディレクトリー 

 --winbindtemplateprimarygroup=<nobody>  winbind ユーザーがプライマリーグユーザーがプライマリーグ
ループとして持つグループループとして持つグループ 

 --winbindtemplateshell=</bin/false>  winbind ユーザーがデフォルトのロユーザーがデフォルトのロ
グインシェルとして使用するシェルグインシェルとして使用するシェル 

 --enablewinbindusedefaultdomain  ユーザー名にドメインのないユーユーザー名にドメインのないユー
ザーがドメインユーザーであることザーがドメインユーザーであること
を仮定するようにを仮定するように winbind を設定しを設定し
ます。ます。 

 --disablewinbindusedefaultdomain  ユーザー名にドメインのないユーユーザー名にドメインのないユー
ザーがドメインユーザーではないこザーがドメインユーザーではないこ
とを仮定するようにとを仮定するように winbind を設定を設定
します。します。 

 --winbindjoin=<Administrator>  winbind ドメインまたはドメインまたは ADS レルレル
ムをこの管理者として参加させまムをこの管理者として参加させま
す。す。 

 --enablewins  ホスト名の解決にホスト名の解決に WINS を有効にすを有効にす
るる 

 --disablewins  ホスト名の解決のホスト名の解決の WINS の無効化の無効化 

 --enablehesiod  Hesiod の有効化の有効化 

 --disablehesiod  Hesiod の無効化の無効化 

 --hesiodlhs=<lhs>  Hesiod LHS を指定します。を指定します。 

 --hesiodrhs=<rhs>  Hesiod RHS を指定します。を指定します。 

 --enablecache  nscdの有効化の有効化 

 --disablecache  Disable nscd 

 オプションオプション  Description 
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 --nostart  ポートマップが設定されている場合ポートマップが設定されている場合
でもでも 、、 ポートマップ、ポートマップ、ypbind サーサー
ビス、またはビス、または nscd サービスを開始サービスを開始
または停止しないでください。または停止しないでください。 

 --kickstart  ユーザーインターフェースは表示しユーザーインターフェースは表示し
ません。ません。 

 --probe  プローブおよびネットワークのデプローブおよびネットワークのデ
フォルトの表示フォルトの表示 

 オプションオプション  Description 
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パートパート V. システム設定システム設定

    システム管理者のジョブには、さまざまなタスク、ユーザーの種類、およびハードウェア設定に対しシステム管理者のジョブには、さまざまなタスク、ユーザーの種類、およびハードウェア設定に対し
てシステムが設定されます。本セクションでは、てシステムが設定されます。本セクションでは、Red Hat Enterprise Linux システムを設定する方法をシステムを設定する方法を
説明します。説明します。
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第第27章章 コンソールアクセスコンソールアクセス

    通常（通常（root 以外の）ユーザーがコンピューターにローカルでログインする場合は、以下の以外の）ユーザーがコンピューターにローカルでログインする場合は、以下の 2 種類の種類の
特別なパーミッションが付与されます。特別なパーミッションが付与されます。
   

1. 
      そうでないと実行できない特定のプログラムを実行できます。そうでないと実行できない特定のプログラムを実行できます。
     

2. 
      これらは、ディスクへのアクセスに使用される特定のファイル（通常は特別なデバイスファこれらは、ディスクへのアクセスに使用される特定のファイル（通常は特別なデバイスファ
イル、イル、CD-ROM など）にアクセスでき、それ以外はアクセスできません。など）にアクセスでき、それ以外はアクセスできません。
     

    1 台のコンピューターには複数のコンソールがあり、複数のユーザーを同時にコンピューターにログ台のコンピューターには複数のコンソールがあり、複数のユーザーを同時にコンピューターにログ
インできるため、ユーザーのインできるため、ユーザーの 1 つは基本的にファイルにアクセスするための競合を判断する必要がありつは基本的にファイルにアクセスするための競合を判断する必要があり
ます。コンソールにログインする最初のユーザーはこれらのファイルを所有します。最初のユーザーがます。コンソールにログインする最初のユーザーはこれらのファイルを所有します。最初のユーザーが
ログアウトすると、ファイルを所有する次のユーザーが表示されます。ログアウトすると、ファイルを所有する次のユーザーが表示されます。
   

    一方、コンソールにログインしている一方、コンソールにログインしている すべてすべて のユーザーは、通常、のユーザーは、通常、root ユーザーに制限のあるタスユーザーに制限のあるタス
クを実行するプログラムを実行できます。クを実行するプログラムを実行できます。X を実行している場合は、グラフィカルユーザーインターを実行している場合は、グラフィカルユーザーインター
フェースにメニュー項目としてこれらのアクションを追加できます。フェースにメニュー項目としてこれらのアクションを追加できます。console-accessable プログラムプログラム
には、には、halt、、poweroff、、reboot が含まれます。が含まれます。
   

27.1. SHUTDOWN VIA CTRL+ALT+DELの無効化の無効化

     デフォルトでは、デフォルトでは、/etc/inittab は、コンソールで使用するは、コンソールで使用する Ctrl+Alt+Del のキーの組み合わせに対応しのキーの組み合わせに対応し
て、システムをて、システムを shutdown に設定し、再起動します。この機能を完全に無効にするには、ハッシュ記号に設定し、再起動します。この機能を完全に無効にするには、ハッシュ記号
(#)の前にハッシュ記号の前にハッシュ記号(#)を置くことで、を置くことで、 /etc/inittab で以下の行をコメントアウトします。で以下の行をコメントアウトします。
    

ca::ctrlaltdel:/sbin/shutdown -t3 -r now

     または、特定のまたは、特定の root 以外のユーザーが、以外のユーザーが、Ctrl+Alt+Del を使用してコンソールからシステムのシャッを使用してコンソールからシステムのシャッ
トダウンまたは再起動を許可できます。以下の手順を実行して、この特権を特定ユーザーに制限できまトダウンまたは再起動を許可できます。以下の手順を実行して、この特権を特定ユーザーに制限できま
す。す。
    

1. 
       上記の上記の /etc/inittab 行に行に -a オプションを追加して、読み込みます。オプションを追加して、読み込みます。
      

ca::ctrlaltdel:/sbin/shutdown -a -t3 -r now

       -a フラグは、シャットダウンにフラグは、シャットダウンに /etc/ shutdown.allow ファイルを検索するように指示しまファイルを検索するように指示しま
す。す。
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2. 
       /etc にに shutdown.allow という名前のファイルを作成します。という名前のファイルを作成します。shutdown.allow ファイルにファイルに
は、は、Ctrl+Alt+Del を使用してシステムをシャットダウンできるユーザーのユーザー名が一覧表を使用してシステムをシャットダウンできるユーザーのユーザー名が一覧表
示されます。示されます。shutdown.allow ファイルの形式は、以下のように、ファイルの形式は、以下のように、1 行に行に 1 つずつユーザー名のつずつユーザー名の
一覧です。一覧です。
      

stephen
jack
sophie

     このこの shutdown.allow ファイルの例では、ユーザーファイルの例では、ユーザー stephen、、jack、および、および sophie 
は、は、Ctrl+Alt+Del を使用してコンソールからシステムをシャットダウンできます。このキーの組み合わを使用してコンソールからシステムをシャットダウンできます。このキーの組み合わ
せを使用すると、せを使用すると、/etc/inittab のの shutdown -a コマンドは、コマンドは、/etc/shutdown.allow （または（または root）の）の
ユーザーが仮想コンソールにログインしているかどうかを確認します。いずれかのシステムシャットダユーザーが仮想コンソールにログインしているかどうかを確認します。いずれかのシステムシャットダ
ウンが続行されます。そうでない場合は、エラーメッセージがシステムコンソールに書き込まれます。ウンが続行されます。そうでない場合は、エラーメッセージがシステムコンソールに書き込まれます。
    

     shutdown.allow の詳細は、の詳細は、man ページのページの shutdown を参照してください。を参照してください。
    

27.2. コンソールプログラムアクセスの無効化コンソールプログラムアクセスの無効化

     ユーザーがコンソールプログラムへのアクセスを無効にするには、ユーザーがコンソールプログラムへのアクセスを無効にするには、root で以下のコマンドを実行しで以下のコマンドを実行し
ます。ます。
    

rm -f /etc/security/console.apps/*

     コンソールが保護されていない環境では（コンソールが保護されていない環境では（BIOS およびブートローダーのパスワードが設定されていおよびブートローダーのパスワードが設定されてい
ないと、ないと、Ctrl+Alt+Delete が無効になり、電源とリセットスイッチが無効になるなど）、コンソールでが無効になり、電源とリセットスイッチが無効になるなど）、コンソールで
のユーザーは電源オフ、のユーザーは電源オフ、停止停止、および、および 再起動再起動 を実行できず、デフォルトではコンソールからアクセスを実行できず、デフォルトではコンソールからアクセス
できます。できます。
    

     これらの機能を削除するには、これらの機能を削除するには、root で以下のコマンドを実行します。で以下のコマンドを実行します。
    

rm -f /etc/security/console.apps/poweroffrm -f /etc/security/console.apps/haltrm -f 
/etc/security/console.apps/reboot

27.3. コンソールの定義コンソールの定義

     pam_console.so モジュールは、モジュールは、/etc/security/console.perms ファイルを使用して、システムコンファイルを使用して、システムコン
ソールのユーザーパーミッションを決定します。ファイルの構文は柔軟性が非常に高くなります。これソールのユーザーパーミッションを決定します。ファイルの構文は柔軟性が非常に高くなります。これ
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らの命令が適用されないようにファイルを編集することができます。ただし、デフォルトのファイルにらの命令が適用されないようにファイルを編集することができます。ただし、デフォルトのファイルに
は以下のような行があります。は以下のような行があります。
    

<console>=tty[0-9][0-9]* vc/[0-9][0-9]* :[0-9]\.[0-9] :[0-9]

     ユーザーがログインすると、何らかの名前付きターミナルに割り当てられユーザーがログインすると、何らかの名前付きターミナルに割り当てられ ます（ます（ : 0 やや 
mymachine.example.com:1. 0 など、名前が指定されたなど、名前が指定された X サーバー、またはサーバー、または /dev/ttyS0 やや /dev/pts/2 
などのデバイス）。デフォルトでは、ローカルの仮想コンソールとローカルなどのデバイス）。デフォルトでは、ローカルの仮想コンソールとローカル X サーバーがローカルとみサーバーがローカルとみ
なされますが、なされますが、/dev/ttyS1 ポートの横のシリアルターミナルをローカルとみなす場合は、その行を読みポートの横のシリアルターミナルをローカルとみなす場合は、その行を読み
込むように変更できます。込むように変更できます。
    

<console>=tty[0-9][0-9]* vc/[0-9][0-9]* :[0-9]\.[0-9] :[0-9] /dev/ttyS1

27.4. コンソールからのファイルへのアクセス許可コンソールからのファイルへのアクセス許可

     /etc/security/console.perms には、以下のような行を含むセクションがあります。には、以下のような行を含むセクションがあります。
    

<floppy>=/dev/fd[0-1]* \
         /dev/floppy/* /mnt/floppy*
<sound>=/dev/dsp* /dev/audio* /dev/midi* \
        /dev/mixer* /dev/sequencer \
        /dev/sound/* /dev/beep \
/dev/snd/*
<cdrom>=/dev/cdrom* /dev/cdroms/* /dev/cdwriter* /mnt/cdrom*

     必要に応じて、このセクションに独自の行を追加できます。適切なデバイスを参照する行を必ず確必要に応じて、このセクションに独自の行を追加できます。適切なデバイスを参照する行を必ず確
認してください。たとえば、以下の行を追加できます。認してください。たとえば、以下の行を追加できます。
    

<scanner>=/dev/scanner /dev/usb/scanner*

     （当然ながら、（当然ながら、/dev/scanner が実際のスキャナーであり、ハードドライブではないことを確認しまが実際のスキャナーであり、ハードドライブではないことを確認しま
す。）す。）
    

     これは最初の手順です。これは最初の手順です。2 つ目の手順では、これらのファイルを使用して何が起こるかを定義しまつ目の手順では、これらのファイルを使用して何が起こるかを定義しま
す。す。/etc/security/console.perms の最後のセクションで、以下のような行を確認します。の最後のセクションで、以下のような行を確認します。
    

<console> 0660 <floppy> 0660 root.floppy
<console> 0600 <sound>  0640 root
<console> 0600 <cdrom>  0600 root.disk

     そして、次のような行を追加します。そして、次のような行を追加します。
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<console> 0600 <scanner> 0600 root

     次に、コンソールでログインすると、次に、コンソールでログインすると、/dev/scanner デバイスの所有者にデバイスの所有者に 0600 のパーミッションがのパーミッションが
付与されます（ユーザーのみが読み取り、書き込み可能）。ログアウトすると、デバイスは付与されます（ユーザーのみが読み取り、書き込み可能）。ログアウトすると、デバイスは root にに
よって所有され、パーミッションがよって所有され、パーミッションが 0600 になります（現在は、になります（現在は、root でのみ読み取りでのみ読み取り/書き込み可能）。書き込み可能）。
    

27.5. 他のアプリケーションのコンソールアクセスの有効化他のアプリケーションのコンソールアクセスの有効化

     コンソールユーザーが他のアプリケーションにアクセスできるようにするには、より多くの作業がコンソールユーザーが他のアプリケーションにアクセスできるようにするには、より多くの作業が
必要になります。必要になります。
    

     まず、コンソールアクセスは、まず、コンソールアクセスは、/sbin/ またはまたは /usr /sbin/  にあるアプリケーションに対してにあるアプリケーションに対して のみのみ 機機
能するので、実行するアプリケーションが存在する必要があります。これを確認したら、以下の手順を能するので、実行するアプリケーションが存在する必要があります。これを確認したら、以下の手順を
実施します。実施します。
    

1. 
       サンプルサンプル foo プログラムなどのアプリケーションの名前からプログラムなどのアプリケーションの名前から /usr/bin/consolehelper アプアプ
リケーションへのリンクを作成します。リケーションへのリンクを作成します。
      

cd /usr/binln -s consolehelper foo

2. 
       /etc/security/console.apps/foo ファイルを作成します。ファイルを作成します。
      

touch /etc/security/console.apps/foo

3. 
       /etc/pam.d/ にに foo サービスのサービスの PAM 設定ファイルを作成します。これを簡単に行うには、設定ファイルを作成します。これを簡単に行うには、
halt サービスのサービスの PAM 設定ファイルのコピーから開始し、動作を変更する場合はファイルを変設定ファイルのコピーから開始し、動作を変更する場合はファイルを変
更します。更します。
      

cp /etc/pam.d/halt /etc/pam.d/foo

     /usr/bin/foo を実行すると、を実行すると、consolehelper が呼び出され、が呼び出され、/usr/sbin/userhelper を利用してユーを利用してユー
ザーを認証します。ユーザーを認証するために、ザーを認証します。ユーザーを認証するために、/etc/pam.d/foo がが /etc/pam.d/halt のコピーのコピー
（（/etc/pam.d/halt のコピーの場合）がのコピーの場合）が( /etc/pam.d/foo)のコピーであれば、のコピーであれば、consolehelper はユーザーはユーザー
のパスワードを要求します。その後、のパスワードを要求します。その後、root 権限で権限で /usr/sbin/foo を実行します。を実行します。
    

     PAM 設定ファイルで、アプリケーションが設定ファイルで、アプリケーションが pam_timestamp モジュールを使用して認証に成功したモジュールを使用して認証に成功した
ことを記憶（またはキャッシュ）するように設定することができます。アプリケーションが起動し、適ことを記憶（またはキャッシュ）するように設定することができます。アプリケーションが起動し、適
切な認証が提供され（切な認証が提供され（root パスワード）、タイムスタンプファイルが作成されます。デフォルトでは、パスワード）、タイムスタンプファイルが作成されます。デフォルトでは、
認証の成功は認証の成功は 5 分間キャッシュされます。この間、分間キャッシュされます。この間、pam_timestamp を使用するように設定され、同じを使用するように設定され、同じ
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セッションから実行されるその他のアプリケーションが自動的に認証されます。ユーザーはセッションから実行されるその他のアプリケーションが自動的に認証されます。ユーザーは root パスパス
ワードを再度入力する必要はありません。ワードを再度入力する必要はありません。
    

     このモジュールはこのモジュールは pam パッケージに含まれています。この機能を有効にするには、パッケージに含まれています。この機能を有効にするには、etc/pam.d/ のの 
PAM 設定ファイルに以下の行が含まれている必要があります。設定ファイルに以下の行が含まれている必要があります。
    

auth sufficient /lib/security/pam_timestamp.so
session optional /lib/security/pam_timestamp.so

     auth で始まる最初の行は、他ので始まる最初の行は、他の auth にに 十分な十分な 行の後に指定し、セッションで始まる行は他の行の後に指定し、セッションで始まる行は他の  
セッションセッション オプションオプション の行後である必要があります。の行後である必要があります。
    

     pam_timestamp を使用するように設定されたアプリケーションが（を使用するように設定されたアプリケーションが（Panel 上の）上の） Main Menu 
Button から正常に認証されると、から正常に認証されると、GNOME またはまたは KDE デスクトップ環境を実行している場合は、デスクトップ環境を実行している場合は、 

     
      アイコンがパネルの通知エリアに表示されます。認証の期限が切れると（デフォルトはアイコンがパネルの通知エリアに表示されます。認証の期限が切れると（デフォルトは 5 分）、ア分）、ア
イコンが消えます。イコンが消えます。
    

     ユーザーは、アイコンをクリックして認証を忘れてしまったオプションを選択して、キャッシュさユーザーは、アイコンをクリックして認証を忘れてしまったオプションを選択して、キャッシュさ
れた認証を忘れることを選択できます。れた認証を忘れることを選択できます。
    

27.6. フロッピーフロッピー グループグループ

     何らかの理由でコンソールアクセスは適切ではなく、何らかの理由でコンソールアクセスは適切ではなく、root 以外のユーザーがシステムのディスク以外のユーザーがシステムのディスク
チップドライブにアクセスする必要がある場合は、チップドライブにアクセスする必要がある場合は、floppy グループを使用してこれを行うことができまグループを使用してこれを行うことができま
す。任意のツールを使用してす。任意のツールを使用して floppy グループにユーザーを追加します。たとえば、グループにユーザーを追加します。たとえば、gpasswd コマンドコマンド
を使用して、を使用して、fred をを フロッピーフロッピー グループに追加できます。グループに追加できます。
    

gpasswd -a fred floppy

     これで、ユーザーこれで、ユーザー fred がコンソールからシステムのディスクチップドライブにアクセスできるようがコンソールからシステムのディスクチップドライブにアクセスできるよう
になりました。になりました。
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第第28章章 日付と時刻の設定日付と時刻の設定

    Time and Date Properties Tool を使用すると、ユーザーはシステムの日付と時刻を変更し、システを使用すると、ユーザーはシステムの日付と時刻を変更し、システ
ムが使用するタイムゾーンを設定し、ムが使用するタイムゾーンを設定し、Network Time Protocol(NTP)デーモンを設定してシステムクデーモンを設定してシステムク
ロックをタイムサーバーに同期します。ロックをタイムサーバーに同期します。
   

    このツールを使用するには、このツールを使用するには、X Window System を実行し、を実行し、root 権限を持っている必要があります。権限を持っている必要があります。
アプリケーションを起動するには、以下のアプリケーションを起動するには、以下の 3 つの方法があります。つの方法があります。
   

      デスクトップから、デスクトップから、Applications （パネルのメインメニュー）（パネルのメインメニュー）=> システム設定システム設定 =& gt; 日日
時時に移動します。に移動します。
     

      デスクトップでツールバーの時間を右クリックし、デスクトップでツールバーの時間を右クリックし、Adjust Date and Time を選択します。を選択します。
     

      シェルプロンプトでシェルプロンプトで system-config-date、、system-config-time、または、または dateconfig コマコマ
ンド（例：ンド（例： XTerm またはまたは GNOME ターミナル）を入力します。ターミナル）を入力します。
     

28.1. 日付と時刻のプロパティー日付と時刻のプロパティー

     図図28.1「日付と時刻のプロパティー」「日付と時刻のプロパティー」 にあるように、表示される最初のタブブウインドウで、シスにあるように、表示される最初のタブブウインドウで、シス
テムの日時が設定されます。テムの日時が設定されます。
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図図28.1 日付と時刻のプロパティー日付と時刻のプロパティー

[D]

     日付を変更するには、月の左と右の矢印を使用して月を変更し、矢印を年の左および右側の矢印を日付を変更するには、月の左と右の矢印を使用して月を変更し、矢印を年の左および右側の矢印を
使用して年を変更し、曜日をクリックして曜日を変更します。使用して年を変更し、曜日をクリックして曜日を変更します。
    

     時間を変更するには、時間を変更するには、Time セクションのセクションの Hour、、Minute、および、および Second の横にある上矢印ボタンの横にある上矢印ボタン
および下矢印ボタンを使用します。および下矢印ボタンを使用します。
    

     OK ボタンをクリックすると、日付と時刻、ボタンをクリックすると、日付と時刻、NTP デーモン設定、タイムゾーン設定に加えられた変デーモン設定、タイムゾーン設定に加えられた変
更が適用されます。また、プログラムを終了します。更が適用されます。また、プログラムを終了します。
    

28.2. NETWORK TIME PROTOCOL(NTP)プロパティープロパティー
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     図図28.2「「NTP プロパティー」プロパティー」 のように、表示されるのように、表示される 2 番目のタブブウィンドウは番目のタブブウィンドウは NTP を設定しまを設定しま
す。す。
    

図図28.2 NTP プロパティープロパティー

[D]

     Network Time Protocol(NTP)デーモンは、システムクロックをリモートタイムサーバーまたはタイデーモンは、システムクロックをリモートタイムサーバーまたはタイ
ムソースと同期します。このアプリケーションでは、システムクロックとリモートサーバーを同期するムソースと同期します。このアプリケーションでは、システムクロックとリモートサーバーを同期する
ようにように NTP デーモンを設定できます。この機能を有効にするには、デーモンを設定できます。この機能を有効にするには、Enable Network Time Protocol をを
選択します。これにより、選択します。これにより、NTP サーバーサーバー リストおよびその他のオプションが有効になります。事前にリストおよびその他のオプションが有効になります。事前に
定義されたサーバーの定義されたサーバーの 1 つを選択し、つを選択し、Edit をクリックして事前定義されたサーバーを編集するか、をクリックして事前定義されたサーバーを編集するか、Add 
をクリックして新しいサーバー名を追加できます。をクリックして新しいサーバー名を追加できます。OK をクリックするまで、システムはをクリックするまで、システムは NTP サーバーサーバー
との同期を開始しません。との同期を開始しません。OK をクリックすると、設定が保存され、をクリックすると、設定が保存され、NTP デーモンが起動します（またデーモンが起動します（また
はすでに実行中の場合は再起動します）。はすでに実行中の場合は再起動します）。
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     OK ボタンをクリックすると、日付と時刻、ボタンをクリックすると、日付と時刻、NTP デーモン設定、タイムゾーン設定に加えられた変デーモン設定、タイムゾーン設定に加えられた変
更が適用されます。また、プログラムを終了します。更が適用されます。また、プログラムを終了します。
    

28.3. タイムゾーンの設定タイムゾーンの設定

     表示される表示される 3 番目のタブ付きウィンドウは、システムのタイムゾーンの設定に使用します。番目のタブ付きウィンドウは、システムのタイムゾーンの設定に使用します。
    

     システムのタイムゾーンを設定するには、システムのタイムゾーンを設定するには、Time Zone タブをクリックします。タイムゾーンは、対タブをクリックします。タイムゾーンは、対
話型マップを使用するか、マップの下の一覧から必要なタイムゾーンを選択して変更できます。マップ話型マップを使用するか、マップの下の一覧から必要なタイムゾーンを選択して変更できます。マップ
を使用するには、該当するリージョンをクリックします。マップは選択した地域にズームします。そのを使用するには、該当するリージョンをクリックします。マップは選択した地域にズームします。その
後、タイムゾーンに固有の都市を選択できます。赤い後、タイムゾーンに固有の都市を選択できます。赤い X が表示され、マップの下にある一覧内のタイムが表示され、マップの下にある一覧内のタイム
ゾーンの選択肢が変更します。ゾーンの選択肢が変更します。
    

     または、マップの下の一覧を使用することもできます。マップで都市を選択する前に地域を選択でまたは、マップの下の一覧を使用することもできます。マップで都市を選択する前に地域を選択で
きるのと同じ方法で、タイムゾーンのリストはツリーリストになり、特定の大まかにグループ化されてきるのと同じ方法で、タイムゾーンのリストはツリーリストになり、特定の大まかにグループ化されて
複数の国にグループ化されるようになりました。また、非地理的なタイムゾーンがコミュニティーで複数の国にグループ化されるようになりました。また、非地理的なタイムゾーンがコミュニティーで
ニーズに対応するためにも追加されました。ニーズに対応するためにも追加されました。
    

     OK をクリックし変更を適用して、プログラムを終了します。をクリックし変更を適用して、プログラムを終了します。
    

     システムクロックがシステムクロックが UTC を使用するように設定されている場合は、システムを使用するように設定されている場合は、システム クロックがクロックが UTC オプオプ
ションを使用ションを使用 します。します。UTC はは グリニッジ標準時グリニッジ標準時(GMT)とも呼ばれるとも呼ばれる Universal Time Coordinated をを
表します。他のタイムゾーンは表します。他のタイムゾーンは UTC 時間にプラス時間にプラス/マイナスすることで割り出されます。マイナスすることで割り出されます。
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第第29章章 キーボードの設定キーボードの設定

    インストールプログラムを使用すると、システムのキーボードレイアウトを設定できます。インスインストールプログラムを使用すると、システムのキーボードレイアウトを設定できます。インス
トール後に異なるキーボードレイアウトを設定するには、キーボードトール後に異なるキーボードレイアウトを設定するには、キーボード 設定ツールを使用します設定ツールを使用します。。
   

    Keyboard Configuration Tool を起動するには、を起動するには、Applications （パネルのメインメニュー）（パネルのメインメニュー）=> 
System Settings => Keyboard を選択するか、シェルプロンプトでを選択するか、シェルプロンプトで system-config-keyboard コマンコマン
ドを入力します。ドを入力します。
   

図図29.1 キーボードの設定キーボードの設定

[D]

    一覧からキーボードレイアウトを選択します（例：一覧からキーボードレイアウトを選択します（例： U.S）。英語）。英語）をクリックし、）をクリックし、OK をクリックしをクリックし
ます。変更を有効にするには、グラフィカルデスクトップセッションからログアウトし、再度ログインます。変更を有効にするには、グラフィカルデスクトップセッションからログアウトし、再度ログイン
する必要があります。する必要があります。
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第第30章章 マウス設定マウス設定

    インストールプログラムを使用すると、システムに接続されているマウスのタイプを選択できます。インストールプログラムを使用すると、システムに接続されているマウスのタイプを選択できます。
システムに異なるマウスタイプを設定するには、システムに異なるマウスタイプを設定するには、Mouse Configuration Tool を使用します。を使用します。
   

    Mouse Configuration Tool を起動するには、を起動するには、 コマンドコマンド system-config-mouse コマンドをシェルプコマンドをシェルプ
ロンプトで入力します（例：ロンプトで入力します（例： XTerm またはまたは GNOME ターミナル）。ターミナル）。X Window System が実行されてが実行されて
いない場合は、ツールのテキストベースのバージョンが起動します。いない場合は、ツールのテキストベースのバージョンが起動します。
   

図図30.1 マウス設定マウス設定

[D]

    システムの新しいマウスタイプを選択します。特定のマウスモデルが一覧にない場合は、マウスのボシステムの新しいマウスタイプを選択します。特定のマウスモデルが一覧にない場合は、マウスのボ
タンとそのインターフェースに基づいて、タンとそのインターフェースに基づいて、Generic エントリーからエントリーから 1 つ選択します。完全一致がない場つ選択します。完全一致がない場
合は、システムとマウスと最も互換性のある一般的な一致を選択します。合は、システムとマウスと最も互換性のある一般的な一致を選択します。
   

ヒントヒント

     マウスポートマウスポート 適切なマウスポートで適切なマウスポートで Generic - Wheel Mouse エントリーを選択しエントリーを選択し
て、マウスのスクロールボタンを有効にします。て、マウスのスクロールボタンを有効にします。
    

    wheel マウスのスクロールボタンは、テキスト、過去のテキスト、およびその他のマウスボタン機能マウスのスクロールボタンは、テキスト、過去のテキスト、およびその他のマウスボタン機能
用の中間マウスボタンとして使用できます。マウスにボタンが用の中間マウスボタンとして使用できます。マウスにボタンが 2 つしかない場合は、つしかない場合は、Emulate 3 ボタンボタン
をを 選択して、選択して、3 ボタンのマウスでボタンのマウスで 2 つのボタンを使用します。このオプションを有効にすると、つのボタンを使用します。このオプションを有効にすると、2 つのつの
マウスボタンを同時にクリックすると、マウスボタンがクリックされます。マウスボタンを同時にクリックすると、マウスボタンがクリックされます。
   

    シリアルポートのマウスが選択された場合は、シリアルポートのマウスが選択された場合は、Serial devices ボタンをクリックして正しいシリアルボタンをクリックして正しいシリアル
番号番号を設定します（マウスは番号番号を設定します（マウスは /dev/ttyS0 など）。など）。
   

    OK をクリックして、新しいマウスタイプを保存します。この選択はをクリックして、新しいマウスタイプを保存します。この選択は /etc/sysconfig/mouse ファイファイ
ルに書き込まれ、コンソールのマウスサービスであるルに書き込まれ、コンソールのマウスサービスである gpm が再起動されます。変更はが再起動されます。変更は X Window 
System 設定ファイル設定ファイル /etc/X11/xorg.conf に書き込まれますに書き込まれます  が、マウスタイプの変更は現在のが、マウスタイプの変更は現在の X セッセッ
ションに自動的に適用されません。新しいマウスタイプを有効にするには、グラフィカルデスクトップションに自動的に適用されません。新しいマウスタイプを有効にするには、グラフィカルデスクトップ
からログアウトし、再度ログインします。からログアウトし、再度ログインします。
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ヒントヒント

     左側のユーザーのマウスボタンの順序をリセットするには、左側のユーザーのマウスボタンの順序をリセットするには、Applications （パネルの（パネルの
メインメニュー）メインメニュー）=> Preferences => Mouse に移動し、マウスのに移動し、マウスの 左形のマウス左形のマウス を選択を選択
します。します。
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第第31章章 X WINDOW SYSTEM の設定の設定

    インストール時に、システムのモニター、ビデオカード、および表示設定が設定されます。インスインストール時に、システムのモニター、ビデオカード、および表示設定が設定されます。インス
トール後にこれらの設定を変更するには、トール後にこれらの設定を変更するには、X Configuration Tool を使用します。を使用します。
   

    X Configuration Tool を起動するには、を起動するには、Applications （パネルのメインメニュー）（パネルのメインメニュー）=> 
Administration => Display に移動するか、シェルプロンプトでに移動するか、シェルプロンプトで system-config-display コマンドコマンド
（（XTerm やや GNOME ターミナルなど）を入力します。ターミナルなど）を入力します。X Window System が実行されていない場合が実行されていない場合
は、小さいバージョンのは、小さいバージョンの X が開始され、プログラムが実行されます。が開始され、プログラムが実行されます。
   

    設定を変更したら、グラフィカルデスクトップからログアウトし、ログインし直して変更を有効にし設定を変更したら、グラフィカルデスクトップからログアウトし、ログインし直して変更を有効にし
ます。ます。
   

31.1. 表示設定表示設定

     Settings タブを使用すると、ユーザーはタブを使用すると、ユーザーは 解決解決 およびおよび 色深度色深度 を変更できます。モニターの表示を変更できます。モニターの表示
は、は、ピクセルと呼ばれる小さなドットで構成されていピクセルと呼ばれる小さなドットで構成されてい ます。一度に表示されるピクセルの数は、解像度ます。一度に表示されるピクセルの数は、解像度 
と呼ばれます。たとえば、解像度と呼ばれます。たとえば、解像度 1024x768 は、は、1024 水平ピクセルと水平ピクセルと 768 の垂直ピクセルが使用されの垂直ピクセルが使用され
ることを意味します。解像度の値が高いと、モニターが一度に表示できる複数のイメージがあります。ることを意味します。解像度の値が高いと、モニターが一度に表示できる複数のイメージがあります。
    

     表示の色深度により、表示される色の数が決まります。色深度が高いことは、色間の対比を意味し表示の色深度により、表示される色の数が決まります。色深度が高いことは、色間の対比を意味し
ます。ます。
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図図31.1 表示設定表示設定

[D]

31.2. ハードウェア設定の表示ハードウェア設定の表示

     X Configuration Tool が起動すると、モニターとビデオカードがプローブされます。ハードウェアが起動すると、モニターとビデオカードがプローブされます。ハードウェア
が適切にプローブされている場合は、が適切にプローブされている場合は、図図31.2「ハードウェア設定の表示」「ハードウェア設定の表示」 に示されるようにに示されるように Hardware 
タブにその情報が表示されます。タブにその情報が表示されます。
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図図31.2 ハードウェア設定の表示ハードウェア設定の表示

[D]

     監視タイプまたはその設定のいずれかを変更するには、該当する監視タイプまたはその設定のいずれかを変更するには、該当する Configure ボタンをクリックしまボタンをクリックしま
す。ビデオカードの種類やその設定を変更するには、設定の横にあるす。ビデオカードの種類やその設定を変更するには、設定の横にある Configure ボタンをクリックしまボタンをクリックしま
す。す。
    

31.3. デュアルヒューリスティックディスプレイの設定デュアルヒューリスティックディスプレイの設定

     システムに複数のビデオカードがインストールされている場合は、デュアルヘッドモニターのサシステムに複数のビデオカードがインストールされている場合は、デュアルヘッドモニターのサ
ポートが利用可能になり、ポートが利用可能になり、図図31.3「デュアルヒューリスティックディスプレイの設定」「デュアルヒューリスティックディスプレイの設定」 に示されているに示されている
ようにように Dual head タブで設定されます。タブで設定されます。
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図図31.3 デュアルヒューリスティックディスプレイの設定デュアルヒューリスティックディスプレイの設定

[D]

     Dual head の使用を有効にするには、の使用を有効にするには、Use dual head チェックボックスを選択します。チェックボックスを選択します。
    

     2 つ目の監視タイプを設定するには、該当するつ目の監視タイプを設定するには、該当する Configure ボタンをクリックします。対応するドボタンをクリックします。対応するド
ロップダウンリストを使用して、他のロップダウンリストを使用して、他の Dual head 設定を設定することもできます。設定を設定することもできます。
    

     Desktop layout オプションの場合は、オプションの場合は、Spanning を選択すると、を選択すると、 両方のモニターで使用可能なワー両方のモニターで使用可能なワー
クスペースが拡大されます。クスペースが拡大されます。個別選択を選択する個別選択を選択する と、ディスプレイ間でマウスとキーボードが共有されと、ディスプレイ間でマウスとキーボードが共有され
ますが、ウィンドウをますが、ウィンドウを 1 つのディスプレイに制限します。つのディスプレイに制限します。
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第第32章章 ユーザーとグループユーザーとグループ

    ユーザーユーザー およびおよび グループグループ の制御は、の制御は、Red Hat Enterprise Linux システム管理の中核となる要素でシステム管理の中核となる要素で
す。す。
   

    ユーザーユーザー は、ユーザー（物理システムに関連するアカウント）または、使用する特定のアプリケーは、ユーザー（物理システムに関連するアカウント）または、使用する特定のアプリケー
ションに存在するアカウントのいずれかを指定できます。ションに存在するアカウントのいずれかを指定できます。
   

    グループグループ は組織の論理式で、共通の目的でユーザーをグループ化します。グループ内のユーザーは組織の論理式で、共通の目的でユーザーをグループ化します。グループ内のユーザー
は、そのグループが所有するファイルの読み取り、書き込み、実行が可能です。は、そのグループが所有するファイルの読み取り、書き込み、実行が可能です。
   

    各ユーザーおよびグループには、各ユーザーおよびグループには、userid (UID)とと groupid (GID)と呼ばれる一意の数値と呼ばれる一意の数値 ID 番号があり番号があり
ます。ます。
   

    ファイルを作成するユーザーは、そのファイルの所有者であり、グループ所有者でもあります。ファファイルを作成するユーザーは、そのファイルの所有者であり、グループ所有者でもあります。ファ
イルには、所有者、グループ、その他に対して読み取り、書き込み、実行のパーミッションが別々に割イルには、所有者、グループ、その他に対して読み取り、書き込み、実行のパーミッションが別々に割
り当てられます。ファイルの所有者はり当てられます。ファイルの所有者は root ユーザーのみが変更できます。アクセスパーミッションユーザーのみが変更できます。アクセスパーミッション
は、は、root ユーザーとファイル所有者の両方が変更できます。ユーザーとファイル所有者の両方が変更できます。
   

32.1. ユーザーおよびグループの設定ユーザーおよびグループの設定

     User Manager では、ローカルユーザーおよびグループの表示、変更、追加、削除が可能です。では、ローカルユーザーおよびグループの表示、変更、追加、削除が可能です。
    

     ユーザーユーザー マネージャーマネージャー を使用するには、を使用するには、X Window System を実行し、を実行し、root 権限があり、権限があり、system-
config-users RPM パッケージがインストールされている必要があります。デスクトップからパッケージがインストールされている必要があります。デスクトップから User 
Manager を起動するには、を起動するには、Applications （パネルのメインメニュー）（パネルのメインメニュー）=> Administration =& gt; 
Users & Groups の順に移動します。シェルプロンプトでの順に移動します。シェルプロンプトで system-config-users コマンドを入力するこコマンドを入力するこ
ともできます（例：ともできます（例： XTerm やや GNOME ターミナル）。ターミナル）。
    

Red Hat Enterprise Linux 4 システム管理ガイドシステム管理ガイド

346



図図32.1 User Manager

[D]

     システムでローカルユーザーの一覧を表示するには、システムでローカルユーザーの一覧を表示するには、Users タブをクリックします。システムでタブをクリックします。システムで
ローカルグループの一覧を表示するには、ローカルグループの一覧を表示するには、Groups タブをクリックします。タブをクリックします。
    

     特定のユーザーまたはグループを検索するには、特定のユーザーまたはグループを検索するには、Search filter フィールドに名前の最初の数文字をフィールドに名前の最初の数文字を
入力します。入力します。Enter を押すか、を押すか、Apply filter ボタンをクリックします。フィルターされたリストが表示ボタンをクリックします。フィルターされたリストが表示
されます。されます。
    

     ユーザーまたはグループを並べ替えるには、列名をクリックします。ユーザーまたはグループは、ユーザーまたはグループを並べ替えるには、列名をクリックします。ユーザーまたはグループは、
その列の値に従ってソートされます。その列の値に従ってソートされます。
    

     Red Hat Enterprise Linux は、システムユーザー用には、システムユーザー用に 500 以下のユーザー以下のユーザー ID を確保します。デフォを確保します。デフォ
ルトでは、ルトでは、User Manager はシステムユーザーを表示しません。システムユーザーを含むすべてのユーはシステムユーザーを表示しません。システムユーザーを含むすべてのユー
ザーを表示するには、ザーを表示するには、Edit => Preferences の順に移動し、ダイアログボックスからの順に移動し、ダイアログボックスから Hide system 
users and groups の選択を解除します。の選択を解除します。
    

32.1.1. 新規ユーザーの追加新規ユーザーの追加

      新規ユーザーを追加するには、ユーザーの新規ユーザーを追加するには、ユーザーの 追加追加 ボタンをクリックします。ボタンをクリックします。図図32.2「新規ユーザー」「新規ユーザー」 
に示されているウィンドウが表示されます。適切なフィールドに、新規ユーザーのユーザー名およびフに示されているウィンドウが表示されます。適切なフィールドに、新規ユーザーのユーザー名およびフ
ル名を入力します。ル名を入力します。Password フィールドおよびフィールドおよび Confirm Password  フィールドにユーザーのパスフィールドにユーザーのパス
ワードを入力します。パスワードはワードを入力します。パスワードは 6 文字以上でなければなりません。文字以上でなければなりません。
     

ヒントヒント

       これにより、侵入者が推測し、パーミッションなしでアカウントにアクセスするのこれにより、侵入者が推測し、パーミッションなしでアカウントにアクセスするの
がより困難になるため、より長いパスワードを使用することが推奨されます。また、辞がより困難になるため、より長いパスワードを使用することが推奨されます。また、辞
書用語にベースではないパスワードも推奨し、文字、数字、および特殊文字の組み合わ書用語にベースではないパスワードも推奨し、文字、数字、および特殊文字の組み合わ
せを使用します。せを使用します。
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      ログインシェルを選択します。選択するシェルが不明な場合は、デフォルト値のログインシェルを選択します。選択するシェルが不明な場合は、デフォルト値の /bin/bash を受けを受け
入れます。デフォルトのホームディレクトリーは入れます。デフォルトのホームディレクトリーは /home/ <username>/ です。ユーザー用に作成したです。ユーザー用に作成した
ホームディレクトリーを変更するか、ホームディレクトリーを変更するか、Create home directory の選択を解除してホームディレクトリーの選択を解除してホームディレクトリー
を作成しないよう選択することもできます。を作成しないよう選択することもできます。
     

      ホームディレクトリーの作成を選択すると、デフォルトの設定ファイルがホームディレクトリーの作成を選択すると、デフォルトの設定ファイルが /etc/skel/ ディレクトディレクト
リーから新しいホームディレクトリーにコピーされます。リーから新しいホームディレクトリーにコピーされます。
     

      Red Hat Enterprise Linux は、は、ユーザープライベートグループユーザープライベートグループ (UPG)スキームを使用します。スキームを使用します。UPG 
スキームは、グループを処理する標準のスキームは、グループを処理する標準の UNIX 方法で追加または変更されません。新しい規則が提供さ方法で追加または変更されません。新しい規則が提供さ
れています。デフォルトでは、新規ユーザーを作成するたびに、そのユーザーと同じ名前を持つ一意のれています。デフォルトでは、新規ユーザーを作成するたびに、そのユーザーと同じ名前を持つ一意の
グループが作成されます。このグループを作成したくない場合は、そのグループが作成されます。このグループを作成したくない場合は、その ユーザー用に「ユーザー用に「Create a 
private group」を選択し」を選択し ます。ます。
     

      ユーザーのユーザーユーザーのユーザー ID を指定するには、ユーザーを指定するには、ユーザー ID を手動で指定を手動で指定 するする を選択します。このオプを選択します。このオプ
ションが選択されていない場合は、次にションが選択されていない場合は、次に 500 を超える利用可能なユーザーを超える利用可能なユーザー ID が新規ユーザーに割り当が新規ユーザーに割り当
てられます。てられます。Red Hat Enterprise Linux は、システムユーザー用には、システムユーザー用に 500 未満のユーザー未満のユーザー ID を確保するを確保する
ため、ユーザーため、ユーザー ID 1 ~ 499 を手動で割り当てることは推奨されません。を手動で割り当てることは推奨されません。
     

      OK をクリックしてユーザーを作成します。をクリックしてユーザーを作成します。
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図図32.2 新規ユーザー新規ユーザー

[D]

      パスワードの有効期限などの高度なユーザープロパティーを設定するには、ユーザーを追加した後パスワードの有効期限などの高度なユーザープロパティーを設定するには、ユーザーを追加した後
にユーザーのプロパティーを変更します。詳細は、にユーザーのプロパティーを変更します。詳細は、「ユーザープロパティーの変更」「ユーザープロパティーの変更」 を参照してくださを参照してくださ
い。い。
     

32.1.2. ユーザープロパティーの変更ユーザープロパティーの変更

      既存のユーザーのプロパティーを表示するには、既存のユーザーのプロパティーを表示するには、Users タブをクリックして、ユーザーリストからタブをクリックして、ユーザーリストから
ユーザーを選択し、メニューからユーザーを選択し、メニューから Properties をクリックします（または、プルダウンメニューからをクリックします（または、プルダウンメニューから 
File => Properties と選択します）。と選択します）。図図32.3「ユーザープロパティー」「ユーザープロパティー」 のようなウィンドウが表示されのようなウィンドウが表示され
ます。ます。
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図図32.3 ユーザープロパティーユーザープロパティー

[D]

      ユーザープロパティーウィンドウユーザープロパティーウィンドウ は、複数のタブ化されたページに分割されます。は、複数のタブ化されたページに分割されます。
     

        User Data: ユーザーの追加時に設定された基本的なユーザー情報を表示します。このタブユーザーの追加時に設定された基本的なユーザー情報を表示します。このタブ
を使用して、ユーザーのフルネーム、パスワード、ホームディレクトリー、またはログインを使用して、ユーザーのフルネーム、パスワード、ホームディレクトリー、またはログイン
シェルを変更します。シェルを変更します。
       

        アカウント情報アカウント情報 -  特定の日付でアカウントの有効期限が切れるようにするには、特定の日付でアカウントの有効期限が切れるようにするには、Enable 
account expiration を選択します。指定のフィールドに日付を入力します。を選択します。指定のフィールドに日付を入力します。 Local password 
is locked を選択して、ユーザーアカウントをロックし、ユーザーがシステムにログインできなを選択して、ユーザーアカウントをロックし、ユーザーがシステムにログインできな
いようにします。いようにします。
       

        Password Info: ユーザーのパスワードが最後に変更した日付を表示します。特定の日数後ユーザーのパスワードが最後に変更した日付を表示します。特定の日数後
にパスワードを変更するように強制するには、にパスワードを変更するように強制するには、Enable password expiration を選択を選択
し、し、required: フィールドを変更する前にフィールドを変更する前に Days に必要な値を入力します。ユーザーのパスワーに必要な値を入力します。ユーザーのパスワー
ドが期限切れになるまでの日数、パスワードの変更をユーザーに警告する日数、アカウントがドが期限切れになるまでの日数、パスワードの変更をユーザーに警告する日数、アカウントが
非アクティブになる前の日数も変更可能です。非アクティブになる前の日数も変更可能です。
       

         Groups: ユーザーのユーザーの プライマリープライマリー グループと、ユーザーを所属させる他のグループを表グループと、ユーザーを所属させる他のグループを表
示および設定できます。示および設定できます。
       

32.1.3. 新規グループの追加新規グループの追加
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      新規ユーザーグループを追加するには、グループの新規ユーザーグループを追加するには、グループの 追加追加 ボタンをクリックします。ボタンをクリックします。図図32.4「新規グ「新規グ
ループ」ループ」 のようなウィンドウが表示されます。作成する新規グループの名前を入力します。新規グルーのようなウィンドウが表示されます。作成する新規グループの名前を入力します。新規グルー
プのグループプのグループ ID をを 指定するには、グループ指定するには、グループ ID を手動でを手動で 選択し、選択し、GID を選択します。を選択します。Red Hat 
Enterprise Linux は、システムグループ用には、システムグループ用に 500 未満のグループ未満のグループ ID を確保することに注意してくださを確保することに注意してくださ
い。い。
     

図図32.4 新規グループ新規グループ

[D]

      OK をクリックしてグループを作成します。新しいグループがグループ一覧に表示されます。をクリックしてグループを作成します。新しいグループがグループ一覧に表示されます。
     

32.1.4. グループプロパティーの変更グループプロパティーの変更

      既存のグループのプロパティーを表示するには、グループリストからグループを選択し、メニュー既存のグループのプロパティーを表示するには、グループリストからグループを選択し、メニュー
からから Properties をクリックします（または、プルダウンメニューからをクリックします（または、プルダウンメニューから File => Properties を選択しまを選択しま
す）。す）。図図32.5「グループプロパティー」「グループプロパティー」 のようなウィンドウが表示されます。のようなウィンドウが表示されます。
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図図32.5 グループプロパティーグループプロパティー

[D]

      Group Users タブには、グループのメンバーであるユーザーが表示されます。このタブを使用してタブには、グループのメンバーであるユーザーが表示されます。このタブを使用して
グループに対してユーザーを追加または削除します。グループに対してユーザーを追加または削除します。OK をクリックして変更を保存します。をクリックして変更を保存します。
     

32.2. ユーザーおよびグループ管理ツールユーザーおよびグループ管理ツール

     ユーザーおよびグループの管理は、多重なタスクになります。そのため、ユーザーおよびグループの管理は、多重なタスクになります。そのため、Red Hat Enterprise Linux 
はそれらを管理しやすくするためのツールおよび規則を提供しています。はそれらを管理しやすくするためのツールおよび規則を提供しています。
    

     ユーザーおよびグループを管理する最も簡単な方法は、グラフィカルアプリケーションのユーザーおよびグループを管理する最も簡単な方法は、グラフィカルアプリケーションの User 
Manager (system-config-users)を使用して行います。を使用して行います。ユーザーユーザー マネージャーの詳細は、マネージャーの詳細は、「ユーザーお「ユーザーお
よびグループの設定」よびグループの設定」 を参照してください。を参照してください。
    

     以下のコマンドラインツールを使用して、ユーザーおよびグループを管理することもできます。以下のコマンドラインツールを使用して、ユーザーおよびグループを管理することもできます。
    

       useradd、、usermod、および、および userdel: ユーザーアカウントを追加、削除、および変更するユーザーアカウントを追加、削除、および変更する
ための業界標準の手法ための業界標準の手法
      

       groupadd、、groupmod、および、および groupdel: ユーザーグループを追加、削除、変更するためユーザーグループを追加、削除、変更するため
の業界標準の手法の業界標準の手法
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       gpasswd: /etc/group ファイルを管理する方法の業界標準ファイルを管理する方法の業界標準
      

       pwck、、grpck - パスワード、グループ、および関連するシャドウファイルの検証に使用さパスワード、グループ、および関連するシャドウファイルの検証に使用さ
れるツールれるツール
      

       pwconv、、pwunconv - シャドウパスワードへの変換および標準パスワードに戻るツールシャドウパスワードへの変換および標準パスワードに戻るツール
      

32.2.1. コマンドラインからの設定コマンドラインからの設定

      コマンドラインツールを使用する場合や、コマンドラインツールを使用する場合や、X Window System がインストールされていない場合がインストールされていない場合
は、本セクションを使用してユーザーとグループを設定します。は、本セクションを使用してユーザーとグループを設定します。
     

32.2.2. ユーザーの追加ユーザーの追加

      システムをユーザーを追加するには、以下を実行します。システムをユーザーを追加するには、以下を実行します。
     

1. 
        useradd コマンドを実行して、ロックされたユーザーアカウントを作成します。コマンドを実行して、ロックされたユーザーアカウントを作成します。
       

useradd <username>

2. 
         passwd コマンドを実行してパスワードを割り当て、パスワードのパージガイドラインをコマンドを実行してパスワードを割り当て、パスワードのパージガイドラインを
設定してアカウントのロックを解除します。設定してアカウントのロックを解除します。
       

passwd <username>

      useradd のコマンドラインオプションの詳細は、のコマンドラインオプションの詳細は、表表32.1「「useradd コマンドラインオプション」コマンドラインオプション」 をを
参照してください。参照してください。
     

表表32.1 useradd コマンドラインオプションコマンドラインオプション

 オプションオプション  Description 

 -c '<comment>'  & lt;comment&gt; は任意の文字列に置き換えることができます。こは任意の文字列に置き換えることができます。こ
のオプションは、通常、ユーザーの氏名を指定するのに使用されまのオプションは、通常、ユーザーの氏名を指定するのに使用されま
す。す。
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 -d &lt ;home-dir>  デフォルトのデフォルトの /home/ < username> / の代わりに使用するホームの代わりに使用するホームディディ
レクトリーレクトリー 

 -e <date>  YYYY-MM-DD 形式でアカウントを無効にする日付形式でアカウントを無効にする日付 

 -f <days>  パスワードが失効してからアカウントが無効になるまでの日数でパスワードが失効してからアカウントが無効になるまでの日数で
す。す。0 を指定すると、パスワードが失効した直後にアカウントが無効を指定すると、パスワードが失効した直後にアカウントが無効
になります。になります。-1 を指定すると、パスワードが失効してもアカウントを指定すると、パスワードが失効してもアカウント
は無効になりません。は無効になりません。

 -g <group-name>  ユーザーのデフォルトグループ用のグループ名またはグループ番ユーザーのデフォルトグループ用のグループ名またはグループ番
号。グループは、ここで指定するよりも前に作成されている必要があ号。グループは、ここで指定するよりも前に作成されている必要があ
ります。ります。

 -G <group-list>  ユーザーがメンバーとなっている追加（デフォルト）のグループ名ユーザーがメンバーとなっている追加（デフォルト）のグループ名
またはグループ番号の一覧（コンマで区切られた）。グループは、こまたはグループ番号の一覧（コンマで区切られた）。グループは、こ
こで指定する前に作成しておく必要があります。こで指定する前に作成しておく必要があります。

 -m  ホームディレクトリーがない場合は、これを作成します。ホームディレクトリーがない場合は、これを作成します。

 -M  ホームディレクトリーを作成しません。ホームディレクトリーを作成しません。

 -n  ユーザー用のユーザープライベートグループを作成しません。ユーザー用のユーザープライベートグループを作成しません。

 -r  

 -p <password>  

 -s  

 -u <uid>  

 オプションオプション  Description 

32.2.3. 

     

groupadd <group-name>
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表表32.2 

 オプションオプション  Description 

 -g <gid>  

 -r  

 -f  

32.2.4. 

     

     

重要な影響重要な影響

      

表表32.3 

 オプションオプション  Description 

  

 -M <days>  このオプションで指定した日数と、このオプションで指定した日数と、-d オプションで指定した日数をオプションで指定した日数を
足した日数が、現在の日数より少ない場合、ユーザーはアカウントを足した日数が、現在の日数より少ない場合、ユーザーはアカウントを
使用する前にパスワードを変更する必要があります。使用する前にパスワードを変更する必要があります。

 -d <days>  

 -I <days>  パスワードの有効期限後、アカウントをロックするまでの非アクパスワードの有効期限後、アカウントをロックするまでの非アク
ティブ日数を指定します。ティブ日数を指定します。

 -E <date>  アカウントがロックされる日付をアカウントがロックされる日付を YYYY-MM-DD のフォーマットでのフォーマットで
指定します。日付の代わりに、指定します。日付の代わりに、1970 年年 1 月月 1 日からの日数を使うこ日からの日数を使うこ
ともできます。ともできます。

 -W <days>  パスワードの有効期限の何日前にユーザーに警告を発するかを指定パスワードの有効期限の何日前にユーザーに警告を発するかを指定
します。します。
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      ユーザーが初めてログインしたときにパスワードが失効するように設定することがでユーザーが初めてログインしたときにパスワードが失効するように設定することがで
きます。きます。
     

備考備考

      

1. 

       

       

usermod -L username

2. 

       

chage -d 0 username

        このコマンドは、パスワードが最後に変更された日付の値をエポックこのコマンドは、パスワードが最後に変更された日付の値をエポック (1970 
年年 1 月月 1 日日) に設定します。この値は、パスワードエージングポリシーがある場に設定します。この値は、パスワードエージングポリシーがある場
合、それに関係なく、パスワードの即時期限切れを強制します。合、それに関係なく、パスワードの即時期限切れを強制します。
       

3. 

       

WARNING
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Python 2.4.3 (#1, Jul 21 2006, 08:46:09)
[GCC 4.1.1 20060718 (Red Hat 4.1.1-9)] on linux2
Type "help", "copyright", "credits" or "license" for more information.
>>>

         

import crypt; print crypt.crypt("<password>","<salt>")

         

         

         

usermod -p "<encrypted-password>" <username>

        これを行うには、以下のコマンドを使用します。これを行うには、以下のコマンドを使用します。
       

usermod -p "" username

WARNING

        

       



第第32章章 ユーザーとグループユーザーとグループ

357



32.2.5. プロセスの説明プロセスの説明

     

1. 
        この行には以下の特徴があります。この行には以下の特徴があります。
       

         

         

         

         

         

         

         

2. 
        この行には以下の特徴があります。この行には以下の特徴があります。
       

         

         

備考備考
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          パスワードは有効期限なしで設定されています。パスワードは有効期限なしで設定されています。
         

3. 

       

       

         

         

         

4. 
        この行には以下の特徴があります。この行には以下の特徴があります。
       

         

         

          その他のフィールドはすべて空白です。その他のフィールドはすべて空白です。
         

5. 
        その他のパーミッションは拒否されます。その他のパーミッションは拒否されます。
       

6. 

       

     

32.3. 
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表表32.4 

 User  UID  GID   シェルシェル 

 root  0  0  /root  /bin/bash 

  1  1  /bin  /sbin/nologin 

 daemon  2  2  /sbin  /sbin/nologin 

 adm  3  4  /var/adm  /sbin/nologin 

 lp  4  7  /var/spool/lpd  /sbin/nologin 

 sync  5  0  /sbin  /bin/sync 

 shutdown  6  0  /sbin  /sbin/shutdown 

 halt  7  0  /sbin  /sbin/halt 

 mail  8  12  /var/spool/mail  /sbin/nologin 

 news  9  13  /etc/news  

 uucp  10  14  /var/spool/uucp  /sbin/nologin 

 operator  11  0  /root  /sbin/nologin 

  12  100  /usr/games  /sbin/nologin 

  13  30  /var/gopher  /sbin/nologin 

 ftp  14  50  /var/ftp  /sbin/nologin 

 nobody  99  99  /  /sbin/nologin 

 rpm  37  37  /var/lib/rpm  /sbin/nologin 

 vcsa  69  69  /dev  /sbin/nologin 

 dbus  81  81  /  /sbin/nologin 
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 ntp  38  38  /etc/ntp  /sbin/nologin 

  39  39  /var/lib/canna  /sbin/nologin 

 nscd  28  28  /  /sbin/nologin 

 rpc  32  32  /  /sbin/nologin 

 postfix  89  89  /var/spool/postfix  /sbin/nologin 

 mailman  41  41  /var/mailman  /sbin/nologin 

 named  25  25  /var/named  /bin/false 

 amanda  33  6  var/lib/amanda/  /bin/bash 

 postgres  26  26  /var/lib/pgsql  /bin/bash 

 exim  93  93  /var/spool/exim  /sbin/nologin 

 sshd  74  74  /var/empty/sshd  /sbin/nologin 

 rpcuser  29  29  /var/lib/nfs  /sbin/nologin 

 nsfnobody  6553
4 

 6553
4 

 /var/lib/nfs  /sbin/nologin 

 pvm  24  24  /usr/share/pvm3  /bin/bash 

 apache  48  48  /var/www  /sbin/nologin 

 xfs  43  43  /etc/X11/fs  /sbin/nologin 

 gdm  42  42  /var/gdm  /sbin/nologin 

 htt  100  101  /usr/lib/im  /sbin/nologin 

 mysql  27  27  /var/lib/mysql  /bin/bash 

 webalizer  67  67  /var/www/usage  /sbin/nologin 

 User  UID  GID   シェルシェル 
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  47  47  /var/spool/mqueue  /sbin/nologin 

 smmsp  51  51  /var/spool/mqueue  /sbin/nologin 

 squid  23  23  /var/spool/squid  /sbin/nologin 

 ldap  55  55  /var/lib/ldap  /bin/false 

 netdump  34  34  /var/crash/  /bin/bash 

 pcap  77  77  /var/arpwatch  /sbin/nologin 

  95  95  /  /bin/false 

 radvd  75  75  /  /sbin/nologin 

 quagga  92  92  /var/run/quagga  /sbin/login 

  49  49  /var/lib/wnn  /sbin/nologin 

 dovecot  97  97  /usr/libexec/dovecot  /sbin/nologin 

 User  UID  GID   シェルシェル 

32.4. 

    

表表32.5 

 Group  GID  Members 

 root  0  root 

  1  

 daemon  2  

 sys  3  

 adm  4  
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  5  

 disk  6  root 

 lp  7  

 mem  8  

  9  

 ホイールホイール  10  root 

 mail  12  

 news  13  news 

 uucp  14  uucp 

 man  15  

  20  

  30  

  40  

 ftp  50  

 lock  54  

 nobody  99  

 users  100  

 rpm  37  

 utmp  22  

 floppy  19  

 Group  GID  Members 
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 vcsa  69  

 dbus  81  

 ntp  38  

  39  

 nscd  28  

 rpc  32  

 postdrop  90  

 postfix  89  

 mailman  41  

 exim  93  

 named  25  

 postgres  26  

 sshd  74  

 rpcuser  29  

 nfsnobody  65534  

 pvm  24  

 apache  48  

 xfs  43  

 gdm  42  

 htt  101  

 Group  GID  Members 
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 mysql  27  

 webalizer  67  

 mailnull  47  

 smmsp  51  

 squid  23  

 ldap  55  

 netdump  34  

 pcap  77  

 quaggavt  102  

 quagga  92  

 radvd  75  

 Slocate  21  

 wnn  49  

 dovecot  97  

 radiusd  95  

 Group  GID  Members 

32.5. ユーザープライベートグループユーザープライベートグループ

     Red Hat Enterprise Linux ではでは ユーザープライベートグループユーザープライベートグループ (UPG)スキームが使用されているたスキームが使用されているた
め、め、UNIX グループの管理が容易になります。グループの管理が容易になります。
    

     UPG は、新規ユーザーがシステムに追加されるたびに作成されます。は、新規ユーザーがシステムに追加されるたびに作成されます。UPG は、作成したユーザーとは、作成したユーザーと
同じ名前で、そのユーザーが同じ名前で、そのユーザーが UPG の唯一のメンバーになります。の唯一のメンバーになります。
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     UPG を使用すると、新規に作成したファイルまたはディレクトリーに対して確実にデフォルトのを使用すると、新規に作成したファイルまたはディレクトリーに対して確実にデフォルトの
パーミッションを設定できます。これにより、ユーザーとパーミッションを設定できます。これにより、ユーザーと そのユーザーのグループそのユーザーのグループ の両方がファイルの両方がファイル
またはディレクトリーを修正できるようになります。またはディレクトリーを修正できるようになります。
    

     新規に作成するファイルまたはディレクトリーに適用される権限を決定する設定は新規に作成するファイルまたはディレクトリーに適用される権限を決定する設定は umask と呼ばと呼ば
れ、れ、/etc/bashrc ファイルで設定します。従来のファイルで設定します。従来の UNIX システムでは、システムでは、umask はは 022 に設定されておに設定されてお
り、ファイルまたはディレクトリーを作成したユーザーしか変更できませんでした。このスキームでり、ファイルまたはディレクトリーを作成したユーザーしか変更できませんでした。このスキームで
は、作成者のは、作成者の グループのメンバーなど、他のグループのメンバーなど、他の ユーザーは変更できません。ただし、ユーザーは変更できません。ただし、UPG スキームでスキームで
は、すべてのユーザーがそれぞれプライベートグループを持つため、この「グループ保護」は必須ではは、すべてのユーザーがそれぞれプライベートグループを持つため、この「グループ保護」は必須では
なくなりました。なくなりました。
    

32.5.1. グループディレクトリーグループディレクトリー

      多くの多くの IT 組織では、主要なプロジェクトに対してグループを作成し、そのプロジェクトのファイル組織では、主要なプロジェクトに対してグループを作成し、そのプロジェクトのファイル
にアクセスする必要がある場合に、そのユーザーをグループに割り当てます。この従来のスキームを使にアクセスする必要がある場合に、そのユーザーをグループに割り当てます。この従来のスキームを使
用すると、ファイルの管理は困難でした。ユーザーがファイルを作成すると、そのファイルが属するプ用すると、ファイルの管理は困難でした。ユーザーがファイルを作成すると、そのファイルが属するプ
ライマリーグループに関連付けられます。ライマリーグループに関連付けられます。1 人のユーザーが複数のプロジェクトで作業を行う場合は、人のユーザーが複数のプロジェクトで作業を行う場合は、
正しいファイルを適切なグループに関連付けることは困難です。ただし、正しいファイルを適切なグループに関連付けることは困難です。ただし、UPG スキームを使用するスキームを使用する
と、グループはと、グループは setgid ビットセットを持つディレクトリーに作成されたファイルに自動的に割り当てビットセットを持つディレクトリーに作成されたファイルに自動的に割り当て
られます。られます。setgid ビットを使用すると、共通ディレクトリーを共有するグループプロジェクトを非常にビットを使用すると、共通ディレクトリーを共有するグループプロジェクトを非常に
簡単に管理できます。これは、ユーザーがディレクトリー内で作成するすべてのファイルは、そのディ簡単に管理できます。これは、ユーザーがディレクトリー内で作成するすべてのファイルは、そのディ
レクトリーを所有するグループによって所有されるためです。レクトリーを所有するグループによって所有されるためです。
     

      たとえば、あるグループがたとえば、あるグループが /usr/share/emacs/site-lisp/ ディレクトリーのファイルで作業する必要ディレクトリーのファイルで作業する必要
があるとします。ディレクトリーの修正を信頼できる人もありますが、誰もが信頼されているわけではがあるとします。ディレクトリーの修正を信頼できる人もありますが、誰もが信頼されているわけでは
ありません。まず、以下のコマンドのようにありません。まず、以下のコマンドのように emacs グループを作成します。グループを作成します。
     

/usr/sbin/groupadd emacs

      ディレクトリーの内容をディレクトリーの内容を emacs グループに関連付けるには、以下を入力します。グループに関連付けるには、以下を入力します。
     

chown -R root.emacs /usr/share/emacs/site-lisp

      gpasswd コマンドを使用して、適切なユーザーをグループに追加できるようになりました。コマンドを使用して、適切なユーザーをグループに追加できるようになりました。
     

/usr/bin/gpasswd -a <username> emacs

      ユーザーがディレクトリーにファイルを作成できるようにするには、次のコマンドを使用します。ユーザーがディレクトリーにファイルを作成できるようにするには、次のコマンドを使用します。
     

chmod 775 /usr/share/emacs/site-lisp
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      ユーザーが新しいファイルを作成すると、そのユーザーのデフォルトプライベートグループのグユーザーが新しいファイルを作成すると、そのユーザーのデフォルトプライベートグループのグ
ループが割り当てられます。次にループが割り当てられます。次に setgid ビットを設定します。このビットは、ディレクトリー自体とビットを設定します。このビットは、ディレクトリー自体と
同じグループパーミッション同じグループパーミッション(emacs)に作成されたものをすべて割り当てます。以下のコマンドを使用に作成されたものをすべて割り当てます。以下のコマンドを使用
します。します。
     

chmod 2775 /usr/share/emacs/site-lisp

      この時点で、各ユーザーのデフォルトのこの時点で、各ユーザーのデフォルトの umask はは 002 であるため、であるため、emacs グループのすべてのメグループのすべてのメ
ンバーは、ユーザーが新しいファイルを書き込むたびにファイルを変更しなくてンバーは、ユーザーが新しいファイルを書き込むたびにファイルを変更しなくて
も、も、/usr/share/emacs/site-lisp/ ディレクトリーにファイルを作成および編集できます。ディレクトリーにファイルを作成および編集できます。
     

32.6. シャドウパスワードシャドウパスワード

     マルチユーザー環境では、マルチユーザー環境では、シャドウパスワードシャドウパスワード を使用することが非常に重要です（を使用することが非常に重要です（ shadow-utils 
パッケージで提供されます）。これにより、システム認証ファイルのセキュリティーを強化します。こパッケージで提供されます）。これにより、システム認証ファイルのセキュリティーを強化します。こ
のため、インストールプログラムでは、デフォルト設定でシャドウパスワードを有効にしています。のため、インストールプログラムでは、デフォルト設定でシャドウパスワードを有効にしています。
    

     以下は、以下は、UNIX ベースのシステムにパスワードを格納する従来の方法と比較して、ベースのシステムにパスワードを格納する従来の方法と比較して、pfd シャドウパスシャドウパス
ワードの利点を示しています。ワードの利点を示しています。
    

       暗号化されたパスワードハッシュを、あらゆるユーザーが読み取り可能な暗号化されたパスワードハッシュを、あらゆるユーザーが読み取り可能な /etc/passwd 
ファイルから、ファイルから、root ユーザーのみが読み取り可能なユーザーのみが読み取り可能な /etc/shadow に移動して、システムセキュに移動して、システムセキュ
リティーを向上させます。リティーを向上させます。
      

       パスワードのマージに関する情報を保存します。パスワードのマージに関する情報を保存します。
      

       /etc/login.defs ファイルを使用してセキュリティーポリシーを強制できるようにします。ファイルを使用してセキュリティーポリシーを強制できるようにします。
      

     shadow-utils パッケージが提供するほとんどのユーティリティーは、シャドウパスワードが有効かパッケージが提供するほとんどのユーティリティーは、シャドウパスワードが有効か
どうかに関わらず適切に機能します。ただし、パスワードの変更情報はどうかに関わらず適切に機能します。ただし、パスワードの変更情報は /etc/shadow ファイルにのみ格ファイルにのみ格
納されるため、パスワードの変更情報を作成または変更するコマンドは機能しません。納されるため、パスワードの変更情報を作成または変更するコマンドは機能しません。
    

     シャドウパスワードを有効にしなくても機能しないコマンドのリストを以下に示します。シャドウパスワードを有効にしなくても機能しないコマンドのリストを以下に示します。
    

       chage
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       gpasswd
      

       /usr/sbin/usermod -e オプションまたはオプションまたは -f オプションオプション
      

       /usr/sbin/useradd -e オプションまたはオプションまたは -f オプションオプション
      

32.7. 関連情報関連情報

     ユーザーおよびグループ、およびそれらを管理するツールの詳細は、以下のリソースを参照してくユーザーおよびグループ、およびそれらを管理するツールの詳細は、以下のリソースを参照してく
ださい。ださい。
    

32.7.1. インストールされているドキュメントインストールされているドキュメント

        関連する関連する man ページ：ページ： ユーザーおよびグループの管理に関連するさまざまなアプリケーユーザーおよびグループの管理に関連するさまざまなアプリケー
ションや設定ファイルのションや設定ファイルの man ページが多数あります。その他重要なページが多数あります。その他重要な man ページは、以下に挙ページは、以下に挙
げています。げています。
       

ユーザーおよびグループ管理アプリケーションユーザーおよびグループ管理アプリケーション

             mangitops: パスワードのマージポリシーおよびアカウントの有効期限を変更すパスワードのマージポリシーおよびアカウントの有効期限を変更す
るコマンド。るコマンド。
            

             man gpasswd - /etc/group ファイルを管理するコマンドです。ファイルを管理するコマンドです。
            

             man groupadd - グループを追加するコマンドグループを追加するコマンド
            

             man grpck - /etc/group ファイルを確認するコマンド。ファイルを確認するコマンド。
            

             man groupdel: グループを削除するコマンド。グループを削除するコマンド。
            

             man groupmod - グループメンバーシップを変更するコマンド。グループメンバーシップを変更するコマンド。
            

             man pwck - /etc/passwd ファイルおよびファイルおよび /etc/shadow ファイルを検証するコファイルを検証するコ
マンド。マンド。
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             man pwconv: 標準パスワードをシャドウパスワードに変換するツール。標準パスワードをシャドウパスワードに変換するツール。
            

             man pwunconv: シャドウパスワードを標準パスワードに変換するツール。シャドウパスワードを標準パスワードに変換するツール。
            

             man useradd - ユーザーを追加するコマンド。ユーザーを追加するコマンド。
            

             man userdel: ユーザーを削除するコマンド。ユーザーを削除するコマンド。
            

             man usermod: ユーザーを変更するコマンド。ユーザーを変更するコマンド。
            

 

設定ファイル設定ファイル

             man 5 グループグループ: システムのグループ情報が含まれるファイル。システムのグループ情報が含まれるファイル。
            

             man 5 passwd - システムのユーザー情報を含むファイル。システムのユーザー情報を含むファイル。
            

             man 5 shadow: システムのパスワードおよびアカウントの有効期限情報が含まシステムのパスワードおよびアカウントの有効期限情報が含ま
れるファイル。れるファイル。
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第第33章章 プリンターの設定プリンターの設定

    Printer Configuration Tool を使用すると、ユーザーはプリンターを設定できます。このツールは、を使用すると、ユーザーはプリンターを設定できます。このツールは、
プリンター設定ファイル、印刷スプールディレクトリー、印刷フィルター、プリンタークラスの維持にプリンター設定ファイル、印刷スプールディレクトリー、印刷フィルター、プリンタークラスの維持に
役立ちます。役立ちます。
   

    Red Hat Enterprise Linux 4 は、は、Common Unix Printing System(CUPS)を使用します。を使用します。CUPS をを
使用した以前の使用した以前の Red Hat Enterprise Linux バージョンからシステムをアップグレードすると、アップバージョンからシステムをアップグレードすると、アップ
グレードプロセスにより、設定したキューが保持されます。グレードプロセスにより、設定したキューが保持されます。
   

    Printer Configuration Tool を使用するには、を使用するには、root 権限が必要です。アプリケーションを起動するに権限が必要です。アプリケーションを起動するに
は、は、Applications （パネルのメインメニュー）（パネルのメインメニュー）=> Administration => Printing を選択するか、シェルを選択するか、シェル
プロンプトでプロンプトで system-config-printer コマンドを入力します。コマンドを入力します。
   

図図33.1 プリンター設定ツールプリンター設定ツール

[D]

    以下のタイプの印刷キューを設定できます。以下のタイプの印刷キューを設定できます。
   

      AppSocket/HP JetDirect - コンピューターの代わりにコンピューターの代わりに HP JetDirect インターフェースまたインターフェースまた
はは Appsocket インターフェースを介してネットワークに直接接続されたプリンター。インターフェースを介してネットワークに直接接続されたプリンター。
     

      IPP(Internet Printing Protocol) - Internet Printing Protocol を介してを介して TCP/IP ネットワーネットワー
ク経由でアクセス可能なプリンター（たとえば、ネットワーク上のク経由でアクセス可能なプリンター（たとえば、ネットワーク上の CUPS を実行している別のを実行している別の  
Red Hat Enterprise Linux システムに接続されているプリンターなど）。システムに接続されているプリンターなど）。
     

      LPD/LPR Host or Printer: TCP/IP ネットワーク上でアクセス可能な別のネットワーク上でアクセス可能な別の UNIX システムにシステムに

Red Hat Enterprise Linux 4 システム管理ガイドシステム管理ガイド

370

ld-idm140456216972768.html


接続されているプリンター（たとえば、ネットワーク上で接続されているプリンター（たとえば、ネットワーク上で LPD を実行している別のを実行している別の Red Hat 
Enterprise Linux システムに接続されているプリンターなど）。システムに接続されているプリンターなど）。
     

      ネットワークネットワーク Windows(SMB): SMB ネットワークでプリンターを共有する別のシステムネットワークでプリンターを共有する別のシステム
（（Microsoft Windows™ マシンに接続されマシンに接続され ているプリンターなど）に接続されているプリンているプリンターなど）に接続されているプリン
ター。ター。
     

      Networked JetDirect - コンピューターの代わりにコンピューターの代わりに HP JetDirect を介してネットワークに直を介してネットワークに直
接接続されたプリンター。接接続されたプリンター。
     

重要な影響重要な影響

     新しい印刷キューを追加するか、または既存のキューを変更する場合は、変更を適用新しい印刷キューを追加するか、または既存のキューを変更する場合は、変更を適用
する必要があります。する必要があります。
    

    Apply ボタンをクリックすると、設定した変更でプリンターデーモンが再起動するように求められまボタンをクリックすると、設定した変更でプリンターデーモンが再起動するように求められま
す。す。
   

    戻す戻す ボタンをクリックすると、適用されていない変更は破棄されます。ボタンをクリックすると、適用されていない変更は破棄されます。
   

33.1. ローカルプリンターの追加ローカルプリンターの追加

     並列ポート、コンピューターの並列ポート、コンピューターの USB ポートなどを介して接続しているローカルプリンターを追加すポートなどを介して接続しているローカルプリンターを追加す
るには、メインのるには、メインの Printer Configuration Tool ウィンドウでウィンドウで New Printer ボタンをクリックして、ボタンをクリックして、図図
33.2「「プリンターの追加プリンターの追加」」 にウィンドウを表示します。にウィンドウを表示します。
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図図33.2 プリンターの追加プリンターの追加

[D]

     Forward をクリックして先に進みます。をクリックして先に進みます。
    

     Printer Name フィールドにプリンターの一意の名前を入力します。プリンター名には、文字、数フィールドにプリンターの一意の名前を入力します。プリンター名には、文字、数
字、ダッシュ字、ダッシュ(-)、およびアンダースコア、およびアンダースコア(_)を使用できます。スペースを含めることを使用できます。スペースを含めること はできませんはできません。。
    

     また、また、説明説明 フィールドおよびフィールドおよび Location フィールドを使用して、このプリンターと、システムに設フィールドを使用して、このプリンターと、システムに設
定した可能性のある他のプリンターをさらに区別することもできます。これらのフィールドはいずれも定した可能性のある他のプリンターをさらに区別することもできます。これらのフィールドはいずれも
任意で、スペースを含めることができます。任意で、スペースを含めることができます。
    

     Forward をクリックしてをクリックして New Printer ダイアログを開きます（ダイアログを開きます（ 図図33.3「ローカルプリンターの追「ローカルプリンターの追
加」加」を参照）。プリンターが自動的に検出されると、プリンターのモデルがを参照）。プリンターが自動的に検出されると、プリンターのモデルが 接続の選択接続の選択 に表示されまに表示されま
す。プリンターモデルを選択し、す。プリンターモデルを選択し、進む進む をクリックして続行します。をクリックして続行します。
    

     デバイスが自動的に表示されない場合は、接続の選択デバイスが自動的に表示されない場合は、接続の選択 でプリンターを接続するデバイスをでプリンターを接続するデバイスを 選択選択 しましま
す（す（ LPT # 1 やや Serial Port #1など）。など）。
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図図33.3 ローカルプリンターの追加ローカルプリンターの追加

[D]

     次に、プリンタータイプを選択します。詳細は、次に、プリンタータイプを選択します。詳細は、「プリンターモデルの選択と完了」「プリンターモデルの選択と完了」 を参照してくを参照してく
ださい。ださい。
    

33.2. IPP プリンターの追加プリンターの追加

     IPP プリンターは同じプリンターは同じ TCP/IP ネットワークにある別のシステムに接続されているプリンターです。ネットワークにある別のシステムに接続されているプリンターです。
このプリンターがアタッチされているシステムはこのプリンターがアタッチされているシステムは CUPS を実行しているか、または単にを実行しているか、または単に IPP を使用すを使用す
るように設定されているだけです。るように設定されているだけです。
    

     プリンターサーバーでファイアウォールが有効な場合は、受信プリンターサーバーでファイアウォールが有効な場合は、受信 UDP ポートポート 631 での送受信接続を許での送受信接続を許
可するようにファイアウォールを設定する必要があります。クライアントでファイアウォールが有効に可するようにファイアウォールを設定する必要があります。クライアントでファイアウォールが有効に
なっている場合（出力要求を送信するシステム）、ファイアウォールがポートなっている場合（出力要求を送信するシステム）、ファイアウォールがポート 631 を介して接続を許可を介して接続を許可
および作成できるようにする必要があります。および作成できるようにする必要があります。
    

     メインのメインの  Printer Configuration Tool ウィンドウでウィンドウで New Printer ボタンをクリックして、ボタンをクリックして、図図
33.2「「プリンターの追加プリンターの追加」」 にウィンドウを表示して、ネットワークにウィンドウを表示して、ネットワーク IPP プリンターを追加できます。プリンターを追加できます。
プリンター名（プリンター名（printer 名にはスペースを含めることができません）、文字、数字、ダッシュ名にはスペースを含めることができません）、文字、数字、ダッシュ(-)、アン、アン
ダースコアダースコア(_)、、説明説明 （（ 場所場所 ）を入力して、このプリンターをシステムで設定できる他の人と区別する）を入力して、このプリンターをシステムで設定できる他の人と区別する
ことができます。ことができます。Forward をクリックして先に進みます。をクリックして先に進みます。
    

     図図33.4「「IPP プリンターの追加」プリンターの追加」 に表示されるウィンドウで、に表示されるウィンドウで、Hostname フィールドにフィールドに IPP プリンプリン
ターのホスト名と、ターのホスト名と、Printername フィールドにプリンターの一意名を入力します。フィールドにプリンターの一意名を入力します。
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図図33.4 IPP プリンターの追加プリンターの追加

[D]

     進む進む をクリックして続けます。をクリックして続けます。
    

     次に、プリンタータイプを選択します。詳細は、次に、プリンタータイプを選択します。詳細は、「プリンターモデルの選択と完了」「プリンターモデルの選択と完了」 を参照してくを参照してく
ださい。ださい。
    

33.3. SAMBA(SMB)プリンターの追加プリンターの追加

     メインのメインの  Printer Configuration Tool ウィンドウでウィンドウで New Printer ボタンをクリックして、ボタンをクリックして、図図
33.2「「プリンターの追加プリンターの追加」」 にウィンドウを表示して、にウィンドウを表示して、Samba(SMB)ベースのプリンター共有を追加でベースのプリンター共有を追加で
きます。きます。Printer Name フィールドにプリンターの一意の名前を入力します。プリンター名には、文フィールドにプリンターの一意の名前を入力します。プリンター名には、文
字、数字、ダッシュ字、数字、ダッシュ(-)、およびアンダースコア、およびアンダースコア(_)を使用できます。スペースを含めることを使用できます。スペースを含めること はできませはできませ
んん。。
    

     また、また、説明説明 フィールドおよびフィールドおよび Location フィールドを使用して、このプリンターと、システムに設フィールドを使用して、このプリンターと、システムに設
定した可能性のある他のプリンターをさらに区別することもできます。これらのフィールドはいずれも定した可能性のある他のプリンターをさらに区別することもできます。これらのフィールドはいずれも
任意で、スペースを含めることができます。任意で、スペースを含めることができます。
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図図33.5 SMB プリンターの追加プリンターの追加

[D]

     図図33.5「「SMB プリンターの追加」プリンターの追加」 で示されているように、利用可能なで示されているように、利用可能な SMB 共有は自動的に検出さ共有は自動的に検出さ
れ、れ、Share 列に表示されます。列に表示されます。Workgroup の横にある矢印の横にある矢印( 

     
      )をクリックして展開します。拡張されたリストからプリンターを選択します。をクリックして展開します。拡張されたリストからプリンターを選択します。
    

     検索するプリンターが一覧に表示されない場合は、検索するプリンターが一覧に表示されない場合は、smb:// フィールドにフィールドに SMB アドレスを入力しまアドレスを入力しま
す。す。computer name/printer share の形式を使用します。の形式を使用します。図図33.5「「SMB プリンターの追加」プリンターの追加」 では、では、ププ
リンター共有リンター共有 はは r2 で、で、コンピューター名コンピューター名 はは dellbox になります。になります。
    

     ユーザー名ユーザー名 フィールドには、プリンターにアクセスするユーザー名を入力します。このユーザーフィールドには、プリンターにアクセスするユーザー名を入力します。このユーザー
は、は、SMB システムで存在している必要があり、ユーザーはプリンターへのアクセス権限を持っているシステムで存在している必要があり、ユーザーはプリンターへのアクセス権限を持っている
必要があります。デフォルトのユーザー名は通常、必要があります。デフォルトのユーザー名は通常、Windows サーバーではサーバーでは guest、または、または Samba 
サーバーの場合はサーバーの場合は nobody です。です。
    

     ユーザー名ユーザー名 フィールドに指定したユーザーのフィールドに指定したユーザーの パスワードパスワード （必要な場合）を（必要な場合）を 入力入力 します。します。
    

     確認確認 をクリックすると、接続をテストできます。確認が成功すると、ダイアログボックスが表示さをクリックすると、接続をテストできます。確認が成功すると、ダイアログボックスが表示さ
れ、プリンター共有のアクセスを確認します。れ、プリンター共有のアクセスを確認します。
    

     次に、プリンタータイプを選択します。詳細は、次に、プリンタータイプを選択します。詳細は、「プリンターモデルの選択と完了」「プリンターモデルの選択と完了」 を参照してくを参照してく
ださい。ださい。
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WARNING

      Samba プリンターのユーザー名およびパスワードは、プリンターのユーザー名およびパスワードは、root およびおよび lpd が読みが読み
取り可能な暗号化されていないファイルとしてプリンターサーバーに保存されま取り可能な暗号化されていないファイルとしてプリンターサーバーに保存されま
す。そのため、プリンターサーバーにす。そのため、プリンターサーバーに root アクセスを持つ他のユーザーは、アクセスを持つ他のユーザーは、
Samba プリンターへのアクセスに使用するユーザー名とパスワードを表示できまプリンターへのアクセスに使用するユーザー名とパスワードを表示できま
す。す。
     

      そのため、そのため、Samba プリンターにアクセスするためのユーザー名とパスワードをプリンターにアクセスするためのユーザー名とパスワードを
選択する場合は、ローカルの選択する場合は、ローカルの Red Hat Enterprise Linux システムへのアクセスにシステムへのアクセスに
使用するパスワードとは異なるパスワードを選択することが推奨されます。使用するパスワードとは異なるパスワードを選択することが推奨されます。
     

      Samba プリンターサーバーで共有するファイルがある場合も、印刷キューで使プリンターサーバーで共有するファイルがある場合も、印刷キューで使
用されるパスワードとは異なるパスワードを使用することが推奨されます。用されるパスワードとは異なるパスワードを使用することが推奨されます。
     

33.4. JETDIRECT プリンターの追加プリンターの追加

     JetDirect またはまたは AppSocket の接続プリンター共有を追加するには、メインのの接続プリンター共有を追加するには、メインの  Printer 
Configuration Tool ウィンドウでウィンドウで New Printer ボタンをクリックして、ボタンをクリックして、図図33.2「「プリンターの追加プリンターの追加」」 
でウィンドウを表示します。でウィンドウを表示します。Printer Name フィールドにプリンターの一意の名前を入力します。プリフィールドにプリンターの一意の名前を入力します。プリ
ンター名には、文字、数字、ダッシュンター名には、文字、数字、ダッシュ(-)、およびアンダースコア、およびアンダースコア(_)を使用できます。スペースを含めるを使用できます。スペースを含める
ことこと はできませんはできません。。
    

     また、また、説明説明 フィールドおよびフィールドおよび Location フィールドを使用して、このプリンターと、システムに設フィールドを使用して、このプリンターと、システムに設
定した可能性のある他のプリンターをさらに区別することもできます。これらのフィールドはいずれも定した可能性のある他のプリンターをさらに区別することもできます。これらのフィールドはいずれも
任意で、スペースを含めることができます。任意で、スペースを含めることができます。
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図図33.6 JetDirect プリンターの追加プリンターの追加

[D]

     進む進む をクリックして続けます。をクリックして続けます。
    

     以下のオプションのテキストフィールドが表示されます。以下のオプションのテキストフィールドが表示されます。
    

       hostname - JetDirect プリンターのホスト名またはプリンターのホスト名または IP アドレス。アドレス。
      

       ポートポート 番号番号 - 印刷ジョブをリッスンする印刷ジョブをリッスンする JetDirect プリンターのポートデフォルトのポープリンターのポートデフォルトのポー
トはトは 9100 です。です。
      

     次に、プリンタータイプを選択します。詳細は、次に、プリンタータイプを選択します。詳細は、「プリンターモデルの選択と完了」「プリンターモデルの選択と完了」 を参照してくを参照してく
ださい。ださい。
    

33.5. プリンターモデルの選択と完了プリンターモデルの選択と完了

     プリンターキュータイプを適切に選択したら、以下のいずれかのオプションを選択できます。プリンターキュータイプを適切に選択したら、以下のいずれかのオプションを選択できます。
    

       データベースからプリンターを選択データベースからプリンターを選択 - このオプションを選択すると、製造元このオプションを選択すると、製造元 の一覧からプの一覧からプ
リンターの製造元を選択しリンターの製造元を選択し ますます。ご使用のプリンターの製造が一覧にない場合は、。ご使用のプリンターの製造が一覧にない場合は、Generic をを
選択します。選択します。
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       PPD ファイルの提供：ファイルの提供： PPD(PPD)ファイルはプリンターでも指定できます。このファイルファイルはプリンターでも指定できます。このファイル
は、通常製造元によって提供されます。は、通常製造元によって提供されます。PPD ファイルで提供される場合は、このオプションをファイルで提供される場合は、このオプションを
選択し、オプションの詳細の下にあるブラウザーバーを使用して選択し、オプションの詳細の下にあるブラウザーバーを使用して PPD ファイルを選択できまファイルを選択できま
す。す。
      

     図図33.7「プリンターモデルの選択」「プリンターモデルの選択」 を参照してください。を参照してください。
    

図図33.7 プリンターモデルの選択プリンターモデルの選択

[D]

     オプションの選択後にオプションの選択後に Forward をクリックして続行します。をクリックして続行します。図図33.7「プリンターモデルの選択」「プリンターモデルの選択」 がが
表示されます。プリンターの対応するモデルとドライバーを選択する必要があります。表示されます。プリンターの対応するモデルとドライバーを選択する必要があります。
    

     推奨される印刷ドライバーは、選択したプリンターモデルに基づいて自動的に選択されます。ただ推奨される印刷ドライバーは、選択したプリンターモデルに基づいて自動的に選択されます。ただ
し、別の利用可能なドライバーを選ぶことも可能です。ローカルプリンターはコンピューターに直接接し、別の利用可能なドライバーを選ぶことも可能です。ローカルプリンターはコンピューターに直接接
続されているため、プリンターに送信されるデータを処理するにはプリンタードライバーが必要です。続されているため、プリンターに送信されるデータを処理するにはプリンタードライバーが必要です。
    

     デバイスのデバイスの PPD ファイル（通常は製造元提供）がある場合は、ファイル（通常は製造元提供）がある場合は、Provide PPD file を選択して選択でを選択して選択で
きます。その後、きます。その後、Browse をクリックしてをクリックして PPD ファイルのファイルシステムを参照できます。ファイルのファイルシステムを参照できます。
    

33.5.1. プリンター設定の確認プリンター設定の確認

      最後の手順では、プリンター設定を確認します。設定が正しい場合は最後の手順では、プリンター設定を確認します。設定が正しい場合は Apply をクリックし、印刷をクリックし、印刷
ジョブを追加します。ジョブを追加します。戻る戻る (Back) をクリックすると、プリンター設定を変更できます。をクリックすると、プリンター設定を変更できます。
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      変更を適用した後、テストページを出力して設定が正しいことを確認します。詳細は、変更を適用した後、テストページを出力して設定が正しいことを確認します。詳細は、「テスト「テスト
ページの印刷」ページの印刷」 を参照してください。を参照してください。
     

33.6. テストページの印刷テストページの印刷

     プリンターを設定したら、テストページを印刷して、プリンターが適切に機能していることを確認プリンターを設定したら、テストページを印刷して、プリンターが適切に機能していることを確認
する必要があります。テストページを印刷するには、プリンターの一覧から試行するプリンターを選択する必要があります。テストページを印刷するには、プリンターの一覧から試行するプリンターを選択
し、プリンターのし、プリンターの Settings タブからタブから テストページのテストページの 印刷印刷 をクリックします。をクリックします。
    

     印刷ドライバーを変更したりドライバーオプションを変更する場合は、テストページを印刷して別印刷ドライバーを変更したりドライバーオプションを変更する場合は、テストページを印刷して別
の設定をテストする必要があります。の設定をテストする必要があります。
    

33.7. 既存プリンターの修正既存プリンターの修正

     既存のプリンターを削除するには、プリンターを選択し、ツールバーの既存のプリンターを削除するには、プリンターを選択し、ツールバーの Delete ボタンをクリックしボタンをクリックし
ます。プリンター設定の削除を確認すると、プリンターの一覧からプリンターが削除されます。ます。プリンター設定の削除を確認すると、プリンターの一覧からプリンターが削除されます。
    

     デフォルトのプリンターを設定するには、プリンターの一覧からプリンターを選択し、設定タブのデフォルトのプリンターを設定するには、プリンターの一覧からプリンターを選択し、設定タブの 
Make Default Printer ボタンをクリックボタンをクリック しし ます。ます。
    

33.7.1. 設定設定 タブタブ

      プリンターのドライバー設定を変更するには、プリンタープリンターのドライバー設定を変更するには、プリンター リストで該当する名前をクリックして、リストで該当する名前をクリックして、
設定設定 タブをタブを クリッククリック します。します。
     

      製造元やモデルなどのプリンター設定を変更し、プリンターのデフォルトやテストページの印刷、製造元やモデルなどのプリンター設定を変更し、プリンターのデフォルトやテストページの印刷、
デバイスの場所デバイスの場所(URI)の変更などが可能です。の変更などが可能です。
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図図33.8 Settings タブタブ

[D]

33.7.2. ポリシーポリシー タブタブ

      印刷出力の設定を変更するには、印刷出力の設定を変更するには、Policies タブをクリックします。タブをクリックします。
     

      たとえば、たとえば、バナーページバナーページ （送信元プリンター、ジョブを開始したユーザー名、印刷中のドキュメン（送信元プリンター、ジョブを開始したユーザー名、印刷中のドキュメン
トのセキュリティーステータスなど）を説明するページを作成するには、トのセキュリティーステータスなど）を説明するページを作成するには、Starting Banner  ドロップまドロップま
たはたは Ending Banner ドロップメニューをクリックし、印刷ジョブの性質に最適なオプションを選択しドロップメニューをクリックし、印刷ジョブの性質に最適なオプションを選択し
ます（ます（ トップシークレットトップシークレット、、分類分類 されたされた 機密機密など）。など）。
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図図33.9 Policies タブタブ

[D]

      ドロップダウンメニューからオプションを選択して、プリンターのドロップダウンメニューからオプションを選択して、プリンターの エラーポリシーエラーポリシー を設定することを設定すること
もできます。印刷ジョブを中止、再試行、または停止することを選択できます。もできます。印刷ジョブを中止、再試行、または停止することを選択できます。
     

33.7.3. アクセス制御アクセス制御 タブタブ

      アクセスアクセス 制御制御 タブをクリックして、設定したプリンターへタブをクリックして、設定したプリンターへ のユーザーレベルのアクセスを変更でのユーザーレベルのアクセスを変更で
きます。きます。
     

      テキストボックスを使用してユーザーを追加し、その横のテキストボックスを使用してユーザーを追加し、その横の Add ボタンをクリックします。その後、ボタンをクリックします。その後、
そのユーザーのサブセットへのプリンターの使用のみを許可したり、それらのユーザーに使用を拒否すそのユーザーのサブセットへのプリンターの使用のみを許可したり、それらのユーザーに使用を拒否す
るかを選択できます。るかを選択できます。
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図図33.10 アクセス制御タブアクセス制御タブ

[D]

33.7.4. プリンタープリンター およびおよび ジョブオプションジョブオプションタブタブ

      プリンターオプションプリンターオプション タブにタブに は、プリンターのメディアと出力のさまざまな設定オプションが含まは、プリンターのメディアと出力のさまざまな設定オプションが含ま
れます。れます。
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図図33.11 プリンターオプションタブプリンターオプションタブ

[D]

        ページサイズページサイズ: ビデオサイズを選択できます。オプションには、ビデオサイズを選択できます。オプションには、US Letter、米国、、米国、A3、お、お
よびよび A4 が含まれます。が含まれます。
       

        メディアソース：メディアソース： デフォルトでデフォルトで Automatic に設定されます。このオプションを変更しに設定されます。このオプションを変更し
て、別のトレイからのビデオを使用します。て、別のトレイからのビデオを使用します。
       

        メディアタイプメディアタイプ: ビデオタイプを変更できます。オプションにはビデオタイプを変更できます。オプションには Plain、、thick、、bond、お、お
よび透過性があります。よび透過性があります。
       

        Resolution: printout の品質および詳細を設定します（デフォルトは、の品質および詳細を設定します（デフォルトは、inch(dpi)ごとにごとに  
300 のドットです）。のドットです）。
       

        Toner saving - リソースリソース を節約するためにプリンターが短いトナーを使用するかどうかをを節約するためにプリンターが短いトナーを使用するかどうかを
選択します。選択します。
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      ジョブオプションジョブオプション タブを使用してプリンタージョブのオプションを設定することもできます。タブを使用してプリンタージョブのオプションを設定することもできます。ドド
ロップダウンメニューを使用して、ロップダウンメニューを使用して、Landscape モード（モード（horizontal またはまたは vertical printout）、）、ココ
ピーピー、、スケーリングスケーリング （印刷可能領域のサイズを拡大または縮小）など、使用するジョブオプションを選（印刷可能領域のサイズを拡大または縮小）など、使用するジョブオプションを選
択します。択します。
     

33.8. 印刷ジョブの管理印刷ジョブの管理

     Emacs からのテキストファイルの印刷、からのテキストファイルの印刷、GIMP からの画像の印刷など、プリンターデーモンに印刷からの画像の印刷など、プリンターデーモンに印刷
ジョブを送信すると、印刷ジョブはジョブを送信すると、印刷ジョブは 印刷スプールキューに追加されます。印刷スプールキューはプリン印刷スプールキューに追加されます。印刷スプールキューはプリン
ターに送信された印刷ジョブの一覧であり、リクエストの状態、ジョブ番号など、各印刷要求に関するターに送信された印刷ジョブの一覧であり、リクエストの状態、ジョブ番号など、各印刷要求に関する
情報です。情報です。
    

     印刷プロセス中に、印刷プロセス中に、Printer Status アイコンがパネルのアイコンがパネルの Notification Area に表示されます。印刷に表示されます。印刷
ジョブのステータスを確認するには、ジョブのステータスを確認するには、図図33.12「「GNOME 印刷の状態」印刷の状態」 のようなウィンドウを表示するのようなウィンドウを表示する 
Printer Status をダブルクリックします。をダブルクリックします。
    

図図33.12 GNOME 印刷の状態印刷の状態

[D]

     GNOME Print Status に記載されている特定の印刷ジョブをキャンセルするには、一覧から選択に記載されている特定の印刷ジョブをキャンセルするには、一覧から選択
し、プルダウンメニューからし、プルダウンメニューから Edit => Cancel Documents を選択します。を選択します。
    

     シェルプロンプトから印刷スプールの印刷ジョブの一覧を表示するには、シェルプロンプトから印刷スプールの印刷ジョブの一覧を表示するには、lpq コマンドを入力しまコマンドを入力しま
す。最後の数行は以下のようになります。す。最後の数行は以下のようになります。
    

例例33.1 lpq 出力例出力例

Rank   Owner/ID              Class  Job Files       Size Time 
active user@localhost+902    A      902 sample.txt  2050 01:20:46
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     印刷ジョブをキャンセルするには、印刷ジョブをキャンセルするには、lpq コマンドで要求のジョブ番号を見つけ、コマンドで要求のジョブ番号を見つけ、lprm job number ココ
マンドを使用します。たとえば、マンドを使用します。たとえば、lprm 902 はは 例例33.1「「lpq 出力例」出力例」 で印刷ジョブをキャンセルしまで印刷ジョブをキャンセルしま
す。印刷ジョブをキャンセルするには、適切なパーミッションが必要です。プリンターが接続しているす。印刷ジョブをキャンセルするには、適切なパーミッションが必要です。プリンターが接続している
マシンにマシンに root としてログインしていない限り、他のユーザーが開始された印刷ジョブはキャンセルでとしてログインしていない限り、他のユーザーが開始された印刷ジョブはキャンセルで
きません。きません。
    

     シェルプロンプトから直接ファイルを印刷することもできます。たとえば、シェルプロンプトから直接ファイルを印刷することもできます。たとえば、lpr sample.txt コマンドコマンド
はテキストファイルはテキストファイル sample.txt を出力します。印刷フィルターはファイルのタイプを決定し、プリンを出力します。印刷フィルターはファイルのタイプを決定し、プリン
ターが理解できる形式に変換します。ターが理解できる形式に変換します。
    

33.9. 関連情報関連情報

     Red Hat Enterprise Linux での印刷の詳細は、以下の資料を参照してください。での印刷の詳細は、以下の資料を参照してください。
    

33.9.1. インストールされているドキュメントインストールされているドキュメント

        map lpr: コマンドラインからのファイルの印刷を可能にするコマンドラインからのファイルの印刷を可能にする lpr コマンドのコマンドの man ページページ
です。です。
       

        man lprm: 印刷キューから印刷ジョブを削除するコマンドラインユーティリティーの印刷キューから印刷ジョブを削除するコマンドラインユーティリティーの 
man ページです。ページです。
       

        man mpage: 1 枚の用紙に複数ページを印刷するためのコマンドラインユーティリティー枚の用紙に複数ページを印刷するためのコマンドラインユーティリティー
のの man ページです。ページです。
       

        man cupsd: CUPS プリンターデーモンのプリンターデーモンの man ページです。ページです。
       

        man cupsd.conf: CUPS プリンターデーモンの設定ファイルのプリンターデーモンの設定ファイルの man ページです。ページです。
       

        man classes.conf: CUPS のクラス設定ファイルののクラス設定ファイルの man ページです。ページです。
       

33.9.2. 便利な便利な Web サイトサイト

        http://www.linuxprinting.org: 『『GNU/Linux 印刷には、印刷には、』』 Linux での印刷に関する多くでの印刷に関する多く
の情報が含まれています。の情報が含まれています。
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        http://www.cups.org/: CUPS に関するドキュメント、に関するドキュメント、FAQ、および、および newsgroups。。
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第第34章章 自動タスク自動タスク

    Linux では、タスクは、指定期間、指定された日付、またはシステムの負荷平均が指定された数を下では、タスクは、指定期間、指定された日付、またはシステムの負荷平均が指定された数を下
回る場合に、自動的に実行するように設定できます。回る場合に、自動的に実行するように設定できます。Red Hat Enterprise Linux は、システムの更新をは、システムの更新を
維持するために重要なシステムタスクを実行するように事前設定されています。たとえば、維持するために重要なシステムタスクを実行するように事前設定されています。たとえば、locate コマコマ
ンドで使用されるンドで使用される s locate データベースが毎日更新されます。システム管理者は、自動化されたタスクデータベースが毎日更新されます。システム管理者は、自動化されたタスク
を使用して定期的なバックアップの実行、システムの監視、カスタムスクリプトの実行などを実行できを使用して定期的なバックアップの実行、システムの監視、カスタムスクリプトの実行などを実行でき
ます。ます。
   

    Red Hat Enterprise Linux には、には、cron、、at、、batch などの自動タスクユーティリティーが複数含まれなどの自動タスクユーティリティーが複数含まれ
ています。ています。
   

34.1. CRON

     Cron は、時間、月、曜日の組み合わせ、タスクの繰り返し実行をスケジュールするために使用できは、時間、月、曜日の組み合わせ、タスクの繰り返し実行をスケジュールするために使用でき
るデーモンです。るデーモンです。
    

     crons は、システムが継続的にあることを前提としています。タスクがスケジュールされている時は、システムが継続的にあることを前提としています。タスクがスケジュールされている時
にシステムがオンになっていない場合は、実行されません。にシステムがオンになっていない場合は、実行されません。1 回限りのタスクをスケジュールするに回限りのタスクをスケジュールするに
は、は、「「at およびおよび Batch」」 を参照してください。を参照してください。
    

     cron サービスを使用するには、サービスを使用するには、vixie-cron RPM パッケージがインストールされ、パッケージがインストールされ、crond サービスサービス
が実行している必要があります。パッケージがインストールされているかどうかを確認するには、が実行している必要があります。パッケージがインストールされているかどうかを確認するには、rpm 
-q vixie-cron コマンドを使用します。サービスが実行中かどうかを確認するには、コマンドを使用します。サービスが実行中かどうかを確認するには、/sbin/service 
crond status コマンドを使用します。コマンドを使用します。
    

34.1.1. cron タスクの設定タスクの設定

      cron( /etc/crontab )の主な設定ファイルには、以下の行が含まれます。の主な設定ファイルには、以下の行が含まれます。
     

SHELL=/bin/bash
PATH=/sbin:/bin:/usr/sbin:/usr/bin
MAILTO=root
HOME=/

# run-parts
01 * * * * root run-parts /etc/cron.hourly
02 4 * * * root run-parts /etc/cron.daily
22 4 * * 0 root run-parts /etc/cron.weekly
42 4 1 * * root run-parts /etc/cron.monthly

      最初の最初の 4 行は、行は、cron タスクが実行される環境を設定するために使用される変数です。タスクが実行される環境を設定するために使用される変数です。SHELL 変数変数
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は、使用するシェル環境（この例ではは、使用するシェル環境（この例では bash シェル）をシステムに指示しますが、シェル）をシステムに指示しますが、PATH 変数はコマン変数はコマン
ドの実行に使用されるパスを定義します。ドの実行に使用されるパスを定義します。cron タスクの出力は、タスクの出力は、MAILTO 変数で定義したユーザー名変数で定義したユーザー名
にメールで送信されます。にメールで送信されます。MAILTO 変数が空の文字列（変数が空の文字列（MAILTO=""として定義されている場合）の場として定義されている場合）の場
合、メールは送信されません。合、メールは送信されません。HOME 変数を使用すると、コマンドまたはスクリプトの実行時に使用す変数を使用すると、コマンドまたはスクリプトの実行時に使用す
るホームディレクトリーを設定できます。るホームディレクトリーを設定できます。
     

      /etc/crontab ファイルの各行はタスクを表し、以下の形式となっています。ファイルの各行はタスクを表し、以下の形式となっています。
     

minute   hour   day   month   dayofweek   command

        minute: 0 からから 59 までの任意の整数までの任意の整数
       

        hour: 0 からから 23 までの任意の整数までの任意の整数
       

        day: 1 からから 31 までの整数（月を指定する場合は有効な日付である必要があります）までの整数（月を指定する場合は有効な日付である必要があります）
       

        month: 1 からから 12 までの任意の整数（またはまでの任意の整数（または jan やや feb などの月の省略名）などの月の省略名）
       

        dayOfWeek: 0 からから 7 までまで のの 任意の整数。任意の整数。0 またはまたは 7 は日曜日を表します（またはは日曜日を表します（または sun 
またはまたは mon などの曜日の短縮名）。などの曜日の短縮名）。
       

        command - 実行するコマンド（コマンドは実行するコマンド（コマンドは ls /proc >> /tmp/proc などのコマンドか、まなどのコマンドか、ま
たはカスタムスクリプトを実行するコマンドになります）。たはカスタムスクリプトを実行するコマンドになります）。
       

      上記のいずれの値でも、アスタリスク上記のいずれの値でも、アスタリスク(*)を使用して有効な値をすべて指定できます。たとえば、を使用して有効な値をすべて指定できます。たとえば、
month 値のアスタリスクは、他の値の制約内で毎回コマンドを実行します。値のアスタリスクは、他の値の制約内で毎回コマンドを実行します。
     

      整数間のハイフン整数間のハイフン(-)は整数の範囲を指定します。たとえば、は整数の範囲を指定します。たとえば、1-4 は整数のは整数の 1、、2、、3、および、および 4 を意を意
味します。味します。
     

      コンマで区切られた値の一覧コンマで区切られた値の一覧(,)はリストを指定します。たとえば、はリストを指定します。たとえば、3, 4, 6, 8 はは 4 つの特定の整数をつの特定の整数を
示します。示します。
     

      スラッシュスラッシュ(/)を使用してを使用して step の値を指定できます。整数の値は、の値を指定できます。整数の値は、/<integer> の範囲に従って範囲内の範囲に従って範囲内
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をスキップできます。たとえば、をスキップできます。たとえば、0-59/2 を使用すると、を使用すると、1 分ごとの分を分ごとの分を 1 分単位で定義できます。ス分単位で定義できます。ス
テップ値はアスタリスクでも使用することができます。たとえば、テップ値はアスタリスクでも使用することができます。たとえば、*/3 の値を月フィールドで使用するの値を月フィールドで使用する
ことで、ことで、3 カ月ごとにタスクを実行できます。カ月ごとにタスクを実行できます。
     

      ハッシュマークハッシュマーク(#)で始まる行はすべてコメントで、処理されません。で始まる行はすべてコメントで、処理されません。
     

      /etc/crontab ファイルにあるように、ファイルにあるように、run-parts スクリプトスクリプト
は、は、/etc/cron.hourly/、、/etc/cron.daily/、、/etc/cron.weekly/、および、および /etc/cron.monthly/ ディレクトディレクト
リーのスクリプトを実行します。これらのディレクトリーのファイルはシェルスクリプトである必要がリーのスクリプトを実行します。これらのディレクトリーのファイルはシェルスクリプトである必要が
あります。あります。
     

      cron タスクをタスクを hourly、、daily、、weekly、または、または monthly 以外のスケジュールで実行する必要があ以外のスケジュールで実行する必要があ
る場合は、る場合は、/etc/cron.d/ ディレクトリーに追加できます。このディレクトリー内のすべてのファイルディレクトリーに追加できます。このディレクトリー内のすべてのファイル
は、は、/etc/crontab と同じ構文を使用します。例については、と同じ構文を使用します。例については、例例34.1「「crontab の例」の例」 を参照してくださを参照してくださ
い。い。
     

例例34.1 crontab の例の例

# record the memory usage of the system every monday 
# at 3:30AM in the file /tmp/meminfo
30 3 * * mon cat /proc/meminfo >> /tmp/meminfo
# run custom script the first day of every month at 4:10AM
10 4 1 * * /root/scripts/backup.sh

      root 以外のユーザーは、以外のユーザーは、crontab ユーティリティーを使用してユーティリティーを使用して cron タスクを設定できます。ユータスクを設定できます。ユー
ザー定義のザー定義の crontabs はは /var/spool/cron/ ディレクトリーに保存され、作成したユーザーのユーザー名ディレクトリーに保存され、作成したユーザーのユーザー名
を使用して実行されます。ユーザーとしてを使用して実行されます。ユーザーとして crontab を作成するには、そのユーザーにログインを作成するには、そのユーザーにログイン
し、し、crontab -e コマンドを入力して、コマンドを入力して、VISUAL またはまたは EDITOR 環境変数が指定したエディターを使用環境変数が指定したエディターを使用
してユーザーのしてユーザーの crontab を編集します。このファイルは、を編集します。このファイルは、/etc/crontab と同じ形式を使用します。と同じ形式を使用します。
crontab への変更が保存されると、への変更が保存されると、crontab はユーザー名に従って保存され、はユーザー名に従って保存され、/var/spool/cron/ユーザーユーザー
名に書き込まれます名に書き込まれます。。
     

      cron デーモンは、デーモンは、/etc/crontab ファイル、ファイル、/etc/cron.d/ ディレクトリー、およびディレクトリー、および /var/spool/cron/ 
ディレクトリーごとに変更の有無を確認します。変更が見つかった場合は、メモリーに読み込まれまディレクトリーごとに変更の有無を確認します。変更が見つかった場合は、メモリーに読み込まれま
す。そのため、す。そのため、crontab ファイルを変更した場合でもデーモンを再起動する必要はありません。ファイルを変更した場合でもデーモンを再起動する必要はありません。
     

34.1.2. cron へのアクセスの制御へのアクセスの制御

      cron へのアクセスを制限するには、へのアクセスを制限するには、/etc/cron.allow ファイルおよびファイルおよび /etc/cron.deny ファイルが使ファイルが使
用されます。両方のアクセス制御ファイルの形式は、用されます。両方のアクセス制御ファイルの形式は、1 行に行に 1 つのユーザー名です。いずれのファイルつのユーザー名です。いずれのファイル
でも空白は許可されません。アクセス制御ファイルを変更した場合、でも空白は許可されません。アクセス制御ファイルを変更した場合、cron デーモンデーモン(crond)を再起動すを再起動す
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る必要はありません。アクセス制御ファイルは、ユーザーがる必要はありません。アクセス制御ファイルは、ユーザーが cron タスクの追加または削除を試みるたタスクの追加または削除を試みるた
びに読み込まれます。びに読み込まれます。
     

      root ユーザーは、アクセス制御ファイルに記載されているユーザー名に関係なく、常にユーザーは、アクセス制御ファイルに記載されているユーザー名に関係なく、常に cron を使を使
用できます。用できます。
     

      cron.allow ファイルが存在する場合は、それに一覧表示されているユーザーのみがファイルが存在する場合は、それに一覧表示されているユーザーのみが cron を使用でを使用で
き、き、cron.deny ファイルは無視されます。ファイルは無視されます。
     

      cron.allow が存在しない場合は、が存在しない場合は、cron.deny に一覧表示されているユーザーはに一覧表示されているユーザーは cron を使用するこを使用するこ
とができません。とができません。
     

34.1.3. サービスの起動と停止サービスの起動と停止

      cron サービスを起動するには、サービスを起動するには、/sbin/service crond start のコマンドを使用します。サービスを停のコマンドを使用します。サービスを停
止するには、止するには、/sbin/service crond stop コマンドを使用します。システムの起動時にサービスを開始すコマンドを使用します。システムの起動時にサービスを開始す
ることが推奨されます。起動時にることが推奨されます。起動時に cron サービスを自動的に起動する方法は、サービスを自動的に起動する方法は、19章章 を参照してくださを参照してくださ
い。い。
     

34.2. AT およびおよび BATCH

     cron は繰り返しのタスクをスケジュールするために使用されますが、は繰り返しのタスクをスケジュールするために使用されますが、at コマンドはコマンドは 1 回限りのタス回限りのタス
クを特定の時間にスケジュールするために使用されます。クを特定の時間にスケジュールするために使用されます。batch コマンドは、システムがコマンドは、システムが 0.8 未満のシ未満のシ
ステムの平均ドロップ時にステムの平均ドロップ時に 1 回限りのタスクが実行されるようスケジュールするために使用されます。回限りのタスクが実行されるようスケジュールするために使用されます。
    

     at またはまたは batch を使用するには、を使用するには、at RPM パッケージがインストールされ、パッケージがインストールされ、atd サービスが実行してサービスが実行して
いる必要があります。パッケージがインストールされているかどうかを確認するには、いる必要があります。パッケージがインストールされているかどうかを確認するには、rpm -q コマンコマン
ドを使用します。サービスが実行中かどうかを確認するには、ドを使用します。サービスが実行中かどうかを確認するには、/sbin/service atd status コマンドを使コマンドを使
用します。用します。
    

34.2.1. at ジョブの設定ジョブの設定

      特定の時間に特定の時間に 1 回限りのジョブをスケジュールするには、回限りのジョブをスケジュールするには、一一 度にコマンドを入力してください。度にコマンドを入力してください。 
time はコマンドを実行する時間になります。はコマンドを実行する時間になります。
     

      引数の引数の 時間時間 は以下のいずれかになります。は以下のいずれかになります。
     

        HH:MM 形式形式 - たとえば、たとえば、04:00 はは 4:00 を指定します。時間がすでに過去の場合は、そのを指定します。時間がすでに過去の場合は、その
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時刻が次の日に指定のタイミングで実行されます。時刻が次の日に指定のタイミングで実行されます。
       

        midnight: 12:00 a.m を指定します。を指定します。
       

        noon - 12:00 p.m を指定します。を指定します。
       

        teatime - 4:00 p.m を指定します。を指定します。
       

        月月 1 日の年号の形式：日の年号の形式： たとえば、たとえば、2002 年年 1 月月 15 日に日に 2002 年年 1 月月 15 日と指定していま日と指定していま
す。年はオプションです。す。年はオプションです。
       

        MMDDYY、、MM/DD/YY、または、または MM.DD.YY 形式。たとえば、形式。たとえば、2002 年年 1 月月 15 日の場合は日の場合は 
011502 です。です。
       

        now + time - 時間は分、時間、日、または週です。たとえば、現在は時間は分、時間、日、または週です。たとえば、現在は + 5 days はコマンはコマン
ドを同時にドを同時に 5 日に実行するように指定しています。日に実行するように指定しています。
       

      最初に時間を指定し、その後にオプションの日付を指定する必要があります。時間形式の詳細最初に時間を指定し、その後にオプションの日付を指定する必要があります。時間形式の詳細
は、は、/usr/share/doc/at- <version> /timespec テキストファイルを参照してください。テキストファイルを参照してください。
     

      at コマンドにコマンドに time 引数を入力すると、引数を入力すると、at> プロンプトが表示されます。実行するコマンドを入力プロンプトが表示されます。実行するコマンドを入力
し、し、Enter を押して、を押して、Ctrl+D と入力します。各コマンドの後にと入力します。各コマンドの後に Enter キーを押し、複数のコマンドを指キーを押し、複数のコマンドを指
定できます。すべてのコマンドを入力したら、定できます。すべてのコマンドを入力したら、Enter を押して空白行に移動し、を押して空白行に移動し、Ctrl+D と入力します。と入力します。
または、プロンプトでシェルスクリプトを入力し、スクリプトの各行の後にまたは、プロンプトでシェルスクリプトを入力し、スクリプトの各行の後に Enter を押して、空白行にを押して、空白行に 
Ctrl+D を入力して終了します。スクリプトを入力すると、使用するシェルは、ユーザーのを入力して終了します。スクリプトを入力すると、使用するシェルは、ユーザーの SHELL 環環
境、ユーザーのログインシェル、または境、ユーザーのログインシェル、または /bin/sh （最初に見つかったもの）に設定されるシェルになり（最初に見つかったもの）に設定されるシェルになり
ます。ます。
     

      コマンドまたはスクリプトセットが標準出力に情報を表示しようとする場合、出力はユーザーに電コマンドまたはスクリプトセットが標準出力に情報を表示しようとする場合、出力はユーザーに電
子メールで送信されます。子メールで送信されます。
     

      atq コマンドを使用して、保留中のジョブを表示します。詳細は、コマンドを使用して、保留中のジョブを表示します。詳細は、「保留中のジョブの表示」「保留中のジョブの表示」 を参を参
照してください。照してください。
     

      at コマンドの使用は制限できます。詳細は、コマンドの使用は制限できます。詳細は、「「at とと batch へのアクセスの制御」へのアクセスの制御」 を参照してくだを参照してくだ
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さい。さい。
     

34.2.2. batch ジョブの設定ジョブの設定

      負荷平均が負荷平均が 0.8 未満のときに未満のときに 1 回限りのタスクを実行するには、回限りのタスクを実行するには、batch コマンドを使用します。コマンドを使用します。
     

      batch コマンドを入力すると、コマンドを入力すると、at> プロンプトが表示されます。実行するコマンドを入力し、プロンプトが表示されます。実行するコマンドを入力し、Enter 
を押して、を押して、Ctrl+D と入力します。各コマンドの後にと入力します。各コマンドの後に Enter キーを押し、複数のコマンドを指定できまキーを押し、複数のコマンドを指定できま
す。すべてのコマンドを入力したら、す。すべてのコマンドを入力したら、Enter を押して空白行に移動し、を押して空白行に移動し、Ctrl+D と入力します。または、と入力します。または、
プロンプトでシェルスクリプトを入力し、スクリプトの各行の後にプロンプトでシェルスクリプトを入力し、スクリプトの各行の後に Enter を押して、空白行にを押して、空白行に Ctrl+D 
を入力して終了します。スクリプトを入力すると、使用するシェルは、ユーザーのを入力して終了します。スクリプトを入力すると、使用するシェルは、ユーザーの SHELL 環境、ユー環境、ユー
ザーのログインシェル、またはザーのログインシェル、または /bin/sh （最初に見つかったもの）に設定されるシェルになります。負（最初に見つかったもの）に設定されるシェルになります。負
荷平均が荷平均が 0.8 未満になると、コマンドまたはスクリプトのセットが実行されます。未満になると、コマンドまたはスクリプトのセットが実行されます。
     

      コマンドまたはスクリプトセットが標準出力に情報を表示しようとする場合、出力はユーザーに電コマンドまたはスクリプトセットが標準出力に情報を表示しようとする場合、出力はユーザーに電
子メールで送信されます。子メールで送信されます。
     

      atq コマンドを使用して、保留中のジョブを表示します。詳細は、コマンドを使用して、保留中のジョブを表示します。詳細は、「保留中のジョブの表示」「保留中のジョブの表示」 を参を参
照してください。照してください。
     

      batch コマンドの使用は制限できます。詳細は、コマンドの使用は制限できます。詳細は、「「at とと batch へのアクセスの制御」へのアクセスの制御」 を参照してくを参照してく
ださい。ださい。
     

34.2.3. 保留中のジョブの表示保留中のジョブの表示

      保留中の保留中の at およびおよび batch ジョブを表示するには、ジョブを表示するには、atq コマンドを使用します。コマンドを使用します。atq コマンドは、保コマンドは、保
留中のジョブ一覧と、各ジョブが行に表示されます。各行は、ジョブ番号、日付、時間、ジョブクラ留中のジョブ一覧と、各ジョブが行に表示されます。各行は、ジョブ番号、日付、時間、ジョブクラ
ス、ユーザー名形式に従います。ユーザーは独自のジョブのみを表示できます。ス、ユーザー名形式に従います。ユーザーは独自のジョブのみを表示できます。root ユーザーがユーザーが atq ココ
マンドを実行すると、全ユーザーのジョブがすべて表示されます。マンドを実行すると、全ユーザーのジョブがすべて表示されます。
     

34.2.4. 追加のコマンドラインオプション追加のコマンドラインオプション

      at およびおよび batch の追加コマンドラインオプションには以下が含まれます。の追加コマンドラインオプションには以下が含まれます。
     

表表34.1 at およびおよび batch のコマンドラインオプションのコマンドラインオプション

 オプションオプション  Description 
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 -f  プロンプトで指定する代わりに、ファイルからコマンドまたはシェプロンプトで指定する代わりに、ファイルからコマンドまたはシェ
ルスクリプトを読み取ります。ルスクリプトを読み取ります。

 -m  ジョブが完了したらユーザーにメールを送信します。ジョブが完了したらユーザーにメールを送信します。

 -v  ジョブが実行される時間を表示します。ジョブが実行される時間を表示します。

 オプションオプション  Description 

34.2.5. at とと batch へのアクセスの制御へのアクセスの制御

      /etc/at.allow ファイルおよびファイルおよび /etc/at.deny ファイルを使用して、ファイルを使用して、at コマンドおよびコマンドおよび batch コマンドコマンド
へのアクセスを制限できます。両方のアクセス制御ファイルの形式は、へのアクセスを制限できます。両方のアクセス制御ファイルの形式は、1 行に行に 1 つのユーザー名です。つのユーザー名です。
いずれのファイルでも空白は許可されません。アクセス制御ファイルを変更した場合でも、いずれのファイルでも空白は許可されません。アクセス制御ファイルを変更した場合でも、at デーモンデーモン
(atd)を再起動する必要はありません。アクセス制御ファイルは、ユーザーがを再起動する必要はありません。アクセス制御ファイルは、ユーザーが at またはまたは batch のコマンのコマン
ドの実行を試みるたびに読み込まれます。ドの実行を試みるたびに読み込まれます。
     

      root ユーザーは、アクセス制御ファイルに関係なく、常にユーザーは、アクセス制御ファイルに関係なく、常に at コマンドとコマンドと batch コマンドを実行でコマンドを実行で
きます。きます。
     

      at.allow ファイルが存在する場合は、リストされているユーザーのみがファイルが存在する場合は、リストされているユーザーのみが at またはまたは batch を使用でを使用で
き、き、at.deny ファイルは無視されます。ファイルは無視されます。
     

      at.allow が存在しない場合は、が存在しない場合は、at.deny に一覧表示されているユーザーはに一覧表示されているユーザーは at またはまたは batch を使用でを使用で
きません。きません。
     

34.2.6. サービスの起動と停止サービスの起動と停止

      at サービスを起動するには、サービスを起動するには、起動時に起動時に /sbin/service コマンドを使用します。サービスを停止するコマンドを使用します。サービスを停止する
には、には、/sbin/service atd stop コマンドを使用します。システムの起動時にサービスを開始することがコマンドを使用します。システムの起動時にサービスを開始することが
推奨されます。起動時に推奨されます。起動時に cron サービスを自動的に起動する方法は、サービスを自動的に起動する方法は、19章章 を参照してください。を参照してください。
     

34.3. 関連情報関連情報

     自動タスクの設定に関する詳細は、以下のリソースを参照してください。自動タスクの設定に関する詳細は、以下のリソースを参照してください。
    

34.3.1. インストールされているドキュメントインストールされているドキュメント
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        cron のの man ページ：ページ： cron の概要の概要
       

        セクションセクション 1 およびおよび 5 のの crontab man ページ：ページ： セクションセクション 1 のの man ページにページに
は、は、crontab ファイルの概要が記載されています。セクションファイルの概要が記載されています。セクション 5 のの man ページには、ファイルページには、ファイル
の形式とエントリーの例が記載されています。の形式とエントリーの例が記載されています。
       

        /usr/share/doc/at- <version> /timespec には、には、cron ジョブに指定できる時間に関する詳ジョブに指定できる時間に関する詳
細情報が含まれています。細情報が含まれています。
       

        man ページ：ページ：  at  およびおよび batch の説明とそのコマンドラインオプションの説明とそのコマンドラインオプション
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第第35章章 ログファイルログファイル

    ログファイルログファイル は、システム（カーネル、サービス、および実行中のアプリケーションなど）に関すは、システム（カーネル、サービス、および実行中のアプリケーションなど）に関す
るメッセージが含まれるファイルです。各情報にはそれぞれ異なるログファイルがあります。例えば、るメッセージが含まれるファイルです。各情報にはそれぞれ異なるログファイルがあります。例えば、
デフォルトのシステムログファイル、セキュリティメッセージ専用のログファイル、デフォルトのシステムログファイル、セキュリティメッセージ専用のログファイル、cron タスク用のタスク用の
ログファイルなどです。ログファイルなどです。
   

    ログファイルは、カーネルドライバーのロードを試みるシステムや、システムへの不正ログインを探ログファイルは、カーネルドライバーのロードを試みるシステムや、システムへの不正ログインを探
す場合など、システムの問題のトラブルシューティングを行う場合に非常に便利です。本章では、ログす場合など、システムの問題のトラブルシューティングを行う場合に非常に便利です。本章では、ログ
ファイルの場所、ログファイルの閲覧方法、ログファイルの注意すべき項目を説明します。ファイルの場所、ログファイルの閲覧方法、ログファイルの注意すべき項目を説明します。
   

    一部のログファイルは、一部のログファイルは、syslogd と呼ばれるデーモンによって制御されます。と呼ばれるデーモンによって制御されます。syslogd が維持するロが維持するロ
グメッセージの一覧は、グメッセージの一覧は、/etc/syslog.conf 設定ファイルにあります。設定ファイルにあります。
   

35.1. ログファイルの場所の特定ログファイルの場所の特定

     ほとんどのログファイルはほとんどのログファイルは /var/log/ ディレクトリーにあります。ディレクトリーにあります。httpd やや samba などの一部のアプなどの一部のアプ
リケーションでは、ログファイル用のディレクトリーがリケーションでは、ログファイル用のディレクトリーが /var/log/ 内にあります。内にあります。
    

     ログファイルディレクトリーの複数のファイルの後に番号が付いたファイルがあることに気付くかログファイルディレクトリーの複数のファイルの後に番号が付いたファイルがあることに気付くか
もしれません。これらはログファイルがローテーションされる際に作成されます。ログファイルは、もしれません。これらはログファイルがローテーションされる際に作成されます。ログファイルは、
ファイルサイズが大きくなり過ぎないようにローテーションが行われます。ファイルサイズが大きくなり過ぎないようにローテーションが行われます。logrotate パッケージにはパッケージには 
cron タスクが含まれており、タスクが含まれており、/etc/logrotate.conf 設定ファイルと設定ファイルと /etc/logrotate.d/ ディレクトリー内ディレクトリー内
の設定ファイルに従って自動的にログファイルをローテーションします。デフォルトでは、週ごとにの設定ファイルに従って自動的にログファイルをローテーションします。デフォルトでは、週ごとに
ローテーションするように設定され、以前のログファイルのローテーションするように設定され、以前のログファイルの 4 週間分のままにします。週間分のままにします。
    

35.2. ログファイルの表示ログファイルの表示

     ほとんどのログファイルはプレーンテキスト形式です。ほとんどのログファイルはプレーンテキスト形式です。Vi やや Emacs などのテキストエディターで表などのテキストエディターで表
示できます。一部のログファイルは、システム上のすべてのユーザーが読み取り可能ですが、ほとんど示できます。一部のログファイルは、システム上のすべてのユーザーが読み取り可能ですが、ほとんど
のログファイルを読み取るにはのログファイルを読み取るには root 権限が必要になります。権限が必要になります。
    

     インタラクティブなリアルタイムアプリケーションでシステムのログファイルを表示するには、インタラクティブなリアルタイムアプリケーションでシステムのログファイルを表示するには、Log 
Viewer を使用します。アプリケーションを起動するには、を使用します。アプリケーションを起動するには、Applications （パネルのメインメ（パネルのメインメ
ニュー）ニュー）=> System Tools => System Logs に移動するか、シェルプロンプトでに移動するか、シェルプロンプトで system-logviewer ココ
マンドを入力します。マンドを入力します。
    

     アプリケーションは、存在するログファイルのみを表示します。そのため、アプリケーションは、存在するログファイルのみを表示します。そのため、図図35.1「「ログビューログビュー
アーアー」」 に記載されている一覧とは異なる場合があります。に記載されている一覧とは異なる場合があります。
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     キーワードのログファイルの内容をフィルタリングするには、キーワードのログファイルの内容をフィルタリングするには、Filter for text フィールドにキーワーフィールドにキーワー
ドを入力し、ドを入力し、Filter をクリックします。をクリックします。Reset をクリックして、コンテンツをリセットします。をクリックして、コンテンツをリセットします。
    

図図35.1 ログビューアーログビューアー

[D]

     デフォルトでは、現在表示可能なログファイルはデフォルトでは、現在表示可能なログファイルは 30 秒ごとに更新されます。更新レートを変更する秒ごとに更新されます。更新レートを変更する
には、プルダウンメニューからには、プルダウンメニューから Edit => Preferences を選択します。を選択します。図図35.2「ログファイルの場所」「ログファイルの場所」 にに
表示されるウィンドウが表示されます。表示されるウィンドウが表示されます。ログファイルログファイル タブで、更新レートの横にある上矢印および下矢タブで、更新レートの横にある上矢印および下矢
印をクリックして変更します。印をクリックして変更します。閉じる閉じる をクリックして、メインのウィンドウに戻ります。更新レートはをクリックして、メインのウィンドウに戻ります。更新レートは
すぐに変更されます。現在表示可能なファイルを手動で更新するには、すぐに変更されます。現在表示可能なファイルを手動で更新するには、File => Refresh Now を選択すを選択す
るか、るか、Ctrl+R を押します。を押します。
    

     Preferences のの ログファイルログファイル タブで、ログファイルの場所を変更できます。一覧からログファイルタブで、ログファイルの場所を変更できます。一覧からログファイル
を選択し、を選択し、編集編集 ボタンをクリックします。ログファイルの新しい場所を入力するか、ボタンをクリックします。ログファイルの新しい場所を入力するか、参照参照 ボタンをクボタンをク
リックしてリックして、ファイル選択ダイアログを使用してファイルの場所を特定します。、ファイル選択ダイアログを使用してファイルの場所を特定します。OK をクリックして設をクリックして設
定に戻り、定に戻り、Close をクリックしてメインウィンドウに戻ります。をクリックしてメインウィンドウに戻ります。
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図図35.2 ログファイルの場所ログファイルの場所

[D]

35.3. ログファイルの追加ログファイルの追加

     ログファイルをリストに追加するには、ログファイルをリストに追加するには、Edit => Preferences の順に選択し、の順に選択し、Log Files タブのタブの Add 
ボタンをクリックします。ボタンをクリックします。
    

第第35章章 ログファイルログファイル

397

ld-idm140456221807664.html


図図35.3 ログファイルの追加ログファイルの追加

[D]

     追加するログファイルの名前、説明、および場所を指定します。追加するログファイルの名前、説明、および場所を指定します。OK をクリックすると、ファイルがをクリックすると、ファイルが
存在する場合は、表示領域にファイルがすぐに追加されます。存在する場合は、表示領域にファイルがすぐに追加されます。
    

35.4. ログファイルの検証ログファイルの検証

     ログビューアーはログビューアーは、主要なアラート単語を含む行の横にあるアラートアイコンと、キーの警告単語、主要なアラート単語を含む行の横にあるアラートアイコンと、キーの警告単語
を含む行の横にある警告アイコンを表示するように設定できます。を含む行の横にある警告アイコンを表示するように設定できます。
    

     アラートの単語を追加するには、プルダウンメニューからアラートの単語を追加するには、プルダウンメニューから Edit => Preferences を選択し、を選択し、Alerts 
タブをクリックします。タブをクリックします。Add ボタンをクリックしてアラート単語を追加します。アラート単語を削除すボタンをクリックしてアラート単語を追加します。アラート単語を削除す
るには、一覧から単語を選択してるには、一覧から単語を選択して Delete をクリックします。をクリックします。
    

     アラートアイコンアラートアイコン 
     
      は、アラート単語が含まれる行の左側に表示されます。は、アラート単語が含まれる行の左側に表示されます。
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図図35.4 アラートアラート

[D]

     警告の単語を追加するには、プルダウンメニューから警告の単語を追加するには、プルダウンメニューから Edit => Preferences を選択し、を選択し、Warnings タタ
ブをクリックします。ブをクリックします。Add ボタンをクリックして警告単語を追加します。警告単語を削除するには、一ボタンをクリックして警告単語を追加します。警告単語を削除するには、一
覧から単語を選択して覧から単語を選択して Delete をクリックします。をクリックします。
    

     警告アイコン警告アイコン 
     
      は、警告単語が含まれる行の左側に表示されます。は、警告単語が含まれる行の左側に表示されます。
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図図35.5 Warning

[D]
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第第36章章 カーネルの手動によるアップグレードカーネルの手動によるアップグレード

    Red Hat Enterprise Linux カーネルは、サポートしているハードウェアとの整合性と互換性を確保すカーネルは、サポートしているハードウェアとの整合性と互換性を確保す
るために、るために、Red Hat カーネルチームがカスタムを構築します。リリースする前に、カーネルはカーネルチームがカスタムを構築します。リリースする前に、カーネルは Red Hat 
が定める厳格な品質保証テストセットをパスしなければなりません。が定める厳格な品質保証テストセットをパスしなければなりません。
   

    Red Hat Enterprise Linux カーネルはカーネルは RPM 形式でパッケージ化されるため、形式でパッケージ化されるため、Red Hat User Agent 
またはまたは up2date コマンドを使用したアップグレードと検証が容易になります。コマンドを使用したアップグレードと検証が容易になります。Red Hat User Agent はは 
Red Hat Network サーバーを自動的にクエリーし、カーネルを含むマシンで更新する必要のあるパッサーバーを自動的にクエリーし、カーネルを含むマシンで更新する必要のあるパッ
ケージを決定します。本章では、ケージを決定します。本章では、up2date コマンドを使用せずに、カーネルパッケージを手動で更新すコマンドを使用せずに、カーネルパッケージを手動で更新す
る必要がある個人にる必要がある個人に のみのみ 役立ちます。役立ちます。
   

WARNING

     カスタムカーネルの構築はカスタムカーネルの構築は Red Hat グローバルサービスサポートチームではサグローバルサービスサポートチームではサ
ポートされていないため、このマニュアルでは検討されていません。ポートされていないため、このマニュアルでは検討されていません。
    

ヒントヒント

     Red Hat は、アップグレードしたカーネルをインストールする場合に、は、アップグレードしたカーネルをインストールする場合に、up2date の使の使
用を用を 強く強く 推奨します。推奨します。
    

    Red Hat Network、、Red Hat User Agent、および、および up2date の詳細は、の詳細は、16章章Red Hat Network を参照を参照
してください。してください。
   

36.1. カーネルパッケージの概要カーネルパッケージの概要

     Red Hat Enterprise Linux には、以下のカーネルパッケージが含まれています（アーキテクチャーには、以下のカーネルパッケージが含まれています（アーキテクチャー
に適用されないものもあります）。に適用されないものもあります）。
    

       kernel: カーネルと、以下の主な機能が含まれます。カーネルと、以下の主な機能が含まれます。
      

         x86 およびおよび Athlon システムのシステムの Uniprocessor サポート（マルチプロセッサーシステサポート（マルチプロセッサーシステ
ムで実行できますが、ムで実行できますが、1 つのプロセッサーのみが使用される）つのプロセッサーのみが使用される）
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         その他のすべてのアーキテクチャーのマルチプロセッサーサポートその他のすべてのアーキテクチャーのマルチプロセッサーサポート
        

         x86 システムの場合は、最初のシステムの場合は、最初の 4 GB のの RAM のみが使用され、のみが使用され、RAM がが 4 GB を超えを超え
るる x86 システムにシステムに kernel-hugemem パッケージを使用します。パッケージを使用します。
        

       kernel-devel: kernel パッケージに対してモジュールを構築するのに十分なパッケージに対してモジュールを構築するのに十分な カーネルカーネル ヘッヘッ
ダーとダーと makefiles が含まれます。が含まれます。
      

       kernel-hugemem:（（i686 システムのみ）システムのみ） カーネルカーネル パッケージに有効なオプションに加パッケージに有効なオプションに加
え、主な設定オプションは以下のとおりです。え、主な設定オプションは以下のとおりです。
      

         4 GB を超えるを超える RAM（（x86 用最大用最大 64 GB）のサポート）のサポート
        

備考備考

          kernel-hugemem は、は、16 GB を超えるメモリー設定に必要です。を超えるメモリー設定に必要です。
         

         PAE（物理アドレス拡張）または、（物理アドレス拡張）または、PAE に対応するに対応する x86 プロセッサーにプロセッサーに 3 レベルのレベルの
ページングページング
        

         複数のプロセッサーのサポート複数のプロセッサーのサポート
        

         4GB/4GB の分割の分割 - カーネル用の仮想アドレス空間およびカーネル用の仮想アドレス空間および x86 システムのユーザープシステムのユーザープ
ロセスごとにロセスごとに 4GB の仮想アドレス空間の仮想アドレス空間
        

        kernel-hugemem -devel: kernel-hugemem パッケージに対してモジュールを構築するのパッケージに対してモジュールを構築するの
に十分なカーネルヘッダーとに十分なカーネルヘッダーと makefiles が含まれます。が含まれます。
      

       kernel-smp: マルチプロセッサーシステムのカーネルが含まれます。主な特長を以下に示マルチプロセッサーシステムのカーネルが含まれます。主な特長を以下に示
します。します。
      

         マルチプロセッサーのサポートマルチプロセッサーのサポート
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         4 GB を超えるを超える RAM のサポート（のサポート（x86 用最大用最大 16 GB））
        

         PAE（物理アドレス拡張）または、（物理アドレス拡張）または、PAE に対応するに対応する x86 プロセッサーにプロセッサーに 3 レベルのレベルの
ページングページング
        

        kernel-smp -devel: kernel-smp パッケージに対してモジュールを構築するのに十分なパッケージに対してモジュールを構築するのに十分な
カーネルヘッダーとカーネルヘッダーと makefiles が含まれます。が含まれます。
      

       kernel-utils: カーネルまたはシステムハードウェアを制御するのに使用できるユーティリカーネルまたはシステムハードウェアを制御するのに使用できるユーティリ
ティーが含まれます。ティーが含まれます。
      

       kernel-doc: カーネルソースからのドキュメントファイルが含まれます。これらのファイルカーネルソースからのドキュメントファイルが含まれます。これらのファイル
には、同梱で配布されるには、同梱で配布される Linux カーネルとデバイスドライバーのさまざまな部分が文書化されカーネルとデバイスドライバーのさまざまな部分が文書化され
ています。このパッケージをインストールすると、オプションへの参照が提供され、読み込みています。このパッケージをインストールすると、オプションへの参照が提供され、読み込み
時に時に Linux カーネルモジュールに渡すことができます。カーネルモジュールに渡すことができます。
      

       デフォルトでは、これらのファイルはデフォルトでは、これらのファイルは /usr/share/doc/kernel-doc- <version> / ディレクトディレクト
リーに配置されます。リーに配置されます。
      

備考備考

      kernel-source パッケージが削除され、パッケージが削除され、Red Hat Network からしか取得できないからしか取得できない 
RPM に置き換えられています。に置き換えられています。*.src.rpm は、は、rpmbuild コマンドを使用してローカルにコマンドを使用してローカルに
再構築する必要があります。カーネルソースパッケージの取得およびインストールに関再構築する必要があります。カーネルソースパッケージの取得およびインストールに関
する詳細は、すべての更新を含む最新のディストリビューションリリースノートする詳細は、すべての更新を含む最新のディストリビューションリリースノート( 
https://www.redhat.com/docs/manuals/enterprise/ )を参照してください。を参照してください。
     

36.2. アップグレードの準備アップグレードの準備

     カーネルをアップグレードする前に、いくつかの予防的な手順を行います。最初のステップでは、カーネルをアップグレードする前に、いくつかの予防的な手順を行います。最初のステップでは、
問題が発生した場合にシステムに作業用メディアが存在することを確認します。ブートローダーが新し問題が発生した場合にシステムに作業用メディアが存在することを確認します。ブートローダーが新し
いカーネルを起動するように適切に設定されていない場合、起動用メディアを動作せずにシステムをいカーネルを起動するように適切に設定されていない場合、起動用メディアを動作せずにシステムを 
Red Hat Enterprise Linux で起動できません。で起動できません。
    

     たとえば、ブートディスクを作成し、たとえば、ブートディスクを作成し、root としてログインして、シェルプロンプトで以下のコマンとしてログインして、シェルプロンプトで以下のコマン
ドを入力します。ドを入力します。
    

 /sbin/mkbootdisk `uname -r` 
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ヒントヒント

      その他のオプションについては、その他のオプションについては、man ページのページの mkbootdisk を参照してください。を参照してください。
CD-R、、CD-RWs、および、および USB フラッシュドライブを介した起動可能なメディアの作成フラッシュドライブを介した起動可能なメディアの作成
も、システムも、システム BIOS がサポートしていることが前提となります。がサポートしていることが前提となります。
     

     ブートメディアでマシンを再起動し、それが機能することを確認してから続行します。ブートメディアでマシンを再起動し、それが機能することを確認してから続行します。
    

     理想的には、メディアは不要ですが、単にケースで安全な場所に保存してください。理想的には、メディアは不要ですが、単にケースで安全な場所に保存してください。
    

     どのカーネルパッケージがインストールされているかを確認するには、シェルプロンプトで次のコどのカーネルパッケージがインストールされているかを確認するには、シェルプロンプトで次のコ
マンドを実行します。マンドを実行します。
    

 rpm -qa | grep kernel 

     出力には、システムのアーキテクチャーに応じて以下のパッケージの一部またはすべてが含まれま出力には、システムのアーキテクチャーに応じて以下のパッケージの一部またはすべてが含まれま
す（バージョン番号とパッケージが異なる場合があります）。す（バージョン番号とパッケージが異なる場合があります）。
    

 kernel-2.6.9-5.EL kernel-devel-2.6.9-5.EL kernel-utils-2.6.9-5.EL kernel-doc-2.6.9-5.EL kernel-smp-
2.6.9-5.EL kernel-smp-devel-2.6.9-5.EL kernel-hugemem-devel-2.6.9-5.EL 

     この出力から、カーネルのアップグレード用にダウンロードする必要のあるパッケージを判断しまこの出力から、カーネルのアップグレード用にダウンロードする必要のあるパッケージを判断しま
す。単一のプロセッサーシステムの場合、必要なパッケージはす。単一のプロセッサーシステムの場合、必要なパッケージは kernel パッケージのみです。異なるパッケージのみです。異なる
パッケージの説明は、パッケージの説明は、「カーネルパッケージの概要」「カーネルパッケージの概要」 を参照してください。を参照してください。
    

     ファイル名で、各カーネルパッケージには、パッケージがビルドされたアーキテクチャーが含まれファイル名で、各カーネルパッケージには、パッケージがビルドされたアーキテクチャーが含まれ
ます。形式はます。形式は kernel- <variant> - <version > . <arch > .rpm です。です。< variant > はは smp、、utils などでなどで
す。す。&lt ;arch&gt; は以下のいずれかです。は以下のいずれかです。
    

       AMD64 アーキテクチャー：アーキテクチャー： x86_ 64
      

       Intel®Warehouse アーキテクチャー：アーキテクチャー： ia64 ™
      

       IBM®eServer™pSeries™ アーキテクチャー：アーキテクチャー： ppc64
      

Red Hat Enterprise Linux 4 システム管理ガイドシステム管理ガイド

404



       IBM®eServer™iSeries™ アーキテクチャー：アーキテクチャー： ppc64
      

       IBM®S/® 390 アーキテクチャー：アーキテクチャー： s390
      

       IBM®eServer™zSeries® アーキテクチャー：アーキテクチャー： s390x
      

       x86 バリアント：バリアント： x86 カーネルは、異なるカーネルは、異なる x86 バージョンに対して最適化されています。バージョンに対して最適化されています。
オプションは次のとおりです。オプションは次のとおりです。
      

         Intel Pentium II、、 Intel®Pentium® II、、 Intel®®Pentium® ® 4、、AMD Athlon®、およ、およ
びび AMD Duron® システムのシステムの i686
        

36.3. アップグレードされたカーネルのダウンロードアップグレードされたカーネルのダウンロード

     システム用に更新されたカーネルが利用可能かを判定する手段は数種類あります。システム用に更新されたカーネルが利用可能かを判定する手段は数種類あります。
    

       セキュリティーエラータセキュリティーエラータ - セキュリティー問題を修正するカーネルのアップグレードなセキュリティー問題を修正するカーネルのアップグレードな
ど、セキュリティーエラータに関する情報は、以下の場所に移動します。ど、セキュリティーエラータに関する情報は、以下の場所に移動します。
      

http://www.redhat.com/apps/support/errata/

       Quarterly Updates - 詳細は、以下の場所を参照してください。詳細は、以下の場所を参照してください。
      

http://www.redhat.com/apps/support/errata/rhlas_errata_policy.html

       Red Hat Network 経由：経由： カーネルカーネル RPM パッケージをダウンロードしてインストールしまパッケージをダウンロードしてインストールしま
す。す。Red Hat Network は最新のカーネルをダウンロードし、システム上のカーネルをアップグは最新のカーネルをダウンロードし、システム上のカーネルをアップグ
レードし、必要に応じて初期レードし、必要に応じて初期 RAM ディスクイメージを作成し、ブートローダーを設定して新ディスクイメージを作成し、ブートローダーを設定して新
しいカーネルを起動できます。詳細は、しいカーネルを起動できます。詳細は、 http://www.redhat.com/docs/manuals/RHNetwork/ 
を参照してください。を参照してください。
      

     更新されたカーネルのダウンロードとインストールに更新されたカーネルのダウンロードとインストールに Red Hat Network を使用している場合を使用している場合 
はは、、「初期「初期 RAM ディスクイメージの確認」ディスクイメージの確認」 およびおよび 「ブートローダーの確認」「ブートローダーの確認」 の指示に従い、カーネの指示に従い、カーネ
ルをデフォルトで起動するだけです。ルをデフォルトで起動するだけです。Red Hat Network は、デフォルトのカーネルを最新バージョンには、デフォルトのカーネルを最新バージョンに
変更します。カーネルを手動でインストールするには、変更します。カーネルを手動でインストールするには、「アップグレードの実行」「アップグレードの実行」 に進みます。に進みます。
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36.4. アップグレードの実行アップグレードの実行

     必要なパッケージをすべて取り込んだ後は、既存カーネルをアップグレードします。シェルプロン必要なパッケージをすべて取り込んだ後は、既存カーネルをアップグレードします。シェルプロン
プトで、プトで、root でカーネルでカーネル RPM パッケージが含まれるディレクトリーに切り替え、以下の手順を実行しパッケージが含まれるディレクトリーに切り替え、以下の手順を実行し
ます。ます。
    

重要な影響重要な影響

      新しいカーネルに問題がある場合は、古いカーネルを保持することが強く推奨されま新しいカーネルに問題がある場合は、古いカーネルを保持することが強く推奨されま
す。す。
     

     rpm コマンドにコマンドに -i 引数を使用して古いカーネルを残します。引数を使用して古いカーネルを残します。-U オプションは、現在インストールさオプションは、現在インストールさ
れているカーネルを上書きして、ブートローダーの問題を作成するため、使用しれているカーネルを上書きして、ブートローダーの問題を作成するため、使用し ないない でください。以でください。以
下のコマンドを実行します（カーネルバージョンは異なる場合があります）。下のコマンドを実行します（カーネルバージョンは異なる場合があります）。
    

 rpm -ivh kernel-2.6.9-5.EL.<arch>.rpm 

     システムがマルチプロセッサーシステムである場合は、システムがマルチプロセッサーシステムである場合は、kernel-smp パッケージもインストールしまパッケージもインストールしま
す（カーネルバージョンは異なる場合があります）。す（カーネルバージョンは異なる場合があります）。
    

 rpm -ivh kernel-smp-2.6.9-5.EL.<arch>.rpm 

     システムがシステムが i686-based で、で、4 GB 以上の以上の RAM が含まれている場合には、が含まれている場合には、i686 アーキテクチャー用アーキテクチャー用
に構築されたに構築された kernel-hugemem パッケージをインストールします（カーネルバージョンは異なる場合パッケージをインストールします（カーネルバージョンは異なる場合
があります）。があります）。
    

 rpm -ivh kernel-hugemem-2.6.9-5.EL.i686.rpm 

     次の手順では、初期次の手順では、初期 RAM ディスクイメージが作成されていることを確認します。詳細は、ディスクイメージが作成されていることを確認します。詳細は、「初期「初期 
RAM ディスクイメージの確認」ディスクイメージの確認」 を参照してください。を参照してください。
    

36.5. 初期初期 RAM ディスクイメージの確認ディスクイメージの確認

     システムでシステムで ext3 ファイルシステム、ファイルシステム、SCSI コントローラー、またはラベルを使用してコントローラー、またはラベルを使用して /etc/fstab のの
パーティションを参照する場合は、初期パーティションを参照する場合は、初期 RAM ディスクが必要になります。初期ディスクが必要になります。初期 RAM ディスクによディスクによ
り、モジュールカーネルが、モジュールが通常存在するデバイスにアクセスする前に起動する必要があり、モジュールカーネルが、モジュールが通常存在するデバイスにアクセスする前に起動する必要があ
る場合があります。る場合があります。
    

     IBM eServer iSeries 以外の以外の Red Hat Enterprise Linux アーキテクチャーでは、アーキテクチャーでは、mkinitrd コマンドコマンド
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で初期で初期 RAM ディスクを作成できます。ただし、カーネルとその関連パッケージがディスクを作成できます。ただし、カーネルとその関連パッケージが Red Hat, Inc に同梱に同梱
されるされる RPM パッケージからインストールまたはアップグレードされると、このステップは自動的に実パッケージからインストールまたはアップグレードされると、このステップは自動的に実
行されるので、手動で実行する必要はありません。これが作成されたことを確認するには、行されるので、手動で実行する必要はありません。これが作成されたことを確認するには、ls -l /boot 
コマンドを使用してコマンドを使用して initrd- <version > .img ファイルが作成されていることを確認します（バージョンファイルが作成されていることを確認します（バージョン
はインストールされたカーネルのバージョンと一致する必要があります）。はインストールされたカーネルのバージョンと一致する必要があります）。
    

     iSeries システムでは、初期システムでは、初期 RAM ディスクファイルとディスクファイルと vmlinux ファイルがファイルが 1 つのファイルに統合さつのファイルに統合さ
れ、このファイルはれ、このファイルは addRamDisk コマンドで作成されます。カーネルとその関連パッケージがコマンドで作成されます。カーネルとその関連パッケージが Red 
Hat, Inc により配布されるにより配布される RPM パッケージからインストールまたはアップグレードされると、このスパッケージからインストールまたはアップグレードされると、このス
テップは自動的に実行されるので、手動で実行する必要はありません。作成したことを確認するにテップは自動的に実行されるので、手動で実行する必要はありません。作成したことを確認するに
は、は、ls -l /boot コマンドを使用して、コマンドを使用して、/ boot/vmlinitrd- <kernel-version > ファイルが作成されているこファイルが作成されているこ
とを確認します（バージョンはインストールされたカーネルのバージョンと一致する必要がありまとを確認します（バージョンはインストールされたカーネルのバージョンと一致する必要がありま
す）。す）。
    

     次の手順では、ブートローダーが新しいカーネルを起動するように設定されていることを確認しま次の手順では、ブートローダーが新しいカーネルを起動するように設定されていることを確認しま
す。詳細は、す。詳細は、「ブートローダーの確認」「ブートローダーの確認」 を参照してください。を参照してください。
    

36.6. ブートローダーの確認ブートローダーの確認

     カーネルカーネル RPM パッケージは、新たにインストールしたカーネルを起動するようにブートローダーをパッケージは、新たにインストールしたカーネルを起動するようにブートローダーを
設定します（設定します（IBM eServer iSeries システムを除く）。ただし、デフォルトで新しいカーネルを起動すシステムを除く）。ただし、デフォルトで新しいカーネルを起動す
るようにブートローダーを設定しません。るようにブートローダーを設定しません。
    

     ブートローダーが正しく設定されていることを確認するとよいでしょう。これは重要なステップでブートローダーが正しく設定されていることを確認するとよいでしょう。これは重要なステップで
す。ブートローダーが正しく設定されていない場合には、システムはす。ブートローダーが正しく設定されていない場合には、システムは Red Hat Enterprise Linux で適で適
切に起動しません。この場合は、先に作成したブートメディアでシステムを起動し、ブートローダーを切に起動しません。この場合は、先に作成したブートメディアでシステムを起動し、ブートローダーを
再び設定してみてください。再び設定してみてください。
    

36.6.1. x86 システムシステム

      すべてのすべての x86 システムはブートローダーとしてシステムはブートローダーとして GRUB を使用します。これには、すべてのを使用します。これには、すべての AMD64 
システムが含まれます。システムが含まれます。
     

36.6.1.1. GRUB

       /boot/grub/grub.conf ファイルに、インストールしたファイルに、インストールした kernel パッケージと同じバージョンのパッケージと同じバージョンの title 
セクションが含まれていることを確認します（セクションが含まれていることを確認します（  kernel -smp またはまたは kernel-hugemem パッケージがイパッケージがイ
ンストールされている場合は、このセクションも存在します）。ンストールされている場合は、このセクションも存在します）。
      

# Note that you do not have to rerun grub after making changes to this file
# NOTICE:  You have a /boot partition.  This means that
#          all kernel and initrd paths are relative to /boot/, eg.
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#          root (hd0,0)
#          kernel /vmlinuz-version ro root=/dev/hda2
#          initrd /initrd-version.img
#boot=/dev/hda
default=1
timeout=10
splashimage=(hd0,0)/grub/splash.xpm.gz
title Red Hat Enterprise Linux (2.6.9-5.EL)
        root (hd0,0)
        kernel /vmlinuz-2.6.9-5.EL ro root=LABEL=/
        initrd /initrd-2.6.9-5.EL.img
title Red Hat Enterprise Linux (2.6.9-1.906_EL)
        root (hd0,0)
        kernel /vmlinuz-2.6.9-1.906_EL ro root=LABEL=/
        initrd /initrd-2.6.9-1.906_EL.img

       個別の個別の /boot/ パーティションが作成されると、カーネルとパーティションが作成されると、カーネルと initrd イメージへのパスはイメージへのパスは /boot/ とのとの
相対パスになります。相対パスになります。
      

       デフォルトでは新しいカーネルが設定されていないことに注意してください。デフォルトで新しいデフォルトでは新しいカーネルが設定されていないことに注意してください。デフォルトで新しい
カーネルを起動するようにカーネルを起動するように GRUB を設定するには、新しいカーネルを含むタイトルセクションのを設定するには、新しいカーネルを含むタイトルセクションの title 
セクション番号にセクション番号に デフォルトデフォルト 変数の値を変更します。数は変数の値を変更します。数は 0 で始まります。たとえば、新しいカーネで始まります。たとえば、新しいカーネ
ルが最初のルが最初の title セクションである場合は、セクションである場合は、default をを 0 に設定します。に設定します。
      

       コンピューターを再起動して新しいカーネルのテストを開始し、メッセージを監視してハードウェコンピューターを再起動して新しいカーネルのテストを開始し、メッセージを監視してハードウェ
アが適切に検出されるようにします。アが適切に検出されるようにします。
      

36.6.2. pidgin Systems

      faillock システムは、設定ファイルとしてシステムは、設定ファイルとして /boot/efi/EFI/redhat/elilo.conf を使用するブートローを使用するブートロー
ダーとしてダーとして ELILO を使用します。このファイルには、インストールしたを使用します。このファイルには、インストールした kernel パッケージと同じバーパッケージと同じバー
ジョンのジョンの image セクションが含まれていることを確認します。セクションが含まれていることを確認します。
     

prompt
timeout=50
default=old

image=vmlinuz-2.6.9-5.EL
        label=linux
        initrd=initrd-2.6.9-5.EL.img
        read-only
        append="root=LABEL=/"
image=vmlinuz-2.6.9-1.906_EL
        label=old
        initrd=initrd-2.6.9-1.906.img
        read-only
        append="root=LABEL=/"
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      デフォルトでは新しいカーネルが設定されていないことに注意してください。デフォルトでは新しいカーネルが設定されていないことに注意してください。ELILO が新規カーネが新規カーネ
ルを起動するように設定するには、ルを起動するように設定するには、デフォルトデフォルト 変数の値を新規カーネルが含まれる変数の値を新規カーネルが含まれる image セクションセクション
のの ラベルラベル の値に変更します。の値に変更します。
     

      コンピューターを再起動して新しいカーネルのテストを開始し、メッセージを監視してハードウェコンピューターを再起動して新しいカーネルのテストを開始し、メッセージを監視してハードウェ
アが適切に検出されるようにします。アが適切に検出されるようにします。
     

36.6.3. IBM S/390 およびおよび IBM eServer zSeries Systems

      IBM S/390 およびおよび IBM eServer zSeries システムはシステムは z/IPL をブートローダーとして使用します。こをブートローダーとして使用します。こ
のブートローダーはのブートローダーは /etc/zipl.conf を設定ファイルとして使用します。ファイルに、インストールしたを設定ファイルとして使用します。ファイルに、インストールした 
kernel パッケージと同じバージョンのセクションが含まれていることを確認します。パッケージと同じバージョンのセクションが含まれていることを確認します。
     

[defaultboot]
default=old
target=/boot/
[linux]
        image=/boot/vmlinuz-2.6.9-5.EL
        ramdisk=/boot/initrd-2.6.9-5.EL.img
        parameters="root=LABEL=/"
[old]
        image=/boot/vmlinuz-2.6.9-1.906_EL
        ramdisk=/boot/initrd-2.6.9-1.906_EL.img
        parameters="root=LABEL=/"

      デフォルトでは新しいカーネルが設定されていないことに注意してください。デフォルトでは新しいカーネルが設定されていないことに注意してください。z/IPL を、デフォルトを、デフォルト
で新しいカーネルを起動するように設定するには、で新しいカーネルを起動するように設定するには、デフォルトデフォルト 変数の値を新しいカーネルを含むセク変数の値を新しいカーネルを含むセク
ションの名前に変更します。各セクションの最初の行には括弧内に名前が含まれています。ションの名前に変更します。各セクションの最初の行には括弧内に名前が含まれています。
     

      設定ファイルを変更したら、設定ファイルを変更したら、root で以下のコマンドを実行して、変更を有効にします。で以下のコマンドを実行して、変更を有効にします。
     

/sbin/zipl

      コンピューターを再起動して新しいカーネルのテストを開始し、メッセージを監視してハードウェコンピューターを再起動して新しいカーネルのテストを開始し、メッセージを監視してハードウェ
アが適切に検出されるようにします。アが適切に検出されるようにします。
     

36.6.4. IBM eServer iSeries Systems

      /boot/vmlinitrd- <kernel-version> ファイルファイル  は、カーネルのアップグレード時にインストールされは、カーネルのアップグレード時にインストールされ
ます。ただし、ます。ただし、dd コマンドを使用して、新しいカーネルを起動するように設定する必要があります。コマンドを使用して、新しいカーネルを起動するように設定する必要があります。
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1. 
        root として、として、 cat /proc/iSeries/mf/side コマンドを実行してデフォルトのサイドを確認しコマンドを実行してデフォルトのサイドを確認し
ます（ます（A、、B、または、または C のいずれか）。のいずれか）。
       

2. 
        root で、以下のコマンドを実行します。ここで、で、以下のコマンドを実行します。ここで、< kernel-version > は新しいカーネルのは新しいカーネルの
バージョンで、バージョンで、< side > は直前のコマンド側になります。は直前のコマンド側になります。
       

 dd if=/boot/vmlinitrd-<kernel-version> of=/proc/iSeries/mf/<side>/vmlinux bs=8k 

      コンピューターを再起動して新しいカーネルのテストを開始し、メッセージを監視してハードウェコンピューターを再起動して新しいカーネルのテストを開始し、メッセージを監視してハードウェ
アが適切に検出されるようにします。アが適切に検出されるようにします。
     

36.6.5. IBM eServer pSeries Systems

      IBM eServer pSeries システムは、設定ファイルとしてシステムは、設定ファイルとして /etc/aboot.conf を使用するブートローダーを使用するブートローダー
としてとして YABOOT を使用します。ファイルに、インストールしたを使用します。ファイルに、インストールした kernel パッケージと同じバージョンのパッケージと同じバージョンの 
image セクションが含まれていることを確認します。セクションが含まれていることを確認します。
     

boot=/dev/sda1
init-message=Welcome to Red Hat Enterprise Linux!
Hit <TAB> for boot options
 
partition=2
timeout=30
install=/usr/lib/yaboot/yaboot
delay=10
nonvram

image=/vmlinux--2.6.9-5.EL
        label=old
        read-only
        initrd=/initrd--2.6.9-5.EL.img
        append="root=LABEL=/"
 
image=/vmlinux-2.6.9-5.EL
        label=linux
        read-only
        initrd=/initrd-2.6.9-5.EL.img
        append="root=LABEL=/"

      デフォルトでは新しいカーネルが設定されていないことに注意してください。最初のイメージ内のデフォルトでは新しいカーネルが設定されていないことに注意してください。最初のイメージ内の
カーネルは、デフォルトで起動します。デフォルトのカーネルを変更して、そのイメージスタンザが一カーネルは、デフォルトで起動します。デフォルトのカーネルを変更して、そのイメージスタンザが一
覧表示された最初のものになるように変更するか、ディレクティブの覧表示された最初のものになるように変更するか、ディレクティブの デフォルトデフォルト を追加して、新しいを追加して、新しい
カーネルを含むイメージスタンザのカーネルを含むイメージスタンザの ラベルラベル に設定します。に設定します。
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      コンピューターを再起動して新しいカーネルのテストを開始し、メッセージを監視してハードウェコンピューターを再起動して新しいカーネルのテストを開始し、メッセージを監視してハードウェ
アが適切に検出されるようにします。アが適切に検出されるようにします。
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第第37章章 カーネルモジュールカーネルモジュール

    Linux カーネルにはモジュール設計があります。システムの起動時に、最小の常駐カーネルのみがメカーネルにはモジュール設計があります。システムの起動時に、最小の常駐カーネルのみがメ
モリーに読み込まれます。その後、ユーザーが常駐カーネルに存在しない機能を要求すると、モリーに読み込まれます。その後、ユーザーが常駐カーネルに存在しない機能を要求すると、ドライドライ
バーバー と呼ばれると呼ばれる カーネルモジュールカーネルモジュール は動的にメモリーに読み込まれます。は動的にメモリーに読み込まれます。
   

    インストール時に、システムのハードウェアがプローブされます。このプローブとユーザーが提供すインストール時に、システムのハードウェアがプローブされます。このプローブとユーザーが提供す
る情報に基づいて、インストールプログラムは起動時に読み込む必要があるモジュールを決定します。る情報に基づいて、インストールプログラムは起動時に読み込む必要があるモジュールを決定します。
インストールプログラムは、透過的に動作する動的ロードメカニズムを設定します。インストールプログラムは、透過的に動作する動的ロードメカニズムを設定します。
   

    インストール後に新しいハードウェアを追加し、ハードウェアにカーネルモジュールが必要な場合インストール後に新しいハードウェアを追加し、ハードウェアにカーネルモジュールが必要な場合
は、新しいハードウェア用に適切なカーネルモジュールを読み込むようにシステムを設定する必要があは、新しいハードウェア用に適切なカーネルモジュールを読み込むようにシステムを設定する必要があ
ります。システムが新しいハードウェアで起動すると、ります。システムが新しいハードウェアで起動すると、Kudu プログラムは実行プログラムは実行 ささ れ、サポートされれ、サポートされ
ている場合は新しいハードウェアを検出し、そのハードウェアに対するモジュールを設定します。モている場合は新しいハードウェアを検出し、そのハードウェアに対するモジュールを設定します。モ
ジュールは、モジュール設定ファイルジュールは、モジュール設定ファイル /etc/modprobe.conf を編集して手動で指定することもできまを編集して手動で指定することもできま
す。す。
   

備考備考

     X Window System インターフェースの表示に使用されるビデオカードモジュールインターフェースの表示に使用されるビデオカードモジュール
は、カーネルではなくは、カーネルではなく xorg-X11 パッケージの一部であるため、本章は適用されませパッケージの一部であるため、本章は適用されませ
ん。ん。
    

    たとえば、システムにたとえば、システムに SMC EtherPower 10 PCI ネットワークアダプターが含まれている場合、モネットワークアダプターが含まれている場合、モ
ジュール設定ファイルには以下の行が含まれます。ジュール設定ファイルには以下の行が含まれます。
   

alias eth0 tulip

    2 つ目のネットワークカードがシステムに追加され、つ目のネットワークカードがシステムに追加され、1 番目のカードと同じ場合は、以下の行を番目のカードと同じ場合は、以下の行を  
/etc/modprobe.conf に追加します。に追加します。
   

alias eth1 tulip

    カーネルモジュールのアルファベット順と、これらのモジュールでサポートされるハードウェアの一カーネルモジュールのアルファベット順と、これらのモジュールでサポートされるハードウェアの一
覧は、『覧は、『『リファレンスガイド』『リファレンスガイド』』』 を参照してください。を参照してください。
   

37.1. カーネルモジュールユーティリティーカーネルモジュールユーティリティー

     module-init-tools パッケージがインストールされている場合は、カーネルモジュールを管理するたパッケージがインストールされている場合は、カーネルモジュールを管理するた
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めのコマンドのグループを利用できます。これらのコマンドを使用して、モジュールが正常に読み込まめのコマンドのグループを利用できます。これらのコマンドを使用して、モジュールが正常に読み込ま
れているかどうか、または新しいハードウェアの一部で異なるモジュールを試行するかどうかを決定しれているかどうか、または新しいハードウェアの一部で異なるモジュールを試行するかどうかを決定し
ます。ます。
    

     /sbin/lsmod コマンドは、現在読み込まれているモジュールの一覧を表示します。以下に例を示しまコマンドは、現在読み込まれているモジュールの一覧を表示します。以下に例を示しま
す。す。
    

Module                  Size  Used by
nfs                   218437  1
lockd                  63977  2 nfs
parport_pc             24705  1
lp                     12077  0
parport                37129  2 parport_pc,lp
autofs4                23237  2
i2c_dev                11329  0
i2c_core               22081  1 i2c_dev
sunrpc                157093  5 nfs,lockd
button                  6481  0
battery                 8901  0
ac                      4805  0
md5                     4033  1
ipv6                  232833  16
ohci_hcd               21713  0
e100                   39493  0
mii                     4673  1 e100
floppy                 58481  0
sg                     33377  0
dm_snapshot            17029  0
dm_zero                 2369  0
dm_mirror              22957  2
ext3                  116809  2
jbd                    71257  1 ext3
dm_mod                 54741  6 dm_snapshot,dm_zero,dm_mirror
ips                    46173  2
aic7xxx               148121  0
sd_mod                 17217  3
scsi_mod              121421  4 sg,ips,aic7xxx,sd_mod

     行ごとに行ごとに 1 列目がモジュールの名前、列目がモジュールの名前、2 列目はモジュールのサイズ、列目はモジュールのサイズ、3 列目は使用カウントです。列目は使用カウントです。
    

     /sbin/lsmod 出力は、出力は、/proc/modules の表示出力よりも詳細ではなく、読みやすくなります。の表示出力よりも詳細ではなく、読みやすくなります。
    

     カーネルモジュールを読み込むには、カーネルモジュールを読み込むには、/sbin/modprobe コマンドの後にカーネルモジュール名を使用コマンドの後にカーネルモジュール名を使用
します。デフォルトでは、します。デフォルトでは、modprobe はは /lib/modules/ <kernel-version> /kernel/drivers/ サブサブ ディレディレ
クトリーからモジュールを読み込もうとします。各タイプのモジュールには、ネットワークインタークトリーからモジュールを読み込もうとします。各タイプのモジュールには、ネットワークインター
フェースドライバーのフェースドライバーの net/ サブディレクトリーなど、各タイプのモジュールにサブディレクトリーがサブディレクトリーなど、各タイプのモジュールにサブディレクトリーが
あります。一部のカーネルモジュールにはモジュールの依存関係があります。つまり、ロードするためあります。一部のカーネルモジュールにはモジュールの依存関係があります。つまり、ロードするため
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に他のモジュールを最初に読み込む必要があります。に他のモジュールを最初に読み込む必要があります。/sbin/modprobe コマンドは、これらの依存関係コマンドは、これらの依存関係
を確認し、指定されたモジュールを読み込む前にモジュールの依存関係を読み込みます。を確認し、指定されたモジュールを読み込む前にモジュールの依存関係を読み込みます。
    

     たとえば、コマンドは以下のようになります。たとえば、コマンドは以下のようになります。
    

 /sbin/modprobe e100 

     モジュール依存関係を読み込み、次にモジュール依存関係を読み込み、次に e100 モジュールを読み込みます。モジュールを読み込みます。
    

     /sbin/modprobe が実行したコマンドをすべて画面に表示するには、が実行したコマンドをすべて画面に表示するには、-v オプションを使用します。以オプションを使用します。以
下に例を示します。下に例を示します。
    

 /sbin/modprobe -v e100 

     以下のような出力が表示されます。以下のような出力が表示されます。
    

 /sbin/insmod /lib/modules/2.6.9-5.EL/kernel/drivers/net/e100.ko Using /lib/modules/2.6.9-
5.EL/kernel/drivers/net/e100.ko Symbol version prefix 'smp_' 

     /sbin/insmod コマンドもカーネルモジュールを読み込むため存在しますが、依存関係は解決されまコマンドもカーネルモジュールを読み込むため存在しますが、依存関係は解決されま
せん。したがって、せん。したがって、/sbin/modprobe コマンドの使用が推奨されます。コマンドの使用が推奨されます。
    

     カーネルモジュールをアンロードするには、カーネルモジュールをアンロードするには、/sbin/rmmod コマンドの後にモジュール名を使用しまコマンドの後にモジュール名を使用しま
す。す。rmmod ユーティリティーは、使用されていないモジュールと、使用中の他のモジュールの依存関ユーティリティーは、使用されていないモジュールと、使用中の他のモジュールの依存関
係ではないモジュールのみをアンロードします。係ではないモジュールのみをアンロードします。
    

     たとえば、コマンドは以下のようになります。たとえば、コマンドは以下のようになります。
    

 /sbin/rmmod e100 

     e100 カーネルモジュールをアンロードします。カーネルモジュールをアンロードします。
    

     もうもう 1 つの便利なカーネルモジュールユーティリティーはつの便利なカーネルモジュールユーティリティーは modinfo です。です。/sbin/modinfo コマンドコマンド
を使用して、カーネルモジュールに関する情報を表示します。一般的な構文は以下のとおりです。を使用して、カーネルモジュールに関する情報を表示します。一般的な構文は以下のとおりです。
    

 /sbin/modinfo [options]<module>
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     オプションにはオプションには -d が含まれます。これにより、モジュールの簡単な説明が表示されます。が含まれます。これにより、モジュールの簡単な説明が表示されます。-p は、モは、モ
ジュールがサポートするパラメーターを一覧表示します。オプションの完全なリストは、ジュールがサポートするパラメーターを一覧表示します。オプションの完全なリストは、modinfo のの 
man ページページ(man modinfo )を参照してください。を参照してください。
    

37.2. 永続的なモジュールの読み込み永続的なモジュールの読み込み

     カーネルモジュールは通常、カーネルモジュールは通常、/etc/modprobe.conf ファイルに正しい設定が提供されるように、必要ファイルに正しい設定が提供されるように、必要
なファシリティーによって直接読み込まれます。ただし、システムの起動時にモジュールを明示的に読なファシリティーによって直接読み込まれます。ただし、システムの起動時にモジュールを明示的に読
み込む必要がある場合があります。み込む必要がある場合があります。
    

     Red Hat Enterprise Linux は、起動時には、起動時に /etc/rc.modules ファイルが存在するかどうかをチェックファイルが存在するかどうかをチェック
します。これには、モジュールを読み込むさまざまなコマンドが含まれます。します。これには、モジュールを読み込むさまざまなコマンドが含まれます。rc.modules は起動プロは起動プロ
セスの早い段階で実行されるため、セスの早い段階で実行されるため、rc.local ではでは なくなく rc.modules を使用する必要があります。を使用する必要があります。
    

     たとえば、次のコマンドは、システムの起動時にたとえば、次のコマンドは、システムの起動時に foo モジュールの読み込みを設定します（モジュールの読み込みを設定します（root とと
して）。して）。
    

# echo modprobe foo >> /etc/rc.modules
# chmod +x /etc/rc.modules

ヒントヒント

      ネットワークやネットワークや SCSI インターフェースには独自のメカニズムがあるため、このアプインターフェースには独自のメカニズムがあるため、このアプ
ローチは必要ありません。ローチは必要ありません。
     

37.3. 関連情報関連情報

     カーネルモジュールとそのユーティリティーの詳細は、以下のリソースを参照してください。カーネルモジュールとそのユーティリティーの詳細は、以下のリソースを参照してください。
    

37.3.1. インストールされているドキュメントインストールされているドキュメント

        lsmod man ページ：ページ： 出力の説明および説明出力の説明および説明
       

        insmod man ページページ - コマンドラインオプションの説明および一覧コマンドラインオプションの説明および一覧
       

        modprobe のの man ページページ - コマンドラインオプションの説明および一覧コマンドラインオプションの説明および一覧
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        rmmod man ページ：ページ： コマンドラインオプションの説明および一覧。コマンドラインオプションの説明および一覧。
       

        modinfo のの man ページページ - コマンドラインオプションの説明および一覧コマンドラインオプションの説明および一覧
       

        /usr/share/doc/kernel-doc- &lt;version&gt; /Documentation/kbuild/modules.txt: カーカー
ネルモジュールをコンパイルし、使用する方法。ネルモジュールをコンパイルし、使用する方法。
       

37.3.2. 便利な便利な Web サイトサイト

        http://www.redhat.com/mirrors/LDP/HOWTO/Module-HOWTO/index.html: 『『Linux ドド
キュメントのプロジェクトからのキュメントのプロジェクトからの Linux 読み込み可能カーネルモジュール読み込み可能カーネルモジュール HOWTO』』
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第第38章章 メール転送エージェントメール転送エージェント (MTA) の設定の設定

    メールメール 転送エージェント転送エージェント (MTA)は電子メールの送信に不可欠です。メールは電子メールの送信に不可欠です。メール ユーザーエージェントユーザーエージェント
(MUA) （（ Evolution、、Mozilla Mail、、pidC）、および）、および Mutt などのメールユーザーエージェントなどのメールユーザーエージェント(MUA)
は、電子メールの読み取りと構成に使用されます。は、電子メールの読み取りと構成に使用されます。ユーザーがユーザーが MUA から電子メールを送信すると、から電子メールを送信すると、
メッセージはメッセージは MTA に渡されます。に渡されます。MTA は一連のは一連の MTA を通じて、メッセージが送信先に届くまで送信を通じて、メッセージが送信先に届くまで送信
します。します。
   

    ユーザーがシステムから電子メールを送信する予定でなくても、一部の自動化されたタスクまたはシユーザーがシステムから電子メールを送信する予定でなくても、一部の自動化されたタスクまたはシ
ステムプログラムは、ステムプログラムは、/bin/mail コマンドを使用して、ログメッセージを含む電子メールをローカルシコマンドを使用して、ログメッセージを含む電子メールをローカルシ
ステムのステムの root ユーザーに送信する場合があります。ユーザーに送信する場合があります。
   

    Red Hat Enterprise Linux 4 は、は、Sendmail、、Postfix、および、および Exim のの 3 つのつの MTA を提供します。を提供します。3 
つがすべてインストールされている場合は、つがすべてインストールされている場合は、sendmail がデフォルトのがデフォルトの MTA になります。になります。Mail 
Transport Agent Switcher を使用すると、を使用すると、sendmail、、postfix、またはシステムのデフォルト、またはシステムのデフォルト MTA をを
選択できます。選択できます。
   

    Mail Transport Agent Switcher プログラムのテキストベースのバージョンを使用するにプログラムのテキストベースのバージョンを使用するに
は、は、system-switch-mail RPM パッケージをインストールする必要があります。グラフィカルバージョパッケージをインストールする必要があります。グラフィカルバージョ
ンを使用する場合は、ンを使用する場合は、system-switch-mail-gnome パッケージもインストールされている必要がありまパッケージもインストールされている必要がありま
す。す。
   

    Mail Transport Agent Switcher を起動するには、を起動するには、Applications （パネルのメインメニュー）（パネルのメインメニュー）=> 
Preferences => More Preferences => Mail Transport Agent Switcher を選択するか、シェルプロンプを選択するか、シェルプロンプ
トでトで system-switch-mail コマンド（コマンド（XTerm やや GNOME ターミナルなど）を入力します。ターミナルなど）を入力します。
   

    プログラムは、プログラムは、X Window System が実行しているかどうかを自動的に検出します。実行中である場が実行しているかどうかを自動的に検出します。実行中である場
合、プログラムは合、プログラムは 図図38.1「「メール転送エージェントスイッチメール転送エージェントスイッチ」」 に示されるようにグラフィカルモードに示されるようにグラフィカルモード
で起動します。で起動します。X が検出されないと、が検出されないと、text-mode で起動します。で起動します。Mail Transport Agent Switcher をを 
text-mode で強制的に実行するには、で強制的に実行するには、system-switch-mail-nox コマンドを使用します。コマンドを使用します。
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図図38.1 メール転送エージェントスイッチメール転送エージェントスイッチ

[D]

    OK を選択してを選択して MTA を変更する場合、選択したメールデーモンは起動時に起動し、選択されていなを変更する場合、選択したメールデーモンは起動時に起動し、選択されていな
いメールデーモンは無効にされ、起動時に起動されないようにします。選択したメールデーモンが起動いメールデーモンは無効にされ、起動時に起動されないようにします。選択したメールデーモンが起動
し、その他のメールデーモンは停止されるため、変更は即座に行われます。し、その他のメールデーモンは停止されるため、変更は即座に行われます。
   

    メールプロトコルおよびメールプロトコルおよび MTA の詳細は、『の詳細は、『『リファレンスガイド』『リファレンスガイド』』』 を参照してください。を参照してください。
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パートパート VI. システムモニタリングシステムモニタリング

    システム管理者は、システムパフォーマンスも監視します。システム管理者は、システムパフォーマンスも監視します。Red Hat Enterprise Linux には、管理者には、管理者
がこれらの作業を支援するツールが含まれています。がこれらの作業を支援するツールが含まれています。
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第第39章章 システム情報の収集システム情報の収集

    システムの設定方法を学習する前に、重要なシステム情報を収集する方法を学ぶ必要があります。たシステムの設定方法を学習する前に、重要なシステム情報を収集する方法を学ぶ必要があります。た
とえば、空きメモリー容量、利用可能なハードドライブの領域、ハードドライブのパーティション設定とえば、空きメモリー容量、利用可能なハードドライブの領域、ハードドライブのパーティション設定
方法、実行中のプロセスを見つける方法を知っておく必要があります。本章では、簡単なコマンドと簡方法、実行中のプロセスを見つける方法を知っておく必要があります。本章では、簡単なコマンドと簡
単なプログラムを使用して、この種類の情報を単なプログラムを使用して、この種類の情報を Red Hat Enterprise Linux システムから取得する方法システムから取得する方法
を説明します。を説明します。
   

39.1. システムプロセスシステムプロセス

     ps ax コマンドは、他のユーザーが所有しているプロセスを含め、現在のシステムプロセスの一覧をコマンドは、他のユーザーが所有しているプロセスを含め、現在のシステムプロセスの一覧を
表示します。各プロセスと共に所有者を表示するには、表示します。各プロセスと共に所有者を表示するには、ps aux コマンドを使用します。このリストはコマンドを使用します。このリストは
静的リストです。つまり、コマンドを呼び出したときに実行したもののスナップショットです。実行中静的リストです。つまり、コマンドを呼び出したときに実行したもののスナップショットです。実行中
のプロセスの一覧を常に更新する必要がある場合は、以下のようにのプロセスの一覧を常に更新する必要がある場合は、以下のように top を使用します。を使用します。
    

     ps 出力は長い可能性があります。画面をスクロールしてしまうのを防ぐために、パイプは少なくな出力は長い可能性があります。画面をスクロールしてしまうのを防ぐために、パイプは少なくな
ります。ります。
    

ps aux | less

     ps コマンドをコマンドを grep コマンドと組み合わせて使用して、プロセスが実行中かどうかを確認することコマンドと組み合わせて使用して、プロセスが実行中かどうかを確認すること
ができます。たとえば、ができます。たとえば、Emacs が実行しているかどうかを確認するには、以下のコマンドを使用しまが実行しているかどうかを確認するには、以下のコマンドを使用しま
す。す。
    

ps ax | grep emacs

     top コマンドは、現在実行中のプロセスと、メモリーやコマンドは、現在実行中のプロセスと、メモリーや CPU の使用状況に関する重要な情報を表示の使用状況に関する重要な情報を表示
します。この一覧は、リアルタイムとインタラクティブの両方になります。します。この一覧は、リアルタイムとインタラクティブの両方になります。top コマンドの出力例を以コマンドの出力例を以
下に示します。下に示します。
    

top - 15:02:46 up 35 min,  4 users,  load average: 0.17, 0.65, 1.00
Tasks: 110 total,   1 running, 107 sleeping,   0 stopped,   2 zombie
Cpu(s): 41.1% us,  2.0% sy,  0.0% ni, 56.6% id,  0.0% wa,  0.3% hi,  0.0% si
Mem:    775024k total,   772028k used,     2996k free,    68468k buffers
Swap:  1048568k total,      176k used,  1048392k free,   441172k cached

  PID USER      PR  NI  VIRT  RES  SHR S %CPU %MEM    TIME+  COMMAND
 4624 root      15   0 40192  18m 7228 S 28.4  2.4   1:23.21 X
 4926 mhideo    15   0 55564  33m 9784 S 13.5  4.4   0:25.96 gnome-terminal
 6475 mhideo    16   0  3612  968  760 R  0.7  0.1   0:00.11 top
 4920 mhideo    15   0 20872  10m 7808 S  0.3  1.4   0:01.61 wnck-applet
    1 root      16   0  1732  548  472 S  0.0  0.1   0:00.23 init
    2 root      34  19     0    0    0 S  0.0  0.0   0:00.00 ksoftirqd/0
    3 root       5 -10     0    0    0 S  0.0  0.0   0:00.03 events/0
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    4 root       6 -10     0    0    0 S  0.0  0.0   0:00.02 khelper
    5 root       5 -10     0    0    0 S  0.0  0.0   0:00.00 kacpid
   29 root       5 -10     0    0    0 S  0.0  0.0   0:00.00 kblockd/0
   47 root      16   0     0    0    0 S  0.0  0.0   0:01.74 pdflush
   50 root      11 -10     0    0    0 S  0.0  0.0   0:00.00 aio/0
   30 root      15   0     0    0    0 S  0.0  0.0   0:00.05 khubd
   49 root      16   0     0    0    0 S  0.0  0.0   0:01.44 kswapd0

     top を終了するには、を終了するには、q キーを押します。キーを押します。
    

     表表39.1「対話型の「対話型の top コマンド」コマンド」 には、には、top で使用できる便利な対話型のコマンドが含まれていまで使用できる便利な対話型のコマンドが含まれていま
す。詳細は、す。詳細は、top(1)のの man ページを参照してください。ページを参照してください。
    

表表39.1 対話型の対話型の top コマンドコマンド

 コマンドコマンド  Description 

 スペーススペース  表示を即時にリフレッシュします。表示を即時にリフレッシュします。 

 h  ヘルプ画面の表示ヘルプ画面の表示 

 k  プロセスを強制終了します。プロセスプロセスを強制終了します。プロセス ID およおよ
びプロセスに送信するシグナルがプロンプトさびプロセスに送信するシグナルがプロンプトさ
れます。れます。

 -n  表示されるプロセス数を変更します。番号を入表示されるプロセス数を変更します。番号を入
力するようプロンプトされます。力するようプロンプトされます。

 u  ユーザー別に並べ替えます。ユーザー別に並べ替えます。

 M  メモリー使用量で並べ替えます。メモリー使用量で並べ替えます。

 %P  CPU 使用率で並べ替えます。使用率で並べ替えます。

     上部上部 のグラフィカルインターフェースを使用する場合は、のグラフィカルインターフェースを使用する場合は、GNOME システムモニターシステムモニター  を使用できまを使用できま
す。デスクトップから起動するには、す。デスクトップから起動するには、System => Administration => System Monitor を選択するか、を選択するか、
シェルプロンプトでシェルプロンプトで gnome-system-monitor を入力します（を入力します（XTerm など）。など）。Process Listing タブをタブを
選択します。選択します。
    

     GNOME System Monitor を使用すると、実行中のプロセスの一覧でプロセスを検索できます。を使用すると、実行中のプロセスの一覧でプロセスを検索できます。
Gnome System Monitor を使用して、すべてのプロセス、プロセス、またはアクティブなプロセスをを使用して、すべてのプロセス、プロセス、またはアクティブなプロセスを
確認することもできます。確認することもできます。
    

第第39章章 システム情報の収集システム情報の収集

421



     Edit メニュー項目を使用すると、以下が可能になります。メニュー項目を使用すると、以下が可能になります。
    

       プロセスを停止します。プロセスを停止します。
      

       プロセスを続行または開始します。プロセスを続行または開始します。
      

       プロセスを終了します。プロセスを終了します。
      

       プロセスを強制終了します。プロセスを強制終了します。
      

       選択したプロセスの優先度を変更します。選択したプロセスの優先度を変更します。
      

       システムモニターの設定を編集します。これには、一覧を更新する間隔（秒単位）の変更システムモニターの設定を編集します。これには、一覧を更新する間隔（秒単位）の変更
や、システムモニターウィンドウに表示されるプロセスフィールドの選択が含まれます。や、システムモニターウィンドウに表示されるプロセスフィールドの選択が含まれます。
      

     View メニュー項目では、以下を行うことができます。メニュー項目では、以下を行うことができます。
    

       アクティブなプロセスのみを表示します。アクティブなプロセスのみを表示します。
      

       すべてのプロセスを表示します。すべてのプロセスを表示します。
      

       プロセスを表示します。プロセスを表示します。
      

       プロセスの依存関係を表示します。プロセスの依存関係を表示します。
      

       プロセスを非表示にします。プロセスを非表示にします。
      

       非表示のプロセスを表示します。非表示のプロセスを表示します。
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       メモリーマップを表示します。メモリーマップを表示します。
      

       選択したプロセスで開いているファイルを表示します。選択したプロセスで開いているファイルを表示します。
      

     プロセスを停止するには、プロセスを選択し、プロセスのプロセスを停止するには、プロセスを選択し、プロセスの 終了終了 をクリックしをクリックし ます。または、メます。または、メ
ニューからニューから Edit をクリックし、をクリックし、 Stop Process を選択してプロセスを停止することもできます。を選択してプロセスを停止することもできます。
    

     特定の列で情報を並べ替えるには、列の名前をクリックします。これにより、選択した列で情報を特定の列で情報を並べ替えるには、列の名前をクリックします。これにより、選択した列で情報を
昇順でソートできます。列の名前を再度クリックして、昇順と降順のソートを切り替えます。昇順でソートできます。列の名前を再度クリックして、昇順と降順のソートを切り替えます。
    

図図39.1 GNOME システムモニターシステムモニター

[D]

39.2. MEMORY USAGE

     free コマンドは、システムの物理メモリーおよびスワップ領域の合計量と、カーネルバッファー内コマンドは、システムの物理メモリーおよびスワップ領域の合計量と、カーネルバッファー内
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で使用、解放、共有、およびキャッシュされているメモリー量を表示します。で使用、解放、共有、およびキャッシュされているメモリー量を表示します。
    

             total       used       free     shared    buffers     cached
 Mem:        645712     549720      95992          0     176248     224452
 -/+ buffers/cache:     149020     496692
 Swap:      1310712          0    1310712

     free -m コマンドは、同じ情報をメガバイトで表示しますが、これは読みやすくなります。コマンドは、同じ情報をメガバイトで表示しますが、これは読みやすくなります。
    

             total       used       free     shared    buffers     cached 
Mem:           630        536         93          0        172        219 
-/+ buffers/cache:        145        485 
Swap:         1279          0       1279

     フリーフリー のグラフィカルインターフェースを使用する場合は、のグラフィカルインターフェースを使用する場合は、GNOME システムモニターシステムモニター  を使用できを使用でき
ます。デスクトップから起動するには、ます。デスクトップから起動するには、System => Administration => System Monitor に移動するに移動する
か、シェルプロンプトでか、シェルプロンプトで gnome-system-monitor を入力します（を入力します（XTerm など）。など）。Resources タブをタブを
クリックします。クリックします。
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図図39.2 GNOME システムモニターシステムモニター - リソースタブリソースタブ

[D]

39.3. ファイルシステムファイルシステム

     df コマンドは、システムのディスク領域の使用量を報告します。シェルプロンプトでコマンドは、システムのディスク領域の使用量を報告します。シェルプロンプトで df コマンドをコマンドを
入力すると、出力は以下のようになります。入力すると、出力は以下のようになります。
    

Filesystem           1K-blocks      Used Available Use% Mounted on
/dev/mapper/VolGroup00-LogVol00
                       11675568   6272120   4810348  57% / /dev/sda1
                  100691      9281     86211  10% /boot
none                     322856         0    322856   0% /dev/shm

     デフォルトでは、このユーティリティーは、デフォルトでは、このユーティリティーは、1 キロバイトブロック単位でパーティションのサイズキロバイトブロック単位でパーティションのサイズ
を、キロバイト単位で使用中および利用可能なディスク領域の容量を表示します。メガバイトおよびギを、キロバイト単位で使用中および利用可能なディスク領域の容量を表示します。メガバイトおよびギ
ガバイトで情報を表示するには、ガバイトで情報を表示するには、df -h コマンドを使用します。コマンドを使用します。-h 引数は人間が判読できる形式を表し引数は人間が判読できる形式を表し
ます。出力は以下の例のようになります。ます。出力は以下の例のようになります。
    

Filesystem            Size  Used Avail Use% Mounted on
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/dev/mapper/VolGroup00-LogVol00
                        12G  6.0G  4.6G  57% / /dev/sda1
   99M  9.1M   85M  10% /boot 
none    316M     0  316M   0% /dev/shm

     マウントされたパーティションの一覧には、マウントされたパーティションの一覧には、/dev/shm のエントリーがあります。このエントリーのエントリーがあります。このエントリー
は、システムの仮想メモリーファイルシステムを表します。は、システムの仮想メモリーファイルシステムを表します。
    

     du コマンドはディレクトリー内のファイルが使用している領域を表示します。シェルプロンプトでコマンドはディレクトリー内のファイルが使用している領域を表示します。シェルプロンプトで 
du と入力しても、各サブディレクトリーのディスク使用量が一覧に表示されます。現在のディレクトと入力しても、各サブディレクトリーのディスク使用量が一覧に表示されます。現在のディレクト
リーおよびサブディレクトリーの合計量も、一覧の最後の行として表示されます。すべてのサブディレリーおよびサブディレクトリーの合計量も、一覧の最後の行として表示されます。すべてのサブディレ
クトリーの合計を表示したくない場合は、クトリーの合計を表示したくない場合は、du -hs コマンドを使用して、人間が判読可能な形式でディレコマンドを使用して、人間が判読可能な形式でディレ
クトリーの合計のみを表示します。その他のオプションを表示するには、クトリーの合計のみを表示します。その他のオプションを表示するには、du --help コマンドを使用しコマンドを使用し
ます。ます。
    

     システムのパーティションとディスク領域の使用量をグラフィカル形式で表示するには、システムのパーティションとディスク領域の使用量をグラフィカル形式で表示するには、System 
=> Administration =>  System Monitor をクリックしてをクリックして Gnome System Monitor を使用し、シェルプを使用し、シェルプ
ロンプトでロンプトで gnome-system-monitor を入力します（を入力します（XTerm など）。ファイルシステムなど）。ファイルシステム タブを選択しタブを選択し
て、システムのパーティションを表示します。以下の図は、ファイルシステムて、システムのパーティションを表示します。以下の図は、ファイルシステム タブを示しています。タブを示しています。
    

図図39.3 GNOME システムモニターシステムモニター - ファイルシステムファイルシステム

[D]
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39.4. ハードウェアハードウェア

     ハードウェアの設定に問題がある場合や、システムにあるハードウェアを把握する必要がある場合ハードウェアの設定に問題がある場合や、システムにあるハードウェアを把握する必要がある場合
は、は、Hardware Browser アプリケーションを使用してプローブできるハードウェアを表示できます。デアプリケーションを使用してプローブできるハードウェアを表示できます。デ
スクトップからプログラムを起動するには、スクトップからプログラムを起動するには、System （パネルのメインメニュー）（パネルのメインメニュー）=> Administration 
=> Hardware を選択するか、またはシェルプロンプトでを選択するか、またはシェルプロンプトで hwbrowser と入力します。と入力します。図図39.4「「ハードハード
ウェアブラウザーウェアブラウザー」」 で示されているように、で示されているように、CD-ROM デバイス、ディスクドライブ、ハードドライデバイス、ディスクドライブ、ハードドライ
ブ、パーティション、ネットワークデバイス、ポイントデバイス、システムデバイス、ビデオカードがブ、パーティション、ネットワークデバイス、ポイントデバイス、システムデバイス、ビデオカードが
表示されます。左側のメニューでカテゴリー名をクリックすると、情報が表示されます。表示されます。左側のメニューでカテゴリー名をクリックすると、情報が表示されます。
    

図図39.4 ハードウェアブラウザーハードウェアブラウザー

[D]

     Device Manager アプリケーションを使用して、システムハードウェアを表示することもできます。アプリケーションを使用して、システムハードウェアを表示することもできます。
このアプリケーションを起動するには、このアプリケーションを起動するには、System （パネルのメインメニュー）（パネルのメインメニュー）=> Administration =>  
Hardware Browser のようなハードウェアを選択します。ターミナルからアプリケーションを起動するのようなハードウェアを選択します。ターミナルからアプリケーションを起動する
には、には、hal-device-manager と入力します。インストールの設定によっては、上記のグラフィカルメと入力します。インストールの設定によっては、上記のグラフィカルメ
ニューがこのアプリケーションを起動したり、クリックするとニューがこのアプリケーションを起動したり、クリックすると ハードウェアブラウザーハードウェアブラウザー を起動するこを起動するこ
とがあります。以下の図は、とがあります。以下の図は、Device Manager ウィンドウを示しています。ウィンドウを示しています。
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図図39.5 デバイスマネージャーデバイスマネージャー

[D]

     lspci コマンドを使用して、すべてのコマンドを使用して、すべての PCI デバイスを一覧表示することもできます。詳細情報についデバイスを一覧表示することもできます。詳細情報につい
てはては lspci -v コマンド、または非常に詳細な出力にはコマンド、または非常に詳細な出力には lspci -vv コマンドを使用します。コマンドを使用します。
    

     たとえば、たとえば、lspci を使用して、システムのビデオカードの製造元、モデル、およびメモリーサイズをを使用して、システムのビデオカードの製造元、モデル、およびメモリーサイズを
判断できます。判断できます。
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00:00.0 Host bridge: ServerWorks CNB20LE Host Bridge (rev 06)
00:00.1 Host bridge: ServerWorks CNB20LE Host Bridge (rev 06) 
00:01.0 VGA compatible controller: S3 Inc. Savage 4 (rev 04) 
00:02.0 Ethernet controller: Intel Corp. 82557/8/9 [Ethernet Pro 100] (rev 08) 
00:0f.0 ISA bridge: ServerWorks OSB4 South Bridge (rev 50) 
00:0f.1 IDE interface: ServerWorks OSB4 IDE Controller 
00:0f.2 USB Controller: ServerWorks OSB4/CSB5 OHCI USB Controller (rev 04) 
01:03.0 SCSI storage controller: Adaptec AIC-7892P U160/m (rev 02) 
01:05.0 RAID bus controller: IBM ServeRAID Controller

     lspci は、製造元またはモデル番号が分からない場合に、システムのネットワークカードを確認するは、製造元またはモデル番号が分からない場合に、システムのネットワークカードを確認する
際に役立ちます。際に役立ちます。
    

39.5. 関連情報関連情報

     システム情報の収集の詳細は、以下のリソースを参照してください。システム情報の収集の詳細は、以下のリソースを参照してください。
    

39.5.1. インストールされているドキュメントインストールされているドキュメント

        ps --help - ps で使用できるオプションの一覧を表示します。で使用できるオプションの一覧を表示します。
       

        トップトップ man ページ：ページ： top およびそのオプションに関する詳細は、およびそのオプションに関する詳細は、man top を参照してくを参照してく
ださい。ださい。
       

        フリーフリー man ページページ - man free と入力し、フリーオプションとその多くのオプションの詳と入力し、フリーオプションとその多くのオプションの詳
細を確認してください。細を確認してください。
       

        df man ページページ - man df と入力して、と入力して、df コマンドとその多くのオプションの詳細を確認しコマンドとその多くのオプションの詳細を確認し
ます。ます。
       

        du のの man ページページ - man du と入力して、と入力して、du コマンドとその多くのオプションの詳細を確コマンドとその多くのオプションの詳細を確
認します。認します。
       

         lspci  man ページ：ページ： lspci コマンドとそのオプションの詳細を確認するには、コマンドとそのオプションの詳細を確認するには、man lspci 
と入力します。と入力します。
       

          /proc/  ディレクトリー：ディレクトリー： /proc/ ディレクトリーのコンテンツを使用して、より詳細なシディレクトリーのコンテンツを使用して、より詳細なシ
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ステム情報を収集することもできます。ステム情報を収集することもできます。
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第第40章章 OPROFILE

    OProfile は、オーバーヘッドが低い、システム全体のパフォーマンス監視ツールです。これはプロは、オーバーヘッドが低い、システム全体のパフォーマンス監視ツールです。これはプロ
セッサー上のパフォーマンス監視ハードウェアを使用して、メモリーの参照時、セッサー上のパフォーマンス監視ハードウェアを使用して、メモリーの参照時、L2 キャッシュ要求のキャッシュ要求の
数、受信したハードウェア割り込みの数など、システムのカーネルと実行可能ファイルに関する情報を数、受信したハードウェア割り込みの数など、システムのカーネルと実行可能ファイルに関する情報を
取得します。取得します。Red Hat Enterprise Linux システムでは、このツールを使用するにはシステムでは、このツールを使用するには oprofile RPM パッパッ
ケージがインストールされている必要があります。ケージがインストールされている必要があります。
   

    多くのプロセッサーには、専用のパフォーマンス監視ハードウェアが含まれます。このハードウェア多くのプロセッサーには、専用のパフォーマンス監視ハードウェアが含まれます。このハードウェア
を使用すると、特定のイベントの発生時（要求されたデータがキャッシュにないなど）を検出できまを使用すると、特定のイベントの発生時（要求されたデータがキャッシュにないなど）を検出できま
す。ハードウェアは通常、イベントが実行されるたびにインクリメントされるす。ハードウェアは通常、イベントが実行されるたびにインクリメントされる 1 つ以上のつ以上の カウンターカウンター 
の形式を取ります。カウンターの値が基本的にロールオーバーされると割り込みが生成され、パフォーの形式を取ります。カウンターの値が基本的にロールオーバーされると割り込みが生成され、パフォー
マンス監視で生成される詳細（つまりオーバーヘッド）の量を制御できます。マンス監視で生成される詳細（つまりオーバーヘッド）の量を制御できます。
   

    OProfile はこのハードウェア（またはパフォーマンス監視ハードウェアが存在しない場合）を使用しはこのハードウェア（またはパフォーマンス監視ハードウェアが存在しない場合）を使用し
て、カウンターが割り込みを生成するたびにパフォーマンス関連のデータのて、カウンターが割り込みを生成するたびにパフォーマンス関連のデータの サンプルサンプル を収集します。を収集します。
これらのサンプルは定期的にディスクに書き込まれます。その後、これらのサンプルに含まれるデータこれらのサンプルは定期的にディスクに書き込まれます。その後、これらのサンプルに含まれるデータ
を使用して、システムレベルのパフォーマンスおよびアプリケーションレベルのパフォーマンスに関すを使用して、システムレベルのパフォーマンスおよびアプリケーションレベルのパフォーマンスに関す
るレポートを生成できます。るレポートを生成できます。
   

    OProfile は便利なツールですが、これを使用する場合にはいくつかの制限に注意してください。は便利なツールですが、これを使用する場合にはいくつかの制限に注意してください。
   

      共有ライブラリー共有ライブラリー の使用：の使用： 共有ライブラリー共有ライブラリー のコードののコードの Samples は、は、--separate=library 
オプションが使用されていない限り、特定のアプリケーションに属性されません。オプションが使用されていない限り、特定のアプリケーションに属性されません。
     

      パフォーマンス監視サンプルは正確に行われません。パフォーマンス監視レジスターがサンパフォーマンス監視サンプルは正確に行われません。パフォーマンス監視レジスターがサン
プルをトリガーすると、割り込み処理はゼロ例外による分割のように正確でプルをトリガーすると、割り込み処理はゼロ例外による分割のように正確で はありません。プはありません。プ
ロセッサーによる命令の順不同な実行により、サンプルはほぼ近い命令に記録される場合があロセッサーによる命令の順不同な実行により、サンプルはほぼ近い命令に記録される場合があ
ります。ります。
     

      opreport は、インライン関数のサンプルを適切に関連付けませんは、インライン関数のサンプルを適切に関連付けません。。opreport は単純なアドは単純なアド
レス範囲メカニズムを使用して、アドレスがどの関数にあるかを判断します。インライン関数レス範囲メカニズムを使用して、アドレスがどの関数にあるかを判断します。インライン関数
のサンプルは、インライン関数には属性ではなく、インライン関数が挿入された関数に対してのサンプルは、インライン関数には属性ではなく、インライン関数が挿入された関数に対して
属性されません。属性されません。
     

      OProfile は複数の実行からのデータを累積は複数の実行からのデータを累積 します。します。OProfile はシステム全体のプロファイはシステム全体のプロファイ
ラーであり、プロセスが複数回起動し、シャットダウンすることを想定します。そのため、複ラーであり、プロセスが複数回起動し、シャットダウンすることを想定します。そのため、複
数の実行のサンプルが累積されました。数の実行のサンプルが累積されました。opcontrol --reset コマンドを使用して、直前の実行かコマンドを使用して、直前の実行か
らサンプルを消去します。らサンプルを消去します。
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      CPU の制限のないパフォーマンスの問題の制限のないパフォーマンスの問題: OProfile は、は、CPU の制限のあるプロセスの問題の制限のあるプロセスの問題
を見つけるために使用されます。を見つけるために使用されます。OProfile は、ロックを待機するか、または他のイベントが発は、ロックを待機するか、または他のイベントが発
生するため、生するため、sleep であるプロセスを特定しません（例：であるプロセスを特定しません（例： I/O デバイスで操作を終了するなデバイスで操作を終了するな
ど）。ど）。
     

40.1. ツールの概要ツールの概要

     表表40.1「「OProfile コマンド」コマンド」 では、では、oprofile パッケージで提供されるツールの概要を説明します。パッケージで提供されるツールの概要を説明します。
    

表表40.1 OProfile コマンドコマンド

 コマンドコマンド  Description 

 op_help  

         システムプロセッサーで使用可能なイベントとその簡単な説明システムプロセッサーで使用可能なイベントとその簡単な説明
を表示します。を表示します。
        

         

 op_import  

         サンプルデータベースファイルをシステム用に外部のバイナサンプルデータベースファイルをシステム用に外部のバイナ
リー形式からネイティブの形式に変換します。異なるアーキテクリー形式からネイティブの形式に変換します。異なるアーキテク
チャーからのサンプルデータベースを解析する場合にのみこのオプチャーからのサンプルデータベースを解析する場合にのみこのオプ
ションを使用してください。ションを使用してください。
        

         

 opannotate  アプリケーションがデバッグシンボルでコンパイルされている場合アプリケーションがデバッグシンボルでコンパイルされている場合
は、実行可能ファイルのアノテーション付きソースを作成します。詳は、実行可能ファイルのアノテーション付きソースを作成します。詳
細は、細は、「「opannotateの使用」の使用」 を参照してください。を参照してください。

 opcontrol  

         収集されるデータを設定します。詳細は、収集されるデータを設定します。詳細は、「「OProfile の設定」の設定」 
を参照してください。を参照してください。
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 opreport  

         プロファイリングデータを取得します。詳細は、プロファイリングデータを取得します。詳細は、「「opreportのの
使用」使用」 を参照してください。を参照してください。
        

         

 oprofiled  

         デーモンとして実行して定期的にサンプルデータをディスクにデーモンとして実行して定期的にサンプルデータをディスクに
書き込みます。書き込みます。
        

         

 コマンドコマンド  Description 

40.2. OPROFILE の設定の設定

     OProfile を実行する前に、設定する必要があります。少なくとも、カーネルの監視（またはカーネを実行する前に、設定する必要があります。少なくとも、カーネルの監視（またはカーネ
ルを監視しない選択）を選択することが必要です。次のセクションでは、ルを監視しない選択）を選択することが必要です。次のセクションでは、opcontrol ユーティリティーユーティリティー
を使用してを使用して OProfile を設定する方法を説明します。を設定する方法を説明します。opcontrol コマンドを実行すると、設定オプショコマンドを実行すると、設定オプショ
ンがンが /root/.oprofile/daemonrc ファイルに保存されます。ファイルに保存されます。
    

40.2.1. カーネルの指定カーネルの指定

      まず、まず、OProfile がカーネルを監視するかどうかを設定します。これは、がカーネルを監視するかどうかを設定します。これは、OProfile を起動する前に必を起動する前に必
要となる唯一の設定オプションです。その他はすべてオプションです。要となる唯一の設定オプションです。その他はすべてオプションです。
     

      カーネルを監視するには、カーネルを監視するには、root で以下のコマンドを実行します。で以下のコマンドを実行します。
     

opcontrol --setup --vmlinux=/usr/lib/debug/lib/modules/`uname -r`/vmlinux

備考備考

       カーネルを監視するために、カーネルを監視するために、debuginfo パッケージがインストールされている（非パッケージがインストールされている（非
圧縮カーネルを含む）。圧縮カーネルを含む）。
      

      カーネルを監視しないようにカーネルを監視しないように OProfile を設定するには、を設定するには、root で以下のコマンドを実行します。で以下のコマンドを実行します。
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opcontrol --setup --no-vmlinux

      このコマンドは、このコマンドは、oprofile カーネルモジュールもロードされていない場合は読み込カーネルモジュールもロードされていない場合は読み込
み、み、/dev/oprofile/ ディレクトリーが存在しない場合は作成します。このディレクトリーの詳細ディレクトリーが存在しない場合は作成します。このディレクトリーの詳細
は、は、「「/dev/oprofile/について」について」 を参照してください。を参照してください。
     

備考備考

       OProfile がカーネルのプロファイル用に設定されていない場合でも、がカーネルのプロファイル用に設定されていない場合でも、oprofile モモ
ジュールをファイルからロードできるようにジュールをファイルからロードできるように SMP カーネルを実行する必要があります。カーネルを実行する必要があります。
      

      カーネル内でサンプルを収集するべきかどうかを設定することにより、収集されるデータのみが変カーネル内でサンプルを収集するべきかどうかを設定することにより、収集されるデータのみが変
更され、収集したデータが保存される方法や場所は変更されません。カーネルライブラリーおよびアプ更され、収集したデータが保存される方法や場所は変更されません。カーネルライブラリーおよびアプ
リケーションライブラリーのさまざまなサンプルファイルを生成するには、リケーションライブラリーのさまざまなサンプルファイルを生成するには、「カーネルとユーザー空間「カーネルとユーザー空間
プロファイルの分離」プロファイルの分離」 を参照してください。を参照してください。
     

40.2.2. 監視するイベントの設定監視するイベントの設定

      ほとんどのプロセッサーにはほとんどのプロセッサーには カウンターカウンター が含まれており、これは特定のイベントを監視するためにが含まれており、これは特定のイベントを監視するために 
OProfile によって使用されます。によって使用されます。表表40.2「「OProfile Processors and Counters」」 で示されているようで示されているよう
に、利用可能なカウンターの数はプロセッサーによって異なります。に、利用可能なカウンターの数はプロセッサーによって異なります。
     

表表40.2 OProfile Processors and Counters

 プロセッサープロセッサー  cpu_type  カウンターの数カウンターの数 

 Pentium Pro  i386/ppro  2 

 Pentium II  i386/pii  2 

 Pentium336  i386/piii  2 

 Pentium 4(hy-hyper- thread)  i386/p4  8 

 Pentium 4（ハイパースレッド）（ハイパースレッド）   i386/p4-ht  4 

 Athlon  i386/athlon  4 

 AMD64  x86-64/hammer  4 

 pidgin  ia64/itanium  4 
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 Itanium 2  ia64/itanium2  4 

 TIMER_INT  timer  1 

 IBM eServer iSeries and pSeries  timer  1 

  ppc64/power4  8 

  ppc64/power5  6 

  ppc64/970  8 

 IBM eServer S/390 およびおよび S/390x  timer  1 

 IBM eServer zSeries  timer  1 

 プロセッサープロセッサー  cpu_type  カウンターの数カウンターの数 

      表表40.2「「OProfile Processors and Counters」」 を使用して、正しいプロセッサータイプが検出さを使用して、正しいプロセッサータイプが検出さ
れ、同時に監視できるイベントの数を判断します。プロセッサーでパフォーマンス監視ハードウェアがれ、同時に監視できるイベントの数を判断します。プロセッサーでパフォーマンス監視ハードウェアが
サポートされていない場合は、サポートされていない場合は、タイマータイマー がプロセッサータイプとして使用されます。がプロセッサータイプとして使用されます。
     

      タイマータイマー を使用する場合は、ハードウェアのパフォーマンスカウンターに対応していないため、どを使用する場合は、ハードウェアのパフォーマンスカウンターに対応していないため、ど
のプロセッサーにもイベントも設定できません。代わりに、タイマー割り込みがプロファイリングに使のプロセッサーにもイベントも設定できません。代わりに、タイマー割り込みがプロファイリングに使
用されます。用されます。
     

      タイマータイマー がプロセッサータイプとして使用されていない場合は、監視されるイベントを変更し、プがプロセッサータイプとして使用されていない場合は、監視されるイベントを変更し、プ
ロセッサーのカウンターロセッサーのカウンター 0 はデフォルトで時間ベースのイベントに設定されます。プロセッサーに複数はデフォルトで時間ベースのイベントに設定されます。プロセッサーに複数
のカウンターが存在する場合は、カウンターのカウンターが存在する場合は、カウンター 0 以外のカウンターはデフォルトでイベントには設定され以外のカウンターはデフォルトでイベントには設定され
ません。監視されるデフォルトイベントは、ません。監視されるデフォルトイベントは、表表40.3「デフォルトイベント」「デフォルトイベント」 に表示されます。に表示されます。
     

表表40.3 デフォルトイベントデフォルトイベント

 プロセッサープロセッサー  カウンターのデフォルトイベカウンターのデフォルトイベ
ントント 

 Description 

 Pentium Pro、、
Pentium II、、Pentium 
II、、Athlon、、AMD64 

 CPU_CLK_UNHALTED  プロセッサーのクロックが停止されてプロセッサーのクロックが停止されて
いないいない 
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 Pentium 4（（HT およおよ
び非び非 HT）） 

 GLOBAL_POWER_EVENTS  プロセッサーが停止していない時間プロセッサーが停止していない時間 

 Itanium 2  CPU_CYCLES  CPU ライフサイクルライフサイクル 

 TIMER_INT  （なし）（なし）  各タイマー割り込みの例各タイマー割り込みの例 

 ppc64/power4  サイクルサイクル  プロセッサーサイクルプロセッサーサイクル 

 ppc64/power5  サイクルサイクル  プロセッサーサイクルプロセッサーサイクル 

 ppc64/970  サイクルサイクル  プロセッサーサイクルプロセッサーサイクル 

 プロセッサープロセッサー  カウンターのデフォルトイベカウンターのデフォルトイベ
ントント 

 Description 

      一度に監視できるイベントの数は、プロセッサーのカウンター数によって決定されます。ただし、一度に監視できるイベントの数は、プロセッサーのカウンター数によって決定されます。ただし、1 
対対 1 の相関ではありません。一部のプロセッサーでは、特定のイベントを特定のカウンターにマップすの相関ではありません。一部のプロセッサーでは、特定のイベントを特定のカウンターにマップす
る必要があります。利用可能なカウンターの数を確認するには、以下のコマンドを実行します。る必要があります。利用可能なカウンターの数を確認するには、以下のコマンドを実行します。
     

cat /dev/oprofile/cpu_type

      利用可能なイベントはプロセッサーのタイプによって異なります。プロファイリングに使用できる利用可能なイベントはプロセッサーのタイプによって異なります。プロファイリングに使用できる
イベントを確認するには、イベントを確認するには、root で以下のコマンドを実行します（一覧はシステムのプロセッサータイプで以下のコマンドを実行します（一覧はシステムのプロセッサータイプ
に固有のものです）。に固有のものです）。
     

op_help

      各カウンターのイベントは、コマンドラインまたはグラフィカルインターフェースで設定できま各カウンターのイベントは、コマンドラインまたはグラフィカルインターフェースで設定できま
す。グラフィカルインターフェースの詳細は、す。グラフィカルインターフェースの詳細は、「グラフィカルインターフェース」「グラフィカルインターフェース」 を参照してくださを参照してくださ
い。カウンターを特定のイベントに設定しない場合は、エラーメッセージが表示されます。い。カウンターを特定のイベントに設定しない場合は、エラーメッセージが表示されます。
     

      コマンドラインで設定可能な各カウンターのイベントを設定するには、コマンドラインで設定可能な各カウンターのイベントを設定するには、opcontrol を使用します。を使用します。
     

 opcontrol --event=<event-name>:<sample-rate>

      & lt;event-name& gt; をを op_help のイベントの正確な名前に置き換え、のイベントの正確な名前に置き換え、< sample-rate> をサンプをサンプ
ル間のイベント数に置き換えます。ル間のイベント数に置き換えます。
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40.2.2.1. サンプリングレートサンプリングレート

       デフォルトでは、時間ベースのイベントセットが選択されます。プロセッサーごとにデフォルトでは、時間ベースのイベントセットが選択されます。プロセッサーごとに 100,000 クク
ロックサイクルごとにサンプルを作成します。タイマー割り込みを使用する場合は、タイマーはロックサイクルごとにサンプルを作成します。タイマー割り込みを使用する場合は、タイマーは jiffy 
レートがどれでも設定され、ユーザー設定のテーブルではありません。レートがどれでも設定され、ユーザー設定のテーブルではありません。cpu_type がが タイマータイマー でない場でない場
合、各イベントには合、各イベントには サンプリングレートサンプリングレート を設定できます。サンプリングレートは、各サンプルスナッを設定できます。サンプリングレートは、各サンプルスナッ
プショット間のイベント数です。プショット間のイベント数です。
      

       カウンターのイベントを設定する場合、サンプルレートを指定することもできます。カウンターのイベントを設定する場合、サンプルレートを指定することもできます。
      

opcontrol --event=<event-name>:<sample-rate>

       &lt ;sample-rate> を、再度サンプリングする前に待機するイベントの数に置き換えます。数値がを、再度サンプリングする前に待機するイベントの数に置き換えます。数値が
小さいほど、サンプルが頻繁に使用されます。頻繁に発生しないイベントの場合、イベントインスタン小さいほど、サンプルが頻繁に使用されます。頻繁に発生しないイベントの場合、イベントインスタン
スをキャプチャーするためにカウントが低くなることがあります。スをキャプチャーするためにカウントが低くなることがあります。
      

WARNING

        サンプリングレートを設定する場合は十分に注意してください。サンプリングサンプリングレートを設定する場合は十分に注意してください。サンプリング
が頻繁にシステムをオーバーロードする可能性があります。これにより、システムが頻繁にシステムをオーバーロードする可能性があります。これにより、システム
がフリーズするか、システムが実際にフリーズするかのようにシステムが表示されがフリーズするか、システムが実際にフリーズするかのようにシステムが表示され
ます。ます。
       

40.2.2.2. ユニットマスクユニットマスク

       cpu_type がが タイマータイマー でない場合、イベントをさらに定義するためにでない場合、イベントをさらに定義するためにユニットマスクユニットマスク が必要になが必要にな
る場合もあります。る場合もあります。
      

       各イベントのユニットマスクは、各イベントのユニットマスクは、op_help コマンドで一覧表示されます。各ユニットマスクの値はコマンドで一覧表示されます。各ユニットマスクの値は 
16 進数形式で一覧表示されます。複数のユニットマスクを指定するには、ビット単位の操作進数形式で一覧表示されます。複数のユニットマスクを指定するには、ビット単位の操作 またはまたは 操操
作を使用して作を使用して 16 進数の値を組み合わせる必要があります。進数の値を組み合わせる必要があります。
      

opcontrol --event=<event-name>:<sample-rate>:<unit-mask>

40.2.3. カーネルとユーザー空間プロファイルの分離カーネルとユーザー空間プロファイルの分離

      デフォルトでは、カーネルモードおよびユーザーモード情報は、各イベントについて収集されまデフォルトでは、カーネルモードおよびユーザーモード情報は、各イベントについて収集されま
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す。特定のカウンターのカーネルモードでイベントをカウントしないようにす。特定のカウンターのカーネルモードでイベントをカウントしないように OProfile を設定するにを設定するに
は、以下のコマンドを実行します。は、以下のコマンドを実行します。
     

opcontrol --event=<event-name>:<sample-rate>:<unit-mask>:0

      次のコマンドを実行して、カウンターのカーネルモードのプロファイリングを開始します。次のコマンドを実行して、カウンターのカーネルモードのプロファイリングを開始します。
     

opcontrol --event=<event-name>:<sample-rate>:<unit-mask>:1

      特定のカウンターのユーザーモードでイベントをカウントしないように特定のカウンターのユーザーモードでイベントをカウントしないように OProfile を設定するには、を設定するには、
以下のコマンドを実行します。以下のコマンドを実行します。
     

opcontrol --event=<event-name>:<sample-rate>:<unit-mask>:<kernel>:0

      次のコマンドを実行して、カウンターのユーザーモードを再度プロファイリングします。次のコマンドを実行して、カウンターのユーザーモードを再度プロファイリングします。
     

opcontrol --event=<event-name>:<sample-rate>:<unit-mask>:<kernel>:1

      OProfile デーモンがプロファイルデータをサンプルファイルに書き込むと、カーネルとライブラデーモンがプロファイルデータをサンプルファイルに書き込むと、カーネルとライブラ
リープロファイルデータをサンプルファイルに分割できます。デーモンがサンプルファイルに書き込むリープロファイルデータをサンプルファイルに分割できます。デーモンがサンプルファイルに書き込む
方法を設定するには、方法を設定するには、root で以下のコマンドを実行します。で以下のコマンドを実行します。
     

 opcontrol --separate=<choice>

      & lt;choice& gt; は以下のいずれかになります。は以下のいずれかになります。
     

        none: プロファイルを分離しません（デフォルト）。プロファイルを分離しません（デフォルト）。
       

        ライブラリーライブラリー - ライブラリーライブラリー のアプリケーションごとのプロファイルを生成します。のアプリケーションごとのプロファイルを生成します。
       

        kernel - カーネルおよびカーネルモジュール用のアプリケーションごとのプロファイルをカーネルおよびカーネルモジュール用のアプリケーションごとのプロファイルを
生成します。生成します。
       

        all: カーネルおよびカーネルモジュールのライブラリーおよびアプリケーションごとのプカーネルおよびカーネルモジュールのライブラリーおよびアプリケーションごとのプ
ロファイルを生成します。ロファイルを生成します。
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      --separate=library が使用される場合、サンプルファイル名には実行可能ファイルの名前およびラが使用される場合、サンプルファイル名には実行可能ファイルの名前およびラ
イブラリーの名前が含まれます。イブラリーの名前が含まれます。
     

40.3. OPROFILE の起動および停止の起動および停止

     OProfile を使用してシステムのモニタリングを開始するには、を使用してシステムのモニタリングを開始するには、root で以下のコマンドを実行しまで以下のコマンドを実行しま
す。す。
    

opcontrol --start

     以下のような出力が表示されます。以下のような出力が表示されます。
    

Using log file /var/lib/oprofile/oprofiled.log
Daemon started.
Profiler running.

     /root/.oprofile/daemonrc の設定が使用されます。の設定が使用されます。
    

     OProfile デーモンデーモン oprofiled が起動し、定期的にサンプルデータをが起動し、定期的にサンプルデータを /var/lib/oprofile/samples/ ディディ
レクトリーに書き込みます。デーモンのログファイルはレクトリーに書き込みます。デーモンのログファイルは /var/lib/oprofile/oprofiled.log にあります。にあります。
    

     プロファイラーを停止するには、プロファイラーを停止するには、root で以下のコマンドを実行します。で以下のコマンドを実行します。
    

opcontrol --shutdown

40.4. データの保存データの保存

     特定の時間にサンプルを保存すると便利な場合もあります。たとえば、実行可能ファイルをプロ特定の時間にサンプルを保存すると便利な場合もあります。たとえば、実行可能ファイルをプロ
ファイリングする場合、異なる入力データセットに基づいて異なるサンプルを収集すると便利です。監ファイリングする場合、異なる入力データセットに基づいて異なるサンプルを収集すると便利です。監
視するイベントの数がプロセッサーで利用可能なカウンター数を超える場合は、視するイベントの数がプロセッサーで利用可能なカウンター数を超える場合は、OProfile の複数の実行の複数の実行
を使用してデータを収集し、常にサンプルデータを異なるファイルに保存します。を使用してデータを収集し、常にサンプルデータを異なるファイルに保存します。
    

     サンプルファイルの現在のセットを保存するには、以下のコマンドを実行します。サンプルファイルの現在のセットを保存するには、以下のコマンドを実行します。< name > は、現は、現
行セッションの一意記述名に置き換えてください。行セッションの一意記述名に置き換えてください。
    

opcontrol --save=<name>
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     /var/lib/oprofile/samples/ ディレクトリーが作成され、現在のサンプルファイルがコピーされまディレクトリーが作成され、現在のサンプルファイルがコピーされま
す。す。
    

40.5. データの分析データの分析

     OProfile デーモンデーモン oprofiled は定期的にサンプルを収集し、それらをは定期的にサンプルを収集し、それらを /var/lib/oprofile/samples/ 
ディレクトリーに書き込みます。データを読み取る前に、ディレクトリーに書き込みます。データを読み取る前に、root で以下のコマンドを実行して、すべてので以下のコマンドを実行して、すべての
データがこのディレクトリーに書き込まれていることを確認します。データがこのディレクトリーに書き込まれていることを確認します。
    

opcontrol --dump

     各サンプルファイル名は、実行可能ファイルの名前に基づいています。たとえば、各サンプルファイル名は、実行可能ファイルの名前に基づいています。たとえば、/bin/bash のの 
Pentiumでのデフォルトイベントのサンプルは以下のようになります。でのデフォルトイベントのサンプルは以下のようになります。
    

\{root\}/bin/bash/\{dep\}/\{root\}/bin/bash/CPU_CLK_UNHALTED.100000

     以下のツールは、サンプルデータの収集後にサンプルデータのプロファイルに使用できます。以下のツールは、サンプルデータの収集後にサンプルデータのプロファイルに使用できます。
    

       opreport
      

       opannotate
      

     これらのツールとバイナリープロファイルを使用して、さらに分析できるレポートを生成します。これらのツールとバイナリープロファイルを使用して、さらに分析できるレポートを生成します。
    

WARNING

      プロファイルされる実行可能ファイルは、データを分析するためにこのツールプロファイルされる実行可能ファイルは、データを分析するためにこのツール
と共に使用する必要があります。データの収集後に変更する必要がある場合は、サと共に使用する必要があります。データの収集後に変更する必要がある場合は、サ
ンプルファイルおよびサンプルファイルの作成に使用する実行ファイルをバックンプルファイルおよびサンプルファイルの作成に使用する実行ファイルをバック
アップします。アップします。
     

     各実行可能ファイルのサンプルは、各実行可能ファイルのサンプルは、1 つのサンプルファイルに書き込まれます。動的にリンクされたつのサンプルファイルに書き込まれます。動的にリンクされた
各ライブラリーからのサンプルも、各ライブラリーからのサンプルも、1 つのサンプルファイルに書き込まれます。つのサンプルファイルに書き込まれます。OProfile が実行中に、が実行中に、
変更がモニタリングされ、実行可能ファイルのサンプルファイルが存在する場合、既存のサンプルファ変更がモニタリングされ、実行可能ファイルのサンプルファイルが存在する場合、既存のサンプルファ
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イルが自動的に削除されます。したがって、既存のサンプルファイルが必要な場合は、実行ファイルをイルが自動的に削除されます。したがって、既存のサンプルファイルが必要な場合は、実行ファイルを
新バージョンに置き換える前に、作成に使用する実行ファイルと共にバックアップする必要がありま新バージョンに置き換える前に、作成に使用する実行ファイルと共にバックアップする必要がありま
す。サンプルファイルのバックアップ方法は、す。サンプルファイルのバックアップ方法は、「データの保存」「データの保存」 を参照してください。を参照してください。
    

40.5.1. opreportの使用の使用

      opreport ツールは、プロファイルされるすべての実行可能ファイルの概要を提供します。ツールは、プロファイルされるすべての実行可能ファイルの概要を提供します。
     

      以下は出力例の一部です。以下は出力例の一部です。
     

Profiling through timer interrupt
          TIMER:0|
  samples|      %|
------------------
    25926 97.5212 no-vmlinux
      359  1.3504 pi
       65  0.2445 Xorg
       62  0.2332 libvte.so.4.4.0
       56  0.2106 libc-2.3.4.so
       34  0.1279 libglib-2.0.so.0.400.7
       19  0.0715 libXft.so.2.1.2
       17  0.0639 bash
        8  0.0301 ld-2.3.4.so
        8  0.0301 libgdk-x11-2.0.so.0.400.13
        6  0.0226 libgobject-2.0.so.0.400.7
        5  0.0188 oprofiled
        4  0.0150 libpthread-2.3.4.so
        4  0.0150 libgtk-x11-2.0.so.0.400.13
        3  0.0113 libXrender.so.1.2.2
        3  0.0113 du
        1  0.0038 libcrypto.so.0.9.7a
        1  0.0038 libpam.so.0.77
        1  0.0038 libtermcap.so.2.0.8
        1  0.0038 libX11.so.6.2
        1  0.0038 libgthread-2.0.so.0.400.7
        1  0.0038 libwnck-1.so.4.9.0

      各実行可能ファイルは各行に一覧表示されます。最初の列は、実行ファイル用に記録されたサンプ各実行可能ファイルは各行に一覧表示されます。最初の列は、実行ファイル用に記録されたサンプ
ル数です。ル数です。2 列目は、サンプルの合計数に対するサンプルの割合です。列目は、サンプルの合計数に対するサンプルの割合です。3 列目は実行可能ファイルの名列目は実行可能ファイルの名
前です。前です。
     

      利用可能なコマンドラインオプションの一覧は、利用可能なコマンドラインオプションの一覧は、man ページのページの opreport を参照してください。たを参照してください。た
とえば、とえば、-r オプションでは、サンプルの最大数が最も少ない実行可能ファイルから、最大数のサンプルオプションでは、サンプルの最大数が最も少ない実行可能ファイルから、最大数のサンプル
を持つ実行ファイルから出力をソートします。を持つ実行ファイルから出力をソートします。
     

40.5.2. 単一の実行可能ファイルでの単一の実行可能ファイルでの opreport の使用の使用
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      特定の実行ファイルに関するより詳細なプロファイル情報を取得するには、特定の実行ファイルに関するより詳細なプロファイル情報を取得するには、opreport を使用しまを使用しま
す。す。
     

 opreport <mode><executable>

      分析する実行可能ファイルへの完全パスである分析する実行可能ファイルへの完全パスである <executable> 必要があります。必要があります。& lt;mode&gt; はは
以下のいずれかでなければなりません。以下のいずれかでなければなりません。
     

-l

         シンボルによるサンプルデータを一覧表示します。たとえば、以下は、シンボルによるサンプルデータを一覧表示します。たとえば、以下は、opreport -l 
/lib/tls/libc- <version> .so コマンドを実行する際コマンドを実行する際 の出力の一部です。の出力の一部です。
        

samples  %        symbol name
12       21.4286  __gconv_transform_utf8_internal
5         8.9286  _int_malloc
4         7.1429  malloc
3         5.3571  __i686.get_pc_thunk.bx
3         5.3571  _dl_mcount_wrapper_check
3         5.3571  mbrtowc
3         5.3571  memcpy
2         3.5714  _int_realloc
2         3.5714  _nl_intern_locale_data
2         3.5714  free
2         3.5714  strcmp
1         1.7857  __ctype_get_mb_cur_max
1         1.7857  __unregister_atfork
1         1.7857  __write_nocancel
1         1.7857  _dl_addr
1         1.7857  _int_free
1         1.7857  _itoa_word
1         1.7857  calc_eclosure_iter
1         1.7857  fopen@@GLIBC_2.1
1         1.7857  getpid
1         1.7857  memmove
1         1.7857  msort_with_tmp
1         1.7857  strcpy
1         1.7857  strlen
1         1.7857  vfprintf
1         1.7857  write

         最初の列は、シンボルのサンプル数で、最初の列は、シンボルのサンプル数で、2 番目のコラムは、実行可能なサンプルに対するこの番目のコラムは、実行可能なサンプルに対するこの
シンボルのサンプルの割合で、シンボルのサンプルの割合で、3 番目のコラムは記号名になります。番目のコラムは記号名になります。
        

         最大数のサンプルから最小（リバース順序）に出力を並べ替えるには、最大数のサンプルから最小（リバース順序）に出力を並べ替えるには、-l オプションとともにオプションとともに 
-r を使用します。を使用します。
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-i <symbol-name>

         シンボル名に固有のサンプルデータを一覧表示します。たとえば、以下の出力ではシンボル名に固有のサンプルデータを一覧表示します。たとえば、以下の出力では opreport -l 
-i __gconv_transform_utf8_internal /lib/tls/libc- <version> .so  コマンドです。コマンドです。
        

samples  %        symbol name
12       100.000  __gconv_transform_utf8_internal

         最初の行は、シンボル最初の行は、シンボル/実行可能ファイルの組み合わせの概要です。実行可能ファイルの組み合わせの概要です。
        

         最初の列は、メモリーシンボルのサンプル数です。最初の列は、メモリーシンボルのサンプル数です。2 列目は、シンボルのサンプルの合計数と列目は、シンボルのサンプルの合計数と
相対的に、メモリーアドレスのサンプルの割合（パーセント）です。相対的に、メモリーアドレスのサンプルの割合（パーセント）です。3 列はシンボル名です。列はシンボル名です。
        

 

-d

         -l よりも多くの詳細を含むシンボルによるサンプルデータを一覧表示します。たとえば、以下よりも多くの詳細を含むシンボルによるサンプルデータを一覧表示します。たとえば、以下
の出力は、の出力は、opreport -l -d __gconv_transform_utf8_internal /lib/tls/libc- <version> .so  コマンドコマンド
です。です。
        

vma      samples  %        symbol name
00a98640 12       100.000  __gconv_transform_utf8_internal
00a98640 1         8.3333
00a9868c 2        16.6667
00a9869a 1         8.3333
00a986c1 1         8.3333
00a98720 1         8.3333
00a98749 1         8.3333
00a98753 1         8.3333
00a98789 1         8.3333
00a98864 1         8.3333
00a98869 1         8.3333
00a98b08 1         8.3333

         データはデータは -l オプションと同じですが、各シンボルで、使用される各仮想メモリーアドレスが表オプションと同じですが、各シンボルで、使用される各仮想メモリーアドレスが表
示されます。各仮想メモリーアドレスについて、シンボルのサンプル数と基準に対するサンプル数示されます。各仮想メモリーアドレスについて、シンボルのサンプル数と基準に対するサンプル数
とパーセンテージが表示されます。とパーセンテージが表示されます。
        

 

-x<symbol-name>

         出力からシンボルのコンマ区切りリストを除外します。出力からシンボルのコンマ区切りリストを除外します。
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セッションセッション: &lt;name>

         /var/lib/oprofile/samples/ ディレクトリーに対するセッションまたはディレクトリーへの完全ディレクトリーに対するセッションまたはディレクトリーへの完全
パスを指定します。パスを指定します。
        

 

40.5.3. opannotateの使用の使用

      opannotate ツールは、特定の手順のサンプルをソースコードの対応する行と照合しようとします。ツールは、特定の手順のサンプルをソースコードの対応する行と照合しようとします。
生成されたファイルには、左側の行のサンプルが必要です。また、関数の合計サンプルを一覧表示する生成されたファイルには、左側の行のサンプルが必要です。また、関数の合計サンプルを一覧表示する
各関数の最初のコメントに配置します。各関数の最初のコメントに配置します。
     

      このユーティリティーを機能させるには、実行ファイルをこのユーティリティーを機能させるには、実行ファイルを GCC のの -g オプションでコンパイルするオプションでコンパイルする
必要があります。デフォルトでは、必要があります。デフォルトでは、Red Hat Enterprise Linux パッケージは、このオプションでコンパパッケージは、このオプションでコンパ
イルされません。イルされません。
     

      opannotate の一般的な構文は以下のとおりです。の一般的な構文は以下のとおりです。
     

 opannotate --search-dirs <src-dir> --source <executable>

      ソースコードと分析対象の実行可能ファイルを含むディレクトリーを指定する必要があります。追ソースコードと分析対象の実行可能ファイルを含むディレクトリーを指定する必要があります。追
加のコマンドラインオプションの一覧は、加のコマンドラインオプションの一覧は、man ページのページの opannotate を参照してください。を参照してください。
     

40.6. /DEV/OPROFILE/についてについて

     /dev/oprofile/ ディレクトリーには、ディレクトリーには、OProfile のファイルシステムが含まれます。のファイルシステムが含まれます。cat コマンドを使コマンドを使
用して、このファイルシステムの仮想ファイルの値を表示します。たとえば、以下のコマンドは検出さ用して、このファイルシステムの仮想ファイルの値を表示します。たとえば、以下のコマンドは検出さ
れたプロセッサーれたプロセッサー OProfile のタイプを表示します。のタイプを表示します。
    

cat /dev/oprofile/cpu_type

     カウンターごとにディレクトリーがカウンターごとにディレクトリーが /dev/oprofile/ に存在する。たとえば、カウンターがに存在する。たとえば、カウンターが 2 つある場つある場
合は、合は、/dev/oprofile/0 / ディレクトリーとディレクトリーと dev/oprofile /1/ ディレクトリーが存在ディレクトリーが存在 します。します。
    

     カウンターの各ディレクトリーには、以下のファイルが含まれます。カウンターの各ディレクトリーには、以下のファイルが含まれます。
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       count: サンプルの間隔サンプルの間隔
      

       enabled: 0 の場合、カウンターはオフになり、そのカウンターは収集されません。の場合、カウンターはオフになり、そのカウンターは収集されません。1 の場の場
合は、カウンターがオンになり、サンプルが収集されます。合は、カウンターがオンになり、サンプルが収集されます。
      

       event: 監視するイベント。監視するイベント。
      

       kernel: 0 の場合は、プロセッサーがの場合は、プロセッサーが カーネルカーネル スペースにあるときにこのカウンターイベスペースにあるときにこのカウンターイベ
ントのサンプルが収集されません。ントのサンプルが収集されません。1 の場合は、プロセッサーがカーネルスペースにある場合の場合は、プロセッサーがカーネルスペースにある場合
でもサンプルが収集されます。でもサンプルが収集されます。
      

       unit_mask: カウンターに対して有効なユニットマスクを定義します。カウンターに対して有効なユニットマスクを定義します。
      

       User: 0 の場合は、プロセッサーがの場合は、プロセッサーが ユーザーユーザー 空間にあるときにカウンターイベントのサン空間にあるときにカウンターイベントのサン
プルが収集されません。プルが収集されません。1 の場合は、プロセッサーがユーザー空間にある場合でもサンプルがの場合は、プロセッサーがユーザー空間にある場合でもサンプルが
収集されます。収集されます。
      

     このファイルの値は、このファイルの値は、cat コマンドで取得できます。以下に例を示します。コマンドで取得できます。以下に例を示します。
    

cat /dev/oprofile/0/count

40.7. 使用例使用例

     OProfile は開発者がアプリケーションのパフォーマンスを分析するのに使用できますが、システムは開発者がアプリケーションのパフォーマンスを分析するのに使用できますが、システム
管理者がシステム分析を実行するのに使用することもできます。以下に例を示します。管理者がシステム分析を実行するのに使用することもできます。以下に例を示します。
    

       システムで使用されるアプリケーションとサービスを判別システムで使用されるアプリケーションとサービスを判別 します。します。opreport を使用して、を使用して、
アプリケーションやサービスが使用するプロセッサー時間を判別できます。システムが複数のアプリケーションやサービスが使用するプロセッサー時間を判別できます。システムが複数の
サービスに使用されていても、実行中である場合は、最もプロセッサー時間を消費するサービサービスに使用されていても、実行中である場合は、最もプロセッサー時間を消費するサービ
スを専用のシステムに移動できます。スを専用のシステムに移動できます。
      

       プロセッサーの使用量の決定プロセッサーの使用量の決定: CPU_CLK_UNHALTED イベントを監視して、一定期間におイベントを監視して、一定期間にお
けるプロセッサーの負荷を判断できます。このデータを使用して、追加のプロセッサーが追加けるプロセッサーの負荷を判断できます。このデータを使用して、追加のプロセッサーが追加
または高速のプロセッサーがシステムパフォーマンスを向上させるかどうかを判断できます。または高速のプロセッサーがシステムパフォーマンスを向上させるかどうかを判断できます。
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40.8. グラフィカルインターフェースグラフィカルインターフェース

     一部の一部の OProfile 設定は、グラフィカルインターフェースで設定できます。これを起動するには、設定は、グラフィカルインターフェースで設定できます。これを起動するには、
シェルプロンプトでシェルプロンプトで root でで oprof_start コマンドを実行します。コマンドを実行します。
    

     オプションのいずれかを変更したら、オプションのいずれかを変更したら、Save and quit ボタンをクリックして保存します。設定はボタンをクリックして保存します。設定は 
/root/.oprofile/daemonrc に書き込まれ、アプリケーションが終了します。アプリケーションを終了しに書き込まれ、アプリケーションが終了します。アプリケーションを終了し
てもても OProfile がサンプリングから削除されません。がサンプリングから削除されません。
    

     Setup タブでプロセッサーカウンターのイベントを設定するには、タブでプロセッサーカウンターのイベントを設定するには、「監視するイベントの設定」「監視するイベントの設定」 ププ
ルダウンメニューからカウンターを選択し、一覧からイベントを選択します。イベントの簡単な説明ルダウンメニューからカウンターを選択し、一覧からイベントを選択します。イベントの簡単な説明
が、リストの下にあるテキストボックスに表示されます。特定のカウンターと特定のアーキテクチャーが、リストの下にあるテキストボックスに表示されます。特定のカウンターと特定のアーキテクチャー
で利用可能なイベントのみが表示されます。また、このインターフェースは、プロファイラーが実行さで利用可能なイベントのみが表示されます。また、このインターフェースは、プロファイラーが実行さ
れているかどうかと、それに関する簡単な統計も表示します。れているかどうかと、それに関する簡単な統計も表示します。
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図図40.1 OProfile のセットアップのセットアップ

[D]

     タブの右側にあるタブの右側にある Profile kernel オプションを選択して、現在選択されているイベントのカーネルオプションを選択して、現在選択されているイベントのカーネル
モードでイベントをカウントします。モードでイベントをカウントします。「カーネルとユーザー空間プロファイルの分離」「カーネルとユーザー空間プロファイルの分離」 で説明されていで説明されてい
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るように、カーネルモードでイベントをカウントします。このオプションが選択されていない場合、るように、カーネルモードでイベントをカウントします。このオプションが選択されていない場合、
カーネルのサンプルは収集されません。カーネルのサンプルは収集されません。
    

     「カーネルとユーザー空間プロファイルの分離」「カーネルとユーザー空間プロファイルの分離」 で説明されているように、で説明されているように、Profile user binaries 
オプションを選択して、現在選択されているイベントのイベントをユーザーモードでカウントします。オプションを選択して、現在選択されているイベントのイベントをユーザーモードでカウントします。
このオプションが選択されていない場合、ユーザーアプリケーションのサンプルは収集されません。このオプションが選択されていない場合、ユーザーアプリケーションのサンプルは収集されません。
    

     Count テキストフィールドを使用して、テキストフィールドを使用して、「サンプリングレート」「サンプリングレート」 で説明されているように、現在選で説明されているように、現在選
択されているイベントのサンプリングレートを設定します。択されているイベントのサンプリングレートを設定します。
    

     「ユニットマスク」「ユニットマスク」 で説明されているように、現在選択されているイベントでユニットマスクが利で説明されているように、現在選択されているイベントでユニットマスクが利
用可能な場合は、用可能な場合は、Setup タブの右側のタブの右側の Unit Masks エリアに表示されます。ユニットマスクの横にあるエリアに表示されます。ユニットマスクの横にある
チェックボックスを選択してイベントで有効にします。チェックボックスを選択してイベントで有効にします。
    

     設定設定 タブでカーネルのプロファイルを行うには、カーネルタブでカーネルのプロファイルを行うには、カーネル イメージイメージ ファイルのテキストフィールドファイルのテキストフィールド
で監視するカーネルので監視するカーネルの vmlinux ファイルの名前と場所を入力します。ファイルの名前と場所を入力します。OProfile がカーネルを監視しながカーネルを監視しな
いように設定するには、いように設定するには、No kernel image を選択します。を選択します。
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図図40.2 OProfile の設定の設定

[D]

     Verbose オプションを選択すると、オプションを選択すると、oprofiled デーモンログにより多くの情報が含まれます。デーモンログにより多くの情報が含まれます。
    

     アプリケーション別のカーネルサンプルファイルアプリケーション別のカーネルサンプルファイル が選択されている場合、が選択されている場合、OProfile はは 「カーネルと「カーネルと
ユーザー空間プロファイルの分離」ユーザー空間プロファイルの分離」 で説明されているように、カーネルおよびカーネルモジュールのアで説明されているように、カーネルおよびカーネルモジュールのア
プリケーションごとのプロファイルを生成します。これはプリケーションごとのプロファイルを生成します。これは opcontrol --separate=kernel コマンドと同コマンドと同
じです。じです。アプリケーション別の共有アプリケーション別の共有 libs サンプルファイルサンプルファイル が選択されている場合、が選択されている場合、OProfile はライブはライブ
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ラリーのアプリケーションごとのプロファイルを生成します。これはラリーのアプリケーションごとのプロファイルを生成します。これは opcontrol --separate=library ココ
マンドと同じです。マンドと同じです。
    

     「データの分析」「データの分析」 で説明されているように、データがサンプルファイルに書き込まれるように強制で説明されているように、データがサンプルファイルに書き込まれるように強制
するには、するには、Flush profiler data ボタンをクリックします。これはボタンをクリックします。これは opcontrol --dump コマンドと同じでコマンドと同じで
す。す。
    

     グラフィカルインターフェースからグラフィカルインターフェースから OProfile を起動するには、を起動するには、Start profiler をクリックします。プをクリックします。プ
ロファイラーを停止するには、ロファイラーを停止するには、Stop profiler をクリックします。アプリケーションを終了してもをクリックします。アプリケーションを終了しても 
OProfile がサンプリングから削除されません。がサンプリングから削除されません。
    

40.9. 関連情報関連情報

     本章では、本章では、OProfile と設定、使用方法のみを取り上げています。詳細は、以下のリソースを参照しと設定、使用方法のみを取り上げています。詳細は、以下のリソースを参照し
てください。てください。
    

40.9.1. Installed Docs

        /usr/share/doc/oprofile- &lt;version&gt; /oprofile.html - 『『OProfile Manual』』
       

        OProfile man ページ：ページ： opcontrol、、opreport、、opannotate、および、および op_help
       

40.9.2. 便利な便利な Web サイトサイト

      http://oprofile.sourceforge.net/ - 最新のドキュメント、メーリングリスト、最新のドキュメント、メーリングリスト、IRC チャネルなどが含チャネルなどが含
まれます。まれます。
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付録付録A 改訂履歴改訂履歴

    

改訂改訂 1.0-1.33.402 Fri Oct 25 2013 Rüdiger Landmann
Publican 4.0.0 用にリビルド

改訂改訂 1.0-1.33 July 24 2012 Ruediger Landmann
Publican 3.0 の再ビルド

改訂改訂 1.0-1 Thu Sep 18 2008 Don Domingo
新しい自動ビルドシステムに移行

   

索引索引

シンボルシンボル

/dev/oprofile/, /dev/oprofile/についてについて

/dev/shm, ファイルシステムファイルシステム

/etc/auto.master, 

/etc/exports, NFS ファイルシステムのエクスポートファイルシステムのエクスポート

/etc/fstab, ext3 ファイルシステムへの変換ファイルシステムへの変換, /etc/fstab を使用したを使用した NFS ファイルシステムのマウントファイルシステムのマウント

/etc/fstab ファイルファイル

ディスククォータの有効化ディスククォータの有効化, クォータの有効化クォータの有効化

/etc/hosts, ホストの管理ホストの管理

/etc/httpd/conf/httpd.conf, Apache HTTP サーバーの設定サーバーの設定

/etc/sysconfig/dhcpd, サーバーの起動と停止サーバーの起動と停止

/proc/ ディレクトリーディレクトリー, インストールされているドキュメントインストールされているドキュメント

/var/spool/cron, cron タスクの設定タスクの設定

アクセス制御リストアクセス制御リスト (参照参照 ACL)

インストールインストール

kickstart (参照参照 キックスタートインストールキックスタートインストール)

LVM, LVM の設定の設定

PXE (参照参照 PXE インストールインストール)

ソフトウェアソフトウェア RAID, ソフトウェアソフトウェア RAID の設定の設定
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インターネット接続インターネット接続 (参照参照 ネットワーク設定ネットワーク設定)

イーサネット接続イーサネット接続 (参照参照 ネットワーク設定ネットワーク設定)

カーネルモジュールカーネルモジュール

/etc/rc.modules, 永続的なモジュールの読み込み永続的なモジュールの読み込み

アンロードアンロード, カーネルモジュールユーティリティーカーネルモジュールユーティリティー

リストリスト, カーネルモジュールユーティリティーカーネルモジュールユーティリティー

ロード中ロード中, カーネルモジュールユーティリティーカーネルモジュールユーティリティー

永続的なロード永続的なロード, 永続的なモジュールの読み込み永続的なモジュールの読み込み

カーネルモジュールの読み込みカーネルモジュールの読み込み, カーネルモジュールカーネルモジュール

キックスタートインストールキックスタートインストール, キックスタートを使ったインストールキックスタートを使ったインストール

CD-ROM ベースベース, キックスタートブートメディアの作成キックスタートブートメディアの作成

diskette-based, キックスタートブートメディアの作成キックスタートブートメディアの作成

flash-based, キックスタートブートメディアの作成キックスタートブートメディアの作成

LVM, キックスタートオプションキックスタートオプション

インストールツリーインストールツリー, インストールツリーを利用可能にするインストールツリーを利用可能にする

ネットワークベースネットワークベース, ネットワーク上でキックスタートファイルの準備ネットワーク上でキックスタートファイルの準備, インストールツリーを利用インストールツリーを利用
可能にする可能にする

ファイルの場所ファイルの場所, キックスタートファイルの準備キックスタートファイルの準備

ファイルフォーマットファイルフォーマット, キックスタートファイルの作成キックスタートファイルの作成

起動起動, キックスタートインストールの開始キックスタートインストールの開始

From CD-ROM #1 with a diskette, キックスタートインストールの開始キックスタートインストールの開始

ブートブート CD-ROM からから, キックスタートインストールの開始キックスタートインストールの開始

キックスタートファイルキックスタートファイル

%include, キックスタートオプションキックスタートオプション

%post, インストール後のスクリプトインストール後のスクリプト

%pre, インストール前のスクリプトインストール前のスクリプト

auth, キックスタートオプションキックスタートオプション

authconfig, キックスタートオプションキックスタートオプション

autopart, キックスタートオプションキックスタートオプション

autostep, キックスタートオプションキックスタートオプション

bootloader, キックスタートオプションキックスタートオプション

CD-ROM ベースベース, キックスタートブートメディアの作成キックスタートブートメディアの作成

clearpart, キックスタートオプションキックスタートオプション
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cmdline, キックスタートオプションキックスタートオプション

device, キックスタートオプションキックスタートオプション

diskette-based, キックスタートブートメディアの作成キックスタートブートメディアの作成

driverdisk, キックスタートオプションキックスタートオプション

firewall, キックスタートオプションキックスタートオプション

firstboot, キックスタートオプションキックスタートオプション

flash-based, キックスタートブートメディアの作成キックスタートブートメディアの作成

halt, キックスタートオプションキックスタートオプション

ignoredisk, キックスタートオプションキックスタートオプション

install, キックスタートオプションキックスタートオプション

interactive, キックスタートオプションキックスタートオプション

lang, キックスタートオプションキックスタートオプション

langsupport, キックスタートオプションキックスタートオプション

logvol, キックスタートオプションキックスタートオプション

mouse, キックスタートオプションキックスタートオプション

network, キックスタートオプションキックスタートオプション

options, キックスタートオプションキックスタートオプション

パーティショニングの例パーティショニングの例, 高度なパーティション設定の例高度なパーティション設定の例

part, キックスタートオプションキックスタートオプション

poweroff, キックスタートオプションキックスタートオプション

raid, キックスタートオプションキックスタートオプション

reboot, キックスタートオプションキックスタートオプション

rootpw, キックスタートオプションキックスタートオプション

selinux, キックスタートオプションキックスタートオプション

shutdown, キックスタートオプションキックスタートオプション

skipx, キックスタートオプションキックスタートオプション

text, キックスタートオプションキックスタートオプション

timezone, キックスタートオプションキックスタートオプション

upgrade, キックスタートオプションキックスタートオプション

volgroup, キックスタートオプションキックスタートオプション

xconfig, キックスタートオプションキックスタートオプション

zerombr, キックスタートオプションキックスタートオプション

インストール前の設定インストール前の設定, インストール前のスクリプトインストール前のスクリプト
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インストール後の設定インストール後の設定, インストール後のスクリプトインストール後のスクリプト

インストール方法インストール方法, キックスタートオプションキックスタートオプション

キーボードキーボード, キックスタートオプションキックスタートオプション

ネットワークベースネットワークベース, ネットワーク上でキックスタートファイルの準備ネットワーク上でキックスタートファイルの準備, インストールツリーを利用インストールツリーを利用
可能にする可能にする

パッケージ選択の指定パッケージ選択の指定, パッケージの選択パッケージの選択

パーティションパーティション, キックスタートオプションキックスタートオプション

フォーマットフォーマット, キックスタートファイルの作成キックスタートファイルの作成

作成作成, キックスタートオプションキックスタートオプション

例例, キックスタートファイルの作成キックスタートファイルの作成

別のファイルのコンテンツを含める別のファイルのコンテンツを含める, キックスタートオプションキックスタートオプション

キーボードキーボード, キーボードの設定キーボードの設定

設定設定, キーボードの設定キーボードの設定

キーボード設定ツールキーボード設定ツール, キーボードの設定キーボードの設定

グループ設定グループ設定

グループのユーザーの変更グループのユーザーの変更, グループプロパティーの変更グループプロパティーの変更

グループの追加グループの追加, 新規グループの追加新規グループの追加

グループプロパティーの変更グループプロパティーの変更, グループプロパティーの変更グループプロパティーの変更

グループ一覧のフィルタリンググループ一覧のフィルタリング, ユーザーおよびグループの設定ユーザーおよびグループの設定

グループ一覧の表示グループ一覧の表示, ユーザーおよびグループの設定ユーザーおよびグループの設定

コマンドラインオプションコマンドラインオプション

印刷元印刷元, 印刷ジョブの管理印刷ジョブの管理

システムの復元システムの復元, 基本的なシステムの復元基本的なシステムの復元

一般的な問題一般的な問題, 一般的な問題一般的な問題

Red Hat Enterprise Linux で起動できないで起動できない, Red Hat Enterprise Linux で起動できないで起動できない

root パスワードを取得する場合パスワードを取得する場合, root パスワードパスワード

ハードウェアハードウェア/ソフトウェアの問題ソフトウェアの問題, ハードウェアハードウェア/ソフトウェアの問題ソフトウェアの問題

ブートローダーの再インストールブートローダーの再インストール, ブートローダーの再インストールブートローダーの再インストール

システム分析システム分析

OProfile (参照参照 OProfile)

システム情報システム情報

gathering, システム情報の収集システム情報の収集
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processes, システムプロセスシステムプロセス

現在実行中の現在実行中の, システムプロセスシステムプロセス

ハードウェアハードウェア, ハードウェアハードウェア

ファイルシステムファイルシステム, ファイルシステムファイルシステム

/dev/shm, ファイルシステムファイルシステム

メモリー使用量メモリー使用量, Memory Usage

シャドウパスワードシャドウパスワード, 認証認証

概要概要, シャドウパスワードシャドウパスワード

シングルユーザーモードシングルユーザーモード, シングルユーザーモードで起動シングルユーザーモードで起動

ストライピングストライピング

RAID の基礎の基礎, RAID とはとは

スワップ領域スワップ領域, swap 領域領域

expanding, スワップ領域の追加スワップ領域の追加

file

作成作成, スワップファイルの作成スワップファイルの作成, スワップファイルの削除スワップファイルの削除

LVM2

作成作成, スワップのスワップの LVM2 論理ボリュームの作成論理ボリュームの作成

削除中削除中, スワップのスワップの LVM2 論理ボリュームの削除論理ボリュームの削除

拡張拡張, LVM2 論理ボリュームでのスワップ領域の拡張論理ボリュームでのスワップ領域の拡張

縮小縮小, LVM2 論理ボリュームでのスワップ領域の縮小論理ボリュームでのスワップ領域の縮小

作成作成, スワップ領域の追加スワップ領域の追加

削除中削除中, スワップ領域の削除スワップ領域の削除

推奨サイズ推奨サイズ, 変動スペースとは変動スペースとは

移動移動, Swap 領域の移動領域の移動

説明説明:, 変動スペースとは変動スペースとは

セキュアなサーバーセキュアなサーバー

certificate

authorities, 証明書の種類証明書の種類

CA の選択の選択, 証明書の種類証明書の種類

 アップグレード後の移動アップグレード後の移動, 事前検証キーおよび証明書の使用事前検証キーおよび証明書の使用

テストテスト, 証明書のテスト証明書のテスト
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テストテスト vs 自己署名型自己署名型, 証明書の種類証明書の種類

リクエストの作成リクエストの作成, CA に送信する証明書要求の生成に送信する証明書要求の生成

既存の機能既存の機能, 事前検証キーおよび証明書の使用事前検証キーおよび証明書の使用

自己署名自己署名, 自己署名証明書の作成自己署名証明書の作成

installing, Apache HTTP セキュアサーバー設定セキュアサーバー設定

key

生成生成, キーの生成キーの生成

security

説明説明:, 証明書およびセキュリティーの概要証明書およびセキュリティーの概要

URL, サーバーへのアクセスサーバーへのアクセス

Web サイトサイト, 便利な便利な Web サイトサイト

アクセスアクセス, サーバーへのアクセスサーバーへのアクセス

アップグレード元アップグレード元, 事前検証キーおよび証明書の使用事前検証キーおよび証明書の使用

セキュリティーの説明セキュリティーの説明, 証明書およびセキュリティーの概要証明書およびセキュリティーの概要

パッケージパッケージ, セキュリティー関連パッケージの概要セキュリティー関連パッケージの概要

ポート番号ポート番号, サーバーへのアクセスサーバーへのアクセス

接続先接続先, サーバーへのアクセスサーバーへのアクセス

本本, 関連書籍関連書籍

証明書の指定証明書の指定, 証明書およびセキュリティーの概要証明書およびセキュリティーの概要

セキュリティーレベルセキュリティーレベル (参照参照 Security Level Configuration Tool)

ソフトウェアソフトウェア RAID (参照参照 RAID)

タイムゾーンの設定タイムゾーンの設定, タイムゾーンの設定タイムゾーンの設定

ディスククォータディスククォータ, ディスククォータの実装ディスククォータの実装

グループごとに割り当てグループごとに割り当て, グループごとのクォータ割り当てグループごとのクォータ割り当て

ソフト制限ソフト制限, ユーザーごとのクォータ割り当てユーザーごとのクォータ割り当て

ハード制限ハード制限, ユーザーごとのクォータ割り当てユーザーごとのクォータ割り当て

ファイルシステムごとの割り当てファイルシステムごとの割り当て, ファイルシステムごとのクォータの割り当てファイルシステムごとのクォータの割り当て

ユーザーごとに割り当てユーザーごとに割り当て, ユーザーごとのクォータ割り当てユーザーごとのクォータ割り当て

有効化有効化, ディスククォータの設定ディスククォータの設定, 有効化と無効化有効化と無効化

/etc/fstab、変更、変更, クォータの有効化クォータの有効化

quotacheck、実行中、実行中, クォータデータベースファイルの作成クォータデータベースファイルの作成

クォータファイルの作成クォータファイルの作成, クォータデータベースファイルの作成クォータデータベースファイルの作成
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無効化無効化, 有効化と無効化有効化と無効化

猶予期間猶予期間, ユーザーごとのクォータ割り当てユーザーごとのクォータ割り当て

管理管理, ディスククォータの管理ディスククォータの管理

quotacheck コマンド、確認コマンド、確認, クォータの精度維持クォータの精度維持

レポートレポート, ディスククォータに関するレポートディスククォータに関するレポート

関連情報関連情報, 関連情報関連情報

ディスクストレージディスクストレージ (参照参照 ディスククォータディスククォータ)

parted (参照参照 parted)

ディスクレス環境ディスクレス環境, ディスクレス環境ディスクレス環境

NFS の設定の設定, NFS サーバーの設定サーバーの設定

ネットワーク起動ツールネットワーク起動ツール, ディスクレス環境の設定の完了ディスクレス環境の設定の完了

ホストの追加ホストの追加, ホストの追加ホストの追加

概要概要, ディスクレス環境ディスクレス環境

デミライズされたゾーンデミライズされたゾーン, DMZ およびおよび IPTables

トークンリング接続トークンリング接続 (参照参照 ネットワーク設定ネットワーク設定)

ドキュメントドキュメント

インストール済みの検索インストール済みの検索, RPM で金を抑制するで金を抑制する

ネットワークアドレス変換ネットワークアドレス変換, FORWARD およびおよび NAT ルールルール

iptablesの使用の使用, FORWARD およびおよび NAT ルールルール

ネットワークタイムプロトコルネットワークタイムプロトコル (参照参照 NTP)

ネットワークデバイスの制御ネットワークデバイスの制御, プロファイルの使用プロファイルの使用

ネットワークファイルシステムネットワークファイルシステム (参照参照 NFS)

ネットワーク管理ツールネットワーク管理ツール (参照参照 ネットワーク設定ネットワーク設定)

ネットワーク設定ネットワーク設定

DHCP, イーサネット接続の確立イーサネット接続の確立

DNS 設定の管理設定の管理, DNS 設定の管理設定の管理

ISDN 接続接続, ISDN 接続の確立接続の確立

アクティベート中アクティベート中, ISDN 接続の確立接続の確立

managing /etc/hosts, ホストの管理ホストの管理

PPoE 接続接続, xDSL 接続の確立接続の確立

xDSL 接続接続, xDSL 接続の確立接続の確立
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アクティベート中アクティベート中, xDSL 接続の確立接続の確立

イーサネット接続イーサネット接続, イーサネット接続の確立イーサネット接続の確立

アクティベート中アクティベート中, イーサネット接続の確立イーサネット接続の確立

デバイスのエイリアスデバイスのエイリアス, デバイスエイリアスデバイスエイリアス

トークンリング接続トークンリング接続, トークンリング接続の確立トークンリング接続の確立

アクティベート中アクティベート中, トークンリング接続の確立トークンリング接続の確立

ファイルからの復元ファイルからの復元, ネットワーク設定の保存および復元ネットワーク設定の保存および復元

ファイルへの保存ファイルへの保存, ネットワーク設定の保存および復元ネットワーク設定の保存および復元

プロファイルプロファイル, プロファイルの使用プロファイルの使用

アクティベート中アクティベート中, プロファイルの使用プロファイルの使用

ホストの管理ホストの管理, ホストの管理ホストの管理

モデム接続モデム接続, モード接続の確立モード接続の確立

アクティベート中アクティベート中, モード接続の確立モード接続の確立

ワイヤレス接続ワイヤレス接続, ワイヤレス接続の確立ワイヤレス接続の確立

アクティベート中アクティベート中, ワイヤレス接続の確立ワイヤレス接続の確立

概要概要, 概要概要

論理ネットワークデバイス論理ネットワークデバイス, プロファイルの使用プロファイルの使用

静的静的 IP, イーサネット接続の確立イーサネット接続の確立

ネットワーク起動ツールネットワーク起動ツール, PXE ブート設定ブート設定

PXE インストールでの使用インストールでの使用, PXE ブート設定ブート設定

pxeboot, コマンドラインからの設定コマンドラインからの設定

pxeos, コマンドラインからの設定コマンドラインからの設定

ディスクレス環境の使用ディスクレス環境の使用, ディスクレス環境の設定の完了ディスクレス環境の設定の完了

ハードウェアハードウェア

表示する表示する, ハードウェアハードウェア

ハードウェアハードウェア RAID (参照参照 RAID)

ハードウェアブラウザーハードウェアブラウザー, ハードウェアハードウェア

パスワードパスワード

shadow, シャドウパスワードシャドウパスワード

パッケージパッケージ
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dependencies, 解決できない依存関係解決できない依存関係

installing, インストールインストール

RPM でのリミネーションでのリミネーション, Freshening

を使用したファイル所有権の決定を使用したファイル所有権の決定, RPM で金を抑制するで金を抑制する

アップグレードアップグレード, アップグレードアップグレード

アンインストールされたクエリーアンインストールされたクエリー, RPM で金を抑制するで金を抑制する

クエリークエリー, クエリクエリ

ドキュメントの検索ドキュメントの検索, RPM で金を抑制するで金を抑制する

ヒントヒント, RPM で金を抑制するで金を抑制する

ファイル一覧の取得ファイル一覧の取得, RPM で金を抑制するで金を抑制する

削除されたファイルの検索削除されたファイルの検索, RPM で金を抑制するで金を抑制する

削除中削除中, アンインストールアンインストール

検証検証, 検証検証

設定ファイルの保存設定ファイルの保存, アップグレードアップグレード

パーティションパーティション

サイズ変更サイズ変更, パーティションのサイズ変更パーティションのサイズ変更

一覧表示一覧表示, パーティションテーブルの表示パーティションテーブルの表示

作成作成, パーティションの作成パーティションの作成

mkpart, パーティションの作成パーティションの作成

削除中削除中, パーティションの削除パーティションの削除

パーティションテーブルパーティションテーブル

表示する表示する, パーティションテーブルの表示パーティションテーブルの表示

ビデオカードビデオカード

X の設定の設定, ハードウェア設定の表示ハードウェア設定の表示

デュアルヘッドの設定デュアルヘッドの設定, デュアルヒューリスティックディスプレイの設定デュアルヒューリスティックディスプレイの設定

ピクセルピクセル, 表示設定表示設定

ファイアウォールファイアウォール, ファイアウォールファイアウォール

iptables, allInOnes およびおよび IPTables

policies, 基本的なファイアウォールポリシー基本的なファイアウォールポリシー

stateful, iptables および接続の追跡および接続の追跡

コネクションの追跡コネクションの追跡, iptables および接続の追跡および接続の追跡

タイプタイプ, ファイアウォールファイアウォール
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悪意のあるソフトウェア悪意のあるソフトウェア, 悪意のあるソフトウェアおよび悪意のあるソフトウェアおよび Spoofed IP アドレスアドレス

関連情報関連情報, 関連情報関連情報

ファイアウォールの種類ファイアウォールの種類, ファイアウォールファイアウォール

proxy, ファイアウォールファイアウォール

ネットワークアドレス変換ネットワークアドレス変換(NAT), ファイアウォールファイアウォール

パケットフィルターパケットフィルター, ファイアウォールファイアウォール

ファイアウォールの設定ファイアウォールの設定 (参照参照 Security Level Configuration Tool)

ファイルシステムファイルシステム, ファイルシステムファイルシステム

ext2 (参照参照 ext2)

ext3 (参照参照 ext3)

LVM (参照参照 LVM)

NFS (参照参照 NFS)

フィードバックフィードバック, フィードバックをお寄せくださいフィードバックをお寄せください

ブートメディアブートメディア, アップグレードの準備アップグレードの準備

プリンターの設定プリンターの設定, プリンターの設定プリンターの設定

CUPS, プリンターの設定プリンターの設定

IPP プリンタープリンター, IPP プリンターの追加プリンターの追加

JetDirect プリンタープリンター, JetDirect プリンターの追加プリンターの追加

Networked CUPS(IPP)プリンタープリンター, IPP プリンターの追加プリンターの追加

Samba(SMB)プリンタープリンター, Samba(SMB)プリンターの追加プリンターの追加

コマンドラインからの印刷コマンドラインからの印刷, 印刷ジョブの管理印刷ジョブの管理

テストページテストページ, テストページの印刷テストページの印刷

デフォルトのプリンターデフォルトのプリンター, 既存プリンターの修正既存プリンターの修正

ローカルプリンターローカルプリンター, ローカルプリンターの追加ローカルプリンターの追加

印刷ジョブの管理印刷ジョブの管理, 印刷ジョブの管理印刷ジョブの管理

印刷ジョブをキャンセルする印刷ジョブをキャンセルする, 印刷ジョブの管理印刷ジョブの管理

印刷スプール、コマンドラインの表示印刷スプール、コマンドラインの表示, 印刷ジョブの管理印刷ジョブの管理

既存のプリンターの削除既存のプリンターの削除, 既存プリンターの修正既存プリンターの修正

追加追加

cups(IPP)プリンタープリンター, IPP プリンターの追加プリンターの追加

IPP プリンタープリンター, IPP プリンターの追加プリンターの追加

JetDirect プリンタープリンター, JetDirect プリンターの追加プリンターの追加
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Samba(SMB)プリンタープリンター, Samba(SMB)プリンターの追加プリンターの追加

ローカルプリンターローカルプリンター, ローカルプリンターの追加ローカルプリンターの追加

プリンター設定ツールプリンター設定ツール (参照参照 プリンターの設定プリンターの設定)

ボリュームグループボリュームグループ, LVM とはとは, LVM ボリュームグループの作成ボリュームグループの作成

マウントするマウントする

, 

マスターブートレコードマスターブートレコード, Red Hat Enterprise Linux で起動できないで起動できない

再インストール再インストール, ブートローダーの再インストールブートローダーの再インストール

メモリー使用量メモリー使用量, Memory Usage

メールユーザーエージェントメールユーザーエージェント, メール転送エージェントメール転送エージェント (MTA) の設定の設定

メール転送エージェントメール転送エージェント (Mail Transport Agent) (参照参照 MTA)

メール転送エージェントスイッチメール転送エージェントスイッチ, メール転送エージェントメール転送エージェント (MTA) の設定の設定

テキストモードで起動テキストモードで起動, メール転送エージェントメール転送エージェント (MTA) の設定の設定

モデム接続モデム接続 (参照参照 ネットワーク設定ネットワーク設定)

ユーザープライベートグループユーザープライベートグループ (参照参照 groups)

共有ディレクトリー共有ディレクトリー, グループディレクトリーグループディレクトリー

ユーザー設定ユーザー設定

グループへのユーザーの追加グループへのユーザーの追加, ユーザープロパティーの変更ユーザープロパティーの変更

コマンドラインの設定コマンドラインの設定, コマンドラインからの設定コマンドラインからの設定

passwd, ユーザーの追加ユーザーの追加

useradd, ユーザーの追加ユーザーの追加

パスワードの変更パスワードの変更, ユーザープロパティーの変更ユーザープロパティーの変更

パスワードの有効期限パスワードの有効期限, ユーザープロパティーの変更ユーザープロパティーの変更

フルネームの変更フルネームの変更, ユーザープロパティーの変更ユーザープロパティーの変更

ホームディレクトリーの変更ホームディレクトリーの変更, ユーザープロパティーの変更ユーザープロパティーの変更

ユーザーのグループの変更ユーザーのグループの変更, ユーザープロパティーの変更ユーザープロパティーの変更

ユーザーの変更ユーザーの変更, ユーザープロパティーの変更ユーザープロパティーの変更

ユーザーの追加ユーザーの追加, 新規ユーザーの追加新規ユーザーの追加

ユーザーアカウントのロックユーザーアカウントのロック, ユーザープロパティーの変更ユーザープロパティーの変更

ユーザーアカウントの有効期限の設定ユーザーアカウントの有効期限の設定, ユーザープロパティーの変更ユーザープロパティーの変更

ユーザー一覧のフィルタリングユーザー一覧のフィルタリング, ユーザーおよびグループの設定ユーザーおよびグループの設定
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ユーザー一覧の表示ユーザー一覧の表示, ユーザーおよびグループの設定ユーザーおよびグループの設定

ログインシェルの変更ログインシェルの変更, ユーザープロパティーの変更ユーザープロパティーの変更

ランレベルランレベル 1, シングルユーザーモードで起動シングルユーザーモードで起動

レスキューモードレスキューモード

利用可能なユーティリティー利用可能なユーティリティー, レスキューモードでの起動レスキューモードでの起動

定義定義, レスキューモードでの起動レスキューモードでの起動

ログビューアーログビューアー

alerts, ログファイルの検証ログファイルの検証

フィルタリングフィルタリング, ログファイルの表示ログファイルの表示

ログファイルの場所ログファイルの場所, ログファイルの表示ログファイルの表示

更新レート更新レート, ログファイルの表示ログファイルの表示

検索検索, ログファイルの表示ログファイルの表示

ログファイルログファイル, ログファイルログファイル

(参照参照 ログビューアーログビューアー)

description, ログファイルログファイル

rotating, ログファイルの場所の特定ログファイルの場所の特定

syslogd, ログファイルログファイル

検索検索, ログファイルの場所の特定ログファイルの場所の特定

検証検証, ログファイルの検証ログファイルの検証

表示する表示する, ログファイルの表示ログファイルの表示

動的ホスト設定プロトコル動的ホスト設定プロトコル(Pu Dynamic Host Configuration Protocol) (参照参照 DHCP)

実行環境実行環境, PXE ネットワークインストールネットワークインストール

情報情報

システムについてシステムについて, システム情報の収集システム情報の収集

日付の設定日付の設定, 日付と時刻のプロパティー日付と時刻のプロパティー

時間設定時間設定, 日付と時刻のプロパティー日付と時刻のプロパティー

NTP サーバーとの同期サーバーとの同期, Network Time Protocol(NTP)プロパティープロパティー

概要概要, はじめにはじめに

物理エクステント物理エクステント, LVM ボリュームグループの作成ボリュームグループの作成

物理ボリューム物理ボリューム, LVM とはとは, LVM 物理ボリュームの作成物理ボリュームの作成

緊急モード緊急モード, 緊急モードでのブート緊急モードでのブート
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自動タスク自動タスク, 自動タスク自動タスク

色深度色深度, 表示設定表示設定

解決方法解決方法, 表示設定表示設定

設定設定

console access, コンソールアクセスコンソールアクセス

NFS, Network File System (NFS)

論理ボリューム論理ボリューム, LVM とはとは, LVM 論理ボリュームの作成論理ボリュームの作成

論理ボリュームグループ論理ボリュームグループ, LVM とはとは

論理ボリュームマネージャー論理ボリュームマネージャー (参照参照 LVM)

起動起動

シングルユーザーモードシングルユーザーモード, シングルユーザーモードで起動シングルユーザーモードで起動

レスキューモードレスキューモード, レスキューモードでの起動レスキューモードでの起動

緊急モード緊急モード, 緊急モードでのブート緊急モードでのブート

起動パーティション起動パーティション, /boot/ パーティションの作成パーティションの作成

追加追加

group, 

user, コマンドラインからの設定コマンドラインからの設定

, , , , 

groupadd, 

password

, 

生成生成, , , 

関連情報関連情報, 関連情報関連情報

A

ACL

ext3 ファイルシステム上ファイルシステム上, アクセス制御リストアクセス制御リスト

getfacl, ACL の取り込みの取り込み

NFS 共有のマウント共有のマウント:, NFS

setfacl, アクセスアクセス ACL の設定の設定
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with Samba, アクセス制御リストアクセス制御リスト

アクセスアクセス ACL, アクセスアクセス ACL の設定の設定

アーカイブアーカイブ:, ACL が設定されているファイルシステムのアーカイブ作成が設定されているファイルシステムのアーカイブ作成

デフォルトデフォルト ACL, デフォルトデフォルト ACL の設定の設定

ファイルシステムのマウントファイルシステムのマウント:, ファイルシステムのマウントファイルシステムのマウント

取得取得, ACL の取り込みの取り込み

設定設定

アクセスアクセス ACL, アクセスアクセス ACL の設定の設定

関連情報関連情報, 関連情報関連情報

Apache HTTP サーバーサーバー (参照参照 HTTP 設定ツール設定ツール)

保護保護, 証明書およびセキュリティーの概要証明書およびセキュリティーの概要

関連情報関連情報, 関連情報関連情報

関連書籍関連書籍, 関連書籍関連書籍

APXS, セキュリティー関連パッケージの概要セキュリティー関連パッケージの概要

at, at およびおよび Batch

関連資料関連資料, 関連情報関連情報

authconfig (参照参照 Authentication Configuration Tool)

authentication, 認証設定認証設定

Authentication Configuration Tool, 認証設定認証設定

authentication, 認証認証

Kerberos サポートサポート, 認証認証

LDAP サポートサポート, 認証認証

MD5 パスワードパスワード, 認証認証

SMB サポートサポート, 認証認証

Winbind, 認証認証

シャドウパスワードシャドウパスワード, 認証認証

コマンドラインのバージョンコマンドラインのバージョン, コマンドラインのバージョンコマンドラインのバージョン

ユーザー情報ユーザー情報, ユーザー情報ユーザー情報

cache, ユーザー情報ユーザー情報

hesiod, ユーザー情報ユーザー情報

LDAP, ユーザー情報ユーザー情報

NIS, ユーザー情報ユーザー情報
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Winbind, ユーザー情報ユーザー情報

autofs, 

/etc/auto.master, 

B

batch, at およびおよび Batch

関連情報関連情報, 関連情報関連情報

C

CA (参照参照 セキュアなサーバーセキュアなサーバー)

chkconfig, chkconfig

console

ファイルへのアクセス権限ファイルへのアクセス権限, コンソールからのファイルへのアクセス許可コンソールからのファイルへのアクセス許可

console access

定義定義, コンソールの定義コンソールの定義

有効化有効化, 他のアプリケーションのコンソールアクセスの有効化他のアプリケーションのコンソールアクセスの有効化

無効化無効化, コンソールプログラムアクセスの無効化コンソールプログラムアクセスの無効化

設定設定, コンソールアクセスコンソールアクセス

Cron, 自動タスク自動タスク

cron

crontab の例の例, cron タスクの設定タスクの設定

ユーザー定義のタスクユーザー定義のタスク, cron タスクの設定タスクの設定

設定ファイル設定ファイル, cron タスクの設定タスクの設定

関連資料関連資料, 関連情報関連情報

crontab, cron タスクの設定タスクの設定

CtrlAltDel

shutdown, disabling, Shutdown Via Ctrl+Alt+Delの無効化の無効化

CUPS, プリンターの設定プリンターの設定

D

dateconfig (参照参照 日付と時刻のプロパティーツール日付と時刻のプロパティーツール)

devel パッケージパッケージ, セキュリティー関連パッケージの概要セキュリティー関連パッケージの概要
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df, ファイルシステムファイルシステム

DHCP, Dynamic Host Configuration Protocol(DHCP)

dhcpd.conf, 設定ファイル設定ファイル

dhcpd.leases, サーバーの起動と停止サーバーの起動と停止

dhcrelay, DHCP リレーエージェントリレーエージェント

group, 設定ファイル設定ファイル

options, 設定ファイル設定ファイル

shared-network, 設定ファイル設定ファイル

subnet, 設定ファイル設定ファイル

クライアント設定クライアント設定, DHCP クライアントの設定クライアントの設定

グローバルパラメーターグローバルパラメーター, 設定ファイル設定ファイル

コマンドラインオプションコマンドラインオプション, サーバーの起動と停止サーバーの起動と停止

サーバーの停止サーバーの停止, サーバーの起動と停止サーバーの起動と停止

サーバーの起動サーバーの起動, サーバーの起動と停止サーバーの起動と停止

サーバー設定サーバー設定, DHCP サーバーの設定サーバーの設定

リレーエージェントリレーエージェント, DHCP リレーエージェントリレーエージェント

使用する理由使用する理由, DHCP を使用する理由を使用する理由

接続先接続先, DHCP クライアントの設定クライアントの設定

関連情報関連情報, 関連情報関連情報

dhcpd.conf, 設定ファイル設定ファイル

dhcpd.leases, サーバーの起動と停止サーバーの起動と停止

dhcrelay, DHCP リレーエージェントリレーエージェント

display

X の設定の設定, 表示設定表示設定

DMZ (参照参照 デミライズされたゾーンデミライズされたゾーン)

DSOs

ロード中ロード中, セキュリティー関連パッケージの概要セキュリティー関連パッケージの概要

du, ファイルシステムファイルシステム

E

e2fsck, ext2 ファイルシステムに戻すファイルシステムに戻す

e2label, パーティションのラベル付けパーティションのラベル付け

exim, メール転送エージェントメール転送エージェント (MTA) の設定の設定
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exports, NFS ファイルシステムのエクスポートファイルシステムのエクスポート

ext2

ext3 からの復元からの復元, ext2 ファイルシステムに戻すファイルシステムに戻す

ext2online, ext2 ファイルシステムに戻すファイルシステムに戻す

ext3

ext2 からの変換からの変換, ext3 ファイルシステムへの変換ファイルシステムへの変換

features, ext3 の機能の機能

作成作成, Ext3 ファイルシステムの作成ファイルシステムの作成

ext3 ファイルシステムファイルシステム

サイズ変更サイズ変更, ext2 ファイルシステムに戻すファイルシステムに戻す

F

findsmb, コマンドラインコマンドライン

floppy グループ（以下を使用）グループ（以下を使用）, フロッピーフロッピー グループグループ

free, Memory Usage

ftp, 

G

getfacl, ACL の取り込みの取り込み

GNOME システムモニターシステムモニター, システムプロセスシステムプロセス

gnome-system-monitor, システムプロセスシステムプロセス

GnuPG

RPM パッケージ署名の確認パッケージ署名の確認, パッケージの署名の確認パッケージの署名の確認

groups (参照参照 グループ設定グループ設定)

floppy（使用）（使用）, フロッピーフロッピー グループグループ

GID, ユーザーとグループユーザーとグループ

standard, 

ユーザープライベートユーザープライベート, ユーザープライベートグループユーザープライベートグループ

共有ディレクトリー共有ディレクトリー, グループディレクトリーグループディレクトリー

概要概要, ユーザーとグループユーザーとグループ

管理するツール管理するツール

groupadd, ユーザーおよびグループ管理ツールユーザーおよびグループ管理ツール, ユーザープライベートグループユーザープライベートグループ

system-config-users, ユーザープライベートグループユーザープライベートグループ
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User Manager, ユーザーおよびグループ管理ツールユーザーおよびグループ管理ツール

関連資料関連資料, 関連情報関連情報

インストールされているドキュメントインストールされているドキュメント, インストールされているドキュメントインストールされているドキュメント

H

hesiod, ユーザー情報ユーザー情報

HTTP ディレクティブディレクティブ

DirectoryIndex, サイトの設定サイトの設定

ErrorDocument, サイトの設定サイトの設定

ErrorLog, ロギングロギング

Group, サーバー設定サーバー設定

HostnameLookups, ロギングロギング

KeepAlive, パフォーマンスチューニングパフォーマンスチューニング

KeepAliveTimeout, パフォーマンスチューニングパフォーマンスチューニング

listen, 基本設定基本設定

LogFormat, ロギングロギング

LogLevel, ロギングロギング

MaxClients, パフォーマンスチューニングパフォーマンスチューニング

MaxKeepAliveRequests, パフォーマンスチューニングパフォーマンスチューニング

ServerAdmin, 基本設定基本設定

ServerName, 基本設定基本設定

TimeOut, パフォーマンスチューニングパフォーマンスチューニング

TransferLog, ロギングロギング

User, サーバー設定サーバー設定

オプションオプション, サイトの設定サイトの設定

HTTP 設定ツール設定ツール

modules, Apache HTTP サーバーの設定サーバーの設定

エラーログエラーログ, ロギングロギング

ディレクティブディレクティブ (参照参照 HTTP ディレクティブディレクティブ)

転送ログ転送ログ, ロギングロギング

httpd, Apache HTTP サーバーの設定サーバーの設定

hwbrowser, ハードウェアハードウェア
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I

insmod, カーネルモジュールユーティリティーカーネルモジュールユーティリティー

ip6tables, IPv6

iptables, allInOnes およびおよび IPTables, IPTables サービスのアクティブ化サービスのアクティブ化

policies, 基本的なファイアウォールポリシー基本的なファイアウォールポリシー

rules, IPTables ルールの保存および復元ルールの保存および復元

common, 一般的な一般的な IPTables フィルタリングフィルタリング

NAT, POSTROUTING and IP Masquerading, DMZ およびおよび IPTables

保存中保存中, IPTables ルールの保存および復元ルールの保存および復元

復元復元, IPTables ルールの保存および復元ルールの保存および復元

転送転送, FORWARD およびおよび NAT ルールルール

およびおよび DMZ, DMZ およびおよび IPTables

コネクションの追跡コネクションの追跡, iptables および接続の追跡および接続の追跡

状態状態, iptables および接続の追跡および接続の追跡

ステートフル検査ステートフル検査, iptables および接続の追跡および接続の追跡

状態状態, iptables および接続の追跡および接続の追跡

チェーンチェーン, iptables コマンド構文コマンド構文

FORWARD, FORWARD およびおよび NAT ルールルール

INPUT, 一般的な一般的な IPTables フィルタリングフィルタリング

OUTPUT, 一般的な一般的な IPTables フィルタリングフィルタリング

POSTROUTING, POSTROUTING and IP Masquerading

PREROUTING, PREROUTING, DMZ およびおよび IPTables

使用使用, IPTables の使用の使用

悪意のあるソフトウェア悪意のあるソフトウェア, 悪意のあるソフトウェアおよび悪意のあるソフトウェアおよび Spoofed IP アドレスアドレス

関連情報関連情報, 関連情報関連情報

ISDN 接続接続 (参照参照 ネットワーク設定ネットワーク設定)

K

Kerberos, 認証認証

kernel

modules, カーネルモジュールカーネルモジュール

アップグレードアップグレード, カーネルの手動によるアップグレードカーネルの手動によるアップグレード
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ダウンロード中ダウンロード中, アップグレードされたカーネルのダウンロードアップグレードされたカーネルのダウンロード

大規模なメモリーのサポート大規模なメモリーのサポート, カーネルパッケージの概要カーネルパッケージの概要

複数のプロセッサーのサポート複数のプロセッサーのサポート, カーネルパッケージの概要カーネルパッケージの概要

kickstart

ファイルの表示方法ファイルの表示方法, キックスタートインストールの開始キックスタートインストールの開始

Kickstart Configurator, Kickstart Configurator

%post スクリプトスクリプト, インストール後のスクリプトインストール後のスクリプト

%pre スクリプトスクリプト, インストール前のスクリプトインストール前のスクリプト

interactive, 基本設定基本設定

mouse, 基本設定基本設定

preview, Kickstart Configurator

reboot, 基本設定基本設定

root パスワードパスワード, 基本設定基本設定

encrypt, 基本設定基本設定

SELinux の設定の設定, SELinux の設定の設定

インストール方法の選択インストール方法の選択, インストール方法インストール方法

キーボードキーボード, 基本設定基本設定

タイムゾーンタイムゾーン, 基本設定基本設定

テキストモードのインストールテキストモードのインストール, 基本設定基本設定

ネットワーク設定ネットワーク設定, Network Configuration

パッケージの選択パッケージの選択, パッケージの選択パッケージの選択

パーティション設定パーティション設定, パーティション情報パーティション情報

ソフトウェアソフトウェア RAID, ソフトウェアソフトウェア RAID パーティションの作成パーティションの作成

ファイアウォールの設定ファイアウォールの設定, ファイアウォールの設定ファイアウォールの設定

ブートローダーブートローダー, ブートローダーのオプションブートローダーのオプション

ブートローダーのオプションブートローダーのオプション, ブートローダーのオプションブートローダーのオプション

保存中保存中, ファイルの保存ファイルの保存

基本オプション基本オプション, 基本設定基本設定

言語言語, 基本設定基本設定

言語サポート言語サポート, 基本設定基本設定

設定の表示設定の表示, 設定の表示設定の表示

認証オプション認証オプション, 認証認証
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L

LDAP, ユーザー情報ユーザー情報, 認証認証

logrotate, ログファイルの場所の特定ログファイルの場所の特定

lpd, プリンターの設定プリンターの設定

lsmod, カーネルモジュールユーティリティーカーネルモジュールユーティリティー

lspci, ハードウェアハードウェア

LVM, 論理ボリュームマネージャー論理ボリュームマネージャー (LVM)

installing

ブートパーティションの作成ブートパーティションの作成, /boot/ パーティションの作成パーティションの作成

ボリュームグループの作成ボリュームグループの作成, LVM ボリュームグループの作成ボリュームグループの作成

物理ボリュームの作成物理ボリュームの作成, LVM 物理ボリュームの作成物理ボリュームの作成

自動パーティション設定自動パーティション設定, 自動パーティション設定自動パーティション設定, 手動での手動での LVM パーティション設定パーティション設定

論理ボリュームの作成論理ボリュームの作成, LVM 論理ボリュームの作成論理ボリュームの作成

インストール時のインストール時の LVM の設定の設定, LVM の設定の設定

キックスタートの使用キックスタートの使用, キックスタートオプションキックスタートオプション

ボリュームグループボリュームグループ, LVM ボリュームグループの作成ボリュームグループの作成

物理エクステント物理エクステント, LVM ボリュームグループの作成ボリュームグループの作成

物理ボリューム物理ボリューム, LVM とはとは, LVM 物理ボリュームの作成物理ボリュームの作成

説明説明:, LVM とはとは

論理ボリューム論理ボリューム, LVM とはとは, LVM 論理ボリュームの作成論理ボリュームの作成

論理ボリュームグループ論理ボリュームグループ, LVM とはとは

関連資料関連資料, 関連情報関連情報

lvm

LVM ツールおよびユーティリティーツールおよびユーティリティー, LVM パーティション管理パーティション管理

LVM2

説明説明:, LVM2 とはとは

M

MD5 パスワードパスワード, 認証認証

mkfs, パーティションのフォーマットパーティションのフォーマット

mkpart, パーティションの作成パーティションの作成

modprobe, カーネルモジュールユーティリティーカーネルモジュールユーティリティー
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modprobe.conf, カーネルモジュールカーネルモジュール

monitor

X の設定の設定, ハードウェア設定の表示ハードウェア設定の表示

デュアルヘッドの設定デュアルヘッドの設定, デュアルヒューリスティックディスプレイの設定デュアルヒューリスティックディスプレイの設定

MTA

デフォルトの設定デフォルトの設定, メール転送エージェントメール転送エージェント (MTA) の設定の設定

メール転送エージェントスイッチスイッチによる切り替えメール転送エージェントスイッチスイッチによる切り替え, メール転送エージェントメール転送エージェント (MTA) の設定の設定

MUA, メール転送エージェントメール転送エージェント (MTA) の設定の設定

N

NAT (参照参照 ネットワークアドレス変換ネットワークアドレス変換)

neat (参照参照 ネットワーク設定ネットワーク設定)

NFS

, 

/etc/fstab, /etc/fstab を使用したを使用した NFS ファイルシステムのマウントファイルシステムのマウント

autofs (参照参照 autofs)

エクスポートエクスポート, NFS ファイルシステムのエクスポートファイルシステムのエクスポート

コマンドラインの設定コマンドラインの設定, コマンドラインからの設定コマンドラインからの設定

サーバーのステータスサーバーのステータス, サーバーの起動と停止サーバーの起動と停止

サーバーの停止サーバーの停止, サーバーの起動と停止サーバーの起動と停止

サーバーの起動サーバーの起動, サーバーの起動と停止サーバーの起動と停止

ディスクレス環境、設定ディスクレス環境、設定, NFS サーバーの設定サーバーの設定

ホスト名の形式ホスト名の形式, ホスト名の形式ホスト名の形式

マウントするマウントする, 

設定設定, Network File System (NFS)

関連情報関連情報, 関連情報関連情報

NFS サーバー設定ツールサーバー設定ツール, NFS ファイルシステムのエクスポートファイルシステムのエクスポート

NFS ファイルシステムのエクスポートファイルシステムのエクスポート, NFS ファイルシステムのエクスポートファイルシステムのエクスポート

NIS, ユーザー情報ユーザー情報

NTP

ntpd, Network Time Protocol(NTP)プロパティープロパティー

設定設定, Network Time Protocol(NTP)プロパティープロパティー
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ntpd, Network Time Protocol(NTP)プロパティープロパティー

ntsysv, ntsysv

O

O'Reilly & Associates, Inc., 関連書籍関連書籍

O'Reilly &Associates, Inc., 関連書籍関連書籍

opannotate (参照参照 OProfile)

opcontrol (参照参照 OProfile)

OpenLDAP, ユーザー情報ユーザー情報, 認証認証

openldap-clients, ユーザー情報ユーザー情報

OpenSSH, OpenSSH

client, 

scp, 

sftp, 

ssh, 

server, 

/etc/ssh/sshd_config, 

ssh-add, 

ssh-agent, 

, , 

ssh-keygen

, 

DSA, 

RSA, 

関連資料関連資料, 関連情報関連情報

OpenSSL

関連情報関連情報, 関連情報関連情報

opreport (参照参照 OProfile)

OProfile, OProfile

/dev/oprofile/, /dev/oprofile/についてについて

events

サンプリングレートサンプリングレート, サンプリングレートサンプリングレート
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設定設定, 監視するイベントの設定監視するイベントの設定

opannotate, opannotateの使用の使用

opcontrol, OProfile の設定の設定

--no-vmlinux, カーネルの指定カーネルの指定

--start, OProfile の起動および停止の起動および停止

--vmlinux=, カーネルの指定カーネルの指定

opreport, opreportの使用の使用

1 つの実行可能ファイルでつの実行可能ファイルで, 単一の実行可能ファイルでの単一の実行可能ファイルでの opreport の使用の使用

oprofiled, OProfile の起動および停止の起動および停止

ログファイルログファイル, OProfile の起動および停止の起動および停止

op_help, 監視するイベントの設定監視するイベントの設定

カーネルの監視カーネルの監視, カーネルの指定カーネルの指定

ツールの概要ツールの概要, ツールの概要ツールの概要

データの保存データの保存, データの保存データの保存

データの読み取りデータの読み取り, データの分析データの分析

ユニットマスクユニットマスク, ユニットマスクユニットマスク

設定設定, OProfile の設定の設定

プロファイルの分離プロファイルの分離, カーネルとユーザー空間プロファイルの分離カーネルとユーザー空間プロファイルの分離

起動起動, OProfile の起動および停止の起動および停止

関連資料関連資料, 関連情報関連情報

oprofiled (参照参照 OProfile)

oprof_start, グラフィカルインターフェースグラフィカルインターフェース

op_help, 監視するイベントの設定監視するイベントの設定

P

Package Updater, Red Hat Network

pam_smbpass, 暗号化パスワード暗号化パスワード

pam_timestamp, 他のアプリケーションのコンソールアクセスの有効化他のアプリケーションのコンソールアクセスの有効化

parted, partedで標準パーティションで標準パーティション

コマンドの表コマンドの表, partedで標準パーティションで標準パーティション

デバイスの選択デバイスの選択, パーティションテーブルの表示パーティションテーブルの表示

パーティションのサイズ変更パーティションのサイズ変更, パーティションのサイズ変更パーティションのサイズ変更

付録付録A 改訂履歴改訂履歴

475



パーティションの削除パーティションの削除, パーティションの削除パーティションの削除

パーティションを作成するパーティションを作成する, パーティションの作成パーティションの作成

パーティションテーブルの表示パーティションテーブルの表示, パーティションテーブルの表示パーティションテーブルの表示

概要概要, partedで標準パーティションで標準パーティション

partitions

フォーマットフォーマット

mkfs, パーティションのフォーマットパーティションのフォーマット

ラベル付けラベル付け

e2label, パーティションのラベル付けパーティションのラベル付け

password

, 

PCI デバイスデバイス

リストリスト, ハードウェアハードウェア

pidgin, allInOnes およびおよび IPTables

pidgin 6, IPv6

postfix, メール転送エージェントメール転送エージェント (MTA) の設定の設定

PPPoE, xDSL 接続の確立接続の確立

printconf (参照参照 プリンターの設定プリンターの設定)

printtool (参照参照 プリンターの設定プリンターの設定)

processes, システムプロセスシステムプロセス

ps, システムプロセスシステムプロセス

PXE, PXE ネットワークインストールネットワークインストール

PXE インストールインストール, PXE ネットワークインストールネットワークインストール

ネットワークサーバーの設定ネットワークサーバーの設定, ネットワークサーバーの設定ネットワークサーバーの設定

ネットワーク起動ツールネットワーク起動ツール, PXE ブート設定ブート設定

ブートメッセージ、カスタムブートメッセージ、カスタム, カスタムブートメッセージの追加カスタムブートメッセージの追加

ホストの追加ホストの追加, PXE ホストの追加ホストの追加

実行中実行中, PXE インストールの実行インストールの実行

概要概要, PXE ネットワークインストールネットワークインストール

設定設定, PXE ブート設定ブート設定

pxeboot, コマンドラインからの設定コマンドラインからの設定
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pxeos, コマンドラインからの設定コマンドラインからの設定

Q

quotacheck, クォータデータベースファイルの作成クォータデータベースファイルの作成

quotacheck コマンドコマンド

によるクォータ正確性の確認によるクォータ正確性の確認, クォータの精度維持クォータの精度維持

quotaoff, 有効化と無効化有効化と無効化

quotaon, 有効化と無効化有効化と無効化

R

RAID, RAID (Redundant Array of Independent Disks)

installing

RAID デバイスの作成デバイスの作成, RAID デバイスとマウントポイントの作成デバイスとマウントポイントの作成

RAID パーティションの作成パーティションの作成, RAID パーティションの作成パーティションの作成

ブートパーティションの作成ブートパーティションの作成, RAID パーティションの作成パーティションの作成

マウントポイントの作成マウントポイントの作成, RAID デバイスとマウントポイントの作成デバイスとマウントポイントの作成

インストール時のソフトウェアインストール時のソフトウェア RAID の設定の設定, ソフトウェアソフトウェア RAID の設定の設定

ソフトウェアソフトウェア RAID, ハードウェアハードウェア RAID とソフトウェアとソフトウェア RAID の比較の比較

ハードウェアハードウェア RAID, ハードウェアハードウェア RAID とソフトウェアとソフトウェア RAID の比較の比較

レベルレベル, RAID レベルとリニアサポートレベルとリニアサポート

レベルレベル 0, RAID レベルとリニアサポートレベルとリニアサポート

レベルレベル 1, RAID レベルとリニアサポートレベルとリニアサポート

レベルレベル 4, RAID レベルとリニアサポートレベルとリニアサポート

レベルレベル 5, RAID レベルとリニアサポートレベルとリニアサポート

使用理由使用理由, RAID を使用するユーザーを使用するユーザー

説明説明:, RAID とはとは

RAM, Memory Usage

rcp, 

Red Hat Network, Red Hat Network

Red Hat Package Manager (参照参照 RPM)

Red Hat RPM ガイドガイド, 関連書籍関連書籍

resize2fs, ext2 ファイルシステムに戻すファイルシステムに戻す

RHN (参照参照 Red Hat Network)
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rmmod, カーネルモジュールユーティリティーカーネルモジュールユーティリティー

RPM, RPM でのパッケージ管理でのパッケージ管理

dependencies, 解決できない依存関係解決できない依存関係

freshen, Freshening

GnuPG, パッケージの署名の確認パッケージの署名の確認

installing, インストールインストール

md5sum, パッケージの署名の確認パッケージの署名の確認

website, 便利な便利な Web サイトサイト

で削除されたファイルの検索で削除されたファイルの検索, RPM で金を抑制するで金を抑制する

を使用したファイル所有権の決定を使用したファイル所有権の決定, RPM で金を抑制するで金を抑制する

アップグレードアップグレード, アップグレードアップグレード

アンインストールアンインストール, アンインストールアンインストール

アンインストールされたパッケージのクエリーアンインストールされたパッケージのクエリー, RPM で金を抑制するで金を抑制する

クエリークエリー, クエリクエリ

パッケージの新規化パッケージの新規化, Freshening

パッケージ署名の確認パッケージ署名の確認, パッケージの署名の確認パッケージの署名の確認

ヒントヒント, RPM で金を抑制するで金を抑制する

ファイルの競合ファイルの競合

resolving, 競合するファイル競合するファイル

ファイル一覧のクエリーファイル一覧のクエリー, RPM で金を抑制するで金を抑制する

使用使用, RPM の使用の使用

本ガイド本ガイド, 関連書籍関連書籍

検証検証, 検証検証

設定ファイルの保存設定ファイルの保存, アップグレードアップグレード

設計ゴール設計ゴール, RPM 設計ゴール設計ゴール

関連ドキュメント関連ドキュメント, RPM で金を抑制するで金を抑制する

関連資料関連資料, 関連情報関連情報

S

Samba, Samba

findsmb, コマンドラインコマンドライン

pam_smbpass, 暗号化パスワード暗号化パスワード

share
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nautilus を使用した接続を使用した接続, Samba 共有への接続共有への接続

コマンドラインでの接続コマンドラインでの接続, コマンドラインコマンドライン

マウントするマウントする, 共有のマウント共有のマウント

smbclient, コマンドラインコマンドライン

Windows NT 4.0、、2000、、ME、および、および XP を使用する場合を使用する場合, 暗号化パスワード暗号化パスワード

アクティブな接続の一覧アクティブな接続の一覧, サーバーの起動と停止サーバーの起動と停止

グラフィカル設定グラフィカル設定, グラフィカル設定グラフィカル設定

Samba ユーザーの管理ユーザーの管理, Samba ユーザーの管理ユーザーの管理

サーバー設定の構成サーバー設定の構成, サーバーの設定サーバーの設定

共有の追加共有の追加, 共有の追加共有の追加

サーバーのステータスサーバーのステータス, サーバーの起動と停止サーバーの起動と停止

サーバーの停止サーバーの停止, サーバーの起動と停止サーバーの起動と停止
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使用する理由使用する理由, Samba を使用する理由を使用する理由
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default, Samba サーバーの設定サーバーの設定

smb.conf, Samba

関連情報関連情報, 関連情報関連情報

scp (参照参照 OpenSSH)

security, 

Security Level Configuration Tool

iptables サービスサービス, IPTables サービスのアクティブ化サービスのアクティブ化

カスタムポートの設定カスタムポートの設定, 他のポート他のポート

保存中保存中, 設定の保存設定の保存

信頼できるサービス信頼できるサービス, 信頼できるサービス信頼できるサービス

有効化および無効化有効化および無効化, ファイアウォールの有効化および無効化ファイアウォールの有効化および無効化

sendmail, メール転送エージェントメール転送エージェント (MTA) の設定の設定

services
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setfacl, アクセスアクセス ACL の設定の設定

Setup Agent

キックスタート経由キックスタート経由, キックスタートオプションキックスタートオプション

sftp (参照参照 OpenSSH)

shutdown

CtrlAltDelの無効化の無効化, Shutdown Via Ctrl+Alt+Delの無効化の無効化

SMB, Samba, 認証認証

smb.conf, Samba

smbclient, コマンドラインコマンドライン

smbstatus, サーバーの起動と停止サーバーの起動と停止

ssh (参照参照 OpenSSH)

ssh-add, 

ssh-agent, 

, , 

star, ACL が設定されているファイルシステムのアーカイブ作成が設定されているファイルシステムのアーカイブ作成

syslogd, ログファイルログファイル

system-config-authentication (参照参照 Authentication Configuration Tool)

system-config-date (参照参照 日付と時刻のプロパティーツール日付と時刻のプロパティーツール)

system-config-display (参照参照 X 設定ツール設定ツール)

system-config-httpd (参照参照 HTTP 設定ツール設定ツール)

system-config-keyboard, キーボードの設定キーボードの設定

system-config-kickstart (参照参照 Kickstart Configurator)

system-config-mouse (参照参照 mouse Configuration Tool)

system-config-netboot, PXE ブート設定ブート設定

system-config-network (参照参照 ネットワーク設定ネットワーク設定)
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および復元および復元
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standard, 
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概要概要, ユーザーとグループユーザーとグループ

管理するツール管理するツール

User Manager, ユーザーおよびグループ管理ツールユーザーおよびグループ管理ツール

useradd, ユーザーおよびグループ管理ツールユーザーおよびグループ管理ツール
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W

付録付録A 改訂履歴改訂履歴

481



Windows

ファイルと印刷の共有ファイルと印刷の共有, Samba

Windows 2000

Samba を使用した共有への接続を使用した共有への接続, 暗号化パスワード暗号化パスワード

Windows 98

Samba を使用した共有への接続を使用した共有への接続, 暗号化パスワード暗号化パスワード

Windows ME

Samba を使用した共有への接続を使用した共有への接続, 暗号化パスワード暗号化パスワード
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X Window System
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